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1. まえがき 

本事故年報は、平成 22 年(1～12 月)に発生した高圧ガス保安法関係事故について、

その事故内容について分析・評価を行ったものであり、今後の高圧ガス保安対策に資

するものである。 

なお、高圧ガス事故のうち、「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する

法律」に係る一般消費者の事故については、本事故年報より除外している。 

 

2.  高圧ガス保安法関係事故 

高圧ガス保安法関係事故の発生件数は、平成 11 年まで 100 件前後で推移していたが、

平成 12 年から増加に転じ、以後増加し続けている。平成 22 年の事故発生件数は、平

成 21 年よりも増加した。 

近年における事故件数増加の主要因は、容器の盗難、喪失等の事故(以下、「盗難等

事故」という。）の増加である。しかし、盗難等事故は、爆発事故、漏えい事故等の通

常の災害(以下、「災害事故」という。）とは性質が異なっているため、盗難等事故を災

害事故とともに統計処理して論じることは難しい。そこで、本報告書では、高圧ガス

事故を災害事故と盗難等事故に分けて整理し、解析を行った。 

 

 2.1 事故発生件数の推移と分析・評価 

  (1) 年別事故発生件数の推移 

表１に、最近 10 年間(平成 13 年～平成 22 年)における月別の事故発生件数を示す。

最近 5 年間では、平成 18 年は 554 件、平成 19 年は 735 件、平成 20 年は 807 件、平

成 21 年は 824 件、平成 22 年は 916 件と大幅に増加している。この増加の最大要因

は、盗難等事故の増加にあるが、一方、災害事故も着実に増加していることも注目

される。平成 22 年の災害事故件数は 376 件となり、平成 21 年の 299 件と比較して、

大幅に上回って過去最大となった。盗難等事故については、平成 22 年は 540 件とな

り、平成 21 年の 525 件を上回ってこちらも過去最大となった。表１から、月別にお

ける目立った傾向は見受けられないが、これを表１－１(災害事故)と表１－２(盗難

等事故)に分けてみると、表１－１から、災害事故は夏季に多い傾向がある。これは、

夏季には、容器の温度上昇による安全装置からの漏えい事故、台風による災害事故

等、この時期特有の災害が発生することが一因と考えられる。また表１－２から、

盗難等事故は冬季に多い傾向がある。 

 

(2) 事故区分別発生件数 

表２に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における高圧ガス事故の事故区分別

による統計結果を示す。表２から、平成 11 年までは毎年 100 件前後で推移していた

ものが、平成 12 年以降増加していることがわかる。また、災害事故の件数を表２－

１に、盗難等事故の件数を表２－２にそれぞれ示す。災害事故の件数は、平成 13 年

から増加に転じていることが特徴である。また、盗難等事故については、平成 4 年

以前は殆ど届け出が無かったのに対し、届出の指導を行った平成 12 年以降急激に増

加を続けている。 
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表２から、最近 5 年間における事故の総件数は 3,836 件であり、消費の事故 2,710

件(71％)、製造事業所の事故 913 件(24％)、移動の事故 146 件(4％)、その他の事故

67 件(2％)の順となった。また、平成 22 年に発生した高圧ガス事故件数 916 件の事

故区分別内訳は、消費の事故 614 件(67％)、製造事業所の事故 263 件(29％)、移動

の事故 34 件(4％)、その他の事故 5 件(1％)の順となった。平成 22 年の事故の割合

は、最近 5 年間の割合とほぼ同じであるが、若干製造事業所の事故が増加し、消費

の事故が減少している。 

表２－１から、災害事故について同様に比較して見ると、最近 5 年間における事

故の総件数は 1,467 件であり、製造事業所の事故 906 件(62％)、消費の事故 370 件

(25％)、移動の事故 137 件 (9％)、その他の事故 54 件(4％)の順となった。平成 22

年に発生した高圧ガス災害事故件数 376 件の内訳は、製造事業所の災害事故 259 件

(69％)、消費の事故 79 件(21％)、移動の事故 33 件(9％)、その他の事故 5 件(1％)

の順となった。このように、災害事故は製造事業所が多く、最近は特に件数が増加

していることが特徴である。 

 

  (3) 事故原因等による分析・評価 

表３に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における高圧ガス事故の事故原因に

よる統計結果を示す。また、最近 5 年間の事故については、総件数 3,836 件のうち、

設備上(ハード)、すなわち設備の設計・構造不良及び設備の維持・管理不良による

もの(以下、総じて「設備上事故」という。）が 805 件(21％)、運転・操作上(ソフト)、

すなわち管理・操作基準の不備及び運転・工事に係るミスによるもの(以下、総じて

「運転・操作上事故」という。）が 430 件(11％)、その他の事故によるものが 2,601

件(68％)であった。 

平成 22 年の事故は、設備上事故が 227 件(25％)、運転・操作上事故が 89 件(10

％)、交通事故、ごみ処理(くず化を含む。)、盗難等その他の事故によるものが 600

件(66％)であった。 

平成 22 年の災害事故の特徴について考察すると、表３－１に示すように、災害事

故件数 376 件に対して、劣化・腐食、点検不良等の設備の維持管理不良によるもの

が 183 件(49％）、誤操作、認知確認ミス等の運転・工事に係わるミスによるものが 8

9 件(22％)と災害事故全体の 71％を占めている。設備の維持管理及び教育、訓練等

によるヒューマンエラー対策が重要と考えられる。 

 

 2.2 事故区分による分析・評価 

高圧ガスの事故区分、すなわち製造事業所の事故、移動の事故、消費の事故及び

その他の事故について分析・評価した結果を以下に示す。 

 

 (1) 製造事業所の事故分析 

(ｲ) 製造事業所における事故の特徴 

表２に示した通り、最近 20 年間の高圧ガス製造事業所における事故件数の推移

は、平成 13 年までは 30 件/年程度で推移していた。しかし、平成 14 年から増加
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し、特に平成 18 年以降、事故件数は急激に増加している。 

製造事業所に適用される省令は、一般高圧ガス保安規則(以下、「一般則」とい

う。）、液化石油ガス保安規則(同「液石則」）、コンビナート等保安規則(同「コン

ビ則」）及び冷凍保安規則(同「冷凍則」）である。表２では、これら省令の分類によ

る事故件数の推移も示しており、近年は、特に一般則適用事業所及び冷凍則適用

事業所における事故が増加している。 

表２－１から、平成 22 年における製造事業所の災害事故の内訳を見ると、一般

則適用事業所の災害事故が 108 件(29％)と一番多く、以下冷凍則適用事業所が 91

件(24％)、コンビ則適用事業所が 32 件(9％)、液石則適用事業所が 28 件(7％)で

あった。 

 

(ﾛ) 業種別事故件数 

表４に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における製造事業所の事故におけ

る統計結果を示す。また、最近 5 年間に製造事業所で発生した事故 913 件につい

て、業種別に分類すると、冷凍事業所が 284 件(31％)、一般化学が 104 件(11％)、

充填所が 76 件(8％)、石油化学が 50 件(5％)、石油精製が 48 件(5％)の順となっ

ており、その他の事業所(機械、電気、研究所等)が 348 件(38％)であった。その

他の事業所の中では、近年、スタンドの事故が増加しており、平成 22 年には、52

件の事故が発生している。このうち 50 件は災害事故であり、内訳は天然ガススタ

ンドにおける事故が 35 件、液化石油ガススタンドが 14 件、及び水素スタンドが 1

件であった。なお、製造事業所では、表４－２に示すように、盗難等事故は殆ど

発生していない。 

 

(ﾊ) 事故原因による分析 

表５に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における製造事業所の事故原因に

おける統計結果を示す。また、最近 5 年間の製造事業所の事故原因による分析を

行うと、設備上事故が 659 件(72％)、運転・操作上事故が 168 件(18％)、その他

によるものが 86 件(9％)となっている。更にその内容について精査すると、劣化

・腐食等による事故が 506 件(55％)と大部分を占め、以下製作不良によるものが 7

4 件(8％)、認知確認ミスによるものが 63 件(7％)の順となっている。平成 22 年に

ついては、「設備上事故」が 198 件(75％)、「運転・操作上事故」が 35 件(13％)、

その他の事故によるものが 30 件(11％)であった。 

平成 22 年の事故についても、最近 5 年間の傾向と類似しており、全体に占める

劣化・腐食等による事故の割合が特に大きいことが特徴である。このため製造事

業所では、経年劣化対策を中心とした、設備の維持管理が重要であることが示唆

される。また、製作不良等、設備の設計・構造不良に起因する事故の件数が増加

してきており、設計段階での十分な検討及び製作段階における確実な施工と確認

など、品質面での対策も重要であることが示唆される。さらに、認知確認ミス等、

ヒューマンエラーの事故が多いことから、運転中及び工事中における注意も重要

である。 



－4－ 

 

 (2) 移動中の事故分析 

(ｲ) 物質名による分析 

表６に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)の移動中の事故について、ガスの

種類別による統計結果を示す。平成 22 年は、ＬＰガスが 20 件(59％)と多数を占

める。その他では、炭酸ガス 5 件(15％)、窒素 4 件(12％)、酸素 3 件(9％)と続く。

喪失・盗難事故は表６－２に示すが、製造事業所の事故と同様に殆ど発生してい

ない。 

 

(ﾛ) 事故原因による分析 

表７に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における高圧ガス事故の事故原因

による統計結果を示す。また、最近 5 年間に発生した、移動中の事故 146 件につ

いて、原因分析を行うと、表７に示すように交通事故によるものが 46 件(32％)で

全体の約 1/3 を占めた。また、移動中における、容器固定の措置が不十分である

といった認知確認ミスによる事例は 23 件(16％)発生している。誤判断、誤操作も

それぞれ 16 件(11％)及び 14 件(10％)発生しており、所謂ヒューマンエラーが 53

件(37％)発生している。 

 

 (3) 消費先の事故分析 

(ｲ) 物質名による分析 

表８に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における高圧ガス事故の消費先で

発生した事故について、ガスの種類別による統計結果を示す。消費先の事故につ

いては、ＬＰガスが圧倒的に多く、平成 22 年には 520 件(85％)発生している。こ

れは、消費先におけるＬＰガス容器の盗難が、近年非常に増加しているためであ

る。また、表８－１に、ガスの種類別による消費先の災害事故の統計結果を示す。

最近 5 年間に発生した 370 件について、ガスの種類別による分析を行うと、表８

－1 に示すようにＬＰガスによる事例が 168 件(45％)、アセチレンによる事例が 9

1 件(25％)とこれらで大多数を占めている。なお、消費先の事故については、表８

－２に示すように容器の喪失・盗難件数が増加している。平成 22 年には、合計 53

5 件の喪失・盗難事故が発生しているが、大部分はＬＰガス容器の喪失・盗難事故

である。 

 

(ﾛ) 事故原因による分析 

表９に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における、消費中の高圧ガス事故

の事故原因による統計結果を示す。平成 22 年は、消費先の事故が 614 件発生して

いるが、そのうち 513 件(84％)が容器の喪失・盗難によるものであった。消費先

の事故では、圧倒的に盗難等事故の割合が高くなっている。 

表９－１に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における、消費先の災害事故

原因による統計結果を示す。平成 22 年には、消費先の災害事故は 79 件発生し

ているが、その主原因は、劣化・腐食等によるものが 12 件(15％)、認知確認ミ

スによるものが 12 件(15％)、誤操作によるものが 12 件(15％）、誤判断によ
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るものが 7 件(9％)であった。特に、誤操作、誤判断及び認知確認ミスの合

計は 31 件(39％)であり、運転・工事に係るミス(ヒューマンエラー)に関す

る事故が多いのが特徴である。また、最近 5 年間に消費先の災害事故は 370

件発生しているが、その内訳は、誤判断によるものが 52 件(14％)、劣化・

腐食等によるものが 46 件(12％)、誤操作によるものが 45 件(12％）、認知確認

ミスによるものが 45 件(12％)、点検不良によるものが 37 件(10％)の順であり、

平成 22 年と同様の傾向を示した。高圧ガスの消費では、容器を含む消費器具類の

点検及び作業手順の確認及び作業の確実な実施が、事故防止に対して重要である

ことが示唆される。 

 

 (4) その他事故（製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の事故）の取扱状態 

   による分析 

表 10 に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における、その他の高圧ガス事故の

統計結果を示す。母数が少ないため、最近 20 年間のその他事故 224 件について事故

時の取扱状態による分析を行うと、表 10 に示すように容器のくず化によるものが 35

件(16％)、ごみ処理中によるものが 24 件(11％)、放置容器によるものが 22 件(10

％)の順であった。また、上記容器のくず化、放置容器、ごみ処理中以外については、

大部分が保管中の事故であった。 

 

 2.3 現象別区分、人的被害、事故等級による分析 

表 11 に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)における高圧ガス事故について、現

象別区分、人的被害及び事故等級による統計結果を示す。 

 

 (1) 現象別区分による分析 

表 11 に示すように、平成 22 年に発生した高圧ガスの事故件数は 916 件で、事故

現象別にみると、盗難等事故を含むその他が 561 件(61％)と多く、以下噴出・漏え

い 284 件(31％)、火災 39 件(4％)、破裂・破壊 19 件(2％)、爆発 13 件(1％)の順と

なっている。 

表 11－１には、高圧ガスの災害事故について、現象別区分、人的被害及び事故等

級による統計結果を示す。平成 22 年は噴出・漏えい 284 件(76％)、火災 39 件(10

％)、破裂・破壊 19 件(5％)、爆発 13 件(3％)の順となり、大部分が噴出・漏えい事

故であった。最近 5 年間でみると、噴出・漏えい 1036 件(71％)、火災 214 件(15％)、

破裂・破壊 79 件(5％)、爆発 78 件(5％)の順となり、同様の傾向を示す。 

平成 22 年に発生した事故現象について、死傷者数／件数の割合でみると、爆発 1.

5 人／件、火災 0.4 人／件、噴出・漏えい 0.1 人／件、破裂・破壊 0.5 人／件、その

他(中毒等)  0.7 人／件となり、死傷者数／災害事故件数の割合の平均値は 0.2 人／

件であった。最近 5 年間の事故については、爆発 1.0 人／件、火災 0.5 人／件、噴

出・漏えい 0.2 人／件、破裂・破壊 0.5 人／件、その他(中毒等)1.2 人／件となり、

死傷者数／災害事故件数の割合の平均値は 0.3 人／件となった。平成 22 年における

爆発の割合が多い理由としては、1 件の飲食店の爆発事故で 11 名の方々が被災され
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た事故があったためと推定される。 

 

 (2) 人的被害による分析 

表 12 に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)の人的被害の統計結果を示す。 

このうち平成 22 年の人身事故の件数は 41 件であり、高圧ガス保安法事故 916 件に

対する人身事故の割合は 4％となる。また、死傷者数／人身事故件数の割合は 2.0 人

／件となる。また、高圧ガスの災害事故 376 件に対して同様に計算すると、人身事

故の割合は 11％となる。なお、最近 5 年間における、高圧ガスの災害事故 1467 件、

人身事故件数 237 件、死傷者数 465 人に対して同様に計算すると、人身事故の割合

が 16％、死傷者数／人身事故件数の割合が同様 2.0 人／件となった。 

 人身事故件数は、平成 22 年は 41 件で平成 21 年の 36 件より増加した。しかし、

死傷者数は、平成 21 年は 109 名だったが平成 22 年は 80 名に減少した。平成 21 年

は、1 件の事故で塩素漏えい事故により 32 名、三フッ化窒素の爆発事故により 11 名

の負傷者がそれぞれ発生したことが影響していると推定される。平成 22 年において、

1 件の事故で多くの方々が被災されてしまった事故としては、ＬＰガスの爆発事故に

より 11 名の方々が被災された事故が挙げられる。安全を第一とし、万が一の際も人

的被害が最小限になるよう、関係者のより一層の努力が望まれる。 

 

  (3) 事故等級による分析 

表 13 に、最近 20 年間(平成 3 年～平成 22 年)の人的被害の統計結果を示す。平成

21 年はＡ級事故が 2 件(塩素漏えい事故(被災者 32 名)及び三フッ化窒素充てん場の

爆発事故(被害総額が 5 億円以上))発生したが、平成 22 年は発生しなかった。Ｂ級

事故は毎年 10 件前後発生していたが、平成 18 年に 25 件と大幅に増加し、平成 21

年は 29 件に増加し、平成 22 年は更に 41 件へ増加した。平成 22 年のＢ級事故のう

ち、災害事故は 36 件であり、適用理由としては、同一事業所で 1 年以内に 2 回以上

が 28 件、死亡者数 1 名以上 4 名以下が 3 件、重傷者 2 名以上 9 名以下が 4 件、多大

な物的被害が 1 件であった。 
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 事 故 分 類 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

級 

 次の各号の一に該当するものをいう。 

①死者（事故発災より５日以内に死亡したものをいう。以下同じ。）５名以上のもの 

②死者及び重傷者（負傷の治療に要する期間が30日以上の負傷者をいう。以下同じ）

10名以上のものであって①以外のもの 

③死者及び負傷者（重傷者及び軽傷者（負傷の治療に要する期間が30日未満の負傷者）

をいう。以下同じ。）が合計して30名以上のものであって、①及び②以外のもの 

④甚大な物的被害（直接に生ずる物的被害の総額が５億円以上）が生じたもの 

⑤大規模な火災、ガスの大量漏えいが現に進行中であって、大災害に発展するおそれ

があるもの 

⑥その発生形態、災害の影響程度、被害の態様（第三者が多数含まれている場合等)、

テレビ・新聞等の取扱い等により著しく社会的影響が大きいと認められるもの 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

級 

 Ａ級事故以外の事故で次の各号の一に該当するものをいう。 

①死者１名以上４名以下のもの 

②重傷者２名以上９名以下のもので①以外のもの 

③負傷者６名以上29名以下のものであって、②以外のもの 

④多大な物的被害（直接に生ずる物的被害の総額が１億円以上、５億円未満）を生じ

たもの 

⑤同一事業所において事故が発生した日から１年を経過しない間に発生したもの 

⑥その発生形態、災害の影響程度、被害の態様（第三者が含まれている場合等)、テレ

ビ・新聞等の取扱い等により社会的影響が大きいと認められるもの 

 

Ｃ 

級 

 

 上記以外の事故 
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年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 合計
月

１月 10 18 26 41 41 39 67 86 60 88 476

２月 17 19 20 38 33 43 48 85 56 69 428
27 37 46 79 74 82 115 171 116 157

３月 21 19 30 30 47 39 62 62 65 82 457
48 56 76 109 121 121 177 233 181 239

４月 10 20 35 40 42 41 56 61 59 79 443
58 76 111 149 163 162 233 294 240 318

５月 11 19 38 37 36 48 37 52 75 67 420
69 95 149 186 199 210 270 346 315 385

６月 17 16 25 38 35 36 77 60 77 72 453
86 111 174 224 234 246 347 406 392 457

７月 24 31 27 35 47 63 62 68 74 71 502
110 142 201 259 281 309 409 474 466 528

８月 16 28 30 46 43 61 56 60 71 85 496
126 170 231 305 324 370 465 534 537 613

９月 11 26 36 48 45 38 68 60 55 101 488
137 196 267 353 369 408 533 594 592 714

１０月 18 25 42 62 39 44 58 71 65 78 502
155 221 309 415 408 452 591 665 657 792

１１月 17 30 36 39 44 49 65 70 88 64 502
172 251 345 454 452 501 656 735 745 856

１２月 18 31 39 37 52 53 79 72 79 60 520
190 282 384 491 504 554 735 807 824 916

合計 190 282 384 491 504 554 735 807 824 916 5687
対前年比 48.4 36.2 27.9 2.6 9.9 32.7 9.8 2.1 11.2

表 １　高圧ガス事故統計集計表
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年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 合計
月

１月 7 11 12 10 16 16 18 23 23 27 163

２月 6 8 10 5 8 13 18 28 14 22 132
13 19 22 15 24 29 36 51 37 49

３月 16 10 12 9 17 8 24 23 19 24 162
29 29 34 24 41 37 60 74 56 73

４月 5 12 9 13 9 13 15 18 20 32 146
34 41 43 37 50 50 75 92 76 105

５月 8 7 11 9 13 20 14 25 26 24 157
42 48 54 46 63 70 89 117 102 129

６月 9 10 15 21 13 15 35 28 36 39 221
51 58 69 67 76 85 124 145 138 168

７月 18 18 12 15 20 21 34 37 33 31 239
69 76 81 82 96 106 158 182 171 199

８月 13 17 13 15 21 26 29 32 32 43 241
82 93 94 97 117 132 187 214 203 242

９月 7 15 19 18 11 17 28 31 22 55 223
89 108 113 115 128 149 215 245 225 297

１０月 11 11 12 21 14 15 24 20 26 36 190
100 119 125 136 142 164 239 265 251 333

１１月 10 9 9 8 12 15 26 18 25 24 156
110 128 134 144 154 179 265 283 276 357

１２月 12 10 12 13 11 14 22 29 23 19 165
122 138 146 157 165 193 287 312 299 376

合計 122 138 146 157 165 193 287 312 299 376 2195
対前年比 13.1 5.8 7.5 5.1 17.0 48.7 8.7 ▲ 4.2 25.8

表 １－１　高圧ガス事故統計集計表（災害）
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年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 合計
月

１月 3 7 14 31 25 23 49 63 37 61 313

２月 11 11 10 33 25 30 30 57 42 47 296
14 18 24 64 50 53 79 120 79 108

３月 5 9 18 21 30 31 38 39 46 58 295
19 27 42 85 80 84 117 159 125 166

４月 5 8 26 27 33 28 41 43 39 47 297
24 35 68 112 113 112 158 202 164 213

５月 3 12 27 28 23 28 23 27 49 43 263
27 47 95 140 136 140 181 229 213 256

６月 8 6 10 17 22 21 42 32 41 33 232
35 53 105 157 158 161 223 261 254 289

７月 6 13 15 20 27 42 28 31 41 40 263
41 66 120 177 185 203 251 292 295 329

８月 3 11 17 31 22 35 27 28 39 42 255
44 77 137 208 207 238 278 320 334 371

９月 4 11 17 30 34 21 40 29 33 46 265
48 88 154 238 241 259 318 349 367 417

１０月 7 14 30 41 25 29 34 51 39 42 312
55 102 184 279 266 288 352 400 406 459

１１月 7 21 27 31 32 34 39 52 63 40 346
62 123 211 310 298 322 391 452 469 499

１２月 6 21 27 24 41 39 57 43 56 41 355
68 144 238 334 339 361 448 495 525 540

合計 68 144 238 334 339 361 448 495 525 540 3492
対前年比 111.8 65.3 40.3 1.5 6.5 24.1 10.5 6.1 2.9

表 １－２　高圧ガス事故統計集計表（喪失・盗難）
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2
1

3
9
1

5
5
4

平
成

1
7
年

3
2

4
9

3
9

9
0

4
8

0
5
7

5
2

8
0

1
5

1
8

9
2
5

5
2

0
6
7

1
1

3
3
1
8

2
5

5
1
8

3
8
0

5
0
4

平
成

1
6
年

3
1

0
4

4
9

1
1

1
6
1

0
6
5

3
0

2
0

5
9

8
2
0

3
7

0
4
2

1
9

6
3
0
9

2
4

6
2
0

3
8
4

4
9
1

平
成

1
5
年

2
2

0
4

3
1

1
2

0
4
3

0
4
7

0
2

9
0

1
1

1
2

6
3
2

5
0

0
6
1

1
2

0
2
2
7

1
3

3
2
1

2
7
6

3
8
4

平
成

1
4
年

5
1

3
9

2
4

1
1

0
3
5

0
4
4

0
2

1
7

0
1
9

2
0

3
2
0

4
3

0
6
2

2
0

4
1
3
9

4
3

6
1
7
6

2
8
2

平
成

1
3
年

5
1

4
1
0

1
0

1
4

0
2
4

0
3
4

0
1

1
1

0
1
2

1
7

6
2
6

4
9

0
6
1

1
3

6
6
7

3
0

6
9
5

1
9
0

平
成

1
2
年

2
1

1
4

1
6

7
1

2
4

0
2
8

1
3

7
0

1
1

2
0

5
1
8

4
3

0
5
4

1
1

1
2
1

0
2

4
3
9

1
2
1

平
成

1
1
年

0
0

2
2

9
1
6

1
2
6

0
2
8

0
1

5
0

6
1
4

2
1
7

3
3

0
3
9

7
0

8
7

1
4

2
7

9
4

平
成

1
0
年

2
0

0
2

1
6

1
4

2
3
2

0
3
4

3
1

6
0

1
0

1
7

3
1
5

3
5

0
4
5

5
4

4
2

1
1

1
7

9
6

平
成

9
年

2
0

0
2

1
6

1
9

0
3
5

0
3
7

7
3

4
0

1
4

9
0

1
6

2
5

0
3
9

4
5

2
0

0
4

1
5

9
1

平
成

8
年

4
0

0
4

9
2
1

0
3
0

0
3
4

1
2

7
0

1
0

1
6

5
2
0

4
1

0
5
1

4
2

7
0

0
0

1
3

9
8

平
成

7
年

4
0

0
4

2
0

1
4

0
3
4

0
3
8

2
0

5
0

7
1
2

2
1
9

3
3

0
4
0

1
1

0
6

1
6

0
2

3
5

1
1
3

平
成

6
年

2
1

0
3

8
6

0
1
4

0
1
7

1
0

1
0

0
1
1

1
8

3
2
0

4
1

0
5
2

1
1

2
2

8
1

1
2
5

9
4

平
成

5
年

0
0

0
0

1
3

1
8

1
3
2

0
3
2

2
3

1
0

0
1
5

1
1

1
8

2
0

0
3
5

1
0

3
3

1
3

1
2
1

8
8

平
成

4
年

1
1

2
4

8
2
0

0
2
8

0
3
2

0
2

1
3

0
1
5

1
9

0
1
7

3
6

0
5
1

7
0

0
0

1
4

1
2

9
5

平
成

3
年

4
1

2
7

1
0

2
6

0
3
6

0
4
3

2
0

1
0

0
1
2

1
2

3
2
4

3
9

0
5
1

9
4

1
2

0
0

1
6

1
1
0

合
計

8
7

1
5

1
0
4

2
0
6

8
5
9

3
0
0

1
0

1
1
6
9

0
1
3
7
5

5
9

3
7

1
4
8

2
2
4
6

3
3
6

1
6
2

4
3
6

9
3
4

0
1
1
8
0

2
0
2

4
7

3
3
2
9

1
7
1

5
7

3
2
6

4
1
3
2

6
6
8
7

最
近

5
年

間
合

計
4
8

4
8
6

1
3
8

5
8
1

8
2

4
6
6
7

0
8
0
5

3
2

1
5

2
4

2
7
3

1
1
2

1
0
6

1
3
9

3
5
7

0
4
3
0

4
8

7
2
2
1
5

6
6

3
1

2
3
4

2
6
0
1

3
8
3
6

設
備

の
維

持
・
管

理
不

良
小   計

そ  の  他

計
小   計

小   計

そ  の  他

管
理

・
操

作
基

準
の

不
備

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）
設

備
の

設
計

・
構

造
不

良
自 然 災 害

原 因 不 明

そ  の  他

計
ご み 処 理

  ・ く ず 化

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

表
 ３

　
高

圧
ガ

ス
事

故
の

原
因

別
に

よ
る

分
析

合   計

そ
　

の
　

他

小   計

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

計
交 通 事 故

盗   難
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区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

体 制 の 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス

平
成

2
2
年

1
6

0
2
8

4
4

1
7
0

1
3

0
1
8
3

0
2
2
7

2
3

2
0

7
2
5

1
8

3
9

8
2

0
8
9

1
0

0
3

7
4
0

6
0

3
7
6

平
成

2
1
年

7
1

1
7

2
5

1
3
6

1
4

0
1
5
0

0
1
7
5

8
2

1
0

1
1

1
6

2
0

3
0

6
6

0
7
7

8
0

3
4

3
2

4
7

2
9
9

平
成

2
0
年

7
2

1
5

2
4

1
2
1

2
2

2
1
4
5

0
1
6
9

3
1

6
2

1
2

3
4

3
0

1
8

8
2

0
9
4

7
4

4
7

2
7

4
9

3
1
2

平
成

1
9
年

1
1

0
1
7

2
8

9
2

1
9

0
1
1
1

0
1
3
9

1
0

6
9

0
2
5

1
9

3
0

2
8

7
7

0
1
0
2

9
1

1
4

8
1
4

4
6

2
8
7

平
成

1
8
年

7
1

9
1
7

6
2

1
4

2
7
8

0
9
5

9
3

6
0

1
8

1
8

8
2
4

5
0

0
6
8

1
4

2
0

5
9

3
0

1
9
3

平
成

1
7
年

3
2

4
9

3
9

9
0

4
8

0
5
7

5
2

8
0

1
5

1
8

9
2
5

5
2

0
6
7

1
1

3
1
0

3
1
4

4
1

1
6
5

平
成

1
6
年

3
1

0
4

4
9

1
1

1
6
1

0
6
5

3
0

2
0

5
9

8
2
0

3
7

0
4
2

1
9

6
8

4
1
3

5
0

1
5
7

平
成

1
5
年

2
2

0
4

3
1

1
2

0
4
3

0
4
7

0
2

9
0

1
1

1
2

6
3
2

5
0

0
6
1

1
2

0
7

2
1
7

3
8

1
4
6

平
成

1
4
年

5
1

3
9

2
4

1
1

0
3
5

0
4
4

0
2

1
7

0
1
9

2
0

3
2
0

4
3

0
6
2

2
0

4
0

2
6

3
2

1
3
8

平
成

1
3
年

5
1

4
1
0

1
0

1
4

0
2
4

0
3
4

0
1

1
1

0
1
2

1
7

6
2
6

4
9

0
6
1

1
3

6
2

0
6

2
7

1
2
2

平
成

1
2
年

2
1

1
4

1
6

7
1

2
4

0
2
8

1
3

7
0

1
1

2
0

5
1
8

4
3

0
5
4

1
1

1
0

2
3

1
7

9
9

平
成

1
1
年

0
0

2
2

9
1
6

1
2
6

0
2
8

0
1

5
0

6
1
4

2
1
7

3
3

0
3
9

7
0

1
0

4
1
2

7
9

平
成

1
0
年

2
0

0
2

1
6

1
4

2
3
2

0
3
4

3
1

6
0

1
0

1
7

3
1
5

3
5

0
4
5

5
4

0
1

1
1
1

9
0

平
成

9
年

2
0

0
2

1
6

1
9

0
3
5

0
3
7

7
3

4
0

1
4

9
0

1
6

2
5

0
3
9

4
5

0
0

4
1
3

8
9

平
成

8
年

4
0

0
4

9
2
1

0
3
0

0
3
4

1
2

7
0

1
0

1
6

5
2
0

4
1

0
5
1

4
2

0
0

0
6

9
1

平
成

7
年

4
0

0
4

2
0

1
4

0
3
4

0
3
8

2
0

5
0

7
1
2

2
1
9

3
3

0
4
0

1
1

0
1
6

0
1

2
8

1
0
6

平
成

6
年

2
1

0
3

8
6

0
1
4

0
1
7

1
0

1
0

0
1
1

1
8

3
2
0

4
1

0
5
2

1
1

2
7

1
1

2
2

9
1

平
成

5
年

0
0

0
0

1
3

1
8

1
3
2

0
3
2

2
3

1
0

0
1
5

1
1

1
8

2
0

0
3
5

1
0

3
0

3
1

1
7

8
4

平
成

4
年

1
1

2
4

8
2
0

0
2
8

0
3
2

0
2

1
3

0
1
5

1
9

0
1
7

3
6

0
5
1

7
0

0
1

4
1
2

9
5

平
成

3
年

4
1

2
7

1
0

2
6

0
3
6

0
4
3

2
0

1
0

0
1
2

1
2

3
2
4

3
9

0
5
1

9
4

2
0

0
1
5

1
0
9

合
計

8
7

1
5

1
0
4

2
0
6

8
5
9

3
0
0

1
0

1
1
6
9

0
1
3
7
5

5
9

3
7

1
4
8

2
2
4
6

3
3
6

1
6
2

4
3
6

9
3
4

0
1
1
8
0

2
0
2

4
7

0
7
7

5
0

1
9
7

5
7
3

3
1
2
8

最
近

5
年

間
合

計
4
8

4
8
6

1
3
8

5
8
1

8
2

4
6
6
7

0
8
0
5

3
2

1
5

2
4

2
7
3

1
1
2

1
0
6

1
3
9

3
5
7

0
4
3
0

4
8

7
0

2
4

3
1

1
2
2

2
3
2

1
4
6
7

合 　 　 計

交 通 事 故

ご み 処 理

　 　 ・ く ず 化

盗 　 　 難

自 然 災 害

原 因 不 明

そ 　 の 　 他

小 　 　 計

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

計

管
理

・
操

作
基

準
の

不
備

設
備

の
設

計
・
構

造
不

良
小 　 　 計

設
備

の
維

持
・
管

理
不

良
小 　 　 計

そ 　 の 　 他

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）

計

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

計

そ
の

他

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

表
 ３

－
１

　
高

圧
ガ

ス
事

故
の

原
因

別
に

よ
る

分
析

（
災

害
）
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区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

体 制 の 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス

平
成

2
2
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5
1
6

0
0

2
4

5
4
0

5
4
0

平
成

2
1
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
8
1

8
0

3
6

5
2
5

5
2
5

平
成

2
0
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
6
7

5
0

2
3

4
9
5

4
9
5

平
成

1
9
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
2
1

1
0

0
1
7

4
4
8

4
4
8

平
成

1
8
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
3
0

1
9

0
1
2

3
6
1

3
6
1

平
成

1
7
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
1
8

1
5

2
4

3
3
9

3
3
9

平
成

1
6
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
0
9

1
6

2
7

3
3
4

3
3
4

平
成

1
5
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
2
7

6
1

4
2
3
8

2
3
8

平
成

1
4
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
3
9

4
1

0
1
4
4

1
4
4

平
成

1
3
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6
7

1
0

0
6
8

6
8

平
成

1
2
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
1

0
0

1
2
2

2
2

平
成

1
1
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
8

6
1

0
1
5

1
5

平
成

1
0
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

2
0

0
6

6

平
成

9
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
2

2

平
成

8
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

0
0

0
7

7

平
成

7
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

0
0

1
7

7

平
成

6
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

1
0

0
3

3

平
成

5
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

1
0

0
4

4

平
成

4
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

平
成

3
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

1

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
3
2
9

9
4

7
1
2
9

3
5
5
9

3
5
5
9

最
近

5
年

間
合

計
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0

0
0

0
0
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0
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0
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0

2
2
1
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4
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0
1
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2
3
6
9

2
3
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9

計

合 　 　 計

交 通 事 故

ご み 処 理

　 　 ・ く ず 化

盗 　 　 難

自 然 災 害

原 因 不 明

そ 　 の 　 他

計

そ
の

他

小 　 　 計

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）

計

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

設
備

の
設

計
・
構

造
不

良
小 　 　 計

設
備

の
維

持
・
管

理
不

良
小 　 　 計

そ 　 の 　 他

管
理

・
操

作
基

準
の

不
備

表
 ３

－
２

　
高

圧
ガ

ス
事

故
の

原
因

別
に

よ
る

分
析

（
喪

失
・
盗

難
）
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業種 石 油 石 油 一 般 冷 凍 充填所 容 器 その他 合 計
　年 精 製 化 学 化 学 事業所 検査所

平成22年 8 4 37 91 13 1 109 263
平成21年 9 8 18 83 16 1 89 224
平成20年 11 17 21 51 19 0 57 176
平成19年 6 9 13 39 18 1 64 150
平成18年 14 12 15 20 10 0 29 100
平成17年 1 6 6 15 10 0 28 66
平成16年 4 9 9 4 11 0 32 69
平成15年 6 3 12 11 9 0 18 59
平成14年 4 2 12 5 6 2 17 48
平成13年 0 1 6 7 4 2 12 32
平成12年 3 0 7 6 3 1 13 33
平成11年 4 2 3 7 6 1 6 29
平成10年 4 4 9 7 3 0 9 36
平成9年 0 3 9 7 2 2 3 26
平成8年 3 1 5 5 4 1 8 27
平成7年 2 3 4 23 3 2 9 46
平成6年 2 2 3 10 3 0 9 29
平成5年 3 2 2 6 7 0 4 24
平成4年 1 1 1 4 4 0 9 20
平成3年 1 4 4 3 6 2 2 22

合計 86 93 196 404 157 16 527 1479
最近5年間合計 48 50 104 284 76 3 348 913

表 ４　製造事業所の業種別事故件数
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業種 石 油 石 油 一 般 冷 凍 充填所 容 器 その他 合 計
　年 精 製 化 学 化 学 事業所 検査所

平成22年 7 4 37 91 12 1 107 259
平成21年 9 8 18 83 16 1 89 224
平成20年 11 17 21 51 19 0 57 176
平成19年 6 9 13 39 17 1 64 149
平成18年 14 12 15 19 9 0 29 98
平成17年 1 6 6 15 10 0 28 66
平成16年 4 9 9 4 7 0 32 65
平成15年 6 3 12 11 8 0 18 58
平成14年 4 2 12 5 5 2 17 47
平成13年 0 1 6 7 4 2 12 32
平成12年 3 0 7 6 3 1 13 33
平成11年 4 2 3 7 6 1 6 29
平成10年 4 4 9 7 2 0 9 35
平成9年 0 3 8 7 2 2 3 25
平成8年 3 1 5 5 4 1 8 27
平成7年 2 3 4 23 3 2 9 46
平成6年 2 2 3 10 3 0 9 29
平成5年 3 2 2 6 7 0 3 23
平成4年 1 1 1 4 4 0 9 20
平成3年 1 4 4 3 6 2 2 22

合計 85 93 195 403 147 16 524 1463
最近5年間合計 47 50 104 283 73 3 346 906

業種 石 油 石 油 一 般 冷 凍 充填所 容 器 その他 合 計
　年 精 製 化 学 化 学 事業所 検査所

平成22年 1 0 0 0 1 0 2 4
平成21年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成20年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成19年 0 0 0 0 1 0 0 1
平成18年 0 0 0 1 1 0 0 2
平成17年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成16年 0 0 0 0 4 0 0 4
平成15年 0 0 0 0 1 0 0 1
平成14年 0 0 0 0 1 0 0 1
平成13年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成12年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成11年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成10年 0 0 0 0 1 0 0 1
平成9年 0 0 1 0 0 0 0 1
平成8年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成7年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成6年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成5年 0 0 0 0 0 0 1 1
平成4年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成3年 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 0 1 1 10 0 3 16
最近5年間合計 1 0 0 1 3 0 2 7

表 ４－１　製造事業所の業種別事故件数（災害）

表 ４－２　製造事業所の業種別事故件数（喪失・盗難）
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区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

　 体 制 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス
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表
 ５

　
製

造
事

業
所

事
故

の
原

因
別

に
よ

る
分

析

合 　 　 計

そ
の

他

小 　 　 計

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

計
盗 　 　 難

計
小 　 　 計

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

管
理

・
操

作
基

準
の

不
備

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）
設

備
の

設
計

・
構

造
不

良
設

備
の

維
持

・
管

理
不

良
小 　 　 計

そ 　 の 　 他
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区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

　 体 制 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス
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種類 Ｌ Ｐ ガ ス アセチレン その他の 合計
　年 ガ　ス

平成22年 20 0 14 34
平成21年 11 1 9 21
平成20年 16 3 11 30
平成19年 16 2 13 31
平成18年 21 0 9 30
平成17年 13 3 5 21
平成16年 15 4 14 33
平成15年 18 3 6 27
平成14年 23 0 5 28
平成13年 17 0 9 26
平成12年 13 1 6 20
平成11年 12 1 2 15
平成10年 9 0 2 11
平成9年 9 0 4 13
平成8年 9 0 3 12
平成7年 9 1 6 16
平成6年 11 0 5 16
平成5年 12 0 4 16
平成4年 9 1 4 14
平成3年 15 0 4 19

合計 278 20 135 433
最近5年間合計 84 6 56 146

表 ６　移動中事故の物質名による分析
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種類 Ｌ Ｐ ガ ス アセチレン その他の 合計
　年 ガ　ス

平成22年 20 0 13 33
平成21年 11 0 8 19
平成20年 14 2 11 27
平成19年 15 1 13 29
平成18年 21 0 8 29
平成17年 13 3 5 21
平成16年 14 4 13 31
平成15年 17 3 5 25
平成14年 23 0 5 28
平成13年 16 0 9 25
平成12年 12 1 6 19
平成11年 11 1 2 14
平成10年 9 0 2 11
平成9年 9 0 4 13
平成8年 9 0 3 12
平成7年 9 1 6 16
平成6年 11 0 5 16
平成5年 12 0 3 15
平成4年 9 1 4 14
平成3年 14 0 4 18

合計 269 17 129 415
最近5年間合計 81 3 53 137

種類 Ｌ Ｐ ガ ス アセチレン その他の 合計
　年 ガ　ス

平成22年 0 0 1 1
平成21年 0 1 1 2
平成20年 2 1 0 3
平成19年 1 1 0 2
平成18年 0 0 1 1
平成17年 0 0 0 0
平成16年 1 0 1 2
平成15年 1 0 1 2
平成14年 0 0 0 0
平成13年 1 0 0 1
平成12年 1 0 0 1
平成11年 1 0 0 1
平成10年 0 0 0 0
平成9年 0 0 0 0
平成8年 0 0 0 0
平成7年 0 0 0 0
平成6年 0 0 0 0
平成5年 0 0 1 1
平成4年 0 0 0 0
平成3年 1 0 0 1

合計 9 3 6 18
最近5年間合計 3 3 3 9

表 ６－１　移動中事故の物質名による分析（災害）

表 ６－２　移動中事故の物質名による分析（喪失・盗難）
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物質名 アセチレン ＬＰガス 塩　素 酸　素 特殊高圧 その他 合　計
年 ガス

平成22年 51 520 0 23 0 20 614
平成21年 48 491 1 13 1 16 570
平成20年 55 484 0 22 2 20 583
平成19年 58 434 2 17 0 24 535
平成18年 35 347 2 13 1 10 408
平成17年 46 331 1 14 0 8 400
平成16年 49 301 0 8 0 9 367
平成15年 36 228 1 13 0 11 289
平成14年 32 125 1 7 0 20 185
平成13年 27 76 1 7 0 5 116
平成12年 17 33 1 2 0 10 63
平成11年 25 15 0 1 0 1 42
平成10年 15 18 1 2 1 3 40
平成9年 17 15 2 1 0 6 41
平成8年 20 27 2 2 1 1 53
平成7年 19 25 0 0 1 4 49
平成6年 26 10 0 2 0 3 41
平成5年 22 13 1 3 0 2 41
平成4年 30 19 2 1 1 2 55
平成3年 37 17 0 1 2 2 59

合計 665 3529 18 152 10 177 4551
最近5年間合計 247 2276 5 88 4 90 2710

表 ８　消費先事故の物質名による分析
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物質名 アセチレン ＬＰガス 塩　素 酸　素 特殊高圧 その他 合　計
年 ガス

平成22年 16 39 0 12 0 12 79
平成21年 10 25 1 1 1 11 49
平成20年 24 38 0 13 2 16 93
平成19年 26 41 2 5 0 21 95
平成18年 15 25 2 3 1 8 54
平成17年 21 26 1 7 0 7 62
平成16年 12 17 0 5 0 7 41
平成15年 14 26 1 6 0 9 56
平成14年 16 16 1 3 0 14 50
平成13年 20 18 1 6 0 4 49
平成12年 17 13 1 2 0 9 42
平成11年 20 7 0 1 0 1 29
平成10年 13 16 1 1 1 3 35
平成9年 17 14 2 1 0 6 40
平成8年 20 20 2 2 1 1 46
平成7年 19 18 0 0 1 4 42
平成6年 25 9 0 2 0 3 39
平成5年 22 12 1 3 0 2 40
平成4年 30 19 2 1 1 2 55
平成3年 37 17 0 1 2 2 59

合計 394 416 18 75 10 142 1055
最近5年間合計 91 168 5 34 4 68 370

物質名 アセチレン ＬＰガス 塩　素 酸　素 特殊高圧 その他 合　計
年 ガス

平成22年 35 481 0 11 0 8 535
平成21年 38 466 0 12 0 5 521
平成20年 31 446 0 9 0 4 490
平成19年 32 393 0 12 0 3 440
平成18年 20 322 0 10 0 2 354
平成17年 25 305 0 7 0 1 338
平成16年 37 284 0 3 0 2 326
平成15年 22 202 0 7 0 2 233
平成14年 16 109 0 4 0 6 135
平成13年 7 58 0 1 0 1 67
平成12年 0 20 0 0 0 1 21
平成11年 5 8 0 0 0 0 13
平成10年 2 2 0 1 0 0 5
平成9年 0 1 0 0 0 0 1
平成8年 0 7 0 0 0 0 7
平成7年 0 7 0 0 0 0 7
平成6年 1 1 0 0 0 0 2
平成5年 0 1 0 0 0 0 1
平成4年 0 0 0 0 0 0 0
平成3年 0 0 0 0 0 0 0

合計 271 3113 0 77 0 35 3496
最近5年間合計 156 2108 0 54 0 22 2340

表 ８－１　消費先事故の物質名による分析（災害）

表 ８－２　消費先事故の物質名による分析（喪失・盗難）
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取扱状態 ご　み 容器の 放 置 その他 合　計
　年 処理中 くず化 容 器

平成22年 0 1 3 1 5
平成21年 0 1 0 8 9
平成20年 0 6 2 10 18
平成19年 1 1 2 15 19
平成18年 0 2 3 11 16
平成17年 0 2 0 15 17
平成16年 1 6 0 15 22
平成15年 0 0 0 9 9
平成14年 1 2 1 17 21
平成13年 3 3 1 9 16
平成12年 0 2 0 3 5
平成11年 0 1 0 7 8
平成10年 3 1 1 4 9
平成9年 5 3 1 2 11
平成8年 2 0 2 2 6
平成7年 0 1 0 1 2
平成6年 2 0 1 5 8
平成5年 3 0 1 3 7
平成4年 0 0 2 4 6
平成3年 3 3 2 2 10

合計 24 35 22 143 224

最近5年間合計 1 11 10 45 67

表 １０　製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の
事故の取扱状態による分析
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取扱状態 ご　み 容器の 放 置 その他 合　計
　年 処理中 くず化 容 器

平成22年 0 1 3 1 5
平成21年 0 1 0 6 7
平成20年 0 6 2 8 16
平成19年 1 1 2 10 14
平成18年 0 2 3 7 12
平成17年 0 2 0 14 16
平成16年 1 6 0 13 20
平成15年 0 0 0 7 7
平成14年 1 2 1 9 13
平成13年 3 3 1 9 16
平成12年 0 2 0 3 5
平成11年 0 1 0 6 7
平成10年 3 1 1 4 9
平成9年 5 3 1 2 11
平成8年 2 0 2 2 6
平成7年 0 1 0 1 2
平成6年 2 0 1 4 7
平成5年 3 0 1 2 6
平成4年 0 0 2 4 6
平成3年 3 3 2 2 10

合計 24 35 22 114 195
最近5年間合計 1 11 10 32 54

取扱状態 ご　み 容器の 放 置 その他 合　計
　年 処理中 くず化 容 器

平成22年 0 0 0 0 0
平成21年 0 0 0 2 2
平成20年 0 0 0 2 2
平成19年 0 0 0 5 5
平成18年 0 0 0 4 4
平成17年 0 0 0 1 1
平成16年 0 0 0 2 2
平成15年 0 0 0 2 2
平成14年 0 0 0 8 8
平成13年 0 0 0 0 0
平成12年 0 0 0 0 0
平成11年 0 0 0 1 1
平成10年 0 0 0 0 0
平成9年 0 0 0 0 0
平成8年 0 0 0 0 0
平成7年 0 0 0 0 0
平成6年 0 0 0 1 1
平成5年 0 0 0 1 1
平成4年 0 0 0 0 0
平成3年 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 29 29
最近5年間合計 0 0 0 13 13

表 １０－１　製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の
事故の取扱状態による分析（災害）

表 １０－２ 製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の
事故の取扱状態による分析（喪失・盗難）
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1
6

0
1
2

1
4

1
1
1

火
　

　
災

3
3

1
9

3
0

0
1
7

3
7

0
1
9

3
4

2
1
2

4
5

0
2
1

3
4

0
1
3

4
1

0
1
6

4
4

1
2
0

噴
出

・
漏

え
い

3
3

1
1
2

4
2

0
2
9

3
9

0
9

6
7

1
2
3

6
4

0
9
1

8
1

0
6

8
7

0
2
0

1
1
3

1
2
6

破
裂

・
破

壊
6

0
4

1
0

0
6

2
2

2
1
1

1
5

1
4

1
3

0
6

1
2

0
1

9
1

4
9

1
3

そ
 の

 他
1

0
0

3
2

2
4

0
1
3

4
0

7
7

2
5

1
7

0
1
3

1
2

2
5

1
3

0
3
1

合
　

　
計

7
9

2
4
0

9
9

3
6
8

1
2
2

4
7
1

1
3
8

6
5
8

1
4
6

3
1
4
9

1
5
7

0
5
3

1
6
5

3
5
7

1
9
3

4
9
1

年

現
象

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

爆
　

　
発

火
　

　
災

噴
出

・
漏

え
い

破
裂

・
破

壊

そ
 の

 他
1
5

0
0

2
2

0
0

6
8

0
0

1
4
4

0
0

2
3
8

0
1

3
3
4

0
1

3
3
9

0
0

3
6
1

0
0

合
　

　
計

1
5

0
0

2
2

0
0

6
8

0
0

1
4
4

0
0

2
3
8

0
1

3
3
4

0
1

3
3
9

0
0

3
6
1

0
0

平
成

1
7
年

平
成

1
7
年

平
成

1
2
年

平
成

1
4
年

平
成

1
6
年

平
成

1
5
年

平
成

1
4
年

平
成

1
6
年

平
成

1
2
年

平
成

1
8
年

平
成

1
4
年

平
成

1
8
年

平
成

1
7
年

平
成

1
8
年

平
成

1
3
年

平
成

1
3
年

平
成

1
3
年

平
成

1
2
年

平
成

1
6
年

平
成

1
5
年

平
成

1
5
年

平
成

1
1
年

表
 １

１
　

現
象

別
区

分
に

よ
る

分
析

　
2
/
3

表
 １

１
－

１
　

現
象

別
区

分
に

よ
る

分
析

（
災

害
）
　

2
/
3

表
 １

１
－

２
　

現
象

別
区

分
に

よ
る

分
析

（
喪

失
・
盗

難
）
　

2
/
3

平
成

1
1
年

平
成

1
1
年
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年

現
象

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

爆
　

　
発

1
5

0
1
6

2
4

0
1
8

1
2

0
1
5

1
3

2
1
8

3
0
5

3
1

3
8
4

7
8

3
7
8

火
　

　
災

4
4

4
1
6

5
4

2
1
5

3
3

0
2
8

3
9

0
1
4

7
5
1

1
2

3
0
6

2
1
4

7
9
3

噴
出

・
漏

え
い

2
1
0

0
3
1

2
1
0

1
3
5

2
1
9

1
5
8

2
8
4

0
2
3

1
7
0
6

1
3

4
9
3

1
0
3
6

3
1
7
3

破
裂

・
破

壊
1
3

1
5

1
7

1
1
3

2
1

1
2

1
9

0
9

2
5
1

1
7

1
1
2

7
9

4
3
2

そ
 の

 他
4
5
3

0
1
2

5
0
2

0
1
1

5
3
9

3
1

5
6
1

1
1
3

3
6
7
4

1
2

1
1
5

2
4
2
9

4
6
8

合
　

　
計

7
3
5

5
8
0

8
0
7

4
9
2

8
2
4

5
1
0
4

9
1
6

3
7
7

6
6
8
7

8
5

1
4
1
0

3
8
3
6

2
1

4
4
4

年

現
象

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

爆
　

　
発

1
5

0
1
6

2
4

0
1
8

1
2

0
1
5

1
3

2
1
8

3
0
5

3
1

3
8
4

7
8

3
7
8

火
　

　
災

4
4

4
1
6

5
4

2
1
5

3
3

0
2
8

3
9

0
1
4

7
5
1

1
2

3
0
6

2
1
4

7
9
3

噴
出

・
漏

え
い

2
1
0

0
3
1

2
1
0

1
3
5

2
1
9

1
5
8

2
8
4

0
2
3

1
7
0
6

1
3

4
9
3

1
0
3
6

3
1
7
3

破
裂

・
破

壊
1
3

1
5

1
7

1
1
3

2
1

1
2

1
9

0
9

2
5
1

1
7

1
1
2

7
9

4
3
2

そ
 の

 他
5

0
1
2

7
0

1
1

1
4

3
1

2
1

1
1
3

1
1
5

1
2

1
1
3

6
0

4
6
8

合
　

　
計

2
8
7

5
8
0

3
1
2

4
9
2

2
9
9

5
1
0
4

3
7
6

3
7
7

3
1
2
8

8
5

1
4
0
8

1
4
6
7

2
1

4
4
4

年

現
象

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

件
 数

死
 者

傷
 者

爆
　

　
発

火
　

　
災

噴
出

・
漏

え
い

破
裂

・
破

壊

そ
 の

 他
4
4
8

0
0

4
9
5

0
0

5
2
5

0
0

5
4
0

0
0

3
5
5
9

0
2

2
3
6
9

0
0

合
　

　
計

4
4
8

0
0

4
9
5

0
0

5
2
5

0
0

5
4
0

0
0

3
5
5
9

0
2

2
3
6
9

0
0

平
成

1
9
年

最
近

5
年

間
合

計
合

　
計

合
　

計

平
成

1
9
年

平
成

2
1
年

平
成

2
2
年

最
近

5
年

間
合

計
平

成
2
1
年

平
成

2
0
年

平
成

2
0
年

平
成

2
2
年

最
近

5
年

間
合

計
平

成
2
1
年

平
成

2
2
年

合
　

計
平

成
1
9
年

平
成

2
0
年表
 １

１
　

現
象

別
区

分
に

よ
る

分
析

　
3
/
3

表
 １

１
－

１
　

現
象

別
区

分
に

よ
る

分
析

（
災

害
）
　

3
/
3

表
 １

１
－

２
　

現
象

別
区

分
に

よ
る

分
析

（
喪

失
・
盗

難
）
　

3
/
3
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区分 人身事故 死　亡 重　傷 軽　傷 死傷者合計
年 件数(件) （名） （名） （名） （名）

平成22年 41 3 18 59 80
平成21年 36 5 14 90 109
平成20年 56 4 13 79 96
平成19年 53 5 15 65 85
平成18年 51 4 8 83 95
平成17年 42 3 6 51 60
平成16年 29 0 11 43 54
平成15年 50 3 24 126 153
平成14年 47 6 10 50 66
平成13年 45 4 13 58 75
平成12年 47 3 17 51 71
平成11年 23 2 9 31 42
平成10年 29 2 14 41 57
平成9年 30 4 7 49 60
平成8年 38 7 9 48 64
平成7年 30 1 14 44 59
平成6年 32 3 13 73 89
平成5年 25 5 9 21 35
平成4年 38 15 8 51 74
平成3年 43 6 16 51 73

合計 785 85 248 1164 1497
最近5年間合計 237 21 68 376 465

表 １２　人的被害の推移
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年　　　　
級 Ａ　級 Ｂ　級 Ｃ　級 合　計

平成22年 0 41 875 916
平成21年 2 29 793 824
平成20年 0 21 786 807
平成19年 0 15 720 735
平成18年 0 25 529 554
平成17年 0 11 493 504
平成16年 0 12 479 491
平成15年 1 10 373 384
平成14年 0 8 274 282
平成13年 0 6 184 190
平成12年 0 5 116 121
平成11年 0 3 91 94
平成10年 0 8 88 96
平成9年 0 5 86 91
平成8年 0 8 90 98
平成7年 1 4 108 113
平成6年 0 7 87 94
平成5年 0 3 85 88
平成4年 1 7 87 95
平成3年 0 7 103 110

合計 5 235 6447 6687
最近5年間合計 2 131 3703 3836

表 １３　事故等級別事故発生件数
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年　　　　
級 Ａ　級 Ｂ　級 Ｃ　級 合　計

平成22年 0 36 340 376
平成21年 2 28 269 299
平成20年 0 19 293 312
平成19年 0 13 274 287
平成18年 0 18 175 193
平成17年 0 4 161 165
平成16年 0 7 150 157
平成15年 1 8 137 146
平成14年 0 8 130 138
平成13年 0 6 116 122
平成12年 0 5 94 99
平成11年 0 3 76 79
平成10年 0 8 82 90
平成9年 0 5 84 89
平成8年 0 8 83 91
平成7年 1 4 101 106
平成6年 0 7 84 91
平成5年 0 3 81 84
平成4年 1 7 87 95
平成3年 0 7 102 109

合計 5 204 2919 3128
最近5年間合計 2 114 1351 1467

年　　　　
級 Ａ　級 Ｂ　級 Ｃ　級 合　計

平成22年 0 5 535 540
平成21年 0 1 524 525
平成20年 0 2 493 495
平成19年 0 2 446 448
平成18年 0 7 354 361
平成17年 0 7 332 339
平成16年 0 5 329 334
平成15年 0 2 236 238
平成14年 0 0 144 144
平成13年 0 0 68 68
平成12年 0 0 22 22
平成11年 0 0 15 15
平成10年 0 0 6 6
平成9年 0 0 2 2
平成8年 0 0 7 7
平成7年 0 0 7 7
平成6年 0 0 3 3
平成5年 0 0 4 4
平成4年 0 0 0 0
平成3年 0 0 1 1

合計 0 31 3528 3559
最近5年間合計 0 17 2352 2369

表 １３－１　事故等級別事故発生件数（災害）

表 １３－２　事故等級別事故発生件数（喪失・盗難）



平
成

２
２

年
に

発
生

し
た

高
圧

ガ
ス

保
安

法
事

故
一

覧
表

(1
)災

害
事

故
：
製

造
事

業
所

の
事

故
  

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
0

-
0
5
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
電

磁
弁

継
手

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
4
/
9

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

漏
洩

等
自

動
車

冷
凍

設
備

、
配

管
、

継
手

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

4
月

9
日

、
環

境
実

験
装

置
の

試
運

転
調

整
の

た
め

、
冷

凍
設

備
を

運
転

し
た

が
冷

え
な

い
の

で
冷

凍
機

を
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
不

足
と

判
断

し
た

。
保

全
担

当
者

に
調

査
依

頼
し

た
結

果
、

漏
え

い
検

知
器

に
よ

り
電

磁
弁

継
手

部
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
、

運
転

禁
止

措
置

を
し

た
。

4
月

1
3
日

、
冷

凍
設

備
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

点
検

確
認

を
実

施
し

、
漏

え
い

部
位

を
特

定
し

た
。

4
月

1
5
日

、
冷

媒
配

管
の

保
冷

材
を

取
り

外
し

た
と

こ
ろ

外
面

腐
食

が
あ

り
、

電
磁

弁
フ

ラ
ン

ジ
部

、
及

び
ボ

ル
ト

、
ナ

ッ
ト

が
腐

食
し

て
い

た
。

4
月

1
6
日

、
電

話
に

て
漏

え
い

事
故

の
連

絡
を

県
へ

行
っ

た
。

漏
え

い
冷

媒
ガ

ス
量

は
、

約
7
0
kg

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
保

冷
材

が
施

さ
れ

て
い

た
が

、
わ

ず
か

な
隙

間
に

結
露

が
生

じ
、

外
面

腐
食

が
発

生
し

た
。

ボ
ル

ト
、

ナ
ッ

ト
も

腐
食

し
て

お
り

締
め

付
け

力
が

低
下

し
た

こ
と

に
よ

り
、

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

2
2
0
1
0

-
0
9
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
調

節
弁

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
2
7

栃
木

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
４

Ａ

漏
洩

等
自

動
車

冷
凍

設
備

、
弁

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
製

作
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

4
月

2
7
日

1
8
時

、
冷

凍
機

を
作

動
さ

せ
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

警
報

を
発

報
し

起
動

し
な

か
っ

た
。

翌
日

、
原

因
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
a)

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

な
お

、
漏

え
い

量
は

、
約

1
6
0
kg

と
判

明
し

た
。

原
因

は
、

漏
え

い
部

分
の

弁
の

弁
体

側
の

ネ
ジ

加
工

不
良

に
よ

り
、

ネ
ジ

山
が

少
な

く
、

ネ
ジ

込
み

継
手

部
分

が
不

十
分

な
状

態
で

接
続

さ
れ

て
い

た
た

め
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
が

十
分

な
役

割
を

果
た

し
て

い
な

い
状

態
で

あ
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

継
手

先
端

部
と

弁
体

側
の

わ
ず

か
な

接
触

に
よ

り
、

か
ろ

う
じ

て
気

密
が

保
た

れ
て

い
た

が
、

振
動

等
の

何
ら

か
の

原
因

で
緩

ん
だ

た
め

に
漏

え
い

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。

3
2
0
1
0

-
1
9
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

圧
縮

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
1
1

宮
城

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
食

品

冷
凍

設
備

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
無

8
月

9
日

に
、

事
業

所
内

の
冷

凍
機

N
0
.2

ラ
イ

ン
を

稼
働

し
た

と
こ

ろ
、

所
定

の
温

度
ま

で
下

が
ら

な
か

っ
た

た
め

、
メ

ー
カ

ー
に

て
点

検
を

実
施

し
た

。
点

検
結

果
か

ら
、

運
転

状
態

に
お

け
る

冷
媒

量
が

不
足

傾
向

に
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
（
前

回
稼

働
時

は
異

常
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
前

回
稼

働
か

ら
の

停
止

期
間

は
5
日

間
。

）
8
月

1
1
日

に
冷

媒
を

回
収

の
上

、
気

密
検

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

油
ド

レ
ン

口
か

ら
の

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

冷
媒

回
収

量
は

1
0
0
.5

kg
で

あ
り

、
本

年
4
月

に
チ

ャ
ー

ジ
し

た
2
4
0
kg

に
対

し
て

1
3
9
.5

kg
喪

失
し

て
い

る
事

を
確

認
し

た
た

め
、

冷
媒

漏
え

い
と

断
定

し
た

。
な

お
、

8
月

1
2
日

に
圧

縮
機

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

を
新

品
と

交
換

の
う

え
、

気
密

試
験

を
実

施
し

漏
え

い
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
後

に
、

冷
媒

2
4
0
kg

を
チ

ャ
ー

ジ
し

た
。

試
運

転
で

問
題

無
い

こ
と

を
確

認
し

、
1
3
日

か
ら

通
常

運
転

開
始

し
て

い
る

。
事

故
の

発
生

し
た

冷
凍

機
は

、
平

成
2
1
年

1
0
月

に
も

同
様

の
漏

え
い

事
故

を
発

災
さ

せ
た

設
備

で
あ

っ
た

。
事

故
原

因
と

考
え

ら
れ

た
、

油
中

へ
の

冷
媒

溶
け

込
み

量
過

多
に

よ
る

油
膜

切
れ

に
つ

い
て

、
冷

媒
量

を
3
0
0
kg

か
ら

2
4
0
kg

に
減

量
し

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

定
期

点
検

は
前

回
事

故
後

、
今

年
2
月

と
4
月

に
実

施
し

異
常

は
認

め
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
。

今
回

発
災

し
た

漏
え

い
事

故
に

つ
い

て
は

、
事

故
発

生
の

5
日

前
の

使
用

時
は

異
常

が
な

く
、

事
故

後
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

固
定

側
シ

ー
ト

面
（
メ

タ
ル

製
）
及

び
回

転
側

シ
ー

ト
面

（
カ

ー
ボ

ン
製

）
に

偏
摩

耗
が

認
め

ら
れ

た
。

原
因

は
、

シ
ー

ト
間

に
不

純
物

等
が

入
り

込
み

摩
耗

が
進

行
し

た
、

又
は

油
中

に
冷

媒
が

多
量

に
溶

け
込

ん
だ

こ
と

に
よ

る
フ

ォ
ー

ミ
ン

グ
等

で
油

膜
切

れ
が

起
こ

り
、

摩
耗

が
進

行
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

設
備

停
止

中
の

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

内
部

の
油

面
確

保
を

目
的

と
し

、
断

続
的

に
潤

滑
油

を
供

給
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
2
0
1
0

-
1
7
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

吐
出

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
1
7

山
口

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
会

社
事

務 所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

平
成

2
2
年

8
月

1
7
日

1
4
時

0
0
分

頃
、

冷
凍

設
備

（
5
3
.2

ト
ン

/
日

）
に

圧
力

低
下

が
見

ら
れ

た
た

め
、

運
転

を
停

止
し

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
の

吐
出

配
管

の
フ

ラ
ン

ジ
部

と
配

管
の

溶
接

部
に

発
生

し
た

き
裂

か
ら

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

)が
漏

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
バ

ル
ブ

を
閉

め
、

漏
え

い
防

止
措

置
を

行
っ

た
後

、
電

源
を

落
と

し
、

運
転

を
完

全
に

停
止

さ
せ

た
。

冷
媒

漏
え

い
量

は
、

約
9
kg

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
今

回
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

配
管

は
、

平
成

2
1

年
度

に
発

生
し

た
冷

媒
漏

え
い

時
に

取
替

え
ら

れ
て

い
た

が
、

寸
法

の
誤

差
が

許
容

値
を

超
え

て
い

た
た

め
、

取
り

付
け

の
際

に
既

設
の

配
管

支
持

土
台

を
加

工
し

た
。

そ
の

際
、

配
管

の
防

振
が

不
十

分
と

な
り

、
配

管
フ

ラ
ン

ジ
部

の
付

け
根

に
過

大
な

振
動

が
加

わ
っ

て
、

疲
労

破
壊

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

5
2
0
1
0

-
3
2
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
1

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
機

械
冷

凍
設

備
、

凝
縮

器

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

1
0
月

1
日

午
前

に
、

事
業

所
内

の
冷

凍
機

で
、

N
o
.1

系
統

の
低

圧
カ

ッ
ト

保
護

が
作

動
し

異
常

停
止

し
た

。
冷

媒
漏

れ
が

予
想

さ
れ

た
た

め
、

設
備

事
業

者
が

冷
媒

回
収

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
約

1
0
.5

kg
の

冷
媒

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

ま
た

、
窒

素
に

よ
る

ガ
ス

漏
れ

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
凝

縮
器

内
部

の
冷

却
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
っ

た
。

原
因

は
、

設
備

の
経

年
劣

化
に

よ
り

、
凝

縮
器

内
部

の
冷

却
チ

ュ
ー

ブ
が

腐
食

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

6
2
0
1
0

-
3
0
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

ア
ン

モ
ニ

ア
冷

凍
機

の
圧

縮
機

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

部
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
0
/
8

茨
城

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
食

品

冷
凍

設
備

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
自

動
運

転
に

よ
る

運
転

停
止

中
、

漏
え

い
検

知
器

の
発

報
が

あ
り

、
機

器
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ア
ン

モ
ニ

ア
臭

が
し

た
が

、
間

も
な

く
臭

い
も

消
え

た
た

め
、

再
稼

動
さ

せ
た

。
再

度
自

動
停

止
後

、
漏

え
い

検
知

器
が

再
度

発
報

し
た

。
機

器
メ

ー
カ

ー
の

点
検

に
よ

り
、

圧
縮

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

か
ら

の
漏

え
い

を
特

定
し

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
の

停
止

に
よ

り
、

シ
ー

リ
ン

グ
部

の
油

膜
が

途
切

れ
、

シ
ー

リ
ン

グ
部

か
ら

軸
部

に
ア

ン
モ

ニ
ア

が
流

出
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

7
2
0
1
0

-
0
2
8

製
造

事
業

所
（
コ

）

液
化

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
充

て
ん

用
ラ

イ
ン

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
2
/
5

福
岡

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

一
般

化
学

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

液
化

炭
酸

ガ
ス

1
0
0
ｍ

3
タ

ン
ク

の
開

放
検

査
に

伴
う

タ
ン

ク
周

辺
配

管
の

肉
厚

測
定

の
た

め
、

協
力

会
社

検
査

員
が

共
通

ラ
ッ

ク
上

で
作

業
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
配

管
の

管
台

部
か

ら
の

ガ
ス

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
社

員
に

連
絡

後
、

社
員

に
よ

る
現

地
確

認
の

結
果

、
液

化
炭

酸
ガ

ス
容

器
充

て
ん

用
ラ

イ
ン

か
ら

の
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
、

直
ち

に
容

器
充

て
ん

用
の

ポ
ン

プ
を

停
止

し
、

当
該

ラ
イ

ン
の

縁
切

り
、

脱
圧

処
置

を
行

っ
た

。
設

備
周

辺
へ

の
臭

気
等

の
環

境
影

響
は

無
く
、

人
的

被
害

も
無

か
っ

た
。

原
因

は
、

①
-
1
7
℃

か
ら

常
温

と
繰

り
返

す
こ

と
に

よ
り

結
露

、
発

錆
に

よ
る

減
肉

、
②

ウ
ッ

ド
ブ

ロ
ッ

ク
使

用
に

よ
る

湿
潤

環
境

下
で

の
外

面
腐

食
、

③
炭

素
鋼

配
管

表
面

の
防

食
塗

装
の

劣
化

、
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

8
2
0
1
0

-
0
9
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

熱
交

換
器

ろ
う

付
部

か
ら

の
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
2
7

神
奈

川
県

0
0

0
0

天
然

ガ
ス

漏
洩

等
一

般
化

学
熱

交
換

器
＜

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

事
業

所
内

で
、

熱
交

換
器

収
納

ボ
ッ

ク
ス

内
の

プ
レ

ー
ト

フ
ィ

ン
型

熱
交

換
器

（
L
N

G
-
窒

素
熱

交
換

）
の

サ
イ

ド
バ

ー
外

部
ろ

う
付

け
部

に
、

ク
ラ

ッ
ク

が
生

じ
漏

え
い

が
発

生
し

た
。

ま
た

、
補

修
変

更
許

可
後

に
現

地
に

て
上

記
以

外
の

ろ
う

付
け

部
の

補
修

を
実

施
し

た
。

補
修

後
、

健
全

性
確

認
の

た
め

気
密

試
験

を
実

施
し

た
が

、
熱

交
換

器
内

部
で

の
パ

ス
間

リ
ー

ク
が

認
め

ら
れ

た
。

原
因

は
、

液
化

分
離

装
置

を
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

さ
せ

る
際

に
、

循
環

さ
せ

る
窒

素
を

通
常

ス
タ

ー
ト

時
（
4
0
～

5
0
℃

）
よ

り
高

い
1
4
0
℃

～
1
5
0
℃

ま
で

上
昇

さ
せ

た
こ

と
に

よ
り

、
L
N

G
-
窒

素
熱

交
換

器
に

サ
ー

マ
ル

ス
ト

レ
ス

を
与

え
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
保

安
管

理
体

制
等

の
見

直
し

（
運

転
・
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

、
保

安
教

育
・

技
術

教
育

の
実

施
）
、

及
び

計
装

設
定

の
見

直
し

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

9
2
0
1
0

-
2
9
3

製
造

事
業

所
（
コ

）

塩
酸

放
散

塔
の

液
面

計
部

よ
り

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
7

福
岡

県
0

0
0

0
塩

酸
漏

洩
等

一
般

化
学

液
面

計
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
製

作
不

良
＞

無

事
業

所
内

で
パ

ト
ロ

ー
ル

員
が

、
塩

酸
放

散
塔

の
液

面
計

部
分

か
ら

の
塩

酸
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
放

散
塔

へ
の

原
料

液
の

供
給

停
止

、
及

び
放

散
塔

内
に

残
留

し
た

塩
酸

の
液

抜
き

を
実

施
し

た
後

、
散

水
を

実
施

し
拡

散
防

止
を

図
っ

た
。

調
査

の
結

果
、

塩
酸

の
常

用
温

度
に

対
し

て
液

面
計

の
テ

フ
ロ

ン
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

厚
み

が
薄

か
っ

た
た

め
、

塩
酸

ガ
ス

が
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

透
過

し
、

液
面

計
の

母
材

と
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
間

に
気

泡
が

発
生

し
た

。
こ

の
気

泡
に

よ
り

、
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

引
張

力
が

生
じ

、
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

薄
い

部
分

で
き

裂
が

発
生

し
た

。
き

裂
か

ら
漏

え
い

し
た

塩
酸

が
、

液
面

計
の

母
材

を
腐

食
し

、
塩

酸
が

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

原
因

は
、

液
面

計
内

部
の

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
厚

み
に

対
す

る
設

計
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

液
面

計
の

型
式

を
変

更
す

る
。

ま
た

、
液

面
計

の
運

用
も

変
更

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
0

2
0
1
0

-
2
7
3

製
造

事
業

所
（
コ

）

塩
素

ガ
ス

製
造

施
設

の
蒸

発
器

液
面

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

弁
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
9
/
1
7

神
奈

川
県

0
0

0
0

塩
素

漏
洩

等
一

般
化

学
弁

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

1
0
時

3
0
分

頃
、

事
業

所
内

で
、

運
転

員
が

塩
素

建
屋

内
を

パ
ト

ロ
ー

ル
中

に
異

臭
に

気
付

い
た

。
こ

の
時

、
塩

素
建

屋
内

ガ
ス

検
知

器
の

指
示

が
0
.1

pp
m

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
さ

ら
に

、
塩

素
建

屋
外

の
ガ

ス
検

知
器

に
は

、
指

示
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
箇

所
を

調
査

し
た

結
果

、
塩

素
蒸

発
器

の
液

面
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
弁

本
体

よ
り

塩
素

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
1
0
時

4
5
分

に
施

設
の

運
転

停
止

を
開

始
し

た
。

な
お

、
塩

素
漏

え
い

量
の

推
定

は
、

漏
れ

箇
所

が
微

少
の

た
め

に
推

定
が

困
難

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
弁

は
、

製
作

時
に

ノ
ズ

ル
が

今
回

の
孔

開
き

側
に

偏
芯

し
た

状
態

で
製

作
さ

れ
て

い
た

。
こ

の
偏

芯
に

よ
り

、
孔

開
き

部
分

の
肉

厚
が

薄
く
な

り
(最

小
1
.2

m
m

:図
面

寸
法

上
肉

厚
が

1
.2

m
m

と
な

る
偏

芯
量

は
約

1
0
m

m
。

)、
鋳

込
み

時
の

湯
の

流
れ

が
不

均
一

に
な

っ
た

と
思

わ
れ

、
内

部
に

鋳
物

キ
ズ

(細
か

な
ブ

ロ
ー

ホ
ー

ル
の

連
続

集
合

体
と

思
わ

れ
る

。
)を

形
成

し
て

外
表

面
近

く
に

達
し

、
こ

の
部

分
の

残
肉

厚
は

製
作

当
初

か
ら

ご
く
僅

か
な

状
態

に
な

っ
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。
原

因
は

、
約

3
9
年

が
経

過
し

、
こ

の
間

に
実

施
し

た
定

期
開

放
検

査
(分

解
点

検
)等

で
吸

湿
に

よ
る

極
僅

か
な

腐
食

が
、

長
年

に
わ

た
り

進
行

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
鋳

物
弁

に
つ

い
て

は
、

計
画

的
に

分
解

点
検

時
に

ノ
ズ

ル
の

偏
芯

状
態

を
確

認
し

､偏
芯

が
見

ら
れ

る
場

合
に

は
内

部
の

キ
ズ

の
状

況
、

及
び

肉
厚

測
定

を
実

施
し

、
健

全
性

の
確

認
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

1
1

2
0
1
0

-
2
5
4

製
造

事
業

所
（
コ

）

ナ
フ

サ
水

素
化

精
製

装
置

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
0
/
1
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

石
油

精
製

ナ
フ

サ
水

素
化

精
製

装
置

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

1
2
日

、
第

2
ナ

フ
サ

水
素

化
精

製
装

置
は

、
通

常
運

転
を

継
続

し
て

い
た

。
交

替
勤

務
者

に
よ

る
巡

回
点

検
を

1
7
時

1
5
分

頃
に

実
施

し
、

異
常

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

そ
の

後
、

計
器

室
で

の
運

転
状

況
監

視
に

お
い

て
、

1
7
時

3
3

分
に

ガ
ス

漏
え

い
検

知
器

が
発

報
し

た
た

め
、

作
業

員
が

状
況

確
認

の
た

め
に

現
場

付
近

の
調

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

1
8
時

0
0
分

に
高

さ
4
m

の
位

置
に

あ
る

L
P

ガ
ス

配
管

か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

1
8
時

0
0
分

に
漏

え
い

発
見

後
、

当
直

者
(副

防
災

管
理

者
)に

連
絡

し
、

当
直

者
は

公
設

1
1
9
番

通
報

を
行

う
と

と
も

に
、

自
衛

防
災

組
織

を
発

動
し

、
漏

え
い

配
管

の
バ

ル
ブ

ブ
ロ

ッ
ク

、
ガ

ス
パ

ー
ジ

及
び

仕
切

り
板

の
挿

入
を

翌
日

3
時

3
5
分

に
完

了
し

た
。

漏
え

い
箇

所
は

、
常

圧
蒸

留
装

置
か

ら
送

ら
れ

て
く
る

飽
和

水
分

を
含

む
L
P

ガ
ス

と
、

第
2
接

触
改

質
装

置
か

ら
送

ら
れ

て
く
る

微
量

の
塩

素
分

が
残

存
す

る
L
P

ガ
ス

が
合

流
し

た
以

降
で

腐
食

し
、

穿
孔

し
て

い
た

。
腐

食
の

原
因

は
、

常
圧

蒸
留

装
置

の
L
P

ガ
ス

に
含

ま
れ

る
飽

和
水

分
が

流
体

温
度

低
下

に
よ

り
凝

縮
し

、
遊

離
水

が
発

生
し

、
第

2
接

触
改

質
装

置
の

L
P

ガ
ス

に
含

ま
れ

る
塩

素
が

遊
離

水
に

溶
解

し
て

塩
酸

に
な

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

1
2

2
0
1
0

-
2
3
6

製
造

事
業

所
（
コ

）

C
E
の

配
管

と
弁

の
ろ

う
付

け
部

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
3
0

大
阪

府
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
ろ

う
付

け

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

窒
素

C
E
設

備
で

、
8
月

6
日

の
窒

素
漏

え
い

事
故

発
生

後
、

1
1
月

8
日

に
漏

え
い

箇
所

の
補

修
を

完
了

し
た

。
そ

の
後

、
し

補
修

箇
所

の
漏

れ
確

認
を

実
施

し
、

1
1

月
3
0
日

に
窒

素
C

E
設

備
の

貯
槽

周
辺

の
配

管
を

含
め

て
漏

れ
検

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

新
た

に
配

管
、

弁
、

銀
ろ

う
付

け
の

3
箇

所
か

ら
の

微
量

な
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
使

用
開

始
か

ら
2
5
年

が
経

過
し

て
お

り
、

経
年

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

補
修

の
際

に
他

の
銀

ろ
う

付
け

箇
所

を
予

防
保

全
と

し
て

補
修

す
る

方
策

も
あ

っ
た

が
、

事
業

者
の

判
断

と
し

て
漏

え
い

箇
所

の
補

修
を

第
一

と
す

る
こ

と
を

選
択

し
て

い
た

。

－40－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
3

2
0
1
0

-
3
7
2

製
造

事
業

所
（
コ

）

L
P

ガ
ス

タ
ン

ク
の

受
入

緊
急

遮
断

弁
の

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
2
/
1
0

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

充
填

所
弁

、
グ

ラ
ン

ド
＜

停
止

中
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

1
2
月

1
0
日

1
7
時

0
0
分

、
L
P

ガ
ス

基
地

で
終

業
後

の
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

、
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

、
1
7
時

1
0
分

に
、

N
O

2
タ

ン
ク

受
入

及
び

払
出

の
緊

急
し

ゃ
断

弁
を

閉
止

し
た

。
1
9
時

3
0
分

、
ガ

ス
漏

れ
検

知
警

報
が

発
報

し
た

た
め

、
現

場
確

認
を

実
施

し
、

受
入

緊
急

し
ゃ

断
弁

の
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
1
9
時

3
5
分

に
、

N
0
2
タ

ン
ク

受
入

元
弁

、
及

び
ポ

ン
プ

戻
り

配
管

の
弁

を
閉

止
し

て
、

漏
え

い
部

分
へ

の
液

の
流

れ
を

し
ゃ

断
し

た
。

2
1
時

0
0
分

に
、

受
入

緊
急

し
ゃ

断
弁

の
グ

ラ
ン

ド
部

の
増

締
め

を
実

施
し

、
2
1
時

1
0
分

に
、

ガ
ス

検
知

器
に

よ
り

ガ
ス

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

グ
ラ

ン
ド

締
め

付
け

ト
ル

ク
が

、
応

力
緩

和
に

よ
っ

て
低

下
し

た
た

め
、

弁
棒

周
囲

の
シ

ー
ル

面
圧

が
低

下
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

定
期

的
に

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

の
締

め
付

け
圧

力
を

確
認

す
る

。

1
4

2
0
1
0

-
0
9
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
ユ

ニ
ッ

ト
の

ヘ
ッ

ダ
ー

配
管

か
ら

の
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
2
3

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

内
で

、
2
号

圧
縮

機
室

内
の

ガ
ス

検
知

レ
ベ

ル
上

昇
に

て
非

常
停

止
し

た
｡点

検
の

結
果

､放
散

ク
ッ

シ
ョ

ン
タ

ン
ク

支
持

取
付

部
の

配
管

溶
接

部
よ

り
､ガ

ス
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
に

つ
い

て
は

、
圧

縮
機

メ
ー

カ
ー

、
及

び
メ

ー
カ

ー
系

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
社

以
外

の
第

三
者

機
関

で
調

査
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

1
5

2
0
1
0

-
0
9
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

窒
素

ロ
ー

リ
ー

の
ポ

ン
プ

吐
出

側
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
2
6

宮
城

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

運
送

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
（
疲

労
）

無

平
成

2
2
年

4
月

2
6
日

、
液

化
窒

素
ロ

ー
リ

ー
の

終
業

点
検

時
に

、
ポ

ン
プ

吐
出

側
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト
か

ら
の

漏
え

い
が

発
見

さ
れ

た
。

同
日

、
当

該
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
耐

圧
試

験
（
窒

素
ガ

ス
に

て
常

用
圧

1
.7

5
M

P
a×

1
.2

5
倍

＝
2
.3

M
P

a）
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

ベ
ロ

ー
ズ

と
フ

ラ
ン

ジ
の

溶
接

箇
所

か
ら

の
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
後

日
、

同
型

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ジ

ョ
イ

ン
ト

に
交

換
し

た
。

原
因

は
、

ポ
ン

プ
吐

出
側

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

ポ
ン

プ
の

振
動

に
よ

る
疲

労
破

壊
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト
の

管
理

方
法

の
強

化
（
今

後
も

毎
年

耐
圧

試
験

を
実

施
し

，
5
年

を
目

処
に

交
換

す
る

。
）
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト
の

振
動

防
止

措
置

を
実

施
す

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
6

2
0
1
0

-
1
4
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

炭
酸

ガ
ス

製
造

施
設

の
圧

縮
機

吐
出

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
5
/
2
1

福
岡

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

食
品

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

液
化

炭
酸

ガ
ス

製
造

施
設

内
で

、
巡

視
点

検
中

、
N

o
2
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

吐
出

ラ
イ

ン
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

か
ら

の
微

少
漏

洩
を

確
認

。
保

管
し

て
い

た
予

備
品

と
取

替
を

行
っ

た
。

（
前

回
交

換
は

平
成

2
0
年

1
月

1
5
日

）
原

因
は

、
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

の
振

動
に

よ
る

金
属

疲
労

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
が

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

は
破

棄
し

て
い

る
た

め
、

詳
細

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
り

、
現

在
メ

ー
カ

ー
に

見
解

を
求

め
て

い
る

。

1
7

2
0
1
0

-
1
7
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

天
然

ガ
ス

充
て

ん
設

備
の

圧
縮

機
1
段

ク
ー

ラ
ー

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
2
2

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

圧
縮

機
、

熱
交

換
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

圧
縮

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

に
お

い
て

、
圧

縮
機

ユ
ニ

ッ
ト

の
1
段

ク
ー

ラ
ー

の
伝

熱
管

と
継

手
と

の
ろ

う
付

け
部

か
ら

、
天

然
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
共

振
に

よ
る

応
力

集
中

で
、

ろ
う

付
け

部
に

ク
ラ

ッ
ク

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

1
8

2
0
1
0

-
2
2
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
ド

レ
ン

蒸
発

器
の

バ
イ

パ
ス

ラ
イ

ン
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
8
/
2
3

福
岡

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
一

般
化

学
配

管
＜

シ
ャ

ッ
ト

ダ
ウ

ン
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

事
業

所
内

で
、

希
硝

酸
3
系

プ
ラ

ン
ト

の
停

止
作

業
中

、
N

H
3
ガ

ス
検

知
器

が
発

報
(警

報
設

定
値

2
5
pp

m
)し

た
の

で
、

周
辺

を
点

検
し

た
結

果
、

液
安

ド
レ

ン
蒸

発
器

の
蒸

気
ド

レ
ン

ト
ラ

ッ
プ

の
バ

イ
パ

ス
ラ

イ
ン

よ
り

安
水

が
漏

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

蒸
発

器
へ

の
受

入
弁

、
及

び
蒸

気
弁

を
停

止
し

た
。

設
備

周
辺

へ
の

臭
気

等
の

環
境

影
響

、
人

的
被

害
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
蒸

気
ド

レ
ン

の
凍

結
に

よ
る

内
部

か
ら

の
応

力
に

よ
り

、
液

安
ド

レ
ン

蒸
発

器
の

コ
イ

ル
が

損
傷

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

液
安

ド
レ

ン
が

蒸
発

器
コ

イ
ル

に
直

接
当

た
る

構
造

で
あ

っ
た

こ
と

、
及

び
コ

イ
ル

に
供

給
す

る
熱

源
の

熱
量

に
対

す
る

設
計

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

が
、

コ
イ

ル
内

の
蒸

気
ド

レ
ン

が
凍

結
し

た
原

因
で

あ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
液

安
ド

レ
ン

が
コ

イ
ル

に
直

接
当

た
ら

な
い

よ
う

に
蒸

発
器

を
改

造
す

る
。

ま
た

、
蒸

発
器

の
熱

源
を

蒸
気

か
ら

温
水

へ
変

更
し

、
流

量
及

び
温

度
を

監
視

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
9

2
0
1
0

-
1
9
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

燃
焼

試
験

設
備

と
カ

ー
ド

ル
を

連
結

す
る

可
と

う
管

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
6

宮
城

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

そ
の

他 （
研

究 所
）

可
と

う
管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

事
業

所
内

の
液

体
ロ

ケ
ッ

ト
燃

焼
試

験
設

備
で

、
定

期
自

主
検

査
の

気
密

試
験

（
窒

素
を

使
用

）
を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ヘ
リ

ウ
ム

ガ
ス

カ
ー

ド
ル

と
設

備
側

配
管

（
常

用
圧

力
:1

9
.6

M
P

a）
を

連
結

す
る

銅
製

可
と

う
管

の
ろ

う
付

け
部

よ
り

、
微

少
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
平

成
1
0
年

に
整

備
さ

れ
た

設
備

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

、
鋼

管
と

S
U

S
製

の
継

手
と

の
ろ

う
付

け
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

経
年

的
な

劣
化

、
並

び
に

ろ
う

付
け

時
の

熱
影

響
や

部
材

の
材

質
の

違
い

に
よ

る
、

ろ
う

付
け

不
良

等
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

連
結

管
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

カ
ー

ド
ル

の
入

れ
替

え
作

業
に

お
け

る
連

結
管

を
脱

着
の

際
、

接
続

部
に

繰
り

返
し

負
荷

が
か

か
り

、
蓄

積
さ

れ
た

こ
と

も
要

因
の

ひ
と

つ
と

考
え

ら
れ

る
。

2
0

2
0
1
0

-
1
9
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

試
験

設
備

へ
の

水
素

供
給

配
管

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
7

宮
城

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

そ
の

他 （
研

究 所
）

配
管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

事
業

所
内

の
液

体
水

素
ロ

ケ
ッ

ト
エ

ン
ジ

ン
要

素
試

験
設

備
で

、
定

期
自

主
検

査
の

気
密

試
験

（
窒

素
を

使
用

）
を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ロ
ケ

ッ
ト

エ
ン

ジ
ン

ヘ
燃

料
等

と
し

て
水

素
ガ

ス
（
メ

タ
ン

、
ヘ

リ
ウ

ム
ガ

ス
併

用
）
を

供
給

す
る

ラ
イ

ン
の

2
次

側
（
常

用
圧

力
：
9
.8

1
M

P
a）

の
遠

隔
調

圧
器

と
遮

断
弁

、
及

び
逃

気
弁

と
を

接
続

す
る

配
管

の
溶

接
継

手
溶

接
部

直
近

か
ら

、
マ

イ
ク

ロ
ク

ラ
ッ

ク
に

よ
る

微
少

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

昭
和

5
1
年

度
に

整
備

さ
れ

た
施

設
で

あ
り

、
経

年
的

な
劣

化
並

び
に

溶
接

時
の

熱
影

響
、

又
は

部
材

の
製

造
不

良
等

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
1

2
0
1
0

-
2
5
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
か

ら
の

天
然

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
9
/
2
5

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

カ
プ

ラ

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無
ス

タ
ン

ド
で

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

か
ら

天
然

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

内
部

の
O

リ
ン

グ
が

劣
化

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

2
2

2
0
1
0

-
3
5
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

の
保

安
検

査
中

、
ガ

ス
受

入
配

管
フ

ラ
ン

ジ
部

よ
り

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
5

山
梨

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

、
継

手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

ス
タ

ン
ド

内
で

、
指

定
保

安
検

査
機

関
に

よ
る

保
安

検
査

、
及

び
定

期
自

主
検

査
を

実
施

し
て

い
る

際
、

1
号

設
備

の
気

密
試

験
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
受

入
配

管
の

フ
ラ

ン
ジ

継
手

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
量

は
、

極
微

量
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
3

2
0
1
0

-
3
1
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

天
然

ガ
ス

充
て

ん
設

備
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
7

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

内
で

、
ガ

ス
充

て
ん

設
備

の
整

備
完

了
後

、
試

運
転

を
し

た
と

こ
ろ

ガ
ス

圧
縮

機
の

エ
ン

ク
ロ

ー
ジ

ャ
ー

内
で

、
ガ

ス
臭

気
が

し
た

(整
備

中
ま

で
は

ガ
ス

臭
気

無
し

)。
点

検
を

行
っ

た
結

果
、

ガ
ス

圧
縮

機
の

吐
出

側
と

、
蓄

ガ
ス

器
間

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

の
か

し
め

部
分

よ
り

、
少

量
の

ガ
ス

漏
れ

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

ホ
ー

ス
か

し
め

部
が

劣
化

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

2
4

2
0
1
0

-
2
9
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

脱
臭

炉
装

置
の

フ
ラ

ン
ジ

3
ヶ

所
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
1
/
2

広
島

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

一
般

化
学

L
N

G
サ

テ
ラ

イ
ト

施
設

、
継

手

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

1
1
月

2
日

9
時

1
0
分

頃
、

L
N

G
サ

テ
ラ

イ
ト

設
備

の
消

費
施

設
(脱

臭
炉

装
置

)で
、

定
期

自
主

検
査

の
気

密
試

験
を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
脱

臭
炉

装
置

内
の

フ
ラ

ン
ジ

部
3
箇

所
か

ら
の

漏
え

い
を

検
知

し
た

。
検

知
後

、
直

ち
に

脱
臭

炉
装

置
の

運
転

を
停

止
し

、
補

修
を

実
施

し
た

。
な

お
、

ガ
ス

漏
え

い
に

よ
る

人
的

被
害

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

フ
ラ

ン
ジ

部
の

振
動

に
よ

る
経

年
の

緩
み

と
、

シ
ー

ル
材

、
パ

ッ
キ

ン
の

劣
化

で
あ

る
と

推
定

さ
れ

る
が

、
詳

細
は

調
査

中
で

あ
る

。

2
5

2
0
1
0

-
3
4
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

熱
交

換
器

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
2
/
5

千
葉

県
0

0
0

0
水

素
、

油
漏

洩
等

一
般

化
学

配
管

、
熱

交
換

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

2
時

5
0
分

頃
、

事
業

所
内

で
運

転
員

が
点

検
巡

視
中

、
潤

滑
油

水
素

化
精

製
装

置
の

3
階

に
あ

る
熱

交
換

器
入

口
ラ

イ
ン

の
保

温
材

よ
り

、
ミ

ス
ト

状
の

も
や

が
出

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
ノ

ズ
ル

付
近

の
保

温
材

を
解

体
し

た
と

こ
ろ

、
熱

交
換

器
入

口
の

ベ
ン

ト
ノ

ズ
ル

の
ボ

ス
と

本
管

と
の

溶
接

継
手

部
に

発
生

し
て

い
た

ピ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

6
時

0
5
分

に
M

D
E
A

(ア
ミ

ン
洗

浄
系

)の
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

開
始

し
、

6
時

2
7
分

に
H

G
P

(水
素

発
生

装
置

)の
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

開
始

し
、

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
さ

せ
た

。
原

因
は

、
溶

接
継

手
部

の
溶

接
不

良
と

推
定

さ
れ

る
が

、
詳

細
の

原
因

に
つ

い
て

は
、

現
在

調
査

中
で

あ
る

。

2
6

2
0
1
0

-
3
7
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

酸
素

貯
槽

の
ガ

ス
放

出
弁

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
2
/
2
2

三
重

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

電
気

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

弁

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

1
2
月

2
2
日

7
時

3
0
分

頃
、

事
業

所
内

の
日

常
点

検
時

に
、

液
化

酸
素

貯
槽

の
ガ

ス
放

出
弁

か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

を
発

見
し

、
バ

ル
ブ

を
閉

め
て

漏
え

い
を

止
め

た
。

漏
え

い
量

は
、

近
づ

か
な

い
と

確
認

で
き

な
い

程
度

の
少

量
で

あ
り

、
事

業
所

外
へ

の
漏

え
い

及
び

二
次

災
害

は
無

か
っ

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

放
出

弁
の

弁
体

に
傷

が
つ

き
漏

え
い

し
た

も
の

で
、

何
ら

か
の

異
物

の
か

み
込

み
に

よ
り

傷
が

つ
い

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
7

2
0
1
0

-
1
0
0

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

配
管

ラ
ッ

ク
へ

の
車

両
接

触
に

よ
る

L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
5
/
1

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
破

裂
等

ス
タ

ン
ド

配
管

、
流

量
計

＜
停

止
中

＞
＜

認
知

確
認

ミ
ス

＞
無

運
送

会
社

の
ア

ル
ミ

パ
ネ

ル
ト

ラ
ッ

ク
が

、
オ

ー
ト

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

充
て

ん
所

の
キ

ャ
ノ

ピ
ー

下
を

潜
り

抜
け

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
キ

ャ
ノ

ピ
ー

下
に

敷
設

さ
れ

て
い

た
配

管
、

及
び

流
量

計
を

破
損

し
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
ト

ラ
ッ

ク
運

転
手

の
認

識
不

足
、

及
び

車
両

進
入

防
止

の
た

め
の

設
備

不
足

で
あ

っ
た

。

2
8

2
0
1
0

-
0
9
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

車
両

の
誤

発
進

に
よ

る
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

の
作

動
2
0
1
0
/
4
/
2
3

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

カ
プ

ラ
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
誤

操
作

＞
無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

で
、

2
号

機
(デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

)で
充

填
し

よ
う

と
し

た
が

､2
号

機
の

調
子

が
悪

い
た

め
に

1
号

機
で

充
填

す
る

こ
と

に
な

り
､運

転
手

に
カ

ギ
を

返
し

､車
両

を
移

動
さ

せ
た

際
に

ホ
ー

ス
を

抜
き

忘
れ

て
い

て
､そ

の
ま

ま
ホ

ー
ス

を
引

っ
張

っ
て

し
ま

い
､緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

が
稼

動
し

､緊
急

停
止

し
た

。
ガ

ス
の

漏
え

い
、

人
的

被
害

は
な

か
っ

た
。

2
9

2
0
1
0

-
3
2
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
装

置
の

排
ガ

ス
配

管
部

が
爆

発
2
0
1
0
/
1
1
/
1
9

福
岡

県
0

0
0

0
水

素
爆

発
そ

の
他

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

静
電

気

事
業

所
内

で
、

破
裂

音
が

し
た

た
め

現
場

へ
急

行
し

た
と

こ
ろ

、
屋

外
に

設
置

し
て

あ
る

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
装

置
Y
-
6
用

の
排

ガ
ス

配
管

部
周

辺
か

ら
出

火
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、
直

ち
に

消
火

作
業

を
開

始
し

た
(消

防
、

警
察

が
出

勤
)。

ま
た

、
エ

ピ
タ

キ
シ

ャ
ル

装
置

が
設

置
さ

れ
て

い
る

ク
リ

ー
ン

ル
ー

ム
で

は
、

排
ガ

ス
配

管
に

設
置

さ
れ

た
微

差
圧

計
に

よ
る

｢Y
-
3
、

Y
-
4
、

Y
-
6
ス

ク
ラ

バ
ー

差
圧

異
常

｣警
報

が
発

報
し

た
た

め
、

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
装

置
Y
-
3
、

Y
-
4
、

Y
ｰ

6
及

び
同

装
置

で
使

用
し

て
い

た
低

圧
水

素
の

供
給

を
停

止
し

、
ク

リ
ー

ン
ル

ー
ム

内
の

作
業

者
に

対
し

避
難

指
示

を
行

っ
た

。
屋

外
消

火
作

業
の

終
了

後
、

周
囲

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
エ

ピ
タ

キ
シ

ャ
ル

装
置

Y
-
3
用

の
排

ガ
ス

配
管

、
希

釈
レ

ス
ス

ク
ラ

バ
ー

及
び

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
装

置
Y
-
6
用

の
排

ガ
ス

配
管

の
溶

融
、

並
び

に
ス

ク
ラ

バ
ー

を
囲

っ
て

い
る

ネ
ッ

ト
の

焼
損

、
エ

ピ
タ

キ
シ

ャ
ル

装
置

Y
-
4
用

ス
ク

ラ
バ

ー
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
装

置
は

特
殊

高
圧

ガ
ス

を
使

用
す

る
た

め
、

こ
の

装
置

か
ら

排
出

さ
れ

る
ガ

ス
は

、
除

害
装

置
(希

釈
レ

ス
ス

ク
ラ

バ
ー

)に
よ

り
強

制
的

に
吸

引
さ

れ
、

除
害

さ
れ

た
後

大
気

に
放

出
さ

れ
る

構
造

と
な

っ
て

い
る

。
破

損
の

状
況

か
ら

、
エ

ピ
タ

キ
シ

ャ
ル

装
置

Y
ｰ

3
用

の
排

ガ
ス

配
管

の
経

年
劣

化
に

よ
り

内
部

へ
大

気
が

混
入

し
、

静
電

気
が

着
火

源
と

な
り

爆
発

が
お

き
た

と
推

定
さ

れ
る

。
爆

発
に

よ
り

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
装

置
用

の
Y
-
3
排

ガ
ス

配
管

が
飛

散
し

、
希

釈
レ

ス
ス

ク
ラ

バ
ー

が
破

損
、

さ
ら

に
エ

ピ
装

置
Y
-
4
用

の
希

釈
レ

ス
ス

ク
ラ

バ
ー

、
及

び
エ

ピ
タ

キ
シ

ャ
ル

装
置

Y
-
6
用

の
排

ガ
ス

配
管

も
破

損
し

た
。

破
損

し
た

エ
ピ

タ
キ

シ
ャ

ル
装

置
Y
-
6
用

の
排

ガ
ス

配
管

か
ら

漏
え

い
し

た
低

圧
水

素
に

着
火

し
、

火
災

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
排

ガ
ス

配
管

の
材

質
と

接
続

方
法

の
見

直
し

、
漏

え
い

検
査

の
頻

度
の

増
加

、
常

時
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
化

若
し

く
は

高
頻

度
化

、
排

ガ
ス

除
害

設
備

の
型

式
変

更
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
0

2
0
1
0

-
0
2
1

製
造

事
業

所
（
コ

）

火
災

に
よ

る
高

圧
配

管
の

熱
損

2
0
1
0
/
1
/
2
9

大
分

県
0

0
0

0
酸

素
火

災
製

鉄
所

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
裸

火

現
場

パ
ト

ロ
ー

ル
員

が
、

連
続

鋳
造

設
備

の
ケ

ー
ブ

ル
ベ

ア
付

近
か

ら
発

煙
し

て
い

る
の

を
発

見
し

､職
場

関
係

者
へ

連
絡

し
た

｡た
だ

ち
に

酸
素

緊
急

遮
断

弁
、

高
圧

酸
素

緊
急

遮
断

弁
､L

P
ガ

ス
緊

急
遮

断
弁

を
閉

に
し

た
｡設

備
の

操
業

を
停

止
し

､電
源

を
遮

断
後

、
初

期
消

火
活

動
を

行
っ

た
。

原
因

は
、

被
害

の
大

き
い

箇
所

に
､微

量
の

ダ
ス

ト
及

び
シ

リ
ン

ダ
駆

動
用

エ
ア

の
排

気
中

油
分

が
堆

積
(他

機
よ

り
推

定
)し

て
い

た
。

こ
の

部
位

に
鋼

片
切

断
時

の
ス

パ
ッ

タ
が

飛
来

し
て

燻
っ

た
た

め
、

上
部

に
あ

る
バ

ル
ブ

ス
タ

ン
ド

の
ホ

ー
ス

が
損

傷
し

た
。

そ
の

後
、

損
傷

し
た

部
位

よ
り

引
火

し
､バ

ル
ブ

ス
タ

ン
ド

の
配

管
類

を
熱

損
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
シ

リ
ン

ダ
駆

動
用

エ
ア

の
排

気
位

置
変

更
(ス

ケ
ー

ル
ス

ル
ー

ス
へ

直
接

落
と

す
)②

飛
来

ス
パ

ッ
タ

か
ら

の
防

御
実

施
(鉄

板
養

生
･ﾎ

ｰ
ｽ

類
の

耐
熱

テ
ー

プ
養

生
)③

4
S
推

進
に

よ
る

周
辺

整
備

、
防

災
教

育
に

よ
る

意
識

の
向

上
を

図
る

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
1

2
0
1
0

-
1
1
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

ポ
ン

プ
の

ベ
ア

リ
ン

グ
装

着
不

備
に

よ
る

液
化

酸
素

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
8

茨
城

県
0

0
0

0
酸

素
火

災
充

填
所

ロ
ー

リ
ー

、
ベ

ア
リ

ン
グ

＜
荷

役
中

＞
＜

製
作

不
良

＞
無

平
成

2
2
年

4
月

8
日

1
5
時

5
5
分

頃
、

液
化

酸
素

ロ
ー

リ
ー

が
液

化
酸

素
充

て
ん

所
に

入
庫

し
、

1
6
時

0
0
分

よ
り

予
冷

を
開

始
し

て
1
6
時

1
0
分

か
ら

充
て

ん
作

業
を

開
始

し
た

。
運

転
手

が
書

類
の

整
理

の
た

め
運

転
席

に
戻

っ
て

い
た

が
、

1
6
時

3
5

分
に

ミ
ラ

ー
越

し
に

煙
が

見
え

た
た

め
現

場
を

確
認

し
発

煙
、

小
火

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

ポ
ン

プ
の

分
解

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
ベ

ア
リ

ン
グ

保
持

器
が

平
成

2
1
年

9
月

1
6
日

の
点

検
作

業
後

に
誤

っ
た

形
で

装
着

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

影
響

で
、

別
ベ

ア
リ

ン
グ

保
持

器
が

破
損

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
破

損
に

よ
り

ポ
ン

プ
の

振
動

及
び

扱
い

込
み

不
良

が
起

こ
っ

た
た

め
、

シ
ー

ル
部

の
不

良
が

起
こ

り
微

量
の

液
化

酸
素

が
漏

え
い

し
た

。
同

時
に

破
損

に
よ

る
発

熱
で

グ
リ

ス
が

溶
融

飛
散

し
、

熱
と

酸
素

に
よ

り
着

火
し

断
熱

材
の

発
泡

ウ
レ

タ
ン

に
延

焼
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
充

て
ん

中
に

運
転

手
が

ポ
ン

プ
設

備
か

ら
離

れ
て

い
た

た
め

、
ポ

ン
プ

の
振

動
等

異
常

に
気

づ
か

ず
、

火
災

の
発

生
を

予
防

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

ポ
ン

プ
組

み
立

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

正
、

及
び

充
て

ん
手

順
の

改
正

を
実

施
す

る
こ

と
と

す
る

。

3
2

2
0
1
0

-
1
6
6

製
造

事
業

所
（
コ

）

接
触

改
質

装
置

の
反

応
塔

の
配

管
接

続
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
2
0

北
海

道
0

0
0

0
水

素
火

災
石

油
精

製
配

管
＜

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞

静
電

気

事
業

所
内

で
、

1
3
時

2
4
分

頃
、

運
転

員
が

工
事

準
備

の
た

め
接

触
改

質
装

置
の

第
4
反

応
塔

（
P

－
V

4
）
へ

行
っ

た
際

に
、

付
近

で
火

災
（
炎

の
高

さ
約

5
0
c
m

）
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

同
装

置
を

緊
急

停
止

し
、

市
消

防
本

部
及

び
関

係
官

庁
へ

の
通

報
を

実
施

し
た

。
脱

圧
操

作
、

窒
素

に
よ

る
可

燃
性

ガ
ス

の
排

除
等

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

炎
は

見
え

な
く
な

り
、

1
3
時

3
8
分

に
消

火
を

確
認

し
た

。
（
市

消
防

本
部

に
よ

る
鎮

火
確

認
は

1
4
時

1
1
分

）
原

因
は

、
運

転
停

止
時

（
常

温
）
か

ら
運

転
時

の
温

度
上

昇
に

伴
う

第
4
反

応
塔

の
上

方
へ

の
熱

膨
張

に
よ

り
、

硫
化

用
配

管
の

接
続

部
に

過
大

な
応

力
が

作
用

し
、

過
去

か
ら

の
装

置
起

動
、

停
止

の
繰

返
し

に
よ

る
疲

労
破

壊
（
高

温
で

の
低

サ
イ

ク
ル

疲
労

）
を

生
じ

た
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

3
3

2
0
1
0

-
2
2
1

製
造

事
業

所
（
コ

）

減
圧

軽
油

水
素

化
脱

硫
装

置
の

圧
縮

機
か

ら
の

水
素

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
2
4

北
海

道
0

0
0

0
水

素
火

災
石

油
精

製
圧

縮
機

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
火

花

平
成

2
2
年

8
月

2
4
日

、
減

圧
軽

油
水

素
化

脱
硫

装
置

は
通

常
運

転
を

実
施

し
て

い
た

。
ま

た
発

災
し

た
圧

縮
機

は
、

2
台

運
転

し
て

い
た

。
(吐

出
圧

力
9
.8

M
P

a、
温

度
1
3
3
℃

)1
時

9
分

に
、

製
油

1
グ

ル
ー

プ
計

器
室

に
て

供
給

水
素

ガ
ス

圧
縮

機
の

軽
故

障
ア

ラ
ー

ム
が

発
報

し
、

製
油

1
グ

ル
ー

プ
員

が
状

況
確

認
の

た
め

、
当

該
圧

縮
機

に
向

か
っ

た
。

そ
の

際
、

圧
縮

機
か

ら
の

異
常

音
を

聞
き

停
止

操
作

を
行

な
お

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

そ
の

直
前

に
圧

縮
機

上
部

よ
り

発
火

を
確

認
し

た
。

1
時

1
2
分

に
火

炎
発

見
後

、
計

器
室

に
て

減
圧

軽
油

水
素

化
脱

硫
装

置
の

緊
急

停
止

し
反

応
器

系
内

の
脱

圧
を

開
始

し
、

1
時

1
4
分

に
公

設
1
1
9
番

通
報

を
行

い
、

自
衛

防
災

組
織

を
発

令
さ

れ
、

自
衛

消
防

隊
が

放
水

を
実

施
、

1
時

4
3
分

に
公

設
消

防
に

よ
り

鎮
火

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
水

平
対

向
2
段

圧
縮

器
の

「
ピ

ス
ト

ン
ロ

ッ
ド

」
と

一
体

の
「
ク

ロ
ス

ヘ
ッ

ド
」
と

、
「
ク

ロ
ス

ヘ
ッ

ド
シ

ュ
ー

(摩
擦

防
止

)｣
を

取
付

け
る

『
ボ

ル
ト

(ク
ロ

ス
ヘ

ッ
ド

シ
ュ

ー
取

付
け

ボ
ル

ト
)』

が
ゆ

る
み

、
『
ク

ロ
ス

ヘ
ッ

ド
シ

ュ
ー

の
が

た
つ

き
』
が

増
幅

し
た

。
そ

の
が

た
つ

き
に

よ
り

『
ク

ロ
ス

ヘ
ッ

ド
シ

ュ
ー

取
付

け
ボ

ル
ト

』
が

破
損

し
、

『
ク

ロ
ス

ヘ
ッ

ド
シ

ュ
ー

が
脱

落
』
し

た
。

そ
の

後
「
ピ

ス
ト

ン
ロ

ッ
ド

」
と

「
ク

ロ
ス

ヘ
ッ

ド
」
の

接
続

部
付

近
で

、
曲

げ
応

力
が

働
き

、
『
ピ

ス
ト

ン
ロ

ッ
ド

が
破

断
』
し

た
。

そ
の

結
果

『
ロ

ッ
ド

の
た

わ
み

』
が

生
じ

、
『
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
ピ

ー
ス

(ピ
ス

ト
ン

ロ
ッ

ド
室

）
内

の
ロ

ッ
ド

パ
ッ

キ
ン

が
破

損
』
し

、
シ

リ
ン

ダ
ー

内
の

水
素

ガ
ス

が
「
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
ピ

ー
ス

｣｢
ク

ロ
ス

ヘ
ッ

ド
部

｣を
通

っ
て

『
ク

ラ
ン

ク
室

へ
流

入
』
し

た
。

更
に

、
ク

ラ
ン

ク
部

品
の

金
属

接
触

に
よ

り
、

火
花

が
発

生
し

て
漏

え
い

し
た

水
素

に
着

火
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
4

2
0
1
0

-
2
2
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

接
触

改
質

装
置

の
反

応
塔

か
ら

の
ナ

フ
サ

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
1
8

大
阪

府
0

0
0

0
炭

化
水

素
火

災
石

油
精

製

接
触

改
質

装
置

、
反

応
塔

、
継

手

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
自

然
発

火

事
業

所
内

で
、

接
触

改
質

装
置

の
第

一
反

応
塔

頂
部

の
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
、

ガ
ス

(水
素

と
ナ

フ
サ

の
混

合
物

)が
漏

え
い

し
火

災
が

発
生

し
た

。
火

災
発

見
後

、
装

置
を

緊
急

停
止

し
、

系
内

の
圧

力
降

下
操

作
を

行
っ

た
と

こ
ろ

消
火

を
確

認
し

た
の

で
、

泡
放

水
等

の
消

火
活

動
は

実
施

し
な

か
っ

た
。

同
日

5
時

1
0
分

、
公

設
消

防
に

よ
る

鎮
火

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
反

応
塔

頂
部

の
フ

ラ
ン

ジ
ボ

ル
ト

が
、

保
温

材
に

囲
ま

れ
長

時
間

高
温

環
境

と
な

り
、

ボ
ル

ト
が

伸
び

た
た

め
締

付
力

が
低

下
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

反
応

塔
頂

部
の

ボ
ル

ト
部

へ
の

熱
の

こ
も

り
を

防
止

す
る

た
め

、
フ

ラ
ン

ジ
周

り
の

保
温

材
は

取
り

外
す

こ
と

と
し

た
。

3
5

2
0
1
0

-
2
5
0

製
造

事
業

所
（
コ

）

精
留

塔
へ

の
塩

素
供

給
配

管
か

ら
の

火
災

2
0
1
0
/
9
/
2
2

愛
媛

県
0

0
0

0
塩

素
火

災
一

般
化

学
塩

素
精

留
塔

、
配

管

＜
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

中
＞

＜
誤

判
断

＞
反

応
熱

工
場

は
、

定
期

修
理

に
向

け
、

9
月

2
2
日

朝
よ

り
停

止
作

業
を

開
始

し
、

塩
素

蒸
発

器
の

残
留

塩
素

の
除

去
作

業
を

行
っ

て
い

た
｡1

0
時

0
5
分

、
液

体
塩

素
精

留
塔

の
出

口
ガ

ス
温

度
が

レ
ン

ジ
オ

ー
バ

ー
(表

示
上

限
8
0
℃

)と
な

っ
た

た
め

､1
1

時
0
0
分

か
ら

出
口

ガ
ス

温
度

が
上

昇
し

た
原

因
の

調
査

を
実

施
し

た
。

出
口

配
管

に
設

置
さ

れ
た

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

弁
の

上
蓋

部
は

保
温

し
て

い
な

い
た

め
、

こ
の

部
位

を
担

任
2
名

と
現

場
運

転
員

1
名

で
触

診
し

た
結

果
、

手
で

さ
わ

れ
る

程
度

の
温

度
で

あ
り

、
系

内
は

窒
素

除
害

中
で

あ
る

こ
と

か
ら

温
度

計
の

誤
指

示
と

判
断

し
た

。
1
6
時

1
8
分

、
現

場
作

業
員

が
液

体
塩

素
精

留
塔

付
近

よ
り

黄
色

の
発

煙
を

発
見

し
、

1
6
時

2
0
分

に
塩

素
ガ

ス
ヒ

ー
タ

ー
か

ら
液

体
塩

素
精

留
塔

に
塩

素
ガ

ス
を

供
給

す
る

配
管

か
ら

の
発

煙
、

及
び

出
火

を
確

認
し

た
た

め
、

消
火

活
動

を
実

施
し

、
1
6
時

3
1
分

に
鎮

火
を

確
認

し
た

。
な

お
、

1
6
時

2
0
分

に
、

出
火

箇
所

近
傍

の
塩

素
用

ガ
ス

検
知

器
が

発
報

し
た

｡原
因

は
、

塩
素

ガ
ス

と
液

体
塩

素
精

留
塔

内
の

ス
テ

ン
レ

ス
製

の
充

て
ん

物
が

塩
素

化
反

応
を

お
こ

し
、

さ
ら

に
精

留
塔

の
出

口
配

管
が

閉
塞

し
た

こ
と

で
発

熱
反

応
が

蓄
積

さ
れ

た
こ

と
で

、
反

応
が

継
続

的
に

進
む

温
度

に
な

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
4
年

前
の

精
留

塔
点

検
時

に
、

塩
化

鉄
が

表
面

に
付

着
し

た
状

態
で

充
て

ん
物

を
水

洗
、

乾
燥

し
再

使
用

さ
れ

た
経

緯
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
そ

の
後

の
開

放
点

検
時

に
、

塩
化

鉄
の

存
在

下
で

水
分

に
接

触
(塩

化
鉄

の
存

在
下

で
の

水
分

と
の

接
触

は
塩

酸
処

理
に

相
当

)す
る

機
会

が
あ

り
、

そ
の

際
に

、
表

面
の

不
動

態
酸

化
皮

膜
が

除
去

さ
れ

、
か

つ
接

触
表

面
積

が
大

き
い

た
め

塩
素

ガ
ス

と
反

応
し

や
す

い
状

態
で

あ
っ

た
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。
従

来
、

塩
素

ガ
ス

と
ス

テ
ン

レ
ス

は
1
2
0
℃

以
下

で
反

応
し

な
い

と
さ

れ
て

き
た

が
、

塩
酸

処
理

に
よ

り
表

面
の

不
動

態
皮

膜
を

除
去

す
る

と
、

塩
素

ガ
ス

と
6
0
℃

前
後

で
反

応
を

起
こ

す
こ

と
が

実
験

に
よ

り
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

塔
内

充
て

ん
物

の
塩

素
化

が
進

行
し

、
反

応
物

の
重

量
が

増
大

、
重

量
増

と
高

温
に

よ
り

充
て

ん
物

の
サ

ポ
ー

ト
が

破
損

し
、

反
応

物
が

塔
底

部
に

落
下

し
た

こ
と

に
よ

り
塔

底
部

か
ら

の
塩

素
供

給
が

絞
ら

れ
、

塩
素

ガ
ス

の
供

給
は

主
に

発
災

し
た

塩
素

供
給

配
管

か
ら

と
な

り
、

高
温

に
さ

ら
さ

れ
た

配
管

内
に

塩
素

ガ
ス

が
供

給
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

配
管

自
体

の
塩

素
化

が
進

行
し

、
減

肉
、

反
応

部
分

が
溶

融
し

発
災

し
た

。
今

後
は

、
充

て
ん

物
等

の
材

質
を

変
更

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
6

2
0
1
0

-
3
2
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

液
抜

き
中

、
大

気
開

放
ノ

ズ
ル

部
か

ら
、

ブ
タ

ン
が

漏
え

い
、

火
災

2
0
1
0
/
1
1
/
5

大
分

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
石

油
化

学

エ
チ

レ
ン

プ
ラ

ン
ト

、
分

解
炉

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

静
電

気

1
1
月

5
日

の
1
4
時

4
3
分

頃
、

エ
チ

レ
ン

プ
ラ

ン
ト

の
分

解
炉

に
お

い
て

デ
コ

ー
キ

ン
グ

の
準

備
作

業
中

、
フ

レ
ア

ー
ブ

ロ
ー

ラ
イ

ン
が

運
転

状
態

に
な

っ
て

い
る

と
思

い
込

み
ブ

タ
ン

の
液

抜
き

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
大

気
開

放
の

ノ
ズ

ル
部

よ
り

ブ
タ

ン
が

少
量

漏
え

い
、

着
火

し
た

。
直

ち
に

対
応

を
取

り
、

1
分

程
度

で
鎮

火
し

、
負

傷
者

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

工
事

完
了

後
、

フ
レ

ア
ー

ブ
ロ

ー
ラ

イ
ン

が
運

転
状

態
に

復
帰

し
て

い
る

と
思

い
込

み
、

ブ
タ

ン
液

抜
き

作
業

を
開

始
し

た
た

め
で

あ
っ

た
。

通
常

の
工

事
の

場
合

は
、

工
事

用
縁

切
り

を
し

て
内

容
物

は
窒

素
に

て
置

換
し

た
後

、
残

圧
の

無
い

よ
う

に
工

事
対

象
範

囲
の

大
気

弁
を

開
放

し
て

工
事

に
入

る
。

工
事

完
了

後
は

気
密

、
窒

素
置

換
を

経
て

ラ
イ

ン
復

旧
を

行
い

、
使

用
可

能
と

し
て

い
る

。
今

回
は

、
変

更
許

可
申

請
が

必
要

な
工

事
だ

っ
た

た
め

、
工

事
完

了
後

、
直

ぐ
の

ラ
イ

ン
復

旧
が

出
来

な
か

っ
た

。
そ

の
た

め
、

ラ
イ

ン
復

旧
の

指
示

が
不

徹
底

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

工
事

用
縁

切
り

か
ら

運
転

復
帰

ま
で

の
運

用
ル

ー
ル

に
問

題
が

あ
っ

た
。

今
後

は
、

類
似

箇
所

の
確

認
、

操
作

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
、

情
報

の
水

平
展

開
を

し
て

再
発

を
防

止
す

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
7

2
0
1
0

-
0
0
6

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

エ
ア

ゾ
ー

ル
缶

に
充

て
ん

し
た

L
P

ガ
ス

が
気

化
し

火
災

発
生

2
0
1
0
/
1
/
1
4

静
岡

県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
一

般
化

学
容

器
本

体
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

静
電

気

平
成

2
2
年

1
月

1
4
日

、
エ

ア
ゾ

ー
ル

缶
へ

の
ガ

ス
充

て
ん

作
業

を
開

始
し

た
直

後
の

午
前

9
時

2
0
分

頃
、

ガ
ス

充
填

機
上

流
側

か
ら

バ
ル

ブ
が

未
装

着
の

エ
ア

ゾ
ー

ル
缶

が
充

填
機

に
供

給
さ

れ
、

当
該

エ
ア

ゾ
ー

ル
缶

か
ら

気
化

し
た

L
P

ガ
ス

に
着

火
し

、
従

業
員

1
名

が
火

傷
を

負
っ

た
ほ

か
、

ガ
ス

充
填

機
の

一
部

、
充

填
室

の
壁

等
を

焼
損

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
充

填
機

内
に

バ
ル

ブ
が

未
装

着
の

エ
ア

ゾ
ー

ル
缶

が
供

給
さ

れ
、

次
工

程
へ

送
ら

れ
る

ま
で

の
間

に
、

充
填

し
た

ガ
ス

が
気

化
し

、
従

業
員

の
着

衣
に

帯
電

し
た

静
電

気
に

よ
り

着
火

し
、

火
災

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

バ
ル

ブ
は

、
ガ

ス
充

填
室

の
上

流
側

で
自

動
で

装
着

さ
れ

る
が

、
未

装
着

で
流

れ
て

き
た

場
合

に
備

え
、

ガ
ス

充
填

室
機

の
前

に
、

従
業

員
を

配
置

さ
せ

監
視

さ
せ

て
い

る
が

、
こ

れ
を

怠
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

3
8

2
0
1
0

-
1
3
0

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

液
封

に
よ

る
L
P

ガ
ス

充
て

ん
設

備
の

放
出

管
か

ら
の

漏
え

い
、

火
災

2
0
1
0
/
6
/
5

山
形

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
充

填
所

配
管

＜
停

止
中

＞

＜
誤

操
作

＞
（
バ

ル
ブ

操
作

）

摩
擦

熱

充
て

ん
所

内
で

、
休

日
の

た
め

バ
ル

ブ
を

全
閉

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ロ
ー

リ
ー

受
入

ラ
イ

ン
で

液
封

が
発

生
し

、
安

全
弁

放
出

管
か

ら
ガ

ス
が

放
出

し
着

火
し

た
。

原
因

は
、

バ
ル

ブ
開

閉
ミ

ス
に

よ
り

、
貯

槽
か

ら
ロ

ー
リ

ー
受

入
ラ

イ
ン

へ
液

が
逆

流
し

、
液

封
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
着

火
の

原
因

は
、

放
出

管
に

付
着

し
た

塵
等

の
摩

擦
熱

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

3
9

2
0
1
0

-
1
3
6

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

廃
止

設
備

の
残

ガ
ス

処
理

中
の

火
災

2
0
1
0
/
6
/
1
6

石
川

県
0

1
0

1
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
貯

蔵
基

地
配

管

＜
そ

の
他

＞
（
残

ガ
ス

処
理

）

＜
誤

判
断

＞

火
花

（
電

気
）

高
圧

ガ
ス

製
造

施
設

廃
止

(撤
去

)に
先

立
つ

残
ガ

ス
処

理
工

程
に

お
い

て
､ブ

タ
ン

受
入

配
管

を
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ

に
よ

り
置

換
し

､ガ
ス

濃
度

を
測

定
し

安
全

な
濃

度
を

確
認

し
た

後
､ブ

ロ
ワ

に
よ

り
当

該
配

管
内

の
窒

素
を

主
成

分
と

す
る

混
合

ガ
ス

を
排

気
し

､逆
方

向
の

開
口

部
か

ら
空

気
を

吸
入

し
空

気
へ

の
置

換
を

行
っ

た
｡そ

の
作

業
中

、
製

造
施

設
で

あ
る

事
故

現
場

直
近

に
設

置
さ

れ
た

ガ
ス

検
知

器
が

作
動

し
た

｡事
務

所
で

警
報

が
発

報
し

た
こ

と
に

気
付

い
た

事
業

所
員

が
､確

認
の

た
め

現
場

に
急

行
し

た
際

､ブ
ロ

ワ
の

電
源

コ
ー

ド
に

躓
き

､コ
ン

セ
ン

ト
が

外
れ

周
囲

に
滞

留
し

て
い

た
可

燃
性

ガ
ス

に
着

火
し

た
と

想
定

さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
当

該
所

員
が

火
傷

を
負

っ
た

。
原

因
は

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

配
管

内
残

ガ
ス

置
換

を
行

っ
た

が
､配

管
の

経
路

が
長

く
､高

低
差

も
あ

り
、

置
換

対
象

で
あ

る
ブ

タ
ン

ガ
ス

と
置

換
媒

体
の

窒
素

ガ
ス

の
ガ

ス
密

度
の

差
が

大
き

く
(約

2
倍

)、
両

者
が

十
分

に
混

合
し

な
か

っ
た

こ
と

が
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

事
故

の
前

々
日

に
実

施
し

た
プ

ロ
パ

ン
受

入
ラ

イ
ン

の
置

換
で

は
問

題
が

な
く
、

同
様

に
完

了
す

る
と

思
い

込
み

が
あ

り
、

油
断

が
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
事

故
当

日
は

､ガ
ス

設
備

全
体

が
水

置
換

及
び

窒
素

置
換

が
完

了
し

て
お

り
、

基
本

的
に

危
険

な
場

所
で

あ
る

と
い

う
認

識
が

薄
く
､監

視
人

を
置

い
て

い
な

か
っ

た
。

こ
の

認
識

か
ら

、
空

気
置

換
を

行
っ

て
い

る
ブ

ロ
ワ

電
源

の
接

続
を

､非
防

爆
コ

ン
セ

ン
ト

に
よ

り
行

っ
て

い
た

。
今

後
は

、
二

次
災

害
防

止
の

た
め

､パ
ー

ジ
作

業
を

行
っ

た
受

入
配

管
開

口
部

に
仕

切
り

板
を

施
工

す
る

と
と

も
に

、
再

発
防

止
策

を
含

め
た

安
全

計
画

書
を

立
案

す
る

こ
と

と
し

た
。

4
0

2
0
1
0

-
0
8
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

酸
化

エ
チ

レ
ン

反
応

器
か

ら
の

火
災

2
0
1
0
/
4
/
1
4

神
奈

川
県

0
0

0
0

酸
化

エ
チ

レ
ン

火
災

一
般

化
学

反
応

器
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

静
電

気

化
学

工
場

に
お

い
て

、
加

圧
反

応
釜

で
、

硬
化

ひ
ま

し
油

に
酸

化
エ

チ
レ

ン
を

反
応

さ
せ

る
た

め
の

準
備

工
程

を
終

え
、

本
格

的
な

反
応

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

､加
圧

反
応

釜
内

圧
力

が
突

然
上

昇
し

安
全

弁
が

作
動

す
る

と
と

も
に

、
2
箇

所
あ

る
ル

ッ
キ

ン
グ

グ
ラ

ス
付

近
か

ら
出

火
し

た
。

原
因

は
、

加
圧

反
応

釜
内

に
液

化
酸

化
エ

チ
レ

ン
を

供
給

す
る

配
管

が
反

応
釜

下
部

の
固

定
部

か
ら

外
れ

、
固

定
部

と
配

管
が

衝
突

を
繰

り
返

す
と

と
と

も
に

、
配

管
の

動
き

に
よ

り
配

管
上

部
の

フ
ラ

ン
ジ

部
が

緩
ん

だ
た

め
、

金
属

の
衝

突
に

よ
る

ス
パ

ー
ク

か
、

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
の

ガ
ス

噴
出

に
よ

る
静

電
気

に
よ

り
酸

化
エ

チ
レ

ン
に

着
火

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
液

化
酸

化
エ

チ
レ

ン
供

給
管

の
交

換
、

及
び

固
定

方
法

の
改

善
を

行
う

他
、

加
圧

反
応

釜
の

非
破

壊
検

査
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
内

部
開

放
検

査
頻

度
を

年
1
回

か
ら

3
回

と
す

る
こ

と
と

し
た

。

－46－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
1

2
0
1
0

-
1
2
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

セ
ラ

ミ
ッ

ク
の

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

実
験

中
の

逆
火

に
よ

る
爆

発
防

止
装

置
か

ら
の

出
火

2
0
1
0
/
5
/
6

群
馬

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

機
械

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

火
花

（
電

気
）

、
裸

火 （
逆

火
）

平
成

2
2
年

5
月

6
日

1
8
:2

0
頃

、
A

事
業

所
内

の
A

ブ
ー

ス
脇

で
、

従
業

員
4
名

が
θ

ガ
ン

装
置

で
セ

ラ
ミ

ッ
ク

の
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
実

験
中

に
粉

末
供

給
機

の
電

気
配

線
が

シ
ョ

ー
ト

し
、

近
く
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

配
管

が
溶

け
、

漏
れ

た
ア

セ
チ

レ
ン

と
ア

ル
コ

ー
ル

に
引

火
し

た
。

ホ
ー

ス
の

溶
損

で
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

は
逆

火
し

、
容

器
倉

庫
(ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
0
本

、
酸

素
7
m

3
容

器
2
0
本

、
窒

素
7
m

3
容

器
5
本

)の
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

手
前

の
爆

発
防

止
器

で
出

火
し

た
。

4
人

は
容

器
の

爆
発

の
危

険
性

が
あ

っ
た

た
め

屋
外

に
退

避
し

た
。

1
8
:2

2
、

1
1
9
番

通
報

し
、

そ
の

後
消

火
が

始
ま

り
1
9
:1

4
に

鎮
火

し
た

。
な

お
、

常
用

圧
力

が
0
.4

M
P

aで
あ

り
、

逆
火

防
止

器
が

使
え

る
0
.2

M
P

aを
超

え
て

い
る

た
め

、
逆

火
防

止
装

置
の

代
替

と
し

て
、

逆
止

弁
、

緊
急

遮
断

弁
、

爆
発

防
止

器
を

設
置

し
て

い
た

。
原

因
は

、
粉

末
供

給
機

か
ら

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
、

酸
素

、
材

料
(セ

ラ
ミ

ッ
ク

＋
ア

ル
コ

ー
ル

)が
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ホ

ー
ス

で
ガ

ン
に

繋
が

っ
て

い
た

が
、

粉
末

供
給

機
の

電
気

配
線

が
シ

ョ
ー

ト
し

た
結

果
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ホ
ー

ス
を

溶
か

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
と

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
に

引
火

し
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
が

逆
火

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

逆
火

を
防

止
す

る
緊

急
遮

断
弁

は
設

置
さ

れ
て

い
た

が
、

感
知

器
と

操
作

盤
と

の
配

線
が

未
接

続
で

あ
っ

た
た

め
、

作
動

し
な

か
っ

た
。

配
線

工
事

に
つ

い
て

は
、

A
事

業
所

か
ら

請
け

負
っ

た
電

気
工

事
事

業
者

が
工

事
前

に
倒

産
し

た
た

め
に

、
配

線
が

未
接

続
の

状
態

と
な

っ
た

。
な

お
、

緊
急

遮
断

装
置

を
設

置
し

た
ガ

ス
供

給
設

備
設

置
業

者
は

、
配

線
工

事
を

請
け

負
わ

な
か

っ
た

た
め

、
感

知
器

と
操

作
盤

と
の

配
線

確
認

を
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

さ
ら

に
、

A
事

業
所

で
は

、
緊

急
遮

断
装

置
の

電
源

が
入

る
こ

と
、

緊
急

遮
断

装
置

の
操

作
説

明
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
操

作
盤

の
エ

ラ
ー

表
示

(配
線

未
接

続
)の

意
味

が
分

か
ら

ず
、

配
線

の
未

接
続

の
状

態
が

放
置

さ
れ

た
。

今
後

は
、

緊
急

遮
断

装
置

の
配

線
を

繋
げ

、
ガ

ス
逆

火
防

止
栓

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

ス
テ

ン
レ

ス
配

管
（
巻

き
フ

レ
キ

チ
ュ

ー
ブ

）
の

中
に

現
状

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ホ

ー
ス

を
通

す
こ

と
と

し
た

。

4
2

2
0
1
0

-
1
6
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

水
素

カ
ー

ド
ル

解
体

中
の

火
災

2
0
1
0
/
6
/
2
9

埼
玉

県
0

0
1

1
水

素
火

災
容

器
検

査
所

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
＜

誤
判

断
＞

火
花

（
グ

ラ
イ

ン ダ
ー

）

6
月

2
8
日

夕
方

、
作

業
員

が
、

大
気

圧
下

で
水

素
カ

ー
ド

ル
(1

4
0
m

3
)を

解
体

し
て

い
た

が
、

容
器

と
カ

ー
ド

ル
を

固
定

し
て

い
る

金
属

固
定

リ
ン

グ
2
0
本

中
の

1
本

が
取

れ
な

か
っ

た
た

め
、

上
司

に
相

談
し

た
。

上
司

は
、

容
器

の
ネ

ッ
ク

リ
ン

グ
と

金
属

固
定

リ
ン

グ
が

供
廻

り
し

て
外

せ
な

い
と

推
定

し
、

ネ
ッ

ク
リ

ン
グ

を
固

定
す

る
た

め
、

ポ
ン

チ
に

よ
る

カ
シ

メ
を

指
示

し
た

。
翌

朝
、

作
業

員
は

カ
シ

メ
作

業
を

行
う

が
、

金
属

固
定

リ
ン

グ
が

取
れ

な
い

た
め

、
再

度
上

司
に

相
談

し
た

。
上

司
が

、
容

器
の

バ
ル

ブ
を

外
し

て
か

ら
、

再
度

カ
シ

メ
を

行
う

よ
う

作
業

員
に

指
示

し
た

た
め

、
9
時

頃
、

作
業

員
は

バ
ル

ブ
を

外
し

、
再

度
カ

シ
メ

作
業

を
実

施
し

た
。

し
か

し
、

金
属

固
定

リ
ン

グ
を

取
り

外
す

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

再
度

上
司

に
相

談
し

て
作

業
内

容
を

検
討

し
た

結
果

、
金

属
固

定
リ

ン
グ

を
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
で

切
り

取
り

、
容

器
を

取
り

外
す

こ
と

と
な

っ
た

。
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
作

業
に

詳
し

い
熟

練
作

業
員

が
、

金
属

固
定

リ
ン

グ
を

切
り

離
す

た
め

、
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
を

近
づ

け
た

と
こ

ろ
、

刃
が

リ
ン

グ
に

触
れ

た
直

後
、

火
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

が
、

「
ボ

ォ
」
と

音
を

た
て

た
後

に
軍

手
が

焼
け

、
左

手
甲

に
火

傷
を

負
っ

た
。

原
因

は
、

バ
ル

ブ
を

外
し

た
時

、
水

ま
た

は
不

活
性

ガ
ス

で
置

換
し

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
容

器
内

(水
素

1
0
0
％

)に
空

気
が

進
入

し
、

濃
度

が
燃

焼
範

囲
に

な
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

そ
の

後
、

金
属

固
定

リ
ン

グ
と

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

の
刃

が
接

触
し

て
火

花
が

飛
び

、
容

器
内

の
ガ

ス
に

引
火

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
再

発
防

止
策

と
し

て
、

可
燃

性
ガ

ス
容

器
に

火
気

を
伴

う
作

業
が

必
要

な
場

合
、

窒
素

ガ
ス

等
ま

た
は

水
で

容
器

内
の

ガ
ス

を
置

換
す

る
よ

う
、

作
業

手
順

書
を

見
直

す
と

と
も

に
、

社
員

教
育

を
実

施
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
3

2
0
1
0

-
2
4
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

モ
ノ

シ
ラ

ン
ガ

ス
容

器
か

ら
の

漏
え

い
、

火
災

2
0
1
0
/
9
/
2
1

兵
庫

県
0

0
1

1
モ

ノ
シ

ラ
ン

火
災

充
填

所

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

自
然

発
火

充
て

ん
所

で
、

モ
ノ

シ
ラ

ン
ガ

ス
4
7
L
容

器
の

出
荷

前
検

査
を

実
施

す
る

た
め

、
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
キ

ャ
ッ

プ
を

外
し

、
容

器
弁

ハ
ン

ド
ル

の
上

に
置

き
、

リ
ー

ク
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
た

。
リ

ー
ク

チ
ェ

ッ
ク

完
了

後
、

透
明

テ
ー

プ
を

貼
っ

て
、

容
器

バ
ル

ブ
キ

ャ
ッ

プ
を

取
り

付
け

、
一

晩
置

い
た

後
、

再
確

認
を

実
施

し
た

。
そ

の
際

、
容

器
バ

ル
ブ

キ
ャ

ッ
プ

を
外

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

モ
ノ

シ
ラ

ン
ガ

ス
4
7
L
容

器
1
本

の
バ

ル
ブ

か
ら

漏
え

い
し

た
。

モ
ノ

シ
ラ

ン
は

自
然

発
火

性
で

あ
る

た
め

発
火

、
さ

ら
に

、
こ

の
燃

焼
熱

の
影

響
に

よ
り

隣
接

す
る

2
本

の
容

器
の

可
溶

栓
が

溶
融

し
、

モ
ノ

シ
ラ

ン
ガ

ス
が

噴
出

、
着

火
し

た
。

漏
え

い
を

止
め

る
こ

と
が

不
可

能
な

状
態

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

約
7
.6

m
3
×

3
本

が
全

量
燃

焼
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
容

器
出

荷
検

査
(漏

え
い

検
査

)の
た

め
に

、
容

器
弁

ハ
ン

ド
ル

上
に

置
い

た
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
キ

ャ
ッ

プ
の

固
定

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

ず
り

落
ち

て
、

容
器

バ
ル

ブ
キ

ャ
ッ

プ
と

ハ
ン

ド
ル

の
間

に
挟

ま
っ

た
。

こ
の

際
、

作
業

者
が

容
器

バ
ル

ブ
キ

ャ
ッ

プ
を

緩
め

る
力

が
容

器
弁

ハ
ン

ド
ル

に
伝

わ
り

、
容

器
弁

が
開

い
た

た
め

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
作

業
方

法
を

見
直

す
こ

と
と

し
た

。

4
4

2
0
1
0

-
0
0
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

氷
蓄

熱
設

備
空

冷
コ

ン
デ

ン
サ

ー
内

の
配

管
か

ら
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
1
1

広
島

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他
（
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
摩

耗
）

無

1
月

1
0
日

2
2
：
0
0
に

、
ビ

ル
屋

上
に

設
置

し
て

あ
る

氷
蓄

熱
設

備
を

、
夜

間
の

蓄
熱

運
転

を
開

始
し

た
。

1
月

1
1
日

2
時

2
9
分

に
、

氷
蓄

熱
設

備
「
低

圧
ｶ
ｯ
ﾄ」

エ
ラ

ー
発

生
表

示
等

に
よ

り
、

異
常

停
止

し
た

こ
と

を
1
階

防
災

セ
ン

タ
ー

に
て

覚
知

し
た

。
屋

上
の

氷
蓄

熱
設

備
を

点
検

す
る

も
原

因
判

明
せ

ず
、

停
止

処
置

を
実

施
し

た
。

同
日

1
7
時

3
0
分

ま
で

、
各

部
目

視
点

検
す

る
も

原
因

判
明

せ
ず

、
1
月

1
2
日

9
時

0
0
分

に
、

保
守

委
託

会
社

に
よ

る
調

査
を

実
施

し
た

。
1
1
時

0
0
分

に
屋

上
空

冷
コ

ン
デ

ン
サ

の
入

口
側

ヘ
ッ

ダ
ー

上
部

に
あ

る
キ

ャ
ッ

プ
部

の
破

損
に

よ
り

冷
媒

が
漏

れ
た

こ
と

を
確

認
し

、
空

冷
コ

ン
デ

ン
サ

の
入

出
バ

ル
ブ

の
閉

止
処

理
を

実
施

し
た

。
原

因
は

、
長

期
に

わ
た

る
圧

力
変

動
に

よ
る

応
力

が
、

ヘ
ッ

ダ
ー

キ
ャ

ッ
プ

曲
げ

部
に

集
中

し
た

こ
と

に
よ

り
金

属
疲

労
を

生
じ

て
、

円
周

部
の

強
度

が
弱

く
な

り
破

損
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

4
5

2
0
1
0

-
0
1
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

熱
交

換
器

の
配

管
ろ

う
付

け
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
1
8

京
都

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
役

所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

管
理

事
業

者
が

冷
媒

配
管

の
保

温
工

事
中

に
、

微
小

な
オ

イ
ル

飛
散

を
発

見
し

、
ガ

ス
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

事
業

者
か

ら
の

冷
凍

機
異

常
の

連
絡

を
受

け
、

メ
ー

カ
ー

が
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
熱

交
換

器
配

管
の

ろ
う

付
け

部
か

ら
冷

媒
が

漏
え

い
し

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
熱

交
換

器
ヘ

ッ
ダ

ー
部

と
接

続
さ

れ
て

い
る

配
管

の
ろ

う
付

け
部

が
腐

食
に

よ
り

微
少

な
穴

が
開

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
使

用
を

開
始

し
て

1
9
年

を
経

過
し

腐
食

が
進

行
し

て
い

た
が

、
断

熱
材

で
被

覆
さ

れ
て

お
り

、
目

視
確

認
が

出
来

て
い

な
か

っ
た

。

4
6

2
0
1
0

-
0
2
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

膨
張

弁
出

口
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
/
2
6

福
岡

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他
（
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

冷
凍

設
備

の
定

期
点

検
で

、
ガ

ス
漏

え
い

の
有

無
を

検
査

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

検
出

器
が

作
動

し
た

。
断

熱
材

を
取

り
外

し
、

内
部

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
が

腐
食

し
、

そ
の

一
部

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
た

。
原

因
は

、
事

故
発

生
箇

所
は

膨
張

弁
の

出
口

配
管

で
あ

り
、

冷
媒

温
度

が
度

々
変

化
す

る
た

め
配

管
表

面
に

結
露

か
発

生
し

や
す

い
環

境
に

あ
っ

た
。

配
管

を
断

熱
材

で
覆

い
対

策
は

行
っ

て
い

た
が

、
圧

縮
機

の
振

動
、

断
熱

材
の

経
年

劣
化

等
に

よ
り

、
配

管
と

断
熱

材
の

間
に

隙
間

が
生

じ
て

い
た

。
そ

の
た

め
配

管
表

面
に

結
露

が
発

生
、

腐
食

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
点

検
時

に
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

点
検

を
強

化
す

る
こ

と
と

し
た

。

4
7

2
0
1
0

-
0
2
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

圧
縮

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
2
9

静
岡

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
自

動
車

冷
凍

設
備

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
摩

耗
）

無

冷
凍

機
運

転
中

に
、

圧
縮

機
シ

ャ
フ

ト
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

よ
り

冷
媒

が
漏

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
、

冷
凍

機
を

停
止

し
た

。
冷

媒
漏

れ
量

は
約

9
0
kg

で
あ

っ
た

。
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

分
解

調
査

を
し

た
結

果
、

設
備

停
止

中
の

シ
ー

ル
部

の
油

切
れ

、
油

劣
化

等
を

原
因

と
す

る
樹

脂
シ

ー
ル

材
の

一
部

破
損

と
、

カ
ー

ボ
ン

シ
ー

ル
部

の
摩

耗
に

よ
り

漏
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

た
｡そ

の
た

め
､メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
を

交
換

し
、

油
交

換
と

冷
媒

充
て

ん
を

行
っ

た
。

今
後

は
、

休
日

前
後

の
設

備
停

止
、

起
動

時
の

シ
ー

ル
部

へ
の

給
油

な
ど

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
8

2
0
1
0

-
0
2
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

熱
交

換
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
2
9

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

漏
洩

等

そ
の

他 （
役

所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

2
月

1
日

1
9
：
5
0
ご

ろ
、

屋
上

設
置

の
冷

凍
設

備
が

、
圧

縮
機

の
吸

入
圧

力
低

下
の

た
め

稼
動

を
停

止
し

た
。

2
月

3
日

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
事

業
者

が
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
空

気
側

熱
交

換
器

の
配

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
機

械
設

備
日

報
か

ら
、

圧
力

低
下

が
生

じ
た

平
成

2
2
年

1
月

2
9
日

に
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
冷

凍
設

備
に

残
っ

て
い

た
ガ

ス
を

回
収

し
た

と
こ

ろ
、

回
収

量
が

1
.1

kg
で

あ
っ

た
め

、
充

て
ん

ガ
ス

量
3
0
kg

か
ら

の
差

2
8
.9

kg
が

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

原
因

は
、

冷
媒

配
管

の
経

年
劣

化
と

推
定

さ
れ

る
。

4
9

2
0
1
0

-
0
2
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
/
3
1

宮
崎

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他
（
レ

ジ
ャ

ー
）

冷
凍

設
備

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
摩

耗
）

無

1
月

3
1
日

1
3
：
0
0
、

配
管

内
の

圧
力

低
下

の
た

め
、

設
備

が
自

動
停

止
し

た
。

自
主

点
検

の
結

果
、

配
管

か
ら

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

（
Ｒ

ｰ
2
2
）
の

漏
え

い
が

判
明

し
た

。
2
月

1
日

に
県

消
防

保
安

課
に

通
報

し
た

。
漏

え
い

量
は

1
8
kg

程
度

で
あ

る
と

推
測

さ
れ

る
。

原
因

は
、

振
動

に
よ

り
分

流
管

同
士

が
擦

れ
、

接
触

部
が

摩
耗

し
た

こ
と

に
よ

り
穴

が
開

い
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
分

流
管

は
振

れ
止

め
と

し
て

結
束

し
て

あ
る

が
、

不
十

分
で

あ
る

の
で

結
束

箇
所

を
増

や
し

て
擦

れ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

と
し

た
。

5
0

2
0
1
0

-
0
2
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
2
/
1
0

千
葉

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
機

械
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
（
第

二
種

製
造

）
か

ら
冷

媒
が

漏
え

い
し

た
。

前
日

1
6
：

0
0
頃

の
点

検
で

異
常

は
な

く
、

2
月

1
0
日

の
朝

に
ゲ

ー
ジ

圧
が

0
M

P
aに

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

漏
え

い
が

判
明

し
た

。
冷

媒
は

、
ほ

ぼ
全

量
で

あ
る

約
2
4
0
kg

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
調

査
の

結
果

、
漏

え
い

は
空

冷
熱

交
換

器
付

近
の

配
管

に
滲

み
が

見
ら

れ
、

現
在

メ
ー

カ
ー

で
詳

し
い

漏
え

い
箇

所
、

原
因

を
調

査
し

て
い

る
。

5
1

2
0
1
0

-
0
3
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

室
外

熱
交

換
器

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
2
/
1
0

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
会

社
事

務 所
）

冷
凍

設
備

、
配

管
、

熱
交

換
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
1
年

1
2
月

1
1
日

、
室

外
熱

交
換

ユ
ニ

ッ
ト

の
圧

縮
機

が
、

油
高

温
警

報
で

停
止

し
た

た
め

保
守

事
業

者
に

調
査

を
依

頼
し

た
｡そ

の
結

果
､油

冷
却

用
膨

張
弁

が
不

良
と

の
報

告
が

あ
っ

た
｡ 1

2
月

2
2
日

定
期

点
検

と
共

に
、

油
冷

却
用

膨
張

弁
の

交
換

修
理

を
行

い
運

転
を

し
た

と
こ

ろ
、

良
好

だ
っ

た
の

で
一

旦
停

止
す

る
｡

平
成

2
2
年

1
月

4
日

修
理

完
了

後
初

運
転

を
し

た
と

こ
ろ

､同
じ

く
油

高
温

警
報

が
な

っ
た

た
め

､運
転

停
止

し
た

｡1
月

9
日

と
1
5
日

に
保

事
守

業
者

に
再

点
検

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

､漏
え

い
箇

所
は

不
明

だ
が

3
0
0
kg

の
冷

媒
補

充
が

必
要

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
2
月

は
じ

め
､念

の
た

め
冷

媒
漏

れ
調

査
を

依
頼

す
る

｡2
月

1
0
日

保
守

業
者

が
保

温
材

を
取

り
外

し
点

検
し

た
と

こ
ろ

凝
縮

器
か

ら
の

往
復

配
管

が
腐

食
し

て
数

箇
所

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
空

い
て

い
た

。
原

因
は

、
配

管
保

温
ラ

ッ
キ

ン
グ

内
に

水
分

が
混

入
し

、
経

過
年

数
と

共
に

腐
食

が
進

行
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

5
2

2
0
1
0

-
0
6
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
の

液
封

に
よ

る
漏

え
い

2
0
1
0
/
2
/
1
0

千
葉

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

2
月

9
日

1
6
時

0
0
分

、
冷

凍
設

備
の

日
常

点
検

を
実

施
し

た
が

異
常

な
か

っ
た

。
2

月
1
0
日

、
朝

に
ゲ

ー
ジ

圧
が

0
M

P
aに

な
っ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

漏
え

い
が

判
明

し
た

。
冷

媒
は

、
全

量
で

あ
る

約
2
4
0
kg

漏
え

い
し

て
い

た
。

原
因

は
、

冷
媒

回
収

用
の

電
磁

弁
コ

イ
ル

の
断

線
に

よ
っ

て
、

弁
が

常
時

閉
状

態
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
電

磁
弁

と
逆

止
弁

の
冷

媒
配

管
内

が
液

封
と

な
っ

た
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

内
圧

が
上

昇
し

配
管

に
き

裂
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

－49－
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

5
3

20
10

-0
33

製
造

事
業

所
（冷

凍
）

改
修

工
事

中
の

冷
凍

機
の

配
管

仮
溶

接
部

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
01

0/
2/

1
3

埼
玉

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
停

止
中

＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
無

ア
ン

モ
ニ

ア
冷

凍
設

備
の

改
修

工
事

に
伴

い
、

フ
リ

ー
ザ

ー
用

油
溜

器
の

更
新

を
行

っ
て

お
り

、
2月

12
日

（金
）に

既
設

配
管

と
の

接
続

変
え

を
行

う
予

定
で

、
既

設
配

管
（
口

径
25

A
）
の

内
部

ガ
ス

を
処

理
後

、
新

規
の

配
管

系
統

に
配

管
を

接
続

し
た

。
1
2日

の
工

事
作

業
は

､新
規

の
配

管
を

点
付

け
溶

接
（
仮

溶
接

）
で

終
了

し
､接

続
面

に
は

隙
間

の
あ

る
状

態
で

工
事

は
終

了
し

た
。

翌
日

、
工

事
内

容
を

受
け

継
い

で
い

な
い

係
員

が
、

通
常

作
業

で
あ

る
低

圧
受

液
器

内
の

油
抜

き
作

業
で

弁
を

開
い

た
た

め
､新

規
の

配
管

の
仮

溶
接

部
分

よ
り

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

監
視

室
内

の
ガ

ス
漏

え
い

警
報

が
発

報
し

た
た

め
、

係
員

は
機

械
室

を
確

認
し

、
臭

気
が

あ
る

た
め

関
係

者
に

連
絡

し
対

応
指

示
を

仰
ぎ

、
空

気
呼

吸
器

を
装

着
後

、
操

作
し

た
弁

を
閉

止
し

､ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

部
に

散
水

を
行

い
中

和
処

置
を

施
し

漏
え

い
を

止
め

た
。

な
お

、
漏

え
い

量
は

、
約

10
00

cc
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

工
事

担
当

者
が

当
日

当
番

の
係

員
に

工
事

内
容

を
連

絡
し

て
な

か
っ

た
こ

と
と

、
弁

に
操

作
禁

止
の

表
示

を
し

て
な

か
っ

た
た

め
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

係
員

に
も

工
事

内
容

を
密

に
説

明
し

､場
合

に
よ

っ
て

は
通

常
作

業
を

中
止

す
る

。
ま

た
、

高
圧

ガ
ス

関
連

の
非

定
常

時
の

工
事

は
､係

員
も

工
事

の
立

会
い

を
行

う
。

さ
ら

に
、

協
力

工
事

業
者

と
の

工
事

内
容

を
始

業
前

、
終

了
後

は
必

ず
進

捗
状

況
と

安
全

確
認

を
行

い
、

連
絡

ミ
ス

や
操

作
ミ

ス
に

よ
る

事
故

防
止

を
図

る
こ

と
と

し
た

。

5
4

20
10

-0
34

製
造

事
業

所
（冷

凍
）

冷
凍

設
備

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
01

0/
2/

1
4

三
重

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
一

般
化

学
冷

凍
設

備
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

無
6号

冷
凍

機
に

切
り

替
え

た
と

こ
ろ

異
常

停
止

し
た

。
そ

の
後

も
圧

力
は

徐
々

に
低

下
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

り
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

5
5

20
10

-0
40

製
造

事
業

所
（冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
分

岐
管

か
ら

の
漏

え
い

2
01

0/
2/

2
5

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
Ａ

漏
洩

等
機

械

冷
凍

設
備

、
配

管
、

熱
交

換
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

2月
24

日
10

時
頃

、
冷

凍
設

備
で

油
タ

ン
ク

温
度

高
異

常
が

発
生

し
、

1
3時

頃
、

原
因

調
査

を
開

始
し

た
。

1
7時

に
、

原
因

が
特

定
出

来
ず

設
定

値
（
冷

却
冷

媒
流

量
）を

変
更

（
増

へ
）し

運
転

再
開

し
た

。
2月

25
日

8時
頃

に
、

油
タ

ン
ク

温
度

高
異

常
が

再
発

し
た

た
め

、
10

時
に

、
異

常
原

因
調

査
を

開
始

し
た

。
1
4時

に
、

空
気

熱
交

換
器

（
４

系
統

）分
岐

管
の

管
板

貫
通

部
近

傍
か

ら
の

冷
媒

漏
れ

を
確

認
し

た
。

1
5時

25
分

頃
に

、
工

業
保

安
課

へ
電

話
連

絡
し

、
18

時
4
5分

に
、

冷
媒

回
収

の
準

備
を

完
了

し
、

冷
媒

回
収

を
開

始
し

た
。

2
月

2
6日

0
時

3
0分

に
、

冷
媒

回
収

完
了

し
た

。
冷

媒
回

収
量

が
、

34
kg

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
冷

媒
漏

え
い

量
は

、
2
06

kg
と

推
定

さ
れ

る
。

原
因

は
、

空
気

熱
交

換
器

の
製

作
時

不
良

に
よ

り
分

岐
管

厚
さ

が
薄

く
な

り
、

熱
収

縮
に

よ
る

繰
返

し
荷

重
に

よ
り

破
断

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

熱
伸

縮
に

よ
る

繰
り

返
し

応
力

に
よ

り
、

5年
で

疲
労

破
壊

す
る

と
推

定
さ

れ
た

。

5
6

20
10

-0
69

製
造

事
業

所
（一

般
）

C
E
の

配
管

か
ら

の
液

化
酸

素
の

漏
え

い
2
01

0/
9/

2
8

三
重

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

電
気

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（腐
食

）
無

平
成

22
年

9
月

28
日

7
時

30
分

頃
、

事
業

所
の

内
の

液
化

酸
素

設
備

で
、

日
常

点
検

中
に

液
面

計
に

針
の

振
れ

が
あ

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

、
周

辺
を

調
べ

た
と

こ
ろ

、
配

管
ろ

う
付

け
部

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

液
化

酸
素

の
漏

え
い

量
は

、
近

づ
か

な
い

と
確

認
出

来
な

い
程

度
(少

量
)

で
あ

り
、

事
業

所
外

へ
の

漏
え

い
及

び
二

次
被

害
は

無
か

っ
た

。
漏

え
い

箇
所

は
、

ろ
う

付
け

部
の

銀
ろ

う
と

母
材

と
の

界
面

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

銀
ろ

う
部

分
を

剥
が

し
た

と
こ

ろ
、

母
材

に
直

径
0.

1m
m

程
度

の
貫

通
穴

が
確

認
さ

れ
た

。
し

た
が

っ
て

、
原

因
は

、
ろ

う
付

け
部

に
お

い
て

銀
ろ

う
と

母
材

の
間

に
隙

間
が

生
じ

、
そ

の
隙

間
に

水
分

が
入

り
込

み
、

母
材

に
孔

食
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

5
7

20
10

-0
41

製
造

事
業

所
（冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
サ

ポ
ー

ト
設

置
箇

所
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
01

0/
2/

2
6

京
都

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

冷
凍

設
備

の
配

管
付

近
に

お
い

て
、

オ
イ

ル
が

少
量

漏
れ

て
い

る
こ

と
が

発
見

さ
れ

、
被

覆
材

を
は

が
し

て
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
の

サ
ポ

ー
ト

（
固

定
用

器
具

）設
置

箇
所

か
ら

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

量
は

、
5k

gと
推

定
さ

れ
る

。
原

因
は

、
配

管
の

サ
ポ

ー
ト

設
置

箇
所

に
お

い
て

、
劣

化
腐

食
に

よ
り

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

5
8

2
0
1
0

-
3
5
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

レ
ア

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
2
/
2
7

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

１
０

Ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
会

社
事

務 所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

ビ
ル

内
の

改
修

工
事

を
行

っ
て

い
る

際
に

、
作

業
員

が
冷

凍
機

の
冷

媒
配

管
に

触
れ

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
ガ

ス
が

吹
き

出
し

た
。

原
因

は
、

フ
レ

ア
加

工
時

の
フ

レ
ア

寸
法

が
不

足
し

た
ま

ま
過

大
ト

ル
ク

で
増

し
締

め
し

た
た

め
、

フ
レ

ア
の

先
端

部
分

が
引

っ
張

ら
れ

て
延

び
た

。
通

常
の

運
転

に
は

問
題

な
か

っ
た

が
、

作
業

員
に

引
っ

張
ら

れ
て

肉
厚

の
薄

く
な

っ
て

い
た

部
分

が
、

ち
ぎ

れ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
フ

レ
ア

の
締

め
付

け
を

ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
ト

ル
ク

管
理

す
る

こ
と

と
し

た
。

5
9

2
0
1
0

-
0
4
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

安
全

弁
元

弁
取

付
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
3
/
5

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

漏
洩

等
機

械
冷

凍
設

備
、

継
手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
点

検
不

良
＞

無

3
月

5
日

1
0
時

に
、

工
場

内
で

、
2
月

2
5
日

に
発

生
し

た
事

故
の

水
平

展
開

と
し

て
、

類
似

機
で

あ
る

2
号

冷
凍

機
の

点
検

開
始

し
た

。
1
4
時

頃
に

、
安

全
弁

の
元

弁
本

体
合

わ
せ

面
よ

り
冷

媒
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
1
5
時

3
0
分

頃
に

、
工

業
保

安
課

へ
電

話
連

絡
し

、
1
8
時

に
冷

媒
回

収
準

備
を

完
了

し
冷

媒
回

収
開

始
、

3
月

6
日

2
0
時

に
、

冷
媒

回
収

完
了

し
た

。
回

収
量

は
、

1
2
8
.2

kg
で

あ
っ

た
た

め
、

漏
え

い
量

は
、

8
.3

5
kg

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
据

付
後

の
気

密
試

験
で

漏
れ

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

点
検

、
保

守
作

業
時

に
弁

本
体

接
合

面
に

対
し

て
緩

み
方

向
の

力
が

付
加

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
弁

本
体

接
合

面
に

緩
み

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

保
守

、
点

検
時

に
、

安
全

弁
の

元
弁

本
体

に
緩

み
の

力
が

加
わ

ら
な

い
よ

う
、

安
全

弁
配

管
を

支
持

す
る

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
を

追
加

す
る

。
ま

た
、

安
全

弁
元

弁
の

点
検

・
保

守
作

業
要

領
の

見
直

を
実

施
す

る
こ

と
と

す
る

。

6
0

2
0
1
0

-
0
7
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
バ

ル
ブ

キ
ャ

ッ
プ

部
及

び
冷

却
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
0
/
3
/
1
2

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

弁

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

平
成

2
2
年

3
月

1
2
日

、
冷

凍
事

業
所

に
お

い
て

、
冷

凍
機

チ
ラ

ー
1
号

機
が

「
低

圧
異

常
」
の

為
、

停
止

し
た

。
現

場
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
停

止
時

の
低

圧
圧

力
が

0
.2

M
P

a（
通

常
0
.4

～
0
.5

M
P

a）
で

あ
っ

た
。

冷
媒

漏
れ

の
調

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

液
ラ

イ
ン

の
ス

ト
レ

ー
ナ

チ
ェ

ッ
ク

バ
ル

ブ
の

キ
ャ

ッ
プ

部
よ

り
微

量
漏

え
い

が
あ

っ
た

の
で

増
締

め
し

、
冷

媒
を

6
0
kg

補
充

し
た

。
運

転
可

能
で

あ
る

が
、

ま
だ

冷
媒

不
足

の
た

め
運

転
禁

止
措

置
と

し
た

。
3
月

1
9
日

、
再

度
詳

細
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
低

圧
圧

力
が

0
M

P
aを

示
し

て
い

た
。

但
し

、
凝

縮
器

に
は

、
液

冷
媒

が
通

常
レ

ベ
ル

残
っ

て
い

た
。

水
冷

却
器

の
冷

媒
補

充
口

を
開

け
る

と
水

が
出

て
き

た
の

で
、

水
冷

却
器

（
シ

ェ
ル

側
:冷

媒
ガ

ス
、

チ
ュ

ー
ブ

側
:水

）
内

の
チ

ュ
ー

ブ
等

か
ら

の
破

損
に

よ
る

と
判

断
さ

れ
た

。
5
月

1
1
日

、
来

庁
に

て
漏

え
い

事
故

の
連

絡
が

有
っ

た
。

メ
ー

カ
ー

に
持

ち
込

み
、

漏
え

い
箇

所
の

特
定

、
原

因
調

査
を

行
い

、
水

冷
却

器
の

過
冷

却
に

よ
り

凍
結

た
た

め
に

、
伝

熱
管

に
き

裂
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
た

。
ま

た
、

冷
却

さ
れ

た
水

出
口

に
あ

る
温

度
セ

ン
サ

ー
の

動
作

確
認

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

じ
ょ

う
け

ん
と

な
っ

て
い

る
設

定
値

(0
℃

)以
下

の
-
6
℃

で
作

動
し

た
。

6
1

2
0
1
0

-
1
1
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
伝

熱
管

溶
接

部
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
0
/
3
/
1
5

茨
城

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
食

品
配

管
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

無

平
成

2
2
年

3
月

1
5
日

、
事

業
所

内
の

ユ
ニ

ッ
ト

ク
ー

ラ
ー

の
ブ

ラ
イ

ン
ラ

イ
ン

に
て

、
ア

ン
モ

ニ
ア

臭
が

あ
っ

た
。

直
ち

に
、

冷
凍

設
備

を
停

止
し

、
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

伝
熱

管
の

溶
接

部
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
を

発
見

し
た

。
ア

ン
モ

ニ
ア

は
ブ

ラ
イ

ン
ラ

イ
ン

に
漏

え
い

し
て

お
り

、
事

故
時

ブ
ラ

イ
ン

の
pH

は
1
0
.0

5
ま

で
あ

が
っ

て
い

た
。

原
因

は
、

摩
耗

に
よ

り
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

ブ
ラ

イ
ン

に
pH

計
を

設
置

し
pH

管
理

す
る

こ
と

と
し

た
。

6
2

2
0
1
0

-
1
5
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
温

度
計

取
付

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
3
/
2
1

兵
庫

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他
（
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
冷

凍
機

運
転

中
に

、
油

タ
ン

ク
液

面
低

下
に

よ
り

冷
凍

機
が

自
動

停
止

し
た

。
漏

え
い

箇
所

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
圧

縮
機

出
口

の
温

度
セ

ン
サ

ー
部

分
か

ら
の

冷
媒

（
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a）

の
漏

え
い

が
認

め
ら

れ
た

。
冷

凍
機

内
の

冷
媒

を
回

収
し

、
そ

の
量

を
測

定
し

た
と

こ
ろ

、
平

成
2
1
年

1
2
月

の
点

検
時

と
比

較
し

て
約

2
0
0
kg

の
冷

媒
の

減
少

が
認

め
ら

れ
た

。
温

度
セ

ン
サ

ー
取

り
付

け
部

を
詳

細
調

査
（
浸

透
探

傷
試

験
）
し

た
結

果
、

セ
ン

サ
ー

取
り

付
け

ね
じ

込
み

部
分

の
外

周
に

き
裂

が
あ

り
、

こ
の

部
分

か
ら

、
冷

媒
及

び
油

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

振
動

、
衡

撃
に

よ
る

金
属

の
劣

化
と

推
定

さ
れ

る
。

6
3

2
0
1
0

-
0
5
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
膨

張
弁

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
3
/
2
4

千
葉

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他
（
ビ

ル 業
）

弁
、

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

3
月

2
4
日

、
冷

凍
機

を
運

転
中

に
冷

媒
の

戻
り

が
少

な
い

の
で

、
使

用
を

停
止

し
て

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

事
業

者
に

連
絡

を
し

た
。

3
月

2
5
日

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
事

業
者

が
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
膨

張
弁

付
近

か
ら

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

の
で

シ
ー

ル
処

理
を

し
て

漏
え

い
を

止
め

た
。

－51－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

6
4

2
0
1
0

-
0
5
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
受

液
器

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い
2
0
1
0
/
3
/
2
5

福
島

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
冷

蔵
冷

凍
設

備
、

受
液

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

3
月

2
5
日

、
作

業
員

が
ア

ン
モ

ニ
ア

臭
を

感
じ

、
調

査
を

し
た

が
漏

え
い

箇
所

は
特

定
で

き
な

か
っ

た
。

翌
日

の
2
6
日

も
、

ア
ン

モ
ニ

ア
臭

が
気

に
な

っ
た

た
め

調
査

し
た

が
、

発
見

で
き

な
か

っ
た

。
2
7
日

に
メ

ー
カ

ー
に

依
頼

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
受

液
器

の
鏡

板
上

部
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
受

液
器

内
は

常
時

3
0
％

程
度

の
液

レ
ベ

ル
で

あ
り

、
受

液
器

の
鏡

板
上

部
よ

り
漏

れ
た

こ
と

か
ら

、
ガ

ス
は

液
相

で
は

な
く
気

相
で

あ
っ

た
と

想
定

さ
れ

る
。

処
置

時
の

液
レ

ベ
ル

も
3
0
％

程
度

で
あ

り
機

械
室

内
の

警
報

器
も

作
動

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

漏
れ

た
ガ

ス
量

は
微

量
で

あ
っ

た
と

想
定

さ
れ

る
。

受
液

器
内

の
ガ

ス
を

低
圧

側
に

圧
送

し
た

後
、

受
液

器
内

の
残

ガ
ス

を
外

部
放

出
し

、
中

和
処

理
し

た
。

原
因

は
、

受
液

器
（
S
.4

6
年

製
）
の

老
朽

化
、

経
年

劣
化

に
よ

り
内

部
か

ら
き

裂
が

入
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
が

、
材

料
強

度
の

低
下

や
応

力
腐

食
も

考
え

ら
れ

る
た

め
、

メ
ー

カ
ー

で
調

査
を

実
施

し
て

い
る

。

6
5

2
0
1
0

-
0
7
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
4

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
役

所
）

冷
凍

設
備

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

冷
凍

事
業

所
に

お
い

て
、

ス
ク

リ
ュ

ー
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
の

通
常

運
転

中
に

、
急

激
に

冷
媒

ガ
ス

量
が

低
下

し
た

た
め

、
中

央
監

視
室

で
警

報
が

発
報

し
た

。
操

作
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

て
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
屋

上
室

外
機

に
繋

が
る

液
配

管
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

（
可

と
う

管
（
断

熱
材

に
ス

テ
ン

レ
ス

カ
バ

ー
を

施
工

）
）
の

廻
り

に
霜

が
つ

い
て

い
た

箇
所

が
見

つ
か

っ
た

の
で

、
当

該
箇

所
か

ら
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
し

た
。

断
熱

材
を

剥
が

し
た

と
こ

ろ
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

の
下

部
金

属
部

分
に

直
径

5
m

m
程

度
の

穴
が

開
い

て
い

る
の

が
見

つ
か

っ
た

の
で

、
漏

え
い

箇
所

と
確

定
し

た
。

原
因

は
、

ス
テ

ン
レ

ス
カ

バ
ー

内
に

水
分

が
溜

ま
り

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
が

外
面

腐
食

に
よ

り
穴

が
開

い
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

ガ
ス

の
漏

え
い

量
は

、
約

8
0
0
kg

で
あ

る
。

6
6

2
0
1
0

-
0
7
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
温

水
コ

イ
ル

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
7

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他
（
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

4
月

6
日

2
1
時

～
2
2
時

頃
、

冷
凍

事
業

所
に

お
い

て
、

建
物

の
空

調
運

転
を

暖
房

か
ら

蓄
熱

冷
房

に
切

換
え

た
と

こ
ろ

、
冷

凍
機

が
油

圧
異

常
に

よ
り

停
止

し
た

。
翌

日
、

確
認

の
た

め
再

度
運

転
し

た
と

こ
ろ

冷
媒

の
液

面
低

下
の

ア
ラ

ー
ム

が
発

報
し

、
冷

媒
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

を
覚

知
し

た
た

め
、

緊
急

ガ
ス

漏
れ

検
査

を
実

施
し

、
温

水
コ

イ
ル

下
部

の
配

管
接

続
部

分
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
設

備
を

停
止

し
、

同
部

位
の

冷
媒

配
管

の
取

り
替

え
を

行
っ

た
。

正
常

運
転

の
た

め
に

冷
媒

約
2
7
6
kg

の
補

充
を

要
し

た
こ

と
か

ら
、

同
等

量
の

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

と
考

え
ら

れ
た

。
原

因
は

、
冷

凍
機

内
の

温
水

コ
イ

ル
下

部
の

冷
媒

配
管

接
続

部
分

（
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
で

接
続

）
の

配
管

フ
レ

ア
加

工
部

が
経

年
劣

化
に

よ
り

変
形

し
、

シ
ー

ル
不

良
と

な
っ

た
た

め
ガ

ス
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

修
理

点
検

を
実

施
中

に
、

配
管

に
過

剰
な

力
を

加
え

た
こ

と
に

よ
り

別
部

位
（
圧

縮
機

吐
出

配
管

）
の

接
続

部
か

ら
漏

え
い

を
生

じ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
漏

え
い

の
あ

っ
た

配
管

の
取

り
替

え
及

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

緩
み

防
止

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

6
7

2
0
1
0

-
1
1
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

継
手

3
ヶ

所
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
4
/
8

茨
城

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
商

店
）

冷
凍

設
備

、
継

手
、

ユ
ニ

オ
ン

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

4
月

8
日

、
事

業
所

内
の

冷
凍

機
の

点
検

中
に

、
モ

ー
タ

ー
冷

却
の

冷
媒

出
口

の
ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
込

み
部

、
サ

ブ
ク

ー
ラ

ー
冷

媒
の

出
口

の
フ

ラ
ン

ジ
部

、
及

び
安

全
弁

元
弁

ね
じ

込
み

部
か

ら
の

冷
媒

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ね
じ

込
み

部
の

シ
ー

ル
不

良
と

、
フ

ラ
ン

ジ
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
取

り
付

け
不

良
と

推
定

さ
れ

る
。

6
8

2
0
1
0

-
1
5
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

水
器

伝
熱

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
4
/
1
9

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
そ

の
他

冷
凍

設
備

、
配

管
、

冷
水

器

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
に

お
け

る
定

期
点

検
後

の
試

運
転

時
に

、
R

－
1
号

機
の

冷
水

器
水

側
ド

レ
ン

口
か

ら
冷

媒
反

応
が

確
認

さ
れ

た
。

冷
水

器
出

入
口

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
､冷

媒
を

回
収

の
上

､冷
水

器
の

気
密

試
験

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

､
冷

水
器

内
の

伝
熱

管
3
本

の
管

板
面

の
隙

間
か

ら
、

冷
媒

の
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
な

お
､冷

媒
の

漏
え

い
量

は
不

明
(推

定
2
0
0
kg

以
下

)で
あ

る
。

原
因

は
、

冷
凍

機
の

自
動

制
御

運
転

時
に

冷
媒

循
環

量
の

バ
ラ

ン
ス

が
崩

れ
た

た
め

､冷
水

器
内

が
過

度
に

冷
却

さ
れ

る
現

象
が

生
じ

た
(バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

た
原

因
は

調
査

中
で

あ
る

)。
こ

の
た

め
､冷

水
器

内
の

水
が

凍
結

し
､伝

熱
管

に
変

形
が

生
じ

て
､冷

媒
が

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

冷
水

器
内

の
凍

結
の

発
生

を
防

止
で

き
る

よ
う

に
自

動
制

御
運

転
方

法
を

改
善

す
る

。
ま

た
、

毎
月

の
点

検
時

に
漏

え
い

検
知

器
を

用
い

て
、

漏
え

い
の

有
無

を
点

検
す

る
こ

と
と

し
た

。

－52－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

6
9

2
0
1
0

-
0
8
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
2
0

長
崎

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
冷

蔵
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
低

圧
受

液
器

の
フ

ロ
ー

ト
ス

イ
ッ

チ
作

動
不

良
の

た
め

、
ガ

ス
リ

ー
ク

テ
ス

タ
ー

で
点

検
を

実
施

し
た

結
果

、
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

漏
え

い
箇

所
は

、
中

間
冷

却
器

～
油

溜
間

の
冷

媒
ガ

ス
給

液
配

管
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

給
液

配
管

の
表

面
と

断
熱

材
の

内
部

と
の

間
に

結
露

に
よ

る
水

分
が

溜
ま

り
、

腐
食

が
進

行
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

点
検

整
備

時
の

点
検

箇
所

要
領

に
つ

い
て

、
再

教
育

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

7
0

2
0
1
0

-
1
1
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
安

全
弁

元
弁

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
2
7

茨
城

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等
一

般
化

学
継

手
、

弁
＜

停
止

中
＞

＜
製

作
不

良
＞

無

事
業

所
内

で
、

冷
凍

機
の

冬
季

か
ら

夏
季

へ
の

切
替

の
た

め
、

使
用

前
の

整
備

を
実

施
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
5
台

設
置

中
の

同
型

冷
凍

機
の

う
ち

3
台

よ
り

、
凝

縮
器

安
全

弁
の

元
バ

ル
ブ

か
ら

の
冷

媒
漏

れ
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
安

全
弁

元
バ

ル
ブ

の
緩

み
、

及
び

シ
ー

ル
剤

の
気

泡
混

入
に

よ
る

シ
ー

ル
不

足
と

推
定

さ
れ

る
。

緩
み

に
つ

い
て

は
保

守
整

備
時

に
緩

み
の

起
こ

る
可

能
性

が
あ

る
作

業
は

存
在

す
る

が
、

発
生

時
点

の
特

定
は

で
き

な
か

っ
た

。
ま

た
、

シ
ー

ル
剤

の
気

泡
混

入
は

施
工

不
良

に
よ

る
も

の
と

特
定

し
た

。

7
1

2
0
1
0

-
0
9
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

熱
交

換
器

の
配

管
溶

接
部

か
ら

冷
媒

が
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
2
8

京
都

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
役

所
）

冷
凍

設
備

、
配

管
、

熱
交

換
器

、
ろ

う
付

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

4
月

2
8
日

に
、

設
備

管
理

事
業

者
が

冷
凍

設
備

の
日

常
点

検
中

に
微

小
な

オ
イ

ル
飛

散
を

見
つ

け
、

ガ
ス

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
事

業
者

か
ら

冷
凍

機
異

常
の

連
絡

を
受

け
、

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
熱

交
換

器
の

配
管

の
ろ

う
付

け
部

か
ら

冷
媒

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

熱
交

換
器

ヘ
ッ

ダ
ー

部
と

接
続

さ
れ

て
い

る
配

管
の

ろ
う

付
け

部
が

腐
食

に
よ

り
微

少
な

穴
が

開
い

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
漏

え
い

箇
所

は
、

使
用

を
開

始
し

て
1
9
年

が
経

過
し

腐
食

が
進

行
し

て
い

た
が

、
断

熱
材

で
被

覆
さ

れ
て

お
り

、
目

視
確

認
が

出
来

て
い

な
か

っ
た

。

7
2

2
0
1
0

-
1
0
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

ア
ン

モ
ニ

ア
冷

凍
設

備
の

配
管

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
5
/
8

熊
本

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
冷

蔵
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

5
月

8
日

午
後

7
:3

0
頃

、
冷

凍
設

備
で

ガ
ス

検
知

器
が

作
動

し
た

た
め

、
冷

凍
保

安
責

任
者

が
現

場
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
１

階
冷

凍
倉

庫
前

の
作

業
ス

ペ
ー

ス
上

部
の

液
送

配
管

（
2
0
A

）
曲

が
り

部
よ

り
、

冷
媒

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

そ
の

た
め

、
即

時
に

冷
凍

設
備

を
停

止
し

、
配

管
内

部
の

ア
ン

モ
ニ

ア
を

回
収

の
う

え
、

設
備

事
業

者
へ

今
後

の
対

策
に

つ
い

て
検

討
依

頼
を

行
っ

た
。

そ
の

後
、

5
月

1
0
日

に
県

へ
状

況
報

告
を

行
い

、
県

よ
り

漏
え

い
原

因
の

特
定

が
完

了
す

る
ま

で
冷

凍
設

備
を

停
止

す
る

よ
う

指
示

を
受

け
た

。
同

日
午

後
、

設
備

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
調

査
の

結
果

、
配

管
外

部
に

腐
食

が
認

め
ら

れ
ず

、
配

管
内

部
の

異
常

に
よ

る
と

推
測

さ
れ

る
と

の
結

論
が

出
た

た
め

、
変

更
許

可
に

よ
り

当
該

配
管

部
の

取
替

を
行

い
、

内
部

状
況

を
確

認
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

そ
の

後
、

5
月

1
9
日

に
変

更
許

可
申

請
を

行
い

、
漏

え
い

配
管

を
切

断
し

内
部

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
曲

が
り

部
の

内
部

に
エ

ロ
ー

ジ
ョ

ン
に

よ
る

減
肉

箇
所

が
発

見
さ

れ
、

こ
の

減
肉

部
分

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

漏
え

い
し

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

今
回

の
漏

え
い

の
原

因
と

な
っ

た
配

管
の

減
肉

に
つ

い
て

は
、

減
肉

箇
所

が
配

管
曲

が
り

部
分

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

長
年

の
使

用
過

程
に

お
け

る
液

流
に

よ
る

負
荷

（
液

圧
）
が

積
み

重
な

っ
た

こ
と

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
配

管
全

体
の

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

配
管

各
所

の
外

観
検

査
や

肉
厚

測
定

等
を

実
施

し
、

危
険

性
が

あ
る

配
管

に
つ

い
て

は
早

急
に

取
り

替
え

を
行

う
こ

と
と

し
、

平
行

し
て

全
体

的
な

設
備

改
修

計
画

を
立

案
し

段
階

的
に

設
備

更
新

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

7
3

2
0
1
0

-
1
2
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

冷
却

管
ド

ラ
イ

ヤ
ー

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
5
/
1
1

茨
城

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
商

店
）

冷
凍

設
備

、
継

手

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

4
月

8
日

、
A

事
業

所
の

冷
媒

漏
え

い
事

故
を

受
け

て
、

B
事

業
所

の
冷

凍
機

の
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
モ

ー
タ

ー
冷

却
管

の
ド

ラ
イ

ヤ
ー

ね
じ

部
か

ら
冷

媒
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ド

ラ
イ

ヤ
ー

交
換

時
に

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

の
締

め
付

け
が

不
足

し
て

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

7
4

2
0
1
0

-
1
4
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

圧
縮

機
フ

ラ
ン

ジ
接

続
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
5
/
1
1

兵
庫

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
機

械

冷
凍

設
備

、
継

手
、

圧
縮

機

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
劣

化
＞

無

事
業

所
内

で
、

ユ
ニ

ッ
ト

型
冷

凍
機

の
試

運
転

時
、

3
台

設
置

さ
れ

て
い

る
う

ち
の

1
台

が
、

圧
力

異
常

に
よ

り
自

動
停

止
し

た
。

調
査

の
結

果
、

冷
凍

機
内

に
充

て
ん

さ
れ

て
い

る
冷

媒
（
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
）
4
8
kg

の
う

ち
、

2
8
kg

が
漏

え
い

し
て

い
た

。
漏

え
い

箇
所

を
調

査
し

た
結

果
、

圧
縮

機
本

体
の

フ
ラ

ン
ジ

接
続

部
分

か
ら

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
シ

ー
ル

用
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

7
5

2
0
1
0

-
1
0
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
バ

ル
ブ

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
5
/
1
7

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他
（
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
弁

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

5
月

1
7
日

1
0
時

頃
、

事
業

所
内

の
空

調
用

チ
ラ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
で

、
冷

房
運

転
を

再
開

す
る

た
め

に
凝

縮
器

の
出

口
配

管
の

バ
ル

ブ
を

開
く
操

作
を

し
た

と
こ

ろ
、

バ
ル

ブ
の

グ
ラ

ン
ド

ナ
ッ

ト
に

緩
み

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、
増

し
締

め
を

行
っ

た
。

そ
の

後
、

冷
凍

設
備

の
点

検
を

し
た

と
こ

ろ
、

内
圧

が
0
M

pa
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

と
判

断
し

た
。

冷
媒

加
圧

に
よ

り
漏

え
い

検
査

を
実

施
し

た
が

、
漏

え
い

箇
所

を
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
緩

み
の

あ
っ

た
凝

縮
器

の
出

口
配

管
の

バ
ル

ブ
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

冷
媒

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

と
判

断
し

た
（
同

日
1
4
時

3
0
分

頃
）
。

正
常

運
転

の
た

め
に

冷
媒

約
3
5
kg

の
補

充
を

要
し

た
こ

と
か

ら
、

同
等

量
の

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
平

成
2
1
年

1
1
月

に
事

業
所

に
お

け
る

空
調

を
暖

房
に

切
り

替
え

た
後

、
冷

房
運

転
再

開
ま

で
の

間
は

当
該

冷
凍

設
備

を
停

止
し

て
お

り
、

停
止

時
点

検
及

び
停

止
後

の
日

常
点

検
が

不
十

分
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
覚

知
が

遅
れ

た
。

原
因

は
、

凝
縮

器
の

主
液

ラ
イ

ン
（
凝

縮
器

か
ら

膨
張

弁
へ

の
配

管
）
の

操
作

バ
ル

ブ
の

グ
ラ

ン
ド

ナ
ッ

ト
の

締
め

付
け

が
、

何
ら

か
の

理
由

で
緩

ん
だ

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
設

備
の

停
止

時
、

開
始

時
の

バ
ル

ブ
操

作
時

の
ガ

ス
漏

え
い

検
査

を
徹

底
す

る
。

ま
た

、
操

作
バ

ル
ブ

の
グ

ラ
ン

ド
部

に
つ

い
て

、
定

期
的

に
漏

え
い

検
査

を
行

う
こ

と
と

し
た

。

7
6

2
0
1
0

-
1
5
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

配
管

溶
接

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
5
/
2
5

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
２

漏
洩

等

そ
の

他 （
役

所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無
事

業
所

内
の

冷
凍

機
の

保
守

点
検

中
に

、
漏

え
い

が
発

見
さ

れ
た

。
漏

え
い

量
は

微
量

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
配

管
上

の
応

力
に

よ
る

溶
接

部
の

経
年

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

。

7
7

2
0
1
0

-
1
1
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
ね

じ
込

み
配

管
部

か
ら

の
冷

媒
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
5
/
2
7

富
山

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
医

療
品

製 造
）

冷
凍

設
備

、
配

管
、

継
手

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

5
月

2
7
日

、
冷

凍
設

備
の

日
常

点
検

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
配

管
の

断
熱

材
か

ら
油

漏
れ

を
発

見
し

た
。

冷
媒

の
漏

え
い

が
疑

わ
れ

た
た

め
、

断
熱

材
を

剥
が

し
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
の

継
手

部
分

か
ら

、
か

に
泡

程
度

の
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
設

備
を

停
止

し
、

冷
媒

を
回

収
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a（

充
て

ん
量

:7
0
0
kg

）
が

5
kg

漏
え

い
し

て
い

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
5
月

3
1
日

か
ら

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
分

解
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
継

手
の

ね
じ

込
み

が
緩

ん
で

い
た

こ
と

か
ら

、
漏

え
い

の
原

因
は

、
製

作
時

に
お

け
る

ユ
ニ

オ
ン

継
手

の
ね

じ
込

み
不

足
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
こ

の
事

業
所

に
は

同
機

種
の

冷
凍

設
備

が
他

に
２

基
設

置
さ

れ
て

い
る

が
、

配
管

の
ね

じ
込

み
は

正
常

で
、

漏
え

い
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

7
8

2
0
1
0

-
1
2
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

冷
却

器
フ

ィ
ン

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
6
/
4

茨
城

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
一

般
化

学
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

6
月

4
日

1
0
時

頃
、

事
業

所
内

で
、

エ
ア

コ
ン

屋
外

機
の

冷
却

器
フ

ィ
ン

の
冷

媒
配

管
に

穴
が

開
き

、
冷

媒
（
R

2
2
）
が

漏
え

い
し

た
。

直
ち

に
、

屋
外

機
の

運
転

を
停

止
し

、
室

外
機

、
室

内
機

間
の

冷
媒

配
管

の
バ

ル
ブ

を
閉

じ
た

。
屋

外
機

内
の

冷
媒

は
全

量
放

出
さ

れ
た

状
態

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
り

冷
却

器
フ

ィ
ン

の
冷

媒
配

管
に

穴
が

開
い

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

7
9

2
0
1
0

-
1
4
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

チ
ラ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
の

冷
水

熱
交

換
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
4

宮
崎

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等
一

般
化

学
冷

凍
設

備
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

事
業

所
内

の
冷

凍
施

設
の

点
検

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

ガ
ス

（
Ｒ

－
1
3
4
a）

の
漏

え
い

が
判

明
し

た
。

直
ち

に
県

消
防

保
安

課
に

通
報

す
る

と
と

も
に

、
警

察
、

消
防

本
部

、
延

岡
市

に
通

報
し

た
。

漏
え

い
量

は
1
8
.0

kg
程

度
で

あ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
原

因
は

、
伝

熱
管

と
バ

ッ
フ

ル
の

フ
レ

ッ
テ

ィ
ン

グ
に

よ
り

開
口

し
た

も
の

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

8
0

2
0
1
0

-
1
3
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

圧
力

計
接

続
部

の
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
1
0

北
海

道
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

ご
み

処
理

施
設

冷
凍

設
備

、
継

手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

事
業

所
の

屋
上

に
設

置
さ

れ
た

冷
凍

設
備

（
チ

ラ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

1
号

機
・
2
号

機
・
3

号
機

）
を

使
用

す
る

た
め

、
設

備
事

業
者

に
年

1
回

の
使

用
前

の
設

備
点

検
を

委
託

し
て

お
り

、
そ

の
委

託
を

請
け

た
同

設
備

事
業

者
が

点
検

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

、
圧

力
計

の
表

示
（
通

常
値

7
.5

kg
/
c
m

2
～

8
.0

kg
/
c
m

2
）
が

2
.1

kg
/
c
m

2
に

低
下

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

に
よ

り
漏

え
い

点
検

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
同

設
備

3
号

機
の

圧
力

計
と

配
管

（
導

管
）
を

接
続

し
て

い
る

フ
レ

ア
ー

ナ
ッ

ト
部

分
か

ら
冷

媒
ガ

ス
（
フ

ロ
ン

 2
2
）
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
た

だ
ち

に
、

同
設

備
3
号

機
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
､使

用
を

中
止

し
た

。
漏

え
い

量
は

、
約

2
3
kg

と
推

定
さ

れ
る

。
原

因
は

、
冷

凍
設

備
（
チ

ラ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

：
平

成
1
0
年

設
置

）
3
号

機
の

圧
力

計
と

配
管

（
導

管
）
を

接
続

し
て

い
る

フ
レ

ア
ー

ナ
ッ

ト
部

分
に

き
裂

が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
り

同
部

分
か

ら
冷

媒
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

た
だ

し
、

フ
レ

ア
ー

ナ
ッ

ト
を

過
度

に
締

め
付

け
た

こ
と

に
よ

り
、

同
ナ

ッ
ト

が
き

裂
し

た
可

能
性

も
考

え
ら

れ
る

な
ど

、
き

裂
し

た
原

因
に

つ
い

て
、

製
造

メ
ー

カ
ー

に
調

査
を

依
頼

し
て

い
る

。
今

後
は

、
経

年
劣

化
に

よ
る

不
具

合
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

早
い

サ
イ

ク
ル

で
の

点
検

・
交

換
等

に
つ

い
て

、
事

業
所

内
で

検
討

す
る

。

8
1

2
0
1
0

-
1
6
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

デ
ィ

フ
ュ

ー
ザ

ー
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
装

置
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
0
/
6
/
1
7

埼
玉

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

研
究

所
内

で
、

タ
ー

ボ
冷

凍
機

の
蒸

発
器

の
圧

力
が

低
下

し
、

異
常

停
止

し
た

た
め

原
因

調
査

を
し

た
と

こ
ろ

、
デ

ィ
フ

ュ
ー

ザ
ー

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

装
置

の
駆

動
軸

か
ら

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
冷

媒
回

収
作

業
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
推

定
約

6
0
3
.7

kg
の

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

1
3
4
aが

漏
え

い
し

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

デ
ィ

フ
ュ

ー
ザ

ー
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
装

置
の

駆
動

軸
シ

ー
ル

部
を

分
解

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

シ
ャ

フ
ト

に
取

付
い

て
い

る
4
つ

の
O

リ
ン

グ
の

う
ち

、
上

部
側

2
つ

の
O

リ
ン

グ
に

劣
化

摩
耗

が
見

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

O
リ

ン
グ

の
劣

化
が

原
因

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
巡

回
点

検
で

ガ
ス

検
知

器
に

よ
る

漏
え

い
を

チ
ェ

ッ
ク

、
及

び
ガ

ス
漏

え
い

警
報

装
置

、
低

所
排

気
設

備
の

設
置

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。

8
2

2
0
1
0

-
1
3
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

吸
入

配
管

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い
2
0
1
0
/
6
/
1
8

北
海

道
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

事
業

所
内

で
、

A
M

7
:0

0
頃

、
冷

凍
保

安
責

任
者

が
冷

凍
機

監
視

室
に

戻
っ

た
と

こ
ろ

､ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

検
知

警
報

装
置

が
作

動
し

て
い

た
。

機
械

室
内

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
ロ

ー
レ

シ
ー

バ
ー

上
部

付
近

で
ア

ン
モ

ニ
ア

冷
媒

が
漏

え
い

し
て

い
る

の
が

確
認

さ
れ

た
。

漏
え

い
個

所
は

特
定

出
来

ず
、

高
圧

受
液

器
の

送
液

元
弁

を
閉

鎖
し

、
除

害
水

槽
ポ

ン
プ

を
作

動
、

ホ
ー

ス
3
本

で
散

水
を

開
始

し
冷

凍
機

の
運

転
を

停
止

す
る

と
共

に
、

消
防

署
、

警
察

署
に

通
報

し
た

。
A

M
7
:3

0
頃

消
防

署
員

が
到

着
し

、
事

業
所

の
保

護
具

は
機

械
室

内
に

配
置

さ
れ

使
用

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
消

防
の

空
気

呼
吸

器
を

借
用

装
着

し
漏

え
い

個
所

を
調

べ
た

結
果

、
オ

イ
ル

ド
ラ

ム
か

ら
低

圧
側

吸
入

配
管

に
接

続
さ

れ
て

い
る

1
5
A

の
連

絡
配

管
が

サ
ポ

ー
ト

部
で

外
面

腐
食

し
、

漏
え

い
し

て
い

る
の

が
確

認
さ

れ
た

。
直

ち
に

、
当

該
配

管
に

接
続

す
る

各
止

め
弁

を
閉

鎖
し

、
漏

え
い

を
止

め
た

。
A

M
9
:0

0
頃

に
、

機
械

室
内

の
除

害
措

置
を

終
了

し
た

。
な

お
、

漏
え

い
し

た
ｱ

ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｱ

は
少

量
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

オ
イ

ル
ド

ラ
ム

か
ら

冷
蔵

庫
ク

ー
ラ

ー
側

吸
入

配
管

に
接

続
さ

れ
て

い
る

1
5
A

連
絡

配
管

が
、

経
年

劣
化

に
よ

る
断

熱
材

下
腐

食
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

－55－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

8
3

2
0
1
0

-
2
0
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
ニ

ー
ド

ル
弁

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
6
/
1
8

新
潟

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
７

Ｅ

漏
洩

等
電

気
冷

凍
設

備
、

弁
＜

停
止

中
＞

＜
劣

化
＞

無

事
業

所
内

で
、

外
気

温
が

下
が

っ
て

き
た

た
め

､運
転

を
し

て
い

た
冷

凍
機

(3
H

R
-

1
)を

停
止

さ
せ

た
。

そ
の

数
分

後
に

、
フ

ロ
ン

ガ
ス

検
知

警
報

器
が

作
動

し
た

｡現
場

に
駆

け
つ

け
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
冷

凍
機

(3
H

R
-
1
)の

弁
付

近
か

ら
冷

媒
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

た
た

め
､屋

内
の

扉
を

開
放

し
ガ

ス
を

外
に

出
し

た
｡そ

の
後

､
前

後
の

主
要

バ
ル

ブ
を

閉
じ

､漏
え

い
弁

の
グ

ラ
ン

ド
部

を
増

し
締

め
を

行
っ

た
。

し
か

し
､グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

の
漏

え
い

は
止

ま
ら

ず
､約

5
kg

の
フ

ロ
ン

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
漏

え
い

し
た

弁
は

､モ
ー

タ
ー

冷
却

用
配

管
の

ニ
ー

ド
ル

弁
で

あ
っ

た
｡

原
因

は
、

メ
ー

カ
ー

調
査

の
結

果
､弁

棒
シ

ー
ル

部
の

O
-
リ

ン
グ

が
固

化
変

形
し

て
い

た
た

め
、

シ
ー

ル
性

能
を

失
い

漏
え

い
し

た
も

の
と

判
明

し
た

｡O
-
リ

ン
グ

が
、

約
9
年

間
と

い
う

長
期

間
使

用
さ

れ
て

い
た

た
め

、
劣

化
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

る
が

､メ
ー

カ
ー

が
O

-
リ

ン
グ

の
適

切
な

交
換

時
期

を
示

さ
ず

、
定

期
点

検
で

漏
え

い
が

あ
っ

た
時

点
で

修
理

等
の

対
応

を
す

る
と

い
う

体
制

で
あ

っ
た

こ
と

も
大

き
な

原
因

で
あ

る
。

ま
た

､通
常

作
業

員
が

グ
ラ

ン
ド

漏
れ

を
発

見
し

た
時

に
行

う
増

し
締

め
が

効
か

な
い

、
O

-
リ

ン
グ

式
バ

ル
ブ

を
安

易
に

使
用

し
て

い
た

こ
と

も
原

因
の

一
つ

と
考

え
ら

れ
る

。
(メ

ー
カ

ー
は

O
-
リ

ン
グ

が
劣

化
す

る
期

間
を

把
握

し
て

お
ら

ず
､ま

た
､製

作
時

に
増

し
締

め
の

効
く
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
を

使
用

す
る

こ
と

を
十

分
検

討
し

て
い

な
か

っ
た

｡)
今

後
は

、
ニ

ー
ド

ル
弁

を
O

-
リ

ン
グ

使
用

品
か

ら
テ

フ
ロ

ン
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
式

の
ニ

ー
ド

ル
弁

に
交

換
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

冷
凍

機
の

冷
媒

漏
れ

点
検

を
1
回

/
年

か
ら

1
回

/
6
ヶ

月
に

変
更

す
る

こ
と

と
し

た
。

8
4

2
0
1
0

-
3
4
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

圧
縮

機
と

熱
交

換
器

間
の

冷
媒

配
管

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
2
4

大
阪

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
電

気
冷

凍
設

備
、

継
手

＜
停

止
中

＞
＜

製
作

不
良

＞
無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
従

業
員

が
圧

縮
機

と
熱

交
換

器
間

の
冷

媒
配

管
の

連
絡

管
(2

階
パ

イ
プ

シ
ャ

フ
ト

内
)の

保
温

材
継

目
部

の
一

部
に

、
油

に
じ

み
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

保
温

を
剥

離
し

内
部

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

配
管

継
手

の
溶

接
部

か
ら

微
細

な
気

泡
発

生
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
冷

媒
配

管
部

材
と

継
手

ソ
ケ

ッ
ト

部
材

と
の

溶
接

部
に

、
溶

接
施

工
時

の
何

ら
か

の
不

具
合

が
、

長
期

(1
8

年
経

過
)に

わ
た

る
冷

凍
機

の
運

転
、

停
止

の
繰

返
し

等
に

よ
り

、
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

8
5

2
0
1
0

-
2
2
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
プ

レ
ー

ト
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
6
/
2
8

大
阪

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
７

Ｃ

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

熱
交

換
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

6
月

2
8
日

、
事

業
所

内
の

冷
凍

設
備

で
、

圧
縮

機
の

吐
出

温
度

異
常

が
発

生
し

た
。

現
地

を
調

査
し

た
結

果
、

エ
コ

ノ
マ

イ
ザ

ー
用

の
プ

レ
ー

ト
熱

交
換

器
の

下
部

よ
り

、
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
4
0
7
C

)が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

冷
媒

1
5
kg

を
追

加
充

て
ん

し
、

運
転

を
継

続
し

た
。

6
月

2
9
日

に
、

さ
ら

に
冷

媒
4
5
kg

を
追

加
充

て
ん

し
た

。
7
月

9
日

に
、

プ
レ

ー
ト

熱
交

換
器

の
交

換
の

た
め

、
冷

媒
回

収
を

実
施

し
た

。
プ

レ
ー

卜
熱

交
換

器
は

、
S
U

S
材

と
銅

箔
を

交
互

に
積

層
し

た
後

、
真

空
炉

内
で

銅
ろ

う
付

け
し

、
耐

圧
試

験
及

び
気

密
試

験
を

全
数

実
施

し
メ

ー
カ

か
ら

出
荷

す
る

が
、

今
回

の
漏

え
い

は
製

造
工

場
の

気
密

試
験

で
も

検
出

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
製

造
当

初
か

ら
あ

っ
た

銅
ろ

う
付

け
部

の
内

部
欠

陥
が

、
通

常
の

運
転

で
外

部
ま

で
繋

が
り

、
漏

え
い

に
至

っ
た

単
品

不
良

と
推

定
さ

れ
る

。
銅

ろ
う

付
け

部
に

欠
陥

が
発

生
し

た
原

因
は

、
プ

レ
ー

ト
熱

交
換

器
の

製
造

工
程

中
に

変
形

が
生

じ
た

チ
ャ

ン
ネ

ル
プ

レ
ー

ト
を

使
用

し
た

こ
と

に
よ

り
、

チ
ャ

ン
ネ

ル
プ

レ
ー

ト
間

の
隙

間
拡

大
に

伴
う

密
着

力
不

足
が

発
生

し
、

銅
ろ

う
材

が
剥

離
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

8
6

2
0
1
0

-
1
8
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
2

宮
崎

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
７

Ｃ

漏
洩

等
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
の

点
検

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

凝
縮

器
か

ら
フ

ロ
ン

ガ
ス

（
R

－
4
0
7
C

）
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
直

ち
に

県
消

防
保

安
課

に
通

報
す

る
と

と
も

に
、

警
察

、
消

防
本

部
、

市
に

通
報

し
た

。
漏

え
い

量
は

2
.8

kg
程

度
で

あ
る

と
推

測
さ

れ
る

。
原

因
は

、
振

動
に

よ
り

チ
ュ

ー
ブ

と
チ

ュ
ー

ブ
支

持
板

が
フ

レ
ッ

テ
ィ

ン
グ

を
起

こ
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

8
7

2
0
1
0

-
3
2
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
5

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
金

融
冷

凍
設

備
、

安
全

弁

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

7
月

5
日

、
信

用
金

庫
の

ビ
ル

で
、

冷
凍

設
備

の
日

常
の

ガ
ス

漏
え

い
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
検

知
器

に
微

量
の

反
応

が
あ

っ
た

。
設

備
全

体
の

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

の
反

応
が

あ
る

よ
う

に
思

わ
れ

た
た

め
、

凝
縮

器
の

安
全

弁
を

交
換

し
た

。
安

全
弁

取
替

え
前

に
冷

媒
を

2
5
kg

回
収

し
、

取
替

え
後

3
0
kg

補
充

し
た

た
め

5
kg

の
冷

媒
が

漏
え

い
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

凝
縮

器
安

全
弁

か
ら

の
漏

え
い

が
疑

わ
れ

た
が

、
外

し
た

安
全

弁
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
冷

媒
漏

れ
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
ま

た
、

安
全

弁
交

換
後

、
設

備
全

体
も

調
査

し
た

と
こ

ろ
冷

媒
漏

れ
が

確
認

出
来

な
か

っ
た

た
め

に
、

原
因

は
不

明
で

あ
る

。
今

後
は

、
冷

媒
液

レ
ベ

ル
の

管
理

強
化

、
及

び
日

常
点

検
で

の
漏

れ
確

認
を

強
化

す
る

こ
と

と
し

た
。

8
8

2
0
1
0

-
1
8
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
8

鹿
児

島
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

漏
洩

等

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
配

管
＜

停
止

中
＞

＜
劣

化
＞

無

事
業

所
内

の
冷

凍
施

設
の

巡
視

点
検

で
、

運
転

停
止

中
（
均

圧
時

）
の

高
圧

圧
力

、
低

圧
圧

力
が

共
に

低
い

値
で

あ
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

そ
の

後
、

冷
媒

回
収

を
行

い
漏

れ
箇

所
の

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
配

管
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
部

か
ら

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

(R
-
2
2
)が

4
8
.4

kg
（
正

規
充

填
量

：
5
0
kg

）
漏

れ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
，

冷
媒

配
管

を
支

持
し

て
い

る
金

物
が

腐
食

に
よ

り
底

板
か

ら
外

れ
、

そ
の

底
板

が
近

接
す

る
当

該
冷

媒
配

管
に

接
触

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

8
9

2
0
1
0

-
2
0
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
氷

蓄
熱

槽
内

の
コ

イ
ル

か
ら

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
1
2

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
そ

の
他

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
朝

の
巡

回
点

検
中

、
氷

蓄
熱

槽
内

に
油

膜
を

確
認

し
た

た
め

､氷
蓄

熱
槽

の
漏

え
い

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

､コ
イ

ル
ヘ

ッ
ダ

ー
部

1
箇

所
か

ら
カ

ニ
泡

程
度

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

冷
媒

の
漏

え
い

量
は

、
微

量
と

推
定

さ
れ

る
が

具
体

的
ね

量
は

不
明

で
あ

る
。

原
因

は
、

経
年

的
な

劣
化

に
よ

り
、

ろ
う

付
部

か
ら

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

9
0

2
0
1
0

-
2
5
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

の
電

磁
弁

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
1
5

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
会

社
事

務 所
）

冷
凍

設
備

、
弁

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

7
月

1
5
日

午
前

に
、

ビ
ル

入
居

者
か

ら
空

調
不

良
の

連
絡

が
あ

り
、

チ
ラ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
の

冷
媒

系
統

の
圧

力
表

示
が

0
M

P
aで

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

機
器

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
者

と
共

に
ビ

ル
内

の
設

備
を

点
検

調
査

し
た

と
こ

ろ
､同

日
1
6

時
頃

、
冷

媒
設

備
の

圧
縮

機
の

容
量

制
御

用
電

磁
弁

本
体

の
ガ

イ
ド

チ
ュ

ー
ブ

が
折

損
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
本

冷
凍

機
に

は
、

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
)約

3
8
kg

が
充

て
ん

さ
れ

て
い

た
が

、
全

量
が

漏
え

い
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

圧
縮

機
の

容
量

制
御

用
の

電
磁

弁
が

長
期

間
に

わ
た

り
作

動
を

繰
り

返
し

た
結

果
、

プ
ラ

ン
ジ

ャ
ー

の
ガ

イ
ド

チ
ュ

ー
ブ

が
疲

労
破

壊
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

9
1

2
0
1
0

-
1
6
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
ろ

う
付

け
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
2
0

埼
玉

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
製

作
不

良
＞

無

事
業

所
内

で
、

冷
凍

設
備

の
変

更
作

業
を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

空
気

熱
源

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

N
o
.1

号
機

の
ガ

ス
漏

れ
警

報
機

が
作

動
し

た
た

め
、

作
業

員
が

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

空
気

熱
交

換
器

の
液

分
配

器
周

辺
で

、
ア

ン
モ

ニ
ア

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

冷
凍

機
を

停
止

し
、

冷
媒

経
路

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
す

る
と

と
も

に
、

空
気

熱
交

換
器

内
部

の
ア

ン
モ

ニ
ア

全
量

を
回

収
し

、
中

和
処

理
し

た
。

空
気

熱
交

換
器

内
の

残
圧

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
、

空
気

熱
交

換
器

に
窒

素
ガ

ス
を

加
圧

し
、

漏
え

い
箇

所
の

確
認

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

分
配

器
か

ら
分

配
さ

れ
る

配
管

の
ろ

う
付

け
部

に
、

き
裂

が
確

認
さ

れ
た

。
な

お
、

漏
え

い
量

は
微

量
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

配
管

の
ろ

う
付

け
不

良
、

又
は

配
管

の
固

定
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
に

、
圧

縮
機

の
振

動
に

よ
り

き
裂

が
生

じ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
配

管
の

固
定

方
法

に
つ

い
て

見
直

し
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

9
2

2
0
1
0

-
2
0
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
給

液
分

配
用

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
2
1

茨
城

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

7
月

2
1
日

、
事

業
所

内
の

冷
凍

機
に

お
い

て
、

冷
凍

能
力

が
落

ち
た

た
め

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

冷
凍

機
の

給
液

分
配

用
の

配
管

付
け

根
部

分
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
る

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

。

9
3

2
0
1
0

-
2
5
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
発

信
機

元
弁

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
2
3

茨
城

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

弁

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
冷

媒
量

が
通

常
時

よ
り

少
な

い
た

め
、

平
成

2
2
年

7
月

2
3
日

1
5
時

3
0
分

に
点

検
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
ア

イ
ス

バ
ン

ク
上

部
の

低
圧

戻
り

配
管

の
発

信
機

元
弁

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
腐

食
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

9
4

2
0
1
0

-
2
0
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

付
近

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
2
9

熊
本

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等

そ
の

他
（
タ

バ
コ

）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
摩

耗
）

無

平
成

2
2
年

7
月

2
9
日

午
前

1
0
時

0
0
分

頃
、

事
業

所
内

の
空

調
の

冷
え

が
悪

い
た

め
保

守
管

理
会

社
へ

点
検

依
頼

し
、

各
空

調
設

備
を

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

空
調

機
の

凝
縮

器
付

近
の

配
管

が
氷

結
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

た
め

、
直

ち
に

空
調

設
備

の
運

転
を

停
止

し
た

。
平

成
2
2
年

7
月

3
1
日

に
再

度
、

詳
細

な
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
氷

結
し

た
配

管
部

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

を
確

認
し

た
こ

と
か

ら
、

冷
凍

機
の

冷
媒

液
を

回
収

し
た

。
な

お
、

回
収

し
た

冷
媒

量
か

ら
今

回
の

配
管

破
損

に
よ

り
漏

え
い

し
た

冷
媒

は
、

約
2
8
.6

kg
と

推
定

さ
れ

た
。

そ
の

後
、

平
成

2
2
年

8
月

6
日

に
県

危
機

管
理

、
防

災
消

防
総

室
に

事
故

報
告

を
行

っ
た

上
で

、
8
月

7
日

に
配

管
の

補
修

工
事

を
行

い
、

工
事

終
了

後
、

気
密

試
験

等
を

行
い

漏
え

い
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

更
に

、
同

事
業

所
に

は
今

回
漏

え
い

し
た

冷
凍

機
と

同
型

の
冷

凍
機

2
台

を
含

め
、

複
数

の
冷

凍
機

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

他
の

冷
凍

機
に

つ
い

て
も

配
管

等
の

総
点

検
を

行
っ

た
。

原
因

は
、

設
備

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
調

査
の

結
果

、
複

数
の

配
管

を
固

定
し

て
い

た
バ

ン
ド

が
経

年
の

振
動

に
よ

り
緩

み
、

配
管

同
士

が
接

触
、

摩
耗

を
繰

り
返

し
た

こ
と

に
よ

り
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

9
5

2
0
1
0

-
2
0
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

ィ
ル

タ
ド

ラ
イ

ヤ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
4

千
葉

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
ス

ー
パ

ー
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

事
業

所
内

の
冷

凍
機

の
巡

回
点

検
で

、
熱

源
機

械
室

内
の

冷
凍

機
の

運
転

状
態

及
び

運
転

デ
ー

タ
分

析
よ

り
、

冷
媒

漏
れ

が
疑

わ
れ

た
た

め
、

冷
凍

機
運

転
停

止
後

、
冷

媒
の

漏
え

い
点

検
を

実
施

し
た

。
こ

の
結

果
、

電
動

機
冷

却
用

の
冷

媒
フ

ィ
ル

タ
ド

ラ
イ

ヤ
周

辺
で

強
い

冷
媒

反
応

を
検

知
し

た
た

め
、

保
温

材
を

取
り

外
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ィ
ル

タ
ド

ラ
イ

ヤ
に

接
続

す
る

銅
管

(φ
1
9
)フ

レ
ア

部
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
応

急
処

置
と

し
て

、
フ

ィ
ル

タ
ド

ラ
イ

ヤ
の

新
規

交
換

、
及

び
銅

管
フ

レ
ア

部
の

再
加

工
を

行
い

、
冷

媒
漏

え
い

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
恒

久
対

策
と

し
て

、
8
月

1
2
日

に
銅

管
類

の
交

換
を

実
施

し
た

。
原

因
は

、
銅

管
フ

レ
ア

部
の

広
が

り
寸

法
が

J
IS

基
準

φ
2
2
.9

m
m

～
2
3
.3

m
m

に
対

し
、

φ
2
2
.6

m
m

～
2
2
.7

m
m

と
小

さ
か

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

9
6

2
0
1
0

-
2
1
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
工

事
中

、
誤

っ
て

冷
媒

配
管

を
切

断
し

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
7

静
岡

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
工

事
中

＞

＜
情

報
提

供
の

不
備

＞
無

事
業

所
内

の
屋

上
に

仮
設

冷
凍

機
を

設
置

し
、

冷
凍

シ
ス

テ
ム

の
切

替
工

事
中

に
、

冷
凍

倉
庫

1
階

の
一

時
仮

置
き

庫
内

で
配

管
工

事
を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
誤

っ
て

既
存

冷
媒

配
管

を
切

断
し

よ
う

と
し

て
(配

管
に

傷
を

つ
け

)、
冷

媒
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
(R

-
2
2
)を

約
1
2
0
kg

を
放

出
さ

せ
た

。
原

因
は

、
工

事
監

督
者

に
確

認
し

な
い

で
切

っ
て

し
ま

っ
た

こ
と

、
当

日
の

作
業

予
定

に
な

い
こ

と
を

実
施

し
た

こ
と

、
冷

媒
ガ

ス
は

回
収

処
理

さ
れ

て
い

て
、

配
管

内
に

ガ
ス

が
無

い
、

と
思

い
込

ん
で

い
た

た
め

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
全

体
朝

礼
後

、
監

督
、

作
業

員
が

実
際

の
施

工
現

場
で

K
Y
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

行
い

、
作

業
手

順
を

確
認

す
る

。
ま

た
、

切
断

可
、

不
可

の
配

管
、

配
線

、
操

作
禁

止
の

弁
類

を
周

知
す

る
よ

う
表

示
、

掲
示

を
行

う
こ

と
と

す
る

。

9
7

2
0
1
0

-
2
1
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

瞬
停

に
よ

る
冷

凍
設

備
の

冷
媒

圧
力

が
上

昇
し

安
全

弁
作

動
2
0
1
0
/
8
/
7

香
川

県
0

0
2

2
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

平
成

2
2
年

8
月

7
日

1
6
時

0
0
分

頃
、

工
場

内
の

電
力

が
雷

に
よ

り
瞬

停
を

発
生

し
、

冷
却

塔
フ

ァ
ン

の
イ

ン
バ

ー
タ

ー
が

停
止

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

冷
却

水
の

水
温

は
上

昇
し

、
そ

の
結

果
、

冷
凍

機
内

部
の

フ
ロ

ン
の

圧
力

が
上

昇
し

た
。

2
台

の
う

ち
1
台

は
圧

力
ス

イ
ッ

チ
が

作
動

し
停

止
し

た
が

、
も

う
1
台

は
圧

力
ス

イ
ッ

チ
が

作
動

せ
ず

運
転

を
継

続
し

た
。

そ
の

結
果

、
安

全
弁

が
作

動
し

、
フ

ロ
ン

ガ
ス

(R
-
2
2
)

約
1
0
0
kg

が
噴

出
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
冷

凍
機

の
圧

力
ス

イ
ッ

チ
が

老
朽

化
に

よ
り

適
切

に
作

動
し

な
か

っ
た

た
め

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

冷
却

塔
フ

ァ
ン

が
瞬

停
で

停
止

す
る

設
定

と
な

っ
て

い
た

こ
と

も
一

因
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

圧
力

ス
イ

ッ
チ

の
交

換
、

及
び

冷
却

塔
フ

ァ
ン

が
瞬

停
で

停
止

し
な

い
よ

う
、

設
定

を
変

更
す

る
こ

と
と

し
た

。

－58－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

9
8

2
0
1
0

-
2
5
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

ア
ン

モ
ニ

ア
冷

凍
機

の
圧

縮
機

ヘ
ッ

ド
カ

バ
ー

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
0
/
8
/
1
6

埼
玉

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

（
摩

耗
）

無

平
成

2
2
年

8
月

1
6
日

、
冷

凍
機

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い
警

報
が

作
動

し
た

た
め

に
、

冷
凍

機
の

運
転

を
停

止
し

た
。

除
害

装
置

が
作

動
し

、
冷

凍
機

の
外

部
に

ま
で

臭
気

が
で

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

平
成

2
2
年

8
月

2
4
日

、
破

損
部

の
修

理
を

行
っ

た
。

平
成

2
2
年

8
月

2
5
日

、
冷

媒
を

3
0
kg

補
充

し
再

立
ち

上
げ

し
、

現
在

は
通

常
運

転
し

て
い

る
。

原
因

は
、

液
相

部
と

気
相

部
の

分
離

部
分

に
設

置
さ

れ
た

電
磁

弁
の

弁
座

の
リ

ー
ク

に
よ

り
、

運
転

停
止

中
に

液
が

圧
縮

機
内

に
流

入
凝

縮
し

た
。

こ
の

た
め

、
圧

縮
機

の
起

動
時

に
お

い
て

一
時

的
に

過
大

な
圧

力
が

ヘ
ッ

ド
カ

バ
ー

部
に

か
か

り
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
が

損
傷

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

9
9

2
0
1
0

-
2
5
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
1
9

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
７

Ｃ

漏
洩

等

そ
の

他 （
空

調
設

備
）

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

平
成

2
2
年

8
月

1
9
日

午
前

、
事

業
所

内
で

、
ブ

ラ
イ

ン
を

結
合

し
た

、
冷

凍
能

力
が

2
3
.3

3
冷

凍
ト

ン
の

冷
凍

設
備

2
基

の
う

ち
1
基

に
お

い
て

、
異

常
停

止
し

た
た

め
調

査
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
系

統
の

圧
力

低
下

が
確

認
さ

れ
た

。
冷

媒
漏

え
い

検
査

の
結

果
、

水
側

熱
交

換
器

に
お

い
て

冷
媒

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

冷
凍

機
に

は
、

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
0
7
C

)約
8
5
kg

が
充

て
ん

さ
れ

て
い

た
が

、
全

量
が

漏
え

い
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

プ
レ

ー
ト

式
熱

交
換

器
の

内
部

で
冷

水
が

凍
結

し
た

こ
と

に
よ

り
プ

レ
ー

ト
が

変
形

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

1
0
0

2
0
1
0

-
2
5
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
銅

配
管

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
1
9

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等
電

気
冷

凍
設

備
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
保

守
契

約
に

基
づ

く
巡

回
点

検
中

に
、

2
系

統
あ

る
モ

ー
タ

冷
却

用
ド

ラ
イ

ヤ
の

う
ち

、
未

使
用

の
系

統
に

設
置

さ
れ

た
銅

配
管

フ
レ

ア
部

2
箇

所
で

、
冷

媒
検

知
器

に
反

応
が

確
認

さ
れ

た
。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

の
増

し
締

め
を

実
施

し
、

1
箇

所
は

漏
え

い
が

止
ま

っ
た

が
1
箇

所
は

カ
ニ

泡
状

の
漏

え
い

が
続

い
た

。
冷

凍
機

に
は

、
予

備
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

機
が

な
く
停

止
で

き
な

い
の

で
、

応
急

措
置

と
し

て
、

未
使

用
の

系
統

に
あ

る
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
用

の
止

め
弁

を
閉

止
し

て
、

漏
え

い
を

止
め

た
。

1
0
月

に
予

定
さ

れ
て

い
る

定
期

整
備

時
に

分
解

点
検

を
実

施
し

、
事

故
原

因
を

特
定

の
う

え
、

必
要

な
対

策
を

講
じ

る
こ

と
と

し
た

。
な

お
、

冷
媒

ガ
ス

の
漏

え
い

量
は

確
定

で
き

て
い

な
い

が
、

約
4
0
kg

と
推

定
さ

れ
る

。

1
0
1

2
0
1
0

-
2
1
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
四

方
弁

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
0

千
葉

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
電

気
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

事
業

所
内

の
屋

上
に

設
置

さ
れ

た
、

空
冷

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

製
氷

チ
ラ

ー
の

定
期

点
検

時
に

、
四

路
切

換
弁

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

電
磁

弁
(弁

体
根

元
)の

溶
接

部
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
漏

え
い

量
は

、
約

2
0
kg

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
四

路
切

換
弁

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

弁
体

内
に

ス
ラ

イ
ド

応
力

及
び

熱
膨

張
、

収
縮

の
影

響
に

よ
る

経
年

的
な

劣
化

に
よ

り
き

裂
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

1
0
2

2
0
1
0

-
2
0
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

及
び

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
8

広
島

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

無
事

業
所

内
の

冷
凍

設
備

で
、

蒸
発

器
の

一
部

及
び

、
膨

張
弁

か
ら

蒸
発

器
ま

で
の

8
系

統
の

冷
媒

配
管

の
う

ち
2
系

統
が

破
損

し
、

冷
媒

（
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
）

が
約

2
0
0
kg

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

金
属

疲
労

及
び

外
部

衝
撃

と
推

定
さ

れ
る

。

1
0
3

2
0
1
0

-
0
0
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

ド
レ

ン
抜

き
配

管
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
9

千
葉

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
一

般
化

学
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

8
月

2
9
日

1
0
時

0
0
分

頃
、

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い
ガ

ス
検

知
器

が
作

動
し

ガ
ス

漏
れ

を
検

知
し

た
た

め
作

業
員

が
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

漏
れ

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
運

転
を

停
止

し
、

メ
ー

カ
ー

へ
点

検
依

頼
し

た
と

こ
ろ

、
蒸

発
器

の
オ

イ
ル

ド
レ

ン
抜

き
配

管
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
1
箇

所
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
外

部
凝

縮
水

が
保

温
材

内
部

に
溜

り
、

配
管

が
外

部
よ

り
腐

食
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

ド
レ

ン
抜

き
配

管
の

必
要

性
、

材
質

、
保

温
材

の
あ

り
方

等
を

メ
ー

カ
ー

と
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
0
4

2
0
1
0

-
2
6
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

空
調

設
備

の
四

方
弁

溶
接

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
3
0

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

漏
洩

等

そ
の

他 （
農

業
）

冷
凍

設
備

、
弁

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

事
業

所
内

で
、

空
調

設
備

の
冷

房
ス

イ
ッ

チ
(タ

イ
マ

ー
に

よ
り

O
N

、
O

F
F
)が

入
っ

た
が

、
冷

房
が

効
か

な
か

っ
た

。
メ

ー
カ

ー
で

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
か

ら
吐

出
ガ

ス
を

冷
房

、
暖

房
回

路
に

分
岐

す
る

四
路

切
換

弁
の

う
ち

、
真

鍮
製

で
あ

る
分

岐
弁

の
銀

ろ
う

付
け

部
に

き
裂

が
生

じ
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

が
漏

え
い

し
て

い
た

。
原

因
は

、
銀

ろ
う

付
け

部
に

気
泡

な
ど

が
あ

り
、

そ
こ

を
起

源
と

し
て

運
転

時
の

吐
出

ガ
ス

の
熱

、
及

び
振

動
に

よ
り

き
裂

を
誘

引
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
0
5

2
0
1
0

-
2
9
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
膨

張
弁

出
口

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
1

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
会

社
事

務 所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
空

冷
チ

ラ
ー

冷
凍

機
3
台

の
う

ち
、

1
台

が
異

常
停

止
し

た
。

設
備

業
者

に
点

検
を

依
頼

し
た

と
こ

ろ
、

低
圧

安
全

装
置

が
作

動
し

て
停

止
し

た
も

の
と

判
明

し
た

。
原

因
は

、
膨

張
弁

の
出

口
配

管
と

高
圧

圧
力

計
取

り
出

し
配

管
の

交
差

部
が

運
転

中
の

振
動

で
接

触
し

、
配

管
が

摩
耗

し
た

た
め

、
取

り
出

し
配

管
に

約
3
m

m
の

穴
が

開
い

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

接
触

し
た

配
管

は
、

結
束

バ
ン

ド
で

固
定

さ
れ

て
い

た
が

、
経

年
劣

化
に

よ
り

バ
ン

ド
の

一
部

が
硬

化
し

て
破

損
し

た
こ

と
で

、
配

管
同

士
が

接
触

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
冷

媒
の

漏
え

い
量

は
、

約
2
6
kg

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
配

管
の

交
差

箇
所

に
ク

ッ
シ

ョ
ン

材
を

取
り

付
け

る
こ

と
と

し
た

。

1
0
6

2
0
1
0

-
2
9
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

急
冷

庫
設

備
の

天
井

裏
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
2

鹿
児

島
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
の

通
常

設
備

点
検

に
お

い
て

、
冷

媒
受

液
器

の
変

化
に

気
付

い
た

た
め

、
重

点
的

に
冷

媒
漏

え
い

調
査

を
実

施
し

た
。

調
査

の
結

果
、

均
冷

庫
の

天
井

裏
の

給
液

配
管

防
熱

施
工

部
か

ら
、

冷
媒

漏
え

い
の

反
応

が
あ

っ
た

た
め

、
防

熱
を

撤
去

し
配

管
を

検
査

し
た

と
こ

ろ
、

配
管

の
腐

食
に

よ
る

冷
媒

漏
え

い
が

1
ヶ

所
発

見
さ

れ
た

。
漏

え
い

箇
所

が
天

井
裏

の
隠

蔽
部

で
あ

り
、

配
管

も
防

熱
を

施
工

さ
れ

た
配

管
で

あ
っ

た
た

め
、

通
常

の
設

備
点

検
に

お
い

て
は

、
発

見
が

困
難

で
あ

っ
た

た
め

ガ
ス

漏
れ

発
見

に
時

間
を

要
し

た
。

1
0
7

2
0
1
0

-
2
8
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

タ
ー

ミ
ナ

ル
端

子
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
8

広
島

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
病

院
）

冷
凍

設
備

、
圧

縮
機

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

9
月

8
日

1
9
時

頃
、

病
院

の
屋

上
に

設
置

し
て

あ
る

、
冷

凍
設

備
の

運
転

が
停

止
し

た
と

の
警

報
が

出
た

。
メ

ー
カ

ー
を

呼
び

、
停

止
原

因
の

調
査

を
行

い
な

が
ら

復
旧

を
試

み
て

い
た

が
、

9
月

9
日

に
、

冷
媒

の
漏

え
い

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
内

部
の

電
動

機
へ

の
電

気
取

り
入

口
で

あ
る

タ
ー

ミ
ナ

ル
端

子
に

、
機

器
の

老
朽

化
に

伴
う

電
動

機
コ

イ
ル

の
絶

縁
不

良
に

よ
り

、
異

常
な

温
度

変
化

を
も

た
ら

し
、

端
子

と
圧

縮
機

の
繋

ぎ
目

の
パ

ッ
キ

ン
が

緩
ん

だ
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

消
防

へ
の

報
告

は
、

9
月

1
0
日

1
8
時

頃
で

あ
っ

た
。

消
防

機
関

へ
の

報
告

が
遅

れ
た

原
因

は
、

復
旧

作
業

を
試

み
て

い
た

た
め

漏
え

い
の

発
見

が
遅

れ
た

こ
と

、
及

び
届

出
不

要
の

設
備

で
あ

っ
た

た
め

、
事

故
届

が
必

要
と

の
認

識
が

薄
か

っ
た

た
め

で
あ

っ
た

。

1
0
8

2
0
1
0

-
2
9
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
8

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

漏
洩

等

そ
の

他 （
学

校
）

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

学
校

内
の

冷
凍

設
備

で
、

圧
縮

機
系

統
の

水
側

熱
交

換
器

か
ら

冷
媒

ガ
ス

が
漏

れ
た

た
め

、
低

圧
保

護
装

置
が

作
動

し
、

異
常

停
止

し
た

。
原

因
は

、
機

器
老

朽
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

圧
縮

機
低

圧
異

常
に

よ
る

ト
リ

ッ
プ

水
側

の
熱

交
換

器
チ

ュ
ー

ブ
側

の
冷

媒
が

シ
ェ

ル
側

の
温

水
側

に
リ

ー
ク

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

1
0
9

2
0
1
0

-
2
4
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

2
台

の
凝

縮
器

か
ら

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
9

富
山

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

9
月

9
日

6
時

頃
、

事
業

所
内

で
作

業
員

が
冷

凍
設

備
の

巡
視

点
検

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

N
O

.1
冷

凍
機

の
N

O
.2

凝
縮

器
(シ

ェ
ル

側
:冷

媒
、

チ
ュ

ー
ブ

側
:冷

却
水

)に
液

面
レ

ベ
ル

警
報

が
出

て
い

た
が

、
冷

媒
圧

力
に

異
常

が
な

か
っ

た
た

め
、

そ
の

ま
ま

運
転

を
継

続
し

た
。

同
日

8
時

の
勤

務
交

替
の

際
に

、
液

面
レ

ベ
ル

警
報

の
報

告
を

受
け

た
冷

凍
取

扱
責

任
者

は
、

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
点

検
が

必
要

と
判

断
し

、
直

ち
に

メ
ー

カ
ー

に
依

頼
し

た
。

9
時

3
0
分

か
ら

メ
ー

カ
ー

が
点

検
を

行
っ

た
結

果
、

N
O

.2
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
)が

漏
え

い
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

た
た

め
、

1
0
時

4
0
分

に
N

O
.1

冷
凍

機
の

運
転

を
停

止
し

た
。

冷
媒

回
収

の
結

果
、

漏
え

い
量

は
約

4
0
kg

で
あ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

(冷
媒

規
定

量
6
5
kg

に
対

し
、

冷
媒

回
収

量
2
5
kg

)翌
日

か
ら

詳
細

調
査

を
実

施
し

た
結

果
、

N
O

.2
凝

縮
器

の
チ

ュ
ー

ブ
1
5
本

、
及

び
N

O
.1

凝
縮

器
の

チ
ュ

ー
ブ

3
本

に
気

密
漏

れ
が

認
め

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

シ
ェ

ル
側

の
高

圧
の

冷
媒

ガ
ス

が
チ

ュ
ー

ブ
内

部
に

入
り

、
冷

却
水

を
通

じ
て

外
部

に
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
原

因
は

、
凝

縮
器

の
冷

却
水

の
水

質
検

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

遊
離

炭
酸

値
が

3
7
m

gC
O

2
/
L
と

メ
ー

カ
ー

推
奨

値
4
m

gC
O

2
/
L
を

超
え

て
い

た
こ

と
か

ら
、

冷
却

水
の

水
質

の
影

響
に

よ
り

チ
ュ

ー
ブ

の
内

面
で

腐
食

が
進

行
し

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
1
0

2
0
1
0

-
3
2
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
1
2

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
機

械
冷

凍
設

備
、

凝
縮

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

、
＜

点
検

不
良

＞
無

平
成

2
2
年

9
月

1
2
日

の
午

前
中

、
事

業
所

内
の

冷
凍

設
備

の
低

圧
カ

ッ
ト

保
護

回
路

が
作

動
し

、
異

常
停

止
し

た
。

冷
媒

漏
れ

が
予

想
さ

れ
た

た
め

、
設

備
事

業
者

に
て

冷
媒

回
収

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

約
1
2
kg

の
冷

媒
漏

え
い

が
判

明
し

た
。

ま
た

、
窒

素
に

よ
る

気
密

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
凝

縮
器

内
部

の
冷

却
チ

ュ
ー

ブ
2
本

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

設
備

の
経

年
劣

化
に

よ
り

、
凝

縮
器

内
部

の
冷

却
チ

ュ
ー

ブ
が

腐
食

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

1
1
1

2
0
1
0

-
2
4
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

ヘ
ッ

ダ
ー

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
1
3

三
重

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
一

般
化

学
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

9
月

1
3
日

7
時

3
0
分

頃
、

冷
凍

設
備

の
巡

回
点

検
中

に
、

冷
凍

機
ヘ

ッ
ダ

ー
配

管
か

ら
冷

媒
ガ

ス
（
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
）
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
7
時

4
5
分

に
冷

凍
機

の
運

転
を

停
止

し
、

電
磁

弁
の

閉
操

作
に

よ
り

、
冷

媒
ガ

ス
漏

え
い

は
停

止
し

た
。

な
お

、
ガ

ス
の

推
定

漏
え

い
量

は
2
3
.8

kg
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
た

ヘ
ッ

ダ
ー

の
上

部
に

は
膨

張
弁

が
あ

り
、

そ
こ

で
結

露
が

発
生

す
る

た
め

、
冷

凍
機

運
転

中
、

ヘ
ッ

ダ
ー

は
常

に
濡

れ
た

状
態

で
外

面
腐

食
が

発
生

し
や

す
い

状
況

と
な

っ
て

い
た

。
ま

た
、

ヘ
ッ

ダ
ー

材
質

が
炭

素
鋼

で
あ

る
の

に
対

し
、

前
後

の
配

管
材

質
は

銅
で

あ
り

、
電

位
差

腐
食

が
発

生
し

や
す

い
状

況
で

あ
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

設
備

の
点

検
と

し
て

は
、

毎
年

定
修

時
に

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
を

委
託

し
て

実
施

し
て

お
り

、
ガ

ス
漏

れ
検

査
は

行
っ

て
い

た
が

、
設

備
外

面
の

腐
食

状
況

(塗
装

等
の

防
食

措
置

の
状

況
)の

検
査

は
項

目
に

入
っ

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
、

運
転

時
の

日
常

点
検

は
製

造
グ

ル
ー

プ
が

実
施

し
て

い
た

が
、

ガ
ス

漏
え

い
等

の
異

常
状

態
が

発
生

し
て

い
な

い
か

の
確

認
が

中
心

で
あ

り
、

腐
食

状
況

の
点

検
に

関
し

て
は

不
十

分
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

点
検

方
法

の
見

直
し

を
実

施
す

る
こ

と
と

す
る

。

1
1
2

2
0
1
0

-
2
9
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

の
熱

交
換

器
入

口
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
1
3

福
岡

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
不

動 産
）

冷
凍

設
備

、
配

管
、

熱
交

換
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

9
月

1
3
日

、
事

業
所

内
の

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

を
運

転
中

、
機

器
が

異
常

停
止

し
た

。
調

査
の

結
果

、
冷

媒
ガ

ス
漏

え
い

に
よ

る
、

低
圧

ト
リ

ッ
プ

と
判

明
し

た
。

原
因

は
、

水
側

熱
交

換
器

の
冷

媒
配

管
が

腐
食

し
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
漏

え
い

量
は

、
約

2
0
kg

と
推

定
さ

れ
る

。

1
1
3

2
0
1
0

-
2
3
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
式

凝
縮

器
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
1
6

北
海

道
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

凝
縮

器

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

9
月

1
6
日

1
7
時

4
0
分

頃
、

工
場

内
の

原
料

場
(冷

凍
室

)よ
り

剌
激

臭
が

発
生

し
た

。
原

料
場

内
に

い
た

従
業

員
が

刺
激

臭
を

確
認

し
、

原
料

場
横

に
設

置
し

て
あ

る
､蒸

発
式

凝
縮

器
(以

下
エ

バ
コ

ン
)か

ら
の

漏
え

い
の

可
能

性
が

高
か

っ
た

た
め

、
1
8
時

3
0
分

頃
よ

り
エ

バ
コ

ン
周

辺
の

バ
ル

ブ
を

閉
め

た
。

ま
た

、
同

時
刻

頃
、

隣
接

し
て

い
る

別
事

業
者

の
工

場
か

ら
｢剌

激
臭

が
す

る
。

｣と
の

こ
と

で
、

消
防

へ
通

報
が

入
っ

た
。

1
9
時

頃
、

工
場

に
消

防
が

到
着

し
冷

凍
機

の
作

業
員

と
と

も
に

現
場

確
認

を
行

い
、

3
台

あ
る

エ
バ

コ
ン

の
う

ち
、

1
号

機
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

を
特

定
し

た
。

直
ち

に
、

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

経
過

を
観

察
し

た
。

翌
1
7
日

4
時

、
ア

ン
モ

ニ
ア

臭
が

完
全

に
無

く
な

っ
た

の
で

、
市

消
防

署
通

信
係

へ
連

絡
し

た
。

原
因

は
、

漏
え

い
の

あ
っ

た
エ

バ
コ

ン
1
号

機
は

、
設

置
後

3
2
年

経
過

し
て

お
り

、
エ

バ
コ

ン
内

の
コ

ン
デ

ン
サ

コ
イ

ル
部

分
が

老
朽

化
に

よ
る

腐
食

で
、

穴
が

空
い

た
た

め
で

あ
っ

た
。

1
1
4

2
0
1
0

-
2
8
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
3
0

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

凝
縮

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

事
業

所
内

で
、

冷
凍

設
備

の
1
3
時

の
点

検
に

お
い

て
、

冷
凍

機
受

液
器

の
液

面
を

点
検

し
て

い
た

と
こ

ろ
液

面
が

低
下

気
味

で
あ

っ
た

、
ほ

ど
な

く
し

て
製

造
現

場
か

ら
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

フ
リ

ー
ザ

ー
で

製
品

が
や

わ
ら

か
く
な

っ
た

と
い

う
報

告
が

あ
り

、
原

因
の

調
査

に
入

っ
た

。
冷

媒
の

漏
え

い
を

考
え

て
、

装
置

の
総

点
検

に
入

り
、

1
5
時

3
0
分

ご
ろ

N
O

1
4
、

N
O

1
5
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

に
つ

な
が

る
コ

ン
デ

ン
サ

ー
(凝

縮
器

、
温

度
2
7
℃

)の
冷

却
水

ド
レ

ン
口

か
ら

フ
ロ

ン
が

出
る

こ
と

が
確

認
で

き
、

コ
ン

デ
ン

サ
ー

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
漏

え
い

と
判

断
し

て
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

を
停

止
、

コ
ン

デ
ン

サ
ー

前
後

バ
ル

ブ
の

閉
止

を
行

っ
た

。
翌

日
の

検
査

に
よ

り
、

穴
の

開
い

た
チ

ュ
ー

ブ
が

1
本

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

－61－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
1
5

2
0
1
0

-
3
1
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
電

磁
弁

及
び

配
管

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
3

兵
庫

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他
（
ビ

ル 業
）

容
器

本
体

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

で
、

冷
凍

機
が

運
転

中
に

熱
交

換
器

の
圧

力
低

下
に

よ
り

自
動

停
止

し
た

。
漏

え
い

箇
所

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
電

磁
弁

部
分

、
及

び
配

管
ピ

ン
ホ

ー
ル

か
ら

の
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a)

の
漏

え
い

が
認

め
ら

れ
た

。
特

に
、

配
管

ピ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
の

著
し

い
冷

媒
の

漏
え

い
が

認
め

ら
れ

た
。

冷
凍

機
内

の
冷

媒
を

回
収

し
、

そ
の

量
を

測
定

し
た

と
こ

ろ
、

前
回

冷
媒

充
て

ん
時

と
比

較
し

て
約

8
9
kg

の
冷

媒
の

減
少

が
認

め
ら

れ
た

。
原

因
は

、
電

磁
弁

作
動

時
の

振
動

、
及

び
配

管
溶

接
時

の
欠

陥
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

1
1
6

2
0
1
0

-
3
3
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

熱
交

換
器

ヘ
ッ

ダ
ー

コ
イ

ル
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
0
/
6

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
公

共
施

設
）

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

1
0
月

4
日

、
巡

視
点

検
で

冷
凍

機
の

N
o
.1

液
面

計
内

の
冷

媒
が

少
な

く
な

っ
て

い
た

の
で

、
メ

ー
カ

ー
に

点
検

を
依

頼
し

た
。

1
0
月

5
、

6
日

、
冷

媒
の

漏
え

い
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

空
気

熱
交

換
器

の
コ

イ
ル

ヘ
ッ

ダ
ー

部
か

ら
の

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
。

冷
凍

機
を

冷
房

モ
ー

ド
か

ら
暖

房
モ

ー
ド

に
切

り
替

え
、

冷
媒

を
レ

シ
ー

バ
ー

(受
液

器
)に

回
収

し
、

レ
シ

ー
バ

ー
の

入
口

、
出

口
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

。
原

因
は

、
空

気
熱

交
換

器
コ

イ
ル

ヘ
ッ

ダ
ー

の
ろ

う
付

け
部

が
、

経
年

劣
化

に
よ

る
減

肉
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

シ
ー

ズ
ン

中
、

及
び

シ
ー

ズ
ン

オ
フ

期
間

の
停

止
機

器
の

点
検

を
徹

底
。

劣
化

状
況

の
監

視
と

早
期

交
換

、
更

新
を

検
討

。
液

面
計

に
異

常
監

視
レ

ベ
ル

を
表

示
。

ガ
ス

漏
れ

検
査

の
頻

度
を

あ
げ

る
。

漏
え

い
箇

所
に

応
じ

た
措

置
、

対
応

手
順

の
確

認
を

行
う

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

保
安

教
育

等
で

の
周

知
と

責
任

者
に

よ
る

監
督

を
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
1
7

2
0
1
0

-
3
1
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
ろ

う
付

け
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
4

大
阪

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
７

Ｃ

漏
洩

等

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

1
0
月

1
4
日

9
時

0
0
分

頃
、

事
業

所
内

の
屋

上
に

設
置

さ
れ

て
い

た
冷

凍
機

に
お

い
て

、
朝

の
起

動
時

に
高

圧
圧

力
セ

ン
サ

ー
異

常
の

警
報

が
出

た
た

め
、

現
場

を
確

認
し

た
。

確
認

の
結

果
、

吐
出

圧
力

、
吸

入
圧

力
共

に
0
M

P
aを

表
示

し
て

い
た

た
め

、
主

電
源

切
断

し
て

停
止

さ
せ

た
。

1
4
時

0
0
分

頃
、

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
現

場
確

認
を

実
施

し
た

結
果

、
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
4
0
7
C

)が
全

量
6
9
kg

漏
え

い
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、
窒

素
加

圧
に

よ
る

漏
れ

箇
所

の
特

定
を

実
施

し
、

四
路

切
替

弁
操

作
用

の
配

管
接

続
部

に
き

裂
が

発
生

し
て

い
た

。
原

因
は

、
メ

ー
カ

ー
現

場
調

査
に

よ
る

と
、

何
ら

か
の

振
動

要
因

に
よ

り
応

力
集

中
が

加
わ

り
､

配
管

溶
接

部
に

き
裂

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

し
て

い
る

が
、

過
去

、
本

製
品

の
こ

の
部

位
か

ら
の

冷
媒

漏
れ

の
不

具
合

情
報

は
な

く
、

極
め

て
稀

な
事

象
で

あ
っ

た
。

1
0
月

2
2
日

、
メ

ー
カ

ー
サ

ー
ビ

ス
マ

ン
に

よ
り

メ
ー

カ
ー

の
工

場
に

て
製

造
さ

れ
た

圧
縮

機
吐

出
配

管
(フ

ラ
ン

ジ
継

手
)を

取
り

外
し

、
工

場
に

て
原

因
調

査
を

行
っ

た
。

調
査

の
結

果
、

逆
止

弁
付

き
ゲ

ー
ジ

継
手

本
体

と
配

管
の

ろ
う

付
け

時
に

、
母

体
の

過
度

の
加

熱
等

に
よ

る
組

成
変

化
と

運
動

振
動

、
冷

媒
脈

動
振

動
等

が
相

俟
っ

て
、

き
裂

発
生

箇
所

に
応

力
集

中
が

経
年

的
に

発
生

し
て

、
き

裂
、

ガ
ス

漏
れ

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
た

。
今

後
は

、
今

回
の

事
故

を
メ

ー
カ

ー
製

造
部

門
に

連
絡

し
、

ろ
う

付
け

作
業

時
の

過
熱

防
止

に
対

す
る

指
導

を
行

い
、

再
発

防
止

に
対

す
る

再
徹

底
を

実
施

し
た

。

1
1
8

2
0
1
0

-
2
8
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
5

北
海

道
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等

そ
の

他 （
市

場
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

1
0
月

1
5
日

午
前

1
時

4
3
分

、
事

業
所

内
の

冷
凍

設
備

で
、

警
報

器
が

作
動

し
た

た
め

現
地

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
ブ

ラ
イ

ン
ク

ー
ラ

ー
(蒸

発
器

)よ
り

冷
媒

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

直
ち

に
、

冷
凍

機
の

運
転

を
止

め
、

修
理

事
業

者
に

修
理

を
依

頼
し

た
。

原
因

は
、

冷
凍

機
自

体
が

3
0
年

以
上

経
過

し
て

お
り

、
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

1
1
9

2
0
1
0

-
3
5
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

圧
縮

機
の

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

部
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
5

東
京

都
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
機

械

冷
凍

設
備

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
圧

縮
機

の
潤

滑
油

の
油

温
が

上
昇

す
る

と
と

と
も

に
、

冷
媒

(ア
ン

モ
ニ

ア
)量

不
足

の
傾

向
等

が
み

ら
れ

た
た

め
、

冷
媒

を
補

充
す

る
ま

で
冷

凍
機

を
停

止
し

た
。

そ
の

後
、

圧
縮

機
の

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

部
で

オ
イ

ル
垂

れ
量

が
急

激
に

増
加

し
た

た
め

、
圧

縮
機

前
後

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

交
換

を
予

定
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
交

換
前

に
ガ

ス
漏

え
い

検
知

警
報

が
発

報
し

、
除

害
設

備
が

作
動

し
た

。
圧

縮
機

の
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

か
ら

の
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

の
交

換
に

よ
り

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
シ

ー
ル

メ
ー

カ
ー

の
調

査
で

は
、

シ
ー

ル
の

し
ゅ

う
動

面
に

多
少

の
異

物
の

噛
み

込
み

跡
が

認
め

ら
れ

る
が

、
漏

え
い

を
起

こ
し

た
直

接
的

な
原

因
は

特
定

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
継

続
し

て
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

に
し

た
。

な
お

、
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
量

は
、

約
0
.5

kg
と

推
定

さ
れ

る
。

－62－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0

2
0
1
0

-
3
0
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

レ
ア

継
手

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
0
/
1
5

神
奈

川
県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

漏
洩

等

そ
の

他 （
公

園
）

冷
凍

設
備

、
配

管
、

継
手

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

1
0
月

1
5
日

1
0
時

2
5
分

頃
、

事
業

所
内

に
設

置
さ

れ
た

冷
凍

機
設

備
で

、
プ

ー
ル

か
ら

ス
ケ

ー
ト

場
へ

の
切

り
換

え
作

業
中

の
製

氷
作

業
に

お
い

て
、

機
械

室
の

点
検

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
2
基

あ
る

う
ち

の
1
基

の
冷

凍
機

で
漏

え
い

音
と

油
煙

が
し

た
の

で
、

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

と
思

い
、

周
辺

の
バ

ル
ブ

を
閉

め
た

。
メ

ー
カ

ー
が

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
上

部
に

設
置

さ
れ

て
い

る
直

径
1
0
m

m
程

度
の

銅
製

配
管

が
、

バ
ル

ブ
の

結
合

部
（
フ

レ
ア

ー
継

手
）
か

ら
脱

落
し

、
フ

レ
ア

ー
継

手
部

か
ら

冷
媒

ガ
ス

（
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２
）
、

及
び

冷
凍

機
油

が
噴

出
漏

え
い

し
て

い
た

。
原

因
は

、
材

料
破

断
面

の
調

査
の

結
果

、
ス

ト
ラ

イ
エ

ー
シ

ョ
ン

状
模

様
が

見
ら

れ
た

た
め

、
冷

凍
機

の
圧

縮
機

等
の

振
動

に
よ

り
、

フ
レ

ア
ー

継
手

部
が

疲
労

破
壊

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

1
2
1

2
0
1
0

-
2
8
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

ア
ン

モ
ニ

ア
冷

凍
設

備
の

バ
ル

ブ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
0
/
1
8

北
海

道
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等

そ
の

他
（
レ

ジ
ャ

ー
）

冷
凍

設
備

、
バ

ル
ブ

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
無

1
0
月

1
8
日

8
時

3
0
分

頃
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

で
、

出
勤

し
た

職
員

が
ガ

ス
漏

れ
警

報
器

が
鳴

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
付

き
漏

え
い

を
覚

知
し

た
。

調
査

の
結

果
、

油
分

離
器

、
及

び
油

溜
か

ら
下

に
伸

び
る

配
管

の
バ

ル
ブ

が
老

朽
化

し
、

冷
凍

機
内

の
ア

ン
モ

ニ
ア

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
た

。
1
7
日

の
1
7
時

0
0
分

頃
に

見
回

り
し

た
時

点
で

は
、

異
常

は
な

か
っ

た
の

で
ガ

ス
が

漏
え

い
し

始
め

た
時

間
は

、
1
7

日
1
7
時

0
0
分

～
1
8
日

8
時

3
0
分

の
間

と
考

え
ら

れ
る

。

1
2
2

2
0
1
0

-
3
1
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

冷
媒

配
管

フ
レ

ア
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
3
1

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
４

Ａ

漏
洩

等
運

送
冷

凍
設

備
、

配
管

、
継

手

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

事
業

所
内

で
、

冷
凍

機
が

異
常

停
止

し
警

報
が

発
報

さ
れ

た
た

め
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
社

が
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
タ

ン
ク

(ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
)下

部
の

冷
媒

配
管

(油
戻

し
配

管
)の

フ
レ

ア
接

続
部

か
ら

、
冷

媒
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

｡原
因

は
、

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

部
加

工
部

の
締

付
け

不
良

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

た
。

こ
の

た
め

、
漏

え
い

の
あ

っ
た

冷
媒

配
管

を
取

替
え

、
フ

レ
ア

再
加

工
を

実
施

し
た

後
、

ガ
ス

漏
れ

検
査

で
漏

え
い

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
本

冷
凍

機
で

、
過

去
に

取
外

し
作

業
を

行
っ

た
フ

レ
ア

接
続

部
に

つ
い

て
は

、
規

定
ト

ル
ク

で
の

締
付

け
確

認
と

ガ
ス

漏
れ

検
査

を
実

施
し

た
。

本
事

業
所

に
設

置
さ

れ
た

他
の

冷
凍

機
に

つ
い

て
も

､同
様

に
締

付
け

確
認

と
ガ

ス
漏

れ
検

査
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

な
お

、
冷

媒
の

推
定

漏
え

い
量

は
6
3
.4

kg
で

あ
っ

た
。

1
2
3

2
0
1
0

-
3
3
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

モ
ー

タ
ー

冷
却

用
ド

ラ
イ

ヤ
ー

の
フ

レ
ア

ー
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
1
2

千
葉

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
会

社
事

務 所
）

冷
凍

設
備

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

1
1
月

1
2
日

に
、

事
業

所
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

、
空

調
用

冷
凍

機
の

定
期

点
検

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

モ
ー

タ
ー

冷
却

用
ド

ラ
イ

ヤ
ー

１
次

側
フ

レ
ア

ー
部

(パ
イ

プ
接

続
部

)か
ら

の
冷

媒
の

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
。

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

1
3
4
a)

の
漏

え
い

量
は

、
5
5
.1

kg
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

モ
ー

タ
ー

ド
ラ

イ
ヤ

ー
脱

着
の

繰
り

返
し

に
よ

る
フ

レ
ア

ー
の

経
年

劣
化

に
よ

り
、

気
密

維
持

能
力

が
低

下
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

1
2
4

2
0
1
0

-
3
4
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

凝
縮

器
コ

イ
ル

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
1
7

滋
賀

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

凝
縮

器
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
4
基

(1
0
9
0
.3

冷
凍

ト
ン

)の
冷

凍
機

の
内

､N
o
.4

ア
ン

モ
ニ

ア
冷

凍
機

(3
0
8
.1

t　
納

入
:2

0
0
0
年

1
2
月

)の
凝

縮
器

コ
イ

ル
(材

質
:S

T
P

G
3
7
0
E
)に

外
面

腐
食

に
よ

る
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
生

じ
、

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

人
的

被
害

無
く
、

工
場

外
へ

の
ガ

ス
の

拡
散

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

凝
縮

器
部

の
散

水
配

管
の

末
端

シ
ャ

ワ
ー

ノ
ズ

ル
に

循
環

水
の

飛
散

防
止

材
が

詰
ま

っ
た

こ
と

に
よ

り
､

凝
縮

器
コ

イ
ル

の
ベ

ン
ト

管
部

に
散

水
が

十
分

行
わ

れ
て

い
な

い
状

態
で

あ
っ

た
｡こ

れ
に

よ
り

湿
潤

、
乾

燥
を

繰
り

返
し

た
こ

と
で

表
面

防
錆

処
理

で
あ

る
亜

鉛
が

溶
出

し
､外

面
腐

食
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

(ピ
ン

ホ
ー

ル
は

3
箇

所
)今

後
は

、
点

検
項

目
の

見
直

し
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
2
5

2
0
1
0

-
3
4
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

油
回

収
用

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
2
0

東
京

都
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
空

調
設

備
）

冷
凍

設
備

、
配

管
、

継
手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

事
業

所
内

の
冷

凍
機

の
定

期
点

検
中

に
、

ガ
ス

漏
え

い
検

知
器

で
漏

え
い

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
蒸

発
器

か
ら

圧
縮

機
へ

の
油

回
収

用
配

管
の

銅
管

継
手

か
ら

、
冷

媒
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

、
増

し
締

め
し

た
が

止
ま

ら
な

か
っ

た
た

め
、

バ
ル

ブ
で

閉
塞

処
理

し
た

後
、

冷
媒

を
回

収
し

た
。

漏
え

い
の

あ
っ

た
継

手
部

を
開

放
し

て
検

査
し

た
と

こ
ろ

、
継

手
の

フ
ロ

ン
ト

リ
ン

グ
に

割
れ

を
発

見
し

た
た

め
、

こ
の

継
手

部
一

式
を

新
品

に
交

換
し

た
。

継
手

に
割

れ
が

生
じ

た
原

因
に

つ
い

て
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

な
お

、
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
量

は
、

約
5
5
4
.1

8
kg

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2
6

2
0
1
0

-
3
4
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
バ

ル
ブ

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
1
/
2
9

長
野

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
食

品
冷

凍
設

備
、

弁

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

2
9
日

1
1
時

0
0
分

頃
に

、
事

業
所

内
で

メ
ー

カ
ー

の
従

業
員

が
、

冷
凍

設
備

の
定

期
点

検
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

バ
ル

ブ
の

グ
ラ

ン
ド

部
よ

り
微

少
な

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
こ

の
対

処
と

し
て

同
日

1
1
時

3
0
分

に
は

、
グ

ラ
ン

ド
部

の
増

締
め

に
よ

り
漏

え
い

を
止

め
た

。
今

回
の

漏
え

い
に

伴
う

人
的

、
物

的
な

被
害

は
無

か
っ

た
。

ま
た

、
今

回
は

非
常

に
微

少
な

漏
え

い
だ

っ
た

た
め

、
担

当
者

が
保

安
法

上
の

事
故

と
判

断
せ

ず
、

県
へ

の
報

告
が

遅
れ

た
。

原
因

は
、

漏
え

い
し

た
バ

ル
ブ

が
腐

食
し

て
い

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

対
処

と
し

て
今

回
漏

え
い

を
起

こ
し

た
バ

ル
ブ

以
外

に
も

、
老

朽
化

の
進

ん
だ

部
品

の
交

換
の

準
備

を
進

め
て

い
る

。

1
2
7

2
0
1
0

-
3
5
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

機
の

サ
ブ

ク
ー

ラ
ー

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
2
/
2

福
岡

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
１

３
４

ａ

漏
洩

等

そ
の

他 （
空

調
設

備
）

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

1
2
月

2
日

1
時

5
分

、
事

業
所

内
の

冷
凍

機
(認

定
指

定
設

備
)に

、
重

故
障

警
報

(蒸
発

圧
力

低
異

常
)が

作
動

し
た

た
め

、
直

ち
に

運
転

を
停

止
し

た
。

高
圧

膨
張

弁
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

高
圧

膨
張

弁
に

は
異

常
は

な
か

っ
た

。
原

因
究

明
の

た
め

、
蓄

熱
運

転
に

て
運

転
を

再
開

し
た

と
こ

ろ
、

明
ら

か
に

冷
媒

不
足

運
転

で
あ

っ
た

た
め

、
再

び
機

器
を

停
止

し
た

。
1
2
月

3
日

漏
え

い
検

知
試

験
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
凝

縮
機

出
口

側
に

設
置

し
て

あ
る

サ
ブ

ク
ー

ラ
ー

か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

機
器

メ
ー

カ
ー

が
調

査
中

で
あ

る
。

1
2
8

2
0
1
0

-
3
6
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
銀

ろ
う

付
け

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
2
/
6

大
阪

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
７

Ｅ

漏
洩

等
電

気

冷
凍

設
備

、
配

管
、

ろ
う

付
け

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
（
疲

労
）

無

事
業

所
の

内
の

冷
凍

機
で

、
圧

縮
機

と
蒸

発
器

の
間

の
冷

媒
配

管
の

保
温

材
継

目
部

の
一

部
に

、
油

に
じ

み
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

保
温

を
剥

離
し

、
冷

媒
ガ

ス
検

知
器

で
リ

ー
ク

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
の

反
応

が
あ

っ
た

の
で

､石
鹸

水
に

よ
り

詳
細

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

冷
媒

配
管

の
継

手
ろ

う
付

け
部

か
ら

微
細

な
気

泡
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

冷
媒

配
管

部
材

と
継

手
部

材
と

の
銀

ろ
う

付
け

時
に

、
溶

け
込

み
不

良
(銀

ろ
う

が
継

手
の

板
厚

の
全

域
に

わ
た

っ
て

溶
け

込
ま

な
い

部
分

が
生

じ
る

ろ
う

付
け

欠
陥

)が
あ

り
、

経
年

の
配

管
の

振
動

等
に

よ
り

ろ
う

付
け

部
の

接
着

強
度

が
弱

く
な

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

1
2
9

2
0
1
0

-
3
7
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
油

圧
計

取
り

付
用

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
2
/
9

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２

漏
洩

等
機

械

配
管

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
で

、
平

成
2
2
年

1
2
月

9
日

1
0
時

頃
の

目
視

時
に

は
異

常
が

な
か

っ
た

が
、

同
日

1
6
時

頃
に

冷
凍

機
か

ら
の

油
漏

れ
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

、
冷

凍
機

の
外

板
を

外
し

て
調

べ
た

と
こ

ろ
、

4
号

機
N

o
.3

系
統

の
油

圧
計

取
り

付
け

用
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
が

破
損

し
、

油
漏

れ
が

起
き

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、
応

急
措

置
と

し
て

冷
凍

機
を

停
止

し
た

。
本

冷
凍

機
に

は
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２
)3

3
kg

が
充

て
ん

さ
れ

て
い

た
が

、
回

収
さ

れ
た

冷
媒

が
2
4
.1

kg
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
8
.9

kg
が

漏
え

い
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

チ
ュ

ー
ブ

が
疲

労
に

よ
り

き
裂

を
生

じ
た

た
め

で
あ

っ
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
3
0

2
0
1
0

-
0
1
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
導

管
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
/
2
7

神
奈

川
県

0
0

0
0

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

洩
等

一
般

化
学

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

ア
ン

モ
ニ

ア
製

造
設

備
で

製
造

さ
れ

た
液

化
ア

ン
モ

ニ
ア

は
、

一
旦

、
貯

槽
に

貯
蔵

後
、

送
液

ポ
ン

プ
に

て
昇

圧
さ

れ
、

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
導

管
に

よ
っ

て
近

隣
の

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

事
業

所
に

供
給

さ
れ

て
い

る
。

1
0
時

0
0
分

頃
、

近
隣

会
社

社
員

が
運

河
上

の
配

管
ラ

ッ
ク

か
ら

何
か

が
漏

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
1
3
時

4
5
分

、
同

社
社

員
よ

り
当

該
事

業
所

に
、

運
河

上
の

配
管

ラ
ッ

ク
か

ら
何

か
漏

れ
て

い
る

の
で

確
認

さ
れ

た
い

旨
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
1
4
時

か
ら

1
5
時

、
当

該
事

業
所

製
造

課
課

員
が

現
場

状
況

の
確

認
を

行
い

、
配

管
ラ

ッ
ク

配
置

図
と

照
合

し
た

結
果

、
ア

ン
モ

ニ
ア

導
管

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い
で

あ
る

と
確

認
し

た
。

製
造

課
C

C
R

（
中

央
制

御
室

）
へ

戻
り

、
1
5
時

2
3
分

、
公

設
消

防
へ

通
報

、
以

降
、

関
係

官
庁

へ
通

報
を

実
施

し
た

。
1
5
時

3
0
分

、
液

化
ア

ン
モ

ニ
ア

の
送

給
を

停
止

し
た

。
1
5
時

4
1
分

、
公

設
消

防
隊

現
地

到
着

。
1
6
時

0
0
分

、
ア

ン
モ

ニ
ア

供
給

先
の

事
業

所
よ

り
、

窒
素

加
圧

に
よ

る
導

管
内

の
液

化
ア

ン
モ

ニ
ア

の
パ

ー
ジ

処
理

を
開

始
し

た
。

 1
7
時

3
0
分

1
7
時

4
0
分

頃
、

漏
え

い
部

直
上

（
2
m

）
お

よ
び

ガ
ス

管
橋

の
両

端
敷

地
境

界
の

計
3
箇

所
で

ガ
ス

検
知

を
実

施
し

、
不

検
出

を
確

認
。

1
8
時

0
0
分

、
公

設
消

防
隊

が
現

地
か

ら
引

き
上

げ
た

。
漏

え
い

量
は

推
定

1
7
L
（
1
0

kg
）
。

原
因

は
、

設
備

管
理

上
の

問
題

と
し

て
、

運
河

上
の

潮
風

が
当

た
る

厳
し

い
環

境
の

中
で

、
結

露
等

に
よ

り
発

生
し

た
水

分
が

配
管

下
面

に
集

ま
っ

た
こ

と
、

溶
接

線
の

周
辺

部
が

導
管

設
置

時
及

び
1
9
8
9
年

の
再

塗
装

時
に

、
錆

落
と

し
等

の
下

地
処

理
を

十
分

に
行

わ
な

い
ま

ま
塗

装
を

行
っ

た
た

た
め

、
塗

装
の

劣
化

が
他

の
部

位
に

比
べ

て
早

ま
っ

た
こ

と
、

さ
ら

に
、

錆
等

で
浮

い
た

塗
装

膜
の

内
側

に
水

分
が

侵
入

し
て

外
面

腐
食

が
進

み
、

孔
食

に
よ

り
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

検
査

管
理

上
の

問
題

と
し

て
、

当
該

導
管

が
ガ

ス
管

橋
の

歩
廊

か
ら

離
れ

た
橋

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
た

め
、

目
視

点
検

が
十

分
に

行
わ

れ
な

か
っ

た
。

腐
食

環
境

が
厳

し
い

に
も

関
わ

ら
ず

、
定

期
自

主
検

査
の

ポ
イ

ン
ト

に
選

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

日
常

及
び

定
期

自
主

検
査

時
に

は
地

上
か

ら
確

認
す

る
程

度
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

設
備

管
理

と
し

て
、

塗
装

施
工

基
準

を
見

直
し

、
下

地
処

理
(素

地
調

整
)の

対
象

物
に

配
管

溶
接

部
を

加
え

、
当

該
部

分
の

塗
装

の
施

工
品

質
を

確
保

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
ガ

ス
管

橋
上

の
導

管
に

つ
い

て
は

、
日

常
点

検
及

び
定

期
自

主
検

査
を

容
易

に
行

え
る

よ
う

、
歩

廊
近

く
に

引
替

え
る

。
さ

ら
に

、
検

査
管

理
と

し
て

ガ
ス

管
橋

上
の

当
該

導
管

を
日

常
点

検
及

び
定

期
自

主
検

査
の

ポ
イ

ン
ト

に
加

え
る

と
共

に
、

目
視

検
査

の
視

点
と

し

1
3
1

2
0
1
0

-
0
1
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

シ
ク

ロ
ヘ

キ
サ

ン
凝

縮
用

コ
ン

デ
ン

サ
ー

出
口

配
管

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
2
8

福
岡

県
0

0
0

0
窒

素
、

シ
ク

ロ
ヘ

キ
サ

ン

漏
洩

等
一

般
化

学
配

管
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

プ
ラ

ン
ト

の
運

転
中

、
運

転
員

が
現

地
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

て
い

た
時

、
循

環
廃

ガ
ス

ラ
イ

ン
の

圧
縮

機
吐

出
側

に
あ

る
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

凝
縮

用
コ

ン
デ

ン
サ

ー
の

出
口

配
管

に
お

い
て

、
滲

み
漏

れ
ら

し
き

跡
を

発
見

し
た

た
め

、
ガ

ス
検

知
を

実
施

し
た

が
検

知
せ

ず
、

臭
気

も
な

か
っ

た
。

念
の

た
め

、
当

該
設

備
を

停
止

し
、

配
管

を
取

り
外

し
て

常
用

圧
力

以
上

で
の

気
密

試
験

を
実

施
し

た
結

果
、

微
少

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

特
殊

グ
レ

ー
ド

の
ス

テ
ン

レ
ス

エ
ル

ボ
の

製
作

上
の

不
具

合
に

よ
る

、
材

質
劣

化
(鋭

敏
化

)と
振

動
に

よ
る

繰
り

返
し

引
張

り
応

力
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

1
3
2

2
0
1
0

-
0
7
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

水
素

化
分

解
装

置
か

ら
の

水
素

漏
え

い
2
0
1
0
/
4
/
8

大
阪

府
0

0
0

0
水

素
漏

洩
等

石
油

精
製

配
管

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
製

作
不

良
＞

（
溶

接
欠

陥
）

無

製
油

所
の

水
素

分
解

装
置

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

作
業

中
、

水
素

配
管

の
流

量
計

付
近

か
ら

、
水

素
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

運
転

員
が

発
見

し
、

直
ち

に
装

置
の

緊
急

停
止

を
実

施
し

た
。

漏
え

い
は

、
オ

リ
フ

ィ
ス

フ
ラ

ン
ジ

の
導

圧
管

取
り

出
し

配
管

の
ソ

ケ
ッ

ト
溶

接
線

部
の

割
れ

か
ら

発
生

し
て

い
た

。
割

れ
発

生
の

原
因

は
、

当
該

隅
肉

溶
接

部
の

強
度

計
算

の
結

果
、

溶
接

部
に

必
要

な
〝

の
ど

厚
〟

に
満

た
な

い
個

所
が

あ
り

、
耐

圧
試

験
時

に
降

伏
点

を
超

え
る

応
力

が
か

か
り

、
内

部
割

れ
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
そ

の
後

、
試

運
転

（
昇

圧
、

降
圧

）
に

よ
る

負
荷

変
動

に
よ

り
、

割
れ

が
拡

大
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
施

工
管

理
の

問
題

と
し

て
、

施
工

会
社

の
溶

接
士

及
び

検
査

員
は

、
溶

接
線

の
外

観
検

査
を

目
視

及
び

触
診

で
実

施
し

、
許

容
範

囲
と

判
断

し
た

が
、

発
災

装
置

が
高

圧
装

置
（
当

該
部

の
常

用
圧

力
:1

8
.3

5
M

P
a）

と
い

う
認

識
が

薄
く
、

溶
接

線
の

検
査

が
不

十
分

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
耐

圧
気

密
試

験
に

立
ち

会
う

場
合

は
、

溶
接

部
の

形
状

に
つ

い
て

も
確

認
す

る
こ

と
と

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
3
3

2
0
1
0

-
0
9
2

製
造

事
業

所
（
コ

）

L
N

G
蒸

発
器

の
元

弁
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
4
/
2
2

神
奈

川
県

0
0

0
0

天
然

ガ
ス

漏
洩

等
一

般
化

学
弁

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

4
月

2
2
日

、
液

化
酸

素
、

液
化

窒
素

、
液

化
ア

ル
ゴ

ン
製

造
設

備
で

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

過
程

で
L
N

G
熱

交
換

器
、

及
び

窒
素

循
環

系
の

温
度

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

不
可

の
た

め
、

圧
縮

機
が

停
止

し
た

。
温

度
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

不
調

は
、

熱
交

換
器

か
ら

圧
縮

機
へ

の
冷

熱
窒

素
の

戻
し

が
適

正
で

な
か

っ
た

と
判

断
し

、
再

ス
タ

ー
ト

の
準

備
に

入
っ

た
。

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
用

L
N

G
蒸

発
器

の
元

弁
を

開
状

態
か

ら
閉

止
し

よ
う

と
し

た
時

に
、

元
弁

の
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

L
N

G
が

漏
え

い
し

た
。

漏
え

い
の

発
生

し
た

バ
ル

ブ
を

分
解

、
整

備
、

耐
圧

試
験

を
実

施
し

、
4
月

2
6
日

に
3
回

目
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
を

行
っ

た
。

L
N

G
熱

交
ボ

ッ
ク

ス
の

内
圧

が
上

昇
す

る
も

、
警

報
設

定
値

を
高

く
設

定
し

て
い

た
た

め
、

ア
ラ

ー
ム

は
発

報
し

な
か

っ
た

。
ま

た
、

当
該

場
所

の
ガ

ス
検

知
器

は
、

ス
イ

ッ
チ

が
O

F
F
の

状
態

と
さ

れ
て

い
た

。
4
月

2
7

日
の

運
転

員
パ

ト
ロ

ー
ル

で
、

L
N

G
熱

交
ボ

ッ
ク

ス
の

ブ
リ

ー
ザ

ー
弁

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

、
L
N

G
受

入
を

停
止

し
、

ラ
イ

ン
の

脱
圧

、
窒

素
パ

ー
ジ

を
実

施
し

た
。

熱
交

換
器

の
元

弁
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

の
漏

え
い

の
原

因
は

、
当

該
弁

の
グ

ラ
ン

ド
締

付
ナ

ッ
ト

の
片

締
め

(数
年

前
と

推
定

)に
よ

り
、

弁
棒

と
パ

ッ
キ

ン
押

さ
え

輪
が

接
触

し
た

状
態

と
な

り
、

グ
ラ

ン
ド

部
の

シ
ー

ル
性

に
偏

り
が

生
じ

、
こ

の
状

態
の

ま
ま

使
用

し
た

た
め

シ
ー

ル
性

が
維

持
で

き
な

く
な

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
当

該
弁

は
通

常
時

閉
止

で
あ

り
２

次
側

に
圧

力
が

無
か

っ
た

た
め

、
日

常
点

検
で

は
グ

ラ
ン

ド
漏

れ
が

発
見

し
に

く
い

所
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
L
N

G
熱

交
ボ

ッ
ク

ス
の

ブ
リ

ー
ザ

ー
弁

か
ら

の
漏

え
い

の
原

因
は

、
1
回

目
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
過

程
で

、
L
N

G
と

循
環

窒
素

の
熱

交
換

設
備

で
通

常
ス

タ
ー

ト
よ

り
も

大
き

な
温

度
変

化
を

与
え

た
た

め
に

、
ボ

ッ
ク

ス
内

の
ア

ル
ミ

製
熱

交
換

器
の

ろ
う

付
け

部
に

ク
ラ

ッ
ク

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

使
用

前
点

検
時

に
2
次

側
の

圧
力

を
張

っ
た

状
態

で
の

グ
ラ

ン
ド

漏
れ

有
無

の
確

認
を

追
加

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
運

転
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
ス

タ
ー

ト
直

後
の

操
作

重
要

項
目

と
し

て
、

今
回

ト
ラ

ブ
ル

の
再

発
防

止
ポ

イ
ン

ト
を

付
記

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
3
4

2
0
1
0

-
1
0
1

製
造

事
業

所
（
コ

）

脱
プ

ロ
パ

ン
塔

の
入

口
配

管
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
5
/
3

山
口

県
0

0
0

0
ブ

タ
ン

、
ブ

テ
ン

漏
洩

等
石

油
化

学
配

管
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

5
月

3
日

1
0
時

1
5
分

頃
､分

解
系

留
分

原
料

の
マ

ル
チ

生
産

シ
ス

テ
ム

の
研

究
用

装
置

の
脱

プ
ロ

パ
ン

塔
付

近
で

、
ガ

ス
検

知
器

が
発

報
し

た
た

め
調

査
し

た
と

こ
ろ

､脱
プ

ロ
パ

ン
塔

の
入

口
配

管
よ

り
少

量
の

B
B

R
(ブ

タ
ン

､ブ
テ

ン
留

分
)が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
直

ち
に

当
該

装
置

の
緊

急
停

止
を

行
い

､装
置

停
止

後
に

脱
圧

を
実

施
し

､漏
え

い
を

停
止

さ
せ

た
。

漏
え

い
量

は
、

約
2
0
L
と

推
定

さ
れ

る
｡人

身
被

害
は

な
く
､周

辺
環

境
へ

の
影

響
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
脱

プ
ロ

パ
ン

塔
入

口
の

配
管

垂
直

部
の

保
温

板
金

の
不

良
個

所
よ

り
浸

入
し

た
雨

水
が

、
水

平
部

の
保

温
材

に
滞

留
し

て
､配

管
の

外
面

腐
食

を
進

行
さ

せ
て

漏
え

い
に

至
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

浸
入

し
た

雨
水

に
は

海
塩

粒
子

が
含

ま
れ

て
お

り
､そ

の
濃

縮
に

よ
り

､腐
食

環
境

が
厳

し
く
な

り
､通

常
よ

り
高

い
速

度
で

腐
食

が
進

行
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

保
温

板
金

の
改

良
等

の
雨

水
浸

入
防

止
対

策
、

及
び

静
機

器
検

査
要

領
の

改
訂

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
3
5

2
0
1
0

-
1
4
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

天
然

ガ
ス

受
入

基
地

の
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

出
口

の
ド

レ
ン

弁
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
6
/
7

福
岡

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

貯
蔵

基
地

配
管

、
継

手
、

弁
、

圧
縮

機

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

6
月

7
日

2
0
時

頃
、

事
業

所
内

を
パ

ト
ロ

ー
ル

中
に

、
N

o
.1

タ
ー

ボ
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

出
口

の
ド

レ
ン

弁
（
弁

箱
）
よ

り
、

ガ
ス

の
微

少
リ

ー
ク

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
、

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
を

停
止

し
、

内
圧

降
下

を
確

認
後

に
隔

離
し

た
。

原
因

は
、

ド
レ

ン
弁

（
弁

箱
）
の

製
作

時
の

鋭
敏

化
、

及
び

環
境

(海
塩

粒
子

)の
影

響
に

よ
る

応
力

腐
食

割
れ

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
ド

レ
ン

管
の

振
動

を
抑

制
す

る
た

め
リ

ブ
補

強
を

行
う

。
ま

た
、

塩
化

物
応

力
腐

食
割

れ
、

及
び

腐
食

物
付

着
の

対
策

と
し

て
、

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
出

口
配

管
系

の
取

替
え

、
及

び
S
C

C
シ

ャ
ッ

ト
塗

装
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
3
6

2
0
1
0

-
1
3
5

製
造

事
業

所
（
コ

）

水
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
吸

入
、

吐
出

弁
取

付
部

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
1
5

神
奈

川
県

0
0

0
0

水
素

漏
洩

等
ス

タ
ン

ド
継

手
、

弁
＜

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

水
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

内
で

、
燃

料
電

池
自

動
車

へ
水

素
を

充
て

ん
す

る
た

め
の

準
備

作
業

と
し

て
、

N
0
.1

蓄
圧

器
(2

0
M

P
a)

か
ら

N
0
.2

蓄
圧

器
(4

0
M

P
a)

へ
水

素
の

移
送

を
行

う
た

め
に

、
N

0
.2

圧
縮

機
を

起
動

し
た

際
、

水
素

漏
え

い
検

知
警

報
器

が
発

報
し

、
圧

縮
機

が
自

動
停

止
し

た
。

原
因

は
、

N
o
.2

圧
縮

機
の

吐
出

、
吸

い
込

み
の

バ
ル

ブ
は

メ
タ

ル
タ

ッ
チ

で
あ

り
、

こ
の

表
面

に
お

い
て

研
磨

処
理

が
長

手
方

向
に

行
わ

れ
て

い
た

。
こ

の
長

手
方

向
の

研
磨

と
運

転
中

の
温

度
と

振
動

も
影

響
し

て
、

バ
ル

ブ
の

中
心

か
ら

外
側

の
シ

ー
ル

部
に

か
け

て
リ

ー
ク

パ
ス

を
形

成
し

、
水

素
漏

え
い

に
い

た
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
事

故
発

生
原

因
は

、
設

計
不

良
と

し
て

い
る

が
、

こ
の

バ
ル

ブ
は

摺
り

合
せ

部
の

基
準

で
あ

る
粗

度
基

準
値

等
は

合
格

し
て

お
り

、
メ

ー
カ

ー
で

は
、

今
後

、
よ

り
気

密
性

の
高

い
回

状
の

研
磨

方
法

を
採

用
す

る
と

の
こ

と
。

1
3
7

2
0
1
0

-
1
1
5

製
造

事
業

所
（
コ

）

メ
タ

キ
シ

レ
ン

ジ
ア

ミ
ン

製
造

施
設

の
加

熱
器

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
0
/
6
/
2
8

新
潟

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

、
水

素
漏

洩
等

一
般

化
学

メ
タ

キ
シ

レ
ン

ジ
ア

ミ
ン

製
造

施
設

、
加

熱
器

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

メ
タ

キ
シ

レ
ン

ジ
ア

ミ
ン

製
造

施
設

で
、

加
熱

用
ス

チ
ー

ム
の

水
質

管
理

用
の

電
気

伝
導

度
計

に
異

常
値

が
確

認
さ

れ
た

。
装

置
内

の
熱

交
換

器
か

ら
の

漏
え

い
を

疑
い

、
ス

チ
ー

ム
ド

レ
イ

ン
の

pH
を

測
定

し
た

と
こ

ろ
､水

添
合

成
塔

の
入

口
加

熱
器

(シ
ェ

ル
側

:ス
チ

ー
ム

、
チ

ュ
ー

ブ
側

:ア
ン

モ
ニ

ア
及

び
水

素
を

含
む

合
成

ガ
ス

)の
pH

が
高

い
こ

と
が

判
っ

た
｡ま

た
､成

分
分

析
を

行
っ

た
結

果
、

ア
ン

モ
ニ

ア
と

IP
N

(イ
ソ

フ
タ

ロ
ニ

ト
リ

ル
)を

検
出

し
た

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

加
熱

器
チ

ュ
ー

ブ
内

の
合

成
ガ

ス
が

シ
ェ

ル
側

に
漏

え
い

し
た

と
判

断
し

､装
置

を
停

止
し

､加
熱

器
の

脱
圧

、
縁

切
り

を
行

っ
た

。
な

お
､加

熱
用

ス
チ

ー
ム

は
閉

鎖
系

で
あ

り
外

部
へ

の
漏

え
い

は
な

か
っ

た
。

加
熱

器
の

開
放

検
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
､加

熱
器

の
チ

ュ
ー

ブ
内

を
流

れ
て

い
る

合
成

ガ
ス

に
含

ま
れ

て
い

る
成

分
(I
P

N
)が

､
チ

ュ
ー

ブ
の

外
側

に
付

着
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

､チ
ュ

ー
ブ

側
か

ら
の

水
圧

試
験

(1
5
.2

M
P

a)
で

4
本

の
チ

ュ
ー

ブ
で

5
箇

所
か

ら
水

の
滲

み
漏

れ
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

チ
ュ

ー
ブ

内
部

か
ら

の
過

流
探

傷
試

験
で

内
面

傷
指

示
が

1
0
本

、
外

面
指

示
が

1
1
本

確
認

さ
れ

た
。

チ
ュ

ー
ブ

を
詳

細
に

調
査

し
た

結
果

、
チ

ュ
ー

ブ
外

面
か

ら
発

生
し

た
応

力
腐

食
割

れ
(S

C
C

)で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
な

お
、

割
れ

発
生

箇
所

に
塩

素
が

検
出

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

塩
化

物
応

力
腐

食
割

れ
と

推
定

さ
れ

た
の

で
、

塩
素

の
流

入
経

路
に

つ
い

て
調

べ
た

が
、

特
定

は
出

来
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

こ
の

熱
交

換
器

は
伝

熱
面

積
が

過
大

で
あ

り
、

伝
熱

は
ス

チ
ー

ム
入

口
ノ

ズ
ル

付
近

の
み

で
行

わ
れ

、
S
C

C
が

発
生

し
た

管
板

面
に

近
い

チ
ュ

ー
ブ

は
伝

熱
に

寄
与

し
な

か
っ

た
こ

と
。

ま
た

、
シ

ェ
ル

側
の

エ
ア

抜
き

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

な
ど

か
ら

、
S
C

C
が

発
生

し
た

部
分

は
ス

チ
ー

ム
の

凝
縮

が
少

な
く
、

付
着

物
が

洗
い

流
さ

れ
に

く
い

条
件

で
あ

っ
た

。
こ

の
こ

と
が

、
S
C

C
発

生
の

一
因

と
な

っ
た

可
能

性
が

あ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
ボ

イ
ラ

ー
供

給
水

の
伝

導
度

管
理

、
凝

縮
水

の
定

期
的

な
塩

素
分

析
、

シ
ェ

ル
内

部
の

液
面

生
成

を
防

ぐ
た

め
の

ド
レ

ン
抜

き
出

し
配

管
を

設
置

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
3
8

2
0
1
0

-
1
8
5

製
造

事
業

所
（
コ

）

プ
ロ

ピ
レ

ン
ガ

ス
圧

縮
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

の
パ

ッ
キ

ン
箱

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
7

大
分

県
0

0
0

0
プ

ロ
ピ

レ
ン

漏
洩

等
石

油
化

学
圧

縮
機

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

事
業

所
内

で
、

E
1
プ

ラ
ン

ト
運

転
開

始
準

備
中

に
、

別
設

備
か

ら
フ

レ
ア

ー
行

き
ラ

イ
ン

に
プ

ロ
ピ

レ
ン

を
放

出
し

た
と

こ
ろ

、
フ

レ
ア

ー
行

き
ラ

イ
ン

か
ら

背
圧

が
生

じ
た

た
め

、
フ

レ
ア

ー
と

接
続

し
て

い
る

プ
ロ

ピ
レ

ン
ガ

ス
を

圧
縮

す
る

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
の

パ
ッ

キ
ン

箱
の

窓
の

ア
ク

リ
ル

板
が

破
損

し
、

逆
流

し
た

プ
ロ

ピ
レ

ン
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

E
1
プ

ラ
ン

ト
か

ら
、

フ
レ

ア
ー

ス
タ

ッ
ク

へ
ガ

ス
を

排
出

す
る

ラ
イ

ン
に

設
置

さ
れ

て
い

る
固

気
分

離
装

置
内

部
に

、
ポ

リ
マ

ー
と

水
が

溜
ま

っ
て

い
た

。
こ

の
た

め
、

固
気

分
離

装
置

か
ら

フ
レ

ア
ー

ス
タ

ッ
ク

へ
の

ガ
ス

の
流

れ
が

阻
害

さ
れ

、
別

設
備

か
ら

の
フ

レ
ア

ー
ブ

ロ
ー

ガ
ス

量
の

増
加

に
伴

っ
て

同
装

置
の

上
流

側
の

圧
力

が
上

昇
、

圧
縮

機
パ

ッ
キ

ン
箱

の
窓

の
ア

ク
リ

ル
板

が
破

損
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

固
気

分
離

装
置

内
を

"
空

"
の

状
態

に
保

つ
た

め
、

捕
集

さ
れ

た
ポ

リ
マ

ー
等

は
系

外
へ

抜
き

出
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が
、

ド
レ

ン
タ

ン
ク

の
レ

ベ
ル

計
不

作
動

に
よ

り
、

同
装

置
内

部
に

ポ
リ

マ
ー

等
が

溜
ま

っ
て

い
る

こ
と

を
検

出
で

き
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

圧
縮

機
の

パ
ッ

キ
ン

箱
の

排
出

先
を

フ
レ

ア
ー

ス
タ

ッ
ク

か
ら

、
大

気
ベ

ン
ト

化
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

固
気

分
離

装
置

の
定

期
的

な
空

確
認

を
実

施
す

る
た

め
、

パ
ト

ロ
ー

ル
(1

回
/
日

)で
抜

出
し

を
行

う
運

用
を

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
3
9

2
0
1
0

-
1
8
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

L
P

ガ
ス

回
収

装
置

の
リ

フ
ラ

ッ
ク

ス
配

管
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
1
4

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

石
油

精
製

L
P

ガ
ス

回
収

装
置

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

7
月

1
4
日

1
2
時

4
5
分

頃
､L

P
ガ

ス
回

収
装

置
の

リ
フ

ラ
ッ

ク
ス

配
管

の
ダ

ミ
ー

パ
イ

プ
サ

ポ
ー

ト
の

ド
レ

ン
ホ

ー
ル

付
近

が
、

水
で

濡
れ

て
い

る
こ

と
を

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
発

見
し

た
｡確

認
の

た
め

ガ
ス

検
知

器
で

調
べ

た
と

こ
ろ

､炭
化

水
素

の
反

応
あ

っ
た

。
た

だ
ち

に
、

当
該

箇
所

の
前

後
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
､ラ

イ
ン

を
バ

イ
パ

ス
さ

せ
、

減
圧

し
炭

化
水

素
の

漏
れ

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
水

で
濡

れ
て

い
た

の
は

､プ
ロ

パ
ン

の
漏

え
い

時
､気

化
熱

で
周

辺
が

冷
え

て
､結

露
し

て
い

た
も

の
に

よ
る

と
推

測
さ

れ
る

。
原

因
は

、
ダ

ミ
ー

パ
イ

プ
サ

ポ
ー

ト
内

部
か

ら
、

配
管

外
面

へ
の

腐
食

に
よ

り
減

肉
部

が
貫

通
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

本
年

1
月

に
当

該
箇

所
の

検
査

を
実

施
し

減
肉

傾
向

を
確

認
し

て
い

た
た

め
､補

修
計

画
を

立
案

中
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

サ
ポ

ー
ト

型
式

を
本

管
が

外
面

腐
食

の
起

こ
ら

な
い

も
の

に
変

更
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
4
0

2
0
1
0

-
1
9
1

製
造

事
業

所
（
コ

）

L
P

ガ
ス

移
送

ポ
ン

プ
の

吐
出

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
1
7

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

充
填

所
配

管
、

継
手

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

、
＜

劣
化

＞
無

7
月

1
7
日

1
3
時

3
0
分

に
、

事
業

所
内

で
定

期
検

査
の

漏
え

い
検

査
を

実
施

し
て

い
る

際
、

L
P

ガ
ス

移
送

ポ
ン

プ
の

吐
出

側
の

フ
ラ

ン
ジ

部
分

で
ガ

ス
検

知
器

が
反

応
し

た
た

め
､発

泡
液

に
よ

り
漏

え
い

箇
所

を
確

認
し

た
が

特
定

で
き

な
か

っ
た

｡そ
の

た
め

、
8
月

1
日

に
パ

ッ
キ

ン
の

点
検

を
決

定
し

た
。

8
月

1
日

1
3
時

0
0
分

に
、

パ
ッ

キ
ン

取
替

え
後

､発
泡

液
に

よ
る

漏
え

い
検

査
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ラ
ン

ジ
ボ

ル
ト

穴
か

ら
の

微
少

漏
え

い
を

確
認

し
、

1
4
時

3
0
分

に
L
P

ガ
ス

移
送

ポ
ン

プ
を

停
止

し
た

。
8
月

2
日

1
7
時

0
0
分

に
、

県
に

報
告

し
た

。
原

因
は

、
フ

ラ
ン

ジ
部

と
配

管
と

の
溶

接
部

に
経

年
劣

化
等

に
よ

り
微

小
の

穴
が

発
生

し
､そ

こ
か

ら
漏

え
い

し
た

L
P

ガ
ス

が
、

フ
ラ

ン
ジ

母
材

の
劣

化
、

ま
た

は
製

作
上

の
欠

陥
等

に
よ

り
発

生
し

た
内

部
の

通
り

道
(ラ

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

等
)を

通
過

し
て

、
外

部
に

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

1
4
1

2
0
1
0

-
2
3
0

製
造

事
業

所
（
コ

）

C
E
の

弁
溶

接
部

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
6

大
阪

府
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

弁

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

7
月

3
0
日

、
事

業
所

内
で

、
窒

素
C

E
の

府
保

安
対

策
課

の
保

安
検

査
を

実
施

し
た

が
、

気
密

検
査

で
の

漏
え

い
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

た
め

、
8
月

2
日

、
設

備
を

再
稼

動
し

た
。

8
月

6
日

、
日

常
点

検
時

に
、

職
長

が
保

安
検

査
時

に
指

摘
を

受
け

た
設

備
腐

食
箇

所
に

石
鹸

水
を

塗
布

し
た

際
、

液
取

弁
の

上
流

側
溶

接
箇

所
に

カ
ニ

泡
程

度
の

漏
れ

を
確

認
し

た
た

め
、

係
長

に
報

告
し

た
。

こ
の

設
備

は
、

他
社

の
所

有
の

た
め

、
事

業
所

と
所

有
者

が
本

件
の

対
応

を
協

議
し

た
。

所
有

者
の

見
解

で
は

、
過

去
の

類
似

の
事

例
で

は
変

更
許

可
(肉

盛
溶

接
)で

処
理

し
て

お
り

、
事

故
届

の
提

出
の

必
要

は
無

い
と

の
判

断
で

あ
っ

た
た

め
、

事
故

届
を

提
出

し
な

か
っ

た
。

8
月

2
6
日

、
漏

え
い

箇
所

を
肉

盛
溶

接
す

る
た

め
の

、
変

更
許

可
申

請
の

申
請

方
法

に
つ

い
て

、
府

保
安

対
策

課
に

相
談

し
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
が

発
覚

し
た

。
原

因
は

、
こ

の
C

E
は

、
昭

和
6
0
年

5
月

に
許

可
を

受
け

、
使

用
開

始
か

ら
2
5
年

が
経

過
し

て
お

り
、

経
年

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
4
2

2
0
1
0

-
1
9
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

塩
化

炉
設

備
の

熱
交

換
器

か
ら

四
塩

化
ケ

イ
素

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
6

福
島

県
0

0
0

0

水
素

、
四

塩
化

ケ
イ

素
、

三
塩

化
ケ

イ
素

漏
洩

等
一

般
化

学
熱

交
換

器
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

8
月

2
6
日

5
時

6
分

、
熱

交
換

器
2
E
-
5
0
5
B

よ
り

白
煙

が
発

生
し

た
こ

と
を

現
場

作
業

員
が

発
見

し
た

。
調

査
の

結
果

、
漏

れ
等

の
異

常
が

発
見

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
運

転
を

継
続

し
、

次
の

日
に

増
し

締
め

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
し

か
し

、
1
7
時

5
分

、
0
.5

vo
l％

で
水

素
ガ

ス
漏

れ
反

応
が

あ
り

、
そ

の
後

白
煙

も
確

認
さ

れ
た

。
1
9

時
3
0
分

、
大

量
の

水
素

ガ
ス

漏
え

い
に

備
え

、
ガ

ス
希

釈
の

た
め

の
パ

ー
ジ

用
鉄

板
を

容
器

上
部

の
周

囲
を

取
り

囲
む

よ
う

に
設

置
し

た
。

2
0
時

1
0
分

に
は

、
別

の
熱

交
換

器
2
E
-
5
0
5
A

よ
り

断
続

的
に

白
煙

が
発

生
し

、
近

く
の

H
C

lガ
ス

検
知

器
が

発
報

し
た

。
局

所
排

気
に

よ
り

対
応

し
た

が
、

処
理

し
き

れ
な

い
た

め
、

放
水

を
開

始
し

た
。

2
0
時

5
8
分

に
緊

急
停

止
を

開
始

し
、

警
察

、
消

防
へ

の
通

報
が

な
さ

れ
た

。
そ

の
後

付
近

住
民

へ
の

避
難

要
請

、
道

路
封

鎖
が

な
さ

れ
た

。
翌

日
2
7

日
2
時

4
5
分

、
H

C
lガ

ス
検

知
器

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
が

停
止

し
た

こ
と

を
確

認
し

、
通

行
止

め
は

解
除

さ
れ

た
。

推
定

漏
え

い
量

は
、

四
塩

化
ケ

イ
素

2
4
kg

、
水

素
2
kg

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

四
塩

化
ケ

イ
素

が
加

水
分

解
し

て
発

生
し

た
塩

化
水

素
は

2
2
kg

と
推

定
さ

れ
た

。
漏

え
い

し
た

熱
交

換
器

の
本

体
フ

ラ
ン

ジ
部

分
は

、
オ

ク
タ

ゴ
ナ

ル
(断

面
八

角
形

)形
の

リ
ン

グ
ジ

ョ
イ

ン
ト

ガ
ス

ケ
ッ

ト
が

用
い

ら
れ

て
い

た
。

こ
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
を

は
め

込
む

た
め

の
溝

が
、

製
作

時
に

設
計

書
通

り
に

削
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

製
作

後
の

水
圧

試
験

時
に

当
た

り
面

か
ら

漏
え

い
が

発
生

し
た

。
こ

の
た

め
、

溝
の

摺
り

合
わ

せ
が

再
度

実
施

さ
れ

た
。

事
故

後
に

設
備

の
寸

法
を

実
測

し
た

と
こ

ろ
、

リ
ン

グ
ジ

ョ
イ

ン
ト

内
輪

は
フ

ラ
ン

ジ
面

に
接

し
て

い
る

が
、

外
輪

の
当

た
り

面
は

著
し

く
小

さ
か

っ
た

、
ま

た
は

接
し

て
い

な
か

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
そ

の
た

め
、

昇
温

に
よ

る
金

属
の

膨
張

で
当

た
り

面
が

ず
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
気

密
性

が
著

し
く
低

下
し

、
ガ

ス
の

漏
え

い
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
パ

ー
ジ

用
鉄

板
が

熱
交

換
器

周
囲

に
取

り
付

け
ら

れ
た

た
め

、
断

熱
効

果
に

よ
り

フ
ラ

ン
ジ

、
ボ

ル
ト

の
温

度
が

上
昇

し
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

気
密

性
が

低
下

し
た

可
能

性
も

あ
る

。
さ

ら
に

、
当

熱
交

換
器

は
5
0
0
℃

以
上

の
プ

ロ
セ

ス
ガ

ス
が

流
れ

る
設

備
で

あ
る

が
、

そ
の

昇
温

過
程

に
お

い
て

、
適

切
な

締
め

付
け

管
理

、
緩

み
確

認
が

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
部

分
的

必
要

面
圧

の
低

下
を

招
い

た
こ

と
も

否
定

で
き

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
再

発
防

止
策

と
し

て
、

設
備

受
け

入
れ

時
の

チ
ェ

ッ
ク

強
化

、
緊

急
時

対
応

の
強

化
、

ホ
ッ

ト
ボ

ル
テ

ィ
ン

グ
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
4
3

2
0
1
0

-
2
6
3

製
造

事
業

所
（
コ

）

L
P

ガ
ス

出
荷

用
配

管
の

ケ
レ

ン
作

業
中

に
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
1

新
潟

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

貯
蔵

基
地

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

貯
蔵

基
地

で
、

外
部

腐
食

の
進

ん
で

い
る

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

配
管

(ロ
ー

リ
ー

出
荷

用
配

管
の

ガ
ス

戻
り

ラ
イ

ン
)の

肉
厚

測
定

を
実

施
す

る
た

め
、

配
管

の
ケ

レ
ン

作
業

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
ケ

レ
ン

実
施

箇
所

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
直

ち
に

、
関

連
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
脱

圧
作

業
を

実
施

し
た

後
、

漏
え

い
箇

所
を

鉄
セ

メ
ン

ト
で

固
着

処
理

し
た

。
原

因
は

、
外

部
腐

食
に

よ
り

肉
厚

が
薄

く
な

っ
た

箇
所

を
ケ

レ
ン

し
た

こ
と

に
よ

り
、

孔
が

開
い

た
た

め
で

あ
っ

た
。

腐
食

の
原

因
は

、
漏

え
い

箇
所

が
架

台
や

振
れ

止
め

と
の

接
触

部
で

あ
り

、
雨

水
が

溜
ま

り
や

す
く
乾

き
に

く
く
、

腐
食

し
や

す
い

環
境

で
あ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

腐
食

を
見

逃
し

た
原

因
と

し
て

は
、

日
常

点
検

で
は

、
高

所
に

登
り

点
検

す
る

こ
と

は
な

く
、

架
台

の
下

か
ら

点
検

し
て

い
た

こ
と

。
一

年
前

の
配

管
定

期
検

査
で

腐
食

を
確

認
し

て
い

た
が

、
軽

度
の

も
と

の
考

え
て

い
た

こ
と

。
配

管
定

期
検

査
を

外
部

に
委

託
し

て
い

て
腐

食
発

見
時

の
具

体
的

対
処

方
法

を
定

め
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

今
後

は
、

配
管

の
腐

食
点

検
回

数
を

増
や

す
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

腐
食

発
見

時
の

対
処

方
法

を
明

確
化

す
る

こ
と

と
し

た
。

－69－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
4
4

2
0
1
0

-
2
6
4

製
造

事
業

所
（
コ

）

ア
ル

コ
ー

ル
製

造
施

設
の

閉
止

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
の

オ
キ

ソ
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
3

千
葉

県
0

0
1

1
水

素
、

一
酸

化
炭

素
漏

洩
等

石
油

化
学

継
手

、
弁

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

高
級

ア
ル

コ
ー

ル
製

造
施

設
内

で
、

4
段

圧
縮

機
の

3
段

自
動

ド
レ

ン
元

弁
で

内
漏

れ
が

発
生

し
た

た
め

、
ド

レ
ン

弁
を

取
外

し
て

閉
止

フ
ラ

ン
ジ

を
取

付
け

た
。

9
月

3
日

、
4
段

圧
縮

機
を

起
動

し
窒

素
で

閉
止

フ
ラ

ン
ジ

部
を

2
M

P
aま

で
昇

圧
確

認
後

、
実

ガ
ス

に
て

昇
圧

し
て

い
る

段
階

で
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
オ

キ
ソ

ガ
ス

(水
素

、
一

酸
化

炭
素

）
が

漏
え

い
、

作
業

し
て

い
た

作
業

員
2
人

の
内

1
人

が
ガ

ス
を

吸
引

し
た

た
め

病
院

に
搬

送
し

た
(軽

度
の

C
O

中
毒

で
当

日
退

院
)。

直
ち

に
系

内
を

窒
素

で
置

換
し

、
4
段

圧
縮

機
を

停
止

し
た

。
原

因
は

、
工

事
担

当
課

か
ら

工
事

会
社

、
工

事
監

督
か

ら
施

工
者

へ
の

工
事

内
容

の
伝

達
不

足
、

閉
止

フ
ラ

ン
ジ

取
付

時
の

ボ
ル

ト
締

付
け

力
不

足
、

閉
止

フ
ラ

ン
ジ

取
付

後
の

気
密

性
能

確
認

不
足

、
運

転
部

門
の

引
継

ぎ
申

し
送

り
等

に
関

す
る

情
報

(気
密

試
験

未
実

施
等

)の
認

知
が

不
足

し
て

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
気

密
テ

ス
ト

に
関

わ
る

基
準

書
の

見
直

し
を

行
い

、
管

理
強

化
を

図
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
工

事
管

理
に

関
す

る
規

程
、

基
準

類
を

見
直

し
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
4
5

2
0
1
0

-
3
6
4

製
造

事
業

所
（
コ

）

常
減

圧
蒸

留
装

置
か

ら
の

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
2
/
2

香
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

石
油

精
製

常
減

圧
蒸

留
装

置
、

熱
交

換
器

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

1
2
月

2
日

1
8
時

2
5
分

頃
、

事
業

所
内

で
、

循
環

冷
却

水
冷

却
塔

の
可

燃
性

ガ
ス

検
知

器
ア

ラ
ー

ム
が

発
報

し
た

。
1
9
時

2
0
分

頃
、

常
減

圧
蒸

留
装

置
の

熱
交

換
器

の
内

部
で

、
冷

却
水

に
プ

ロ
パ

ン
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、
熱

交
換

器
の

気
密

試
験

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

ヘ
ッ

ド
カ

バ
ー

下
部

、
及

び
チ

ュ
ー

ブ
1
本

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

プ
ロ

パ
ン

の
漏

え
い

量
は

､漏
え

い
箇

所
の

面
積

及
び

差
圧

が
不

明
で

あ
る

た
め

推
定

困
難

で
あ

る
が

、
圧

力
変

化
に

よ
る

検
知

が
出

来
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

微
量

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

フ
ロ

ー
テ

ィ
ン

グ
ヘ

ッ
ダ

ー
カ

バ
ー

の
ボ

ル
ト

4
本

が
緩

ん
で

い
た

こ
と

と
、

チ
ュ

ー
ブ

の
腐

食
に

よ
り

開
孔

し
た

た
め

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
チ

ュ
ー

ブ
の

検
査

方
法

の
見

直
し

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
4
6

2
0
1
0

-
0
2
6

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

貯
槽

受
入

配
管

の
緊

急
遮

断
弁

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
2
/
1

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

充
填

所
弁

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

無

事
業

所
に

設
置

さ
れ

て
い

る
3
基

の
L
P

ガ
ス

貯
槽

(N
0
.1

:3
0
t、

N
0
.2

:1
0
t、

N
0
.3

:1
0
t)

の
う

ち
、

N
0
.1

貯
槽

に
受

入
作

業
を

開
始

し
た

と
こ

ろ
、

N
0
.2

貯
槽

下
の

ガ
ス

漏
え

い
検

知
器

が
漏

え
い

を
検

知
し

た
。

調
べ

た
と

こ
ろ

、
N

0
.1

貯
槽

と
受

入
配

管
が

つ
な

が
っ

て
い

る
、

N
0
.2

貯
槽

の
受

入
配

管
に

設
置

し
て

あ
る

、
緊

急
遮

断
弁

の
ボ

ン
ネ

ッ
ト

締
め

付
け

ね
じ

部
分

か
ら

、
液

状
の

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

緊
急

遮
断

弁
の

弁
解

検
査

の
結

果
、

ボ
ン

ネ
ッ

ト
カ

バ
ー

の
締

め
付

け
に

よ
る

ボ
ン

ネ
ッ

ト
パ

ッ
キ

ン
の

潰
れ

変
形

が
少

な
か

っ
た

こ
と

、
及

び
分

解
点

検
前

に
比

べ
て

点
検

、
組

み
立

て
後

の
カ

バ
ー

の
締

め
付

け
位

置
が

深
く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
前

回
の

貯
槽

開
放

点
検

時
に

行
っ

た
緊

急
遮

断
弁

の
分

解
点

検
（
平

成
1
9
年

1
0
月

実
施

）
後

の
組

み
立

て
時

に
、

ボ
ン

ネ
ッ

ト
カ

バ
ー

の
締

め
付

け
が

十
分

で
は

な
か

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

1
4
7

2
0
1
0

-
0
2
7

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

再
検

査
容

器
の

溶
接

部
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
2
/
1

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

充
填

所
容

器
本

体
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

無

再
検

査
仕

上
が

り
容

器
に

初
充

て
ん

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

下
部

溶
接

部
分

か
ら

の
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
容

器
溶

接
時

の
ピ

ン
ホ

ー
ル

と
推

定
さ

れ
る

。
耐

圧
試

験
、

気
密

試
験

時
に

は
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

容
器

の
表

面
に

ま
で

達
し

て
い

な
か

っ
た

。
し

か
し

、
容

器
再

検
査

時
や

流
通

時
に

、
容

器
表

面
の

金
属

皮
膜

が
摩

耗
す

る
こ

と
に

よ
り

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

容
器

表
面

に
達

し
、

ガ
ス

漏
れ

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
再

発
防

止
対

策
と

し
て

、
充

て
ん

所
に

お
い

て
は

、
容

器
の

取
扱

に
注

意
す

る
よ

う
再

度
指

導
し

た
。

容
器

メ
ー

カ
ー

に
対

し
て

は
、

容
器

製
造

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

く
作

業
の

再
徹

底
を

指
示

し
た

。
容

器
検

査
所

に
対

し
て

は
、

容
器

検
査

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

く
作

業
の

再
徹

底
を

指
示

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
4
8

2
0
1
0

-
0
3
2

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

引
っ

張
り

に
よ

る
配

管
損

傷
、

漏
え

い
2
0
1
0
/
2
/
1
3

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

、
継

手
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

ス
タ

ン
ド

内
で

、
従

業
員

が
タ

ク
シ

ー
に

充
て

ん
中

、
別

の
車

両
が

充
て

ん
の

た
め

ス
タ

ン
ド

内
に

進
入

し
て

来
た

こ
と

か
ら

、
タ

ク
シ

ー
か

ら
一

旦
離

れ
、

別
の

車
両

の
充

て
ん

作
業

に
対

応
し

た
。

そ
の

後
、

タ
ク

シ
ー

の
充

て
ん

が
終

了
し

た
音

を
同

従
業

員
が

聞
い

た
た

め
、

再
度

、
タ

ク
シ

ー
に

戻
り

、
充

て
ん

ノ
ズ

ル
を

車
両

充
て

ん
口

か
ら

外
さ

な
い

で
、

積
載

容
器

の
バ

ル
ブ

及
び

ト
ラ

ン
ク

を
閉

め
、

伝
票

と
鍵

を
渡

し
た

。
タ

ン
ク

ー
の

運
転

手
は

、
充

て
ん

が
完

了
し

た
と

思
い

車
両

を
発

進
さ

せ
た

た
め

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
充

て
ん

ホ
ー

ス
が

引
っ

張
ら

れ
、

セ
イ

フ
テ

ィ
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
が

外
れ

た
が

、
負

荷
が

か
か

り
車

両
充

て
ん

口
と

車
体

の
一

部
及

び
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

内
の

継
手

、
配

管
が

損
傷

し
た

こ
と

に
よ

り
、

同
継

手
、

配
管

部
分

か
ら

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
な

お
、

同
事

故
発

生
後

、
直

ち
に

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

同
デ

イ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
使

用
を

中
止

し
た

。
原

因
は

、
従

業
員

の
、

作
業

手
順

ミ
ス

で
あ

る
。

今
後

は
、

ガ
ス

充
て

ん
手

順
を

見
直

し
、

新
し

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
り

及
び

そ
の

周
知

徹
底

を
図

る
こ

と
と

し
た

。

1
4
9

2
0
1
0

-
0
7
3

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

計
量

器
の

銅
管

継
手

部
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
4
/
1

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

漏
洩

等
ス

タ
ン

ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

継
手

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

4
月

1
日

、
1
9
時

4
0
分

頃
、

ス
タ

ン
ド

内
で

ガ
ス

警
報

器
が

鳴
り

出
し

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

裏
の

感
知

器
が

反
応

し
て

い
た

。
調

査
を

し
た

と
こ

ろ
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
裏

の
銅

パ
イ

プ
く
い

こ
み

部
か

ら
の

ガ
ス

漏
え

い
を

発
見

し
た

の
で

、
元

弁
を

閉
止

し
、

遮
断

弁
を

閉
と

し
た

。
ま

だ
、

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
た

の
で

増
し

締
め

を
し

た
と

こ
ろ

、
さ

ら
に

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
均

圧
ラ

イ
ン

の
銅

管
継

手
の

ス
リ

ー
ブ

が
圧

縮
機

の
振

動
に

よ
っ

て
緩

く
な

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

発
見

時
に

銅
パ

イ
プ

食
い

込
み

部
分

が
凍

結
し

て
い

た
た

め
、

増
し

締
め

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
き

裂
が

生
じ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

1
5
0

2
0
1
0

-
0
7
8

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

L
P

ガ
ス

受
入

用
配

管
か

ら
の

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
4
/
7

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

一
般

化
学

配
管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）
、

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

無

4
月

7
日

1
4
時

頃
、

事
業

所
に

お
い

て
、

保
安

検
査

で
気

密
試

験
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

保
温

材
で

被
覆

さ
れ

て
い

る
配

管
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
被

覆
を

は
が

し
て

み
る

と
、

配
管

が
外

面
腐

食
し

て
お

り
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
空

き
、

漏
え

い
し

て
い

た
。

原
因

は
、

被
覆

配
管

の
保

温
材

の
隙

間
か

ら
雨

水
が

浸
入

し
、

腐
食

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

再
発

防
止

策
と

し
て

、
点

検
項

目
に

保
温

材
の

破
損

、
変

形
の

有
無

を
確

認
す

る
こ

と
を

加
え

る
こ

と
と

し
た

。
さ

ら
に

、
被

覆
配

管
に

つ
い

て
は

定
期

的
に

非
破

壊
検

査
（
放

射
線

透
過

試
験

）
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
5
1

2
0
1
0

-
0
9
5

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

内
液

送
ポ

ン
プ

入
口

の
圧

力
計

取
付

配
管

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
4
/
2
5

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

L
P

ガ
ス

オ
ー

ト
ガ

ス
ス

タ
ン

ド
に

お
い

て
、

地
下

室
内

の
N

o
.1

液
送

ポ
ン

プ
の

入
口

圧
力

計
取

付
部

の
銅

管
が

割
れ

、
L
P

ガ
ス

が
噴

出
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
銅

管
が

ポ
ン

プ
の

振
動

等
に

よ
り

、
割

れ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
銅

管
部

分
を

よ
り

強
度

の
あ

る
S
U

S
管

等
に

変
更

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
5
2

2
0
1
0

-
1
2
3

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

車
両

の
誤

発
進

に
よ

り
ロ

ー
デ

ィ
ン

グ
ア

ー
ム

が
破

損
し

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
5
/
1
3

岐
阜

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

充
填

所

配
管

、
ロ

ー
デ

ィ
ン

グ
ア

ー
ム

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

5
月

1
3
日

に
、

充
て

ん
所

内
の

L
P

ガ
ス

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
受

入
口

付
近

に
お

い
て

、
L
P

ガ
ス

タ
ン

グ
ロ

ー
リ

ー
車

が
L
P

ガ
ス

充
て

ん
後

、
安

全
確

認
を

行
わ

ず
に

液
相

ロ
ー

デ
ィ

ン
グ

ア
ー

ム
を

接
続

し
た

ま
ま

発
車

し
、

ロ
ー

デ
ィ

ン
グ

ア
ー

ム
が

外
れ

て
破

損
し

た
。

そ
の

破
損

箇
所

か
ら

液
状

L
P

ガ
ス

約
3
0
kg

（
推

定
）
が

噴
出

し
、

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
が

作
動

し
た

。
警

報
音

に
作

業
員

が
気

づ
い

て
、

緊
急

遮
断

弁
を

作
動

さ
せ

ガ
ス

の
噴

出
を

止
め

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
5
3

2
0
1
0

-
1
0
7

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
5
/
1
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

平
成

2
2
年

5
月

1
7
日

に
、

ス
タ

ン
ド

内
の

各
設

備
の

自
主

点
検

を
午

前
1
1
時

か
ら

L
P

ガ
ス

貯
槽

、
配

管
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
（
N

O
.3

・
N

O
.4

）
と

い
う

順
番

で
、

ガ
ス

検
知

器
を

使
用

し
て

実
施

し
、

最
後

に
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

（
N

O
.1

、
N

O
.2

）
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

同
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

（
N

O
.1

、
N

O
.2

）
内

部
の

2
番

ホ
ー

ス
に

つ
な

が
る

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

中
間

部
分

か
ら

、
L
P

ガ
ス

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

た
だ

ち
に

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

（
N

O
.1

、
N

O
.2

）
の

元
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
使

用
を

中
止

し
た

。
さ

ら
に

、
他

の
部

分
に

つ
い

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

（
N

O
.1

、
N

O
.2

）
の

使
用

中
止

に
つ

い
て

、
来

客
者

に
周

知
し

た
。

な
お

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

（
N

O
.3

、
N

O
.4

）
に

つ
い

て
は

、
異

状
が

な
い

の
を

確
認

済
み

で
あ

っ
た

た
め

、
平

常
通

り
使

用
し

た
。

漏
え

い
量

は
、

微
少

と
推

定
さ

れ
る

。
（
始

業
時

点
検

の
時

は
、

メ
ー

タ
ー

が
振

れ
て

い
な

い
の

を
確

認
し

て
い

る
。

）
原

因
は

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

内
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

疲
労

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

日
常

点
検

（
始

業
時

、
1
7
時

）
で

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

内
部

の
ガ

ス
漏

れ
等

の
確

認
を

行
う

よ
う

徹
底

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
定

期
自

主
検

査
等

の
方

法
に

つ
い

て
、

親
会

社
及

び
委

託
先

指
定

保
安

検
査

機
関

と
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
5
4

2
0
1
0

-
1
7
8

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

内
の

L
P

ガ
ス

5
0
0
kg

容
器

の
液

面
計

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
1

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

容
器

本
体

、
液

面
計

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

6
月

1
日

1
9
時

0
0
分

、
タ

ク
シ

ー
会

社
の

営
業

所
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
が

作
動

し
た

。
製

造
施

設
を

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
0
kg

容
器

6
本

の
う

ち
1
本

の
液

面
計

部
分

か
ら

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

L
P

ガ
ス

5
0
0
kg

容
器

液
面

計
の

残
量

点
検

バ
ル

ブ
に

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
ゴ

ム
部

品
が

劣
化

変
形

し
、

抑
え

が
効

か
な

く
な

り
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
こ

の
ゴ

ム
は

経
年

に
よ

る
劣

化
の

他
、

残
量

確
認

の
際

の
ガ

ス
放

出
に

よ
っ

て
凍

結
し

変
形

す
る

こ
と

も
あ

り
え

る
た

め
、

残
量

確
認

操
作

時
の

確
認

不
足

も
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
容

器
再

検
査

に
お

い
て

、
当

該
ゴ

ム
部

品
を

交
換

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
従

業
員

に
今

回
の

事
故

に
つ

い
て

、
周

知
徹

底
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

1
5
5

2
0
1
0

-
3
5
6

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

の
保

安
検

査
中

、
3
箇

所
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
6
/
1
4

山
梨

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

ス
タ

ン
ド

内
で

、
保

安
検

査
の

気
密

試
験

(N
2
加

圧
、

1
.7

7
M

P
a)

を
実

施
し

て
い

る
際

に
、

N
2
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

漏
え

い
は

3
箇

所
で

確
認

さ
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
、

N
o
.1

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
液

ラ
イ

ン
2
5
A

フ
ラ

ン
ジ

部
、

N
o
.2

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
液

ラ
イ

ン
2
5
A

グ
ラ

ン
ド

部
、

戻
り

ガ
ス

ラ
イ

ン
2
5
A

ス
イ

ベ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト
部

で
あ

っ
た

。
な

お
、

漏
え

い
量

は
極

微
量

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
気

密
試

験
時

に
設

計
圧

力
1
.7

7
M

P
a(

常
用

圧
力

0
.4

M
P

a～
0
.5

M
P

aの
4
倍

)に
加

圧
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

1
5
6

2
0
1
0

-
1
5
1

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

L
P

ガ
ス

製
造

施
設

の
蒸

発
器

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
6
/
2
2

愛
媛

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

製
鉄

所
蒸

発
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

6
月

2
2
日

1
7
時

、
事

業
所

内
で

日
常

点
検

を
行

っ
た

保
安

係
員

が
、

蒸
気

ド
レ

ン
ピ

ッ
ト

周
辺

よ
り

L
P

ガ
ス

臭
が

す
る

こ
と

に
気

が
付

い
た

。
発

生
箇

所
、

原
因

を
特

定
で

き
な

か
っ

た
が

、
ハ

ン
デ

ィ
ガ

ス
濃

度
検

知
器

で
測

定
し

た
と

こ
ろ

、
3
0
～

3
0
0
pp

m
程

、
か

つ
屋

外
で

火
気

も
付

近
に

な
い

こ
と

か
ら

、
原

因
究

明
は

翌
日

に
持

ち
越

し
た

。
翌

日
、

検
査

会
社

が
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
N

o
.2

蒸
発

器
内

部
の

気
化

筒
か

ら
L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

蒸
気

に
混

ざ
っ

て
ド

レ
ン

ピ
ッ

ト
に

排
出

さ
れ

て
い

た
こ

と
が

分
か

り
、

N
o
.2

蒸
発

器
の

使
用

を
停

止
し

た
。

調
査

の
結

果
、

ア
ウ

タ
ー

チ
ュ

ー
ブ

（
外

部
は

L
P

ガ
ス

と
接

触
し

、
内

部
は

蒸
気

が
通

る
）
の

下
部

及
び

イ
ン

ナ
ー

チ
ュ

ー
ブ

（
内

部
は

蒸
気

の
入

口
側

で
外

部
は

蒸
気

の
出

口
側

）
根

元
に

著
し

い
減

肉
が

発
生

し
て

い
た

。
原

因
は

、
イ

ン
ナ

ー
チ

ュ
ー

ブ
根

元
は

、
蒸

発
器

の
運

転
停

止
時

に
常

時
水

が
溜

ま
っ

て
い

る
状

態
に

な
る

た
め

、
腐

食
が

発
生

し
減

肉
し

た
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

ア
ウ

タ
ー

チ
ュ

ー
ブ

内
面

下
部

は
、

液
化

し
た

水
蒸

気
が

通
る

た
め

エ
ロ

ー
ジ

ョ
ン

に
よ

る
減

肉
が

発
生

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

検
査

会
社

は
、

平
成

2
1
年

8
月

に
開

放
検

査
を

行
い

、
ア

ウ
タ

ー
及

び
イ

ン
ナ

ー
チ

ュ
ー

ブ
の

腐
食

を
確

認
し

た
が

、
必

要
肉

厚
は

あ
っ

た
の

で
、

早
期

交
換

の
報

告
に

留
め

て
い

た
。

（
事

業
所

は
検

査
報

告
を

受
け

、
平

成
2
2
年

9
月

に
交

換
予

定
で

あ
っ

た
）

－72－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
5
7

2
0
1
0

-
1
1
4

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
2
6

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

運
送

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

、
配

管
、

継
手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

で
、

保
安

検
査

で
気

密
試

験
を

実
施

し
て

い
る

際
に

、
弁

箱
内

の
ガ

ス
配

管
接

続
部

の
溶

接
部

に
約

0
.3

m
m

程
度

の
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
あ

り
、

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
溶

接
補

修
し

、
そ

の
箇

所
に

染
色

浸
透

探
傷

試
験

に
よ

り
漏

え
い

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
5
8

2
0
1
0

-
1
8
1

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

部
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
7
/
5

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

平
成

2
2
年

7
月

5
日

1
3
時

3
0
分

、
L
P

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

が
、

指
定

保
安

検
査

機
関

に
よ

る
高

圧
ガ

ス
製

造
設

備
の

保
安

検
査

を
受

検
し

た
。

保
安

検
査

の
気

密
試

験
実

施
中

に
、

指
定

検
査

機
関

検
査

員
が

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

部
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
微

少
漏

え
い

を
発

見
し

、
直

ち
に

製
造

設
備

を
停

止
し

た
。

漏
え

い
箇

所
は

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
と

ロ
ン

グ
エ

ル
ボ

（
9
0
度

）
の

接
合

部
分

で
、

石
鹸

水
に

よ
る

気
密

試
験

の
際

に
カ

ニ
泡

の
発

生
が

見
ら

れ
た

。
原

因
は

、
前

回
交

換
（
平

成
1
0
年

）
か

ら
1
2
年

経
過

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
金

属
疲

労
に

よ
る

経
年

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

。

1
5
9

2
0
1
0

-
1
6
4

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

L
P

ガ
ス

残
ガ

ス
回

収
用

容
器

の
安

全
弁

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
1
5

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

充
填

所
安

全
弁

＜
停

止
中

＞
＜

認
知

確
認

ミ
ス

＞
無

L
P

ガ
ス

充
て

ん
所

内
で

、
深

夜
、

貯
槽

下
の

ガ
ス

検
知

警
報

装
置

が
作

動
し

た
た

め
、

宿
直

者
及

び
近

く
に

滞
在

す
る

保
安

係
員

が
現

場
へ

駆
け

つ
け

、
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
残

ガ
ス

回
収

用
容

器
の

安
全

弁
の

水
抜

き
用

の
穴

か
ら

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
宿

直
者

及
び

保
安

係
員

が
、

残
ガ

ス
回

収
用

容
器

か
ら

貯
槽

へ
の

バ
イ

パ
ス

ラ
イ

ン
を

開
け

、
容

器
内

の
ガ

ス
を

貯
槽

へ
送

り
、

容
器

の
内

圧
を

下
げ

て
漏

え
い

を
止

め
た

。
な

お
、

第
三

者
か

ら
の

通
報

に
よ

り
、

市
消

防
本

部
が

出
動

し
た

が
、

現
場

到
着

時
に

は
既

に
漏

え
い

は
止

ま
っ

て
お

り
、

安
全

を
確

認
し

て
引

き
揚

げ
た

。
原

因
は

、
残

ガ
ス

回
収

用
容

器
に

は
、

2
0
ト

ン
貯

槽
へ

の
戻

り
ラ

イ
ン

が
付

属
し

て
い

る
が

、
当

日
は

貯
槽

が
ほ

ぼ
満

杯
状

態
で

あ
っ

た
た

め
、

終
業

時
に

戻
り

ラ
イ

ン
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
て

い
た

。
容

器
に

も
ほ

ぼ
満

杯
状

態
の

L
P

ガ
ス

が
入

っ
て

お
り

、
終

業
時

（
雨

天
）
か

ら
漏

え
い

時
（
曇

天
）
に

か
け

て
の

気
温

の
上

昇
に

よ
り

、
容

器
内

の
圧

力
が

上
昇

し
、

安
全

弁
が

吹
き

始
め

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

終
業

時
の

残
ガ

ス
回

収
容

器
内

の
L
P

ガ
ス

量
を

、
5
0
％

以
下

と
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
6
0

2
0
1
0

-
1
9
2

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

L
P

ガ
ス

受
入

設
備

の
液

相
配

管
の

安
全

弁
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
6

秋
田

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

食
品

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
荷

役
中

＞
＜

劣
化

＞
無

8
月

6
日

1
4
時

5
0
分

に
、

移
動

式
製

造
設

備
か

ら
L
P

ガ
ス

2
,9

0
0
kg

容
器

へ
充

て
ん

を
開

始
し

、
1
4
時

5
5
分

に
容

器
側

の
液

相
配

管
の

安
全

弁
が

作
動

し
た

。
2
名

の
充

て
ん

作
業

員
は

直
ち

に
充

て
ん

を
終

了
し

、
移

動
式

製
造

設
備

の
移

動
と

安
全

弁
の

対
応

に
あ

た
っ

た
。

容
器

の
圧

力
を

下
げ

る
対

応
（
放

水
）
し

た
が

放
出

が
止

ま
ら

ず
、

安
全

弁
元

弁
を

閉
止

し
た

（
放

出
時

間
は

約
1
0
分

）
。

翌
8
月

7
日

に
安

全
弁

の
点

検
作

動
検

査
を

検
査

事
業

者
が

実
施

し
た

結
果

、
安

全
弁

が
正

規
の

圧
力

で
の

作
動

を
し

て
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、
後

日
交

換
す

る
こ

と
と

し
た

。
原

因
は

、
分

解
確

認
し

た
結

果
、

吹
き

出
し

に
関

し
て

は
、

ス
プ

リ
ン

グ
の

腐
食

に
よ

る
強

度
劣

化
に

よ
り

、
設

定
圧

力
に

狂
い

が
生

じ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

吹
き

止
ま

り
に

関
し

て
は

、
シ

ー
ト

パ
ッ

キ
ン

の
劣

化
硬

直
（
溝

が
出

来
て

い
て

）
に

よ
り

、
圧

力
低

下
時

に
戻

っ
た

時
と

同
じ

位
置

に
戻

れ
な

か
っ

た
た

め
、

弁
座

、
シ

ー
ト

パ
ッ

キ
ン

に
気

密
性

が
失

わ
れ

、
漏

え
い

が
継

続
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

1
6
1

2
0
1
0

-
2
3
7

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

荷
役

中
の

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
車

の
誤

発
進

に
よ

る
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
9
/
1
6

山
形

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

ロ
ー

リ
ー

＜
荷

役
中

＞
＜

認
知

確
認

ミ
ス

＞
無

充
て

ん
所

内
で

、
バ

ル
ク

ロ
ー

リ
ー

車
に

L
P

ガ
ス

を
受

入
れ

終
了

後
、

運
転

手
が

受
入

ホ
ー

ス
を

取
り

外
さ

ず
に

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
車

を
発

進
さ

せ
た

た
め

、
受

入
ホ

ー
ス

が
破

断
し

た
。

直
ち

に
、

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
車

の
緊

急
停

止
装

置
を

起
動

し
た

が
、

作
動

し
な

か
っ

た
た

め
受

入
バ

ル
ブ

を
手

動
で

閉
止

し
た

が
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。

1
6
2

2
0
1
0

-
2
4
0

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
接

続
部

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
9
/
2
9

岩
手

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

9
月

2
9
日

、
県

防
災

室
職

員
が

、
ス

タ
ン

ド
の

立
入

検
査

で
漏

え
い

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
ガ

ス
セ

パ
レ

ー
タ

ー
と

金
属

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

接
続

部
分

か
ら

、
L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

平
成

2
2
年

8
月

2
4
日

に
実

施
し

た
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
開

放
検

査
終

了
後

の
組

立
時

に
お

い
て

、
ガ

ス
セ

パ
レ

ー
タ

ー
に

接
続

す
る

金
属

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

接
続

箇
所

を
誤

っ
た

(上
下

逆
に

接
続

し
た

)た
め

、
適

正
な

パ
ッ

キ
ン

が
使

用
さ

れ
な

か
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
こ

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

は
、

上
下

で
フ

ラ
ン

ジ
の

レ
イ

テ
ィ

ン
グ

が
異

な
っ

て
い

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
6
3

2
0
1
0

-
2
7
9

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

L
P

ガ
ス

移
動

式
製

造
設

備
の

配
管

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
3
0

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

運
送

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

、
配

管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

平
成

2
2
年

9
月

3
0
日

、
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
の

保
安

検
査

受
検

中
に

、
窒

素
で

気
密

試
験

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
溶

接
部

か
ら

の
微

少
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
稼

働
状

態
に

お
け

る
振

動
、

及
び

凍
結

防
止

剤
の

跳
ね

上
が

り
等

に
よ

り
、

配
管

溶
接

部
が

劣
化

腐
食

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

1
6
4

2
0
1
0

-
2
8
3

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

L
P

ガ
ス

貯
蔵

基
地

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
5

石
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

貯
蔵

基
地

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

1
0
月

1
5
日

1
4
時

0
0
分

、
事

業
所

内
で

、
配

管
腐

食
箇

所
の

ケ
レ

ン
作

業
を

実
施

し
て

い
た

工
事

業
者

よ
り

｢配
管

溶
接

線
部

か
ら

ガ
ス

漏
れ

の
音

が
す

る
｣と

の
通

報
を

受
け

､保
安

係
員

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
溶

接
線

の
腐

食
箇

所
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
を

発
見

し
た

。
1
4
時

1
分

、
ガ

ス
漏

え
い

箇
所

を
確

認
後

､漏
え

い
配

管
部

の
切

り
離

し
、

並
び

に
脱

圧
作

業
実

施
し

た
。

1
4
時

3
分

、
社

内
関

係
部

署
へ

事
故

を
報

告
し

た
。

1
4
時

3
0
分

、
漏

え
い

配
管

を
切

り
離

し
、

脱
圧

作
業

を
終

了
し

た
。

1
4
時

3
5
分

、
石

川
県

危
機

管
理

監
室

消
防

保
安

課
へ

事
故

を
報

告
し

、
1
5

時
4
5
分

に
、

漏
え

い
配

管
の

更
新

工
事

を
依

頼
し

た
。

1
6
5

2
0
1
0

-
2
8
7

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

L
P

ガ
ス

容
器

の
転

倒
の

衝
撃

に
よ

り
バ

ル
ブ

が
ゆ

る
み

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
0
/
2
4

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

充
填

所
容

器
本

体
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
外

部
衝

撃
）

無

充
て

ん
所

に
お

い
て

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
3
本

が
置

か
れ

て
い

た
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

が
折

損
し

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
3
本

が
転

倒
し

た
。

う
ち

、
1
本

に
つ

い
て

、
転

倒
の

衝
撃

で
バ

ル
ブ

が
ゆ

る
み

、
L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
近

隣
住

民
か

ら
ガ

ス
臭

の
通

報
が

事
業

所
、

警
察

、
消

防
に

あ
り

、
事

業
所

職
員

が
直

ち
に

バ
ル

ブ
を

閉
め

、
漏

え
い

を
停

止
さ

せ
た

。
な

お
、

漏
え

い
量

は
1
1
.0

kg
と

推
測

さ
れ

る
。

原
因

は
、

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
の

老
朽

化
に

よ
る

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

。

1
6
6

2
0
1
0

-
0
0
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

内
の

圧
縮

機
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
/
6

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

、
熱

交
換

機

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

圧
縮

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

に
お

い
て

、
圧

縮
機

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

天
然

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
２

段
ク

ー
ラ

入
口

継
手

と
伝

熱
管

溶
接

部
に

、
経

年
使

用
に

よ
る

振
動

や
熱

に
よ

る
繰

り
返

し
応

力
が

加
わ

り
、

疲
労

破
壊

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
振

動
及

び
熱

応
力

に
対

応
し

た
新

型
ク

ー
ラ

と
交

換
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
6
7

2
0
1
0

-
0
6
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
出

口
側

の
油

分
離

器
か

ら
の

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
/
1
1

栃
木

県
0

0
0

0
窒

素
、

炭
酸

ガ
ス

漏
洩

等
一

般
化

学
圧

縮
機

、
油

分
離

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）
、

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

無

1
1
日

1
4
時

3
0
分

頃
、

従
業

員
が

事
業

所
内

の
巡

回
点

検
中

に
、

窒
素

圧
縮

機
出

ロ
側

の
油

分
離

器
か

ら
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

当
該

機
器

を
停

止
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

に
含

ま
れ

る
水

分
で

油
圧

分
離

器
の

本
体

が
腐

食
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
当

該
箇

所
は

、
保

安
検

査
等

で
異

常
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
事

故
箇

所
周

辺
に

つ
い

て
、

肉
厚

測
定

や
放

射
線

透
過

試
験

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
滅

肉
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
ま

た
、

構
造

が
複

雑
な

た
め

放
射

線
透

過
試

験
で

は
一

部
判

定
で

き
な

い
箇

所
も

あ
っ

た
。

同
じ

ラ
イ

ン
が

2
ラ

イ
ン

あ
る

が
、

も
う

一
方

の
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

も
肉

厚
測

定
、

放
射

線
透

過
試

験
を

実
施

し
た

が
、

減
肉

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

1
6
8

2
0
1
0

-
0
0
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

送
ガ

ス
蒸

発
器

か
ら

の
液

化
窒

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
1
5

山
形

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

蒸
発

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
外

部
衝

撃
）

無
液

化
窒

素
製

造
設

備
の

送
ガ

ス
蒸

発
器

に
付

着
し

た
霜

を
、

取
り

払
う

た
め

に
行

っ
た

打
撃

に
よ

り
本

体
が

破
裂

し
た

。

1
6
9

2
0
1
0

-
0
0
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

移
動

式
液

化
窒

素
製

造
設

備
の

加
圧

蒸
発

器
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
/
1
8

宮
城

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

運
送

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

、
加

圧
蒸

発
器

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
製

作
不

良
＞

無

移
動

式
液

化
窒

素
製

造
設

備
の

保
安

検
査

の
事

前
検

査
で

、
気

密
試

験
を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

加
圧

蒸
発

器
フ

ィ
ン

管
部

か
ら

ガ
ス

の
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
フ

ィ
ン

管
の

押
さ

え
部

が
管

に
接

触
し

た
状

態
で

長
期

間
運

行
す

る
こ

と
に

よ
り

、
振

動
で

管
が

摩
耗

し
漏

え
い

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

1
7
0

2
0
1
0

-
1
4
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

炭
酸

ガ
ス

製
造

施
設

の
圧

縮
機

吐
出

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
2
2

福
岡

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

食
品

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

液
化

炭
酸

ガ
ス

製
造

施
設

内
で

、
巡

視
点

検
中

、
N

o
1
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

吐
出

ラ
イ

ン
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
か

ら
の

微
少

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
た

だ
ち

に
、

保
管

し
て

い
た

予
備

品
と

取
替

を
行

っ
た

。
（
前

回
交

換
は

平
成

1
9
年

1
1
月

1
5
日

）
原

因
は

、
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

の
振

動
に

よ
る

金
属

疲
労

と
推

定
さ

れ
る

が
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
は

破
棄

し
て

い
る

た
め

、
詳

細
に

つ
い

て
は

不
明

で
あ

り
、

現
在

メ
ー

カ
ー

に
見

解
を

求
め

て
い

る
。

1
7
1

2
0
1
0

-
0
6
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

窒
素

充
て

ん
作

業
中

の
ブ

ロ
ー

弁
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
/
2
8

茨
城

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

一
般

化
学

弁
、

パ
ッ

キ
ン

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

1
月

2
8
日

1
0
時

頃
、

事
業

所
に

お
い

て
、

充
て

ん
作

業
中

に
充

て
ん

ラ
イ

ン
の

置
換

用
ブ

ロ
ー

弁
が

閉
め

切
ら

ず
、

液
体

窒
素

が
ブ

ロ
ー

弁
か

ら
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
ブ

ロ
ー

弁
パ

ッ
キ

ン
、

ソ
フ

ト
シ

ー
ト

の
消

耗
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
点

検
項

目
を

見
直

し
、

パ
ッ

キ
ン

類
の

寿
命

と
増

し
締

め
周

期
を

記
録

す
る

こ
と

と
す

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
7
2

2
0
1
0

-
0
3
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

配
管

継
手

部
か

ら
の

酸
素

漏
え

い
2
0
1
0
/
2
/
1
2

秋
田

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

そ
の

他 （
病

院
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
継

手

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

C
E
の

日
常

点
検

で
、

石
鹸

水
で

漏
え

い
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

三
岐

弁
の

配
管

接
続

継
手

部
か

ら
カ

ニ
泡

微
少

漏
え

い
を

発
見

し
た

た
め

、
管

理
会

社
に

連
絡

し
た

。
袋

ナ
ッ

ト
を

増
し

締
め

す
る

が
漏

え
い

が
止

ま
ら

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
ね

じ
部

の
経

年
劣

化
等

が
推

測
で

き
る

が
、

原
因

特
定

に
至

っ
て

い
な

い
。

継
ぎ

手
箇

所
に

も
異

常
は

な
か

っ
た

。

1
7
3

2
0
1
0

-
0
3
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

希
硝

酸
プ

ラ
ン

ト
の

配
管

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い
2
0
1
0
/
2
/
1
7

福
岡

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
一

般
化

学
配

管
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

希
硝

酸
プ

ラ
ン

ト
運

転
時

、
パ

ト
ロ

ー
ル

中
に

ア
ン

モ
ニ

ア
フ

ィ
ル

タ
ー

周
辺

で
ア

ン
モ

ニ
ア

臭
を

感
じ

た
。

付
近

の
配

管
の

断
熱

材
を

取
り

外
し

点
検

し
た

結
果

、
ア

ン
モ

ニ
ア

ガ
ス

S
U

S
配

管
よ

り
微

漏
れ

し
て

い
る

の
を

石
鹸

水
で

確
認

し
た

。
直

ち
に

プ
ラ

ン
ト

を
停

止
し

、
脱

圧
処

置
を

行
っ

た
。

設
備

周
辺

へ
の

臭
気

等
の

環
境

影
響

は
無

く
、

人
的

被
害

も
無

か
っ

た
。

原
因

は
、

断
熱

の
雨

仕
舞

い
不

良
箇

所
か

ら
進

入
し

た
雨

水
と

断
熱

材
に

よ
り

、
塩

素
分

含
有

の
付

着
物

を
生

成
し

た
た

め
、

ト
レ

ー
ス

管
近

傍
の

温
度

の
比

較
的

高
い

部
位

に
お

い
て

応
力

腐
食

割
れ

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

1
7
4

2
0
1
0

-
3
5
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
の

温
度

計
取

付
ボ

ス
の

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
2
/
2
4

山
梨

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

平
成

2
2
年

2
月

2
4
日

1
0
時

頃
、

ス
タ

ン
ド

内
で

、
バ

ス
の

整
備

員
か

ら
ガ

ス
臭

の
連

絡
を

受
け

、
設

備
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
室

の
ガ

ス
臭

及
び

停
止

中
で

あ
る

1
号

天
然

ガ
ス

圧
縮

機
の

圧
力

低
下

を
確

認
し

た
。

(通
常

0
.5

M
P

aが
0
.3

M
P

aを
指

示
)ま

た
、

ガ
ス

警
報

検
知

器
の

濃
度

も
8
0
0
0
pp

m
を

表
示

し
て

い
た

。
な

お
、

圧
力

降
下

よ
り

ガ
ス

漏
え

い
量

は
、

約
1
.2

m
3
と

推
測

さ
れ

る
。

人
的

、
物

的
被

害
は

な
く
、

周
囲

へ
の

影
響

も
な

か
っ

た
。

調
査

の
結

果
、

1
号

天
然

ガ
ス

圧
縮

機
の

4
段

吐
出

配
管

の
温

度
計

取
付

ボ
ス

溶
接

部
か

ら
漏

え
い

し
て

い
た

。
(温

度
計

取
付

ボ
ス

を
取

り
外

し
、

両
端

配
管

を
プ

ラ
グ

止
め

し
て

、
N

2
養

生
を

実
施

)こ
の

ボ
ス

溶
接

部
の

漏
え

い
箇

所
を

P
T
試

験
し

た
結

果
、

ボ
ス

入
側

の
溶

接
部

分
(下

側
に

約
半

周
)に

き
裂

が
確

認
さ

れ
、

起
点

部
外

径
表

面
に

は
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
擦

傷
が

観
察

さ
れ

た
。

ま
た

、
S
E
M

観
察

に
よ

り
、

破
面

の
大

半
に

ス
ト

ラ
イ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

観
察

さ
れ

た
。

こ
の

こ
と

よ
り

、
原

因
は

、
疲

労
破

壊
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
破

損
部

に
は

、
擦

傷
跡

が
確

認
さ

れ
、

そ
こ

が
起

点
と

な
り

、
圧

縮
機

の
振

動
で

、
温

度
計

取
付

ボ
ス

と
配

管
の

溶
接

部
分

に
応

力
が

集
中

し
、

疲
労

破
壊

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。

1
7
5

2
0
1
0

-
0
4
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

酸
素

ロ
ー

リ
ー

の
加

圧
蒸

発
器

の
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
3
/
5

宮
城

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

そ
の

他 （
病

院
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

、
配

管
、

蒸
発

器

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

液
化

酸
素

ロ
ー

リ
ー

の
加

圧
蒸

発
器

で
、

入
口

側
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
か

ら
の

漏
え

い
が

発
見

さ
れ

た
。

発
見

後
、

加
圧

器
入

口
弁

及
び

加
圧

器
出

口
弁

を
閉

め
、

加
圧

蒸
発

器
に

ガ
ス

が
回

ら
な

い
よ

う
に

措
置

し
た

。
原

因
は

、
加

圧
蒸

発
器

の
外

枠
と

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

を
U

ボ
ル

ト
で

固
定

し
て

い
る

部
分

で
、

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

と
外

枠
が

接
触

し
な

い
よ

う
に

板
材

を
挟

ん
で

い
た

が
、

冬
期

間
の

走
行

に
よ

り
、

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

（
ア

ル
ミ

）
と

板
材

と
の

間
に

融
雪

剤
が

付
着

し
、

部
分

的
な

腐
食

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

1
7
6

2
0
1
0

-
0
4
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

の
充

て
ん

ホ
ー

ス
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
3
/
5

福
岡

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

ホ
ー

ス

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

平
成

2
2
年

3
月

5
日

1
7
時

5
0
分

頃
、

ス
タ

ン
ド

内
で

、
作

業
員

が
N

o
.2

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
を

使
用

し
天

然
ガ

ス
自

動
車

ヘ
ガ

ス
を

充
て

ん
し

て
い

た
。

そ
の

際
、

N
o
.2

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

ホ
ー

ス
よ

り
ガ

ス
が

霧
状

に
噴

出
、

ホ
ー

ス
に

霜
が

つ
い

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

た
め

充
て

ん
を

中
止

し
た

。
原

因
は

、
充

て
ん

に
よ

る
コ

ア
チ

ュ
ー

ブ
内

面
に

生
じ

る
張

力
に

よ
っ

て
、

円
周

方
向

に
引

き
伸

ば
さ

れ
た

痕
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

更
に

充
て

ん
を

続
け

る
こ

と
に

よ
り

圧
力

が
繰

り
返

し
加

わ
る

こ
と

で
、

成
長

し
て

ク
ラ

ッ
ク

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
5
年

使
用

充
て

ん
ホ

ー
ス

は
交

換
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
7
7

2
0
1
0

-
0
7
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
設

備
の

銅
配

管
ろ

う
付

部
か

ら
の

窒
素

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
3
/
1
9

福
島

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
ろ

う
付

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

3
月

1
9
日

9
時

1
0
分

頃
、

事
業

所
に

お
い

て
、

ロ
ー

リ
ー

車
で

の
液

化
窒

素
納

入
時

に
立

ち
会

っ
て

い
た

際
、

ロ
ー

リ
ー

運
転

手
が

C
E
と

蒸
発

器
の

間
の

銅
配

管
エ

ル
ボ

ろ
う

付
け

部
か

ら
、

微
少

の
窒

素
が

漏
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

銅
配

管
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

恒
久

対
策

と
し

て
S
U

S
配

管
で

施
工

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
再

発
防

止
対

策
と

し
て

日
常

点
検

の
強

化
を

再
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。

－75－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
7
8

2
0
1
0

-
0
6
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

受
入

配
管

ろ
う

付
部

か
ら

の
酸

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
3
/
2
6

埼
玉

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

鉄
工

所

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ

＜
荷

役
中

＞
＜

劣
化

＞
無

ロ
ー

リ
ー

で
の

液
化

酸
素

充
て

ん
中

に
、

受
入

配
管

か
ら

の
ガ

ス
漏

れ
を

発
見

し
た

。
た

だ
ち

に
充

て
ん

を
中

止
し

、
漏

え
い

箇
所

を
特

定
す

る
た

め
に

受
入

配
管

が
常

温
に

戻
っ

た
後

､発
泡

検
査

を
実

施
し

た
｡そ

の
結

果
、

ブ
ロ

ー
管

接
続

部
の

Ｔ
継

手
と

、
配

管
の

ろ
う

付
溶

接
部

の
割

れ
か

ら
の

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

充
て

ん
毎

に
行

わ
れ

る
ブ

ロ
ー

作
業

に
お

い
て

発
生

す
る

振
動

に
よ

り
、

溶
接

部
に

繰
り

返
し

加
重

が
か

か
り

、
疲

労
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
協

力
会

社
及

び
ロ

ー
リ

ー
納

入
事

業
者

に
は

、
充

て
ん

時
の

漏
え

い
確

認
で

従
来

の
充

填
フ

レ
キ

接
続

フ
ラ

ン
ジ

部
に

止
ま

ら
ず

､ブ
ロ

ー
弁

ラ
イ

ン
も

漏
え

い
確

認
し

て
か

ら
作

業
開

始
す

る
様

、
周

知
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
7
9

2
0
1
0

-
0
7
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

天
然

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
4
/
5

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

圧
縮

機
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

圧
縮

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

に
お

い
て

、
圧

縮
機

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

天
然

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
一

段
ク

ー
ラ

ー
を

取
り

替
え

の
上

、
圧

縮
機

メ
ー

カ
ー

に
て

調
査

中
で

あ
る

。
今

後
は

、
作

業
員

に
対

し
日

常
点

検
の

内
容

を
再

教
育

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
8
0

2
0
1
0

-
0
8
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

バ
イ

パ
ス

配
管

か
ら

の
液

化
酸

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
1
3

愛
知

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

そ
の

他 （
病

院
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

平
成

2
2
年

4
月

1
3
日

、
病

院
に

お
い

て
、

日
常

点
検

時
（
1
3
:5

0
頃

）
、

緊
急

遮
断

弁
周

り
に

つ
い

た
霜

の
隙

間
か

ら
白

煙
が

発
生

し
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
周

囲
に

付
着

し
た

霜
を

水
で

溶
か

し
た

と
こ

ろ
、

緊
急

遮
断

弁
ラ

イ
ン

と
バ

イ
パ

ス
ラ

イ
ン

の
合

流
部

分
の

溶
接

箇
所

下
側

か
ら

、
液

化
酸

素
が

漏
え

い
し

て
い

た
た

め
､

消
防

及
び

ガ
ス

供
給

事
業

者
に

連
絡

し
た

。
消

防
が

出
動

し
、

半
径

2
0
m

を
立

入
禁

止
と

し
た

。
1
8
:3

0
頃

、
病

棟
へ

の
酸

素
供

給
の

た
め

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
容

器
に

切
替

え
て

元
弁

を
閉

じ
た

後
漏

え
い

箇
所

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
溶

接
部

分
下

部
に

き
裂

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

緊
急

遮
断

弁
の

バ
イ

パ
ス

ラ
イ

ン
増

設
時

の
溶

接
箇

所
に

き
裂

が
発

見
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
施

工
時

の
溶

接
に

問
題

が
あ

っ
た

可
能

性
が

推
定

さ
れ

る
｡ま

た
、

配
管

の
霜

を
除

去
す

る
た

め
木

槌
で

衝
撃

を
与

え
た

際
の

衝
撃

の
可

能
性

も
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
点

検
に

お
い

て
、

月
1
回

発
泡

試
験

液
に

よ
る

漏
え

い
検

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
8
1

2
0
1
0

-
0
8
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
ー

の
空

気
側

配
管

付
属

ド
レ

ン
抜

き
バ

ル
ブ

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
1
5

大
阪

府
0

0
0

0
空

気
漏

洩
等

製
鉄

所
弁

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

製
鉄

所
の

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
据

え
付

け
完

了
後

の
気

密
テ

ス
ト

に
お

い
て

、
差

圧
発

信
器

行
き

の
空

気
側

配
管

の
付

属
ド

レ
ン

抜
き

バ
ル

ブ
よ

り
極

小
量

の
空

気
漏

れ
が

検
出

さ
れ

た
。

原
因

は
、

当
該

バ
ル

ブ
を

解
体

点
検

し
た

結
果

、
長

期
使

用
に

よ
り

、
バ

ル
ブ

の
"
O

リ
ン

グ
"
部

の
シ

ー
ル

性
が

低
下

し
た

こ
と

と
、

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
更

新
工

事
に

お
い

て
、

ド
レ

ン
抜

き
バ

ル
ブ

を
含

む
配

管
の

取
り

外
し

、
取

り
付

け
作

業
で

コ
ン

タ
ミ

混
入

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
ド

レ
ン

抜
き

バ
ル

ブ
は

､高
圧

圧
縮

空
気

中
の

水
分

を
除

去
す

る
た

め
に

設
置

さ
れ

た
も

の
だ

が
､高

圧
圧

縮
空

気
中

の
水

分
が

少
な

い
こ

と
(圧

縮
機

側
で

ド
レ

ン
が

排
出

さ
れ

て
い

る
)及

び
差

圧
発

信
器

側
で

ド
レ

ン
抜

き
を

行
う

こ
と

か
ら

閉
止

フ
ラ

ン
ジ

を
取

付
け

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

付
属

バ
ル

ブ
類

の
管

理
と

し
て

、
①

開
放

検
査

(1
回

/
3
年

)、
自

主
検

査
(1

回
/
年

)時
､外

観
検

査
と

気
密

試
験

を
実

施
す

る
際

に
、

気
密

検
査

範
囲

の
明

確
化

と
バ

ル
ブ

単
位

で
の

記
録

を
取

る
こ

と
と

し
た

。
②

高
圧

ガ
ス

設
備

更
新

時
に

､流
用

す
る

バ
ル

ブ
類

は
､解

体
･点

検
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
8
2

2
0
1
0

-
0
8
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

酸
素

製
造

設
備

の
配

管
か

ら
酸

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
4
/
1
8

愛
知

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

製
鉄

所
配

管
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

無

他
事

業
所

か
ら

、
導

管
供

給
を

受
け

て
い

る
酸

素
の

製
造

設
備

の
巡

視
点

検
中

に
、

ガ
ス

の
漏

え
い

音
が

し
た

た
め

付
近

を
確

認
す

る
と

、
流

量
発

信
器

へ
の

取
出

配
管

（
1
5
A

）
の

継
手

部
分

が
折

損
し

、
酸

素
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
供

給
先

の
設

備
を

全
停

止
し

主
配

管
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

プ
ラ

グ
を

打
っ

て
応

急
処

置
を

行
っ

た
。

原
因

は
、

流
量

発
信

器
へ

の
取

り
出

し
配

管
は

口
径

が
1
5
A

と
小

さ
く
、

ま
た

配
管

の
サ

ポ
ー

ト
間

隔
が

長
か

っ
た

た
め

、
周

辺
の

機
器

（
圧

縮
機

、
減

圧
弁

の
開

閉
）
の

振
動

が
伝

わ
り

、
当

該
配

管
の

継
手

部
分

を
支

持
点

と
し

た
片

持
ち

梁
と

な
り

継
手

部
分

に
応

力
が

集
中

し
た

た
め

疲
労

破
壊

が
進

行
し

、
つ

い
に

継
手

部
分

が
折

損
に

至
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

－76－
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

18
3

20
10

-0
90

製
造

事
業

所
（一

般
）

圧
縮

機
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
熱

交
換

器
出

口
配

管
か

ら
の

天
然

ガ
ス

漏
え

い

2
01

0/
4/

2
1

宮
城

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

圧
縮

機
、

配
管

＜
定

修
中

＞
（点

検
）

＜
劣

化
＞

（摩
耗

）
無

平
成

22
年

4
月

21
日

午
前

1
0時

30
分

頃
、

ス
タ

ン
ド

内
で

、
定

期
自

主
検

査
及

び
保

安
検

査
を

実
施

し
て

い
る

際
に

、
圧

縮
機

ユ
ニ

ッ
ト

内
か

ら
ガ

ス
臭

を
感

じ
た

た
め

、
漏

え
い

箇
所

の
調

査
を

し
た

結
果

、
圧

縮
機

熱
交

換
器

の
1段

吐
出

配
管

入
口

側
の

上
か

ら
3番

目
の

配
管

か
ら

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

指
定

保
安

検
査

機
関

、
及

び
居

合
わ

せ
た

市
消

防
局

に
漏

え
い

の
状

況
を

報
告

し
、

使
用

停
止

の
措

置
を

行
っ

た
。

原
因

は
、

老
朽

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

18
4

20
10

-1
02

製
造

事
業

所
（一

般
）

圧
縮

機
の

冷
却

器
入

口
配

管
の

ろ
う

付
部

か
ら

の
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
01

0/
5/

6
神

奈
川

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

、
継

手
、

ろ
う

付

＜
停

止
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

5月
6日

8時
10

分
頃

、
天

然
ガ

ス
ス

タ
ン

ド
で

、
始

業
点

検
の

た
め

圧
縮

機
室

内
に

入
っ

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

が
し

た
の

で
、

ガ
ス

ラ
イ

ン
を

遮
断

し
、

充
て

ん
作

業
は

行
わ

な
い

こ
と

と
し

た
。

11
時

40
分

ご
ろ

、
メ

ー
カ

ー
が

到
着

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
一

段
目

冷
却

器
の

入
口

配
管

の
ソ

ケ
ッ

ト
継

手
ろ

う
付

部
付

近
か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

前
日

5
日

1
7時

半
に

終
業

時
点

検
を

行
っ

て
い

る
が

、
こ

の
時

漏
え

い
は

確
認

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
漏

え
い

量
は

、
前

日
終

業
時

か
ら

当
日

始
業

時
ま

で
の

圧
力

変
化

（4
.1

8→
2.

9
6k

g/
cm

3
）か

ら
、

0.
4
95

m
3
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
圧

縮
機

室
内

の
ガ

ス
漏

え
い

検
知

警
報

器
は

、
目

盛
り

0.
8を

指
示

し
て

い
た

が
、

目
盛

り
は

対
数

目
盛

で
検

出
限

界
以

下
の

数
値

で
あ

っ
た

。
事

故
原

因
の

調
査

は
、

第
三

者
機

関
に

依
頼

し
て

い
る

が
、

昨
年

東
京

都
内

で
発

生
し

た
同

メ
ー

カ
ー

施
設

の
漏

え
い

事
故

の
原

因
と

同
様

と
考

え
ら

れ
る

。
一

段
目

冷
却

器
の

入
口

配
管

は
、

銅
合

金
で

ソ
ケ

ッ
ト

継
手

は
ろ

う
付

さ
れ

て
い

る
が

、
配

管
本

体
の

ろ
う

付
け

境
界

部
分

の
円

周
方

向
に

割
れ

が
発

生
し

て
い

た
。

割
れ

は
配

管
表

面
の

ろ
う

付
け

境
界

部
分

を
起

点
と

し
て

発
生

し
、

破
面

は
疲

労
破

壊
特

有
の

ス
ト

ラ
イ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

見
ら

れ
、

き
裂

の
原

因
は

、
熱

応
力

と
振

動
に

よ
る

金
属

疲
労

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

メ
ー

カ
ー

は
、

東
京

都
で

の
事

故
の

後
、

順
次

応
力

吸
収

等
の

改
善

済
み

の
機

器
と

交
換

を
進

め
て

い
る

が
、

当
該

事
業

所
は

、
漏

え
い

事
例

を
知

ら
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

18
5

20
10

-1
22

製
造

事
業

所
（一

般
）

充
て

ん
作

業
中

に
充

て
ん

ホ
ー

ス
か

ら
水

素
漏

え
い

2
01

0/
5/

1
2

愛
知

県
0

0
0

0
水

素
漏

洩
等

そ
の

他 （研 究 所
）

ホ
ー

ス
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

（疲
労

）
、

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

無

水
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
、

試
験

充
て

ん
容

器
に

水
素

を
充

て
ん

中
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

部
に

設
置

し
た

水
素

ガ
ス

漏
え

い
検

知
警

報
設

備
が

発
報

し
た

。
た

だ
ち

に
、

充
て

ん
を

中
止

し
脱

圧
を

行
っ

た
。

そ
の

後
、

脱
圧

状
態

で
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

付
近

の
充

て
ん

ホ
ー

ス
に

石
け

ん
水

を
塗

布
し

た
と

こ
ろ

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

ホ
ー

ス
の

途
中

か
ら

、
力

ニ
泡

程
度

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
が

あ
っ

た
充

て
ん

ホ
ー

ス
を

製
作

メ
ー

カ
ー

で
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
ホ

ー
ス

の
内

面
の

ナ
イ

ロ
ン

層
に

貫
通

き
裂

を
確

認
し

た
。

こ
の

き
裂

か
ら

補
強

層
、

外
面

層
を

経
て

外
部

に
漏

え
い

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

原
因

は
、

き
裂

箇
所

の
付

近
に

は
ス

ト
ラ

イ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

っ
た

た
め

、
疲

労
で

あ
る

と
推

定
さ

れ
る

。

18
6

20
10

-1
09

製
造

事
業

所
（一

般
）

C
E
の

充
て

ん
配

管
と

弁
の

ろ
う

付
部

か
ら

の
漏

え
い

2
01

0/
5/

1
9

神
奈

川
県

0
0

0
0

窒
素

漏
洩

等
電

気

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
ろ

う
付

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（疲
労

）
無

事
業

所
内

で
、

C
E
の

ブ
ロ

ー
弁

の
締

り
が

悪
く
な

っ
た

の
で

、
ブ

ロ
ー

弁
の

パ
ッ

キ
ン

交
換

を
行

い
、

工
事

終
了

後
、

石
鹸

水
で

漏
え

い
テ

ス
ト

を
行

っ
た

が
、

つ
い

で
に

当
該

ブ
ロ

ー
弁

以
外

の
部

分
に

石
鹸

水
を

か
け

た
と

こ
ろ

、
充

て
ん

配
管

と
弁

の
接

続
部

の
ろ

う
付

け
部

か
ら

、
か

に
泡

程
度

の
漏

れ
が

あ
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

漏
え

い
箇

所
は

、
S
U

S
30

4の
配

管
と

銅
合

金
弁

と
の

接
続

部
の

ろ
う

付
け

部
で

あ
り

、
液

化
窒

素
受

け
入

れ
時

の
超

低
温

と
常

温
の

大
き

な
温

度
差

に
よ

る
熱

応
力

（膨
張

収
縮

に
よ

る
応

力
）
が

繰
り

返
し

か
か

る
場

所
で

あ
り

、
設

置
後

20
年

経
過

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ろ

う
付

け
部

が
疲

労
に

よ
り

損
傷

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

18
7

20
10

-1
10

製
造

事
業

所
（一

般
）

圧
縮

機
吐

出
配

管
と

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

と
の

溶
接

部
よ

り
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
01

0/
5/

2
0

石
川

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

圧
縮

機
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

5月
20

日
に

、
天

然
ガ

ス
ス

タ
ン

ド
で

、
ガ

ス
検

知
警

報
装

置
の

指
示

値
が

上
昇

(警
報

は
作

動
前

)し
た

た
め

、
各

所
の

点
検

を
実

施
し

た
。

21
日

に
、

メ
ー

カ
ー

が
C

N
G

圧
縮

機
4段

吐
出

管
と

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

伝
熱

管
と

の
溶

接
部

か
ら

、
カ

ニ
泡

程
度

の
ガ

ス
漏

れ
を

確
認

し
た

。
26

日
に

、
3、

4段
ク

ー
ラ

ー
を

交
換

し
、

27
日

に
、

県
へ

事
故

届
書

提
出

し
た

。

18
8

20
10

-1
24

製
造

事
業

所
（一

般
）

C
E
バ

ル
ブ

取
付

部
の

溶
接

箇
所

か
ら

の
漏

え
い

2
01

0/
5/

2
2

茨
城

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

22
年

5
月

22
日

、
事

業
所

内
で

、
液

化
窒

素
製

造
施

設
の

整
備

点
検

中
に

、
保

安
係

員
が

貯
槽

直
近

に
あ

る
バ

ル
ブ

の
貯

槽
側

溶
接

部
か

ら
、

微
少

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

設
備

の
老

朽
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
8
9

2
0
1
0

-
1
4
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
ユ

ニ
ッ

ト
の

3
段

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

入
口

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
C

N
G

漏
え

い

2
0
1
0
/
5
/
2
2

兵
庫

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

、
継

手

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

（
溶

接
欠

陥
）
、

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

事
業

所
内

で
、

圧
縮

機
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
ガ

ス
漏

え
い

検
知

警
報

装
置

が
作

動
し

た
。

作
業

員
が

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

3
段

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

入
口

の
配

管
差

込
溶

接
部

で
漏

え
い

し
て

い
た

。
原

因
は

、
溶

接
不

良
か

、
振

動
又

は
熱

応
力

に
よ

る
疲

労
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

1
9
0

2
0
1
0

-
1
2
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

水
素

カ
ー

ド
ル

の
バ

ル
ブ

ろ
う

付
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
5

福
島

県
0

0
0

0
水

素
漏

洩
等

一
般

化
学

容
器

本
体

、
継

手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

事
業

所
内

の
定

期
自

主
点

検
（
年

2
回

予
定

）
で

、
水

素
カ

ー
ド

ル
の

気
密

試
験

を
実

施
（
石

け
ん

水
で

の
漏

え
い

確
認

）
し

た
と

こ
ろ

、
安

全
弁

に
つ

な
が

る
バ

ル
ブ

の
継

ぎ
手

（
ろ

う
付

け
部

）
か

ら
、

発
泡

を
確

認
し

た
。

た
だ

ち
に

、
バ

ル
ブ

を
全

閉
し

水
素

ガ
ス

を
遮

断
し

、
当

該
ガ

ス
系

統
を

使
用

停
止

と
し

た
。

（
当

該
設

備
は

、
2
系

統
で

4
基

の
水

素
カ

ー
ド

ル
を

使
用

）
。

バ
ル

ブ
を

新
し

い
も

の
と

更
新

す
る

予
定

で
あ

る
が

、
そ

れ
ま

で
は

当
該

ガ
ス

系
統

を
使

用
停

止
と

す
る

。
原

因
は

、
平

成
3
年

に
設

置
さ

れ
た

も
の

で
、

1
9
年

が
経

過
し

て
お

り
、

設
備

の
劣

化
に

よ
り

ろ
う

付
け

部
が

割
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

毎
年

年
2
回

の
定

期
自

主
点

検
、

日
常

点
検

は
行

っ
て

い
た

。

1
9
1

2
0
1
0

-
1
5
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

炭
酸

ガ
ス

設
備

の
気

化
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
7

群
馬

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

一
般

化
学

気
化

器
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

無

平
成

2
2
年

6
月

7
日

、
炭

酸
ガ

ス
製

造
設

備
で

、
気

化
器

水
面

計
が

上
下

し
て

い
る

た
め

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

2
本

あ
る

コ
イ

ル
の

う
ち

、
1
本

の
コ

イ
ル

底
部

に
穴

が
開

き
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

ま
た

、
応

急
処

置
と

し
て

コ
イ

ル
を

抜
き

取
り

、
仕

切
栓

の
取

付
を

行
お

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

気
化

器
の

出
口

継
手

部
分

に
も

カ
ニ

泡
程

度
の

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
永

年
使

用
に

よ
る

劣
化

に
よ

り
、

気
化

器
コ

イ
ル

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

程
度

の
穴

が
開

い
た

と
推

定
さ

れ
る

。

1
9
2

2
0
1
0

-
1
5
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

内
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
6
/
8

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

継
手

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

ス
タ

ン
ド

内
の

ガ
ス

圧
縮

機
の

エ
ン

ク
ロ

ジ
ャ

ー
内

で
、

ガ
ス

圧
縮

機
が

停
止

し
て

い
る

際
に

、
若

干
の

ガ
ス

臭
気

（
ガ

ス
漏

れ
警

報
器

の
作

動
に

は
至

ら
ず

）
が

あ
り

、
点

検
を

行
っ

た
結

果
、

ガ
ス

圧
縮

機
吐

出
側

と
蓄

ガ
ス

器
間

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

の
か

し
め

部
よ

り
少

量
の

ガ
ス

漏
れ

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

作
業

員
に

対
し

運
転

標
準

と
日

常
点

検
の

重
要

ポ
イ

ン
ト

を
再

徹
底

、
及

び
月

例
点

検
で

の
点

検
項

目
に

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
か

し
め

部
を

追
加

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
9
3

2
0
1
0

-
1
3
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

車
両

の
誤

発
進

に
よ

り
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

を
引

張
り

漏
え

い
2
0
1
0
/
6
/
1
1

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

継
手

、
ホ

ー
ス

＜
停

止
中

＞
＜

認
知

確
認

ミ
ス

＞
無

平
成

2
2
年

6
月

1
1
日

1
2
時

5
5
分

頃
、

ス
タ

ン
ド

内
で

、
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

6
台

を
順

次
充

て
ん

中
、

電
話

が
あ

っ
た

た
め

充
て

ん
場

所
を

離
れ

た
。

電
話

が
終

わ
っ

て
戻

っ
た

際
、

充
て

ん
作

業
が

完
了

し
充

て
ん

ホ
ー

ス
を

外
し

て
あ

る
も

の
と

勘
違

い
を

し
て

、
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

を
発

進
さ

せ
た

。
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

が
外

れ
ず

に
充

て
ん

ホ
ー

ス
上

部
ね

じ
込

み
部

か
ら

折
断

し
た

。
な

お
、

事
故

発
生

当
時

、
充

て
ん

サ
イ

ク
ル

が
完

了
し

て
お

り
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
本

体
の

電
磁

弁
が

閉
じ

て
い

た
た

め
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

内
に

残
っ

て
い

た
ガ

ス
し

か
漏

れ
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

エ
ン

ジ
ン

キ
ー

の
抜

き
忘

れ
と

充
て

ん
作

業
中

に
現

場
を

離
れ

た
こ

と
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

エ
ン

ジ
ン

キ
ー

の
預

か
り

置
き

、
及

び
充

て
ん

終
了

後
の

指
さ

し
確

認
を

徹
底

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
9
4

2
0
1
0

-
1
5
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

天
然

ガ
ス

充
て

ん
施

設
の

バ
ル

ブ
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
1
4

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

弁
＜

停
止

中
＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

内
で

、
充

て
ん

し
よ

う
と

し
た

社
員

か
ら

、
充

て
ん

で
き

な
い

と
の

報
告

が
あ

り
、

異
常

等
調

べ
ま

し
た

が
原

因
が

わ
か

ら
ず

、
保

守
事

業
者

に
点

検
を

依
頼

し
た

結
果

、
バ

ル
ブ

溶
接

部
分

か
ら

の
ガ

ス
漏

れ
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
バ

ル
ブ

溶
接

部
分

の
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

1
9
5

2
0
1
0

-
1
6
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

蒸
発

器
ヘ

ッ
ダ

ー
と

コ
イ

ル
接

続
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
2
8

宮
城

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

鉄
工

所

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
蒸

発
器

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
C

E
設

備
の

日
常

巡
回

点
検

時
、

液
化

酸
素

温
水

式
蒸

発
器

の
水

槽
の

上
部

水
面

に
気

泡
を

発
見

し
た

。
後

日
水

槽
内

の
水

位
を

下
げ

、
接

続
部

に
石

鹸
水

を
塗

布
し

た
と

こ
ろ

、
蒸

発
器

下
部

の
入

口
ヘ

ッ
ダ

ー
(C

1
2
2
0
T
-
H

)と
コ

イ
ル

接
続

部
(C

1
2
2
0
t-

H
)1

箇
所

（
ヘ

ッ
ダ

ー
と

コ
イ

ル
用

ボ
ス

の
T
ig

溶
接

部
）

よ
り

微
量

の
漏

れ
を

確
認

し
た

。
蒸

発
器

に
つ

い
て

は
、

平
成

9
年

に
設

置
さ

れ
て

以
来

、
1
年

に
1
回

の
定

期
自

主
検

査
に

お
い

て
は

、
水

槽
の

水
は

抜
か

ず
に

、
気

泡
の

有
無

に
よ

り
外

観
検

査
、

水
槽

水
面

よ
り

上
部

の
気

密
検

査
及

び
入

口
管

、
出

口
管

の
肉

厚
測

定
を

行
っ

て
き

た
。

原
因

は
、

腐
食

ま
た

は
施

工
時

の
溶

接
欠

陥
と

推
定

さ
れ

る
。

－78－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
9
6

2
0
1
0

-
1
6
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

温
水

気
化

器
か

ら
の

炭
酸

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
2
2

千
葉

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

建
設

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

気
化

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

7
月

2
2
日

8
時

0
0
分

頃
、

事
業

所
内

の
液

化
炭

酸
ガ

ス
製

造
設

備
の

点
検

を
行

な
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
温

水
式

気
化

器
か

ら
炭

酸
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
メ

ー
カ

ー
に

連
絡

し
、

応
急

措
置

を
行

な
っ

て
漏

え
い

を
止

め
た

。
後

日
、

気
化

器
は

新
品

（
認

定
品

）
と

交
換

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
る

肉
厚

の
減

少
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

定
期

検
査

で
劣

化
が

見
ら

れ
た

設
備

に
つ

い
て

は
、

早
め

に
補

修
、

取
替

え
を

行
な

う
こ

と
と

し
た

。

1
9
7

2
0
1
0

-
1
6
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

検
液

弁
と

配
管

接
続

の
ろ

う
付

け
部

か
ら

酸
素

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
2
2

愛
知

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

そ
の

他 （
病

院
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

7
月

2
2
日

9
時

3
0
頃

、
事

業
所

内
の

定
期

自
主

検
査

実
施

時
に

、
酸

素
C

E
の

検
液

弁
と

一
次

側
配

管
と

の
接

続
部

分
（
差

込
ろ

う
付

け
部

）
に

、
発

泡
液

を
塗

布
し

て
漏

え
い

試
験

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
3
0
分

経
過

後
に

カ
ニ

泡
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
、

及
び

長
年

に
亘

る
液

化
酸

素
受

入
時

の
検

液
弁

操
作

に
よ

る
振

動
で

、
ろ

う
付

け
部

分
に

き
裂

が
生

じ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
点

検
に

お
い

て
、

1
日

1
回

発
泡

試
験

液
に

よ
る

漏
え

い
検

査
を

実
施

し
、

漏
え

い
状

況
を

監
視

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
9
8

2
0
1
0

-
1
7
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

窒
素

C
E
の

配
管

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
2
7

埼
玉

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

紙
・

パ
ル

プ

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
弁

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

、
＜

そ
の

他
＞

（
外

部
衝

撃
）

無

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
の

運
転

手
が

、
液

化
窒

素
C

E
タ

ン
ク

に
液

化
窒

素
の

充
て

ん
が

終
了

し
た

後
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
外

す
際

、
充

て
ん

口
と

逆
止

弁
間

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

の
疑

い
を

持
ち

、
事

業
所

及
び

配
送

本
社

に
連

絡
し

た
。

翌
日

、
検

査
会

社
が

窒
素

ガ
ス

で
気

密
試

験
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
配

管
溶

接
部

か
ら

の
微

少
漏

え
い

が
発

見
さ

れ
た

。
原

因
は

、
充

て
ん

口
が

充
て

ん
ホ

ー
ス

の
脱

着
時

に
ハ

ン
マ

ー
を

利
用

す
る

ハ
ン

ド
ク

ラ
ッ

チ
方

式
で

あ
る

た
め

、
充

て
ん

の
都

度
、

充
て

ん
口

に
は

長
年

ハ
ン

マ
ー

に
よ

る
衝

撃
が

加
わ

り
、

経
年

劣
化

と
併

せ
て

溶
接

部
に

き
裂

が
生

じ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

1
9
9

2
0
1
0

-
1
9
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

窒
素

C
E
に

付
属

す
る

加
圧

蒸
発

器
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
7
/
1
5

福
島

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

電
気

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

蒸
発

器

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

7
月

1
5
日

に
事

業
所

内
で

、
窒

素
ガ

ス
製

造
設

備
の

定
期

点
検

中
に

事
前

検
査

（
気

密
試

験
）
を

実
施

し
た

際
、

液
化

窒
素

C
E
に

付
属

す
る

加
圧

蒸
発

器
の

溶
接

部
2
箇

所
よ

り
、

微
量

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

長
期

間
の

使
用

に
よ

る
溶

接
部

の
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

2
0
0

2
0
1
0

-
2
0
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

内
で

車
両

の
誤

発
進

に
よ

る
カ

プ
ラ

の
作

動
2
0
1
0
/
7
/
2
8

静
岡

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

カ
プ

ラ

＜
充

填
中

＞
＜

認
知

確
認

ミ
ス

＞
無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

内
で

、
伝

票
発

行
機

が
故

障
し

た
た

め
、

従
業

員
が

手
書

き
伝

票
を

発
行

し
て

対
応

し
て

い
た

。
車

両
2
台

が
同

時
に

充
て

ん
を

完
了

し
た

際
、

う
ち

1
台

の
充

て
ん

カ
プ

ラ
ー

を
接

続
し

た
ま

ま
手

書
き

伝
票

を
運

転
手

に
手

渡
し

た
た

め
、

充
て

ん
作

業
が

完
了

し
た

も
の

と
思

い
込

ん
だ

運
転

手
が

車
両

を
発

進
さ

せ
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

充
て

ん
ホ

ー
ス

が
破

損
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

内
の

残
ガ

ス
（
約

0
.2

L
）
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

従
業

員
に

対
す

る
通

常
、

及
び

非
定

常
状

態
に

お
け

る
充

て
ん

作
業

方
法

に
つ

い
て

の
教

育
が

不
足

し
て

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

従
業

員
と

運
転

手
の

意
思

の
疎

通
が

不
足

し
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
ガ

ス
充

て
ん

作
業

中
は

、
車

両
の

キ
ー

を
預

か
り

、
車

両
の

前
に

「
作

業
中

」
と

表
示

さ
れ

た
パ

イ
ロ

ン
を

設
置

し
て

誤
発

進
を

防
ぐ

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
通

常
の

充
て

ん
作

業
、

及
び

非
定

常
状

態
で

の
充

て
ん

作
業

に
つ

い
て

、
従

業
員

に
再

教
育

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
0
1

2
0
1
0

-
2
1
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

反
応

器
の

出
口

配
管

ド
レ

ン
ノ

ズ
ル

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
1
4

千
葉

県
0

0
0

0
水

素
、

油
漏

洩
等

一
般

化
学

反
応

器
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

事
業

所
内

で
、

製
油

部
の

運
転

員
が

第
2
潤

滑
油

水
素

化
精

製
装

置
の

反
応

器
(F

C
-
1
3
1
)の

周
り

を
定

期
巡

視
中

、
8
時

5
0
分

に
反

応
器

の
出

口
配

管
付

近
か

ら
油

滴
が

落
ち

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
保

温
材

を
解

体
し

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

反
応

器
の

出
口

配
管

の
ド

レ
ン

ノ
ズ

ル
か

ら
、

ガ
ス

化
し

た
油

と
水

素
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
1
1
時

3
3
分

に
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

を
開

始
し

、
1
8
時

3
0

分
に

系
内

窒
素

置
換

を
完

了
し

た
。

漏
え

い
箇

所
は

、
反

応
器

(F
C

-
1
3
1
)の

出
口

配
管

に
設

置
さ

れ
た

、
三

方
弁

の
バ

イ
パ

ス
ル

ー
ト

の
出

口
近

傍
の

ド
レ

ン
ノ

ズ
ル

で
、

2
箇

所
の

割
れ

が
発

生
し

て
い

た
。

な
お

、
人

的
、

物
的

被
害

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

ド
レ

ン
ノ

ズ
ル

の
塩

化
物

応
力

腐
食

割
れ

と
推

定
さ

れ
る

。

－79－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
0
2

2
0
1
0

-
1
9
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
蒸

発
器

の
気

密
試

験
中

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
1
7

福
島

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

一
般

化
学

蒸
発

器
＜

定
修

中
＞

（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

事
業

所
内

で
、

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
蒸

発
器

の
開

放
検

査
を

行
う

た
め

、
8
月

4
日

に
系

内
の

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
を

窒
素

に
置

換
し

て
気

密
試

験
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
漏

え
い

は
無

か
っ

た
。

開
放

検
査

を
実

施
し

、
8
月

1
7
日

に
設

備
を

復
旧

す
る

た
め

気
密

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
蒸

発
器

下
部

ブ
ロ

ー
ノ

ズ
ル

か
ら

ガ
ス

が
噴

出
し

た
。

8
月

4
日

に
、

ガ
ス

を
ア

ン
モ

ニ
ア

か
ら

窒
素

に
置

換
し

て
あ

る
の

で
漏

え
い

し
た

ガ
ス

は
窒

素
で

あ
り

被
害

等
は

な
か

っ
た

。
ブ

ロ
ー

ノ
ズ

ル
は

、
常

に
保

温
材

が
巻

か
れ

て
お

り
、

外
部

目
視

が
で

き
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

当
該

設
備

の
同

一
系

統
の

他
部

で
定

点
を

定
め

て
肉

厚
測

定
を

実
施

し
て

い
た

が
、

保
温

材
で

巻
い

て
あ

る
部

位
に

つ
い

て
は

非
破

壊
検

査
は

未
実

施
で

あ
っ

た
。

そ
の

た
め

、
外

部
腐

食
に

よ
る

減
肉

の
発

見
が

で
き

な
か

っ
た

。

2
0
3

2
0
1
0

-
2
1
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

食
品

製
造

設
備

の
配

管
か

ら
水

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
0

静
岡

県
0

0
0

0
水

素
漏

洩
等

食
品

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

で
、

食
品

原
料

を
仕

込
槽

か
ら

反
応

器
へ

送
る

仕
込

ラ
イ

ン
の

脈
動

が
大

き
か

っ
た

た
め

､仕
込

ラ
イ

ン
に

設
置

さ
れ

た
仕

込
ポ

ン
プ

の
ノ

イ
ズ

ダ
ン

パ
ー

に
水

素
ガ

ス
を

供
給

し
て

安
定

化
を

試
み

た
と

こ
ろ

､ノ
イ

ズ
ダ

ン
パ

ー
上

部
の

水
素

配
管

か
ら

水
素

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

の
を

目
視

で
確

認
し

た
た

め
、

手
動

で
設

備
を

停
止

し
、

系
内

を
窒

素
ガ

ス
置

換
し

た
。

原
因

は
、

設
備

の
設

置
か

ら
3
0
年

以
上

が
経

過
し

て
お

り
、

経
年

劣
化

が
進

行
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
仕

込
み

ラ
イ

ン
の

配
管

の
固

定
が

簡
素

で
あ

り
、

脈
動

に
よ

っ
て

漏
え

い
箇

所
に

割
れ

が
生

じ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
定

期
自

主
検

査
時

の
外

見
検

査
を

強
化

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
配

管
の

サ
ポ

ー
ト

を
補

強
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
0
4

2
0
1
0

-
2
1
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

消
防

設
備

の
保

守
点

検
中

の
二

酸
化

炭
素

漏
え

い
2
0
1
0
/
8
/
2
3

東
京

都
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他

消
火

設
備

、
弁

、
容

器
本

体

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
誤

操
作

＞
無

事
業

所
内

で
、

消
防

設
備

保
守

点
検

業
者

が
､二

酸
化

炭
素

消
火

設
備

の
保

守
点

検
を

実
施

し
た

際
に

､誤
操

作
で

二
酸

化
炭

素
4
5
kg

容
器

1
7
本

中
1
6
本

を
発

電
機

室
内

に
放

出
さ

せ
て

し
ま

っ
た

。
作

業
員

は
発

電
機

室
内

に
お

ら
ず

､人
的

被
害

は
な

か
っ

た
。

そ
の

後
す

ぐ
に

発
電

機
室

内
を

立
ち

入
り

禁
止

と
し

､排
気

フ
ァ

ン
に

よ
り

強
制

排
気

を
行

い
､消

防
署

に
連

絡
を

し
た

。
原

因
は

、
二

酸
化

炭
素

消
火

設
備

の
手

動
モ

ー
ド

に
よ

る
機

能
確

認
試

験
を

実
施

す
る

前
に

､貯
蔵

容
器

ソ
レ

ノ
イ

ド
(電

磁
開

閉
装

置
)2

個
の

う
ち

、
1
個

を
取

り
外

し
忘

れ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

｡こ
れ

に
よ

り
､起

動
確

認
試

験
時

に
二

酸
化

炭
素

が
放

出
さ

れ
た

。
今

後
は

、
作

業
手

順
の

書
面

記
載

、
作

業
前

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
作

業
手

順
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
作

成
と

活
用

、
2
人

で
の

操
作

手
順

の
確

認
の

徹
底

を
行

う
こ

と
と

す
る

。

2
0
5

2
0
1
0

-
2
2
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

配
管

溶
接

部
2

箇
所

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
5

山
梨

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
に

設
置

さ
れ

て
い

る
窒

素
C

E
(2

基
)の

定
期

自
主

検
査

中
に

、
配

管
、

継
手

部
等

を
漏

え
い

検
知

液
に

よ
る

確
認

を
行

っ
た

際
、

A
貯

槽
で

は
自

動
放

出
弁

の
入

口
配

管
溶

接
部

、
B

貯
槽

で
は

蒸
発

器
の

出
口

配
管

溶
接

部
よ

り
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
な

お
、

漏
え

い
量

は
極

微
量

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

り
、

溶
接

部
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

2
0
6

2
0
1
0

-
2
2
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

気
化

器
コ

イ
ル

か
ら

の
炭

酸
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
5

千
葉

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
気

化
器

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
劣

化
＞

無

事
業

所
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

C
E
設

備
で

、
社

員
が

昼
間

点
検

時
に

、
気

化
器

よ
り

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

、
気

化
器

内
部

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
水

槽
が

凍
結

し
配

管
が

破
裂

し
て

い
た

た
め

、
送

ガ
ス

を
停

止
し

た
。

原
因

は
、

腐
食

箇
所

が
コ

イ
ル

の
底

部
、

管
の

下
側

に
集

中
し

、
破

裂
部

分
も

最
も

底
部

で
あ

っ
た

こ
と

、
ま

た
腐

食
の

仕
方

が
ク

レ
ー

タ
状

に
な

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
電

食
が

発
生

し
局

部
腐

食
を

起
こ

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
電

食
は

、
気

化
器

コ
イ

ル
の

材
質

が
銅

、
水

槽
及

び
水

槽
内

サ
ポ

ー
ト

は
S
U

S
材

で
あ

っ
た

た
め

、
異

種
金

属
が

接
触

し
た

状
態

で
経

年
使

用
、

及
び

水
質

の
状

態
に

よ
り

気
化

器
ヒ

ー
タ

ー
よ

り
発

生
す

る
極

微
量

の
電

流
、

ま
た

は
他

の
電

流
の

流
入

に
よ

る
も

の
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

2
0
7

2
0
1
0

-
2
6
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

充
て

ん
ラ

イ
ン

の
ブ

ロ
ー

弁
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
5

神
奈

川
県

0
0

0
0

窒
素

漏
洩

等
一

般
化

学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無
事

業
所

内
で

、
ロ

ー
リ

ー
か

ら
C

E
設

備
へ

液
化

窒
素

を
充

て
ん

中
、

充
て

ん
ラ

イ
ン

の
ブ

ロ
ー

バ
ル

ブ
1
次

側
の

配
管

溶
接

部
か

ら
、

ご
く
微

量
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
ブ

ロ
ー

バ
ル

ブ
の

開
閉

操
作

に
よ

る
疲

労
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
0
8

2
0
1
0

-
2
2
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

低
温

液
化

炭
酸

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
7

千
葉

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

充
填

所
容

器
本

体
＜

そ
の

他
＞

（
保

管
中

）

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

8
月

2
7
日

、
5
時

1
0
分

頃
、

充
て

ん
所

の
前

を
通

り
か

か
っ

た
通

行
人

が
、

構
内

の
容

器
か

ら
白

煙
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

、
1
1
0
番

通
報

し
た

。
5
時

2
0
分

頃
、

近
く
の

交
番

の
警

察
が

出
動

し
、

現
場

を
確

認
、

同
時

に
消

防
署

へ
連

絡
し

消
防

車
1
台

が
到

着
し

た
。

警
察

が
現

場
へ

到
着

し
た

時
、

L
G

C
(低

温
液

化
容

器
)か

ら
の

ガ
ス

漏
れ

を
発

見
し

、
漏

れ
箇

所
に

付
属

し
て

い
る

バ
ル

ブ
(液

取
出

弁
)を

閉
め

、
漏

え
い

を
止

め
た

。
漏

え
い

量
は

、
約

3
0
～

4
0
kg

で
あ

っ
た

。
昨

日
1
1
時

頃
に

充
て

ん
し

た
L
G

C
容

器
の

内
の

１
本

が
、

バ
ル

ブ
の

締
付

け
不

足
に

よ
り

ガ
ス

漏
れ

を
起

こ
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

L
G

C
容

器
は

バ
ル

ブ
が

3
個

(均
圧

弁
、

液
取

出
し

弁
、

放
出

弁
)付

属
し

て
お

り
、

こ
の

内
、

液
取

出
し

弁
か

ら
漏

れ
が

発
生

し
た

。
充

て
ん

は
、

均
圧

弁
か

ら
行

い
同

バ
ル

ブ
、

及
び

他
の

2
個

の
バ

ル
ブ

に
つ

い
て

も
締

め
付

け
を

確
認

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
そ

れ
を

怠
っ

た
こ

と
が

原
因

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
L
G

C
容

器
の

充
て

ん
終

了
後

は
、

ガ
ス

漏
え

い
検

査
と

附
属

し
て

い
る

3
箇

所
の

バ
ル

ブ
の

締
め

付
け

が
、

充
分

で
あ

る
か

の
確

認
を

徹
底

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
0
9

2
0
1
0

-
3
3
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

水
素

カ
ー

ド
ル

に
接

続
し

た
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
3
0

長
野

県
0

0
0

0
水

素
漏

洩
等

機
械

容
器

本
体

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

8
月

3
0
日

1
3
時

0
0
分

頃
、

事
業

所
内

で
カ

ー
ド

ル
容

器
を

交
換

し
た

後
、

自
主

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

微
少

な
圧

力
低

下
を

確
認

し
た

。
気

密
検

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
3
つ

あ
る

カ
ー

ド
ル

の
一

つ
に

接
続

し
た

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

一
部

で
微

少
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

カ
ー

ド
ル

交
換

時
の

不
具

合
の

た
め

、
当

初
事

故
と

の
認

識
が

な
く
、

1
1
月

1
6
日

に
管

理
会

社
か

ら
県

現
地

機
関

へ
報

告
が

あ
っ

た
。

原
因

は
、

老
朽

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

今
回

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

は
、

1
0
年

以
上

使
用

さ
れ

て
い

た
が

、
2
週

間
前

の
定

期
検

査
で

は
異

常
が

な
か

っ
た

た
め

、
使

用
を

継
続

し
て

い
た

。

2
1
0

2
0
1
0

-
2
4
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

脱
脂

高
圧

焼
結

炉
か

ら
の

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
2

岐
阜

県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン
漏

洩
等

機
械

炉
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

9
月

2
日

1
7
時

0
0
分

頃
に

、
事

業
所

の
従

業
員

が
、

高
圧

炉
の

安
全

弁
よ

り
、

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
装

置
を

停
止

し
、

漏
え

い
は

止
ま

っ
た

。
漏

え
い

量
は

不
明

で
あ

り
、

人
的

、
物

的
被

害
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
事

故
発

生
前

日
に

記
録

計
を

取
り

付
け

た
こ

と
に

よ
り

圧
力

信
号

発
信

器
か

ら
見

た
負

荷
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

が
増

加
し

た
た

め
、

高
い

出
力

電
流

の
領

域
(高

圧
領

域
)で

電
流

信
号

の
減

衰
が

起
こ

り
、

真
値

よ
り

低
い

圧
力

を
示

し
た

。
こ

の
た

め
、

所
定

圧
力

5
.9

0
M

P
aま

で
加

圧
す

る
自

動
制

御
の

過
程

に
お

い
て

、
実

際
の

圧
力

が
5
.9

0
M

P
aを

超
え

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
電

気
的

に
は

所
定

圧
力

に
ま

だ
達

し
て

い
な

い
こ

と
に

な
り

、
ガ

ス
導

入
が

停
止

せ
ず

、
ま

た
ガ

ス
放

散
弁

も
開

か
な

か
っ

た
た

め
、

炉
内

圧
が

安
全

弁
作

動
圧

6
.2

8
M

P
aに

達
し

た
た

め
で

あ
っ

た
。

2
1
1

2
0
1
0

-
2
6
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

配
管

ろ
う

付
部

か
ら

の
酸

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
8

栃
木

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

販
売

店

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
継

手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

平
成

2
2
年

9
月

8
日

1
7
時

頃
、

事
業

所
内

で
、

液
化

酸
素

C
E
の

定
期

自
主

検
査

を
実

施
中

に
、

配
管

の
ろ

う
付

け
部

か
ら

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

通
常

運
転

中
で

は
、

低
温

の
液

化
酸

素
が

流
れ

て
い

る
た

め
配

管
は

凍
結

し
て

お
り

、
日

常
点

検
で

は
漏

え
い

を
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
設

置
か

ら
2
0
年

以
上

経
過

し
て

い
た

た
め

、
配

管
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
1
2

2
0
1
0

-
2
4
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
か

ら
の

天
然

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
9
/
9

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

カ
プ

ラ

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無
ス

タ
ン

ド
で

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

か
ら

天
然

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

内
部

の
O

リ
ン

グ
が

劣
化

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

2
1
3

2
0
1
0

-
2
3
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

液
供

給
枝

管
取

出
し

部
の

フ
ラ

ン
ジ

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
1
1

秋
田

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

電
気

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
継

手

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

半
導

体
工

場
内

で
、

N
2
液

供
給

枝
管

の
取

出
し

口
付

近
の

フ
ラ

ン
ジ

部
よ

り
、

微
少

な
ガ

ス
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
、

元
弁

を
閉

止
し

、
パ

ー
ジ

後
に

分
解

し
た

と
こ

ろ
、

内
部

パ
ッ

キ
ン

に
き

裂
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
パ

ッ
キ

ン
の

き
裂

部
内

側
に

汚
れ

が
付

着
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

以
前

か
ら

発
生

し
て

い
た

き
裂

が
、

温
度

変
化

に
よ

り
収

縮
と

膨
張

を
繰

り
返

す
熱

サ
イ

ク
ル

に
よ

り
成

長
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
施

工
後

の
配

管
ス

ト
レ

ス
等

に
よ

り
微

少
な

き
裂

が
発

生
し

、
そ

の
後

進
行

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
1
4

2
0
1
0

-
2
4
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

L
N

G
気

化
器

の
コ

イ
ル

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
1
2

島
根

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

窯
業

気
化

器
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

無

9
月

1
2
日

、
事

業
所

内
の

L
N

G
製

造
施

設
で

、
気

化
器

側
の

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
が

作
動

し
た

た
め

、
関

係
事

業
者

等
で

調
査

し
た

。
気

化
器

は
2
つ

あ
り

、
調

査
の

結
果

、
N

0
.2

の
コ

イ
ル

溶
接

部
分

よ
り

漏
え

い
が

生
じ

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

メ
ー

カ
ー

で
検

査
及

び
補

修
を

受
け

､現
在

は
復

旧
し

て
い

る
。

原
因

は
、

溶
接

部
に

熱
疲

労
に

よ
る

割
れ

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

温
水

温
度

を
低

下
さ

せ
て

、
熱

応
力

を
緩

和
さ

せ
る

こ
と

と
し

た
。

2
1
5

2
0
1
0

-
2
6
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

受
入

れ
弁

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
1
3

愛
知

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

窯
業

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
弁

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

9
月

1
3
日

1
1
時

頃
、

事
業

所
内

の
液

化
酸

素
C

E
の

定
期

自
主

検
査

で
、

気
密

検
査

を
実

施
し

て
い

る
際

、
受

入
配

管
の

バ
ル

ブ
の

溶
接

部
か

ら
微

小
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

直
ち

に
、

上
流

側
、

及
び

下
流

側
の

弁
を

閉
止

し
漏

え
い

を
止

め
た

。
1
1
月

1
日

1
6
時

頃
、

県
に

報
告

し
て

事
故

と
認

識
し

た
。

原
因

は
、

溶
接

部
の

経
年

劣
化

、
及

び
配

管
に

付
着

し
た

霜
を

取
る

際
の

木
槌

の
衝

撃
の

影
響

に
よ

り
、

微
小

欠
陥

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

2
1
6

2
0
1
0

-
2
6
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

充
て

ん
ラ

イ
ン

の
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
1
4

福
島

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
充

填
中

＞
＜

劣
化

＞
無

事
業

所
内

の
液

化
窒

素
C

E
で

、
充

て
ん

中
、

充
て

ん
口

か
ら

貯
槽

の
間

に
取

り
付

け
ら

れ
た

ブ
ロ

ー
弁

へ
の

チ
ー

ズ
溶

接
部

か
ら

、
微

少
な

リ
ー

ク
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

設
置

か
ら

1
2
年

経
過

し
て

お
り

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

2
1
7

2
0
1
0

-
2
7
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

L
N

G
サ

テ
ラ

イ
ト

の
弁

パ
ッ

キ
ン

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
1
7

静
岡

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他 （
医

療
品

製 造
）

継
手

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

ロ
ー

リ
ー

か
ら

、
事

業
所

内
の

L
N

G
サ

テ
ラ

イ
ト

に
L
N

G
を

充
て

ん
し

た
際

、
ガ

ス
ラ

イ
ン

の
切

り
替

え
バ

ル
ブ

を
閉

め
忘

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

B
O

G
ラ

イ
ン

(貯
槽

内
で

気
化

し
て

発
生

し
た

ガ
ス

を
、

後
段

に
逃

が
す

ラ
イ

ン
)に

低
温

の
液

化
ガ

ス
が

流
入

し
、

こ
の

ラ
イ

ン
に

設
置

さ
れ

た
バ

ル
ブ

の
パ

ッ
キ

ン
が

熱
収

縮
し

た
こ

と
に

よ
り

、
L
N

G
約

3
0
0
kg

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
切

り
替

え
バ

ル
ブ

を
閉

め
忘

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

通
常

気
相

し
か

流
れ

な
い

B
O

G
ラ

イ
ン

に
低

温
の

液
化

ガ
ス

が
流

入
し

、
B

O
G

ラ
イ

ン
の

バ
ル

ブ
パ

ッ
キ

ン
が

熱
収

縮
し

、
バ

ル
ブ

に
間

隙
が

生
じ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

2
1
8

2
0
1
0

-
3
0
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

L
N

G
気

化
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
2
1

埼
玉

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ご
み

処
理

施
設

気
化

器
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
劣

化
＞

無

廃
棄

物
処

理
設

備
内

の
L
N

G
気

化
器

付
近

で
、

ガ
ス

検
知

が
作

動
し

た
た

め
、

気
化

器
を

停
止

し
、

製
作

メ
ー

カ
ー

の
工

場
で

検
査

し
た

と
こ

ろ
、

L
N

G
入

口
付

近
の

溶
接

部
か

ら
微

少
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

気
化

器
能

力
の

3
分

1
程

度
の

低
負

荷
運

転
を

実
施

し
て

い
た

た
め

、
2
層

流
を

伴
う

L
N

G
/
N

G
混

合
ガ

ス
部

が
気

化
器

溶
接

部
に

か
か

り
、

管
方

向
の

過
剰

な
温

度
差

等
に

よ
っ

て
、

熱
応

力
が

発
生

し
割

れ
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
溶

接
部

に
保

温
を

行
い

、
熱

変
形

が
お

き
に

く
い

構
造

と
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
1
9

2
0
1
0

-
2
9
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

充
て

ん
所

の
配

管
サ

ポ
ー

ト
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
2
5

福
岡

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

漏
洩

等
充

填
所

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

ア
セ

チ
レ

ン
の

充
て

ん
所

で
、

充
て

ん
中

容
器

の
ガ

ス
漏

え
い

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
し

て
い

る
際

、
シ

ュ
ー

と
い

う
音

が
し

た
の

で
、

充
て

ん
場

の
充

て
ん

主
管

の
N

O
.1

0
充

て
ん

枝
管

に
石

鹸
水

を
か

け
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
。

な
お

、
漏

え
い

箇
所

は
、

架
台

の
上

の
位

置
で

、
腐

食
の

た
め

昨
年

防
水

テ
ー

プ
を

巻
い

た
個

所
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

昨
年

、
金

属
間

接
触

防
止

の
た

め
に

充
て

ん
主

管
に

防
水

テ
ー

プ
を

巻
い

た
が

、
そ

の
際

の
錆

落
と

し
に

よ
る

肉
厚

減
少

、
及

び
防

水
テ

ー
プ

と
の

隙
間

に
散

水
時

の
水

が
た

ま
っ

て
さ

ら
に

腐
食

が
進

行
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

2
2
0

2
0
1
0

-
2
7
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

送
ガ

ス
蒸

発
器

の
コ

イ
ル

か
ら

炭
酸

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
2
7

栃
木

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

自
動

車

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

蒸
発

器

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
劣

化
＞

無

平
成

2
2
年

9
月

2
7
日

午
前

8
時

頃
、

液
化

炭
酸

C
E
の

製
造

開
始

時
点

検
に

お
い

て
、

送
ガ

ス
蒸

発
器

か
ら

異
音

が
し

た
。

ボ
コ

ボ
コ

と
い

う
音

だ
っ

た
た

め
、

温
水

槽
内

で
ガ

ス
が

抜
け

て
い

る
と

の
判

断
を

し
て

、
製

造
を

直
ち

に
中

止
し

た
。

コ
イ

ル
を

外
し

た
と

こ
ろ

、
コ

イ
ル

の
根

元
部

分
付

近
で

約
2
m

m
程

度
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
製

造
開

始
か

ら
2
0
年

以
上

経
過

し
て

お
り

、
経

年
劣

化
に

よ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
温

水
槽

の
材

質
が

S
U

S
3
0
4
、

コ
イ

ル
材

質
が

銅
(C

1
2
2
0
T
-
O

)を
使

用
し

て
お

り
、

永
年

使
用

す
る

と
コ

イ
ル

が
腐

食
し

や
す

い
環

境
に

あ
る

。
そ

の
た

め
、

鉄
の

ア
ン

グ
ル

の
切

れ
っ

ぱ
し

を
水

槽
内

に
い

れ
る

こ
と

で
、

コ
イ

ル
の

腐
食

を
防

ぐ
等

、
今

後
は

定
期

的
に

水
槽

内
の

水
の

交
換

を
実

施
し

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
3
年

に
1
度

の
コ

イ
ル

開
放

検
査

時
に

お
い

て
も

、
特

に
外

観
気

密
試

験
に

重
点

を
置

き
、

腐
食

の
有

無
、

進
行

度
を

観
察

し
、

状
況

に
よ

っ
て

は
早

期
交

換
し

て
い

く
こ

と
と

す
る

。

－82－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
2
1

2
0
1
0

-
2
7
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

三
岐

弁
の

継
手

部
か

ら
の

窒
素

が
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
2
8

宮
城

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

電
気

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

継
手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

9
月

2
8
日

午
後

3
時

に
、

液
化

窒
素

C
E
設

備
で

、
定

期
自

主
検

査
の

気
密

試
験

中
、

液
面

計
及

び
圧

力
計

へ
の

三
岐

弁
の

上
継

手
部

の
き

裂
部

か
ら

、
微

量
の

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
C

E
タ

ン
ク

本
体

か
ら

三
岐

弁
及

び
液

面
計

、
圧

力
計

へ
の

配
管

材
質

は
、

S
U

S
3
0
4
1
P

-
1
と

な
っ

て
お

り
、

配
管

と
三

岐
弁

の
接

続
は

、
ね

じ
込

み
方

式
に

て
接

続
さ

れ
て

い
た

。
原

因
は

、
設

置
後

2
5
年

が
経

過
し

て
お

り
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
き

裂
が

発
生

し
た

原
因

は
、

継
手

の
閉

め
す

ぎ
等

の
補

修
不

良
も

考
え

ら
れ

る
。

2
2
2

2
0
1
0

-
2
8
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

L
N

G
サ

テ
ラ

イ
ト

施
設

の
気

化
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
2
9

広
島

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

一
般

化
学

L
N

G
サ

テ
ラ

イ
ト

施
設

、
気

化
器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

9
月

2
9
日

0
時

3
0
分

頃
、

L
N

G
サ

テ
ラ

イ
ト

施
設

の
通

常
運

転
中

、
日

常
点

検
パ

ト
ロ

ー
ル

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

気
化

器
内

の
L
N

G
入

口
ヘ

ッ
ダ

ー
部

に
て

漏
え

い
を

検
知

し
た

。
検

知
後

直
ち

に
、

温
水

式
L
N

G
気

化
器

の
運

転
を

停
止

し
た

。
漏

え
い

箇
所

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
気

化
器

ヘ
ッ

ダ
ー

部
に

き
裂

を
発

見
し

た
。

な
お

、
き

裂
発

生
の

詳
細

原
因

に
つ

い
て

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

2
2
3

2
0
1
0

-
3
0
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

高
圧

試
験

設
備

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
2
9

千
葉

県
0

0
0

0
水

素
漏

洩
等

製
鉄

所
圧

力
計

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
無

9
月

2
8
日

1
6
時

4
2
分

、
事

業
所

内
の

高
圧

試
験

設
備

を
停

止
し

て
、

水
素

ガ
ス

の
元

弁
及

び
圧

力
計

前
後

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
。

翌
日

9
時

4
5
分

に
、

装
置

を
立

ち
上

げ
る

た
め

に
容

器
室

に
入

っ
た

と
こ

ろ
、

圧
力

計
の

ゲ
ー

ジ
前

面
の

ガ
ラ

ス
窓

が
破

損
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
圧

力
計

前
後

の
バ

ル
ブ

が
閉

じ
ら

て
い

る
こ

と
か

ら
、

配
管

内
に

残
留

し
て

い
た

水
素

が
圧

力
計

内
に

漏
え

い
し

て
ガ

ラ
ス

窓
を

破
損

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

圧
力

計
の

直
上

に
ガ

ス
検

知
器

が
設

置
し

て
あ

る
が

、
今

回
の

漏
え

い
で

は
作

動
し

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
こ

の
圧

力
計

は
約

3
2
年

使
用

し
て

お
り

、
長

期
使

用
に

よ
る

劣
化

等
か

ら
ブ

ル
ド

ン
管

溶
接

部
に

き
裂

が
発

生
し

て
、

ス
ロ

ー
リ

ー
ク

し
て

い
た

と
推

定
さ

れ
る

。
こ

の
結

果
、

圧
力

計
内

に
漏

え
い

し
て

い
た

水
素

が
溜

ま
り

、
ゲ

ー
ジ

前
面

の
ガ

ラ
ス

が
破

損
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

2
2
4

2
0
1
0

-
2
8
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

炭
酸

ガ
ス

製
造

設
備

の
蒸

発
器

コ
イ

ル
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
2

宮
城

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

食
品

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

蒸
発

器

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

2
日

午
前

7
時

、
事

業
所

内
の

炭
酸

ガ
ス

N
o
.2

気
化

器
で

、
2
ヵ

月
に

1
回

実
施

し
て

い
る

気
化

器
内

コ
イ

ル
の

漏
え

い
検

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

温
水

式
蒸

発
器

の
上

部
水

面
に

気
泡

を
発

見
し

た
。

同
日

午
後

1
時

に
設

備
を

停
止

し
、

翌
日

午
前

9
時

、
設

備
納

入
メ

ー
カ

ー
が

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

コ
イ

ル
の

下
部

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
経

過
年

数
が

9
年

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

製
作

時
の

溶
接

不
良

、
又

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
2
5

2
0
1
0

-
3
0
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
N

G
ス

タ
ン

ド
内

の
熱

交
換

器
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
0
/
2

埼
玉

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

熱
交

換
器

＜
停

止
中

＞
＜

劣
化

＞
（
疲

労
）

無

C
N

G
ス

タ
ン

ド
の

始
業

点
検

時
に

、
圧

縮
機

の
ケ

ー
シ

ン
グ

内
で

ガ
ス

着
臭

剤
の

臭
気

が
し

た
た

め
、

機
器

製
造

事
業

者
に

連
絡

を
し

て
確

認
を

し
た

と
こ

ろ
、

1
段

目
熱

交
換

器
か

ら
の

微
少

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
圧

縮
機

の
振

動
の

繰
返

加
重

が
熱

交
換

器
の

配
管

接
続

部
に

か
か

り
、

疲
労

破
壊

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

2
2
6

2
0
1
0

-
3
0
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

A
O

D
炉

の
ス

イ
ベ

ル
ジ

ョ
イ

ン
ト

か
ら

酸
素

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
0
/
4

埼
玉

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

そ
の

他 （
金

属
加

工
）

炉
、

ス
イ

ベ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
摩

耗
）

無
A

O
D

炉
(脱

炭
設

備
)で

ガ
ス

漏
れ

音
に

気
が

つ
き

、
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
酸

素
ガ

ス
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
ス

イ
ベ

ル
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

2
2
7

2
0
1
0

-
3
1
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

蒸
発

器
行

き
の

配
管

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
0
/
8

大
阪

府
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

鉄
工

所

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無
事

業
所

内
の

液
化

窒
素

C
E
で

、
C

E
と

蒸
発

器
の

間
の

配
管

溶
接

部
か

ら
、

微
量

の
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
る

疲
労

と
推

定
さ

れ
る

。

2
2
8

2
0
1
0

-
3
0
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

炭
酸

ガ
ス

製
造

設
備

の
気

化
器

入
口

配
管

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
2

群
馬

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

食
品

液
化

炭
酸

ガ
ス

製
造

設
備

、
気

化
器

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

炭
酸

ガ
ス

供
給

設
備

の
気

化
器

開
放

検
査

(気
密

検
査

)で
、

気
化

器
入

口
配

管
の

ノ
ズ

ル
部

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

を
発

見
し

た
。

日
常

点
検

で
は

、
3
回

/
日

の
巡

回
点

検
の

中
で

漏
え

い
状

況
の

確
認

を
行

っ
て

い
る

が
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
見

さ
れ

た
部

位
は

、
液

化
炭

酸
ガ

ス
の

ラ
イ

ン
で

あ
り

保
温

材
内

部
で

あ
っ

た
た

め
、

日
常

点
検

で
は

発
見

が
出

来
な

い
箇

所
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

配
管

表
面

の
結

露
に

よ
る

外
面

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
2
9

2
0
1
0

-
3
5
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

の
保

安
検

査
中

、
配

管
く
い

込
み

継
手

か
ら

の
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
4

山
梨

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

ス
タ

ン
ド

で
、

指
定

保
安

検
査

機
関

に
よ

る
保

安
検

査
、

及
び

定
期

自
主

検
査

を
実

施
し

て
い

る
際

、
2
号

設
備

の
ラ

イ
ン

ブ
ロ

ッ
ク

パ
ー

ジ
作

業
後

、
2
号

設
備

の
気

密
試

験
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
蓄

ガ
ス

器
の

配
管

く
い

込
み

継
手

部
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

量
は

、
極

微
量

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
ネ

ジ
部

の
シ

ー
ル

が
劣

化
し

た
た

め
推

定
さ

れ
る

。

2
3
0

2
0
1
0

-
3
1
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

弁
ボ

ン
ネ

ッ
ト

部
及

び
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
2
0

滋
賀

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

平
成

2
2
年

1
0
月

2
0
日

、
C

E
設

備
の

保
安

検
査

を
受

検
し

た
と

こ
ろ

、
液

化
炭

酸
ガ

ス
C

E
貯

槽
の

液
体

取
り

出
し

弁
(C

E
貯

槽
第

一
弁

)の
ボ

ン
ネ

ッ
ト

部
、

グ
ラ

ン
ド

部
、

及
び

バ
ラ

ン
ス

弁
(C

E
貯

槽
第

一
弁

)の
グ

ラ
ン

ド
部

よ
り

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

見
さ

れ
た

(微
少

漏
れ

)。
漏

え
い

箇
所

が
貯

槽
第

一
弁

で
あ

る
こ

と
、

貯
槽

に
は

液
化

炭
酸

ガ
ス

が
残

存
し

て
い

た
こ

と
に

よ
り

、
増

し
締

め
等

の
措

置
を

実
施

せ
ず

、
後

日
、

液
化

ガ
ス

を
抜

き
取

り
後

、
確

認
、

処
置

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
通

常
運

転
時

は
､こ

の
弁

の
漏

え
い

箇
所

は
凍

結
し

て
お

り
、

日
常

点
検

で
の

漏
え

い
が

発
見

し
づ

ら
く
､運

転
停

止
中

の
保

安
検

査
時

に
発

見
さ

れ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
原

因
は

、
グ

ラ
ン

ド
、

及
び

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

経
年

劣
化

に
よ

る
気

密
性

能
の

低
下

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
こ

の
ガ

ス
ケ

ッ
ト

は
、

設
備

設
置

後
、

1
度

も
交

換
し

て
い

な
か

っ
た

。

2
3
1

2
0
1
0

-
3
2
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

天
然

ガ
ス

充
て

ん
設

備
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
0
/
2
2

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

無

ス
タ

ン
ド

内
の

圧
縮

機
の

整
備

完
了

後
、

試
運

転
を

し
た

と
こ

ろ
ガ

ス
圧

縮
機

内
で

若
干

の
ガ

ス
臭

気
が

し
た

(整
備

前
ま

で
は

ガ
ス

臭
気

な
し

)。
点

検
を

お
こ

な
っ

た
結

果
、

圧
縮

機
吐

出
か

ら
蓄

ガ
ス

器
間

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

の
か

し
め

部
分

よ
り

少
量

な
ガ

ス
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ホ

ー
ス

か
し

め
部

の
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

2
3
2

2
0
1
0

-
3
0
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
製

造
施

設
の

バ
ル

ブ
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
2
8

千
葉

県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
洩

等
電

気
弁

、
グ

ラ
ン

ド

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

平
成

2
2
年

1
0
月

2
8
日

4
時

3
0
分

、
事

業
所

内
の

作
業

員
が

、
パ

ト
ロ

ー
ル

中
に

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
製

造
施

設
周

り
で

異
臭

に
気

付
い

た
。

4
時

4
5
分

、
漏

え
い

箇
所

が
、

ア
ン

モ
ニ

ア
貯

槽
の

出
口

遮
断

弁
の

グ
ラ

ン
ド

部
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

直
ち

に
こ

の
遮

断
弁

を
閉

止
し

、
拡

散
防

止
の

た
め

貯
槽

に
散

水
を

実
施

し
た

。
そ

の
後

、
遮

断
弁

の
前

後
手

動
弁

を
閉

止
し

、
漏

え
い

は
止

ま
っ

た
。

原
因

は
、

前
回

の
定

期
自

主
検

査
時

に
、

こ
の

遮
断

弁
の

分
解

点
検

を
行

っ
た

が
、

そ
の

際
メ

ー
カ

ー
推

奨
以

外
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
を

使
用

し
て

い
た

。
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
サ

イ
ズ

は
同

じ
で

あ
っ

た
が

、
シ

ー
ル

部
構

造
が

異
な

っ
て

い
た

た
め

に
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
3
3

2
0
1
0

-
3
3
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

H
IP

装
置

の
上

蓋
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
3
1

神
奈

川
県

0
0

0
0

窒
素

漏
洩

等
一

般
化

学
H

IP
装

置
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
製

作
不

良
＞

無

1
0
月

3
1
日

1
5
時

2
0
分

頃
、

H
IP

装
置

(熱
間

等
方

圧
加

圧
装

置
)の

運
転

を
開

始
し

た
。

1
7
時

2
0
分

に
加

温
に

よ
る

昇
圧

工
程

に
入

り
、

1
7
時

5
0
分

頃
加

温
に

よ
る

昇
圧

が
通

常
に

比
べ

て
低

い
の

に
気

づ
い

た
。

2
0
時

2
0
分

頃
、

H
IP

上
蓋

に
酸

素
濃

度
が

低
い

箇
所

を
発

見
し

た
。

(H
IP

上
蓋

接
合

部
を

携
帯

型
酸

素
濃

度
計

で
確

認
し

た
。

)1
1
月

1
日

1
時

2
0
分

、
加

温
に

よ
る

昇
圧

作
業

を
中

止
(運

転
停

止
)

し
、

2
時

5
0
分

頃
再

度
ガ

ス
漏

れ
チ

ェ
ッ

ク
を

行
っ

た
と

こ
ろ

同
一

箇
所

か
ら

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
1
月

9
日

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
分

解
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

上
蓋

内
の

O
リ

ン
グ

押
え

固
定

用
ボ

ル
ト

(M
1
6
×

1
4
)が

1
6
本

の
内

2
本

が
切

断
、

他
の

1
4
本

が
緩

ん
で

い
た

。
ま

た
、

O
リ

ン
グ

が
や

や
膨

張
し

、
断

面
が

四
角

く
変

形
し

、
一

部
が

内
周

側
に

喰
わ

れ
た

跡
が

目
視

さ
れ

た
。

O
リ

ン
グ

押
え

は
、

ボ
ル

ト
が

切
断

さ
れ

た
箇

所
が

変
形

し
、

上
蓋

と
O

リ
ン

グ
押

え
の

間
に

O
リ

ン
グ

の
破

片
が

挟
ま

っ
て

い
た

。
こ

の
装

置
は

、
平

成
2
2
年

9
月

に
自

社
で

上
蓋

の
O

リ
ン

グ
の

交
換

を
実

施
し

て
か

ら
、

1
9
バ

ッ
チ

目
の

運
転

で
あ

っ
た

。
こ

の
装

置
の

運
転

状
況

で
は

、
O

リ
ン

グ
は

超
高

圧
下

で
は

内
部

に
浸

透
し

た
ガ

ス
が

減
圧

時
に

膨
張

し
、

O
リ

ン
グ

を
膨

ら
ま

せ
る

現
象

が
あ

る
。

今
回

の
ガ

ス
漏

れ
は

、
O

リ
ン

グ
押

え
の

ボ
ル

ト
が

緩
み

、
上

蓋
と

O
リ

ン
グ

押
え

と
の

間
に

隙
間

が
生

じ
て

い
た

と
推

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
減

圧
時

に
膨

れ
た

O
リ

ン
グ

が
隙

間
に

は
み

出
し

、
隙

間
に

喰
わ

れ
た

た
め

、
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
O

リ
ン

グ
押

え
ボ

ル
ト

が
緩

ん
で

い
た

原
因

に
つ

い
て

は
、

①
O

リ
ン

グ
交

換
時

の
ボ

ル
ト

の
締

め
付

け
が

弱
か

っ
た

、
②

設
備

の
運

転
で

加
圧

減
圧

の
繰

返
し

に
伴

う
、

O
リ

ン
グ

の
膨

張
と

縮
小

に
よ

る
ボ

ル
ト

の
緩

み
、

が
考

え
ら

れ
る

が
、

分
解

点
検

時
の

状
況

、
及

び
残

っ
た

O
リ

ン
グ

押
え

の
ボ

ル
ト

に
伸

び
が

所
見

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

推
定

し
、

①
の

可
能

性
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
O

リ
ン

グ
交

換
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
を

検
討

す
る

。

2
3
4

2
0
1
0

-
3
6
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

安
全

弁
取

付
部

の
ろ

う
付

け
箇

所
か

ら
窒

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
1

埼
玉

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

電
気

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

、
ろ

う
付

け

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無
1
1
月

1
日

1
3
時

3
0
分

頃
、

液
化

窒
素

貯
槽

の
日

常
点

検
時

、
点

検
者

が
安

全
弁

取
付

け
配

管
の

ろ
う

付
け

部
か

ら
、

窒
素

が
漏

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

ろ
う

付
け

不
良

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
3
5

2
0
1
0

-
3
2
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

ホ
ー

ス
か

ら
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
9

福
岡

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー

＜
通

常
運

転
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

1
1
月

9
日

8
時

3
分

頃
、

ス
タ

ン
ド

内
で

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

ホ
ー

ス
に

て
燃

料
用

天
然

ガ
ス

を
車

両
へ

充
て

ん
し

た
際

、
終

了
直

後
に

上
の

方
で

プ
シ

ュ
と

い
う

音
が

し
た

。
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

か
ら

セ
ー

フ
テ

ィ
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ま

で
の

短
い

ホ
ー

ス
か

ら
ガ

ス
が

煙
状

に
噴

出
し

て
お

り
、

ホ
ー

ス
周

辺
に

白
く

霜
が

付
い

て
い

た
。

直
ち

に
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
使

用
を

停
止

し
た

。
原

因
は

、
ホ

ー
ス

の
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
現

在
、

設
備

会
社

で
劣

化
要

因
の

調
査

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
、

操
業

開
始

か
ら

8
年

で
漏

え
い

し
た

こ
と

を
受

け
、

同
社

が
所

有
す

る
他

の
C

N
G

ス
タ

ン
ド

を
含

め
、

5
年

周
期

で
ホ

ー
ス

の
取

替
を

行
う

自
主

基
準

を
策

定
し

た
。

2
3
6

2
0
1
0

-
3
3
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ヘ
リ

ウ
ム

ガ
ス

カ
ー

ド
ル

へ
充

て
ん

中
に

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
1
/
1
1

神
奈

川
県

0
0

2
2

ヘ
リ

ウ
ム

漏
洩

等
一

般
化

学

容
器

本
体

、
配

管
、

継
手

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
誤

判
断

＞
無

事
業

所
内

の
充

て
ん

設
備

で
、

3
0
本

組
ヘ

リ
ウ

ム
ガ

ス
カ

ー
ド

ル
(1

9
.6

M
P

a仕
様

)へ
の

充
て

ん
作

業
中

に
、

カ
ー

ド
ル

接
続

部
よ

り
ガ

ス
漏

れ
が

あ
る

こ
と

を
作

業
員

が
発

見
し

、
ス

パ
ナ

レ
ン

チ
に

て
増

締
を

実
施

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

接
続

ア
ダ

プ
タ

ー
部

分
よ

り
外

れ
て

し
ま

い
、

外
れ

た
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

が
気

蓄
器

に
当

り
跳

ね
返

っ
た

も
の

が
増

締
作

業
者

に
当

り
打

撲
し

た
。

ま
た

、
別

の
作

業
者

が
ヘ

リ
ウ

ム
ガ

ス
カ

ー
ド

ル
の

弁
を

閉
止

し
よ

う
と

し
た

際
に

、
噴

出
し

て
い

る
ガ

ス
に

あ
お

ら
れ

て
転

倒
し

、
ガ

ス
タ

ン
ク

の
脚

部
に

あ
た

り
左

側
頭

部
を

裂
傷

(5
針

縫
合

)し
た

。
原

因
は

、
カ

ー
ド

ル
、

ロ
ー

ダ
ー

な
ど

の
容

器
へ

の
ヘ

リ
ウ

ム
ガ

ス
充

て
ん

に
は

容
器

の
形

状
(ね

じ
の

種
類

)に
よ

り
4
種

類
の

ア
ダ

プ
タ

ー
を

使
い

分
け

て
い

る
。

本
来

使
用

す
る

べ
き

ウ
イ

ッ
ト

3
4
-
1
2
山

の
ア

ダ
プ

タ
ー

を
装

着
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
装

着
が

で
き

ず
(容

器
の

ね
じ

山
が

一
部

つ
ぶ

れ
て

い
た

)選
定

を
誤

っ
た

と
思

い
、

別
の

ア
ダ

プ
タ

ー
(ウ

イ
ッ

ト
3
6
-

2
0
山

)を
使

用
し

た
た

め
で

あ
っ

た
。

ア
ダ

プ
タ

ー
が

異
な

っ
て

い
た

た
め

の
微

量
漏

れ
を

発
見

し
、

増
締

を
し

よ
う

と
し

た
時

に
、

ア
ダ

プ
タ

ー
部

分
よ

り
充

て
ん

ホ
ー

ス
が

抜
け

、
ガ

ス
が

噴
出

し
た

。

－85－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
3
7

2
0
1
0

-
3
4
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

送
液

配
管

溶
接

部
か

ら
の

酸
素

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
1
/
1
1

石
川

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

そ
の

他 （
病

院
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
原

因
不

明
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

1
1
日

、
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

市
内

の
酸

素
C

E
施

設
の

巡
回

時
、

病
院

の
タ

ン
ク

ヤ
ー

ド
内

の
送

液
配

管
(元

弁
、

蒸
発

器
間

)に
少

し
異

常
が

見
ら

れ
た

の
で

、
配

管
の

氷
を

溶
か

し
調

査
し

た
結

果
､溶

接
部

よ
り

少
量

の
液

漏
れ

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

不
明

で
あ

る
。

2
3
8

2
0
1
0

-
3
4
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
体

塩
素

貯
槽

の
フ

ラ
ン

ジ
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
1
6

新
潟

県
0

0
0

0
塩

素
漏

洩
等

一
般

化
学

貯
槽

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

液
体

塩
素

製
造

設
備

で
、

定
修

立
上

げ
後

間
も

な
い

た
め

、
担

当
者

が
計

器
全

般
の

動
作

確
認

を
し

て
い

た
が

、
塩

素
ガ

ス
検

知
器

に
指

示
が

出
て

い
た

(0
.5

pp
m

以
下

で
発

報
に

は
至

ら
ず

)た
め

、
詳

細
に

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

液
体

塩
素

貯
槽

の
温

度
計

の
鞘

管
フ

ラ
ン

ジ
下

か
ら

、
微

量
の

塩
素

漏
れ

を
発

見
し

た
。

局
所

排
気

に
て

除
害

工
程

ヘ
ガ

ス
を

吸
引

し
、

そ
の

後
、

漏
え

い
箇

所
に

金
属

補
修

剤
と

ゴ
ム

チ
ュ

ー
ブ

を
巻

き
漏

え
い

を
止

め
た

後
、

液
体

塩
素

を
他

の
貯

槽
に

移
送

し
た

。
原

因
は

、
温

度
計

の
鞘

管
の

底
部

、
及

び
取

り
付

け
フ

ラ
ン

ジ
双

方
の

溶
接

部
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
た

た
め

で
あ

っ
た

。
溶

接
部

の
ピ

ン
ホ

ー
ル

発
生

に
つ

い
て

は
、

経
年

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

が
詳

細
は

現
在

調
査

中
で

あ
る

。

2
3
9

2
0
1
0

-
3
4
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
の

1
段

シ
リ

ン
ダ

ー
出

口
か

ら
の

C
N

G
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
1
6

千
葉

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

圧
縮

機
、

継
手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
製

作
不

良
＞

無

C
N

G
ス

タ
ン

ド
で

、
完

成
検

査
後

の
実

ガ
ス

で
の

試
運

転
調

整
中

に
、

圧
縮

機
の

1
段

シ
リ

ン
ダ

ー
出

口
の

S
U

S
配

管
継

手
部

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
配

管
を

取
り

外
し

、
メ

ー
カ

ー
に

て
検

査
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
に

ク
ラ

ッ
ク

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
現

地
で

の
作

業
不

良
(過

剰
締

め
付

け
)に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

2
4
0

2
0
1
0

-
3
4
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

の
畜

ガ
ス

器
か

ら
の

天
然

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
1
/
2
1

大
阪

府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

蓄
ガ

ス
器

、
配

管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
摩

耗
）

無

ス
タ

ン
ド

内
で

、
ガ

ス
警

報
器

が
作

動
し

た
た

め
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
畜

ガ
ス

器
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

配
管

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
畜

ガ
ス

器
の

元
バ

ル
ブ

を
閉

に
し

、
配

管
内

部
の

ガ
ス

を
大

気
放

出
し

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
と

畜
ガ

ス
器

を
つ

な
ぐ

ラ
イ

ン
で

、
圧

縮
機

の
振

動
を

受
け

た
こ

と
に

よ
り

、
配

管
溶

接
部

に
割

れ
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
サ

ポ
ー

ト
を

増
や

し
、

振
動

を
防

止
す

る
。

ま
た

、
定

期
的

に
配

管
溶

接
部

の
非

破
壊

検
査

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
4
1

2
0
1
0

-
3
4
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
の

1
段

ク
ー

ラ
ー

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
C

N
G

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
1
/
2
2

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

配
管

＜
停

止
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

ス
タ

ン
ド

で
、

1
1
月

1
4
日

の
仕

業
点

検
時

に
圧

力
計

が
0
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ガ
ス

検
知

器
を

使
い

漏
え

い
検

査
を

す
る

が
、

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

メ
ー

カ
ー

に
点

検
を

依
頼

し
た

。
2
2
日

に
メ

ー
カ

ー
が

点
検

し
た

結
果

、
1
段

ク
ー

ラ
ー

の
溶

接
配

管
部

付
近

か
ら

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
現

在
調

査
中

で
あ

る
。

2
4
2

2
0
1
0

-
3
6
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

の
圧

縮
機

配
管

か
ら

の
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
2
5

埼
玉

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

圧
縮

機
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞
無

平
成

2
2
年

1
1
月

2
5
日

1
5
時

頃
、

ス
タ

ン
ド

内
の

圧
縮

機
が

、
ガ

ス
警

報
器

の
発

報
に

よ
り

運
転

を
停

止
し

た
。

機
器

の
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
圧

縮
機

の
配

管
部

で
の

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
直

ち
に

バ
ル

ブ
の

閉
止

等
を

行
い

、
残

留
し

て
い

る
ガ

ス
を

拡
散

さ
せ

た
。

こ
れ

ら
の

措
置

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
は

止
ま

り
、

安
全

を
確

保
し

た
。

翌
1
1
月

2
6
日

、
圧

縮
機

製
造

メ
ー

カ
ー

が
破

損
し

た
配

管
の

交
換

等
を

実
施

し
、

午
前

1
1
時

頃
、

復
旧

完
了

し
た

。
漏

え
い

は
、

3
段

昇
圧

式
の

圧
縮

機
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
お

い
て

、
2
段

目
の

圧
力

計
導

管
(ス

テ
ン

レ
ス

配
管

、
φ

6
m

m
)の

損
傷

箇
所

か
ら

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
配

管
と

サ
ポ

ー
ト

ア
ン

グ
ル

が
摩

擦
に

よ
り

、
摩

耗
損

傷
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

こ
の

配
管

を
ア

ン
グ

ル
に

固
定

す
る

ビ
ス

が
、

外
れ

て
い

た
と

の
報

告
が

あ
り

、
配

管
の

固
定

が
ゆ

る
ん

だ
ま

ま
運

転
し

、
ア

ン
グ

ル
と

の
接

触
部

が
振

動
に

よ
リ

摩
耗

し
、

滅
肉

の
結

果
、

配
管

に
穴

が
開

い
た

。
今

後
は

、
点

検
時

に
配

管
支

持
状

況
を

徹
底

し
て

確
認

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
4
3

2
0
1
0

-
3
6
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

付
属

冷
凍

設
備

の
膨

張
弁

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
2
/
9

富
山

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
４

漏
洩

等
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
膨

張
弁

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

平
成

2
2
年

1
2
月

9
日

午
前

7
時

頃
、

液
化

ホ
ス

ゲ
ン

製
造

施
設

の
付

属
冷

凍
設

備
が

、
低

圧
異

常
に

よ
り

自
動

停
止

し
た

。
現

場
作

業
員

が
原

因
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

サ
ブ

ク
ー

ラ
ー

と
ブ

ラ
イ

ン
冷

却
器

の
間

で
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
4
0
4
A

)
漏

れ
の

可
能

性
が

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
た

め
、

直
ち

に
冷

媒
配

管
の

止
め

弁
を

閉
止

し
て

漏
え

い
を

止
め

、
メ

ー
カ

ー
へ

点
検

を
依

頼
し

た
。

同
日

1
0
時

4
0
分

か
ら

メ
ー

カ
ー

が
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

サ
ブ

ク
ー

ラ
ー

と
ブ

ラ
イ

ン
冷

却
器

の
間

に
あ

る
電

子
膨

張
弁

6
基

の
う

ち
1
基

よ
り

冷
媒

が
漏

え
い

し
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
量

は
、

約
1
8
kg

と
推

定
さ

れ
る

。
漏

え
い

が
あ

っ
た

電
子

膨
張

弁
は

、
目

視
検

査
で

は
内

外
面

の
損

傷
、

腐
食

が
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
た

め
、

現
在

、
メ

ー
カ

ー
に

お
い

て
事

故
原

因
の

詳
細

調
査

を
実

施
中

で
あ

る
。

2
4
4

2
0
1
0

-
3
7
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
加

締
め

部
か

ら
の

天
然

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
2
/
1
7

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

ス
タ

ン
ド

圧
縮

機
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

で
、

圧
縮

機
室

内
の

ガ
ス

検
知

警
報

装
置

の
検

知
レ

ベ
ル

が
上

昇
し

た
た

め
、

保
安

管
理

会
社

に
連

絡
し

た
。

漏
え

い
部

位
の

特
定

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
最

終
段

の
フ

レ
キ

ホ
ー

ス
の

加
締

め
部

よ
り

微
量

の
ガ

ス
漏

れ
を

確
認

し
た

。
そ

の
た

め
、

圧
縮

機
の

バ
ル

ブ
を

閉
鎖

し
、

ブ
ロ

ッ
ク

化
と

圧
縮

機
用

電
源

ブ
レ

ー
カ

ー
の

切
断

を
行

な
っ

た
。

原
因

は
、

振
動

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

事
業

所
で

は
、

近
隣

各
社

へ
地

区
間

を
結

ぶ
構

外
配

管
に

て
窒

素
を

供
給

し
て

い
る

。
ま

た
、

各
社

で
の

窒
素

の
大

量
使

用
に

備
え

て
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
の

液
化

窒
素

気
化

設
備

を
備

え
、

必
要

時
に

液
化

窒
素

の
気

化
運

転
を

行
っ

て
い

る
。

事
故

は
、

液
化

窒
素

の
気

化
設

備
か

ら
ル

ー
プ

配
管

に
つ

な
が

る
配

管
が

、
気

化
ガ

ス
温

度
の

低
下

か
ら

低
温

脆
化

に
よ

り
破

損
し

、
窒

素
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
で

あ
っ

た
。

9
月

1
5
日

1
3
時

1
0
分

に
、

1
,0

0
0
N

m
3
/
h
で

窒
素

の
気

化
送

気
を

開
始

し
、

1
3
時

3
0
分

に
、

空
温

式
→

温
浴

式
に

切
り

替
え

た
(温

浴
槽

温
度

セ
ッ

ト
4
0
℃

)。
1
4
時

2
0
分

に
、

気
化

送
気

量
を

増
し

1
,0

0
0
→

2
,0

0
0
N

m
3
/
h
、

2
1
時

5
6
分

に
、

気
化

設
備

の
出

口
ガ

ス
温

度
が

0
℃

ま
で

降
下

し
た

。
2
3
時

4
0
分

に
、

気
化

量
を

更
に

増
し

た
た

め
(2

,0
0
0
→

3
,0

0
0
N

m
3
/
h
)、

9
月

1
6
日

0
時

1
2
分

に
、

気
化

設
備

の
出

口
ガ

ス
温

度
が

－
5
0
℃

ま
で

降
下

し
た

。
4
時

0
0
分

に
、

0
.8

M
P

a窒
素

ヘ
ッ

ダ
一

の
降

圧
が

確
認

さ
れ

た
(0

.3
5
M

P
a)

。
こ

の
時

点
で

最
初

の
配

管
破

損
が

発
生

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
4
時

1
0
分

、
運

河
沿

い
の

窒
素

配
管

埋
設

部
が

破
損

し
窒

素
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
4
時

4
5
分

、
気

化
設

備
と

窒
素

ヘ
ッ

ダ
ー

を
切

り
離

す
た

め
弁

を
閉

止
し

、
運

河
沿

い
の

窒
素

の
漏

え
い

が
止

ま
っ

た
。

4
時

5
5
分

、
気

化
設

備
安

全
弁

が
作

動
し

、
4
時

5
7
分

、
温

浴
式

気
化

器
の

出
口

配
管

が
破

損
し

、
再

度
窒

素
が

漏
え

い
し

た
。

壊
れ

た
配

管
に

よ
り

蒸
発

器
の

ア
ル

ミ
製

フ
ィ

ン
が

変
形

し
た

。
5
時

3
0
分

に
、

気
化

器
へ

の
液

体
窒

素
送

り
弁

閉
止

し
、

窒
素

の
漏

え
い

が
止

ま
っ

た
。

5
時

4
8
分

に
、

消
防

へ
通

報
し

、
5

時
4
9
分

に
、

工
業

保
安

課
へ

通
報

し
、

5
時

5
3
分

に
、

公
設

消
防

入
所

し
た

。
設

備
的

な
原

因
は

、
温

浴
式

気
化

器
に

て
液

化
窒

素
を

気
化

し
て

い
た

が
、

加
温

用
蒸

気
の

調
節

弁
作

動
に

不
具

合
が

あ
り

、
蒸

気
供

給
が

不
足

で
あ

っ
た

。
こ

の
た

め
、

通
常

気
化

窒
素

ガ
ス

温
度

よ
り

も
遙

か
に

低
い

温
度

(－
5
0
℃

以
下

)ま
で

ガ
ス

温
度

が
低

下
し

、
非

高
圧

ガ
ス

設
備

配
管

の
埋

設
部

で
、

低
温

保
温

状
態

が
保

持
さ

れ
て

低
温

脆
化

が
起

こ
り

、
設

計
耐

圧
(0

.9
7
M

P
a)

未
満

の
圧

力
で

破
損

し
た

。
管

理
的

な
原

因
と

し
て

は
、

気
化

器
出

口
窒

素
ガ

ス
の

温
度

低
下

を
見

落
と

し
た

。
ま

た
、

低
温

脆
化

の
危

険
性

に
対

す
る

周
知

が
不

足
し

て
い

た
た

め
で

あ
っ

た
。

無
破

裂
等

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ

レ
ー

タ
、

配
管

＜
通

常
運

転
中

＞
0

0
0

0
窒

素
＜

設
計

・
構

造
上

の
不

良
＞

2
4
5

2
0
1
0

-
2
7
0

製
造

事
業

所
（
コ

）

C
E
か

ら
の

窒
素

供
給

配
管

の
破

損
2
0
1
0
/
9
/
1
6

神
奈

川
県

－87－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

今
後

は
、

設
備

改
善

と
し

て
①

気
化

設
備

出
口

ガ
ス

温
度

低
下

で
窒

素
気

化
を

自
動

停
止

す
る

よ
う

計
装

を
変

更
す

る
。

②
気

化
器

温
浴

槽
の

温
度

が
遠

隔
監

視
出

来
る

よ
う

に
し

、
気

化
温

度
低

下
を

早
期

察
知

す
る

。
③

温
浴

槽
蒸

気
調

節
自

動
弁

の
作

動
を

確
認

し
再

調
整

す
る

。
④

設
備

自
体

の
安

全
確

保
の

た
め

、
C

E
設

備
の

自
動

調
整

弁
類

は
駆

動
窒

素
停

止
時

に
気

化
放

出
を

停
止

す
る

方
向

の
動

作
(フ

ェ
イ

ル
ク

ロ
ー

ズ
)に

計
装

変
更

す
る

。
ま

た
、

運
転

管
理

の
改

善
と

し
て

、
①

ガ
ス

温
度

と
配

管
強

度
を

含
め

た
､液

化
窒

素
気

化
設

備
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

の
再

教
育

。
②

ア
ラ

ー
ム

の
見

逃
し

が
無

い
よ

う
に

、
そ

の
重

要
性

と
対

応
に

つ
い

て
の

再
教

育
。

③
再

度
異

常
現

象
と

通
報

の
重

要
性

、
緊

急
性

に
つ

い
て

の
再

教
育

。
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
4
6

2
0
1
0

-
1
7
1

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

車
両

の
運

転
ミ

ス
に

よ
る

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
移

充
て

ん
弁

の
破

損
2
0
1
0
/
7
/
2
3

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

破
裂

等
ス

タ
ン

ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

弁

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
誤

操
作

＞
無

平
成

2
2
年

7
月

2
3
日

1
6
時

頃
、

充
て

ん
所

内
で

、
タ

ク
シ

ー
が

L
P

ガ
ス

を
充

て
ん

す
る

た
め

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
1
番

ホ
ー

ス
前

に
バ

ッ
ク

で
進

入
す

る
際

、
誘

導
し

て
い

た
係

員
が

、
停

止
の

合
図

を
動

作
と

共
に

大
声

で
発

し
続

け
た

が
、

そ
の

ま
ま

後
退

を
続

け
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

防
護

柵
に

衝
突

し
た

。
被

害
状

況
は

、
移

充
て

ん
弁

が
、

後
部

バ
ン

パ
ー

と
防

護
柵

の
間

に
挟

ま
れ

、
左

に
約

2
m

m
曲

が
っ

た
。

（
先

端
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
を

外
し

て
確

認
す

る
と

、
ノ

ズ
ル

先
端

が
わ

ず
か

に
歪

ん
で

い
た

。
）
ま

た
、

車
両

に
よ

っ
て

押
さ

れ
た

防
護

柵
が

一
瞬

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

カ
バ

ー
の

取
っ

手
に

接
触

し
た

。
（
翌

日
行

っ
た

気
密

検
査

に
よ

り
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
本

体
は

正
常

で
あ

る
こ

と
を

確
認

。
）
原

因
は

、
タ

ク
シ

ー
運

転
手

が
、

ブ
レ

ー
キ

と
ア

ク
セ

ル
を

踏
み

間
違

え
た

こ
と

と
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
防

護
柵

に
掛

け
て

い
た

た
め

で
あ

っ
た

。

2
4
7

2
0
1
0

-
0
0
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
の

爆
発

に
よ

る
高

圧
ガ

ス
容

器
の

破
損

2
0
1
0
/
1
/
7

神
奈

川
県

0
0

0
0

水
素

、
窒

素
、

ア
ル

ゴ
ン

破
裂

等
一

般
化

学
容

器
本

体
＜

停
止

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
外

部
衝

撃
）

無

1
5
0
0
L
の

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
が

何
ら

か
の

原
因

で
爆

発
し

、
こ

の
影

響
で

有
機

製
造

室
内

に
あ

っ
た

水
素

、
窒

素
、

ア
ル

ゴ
ン

容
器

が
損

傷
し

、
充

て
ん

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
内

の
未

反
応

物
ノ

ル
ボ

ル
ナ

ジ
エ

ン
が

余
熱

に
よ

り
反

応
を

続
け

、
暴

走
反

応
と

な
り

圧
力

が
上

昇
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

2
4
8

2
0
1
0

-
0
3
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

多
段

圧
縮

機
の

ク
ー

ラ
ー

入
口

前
継

手
部

か
ら

の
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
0
/
2
/
1
8

愛
知

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
破

裂
等

ス
タ

ン
ド

配
管

、
継

手

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

ヘ
の

ガ
ス

供
給

社
で

あ
る

事
業

者
が

、
定

期
点

検
中

に
、

ガ
ス

の
臭

い
が

す
る

の
で

圧
縮

機
付

近
を

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

多
段

圧
縮

機
の

3
～

4
段

目
の

ク
ー

ラ
ー

入
口

前
の

継
手

か
ら

、
天

然
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

2
4
9

2
0
1
0

-
3
3
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

容
器

の
圧

力
調

整
器

が
破

裂
2
0
1
0
/
9
/
2
9

宮
城

県
0

1
0

1
ア

ル
ゴ

ン
破

裂
等

電
気

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
誤

判
断

＞
無

金
属

薄
帯

製
造

試
作

の
準

備
段

階
で

、
ア

ル
ゴ

ン
ガ

ス
7
m

3
容

器
の

元
弁

を
開

け
た

際
に

突
然

、
調

整
器

の
圧

力
調

整
ハ

ン
ド

ル
部

が
破

裂
し

、
破

損
部

が
容

器
正

面
に

立
っ

て
い

た
被

災
者

の
顎

に
飛

来
、

激
突

し
裂

傷
し

た
(容

器
⇔

被
災

者
の

操
作

距
離

:約
4
0
c
m

)。
ア

ル
ゴ

ン
ガ

ス
は

、
設

備
駆

動
と

金
属

薄
帯

の
剥

離
の

目
的

で
使

用
し

て
い

た
。

当
初

、
ア

ル
ゴ

ン
ガ

ス
容

器
に

は
、

適
正

な
調

整
器

を
取

り
付

け
て

い
た

が
、

金
属

薄
帯

の
剥

離
に

お
い

て
ガ

ス
流

量
不

足
が

問
題

と
な

り
、

そ
の

解
決

策
と

し
て

調
整

器
を

低
圧

用
調

整
器

へ
変

更
し

た
。

な
お

、
使

用
圧

力
が

0
.4

M
P

aで
使

用
し

て
お

り
、

低
圧

用
調

整
器

が
使

用
可

能
と

判
断

し
た

。
被

災
者

は
上

司
へ

変
更

す
る

旨
を

報
告

し
た

が
、

上
司

は
実

物
を

確
認

せ
ず

使
用

良
否

を
本

人
に

委
ね

た
。

ま
た

、
調

整
器

に
｢1

0
㎏

/
c
m

2
以

上
の

高
圧

ガ
ス

に
は

接
続

禁
止

｣と
表

示
は

さ
れ

て
い

た
が

、
専

門
知

識
を

有
す

る
者

へ
相

談
を

し
な

か
っ

た
た

め
、

被
災

者
は

壊
れ

る
想

定
が

出
来

な
か

っ
た

。

－88－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
5
0

2
0
1
0

-
3
2
2

製
造

事
業

所
（
コ

）

バ
ル

ブ
に

残
留

し
て

い
た

薬
液

が
飛

沫
2
0
1
0
/
1
0
/
2
4

大
阪

府
0

0
1

1

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
１

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
２

２
、

フ
ッ

化
水

素

そ
の

他
一

般
化

学
弁

＜
定

修
中

＞
＜

認
知

確
認

ミ
ス

＞
無

事
業

所
内

の
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
製

造
施

設
の

整
備

中
、

施
設

よ
り

取
り

外
し

て
い

た
自

動
バ

ル
ブ

(ボ
ー

ル
バ

ル
ブ

)の
内

部
洗

浄
の

た
め

、
バ

ル
ブ

を
開

と
し

た
際

に
工

事
事

業
者

の
1
名

に
、

残
存

し
て

い
た

酸
性

の
薬

液
(フ

ッ
酸

等
を

含
む

)が
飛

沫
し

、
右

腕
な

ど
に

か
か

り
薬

傷
し

た
。

原
因

は
、

こ
の

自
動

バ
ル

ブ
は

、
過

去
一

年
間

は
閉

止
状

態
(自

動
バ

ル
ブ

の
為

、
D

C
S
に

開
閉

の
記

録
が

な
し

。
こ

れ
ま

で
バ

ル
ブ

本
体

は
閉

止
状

態
)で

開
放

さ
れ

て
お

ら
ず

、
バ

ル
ブ

の
ボ

ー
ル

部
に

薬
液

が
浸

透
し

、
バ

ル
ブ

の
中

に
蓄

積
さ

れ
て

い
っ

た
も

の
と

判
断

(バ
ル

ブ
ボ

ー
ル

の
容

量
1
0
0
m

l:5
0
φ

×
5
0
m

m
)推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

手
順

書
に

基
づ

き
、

施
設

か
ら

の
自

動
バ

ル
ブ

取
り

外
し

前
に

、
｢バ

ル
ブ

開
を

確
認

し
残

留
物

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

手
順

｣に
な

っ
て

い
た

が
、

バ
ル

ブ
取

り
外

し
後

に
確

認
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

作
業

を
失

念
し

て
い

た
た

め
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

工
事

の
確

認
体

制
を

強
化

し
工

事
全

数
を

再
チ

ェ
ッ

ク
、

安
全

性
の

確
認

を
取

っ
て

か
ら

着
工

す
る

こ
と

と
し

た
。

更
に

、
設

備
引

渡
し

時
の

安
全

確
認

に
つ

い
て

再
徹

底
(バ

ル
ブ

は
開

放
状

態
で

渡
す

)す
る

と
と

も
に

、
専

門
家

に
よ

る
安

全
作

業
確

認
の

パ
ト

ロ
ー

ル
強

化
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
5
1

2
0
1
0

-
0
1
5

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

移
動

車
両

に
ノ

ズ
ル

が
引

っ
か

か
り

セ
ー

フ
テ

ィ
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
が

離
脱

2
0
1
0
/
1
/
2
6

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

セ
ー

フ
テ

ィ
カ

ッ
プ

リ
ン

グ

＜
停

止
中

＞
＜

認
知

確
認

ミ
ス

＞
無

L
P

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

で
業

務
終

了
後

、
廃

棄
物

の
処

理
委

託
を

し
て

い
る

産
業

廃
棄

物
収

集
車

が
構

内
へ

進
入

し
た

。
ゴ

ミ
回

収
後

に
車

両
の

ゴ
ミ

投
入

口
の

ゲ
ー

ト
を

空
け

た
ま

ま
構

外
に

出
よ

う
と

し
た

た
め

、
ゲ

ー
ト

の
上

端
が

計
量

機
の

ノ
ズ

ル
に

ひ
っ

か
か

り
充

て
ん

ホ
ー

ス
ご

と
引

っ
張

ら
れ

た
。

し
か

し
、

セ
ー

フ
テ

ィ
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
が

正
常

に
は

た
ら

い
た

た
め

、
ガ

ス
の

漏
え

い
は

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
ゴ

ミ
収

集
業

者
に

対
し

､ス
タ

ン
ド

営
業

時
間

外
の

収
集

作
業

禁
止

と
火

気
規

制
区

域
内

へ
の

進
入

禁
止

を
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

委
託

で
あ

る
の

収
集

事
業

者
の

選
定

に
際

し
て

は
､L

P
ガ

ス
ス

タ
ン

ド
と

い
う

環
境

に
留

意
し

て
正

し
く
対

応
で

き
る

事
業

者
を

選
定

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
5
2

2
0
1
0

-
2
7
5

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

内
で

充
て

ん
中

の
車

が
発

進
し

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

が
作

動

2
0
1
0
/
9
/
2
1

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

L
P

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

で
、

車
両

へ
の

充
て

ん
終

了
時

に
充

て
ん

ノ
ズ

ル
を

外
し

た
と

勘
違

い
し

、
充

て
ん

伝
票

と
エ

ン
ジ

ン
キ

ー
を

運
転

者
に

渡
し

た
た

め
、

運
転

者
が

車
を

発
進

さ
せ

、
充

て
ん

ホ
ー

ス
を

引
っ

張
り

、
セ

フ
テ

ィ
ー

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

が
外

れ
た

。
充

て
ん

ホ
ー

ス
、

及
び

計
量

器
の

配
管

等
か

ら
の

ガ
ス

漏
え

い
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
新

人
を

含
め

た
3
名

で
充

て
ん

作
業

を
行

っ
て

い
た

が
、

新
人

が
充

て
ん

終
了

に
気

付
き

、
新

人
が

充
て

ん
ノ

ズ
ル

を
外

さ
ず

、
充

て
ん

バ
ル

ブ
と

ト
ラ

ン
ク

を
閉

め
た

。
こ

の
時

、
充

て
ん

に
当

た
っ

て
い

た
作

業
員

が
、

充
て

ん
ノ

ズ
ル

が
外

さ
れ

て
い

る
も

の
と

勘
違

い
し

た
た

め
で

あ
っ

た
。

2
5
3

2
0
1
0

-
0
6
5

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

充
て

ん
ホ

ー
ス

が
引

っ
張

ら
れ

セ
フ

テ
ィ

ー
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
が

作
動

2
0
1
0
/
1
2
/
2
5

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

セ
フ

テ
ィ

ー
カ

ッ
プ

リ
ン

グ

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
誤

判
断

＞
無

ス
タ

ン
ド

内
で

、
ア

ル
バ

イ
ト

の
従

業
員

が
タ

ク
シ

ー
ヘ

の
充

て
ん

を
終

了
し

、
エ

ン
ジ

ン
キ

ー
を

返
却

し
た

も
の

の
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

の
離

脱
を

忘
れ

車
両

を
発

車
さ

せ
た

こ
と

か
ら

、
充

て
ん

ホ
ー

ス
が

引
っ

張
ら

れ
セ

フ
テ

ィ
ー

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

が
作

動
し

た
。

原
因

は
、

従
業

員
が

一
連

の
動

作
を

中
断

し
、

か
つ

、
他

車
両

に
気

を
と

ら
れ

た
た

め
、

鍵
を

渡
す

前
に

充
て

ん
ホ

ー
ス

が
外

さ
れ

て
い

る
か

の
確

認
を

し
な

か
っ

た
た

め
で

あ
っ

た
。

2
5
4

2
0
1
0

-
0
8
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

内
で

の
充

て
ん

ホ
ー

ス
の

引
っ

張
り

事
故

2
0
1
0
/
4
/
8

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

ホ
ー

ス
＜

充
填

中
＞

＜
誤

判
断

＞
無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

に
お

い
て

、
ト

ラ
ッ

ク
に

C
N

G
を

充
て

ん
中

に
、

運
転

手
が

ト
ラ

ッ
ク

を
発

進
さ

せ
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

の
引

っ
張

り
、

破
損

事
故

が
発

生
し

た
。

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
の

作
動

に
よ

り
、

ガ
ス

の
漏

え
い

は
ほ

と
ん

ど
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

本
来

､C
N

G
の

充
て

ん
前

に
ス

タ
ン

ド
職

員
が

ド
ラ

イ
バ

ー
か

ら
車

の
キ

ー
と

カ
ー

ド
を

預
か

る
事

に
な

っ
て

い
た

が
､ド

ラ
イ

バ
ー

が
キ

ー
を

預
け

ず
、

休
憩

室
に

入
っ

て
し

ま
っ

た
｡そ

の
後

､次
の

車
が

待
機

し
た

た
め

、
ド

ラ
イ

バ
ー

は
充

て
ん

が
終

了
し

た
と

誤
判

断
し

､車
を

発
進

さ
せ

た
た

め
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

鍵
は

必
ず

預
か

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

鍵
を

預
か

る
と

同
時

に
車

止
め

も
行

う
こ

と
と

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
5
5

2
0
1
0

-
1
2
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

内
で

の
車

両
に

よ
る

充
て

ん
ホ

ー
ス

引
張

り
事

故
2
0
1
0
/
6
/
4

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

ホ
ー

ス
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

で
､給

油
係

員
が

1
名

で
C

N
G

充
て

ん
機

A
、

B
の

2
台

と
軽

油
給

油
機

1
台

の
作

業
を

行
っ

て
い

た
｡C

N
G

の
A

号
機

と
軽

油
給

油
が

同
時

に
終

了
し

､作
業

員
が

先
に

C
N

G
の

A
号

機
の

輪
止

め
を

外
し

､鍵
、

カ
ー

ド
を

返
却

し
た

際
､充

て
ん

ホ
ー

ス
を

外
す

の
を

忘
れ

て
､発

進
を

指
示

し
た

｡次
の

軽
油

車
両

対
応

の
た

め
､そ

の
場

を
離

れ
た

と
き

に
､C

N
G

車
両

が
発

進
し

て
ホ

ー
ス

を
引

っ
張

り
､破

損
事

故
と

な
っ

た
。

原
因

は
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

の
脱

着
を

確
認

せ
ず

に
車

両
を

発
進

さ
せ

た
こ

と
、

及
び

給
油

が
2
台

同
時

に
終

わ
り

、
慌

て
て

対
応

し
た

こ
と

で
あ

っ
た

。

2
5
6

2
0
1
0

-
1
8
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

車
両

の
誤

発
進

に
よ

る
充

て
ん

ホ
ー

ス
の

引
張

り
事

故
2
0
1
0
/
7
/
5

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

カ
プ

ラ
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
誤

操
作

＞
無

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

内
で

、
天

然
ガ

ス
を

車
両

に
充

て
ん

完
了

し
た

後
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
外

し
忘

れ
て

、
車

両
を

誤
発

進
さ

せ
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
充

て
ん

ホ
ー

ス
の

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
が

外
れ

る
事

故
と

な
っ

た
。

充
て

ん
完

了
後

で
あ

っ
た

た
め

､
ガ

ス
の

漏
え

い
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
充

て
ん

ホ
ー

ス
の

脱
着

を
確

認
せ

ず
に

車
両

を
発

進
さ

せ
た

こ
と

で
あ

っ
た

｡ま
た

、
充

て
ん

ホ
ー

ス
を

取
り

外
し

た
後

､伝
票

と
一

緒
に

鍵
を

渡
す

こ
と

に
し

て
い

る
が

、
車

両
の

鍵
を

先
に

渡
し

て
し

ま
っ

た
た

め
で

あ
っ

た
。

2
5
7

2
0
1
0

-
2
6
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

内
で

車
の

誤
発

進
に

よ
る

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
の

作
動

2
0
1
0
/
9
/
8

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

カ
プ

ラ
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
誤

操
作

＞
無

Ｃ
Ｎ

Ｇ
ス

タ
ン

ド
内

で
、

充
て

ん
ノ

ズ
ル

を
取

り
外

す
前

に
、

車
両

が
誤

発
進

し
た

た
め

、
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

が
破

損
し

た
。

原
因

は
、

通
常

で
は

充
て

ん
完

了
後

､車
両

の
カ

ギ
を

渡
す

こ
と

に
な

っ
て

い
た

が
、

充
て

ん
完

了
前

に
車

両
の

カ
ギ

を
渡

し
て

し
ま

い
、

運
転

手
が

車
両

を
前

に
進

め
た

た
め

で
あ

っ
た

。

2
5
8

2
0
1
0

-
2
6
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

内
で

車
の

誤
発

進
に

よ
る

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
の

作
動

2
0
1
0
/
9
/
8

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

カ
プ

ラ
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
誤

操
作

＞
無

Ｃ
Ｎ

Ｇ
ス

タ
ン

ド
内

で
、

大
雨

に
よ

り
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

外
部

プ
リ

ン
タ

が
紙

詰
ま

り
で

使
用

で
き

な
く
な

っ
た

た
め

、
伝

票
を

手
書

き
で

作
成

し
、

運
転

手
に

渡
し

て
い

た
。

通
常

の
作

業
の

流
れ

と
異

な
る

不
慣

れ
な

作
業

だ
っ

た
た

め
、

充
て

ん
終

了
時

に
、

伝
票

に
サ

イ
ン

を
も

ら
い

、
伝

票
と

車
両

の
カ

ギ
を

渡
す

際
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
外

し
忘

れ
て

、
そ

の
ま

ま
運

転
手

が
車

両
を

発
進

さ
せ

て
し

ま
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
が

外
れ

て
、

破
損

し
た

。
原

因
は

、
通

常
と

異
な

る
作

業
手

順
で

あ
っ

た
の

で
、

手
順

が
前

後
し

た
た

め
で

あ
っ

た
。

2
5
9

2
0
1
0

-
3
6
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

車
輌

に
よ

る
充

て
ん

ノ
ズ

ル
の

引
張

り
事

故
2
0
1
0
/
1
0
/
2
8

東
京

都
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
そ

の
他

ス
タ

ン
ド

充
て

ん
ノ

ズ
ル

＜
通

常
運

転
中

＞

＜
誤

操
作

＞
無

ス
タ

ン
ド

内
で

、
顧

客
充

て
ん

カ
ー

ド
が

読
み

取
れ

な
か

っ
た

た
め

、
カ

ー
ド

を
運

転
者

に
返

却
し

た
。

し
ば

ら
く
待

つ
よ

う
伝

え
た

が
、

勘
違

し
て

運
転

者
が

車
を

発
進

さ
せ

た
た

め
、

充
て

ん
ノ

ズ
ル

を
引

っ
張

っ
て

し
ま

っ
た

。
ノ

ズ
ル

が
遮

断
弁

か
ら

外
れ

な
か

っ
た

た
め

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

が
傾

い
た

。
危

険
と

判
断

し
､そ

の
場

で
使

用
を

禁
止

し
、

圧
縮

機
の

電
源

を
切

り
、

容
器

の
バ

ル
ブ

を
閉

め
た

。
な

お
、

ガ
ス

漏
れ

は
な

か
っ

た
。
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平
成

２
２

年
に

発
生

し
た

高
圧

ガ
ス

保
安

法
事

故
一

覧
表

(2
)災

害
事

故
：
移

動
中

の
事

故
 

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
0
-

1
2
6

移
動

車
両

の
荷

台
に

積
載

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
出

火

2
0
1
0
/
6
/
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
建

設
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

裸
火

（
バ

ー
ナ

ー
）

道
路

舗
装

事
業

者
が

、
道

路
で

の
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
作

業
を

終
え

、
使

用
資

機
材

等
（
L
P

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
0
本

等
）
を

ト
ラ

ッ
ク

（
2
ト

ン
）
の

荷
台

に
積

載
し

て
、

次
の

作
業

現
場

に
向

か
う

た
め

移
動

中
、

中
央

区
円

山
西

町
付

近
路

上
に

お
い

て
、

荷
台

積
載

物
か

ら
出

火
し

た
こ

と
に

気
づ

き
、

路
肩

に
停

車
し

積
載

し
て

い
た

粉
末

消
火

器
（
1
本

）
に

よ
り

初
期

消
火

を
行

っ
た

が
火

勢
が

強
く

鎮
火

し
な

か
っ

た
た

め
、

直
ち

に
1
1
9
番

通
報

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

別
の

粉
末

消
火

器
×

6
本

を
持

参
し

再
度

消
火

を
試

み
た

が
、

鎮
火

し
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

消
防

隊
の

到
着

ま
で

の
間

、
現

場
に

待
機

し
た

。
な

お
、

こ
の

火
災

は
L
P

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

と
ホ

ー
ス

に
よ

り
接

続
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

容
器

1
0
kg

×
1
本

か
ら

出
火

し
た

も
の

で
、

そ
の

輻
射

熱
に

よ
り

他
の

2
本

の
L
P

ガ
ス

容
器

（
1
0
kg

）
の

容
器

バ
ル

ブ
が

溶
け

安
全

弁
か

ら
ガ

ス
が

噴
出

し
て

燃
焼

し
、

さ
ら

に
も

う
1
本

の
L
P

ガ
ス

容
器

（
1
0
kg

）
に

つ
い

て
は

、
容

器
バ

ル
ブ

が
溶

け
安

全
弁

か
ら

ガ
ス

が
噴

出
し

て
い

た
が

、
燃

焼
ま

で
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

道
路

舗
装

作
業

終
了

後
、

使
用

し
て

い
た

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

の
火

が
完

全
に

消
え

た
こ

と
を

確
認

せ
ず

に
ト

ラ
ッ

ク
の

荷
台

に
積

み
込

ん
だ

た
め

、
消

え
て

い
な

か
っ

た
バ

ー
ナ

ー
火

が
徐

々
に

L
P

ガ
ス

容
器

（
バ

ル
ブ

開
放

状
態

）
に

接
続

さ
れ

て
い

た
ホ

ー
ス

を
加

熱
し

燃
焼

し
た

こ
と

に
よ

り
、

そ
こ

か
ら

漏
え

い
し

た
L
P

ガ
ス

に
引

火
し

火
災

状
態

と
な

り
、

そ
の

輻
射

熱
に

よ
り

他
の

積
載

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

容
器

へ
延

焼
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

社
内

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
実

施
し

、
安

全
管

理
に

つ
い

て
、

改
め

て
周

知
徹

底
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

2
2
0
1
0
-

2
4
2

移
動

路
面

区
画

表
示

作
業

車
の

火
災

に
よ

る
L
P

ガ
ス

漏
え

い
、

火
災

2
0
1
0
/
9
/
4

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
建

設
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

裸
火

平
成

2
2
年

9
月

4
日

1
5
時

0
0
分

頃
、

路
面

区
画

標
示

作
業

車
が

走
行

中
、

荷
台

の
施

工
機

の
ス

イ
ッ

チ
を

消
し

忘
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
荷

台
及

び
廃

材
が

火
災

と
な

り
、

積
載

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

容
器

を
加

熱
し

て
噴

出
し

た
L
P

ガ
ス

に
引

火
し

た
。

こ
の

火
災

で
、

積
載

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

3
本

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

、
施

工
機

等
が

焼
損

す
る

と
と

も
に

車
両

が
全

焼
し

た
。

3
2
0
1
0
-

0
0
3

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

配
送

車
両

が
横

転
し

ガ
ス

が
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
8

大
分

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

従
業

員
が

､中
学

校
内

に
お

い
て

､L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

3
本

､2
0
kg

容
器

9
本

､1
0
kg

容
器

8
本

な
ど

計
3
2
本

を
積

載
し

た
配

送
車

両
を

勾
配

の
あ

る
場

所
に

駐
車

し
､容

器
交

換
作

業
の

た
め

車
両

か
ら

離
れ

た
と

こ
ろ

､無
人

の
車

両
が

動
き

出
し

､側
溝

に
転

落
､横

転
し

た
｡容

器
は

荷
締

機
で

固
定

さ
れ

て
い

た
が

､車
両

横
転

の
際

､数
本

の
容

器
が

建
物

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
外

壁
等

に
接

触
し

､こ
の

う
ち

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
破

損
し

､容
器

内
の

L
P

ガ
ス

約
5
0
㎏

が
漏

え
い

し
た

｡同
従

業
員

は
､消

防
署

及
び

自
社

に
通

報
す

る
と

と
も

に
､同

校
に

報
告

し
､生

徒
の

避
難

を
要

請
し

た
｡ま

た
､事

故
現

場
付

近
の

ボ
イ

ラ
ー

室
の

火
気

を
除

去
し

､消
防

士
立

会
い

の
下

、
当

該
容

器
を

校
庭

中
央

に
移

動
さ

せ
、

校
庭

の
四

隅
に

従
業

員
を

配
置

し
て

監
視

す
る

中
、

自
然

拡
散

さ
せ

た
｡1

4
時

過
ぎ

に
、

残
ガ

ス
が

な
く
な

っ
た

こ
と

を
確

忍
し

て
容

器
を

撤
去

､回
収

し
た

。
1
5
時

頃
､校

庭
及

び
側

溝
周

辺
の

残
ガ

ス
の

拡
散

確
認

を
終

了
し

､消
防

士
立

会
い

の
下

に
給

食
調

理
室

の
使

用
を

再
開

し
た

。
原

因
は

、
従

業
員

が
配

送
車

両
を

駐
車

さ
せ

た
際

に
､駐

車
箇

所
が

勾
配

の
あ

る
場

所
に

も
か

か
わ

ら
ず

､①
車

輪
止

め
を

使
用

し
な

か
っ

た
､②

ギ
ア

を
バ

ッ
ク

等
に

入
れ

て
い

な
か

っ
た

､③
サ

イ
ド

ブ
レ

ー
キ

の
掛

け
方

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

な
ど

､当
該

車
両

が
停

止
状

態
を

保
つ

た
め

に
必

要
な

措
置

を
怠

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
事

業
所

内
で

勉
強

会
を

行
い

､事
故

再
発

防
止

に
向

け
､業

務
全

般
に

わ
た

っ
て

｢呼
称

確
認

｣等
を

全
社

員
に

徹
底

す
る

こ
と

と
し

た
｡
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
2
0
1
0
-

0
1
3

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

の
移

動
中

の
転

落
、

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
/
2
6

和
歌

山
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

漏
洩

等
建

設
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

道
路

舗
装

事
業

者
が

、
道

路
舗

装
作

業
の

た
め

に
購

入
し

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

を
、

建
設

設
備

リ
ー

ス
会

社
に

建
設

機
器

と
併

せ
て

運
搬

す
る

よ
う

に
依

頼
し

た
と

こ
ろ

、
移

動
中

、
道

路
の

急
カ

ー
ブ

の
地

点
で

容
器

が
荷

台
か

ら
転

落
し

、
落

下
の

衝
撃

に
よ

り
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
し

ば
ら

く
後

に
た

ま
た

ま
通

り
か

か
っ

た
、

県
内

の
L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

車
が

容
器

に
気

づ
き

、
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
調

整
器

が
破

損
し

、
L
P

ガ
ス

が
噴

出
し

て
い

た
た

め
、

元
栓

を
閉

め
漏

え
い

を
止

め
、

消
防

及
び

警
察

に
通

報
し

た
。

容
器

に
記

載
さ

れ
た

販
売

店
名

よ
り

、
販

売
店

に
連

絡
が

入
り

、
消

費
者

及
び

事
故

行
為

者
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
高

圧
ガ

ス
保

安
法

に
係

る
販

売
契

約
は

販
売

店
と

道
路

舗
装

事
業

者
で

交
わ

さ
れ

て
お

り
、

道
路

舗
装

事
業

者
は

法
で

規
定

す
る

消
費

者
と

な
る

。
消

費
者

は
、

法
第

2
4

条
の

5
、

及
び

法
第

2
3
条

に
準

じ
た

消
費

及
び

移
動

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

れ
に

対
し

て
、

当
該

事
業

者
は

法
第

4
9
条

第
5
号

及
び

4
号

の
基

準
違

反
（
容

器
を

車
輌

に
固

定
せ

ず
、

元
栓

を
開

い
た

ま
ま

調
整

器
で

閉
栓

し
た

状
態

で
移

動
さ

せ
た

た
め

）
を

し
て

い
た

た
め

事
故

が
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

5
2
0
1
0
-

0
1
8

移
動

車
両

の
転

倒
に

よ
る

液
化

酸
素

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
2
8

広
島

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無

4
t積

み
ト

ラ
ッ

ク
に

高
圧

ガ
ス

容
器

5
0
本

を
積

載
し

，
芦

田
川

右
岸

を
北

上
中

に
運

転
操

作
を

誤
り

堤
防

西
側

の
側

道
ま

で
斜

面
を

転
落

し
，

車
両

が
裏

返
し

の
状

態
と

な
っ

た
。

そ
れ

に
伴

い
積

載
し

て
い

た
容

器
の

う
ち

液
化

酸
素

容
器

（
L
G

C
）
１

本
の

液
面

計
及

び
配

管
が

損
傷

し
，

液
化

酸
素

が
漏

え
い

し
た

。
そ

の
他

の
容

器
に

つ
い

て
は

キ
ャ

ッ
プ

や
附

属
品

（
バ

ル
ブ

）
等

に
，

変
形

や
損

傷
が

あ
っ

た
が

ガ
ス

漏
え

い
は

無
か

っ
た

。
積

載
し

て
い

た
容

器
（
液

化
酸

素
1
6
8
kg

容
器

－
1
本

，
圧

縮
酸

素
7
m

3
容

器
－

1
6
本

，
液

化
炭

酸
ガ

ス
3
0
kg

容
器

－
2
0
本

，
圧

縮
窒

素
1
.5

m
3
容

器
－

2
本

，
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

－
9
本

，
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

－
1
本

，
ア

セ
チ

レ
ン

0
.5

kg
容

器
－

1
本

）
合

計
5
0
本

で
あ

っ
た

。

6
2
0
1
0
-

0
5
1

移
動

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
の

バ
ル

ブ
接

続
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
3
/
1
0

鹿
児

島
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

漏
洩

等
販

売
店

ロ
ー

リ
ー

＜
移

動
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

（
締

付
不

良
）

無

平
成

2
2
年

3
月

1
0
日

8
時

4
0
分

、
バ

ル
ク

ロ
ー

リ
ー

で
配

送
中

に
、

車
載

の
ガ

ス
警

報
灯

が
表

示
さ

れ
た

。
付

近
に

火
気

、
そ

の
他

の
車

輌
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

て
停

車
し

、
漏

え
い

箇
所

を
調

査
、

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

液
払

出
し

ラ
イ

ン
の

バ
ル

ブ
接

続
部

分
か

ら
わ

ず
か

な
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
直

ち
に

ナ
ッ

ト
を

増
締

め
し

て
充

填
所

へ
引

き
返

し
、

ガ
ス

を
貯

蔵
タ

ン
ク

ヘ
移

し
た

後
、

漏
え

い
箇

所
を

分
解

、
点

検
し

再
組

立
し

た
結

果
、

漏
え

い
は

完
全

に
止

ま
っ

た
。

原
因

は
、

悪
路

走
行

等
に

よ
る

強
い

振
動

で
、

ナ
ッ

ト
が

緩
ん

だ
た

め
で

あ
る

と
推

測
さ

れ
る

。
な

お
、

漏
え

い
量

は
ご

く
わ

ず
か

で
あ

っ
た

。

7
2
0
1
0
-

0
5
4

移
動

移
動

式
液

化
窒

素
製

造
設

備
の

ホ
ー

ス
接

続
部

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
3
/
1
8

愛
知

県
0

0
2

2
窒

素
漏

洩
等

運
送

ロ
ー

リ
ー

、
ホ

ー
ス

、
継

手

＜
荷

役
中

＞
＜

誤
判

断
＞

無

移
動

式
製

造
設

備
(窒

素
ロ

ー
リ

)か
ら

、
事

業
所

の
定

置
式

製
造

設
備

で
あ

る
窒

素
Ｃ

Ｅ
に

液
化

窒
素

を
充

て
ん

し
よ

う
と

準
備

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
窒

素
ロ

ー
リ

側
の

フ
ラ

ン
ジ

と
ホ

ー
ス

を
接

続
し

た
箇

所
か

ら
液

化
窒

素
が

噴
出

し
、

こ
れ

を
止

め
よ

う
と

し
た

窒
素

ロ
ー

リ
の

運
転

手
、

及
び

事
業

所
の

従
業

員
が

凍
傷

を
負

っ
た

。
原

因
は

、
最

初
に

液
化

窒
素

を
卸

し
た

後
に

、
液

化
窒

素
を

払
い

出
す

フ
ラ

ン
ジ

が
空

気
中

の
水

分
に

よ
り

凍
結

し
た

。
次

の
事

業
所

ま
で

の
移

動
時

間
が

短
く
、

凍
結

し
た

部
分

が
大

気
温

に
よ

り
溶

け
な

か
っ

た
。

次
の

事
業

所
に

お
い

て
、

ホ
ー

ス
と

フ
ラ

ン
ジ

の
接

続
が

上
手

く
出

来
そ

う
に

も
な

い
と

判
断

し
た

た
め

、
そ

の
間

に
樹

脂
製

パ
ッ

キ
ン

を
1
枚

挿
入

し
た

。
ま

た
、

ホ
ー

ス
と

フ
ラ

ン
ジ

を
接

続
す

る
際

、
固

定
す

る
た

め
の

ナ
ッ

ト
の

山
部

が
相

当
程

度
削

れ
て

い
た

こ
と

を
認

識
し

て
い

た
に

も
関

わ
ら

ず
、

作
業

を
急

ぐ
あ

ま
り

交
換

し
な

か
っ

た
。

液
面

を
加

圧
し

、
送

液
準

備
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

パ
ッ

キ
ン

が
低

温
脆

性
に

よ
り

破
壊

、
ま

た
ナ

ッ
ト

も
液

圧
に

よ
り

緩
ん

だ
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

－92－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

8
2
0
1
0
-

0
5
7

移
動

L
N

G
受

入
ロ

ー
リ

ー
の

フ
ラ

ン
ジ

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
3
/
2
3

栃
木

県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
漏

洩
等

食
品

継
手

、
ロ

ー
リ

ー

＜
荷

役
中

＞
＜

誤
判

断
＞

無

3
月

2
3
日

8
時

頃
、

L
N

G
受

入
の

た
め

ロ
ー

リ
ー

車
が

到
着

し
、

同
8
時

3
0
分

頃
配

管
つ

な
ぎ

等
の

受
入

準
備

を
し

、
受

入
を

開
始

し
た

。
受

入
を

開
始

し
て

す
ぐ

に
、

ロ
ー

リ
ー

側
の

受
入

に
係

る
可

と
う

管
の

フ
ラ

ン
ジ

溶
接

部
か

ら
液

漏
れ

を
目

視
に

よ
り

確
認

し
た

た
め

、
た

だ
ち

に
受

け
入

れ
作

業
を

停
止

し
た

。
可

と
う

管
の

メ
ー

カ
ー

の
調

査
結

果
に

よ
る

と
、

漏
え

い
の

直
接

の
原

因
は

、
可

と
う

管
の

設
計

上
の

曲
げ

半
径

が
7
0
0
m

m
で

あ
る

の
に

対
し

て
、

可
と

う
管

と
ロ

ー
リ

ー
車

の
接

続
時

に
無

理
な

曲
げ

を
繰

り
返

し
生

じ
さ

せ
て

い
た

た
め

、
設

計
よ

り
も

短
い

時
間

で
疲

労
破

壊
に

い
た

っ
た

と
の

見
解

で
あ

り
、

使
用

方
法

に
問

題
が

あ
る

と
の

考
え

で
あ

っ
た

。
一

方
、

保
守

委
託

事
業

者
は

、
使

用
方

法
に

問
題

は
な

い
と

し
て

お
り

、
他

の
何

ら
か

の
原

因
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

る
た

め
、

再
度

、
メ

ー
カ

ー
側

に
原

因
調

査
を

依
頼

し
て

い
る

。

9
2
0
1
0
-

0
6
2

移
動

液
化

ア
ル

ゴ
ン

ロ
ー

リ
ー

の
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
3
/
2
7

宮
城

県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン
漏

洩
等

運
送

ロ
ー

リ
ー

、
蒸

発
器

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

3
月

2
7
日

に
、

事
業

所
ロ

ー
リ

ー
置

場
に

て
、

液
化

ア
ル

ゴ
ン

ロ
ー

リ
ー

の
高

圧
ガ

ス
製

造
後

の
終

業
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
音

に
よ

る
漏

え
い

が
認

め
ら

れ
、

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

加
圧

蒸
発

器
の

入
ロ

側
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
よ

り
漏

え
い

が
発

見
さ

れ
た

。
発

見
後

、
加

圧
器

入
口

弁
及

び
加

圧
器

出
口

弁
を

閉
め

、
加

圧
蒸

発
器

に
ガ

ス
が

回
ら

な
い

よ
う

に
措

置
し

、
当

該
ロ

ー
リ

ー
の

使
用

を
停

止
し

た
。

原
因

は
、

漏
え

い
箇

所
は

、
加

圧
蒸

発
器

の
外

枠
と

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

を
Ｕ

ボ
ル

ト
に

て
固

定
し

て
い

る
部

分
で

、
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
と

外
枠

が
接

触
し

な
い

よ
う

に
板

材
を

狭
ん

で
お

り
、

冬
期

間
の

走
行

に
よ

り
、

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

（
ア

ル
ミ

）
と

板
材

と
の

問
に

融
雪

剤
が

付
着

し
、

部
分

的
な

腐
食

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

1
0

2
0
1
0
-

0
8
9

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

配
送

車
両

の
横

転
に

よ
る

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
4
/
2
0

京
都

府
0

0
4

4
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

運
送

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）
、

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

無

物
流

会
社

の
配

送
員

が
、

配
送

車
両

（
4
ｔト

ラ
ッ

ク
）
に

充
て

ん
済

み
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

3
3
本

を
積

載
し

、
現

場
交

差
点

を
左

折
し

よ
う

と
し

た
際

に
、

配
送

車
が

横
転

し
容

器
が

落
下

、
信

号
待

ち
を

し
て

い
た

乗
用

車
2
台

に
衝

突
し

た
。

容
器

は
散

乱
し

、
1
2
本

の
容

器
の

バ
ル

ブ
が

落
下

の
衝

撃
で

緩
み

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

連
絡

を
受

け
た

地
域

防
災

協
議

会
会

員
事

業
所

と
物

流
会

社
の

関
連

会
社

の
従

業
員

が
現

場
に

急
行

し
、

容
器

元
弁

を
閉

止
し

処
置

を
行

っ
た

。
そ

の
後

、
容

器
は

関
連

会
社

の
工

場
へ

回
収

さ
れ

た
。

ま
た

、
現

場
付

近
の

京
都

縦
貫

道
が

3
0
分

、
国

道
は

1
時

間
4
0
分

に
わ

た
っ

て
通

行
止

め
と

な
っ

た
。

原
因

は
、

運
転

手
は

、
事

故
当

時
の

記
憶

が
薄

く
、

詳
細

は
明

ら
か

に
な

ら
な

い
が

、
高

速
道

路
か

ら
一

般
道

に
降

り
る

際
に

、
減

速
が

不
十

分
の

ま
ま

交
差

点
に

進
入

し
、

ハ
ン

ド
ル

を
切

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
現

在
、

京
都

府
警

に
お

い
て

車
両

横
転

の
原

因
を

調
査

中
で

あ
る

。
今

後
は

、
全

支
店

に
対

し
て

注
意

喚
起

文
書

を
発

出
し

、
社

内
に

て
事

故
対

策
会

議
を

行
い

、
再

発
防

止
策

に
つ

い
て

検
討

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

京
都

支
店

の
全

配
送

員
に

対
し

て
、

交
通

安
全

に
つ

い
て

の
注

意
喚

起
を

行
い

、
安

全
運

行
の

た
め

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
1

2
0
1
0
-

1
0
8

移
動

配
送

車
の

交
通

事
故

に
よ

る
容

器
飛

散
、

漏
え

い

2
0
1
0
/
5
/
1
9

神
奈

川
県

0
0

0
0

窒
素

漏
洩

等
運

送
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無

5
月

1
9
日

8
時

3
0
分

に
、

配
送

業
者

が
営

業
所

を
出

発
し

、
A

社
に

ア
ル

ゴ
ン

1
0
本

を
納

入
し

た
。

二
番

目
の

納
入

先
の

B
社

に
向

い
、

現
場

の
交

差
点

を
、

時
速

4
0
km

位
で

通
過

(青
信

号
)し

よ
う

と
し

た
際

、
信

号
の

左
か

ら
来

た
車

と
衝

突
し

た
。

側
面

衝
突

で
斜

め
右

に
走

り
、

電
柱

と
ブ

ロ
ッ

ク
壁

に
二

台
で

衝
突

し
、

そ
の

弾
み

で
左

側
に

横
転

し
た

た
め

、
荷

台
の

架
台

に
固

定
し

て
あ

っ
た

容
器

が
架

台
と

共
に

路
上

に
放

り
出

さ
れ

た
。

幸
い

双
方

の
運

転
手

に
怪

我
は

な
か

っ
た

。
運

転
手

は
救

急
車

で
病

院
に

運
ば

れ
た

為
、

容
器

の
後

始
末

が
出

来
ず

、
低

圧
液

体
窒

素
1
本

(L
G

C
)か

ら
ガ

ス
が

漏
れ

出
し

通
報

さ
れ

た
。

1
0
0
L
の

液
体

窒
素

の
内

2
0
L
位

が
放

出
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
他

の
容

器
に

異
常

は
な

か
っ

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2

2
0
1
0
-

1
2
5

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

配
送

車
の

交
通

事
故

に
よ

る
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
1

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無

県
道

の
交

差
点

で
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
2
本

を
積

載
し

た
配

送
車

(軽
ト

ラ
ッ

ク
)と

ミ
ニ

バ
ン

タ
イ

プ
の

乗
車

が
衝

突
し

た
。

軽
ト

ラ
ッ

ク
は

、
進

行
方

向
斜

め
左

側
に

そ
の

ま
ま

低
速

で
進

み
、

県
道

南
側

の
側

溝
に

右
前

輪
を

落
と

し
て

停
車

し
た

。
衝

突
時

に
荷

台
の

右
側

あ
お

り
が

破
損

し
て

い
た

た
め

、
停

車
の

シ
ョ

ッ
ク

で
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
落

下
し

、
そ

の
衝

撃
で

バ
ル

ブ
が

緩
み

、
容

器
2
本

か
ら

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
(L

P
ガ

ス
容

器
の

破
損

は
な

し
。

)事
故

現
場

近
く
の

運
送

会
社

の
社

員
が

す
ぐ

に
駆

け
つ

け
、

バ
ル

ブ
を

閉
め

て
漏

え
い

を
停

止
さ

せ
た

。

1
3

2
0
1
0
-

1
3
1

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

の
調

整
器

を
変

形
さ

せ
た

こ
と

に
よ

る
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
8

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
廃

品
解

体
）

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
移

動
中

＞
＜

誤
判

断
＞

無

解
体

業
者

の
知

人
が

、
残

ガ
ス

容
器

(L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

×
3
本

と
酸

素
容

器
5

本
)を

運
搬

す
る

為
に

車
両

に
積

み
込

む
際

、
L
P

ガ
ス

容
器

1
本

の
プ

ロ
テ

ク
タ

ー
を

誤
っ

て
取

り
外

し
、

調
整

器
部

分
を

変
形

さ
せ

、
そ

れ
に

気
づ

か
ず

軽
ト

ラ
ッ

ク
の

荷
台

に
積

載
し

た
と

こ
ろ

ガ
ス

臭
が

し
た

。
漏

え
い

量
は

、
微

量
で

あ
っ

た
。

残
ガ

ス
容

器
が

置
い

て
あ

っ
た

岡
山

市
か

ら
販

売
店

ま
で

返
却

す
る

為
、

運
搬

し
よ

う
と

し
て

い
た

。
容

器
は

、
2
年

間
屋

外
に

放
置

さ
れ

て
い

た
物

で
あ

っ
た

。

1
4

2
0
1
0
-

1
5
2

移
動

配
送

車
の

交
通

事
故

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

の
飛

散
、

漏
え

い

2
0
1
0
/
6
/
2
5

大
分

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無

6
月

2
5
日

1
5
時

5
分

頃
、

A
社

の
従

業
員

が
、

車
両

に
残

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
6
本

を
積

載
し

、
事

業
所

へ
帰

社
中

、
路

上
の

下
り

左
カ

ー
ブ

に
て

、
雨

に
よ

り
ス

リ
ッ

プ
し

、
左

路
肩

の
縁

石
に

接
触

し
、

助
手

席
を

下
に

し
て

横
転

し
た

。
そ

の
後

、
通

行
車

線
よ

り
対

向
車

線
側

へ
1
0
m

ほ
ど

斜
め

に
滑

り
な

が
ら

両
車

線
の

中
央

付
近

で
停

止
し

た
。

荷
締

機
に

よ
り

固
定

し
て

い
た

容
器

2
6
本

が
道

路
に

散
乱

し
、

そ
の

う
ち

6
本

が
対

向
車

線
側

の
道

路
下

へ
落

下
し

た
。

落
下

し
た

残
L
P

ガ
ス

容
器

を
調

べ
る

と
、

開
閉

バ
ル

ブ
が

緩
み

、
数

本
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

た
た

め
、

バ
ル

ブ
を

閉
め

、
漏

え
い

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
全

て
の

容
器

を
回

収
し

、
近

隣
の

L
P

ガ
ス

販
売

店
に

一
時

保
管

後
、

自
社

の
別

車
両

に
て

事
務

所
内

の
容

器
置

場
に

収
納

し
た

。
な

お
、

こ
の

事
故

に
よ

る
負

傷
者

は
発

生
し

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
雨

中
の

ぬ
れ

た
路

面
を

L
P

ガ
ス

容
器

を
積

載
し

た
ト

ラ
ッ

ク
で

走
行

す
る

際
の

、
安

全
意

識
不

足
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

1
5

2
0
1
0
-

2
1
3

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

を
移

動
中

に
、

容
器

が
転

倒
し

漏
え

い

2
0
1
0
/
8
/
1
2

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
誤

操
作

＞
無

平
成

2
2
年

8
月

1
2
日

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

7
本

と
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

9
本

を
ト

ラ
ッ

ク
で

バ
ラ

積
み

し
て

移
動

中
、

大
田

原
市

富
池

付
近

の
公

道
に

お
い

て
、

対
向

車
を

避
け

た
際

に
ハ

ン
ド

ル
操

作
を

誤
り

用
水

路
の

土
手

に
ト

ラ
ッ

ク
を

転
落

さ
せ

、
そ

の
衝

撃
で

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

の
バ

ル
ブ

が
緩

み
、

ガ
ス

が
噴

出
漏

え
い

し
た

。

1
6

2
0
1
0
-

1
9
6

移
動

L
P

ガ
ス

運
搬

車
の

交
通

事
故

に
よ

る
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
1
7

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
誤

操
作

＞
無

関
係

者
が

、
会

社
の

容
器

運
搬

車
両

（
2
ｔ）

の
荷

台
に

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
9
本

と
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

を
積

載
し

、
現

場
付

近
を

戸
山

方
面

か
ら

五
日

市
方

面
に

向
け

走
行

中
、

電
柱

に
接

触
し

た
こ

と
に

よ
り

ハ
ン

ド
ル

操
作

を
誤

り
、

車
道

か
ら

約
５

メ
ー

ト
ル

下
の

水
田

に
転

落
し

、
積

載
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

容
器

3
0
本

が
散

乱
し

た
。

う
ち

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

か
ら

残
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
が

、
速

や
か

に
関

係
者

が
閉

弁
し

た
。

ま
た

、
関

係
者

は
軽

傷
を

負
っ

た
が

、
周

辺
住

民
へ

の
被

害
は

な
か

っ
た

。

1
7

2
0
1
0
-

2
2
5

移
動

移
動

式
製

造
設

備
の

配
管

継
手

部
か

ら
の

酸
素

漏
え

い

2
0
1
0
/
8
/
2
5

北
海

道
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

一
般

化
学

ロ
ー

リ
ー

、
配

管

＜
停

止
中

＞

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

平
成

2
2
年

8
月

2
5
日

、
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
(酸

素
)の

保
安

検
査

に
備

え
、

事
前

点
検

を
し

た
と

こ
ろ

、
安

全
弁

の
元

弁
入

口
配

管
と

加
圧

戻
り

配
管

、
並

び
に

放
出

ラ
イ

ン
の

放
出

弁
の

上
流

側
配

管
に

合
流

す
る

チ
ー

ズ
継

手
に

、
き

裂
に

よ
る

漏
え

い
(カ

ニ
泡

程
度

)を
発

見
し

た
。

当
該

設
備

は
、

平
成

2
2
年

4
月

6
日

に
定

期
自

主
検

査
を

実
施

し
て

い
る

が
、

そ
の

時
点

で
は

異
常

は
認

め
ら

れ
て

お
ら

ず
、

発
生

時
期

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
り

、
漏

え
い

量
に

つ
い

て
も

不
明

で
あ

る
。

原
因

は
、

漏
え

い
の

あ
っ

た
配

管
は

、
放

出
ラ

イ
ン

、
安

全
弁

ラ
イ

ン
及

び
加

圧
戻

り
ラ

イ
ン

と
ユ

ニ
ッ

ト
と

な
っ

て
お

り
、

配
管

支
持

形
態

に
つ

い
て

は
、

放
出

ラ
イ

ン
及

び
安

全
弁

ラ
イ

ン
は

容
器

側
に

固
定

さ
れ

て
い

る
が

、
加

圧
戻

り
ラ

イ
ン

は
車

両
下

部
側

に
固

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
振

動
が

各
々

に
伝

わ
る

こ
と

と
な

り
、

長
期

間
の

輸
送

に
お

け
る

振
動

等
に

よ
る

負
荷

が
チ

ー
ズ

継
手

に
か

か
り

、
経

年
疲

労
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

配
管

系
等

に
つ

い
て

、
部

分
的

に
負

荷
の

か
か

ら
な

い
よ

う
に

加
工

し
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と
と

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
8

2
0
1
0
-

2
2
7

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

を
配

送
中

に
バ

ル
ブ

が
緩

み
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
2
7

山
梨

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

運
送

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
か

ら
、

配
送

業
務

を
委

託
さ

れ
て

い
る

会
社

の
配

送
員

が
、

富
士

河
口

湖
町

の
消

費
者

か
ら

回
収

し
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
1
本

を
積

載
し

て
帰

社
途

中
、

笛
吹

市
の

国
道

1
3
7
号

線
御

坂
ト

ン
ネ

ル
内

で
容

器
か

ら
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
、

ト
ン

ネ
ル

出
口

の
待

避
場

所
で

漏
え

い
し

て
い

た
容

器
3
本

の
バ

ル
ブ

を
締

め
た

。
そ

の
後

、
ト

ン
ネ

ル
内

で
ガ

ス
臭

が
す

る
と

の
通

報
で

駆
け

つ
け

た
警

察
及

び
消

防
に

呼
び

止
め

ら
れ

、
現

地
で

事
情

聴
取

が
行

わ
れ

た
。

警
察

及
び

消
防

で
ト

ン
ネ

ル
内

、
付

近
の

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
既

に
異

臭
は

な
く
、

人
的

、
物

的
被

害
は

な
か

っ
た

。
な

お
、

こ
の

事
故

に
よ

る
道

路
の

通
行

止
め

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

回
収

し
た

容
器

バ
ル

ブ
の

締
め

付
け

が
甘

く
、

ベ
ル

ト
に

よ
る

荷
台

の
緊

縛
も

不
十

分
な

状
態

で
、

曲
が

り
く
ね

っ
た

峠
道

を
走

行
し

た
た

め
に

バ
ル

ブ
が

緩
み

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
当

該
配

送
員

の
業

務
経

験
は

1
年

弱
で

あ
っ

た
。

1
9

2
0
1
0
-

2
6
1

移
動

移
動

式
炭

酸
ガ

ス
製

造
設

備
の

銅
配

管
が

破
断

2
0
1
0
/
8
/
2
7

神
奈

川
県

0
0

0
0

炭
酸

ガ
ス

漏
洩

等
運

送
配

管
＜

移
動

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
外

部
衝

撃
）

無

運
送

事
業

者
が

、
静

岡
県

内
の

2
箇

所
へ

の
充

て
ん

を
終

え
、

引
取

り
充

て
ん

の
た

め
、

炭
酸

ガ
ス

製
造

事
業

者
へ

向
か

う
際

、
左

車
線

の
走

行
車

線
を

8
0
km

/
h

で
走

行
中

、
後

方
か

ら
小

型
ト

ラ
ッ

ク
に

追
突

さ
れ

た
。

ロ
ー

リ
ー

後
方

右
(運

転
席

側
)に

当
た

っ
た

た
め

バ
ン

パ
ー

、
サ

イ
ド

バ
ン

パ
ー

が
破

損
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

充
て

ん
用

ポ
ン

プ
に

つ
な

が
る

パ
ー

ジ
用

ラ
イ

ン
の

銅
配

管
1
0
ミ

リ
が

破
断

さ
れ

ガ
ス

が
放

出
さ

れ
た

。

2
0

2
0
1
0
-

2
3
2

移
動

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

燃
料

自
動

車
の

接
触

に
よ

る
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
9
/
6

山
口

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無

平
成

2
2
年

9
月

6
日

1
0
時

5
5
分

頃
、

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

L
P

ガ
ス

燃
料

自
動

車
(乗

用
車

)が
、

消
費

者
宅

の
検

針
に

向
か

う
際

、
消

費
者

宅
の

敷
地

と
道

路
の

段
差

を
見

誤
り

車
両

底
部

を
接

触
さ

せ
、

車
両

に
固

定
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

容
器

の
供

給
配

管
が

破
損

し
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
エ

ン
ジ

ン
を

停
止

さ
せ

た
後

、
容

器
側

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
漏

え
い

を
止

め
た

。
な

お
、

漏
え

い
量

は
約

1
0
kg

で
あ

っ
た

。

2
1

2
0
1
0
-

2
3
3

移
動

液
化

窒
素

ロ
ー

リ
ー

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

ジ
ョ

イ
ン

ト
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
9
/
8

秋
田

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

運
送

ロ
ー

リ
ー

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
劣

化
＞

（
疲

労
）

無

平
成

2
2
年

9
月

8
日

午
前

1
0
時

頃
、

事
業

所
内

で
、

液
化

窒
素

ロ
ー

リ
ー

か
ら

窒
素

を
受

け
入

れ
中

、
ポ

ン
プ

吐
出

側
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

た
め

、
ロ

ー
リ

ー
の

運
転

を
停

止
し

た
。

直
ち

に
、

ロ
ー

リ
ー

を
営

業
所

に
戻

ら
せ

、
フ

レ
キ

の
ベ

ロ
ー

ズ
部

分
に

発
泡

水
を

か
け

た
と

こ
ろ

、
気

泡
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
運

行
時

の
振

動
に

よ
る

疲
労

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
ベ

ロ
ー

ズ
部

の
振

動
防

止
の

た
め

、
ア

ン
グ

ル
を

配
管

に
取

り
付

け
補

強
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
2

2
0
1
0
-

2
4
8

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

の
配

送
車

か
ら

の
容

器
転

落
、

漏
え

い

2
0
1
0
/
9
/
1
6

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

運
送

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

販
売

店
か

ら
配

送
を

受
託

し
て

い
る

配
送

事
業

者
が

、
配

送
車

に
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

3
6
本

を
積

載
し

移
動

し
て

い
た

際
に

、
左

カ
ー

ブ
で

急
ブ

レ
ー

キ
を

か
け

た
は

ず
み

で
､車

両
荷

台
の

右
フ

ェ
ン

ス
留

め
金

が
破

損
し

､L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

3
0

本
が

落
下

し
た

｡内
3
本

の
バ

ル
ブ

が
緩

み
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
車

両
荷

台
の

横
フ

ェ
ン

ス
留

め
金

が
劣

化
し

て
い

た
こ

と
と

、
容

器
固

定
の

た
め

の
荷

締
め

ベ
ル

ト
を

荷
台

本
体

で
は

な
く
横

フ
ェ

ン
ス

に
緊

縛
し

て
い

た
こ

と
に

よ
り

､容
器

3
6
本

の
重

量
に

横
フ

ェ
ン

ス
が

耐
え

き
れ

ず
､変

形
破

損
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
落

下
後

に
容

器
バ

ル
ブ

が
緩

ん
だ

こ
と

は
、

容
器

キ
ャ

ッ
プ

の
締

め
付

け
が

不
足

し
て

い
た

た
め

と
考

え
ら

れ
る

。

2
3

2
0
1
0
-

2
5
3

移
動

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

の
荷

下
し

作
業

中
の

転
倒

、
漏

え
い

2
0
1
0
/
9
/
3
0

香
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

運
送

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞
＜

誤
操

作
＞

無

平
成

2
2
年

9
月

3
0
日

1
0
時

5
分

頃
、

簡
易

ガ
ス

事
業

者
が

、
ガ

ス
集

積
場

に
お

い
て

、
ト

ラ
ッ

ク
か

ら
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

を
荷

下
ろ

し
中

、
作

業
員

が
誤

っ
て

手
を

滑
ら

せ
容

器
1
本

が
転

倒
し

た
。

こ
の

容
器

は
、

静
電

気
板

の
固

定
ボ

ル
ト

上
に

落
下

し
、

胴
部

に
直

径
1
c
m

程
度

穴
が

開
き

、
1
0
分

程
度

で
L
P

ガ
ス

が
周

辺
に

5
0
kg

全
量

漏
え

い
し

た
。

作
業

員
に

け
が

は
な

く
、

周
辺

民
家

か
ら

の
通

報
も

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
原

因
は

、
事

故
発

生
時

の
天

候
は

雨
で

あ
り

、
作

業
員

は
革

手
袋

を
装

着
し

て
作

業
し

て
い

た
が

、
手

が
滑

り
や

す
い

状
態

に
あ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
4

2
0
1
0
-

2
9
7

移
動

液
化

炭
酸

ガ
ス

5
kg

容
器

の
移

動
中

に
バ

ル
ブ

か
ら

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
0
/
3

福
岡

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
無

酒
店

の
従

業
員

が
、

自
動

車
で

ビ
ー

ル
サ

ー
バ

ー
用

の
液

化
炭

酸
ガ

ス
5
kg

容
器

1
本

を
移

送
中

、
容

器
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

従
業

員
は

近
隣

の
駐

車
場

内
に

車
を

停
止

さ
せ

、
直

ち
に

消
防

署
に

連
絡

し
た

。
容

器
の

バ
ル

ブ
を

閉
め

る
と

ガ
ス

の
漏

え
い

は
止

ま
っ

た
。

原
因

は
、

配
達

員
が

事
故

後
に

退
職

し
て

い
る

た
め

詳
細

は
不

明
で

あ
る

が
、

プ
ロ

テ
ク

タ
ー

付
容

器
で

あ
っ

た
こ

と
、

及
び

横
積

み
に

さ
れ

充
分

に
固

定
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
等

の
状

況
か

ら
、

移
動

中
の

何
ら

か
の

要
因

に
よ

り
バ

ル
ブ

が
緩

ん
だ

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
容

器
を

移
動

す
る

際
は

、
ロ

ー
プ

等
で

緊
縛

す
る

と
と

も
に

、
確

実
に

バ
ル

ブ
が

閉
止

し
て

い
る

か
確

認
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
5

2
0
1
0
-

3
1
5

移
動

搬
送

車
両

の
横

転
に

よ
る

L
C

G
容

器
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
0
/
4

滋
賀

県
0

0
0

0
窒

素
漏

洩
等

運
送

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

高
圧

ガ
ス

容
器

(L
C

G
容

器
:液

化
窒

素
×

1
、

継
目

な
し

4
7
L
容

器
:窒

素
×

6
、

酸
素

×
2
、

炭
酸

×
3
)を

積
載

し
た

配
送

車
が

、
高

速
道

路
上

り
線

を
走

行
中

に
、

乗
用

車
2
台

に
よ

る
割

り
込

み
が

あ
り

、
急

ブ
レ

ー
キ

を
か

け
た

と
こ

ろ
、

車
体

が
左

右
に

振
ら

れ
路

側
帯

に
車

両
が

横
転

し
た

。
横

転
の

衝
撃

で
高

圧
ガ

ス
容

器
1
1

本
が

荷
台

か
ら

放
り

出
さ

れ
道

路
緑

地
帯

に
落

下
し

た
｡こ

の
と

き
横

向
き

に
な

っ
た

車
体

に
固

定
さ

れ
た

ま
ま

に
な

っ
て

い
た

L
C

G
1
0
0
L
容

器
(液

化
窒

素
)1

本
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

配
送

出
発

時
に

乗
務

員
が

こ
の

L
G

C
1
0
0
L
容

器
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

も
の

の
、

放
出

弁
の

閉
止

が
不

十
分

で
あ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

2
6

2
0
1
0
-

3
0
9

移
動

L
P

ガ
ス

容
器

が
転

落
し

、
バ

ル
ブ

が
破

損
し

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
0
/
3
0

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
誤

操
作

＞
無

埼
玉

県
北

葛
飾

郡
よ

り
神

奈
川

県
厚

木
市

に
移

動
中

の
車

両
が

､ト
ン

ネ
ル

を
通

行
中

に
ト

ン
ネ

ル
に

接
触

し
、

右
側

ア
オ

リ
を

破
損

し
、

積
載

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

×
7
7
本

、
3
0
kg

容
器

×
2
本

、
2
0
kg

容
器

×
2
8
本

の
内

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

×
2
2
本

、
3
0
kg

容
器

×
2
本

、
2
0
kg

容
器

×
5
本

を
落

下
さ

せ
た

。
落

下
し

た
容

器
の

内
、

1
本

の
バ

ル
ブ

が
破

損
し

て
少

量
の

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
車

両
走

行
中

に
、

運
転

手
が

車
内

の
書

類
に

気
を

取
ら

れ
、

ハ
ン

ド
ル

操
作

を
誤

っ
た

た
め

で
あ

っ
た

。

2
7

2
0
1
0
-

3
6
7

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
液

化
炭

酸
ガ

ス
ロ

ー
リ

ー
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
2
/
8

大
阪

府
0

0
1

1
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

運
送

ロ
ー

リ
ー

＜
移

動
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無

液
化

炭
酸

ガ
ス

ロ
ー

リ
ー

が
積

込
み

の
た

め
、

出
荷

基
地

付
近

の
交

差
点

を
右

折
中

、
対

向
車

線
の

ダ
ン

プ
カ

ー
が

脇
見

運
転

で
赤

信
号

に
も

か
か

わ
ら

ず
交

差
点

に
進

入
し

た
た

め
、

衝
突

し
大

破
し

た
。

こ
の

た
め

、
破

損
し

た
配

管
か

ら
残

ガ
ス

が
噴

き
出

し
た

。

2
8

2
0
1
0
-

3
6
8

移
動

車
輌

の
横

転
に

よ
り

L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

漏
え

い
2
0
1
0
/
1
2
/
8

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

販
売

店
容

器
本

体
＜

移
動

中
＞

＜
誤

判
断

＞
無

平
成

2
2
年

1
2
月

8
日

午
前

1
1
時

頃
、

栃
木

県
の

県
道

2
8
号

線
に

お
い

て
、

L
P

ガ
ス

容
器

3
7
本

を
バ

ラ
積

み
し

て
い

た
ト

ラ
ッ

ク
が

横
転

し
、

L
P

ガ
ス

容
器

が
散

乱
し

、
4

本
の

容
器

の
バ

ル
ブ

が
緩

ん
で

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
直

接
の

原
因

は
小

動
物

が
飛

び
出

し
、

急
ブ

レ
ー

キ
及

び
急

ハ
ン

ド
ル

操
作

を
し

た
た

め
で

あ
っ

た
。

時
速

4
0
km

程
度

で
法

定
速

度
内

で
あ

り
、

車
輪

が
浮

き
出

し
、

ゆ
っ

く
り

横
転

し
た

と
の

こ
と

。
な

お
、

運
転

手
は

入
社

し
て

1
年

未
満

で
あ

っ
た

。
こ

の
運

転
手

は
、

L
P

ガ
ス

容
器

が
散

乱
し

バ
ル

ブ
が

緩
ん

だ
こ

と
に

よ
り

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

の
で

バ
ル

ブ
を

し
め

る
作

業
を

し
て

い
た

が
、

気
分

が
悪

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
通

行
人

が
警

察
や

消
防

に
連

絡
し

て
、

二
次

的
な

被
害

は
な

か
っ

た
。

2
9

2
0
1
0
-

1
4
3

移
動

移
動

式
液

化
炭

酸
ガ

ス
製

造
施

設
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
2
/
2
9

新
潟

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

運
送

ロ
ー

リ
ー

、
配

管

＜
停

止
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

無

液
化

炭
酸

ガ
ス

を
ロ

ー
リ

ー
車

で
輸

送
し

、
納

入
先

で
ロ

ー
リ

ー
車

の
操

作
箱

を
開

け
た

と
こ

ろ
、

バ
イ

パ
ス

配
管

部
の

断
熱

ケ
ー

シ
ン

グ
部

か
ら

ボ
コ

ボ
コ

と
い

う
音

が
し

て
お

り
、

ケ
ー

シ
ン

グ
部

に
霜

が
発

生
し

て
い

た
。

荷
下

ろ
し

を
終

え
、

事
業

所
に

戻
っ

た
後

、
ケ

ー
シ

ン
グ

部
の

断
熱

材
を

外
し

て
確

認
し

た
と

こ
ろ

バ
イ

パ
ス

配
管

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
箇

所
は

、
ロ

ー
リ

ー
車

へ
の

充
て

ん
配

管
と

ロ
ー

リ
ー

車
か

ら
の

払
い

出
し

配
管

の
バ

イ
パ

ス
配

管
で

あ
り

、
配

管
サ

ポ
ー

ト
(フ

ラ
ッ

ト
バ

ー
:容

器
に

接
続

さ
れ

て
い

る
)が

配
管

と
溶

接
さ

れ
て

い
る

部
分

で
あ

っ
た

。
事

業
者

は
漏

え
い

箇
所

確
認

後
、

ガ
ス

を
放

出
し

て
圧

を
抜

い
た

。
原

因
は

、
メ

ー
カ

ー
に

て
調

査
中

で
あ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
0

2
0
1
0
-

0
6
3

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

、
バ

ル
ブ

の
破

損
、

漏
え

い

2
0
1
0
/
3
/
2
8

愛
知

県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
破

裂
等

運
送

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無

対
向

車
線

の
右

折
車

両
が

、
飛

び
出

し
た

た
め

急
ハ

ン
ド

ル
に

て
回

避
し

た
と

こ
ろ

、
ト

ラ
ッ

ク
が

傾
き

、
L
P

ガ
ス

4
5
0
kg

容
器

1
本

が
緊

結
ベ

ル
ト

を
す

り
抜

け
て

落
下

し
た

。
容

器
は

別
の

右
折

待
ち

車
両

に
直

撃
し

、
当

該
車

両
は

破
損

し
た

。
ま

た
、

容
器

落
下

時
に

容
器

附
属

の
安

全
弁

及
び

気
相

バ
ル

ブ
が

損
傷

し
、

L
P

ガ
ス

2
0
0
kg

程
度

が
交

差
点

内
で

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

対
向

車
線

の
右

折
車

両
の

急
な

飛
び

出
し

、
及

び
L
P

ガ
ス

運
搬

車
両

の
制

限
速

度
超

過
（
約

1
0
km

/
h
超

過
）
に

よ
る

も
の

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
法

定
速

度
の

遵
守

、
交

差
点

進
入

の
際

の
安

全
確

認
を

徹
底

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
た

て
型

容
器

の
固

定
ロ

ー
プ

を
2
本

に
す

る
な

ど
の

改
善

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
1

2
0
1
0
-

0
1
4

移
動

L
P

ガ
ス

ロ
ー

リ
ー

の
移

動
中

に
お

け
る

交
通

事
故

2
0
1
0
/
1
/
2
6

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

運
送

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー

＜
移

動
中

＞
＜

誤
操

作
＞

無

運
送

員
が

L
P

ガ
ス

ロ
ー

リ
ー

に
て

ガ
ス

を
運

搬
中

、
橋

を
通

っ
た

際
に

路
面

が
凍

結
し

て
お

り
、

減
速

が
不

十
分

で
あ

っ
た

た
め

ス
リ

ッ
プ

し
た

。
車

両
は

反
対

車
線

の
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
等

を
破

損
さ

せ
、

ロ
ー

リ
ー

の
先

頭
が

道
路

か
ら

は
み

出
し

下
方

に
落

ち
か

か
り

路
肩

の
途

中
で

止
ま

っ
た

（
路

肩
は

、
道

路
面

か
ら

下
方

へ
向

か
う

斜
面

と
な

っ
て

い
た

）
。

原
因

は
、

路
面

凍
結

の
可

能
性

が
あ

る
場

所
に

お
い

て
、

減
速

が
不

十
分

で
あ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
従

業
員

に
対

し
て

安
全

教
育

を
実

施
し

、
事

故
発

生
時

の
連

絡
先

に
つ

い
て

も
整

理
し

連
絡

先
表

を
ロ

ー
リ

ー
に

搭
載

し
た

。

3
2

2
0
1
0
-

0
4
2

移
動

移
動

中
の

車
両

か
ら

容
器

転
落

2
0
1
0
/
2
/
2
7

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
転

落
）

機
械

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

消
費

事
業

所
で

、
輸

送
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
転

落
し

、
後

方
車

両
と

衝
突

し
た

。
な

お
、

容
器

か
ら

の
漏

え
い

は
無

か
っ

た
。

原
因

は
、

車
両

へ
の

容
器

の
固

定
が

不
十

分
だ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
安

全
対

策
の

周
知

を
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
3

2
0
1
0
-

1
5
0

移
動

配
送

車
の

交
通

事
故

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

の
飛

散

2
0
1
0
/
6
/
1
4

熊
本

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
そ

の
他

運
送

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無

平
成

2
2
年

6
月

1
4
日

午
後

1
:3

0
頃

、
販

売
店

の
配

送
委

託
先

の
運

送
事

業
者

ト
ラ

ッ
ク

が
、

配
送

先
か

ら
残

ガ
ス

容
器

3
8
本

（
合

計
1
,5

0
0
kg

程
度

、
酸

素
及

び
炭

酸
ガ

ス
容

器
）
を

積
載

し
走

行
中

、
対

向
車

線
を

走
行

し
て

い
た

普
通

自
動

車
が

、
道

路
中

央
線

を
越

え
て

配
送

車
の

正
面

へ
衝

突
し

た
。

こ
の

衝
撃

で
積

載
し

て
い

た
容

器
の

う
ち

、
2
1
本

が
道

路
へ

散
乱

し
破

損
（
う

ち
廃

棄
処

分
1
4
本

）
し

た
。

こ
の

事
故

の
た

め
、

現
場

付
近

の
道

路
が

2
時

間
半

程
度

片
側

通
行

止
め

と
な

っ
た

。
な

お
、

散
乱

し
た

容
器

か
ら

ガ
ス

漏
れ

は
無

か
っ

た
と

の
事

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

容
器

の
積

載
方

法
に

つ
い

て
も

確
認

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

ベ
ル

ト
固

定
等

は
十

分
行

わ
れ

て
お

り
、

問
題

は
な

か
っ

た
と

考
え

る
。

原
因

は
、

当
該

道
路

は
見

通
し

の
良

い
片

側
1
車

線
の

直
線

道
路

で
あ

り
、

衝
突

し
た

普
通

乗
用

車
の

運
転

手
の

脇
見

運
転

と
推

定
さ

れ
る

。
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平
成

２
２

年
に

発
生

し
た

高
圧

ガ
ス

保
安

法
事

故
一

覧
表

(3
)災

害
事

故
：
消

費
中

の
事

故
番 号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
0

-
2
9
6

消
費

L
P

ガ
ス

容
器

切
断

中
の

爆
発

、
火

災
2
0
1
0
/
1
1
/
4

埼
玉

県
1

0
0

1
液

化
石

油
ガ

ス
爆

発
そ

の
他

（
個

人
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
く

ず
化

）

＜
誤

判
断

＞
裸

火

自
宅

母
屋

に
隣

接
す

る
離

れ
の

一
室

で
、

拾
っ

た
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
1
0
kg

容
器

を
電

動
工

具
で

切
断

中
、

火
花

が
残

留
ガ

ス
に

引
火

し
て

爆
発

、
火

災
が

発
生

し
、

作
業

者
が

火
傷

を
負

い
、

5
日

後
に

死
亡

し
た

。
爆

発
は

、
戸

口
の

ガ
ラ

ス
戸

に
ひ

び
が

入
っ

た
程

度
の

小
規

模
な

も
の

で
あ

り
、

火
災

は
作

業
者

が
消

火
器

で
消

し
止

め
た

た
め

、
室

内
が

煤
け

た
程

度
で

大
き

な
物

損
に

は
な

ら
な

か
っ

た
。

現
場

に
は

、
事

故
容

器
の

他
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

が
3
本

（
1
0
kg

容
器

2
本

、
2
kg

容
器

1
本

）
が

置
か

れ
て

い
た

が
、

事
故

後
に

回
収

さ
れ

た
。

な
お

、
事

故
容

器
を

含
め

、
い

ず
れ

の
容

器
も

入
手

経
路

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。

2
2
0
1
0

-
3
3
3

消
費

飲
食

店
で

漏
え

い
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

に
引

火
し

爆
発

2
0
1
0
/
1
1
/
2
0

青
森

県
1

2
8

1
1

液
化

石
油

ガ
ス

爆
発

そ
の

他
（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

調
査

中

飲
食

店
の

厨
房

付
近

で
漏

れ
た

可
燃

性
ガ

ス
に

、
な

ん
ら

か
の

火
源

に
よ

り
引

火
、

爆
発

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
事

故
発

生
場

所
の

建
物

で
は

、
一

階
の

飲
食

店
2
軒

が
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
、

二
階

の
建

物
所

有
者

が
都

市
ガ

ス
を

使
用

し
て

い
た

が
、

引
火

し
た

の
は

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

の
可

能
性

が
高

い
。

被
害

状
況

は
、

物
的

被
害

が
火

災
発

生
場

所
で

あ
る

飲
食

店
の

ほ
か

に
、

隣
接

す
る

一
般

住
宅

な
ど

3
棟

が
全

焼
、

3
棟

が
ぼ

や
被

害
と

な
り

、
人

的
被

害
は

、
死

亡
者

1
名

(事
故

の
発

生
し

た
建

物
の

二
階

に
住

居
し

て
い

た
建

物
所

有
者

)、
病

院
に

搬
送

さ
れ

た
負

傷
者

8
名

(重
傷

2
名

、
軽

症
6
名

)の
ほ

か
、

現
場

処
置

を
行

っ
た

負
傷

者
2
名

(軽
症

)と
な

っ
て

い
る

。
発

災
し

た
飲

食
店

で
は

、
隣

接
す

る
飲

食
店

と
共

同
で

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

3
本

を
使

用
し

て
お

り
、

そ
の

う
ち

の
1
本

に
は

き
裂

が
入

っ
て

い
た

(L
P

ガ
ス

3
本

と
も

空
の

状
態

)。
た

だ
し

、
消

防
署

の
調

査
で

は
、

爆
発

は
店

内
か

ら
の

可
能

性
が

高
く
、

容
器

置
場

付
近

か
ら

爆
発

し
た

可
能

性
は

低
い

。
な

お
、

鎮
火

後
の

現
場

検
証

で
出

火
場

付
近

か
ら

、
乗

用
車

用
と

み
ら

れ
る

L
P

ガ
ス

容
器

1
本

、
及

び
一

般
消

費
者

用
と

み
ら

れ
る

調
整

器
(5

kg
/
h
)1

個
が

発
見

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

れ
ら

と
事

故
と

の
関

連
は

現
在

の
と

こ
ろ

明
ら

か
に

な
っ

て
い

な
い

。
発

災
し

た
飲

食
店

の
店

主
（
中

等
症

）
及

び
そ

の
妻

（
重

症
）
は

、
事

故
に

よ
る

肉
体

的
、

精
神

的
ダ

メ
ー

ジ
が

大
き

く
、

現
在

は
長

時
間

の
事

情
聴

取
が

行
え

な
い

こ
と

か
ら

、
警

察
署

が
店

主
の

回
復

を
待

っ
て

、
乗

用
車

用
と

み
ら

れ
る

L
P

ガ
ス

容
器

と
事

故
の

関
連

性
、

及
び

そ
の

入
手

先
な

ど
に

つ
い

て
調

査
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

3
2
0
1
0

-
1
7
6

消
費

配
管

表
面

を
バ

ー
ナ

ー
で

乾
燥

作
業

中
の

火
災

2
0
1
0
/
8
/
5

神
奈

川
県

0
4

0
4

液
化

石
油

ガ
ス

火
災

そ
の

他
（
ガ

ス
事

業
）

容
器

本
体

、
バ

ー
ナ

ー

＜
工

事
中

＞

＜
誤

判
断

＞
、

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

裸
火

（
バ

ー
ナ

ー
）

工
場

内
で

､供
給

ガ
ス

埋
設

配
管

(工
事

改
造

中
の

配
管

で
内

部
は

不
活

性
ガ

ス
に

て
置

換
済

)に
熱

収
縮

シ
ー

ト
に

よ
る

防
食

を
施

工
す

る
た

め
、

作
業

員
4
名

が
掘

削
溝

(幅
約

2
.8

m
×

長
さ

約
3
.7

m
×

深
さ

約
2
.3

m
)に

入
り

､防
食

の
下

処
理

と
し

て
､配

管
外

面
を

L
P

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

(4
本

)で
炙

り
、

予
熱

、
乾

燥
さ

せ
て

い
た

。
作

業
開

始
か

ら
約

5
分

後
、

掘
削

構
内

で
使

用
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

に
何

ら
か

の
原

因
で

漏
え

い
引

火
し

､火
災

が
発

生
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
そ

の
火

災
に

よ
り

、
作

業
員

4
名

が
火

傷
を

負
っ

た
が

、
自

力
で

昇
降

梯
子

な
ど

か
ら

避
難

し
た

｡直
ち

に
負

傷
者

へ
の

対
応

及
び

､掘
削

溝
内

の
消

火
を

､水
消

火
栓

､消
火

器
で

行
う

と
と

も
に

、
事

業
者

を
経

由
し

､消
防

署
､警

察
署

､労
働

基
準

監
督

署
へ

の
通

報
を

行
っ

た
｡原

因
は

、
バ

ー
ナ

ー
燃

料
で

あ
る

L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

を
作

業
箇

所
近

傍
の

配
管

上
に

配
置

し
て

い
た

が
、

作
業

員
が

ホ
ー

ス
の

長
さ

に
気

付
か

ず
に

移
動

し
た

た
め

、
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

が
ホ

ー
ス

に
よ

り
引

っ
張

ら
れ

て
、

配
管

上
か

ら
落

下
し

た
。

こ
の

際
、

容
器

と
調

節
弁

を
接

続
し

て
い

た
金

属
製

の
継

手
が

落
下

の
衝

撃
で

破
損

し
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

、
バ

ー
ナ

ー
が

着
火

源
と

な
り

火
災

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
2
0
1
0

-
3
1
1

消
費

ガ
ス

ブ
ル

ー
ダ

ー
に

よ
る

養
豚

場
の

火
災

2
0
1
0
/
1
1
/
3

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
そ

の
他

（
畜

産
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

不
明

平
成

2
2
年

1
1
月

3
日

5
時

4
0
分

頃
、

農
場

の
子

豚
舎

で
火

災
が

発
生

し
、

子
豚

舎
3
棟

と
子

豚
約

1
万

2
千

頭
を

焼
失

し
た

。
火

災
は

9
時

2
0
分

頃
に

鎮
火

し
、

消
防

本
部

の
現

場
検

証
が

行
わ

れ
た

が
、

直
接

的
な

原
因

は
特

定
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
た

だ
し

、
消

防
で

は
、

不
審

火
や

タ
バ

コ
の

不
始

末
等

で
は

な
い

こ
と

、
火

災
当

初
に

は
焼

失
し

た
子

豚
舎

が
通

電
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

ガ
ス

ブ
ー

ル
ダ

ー
(ガ

ス
の

畜
産

用
の

消
費

施
設

)以
外

に
は

考
え

ら
れ

な
い

と
の

見
解

で
あ

り
、

ガ
ス

ブ
ル

ー
ダ

ー
2
個

が
、

鎖
が

外
れ

落
下

し
て

い
た

。
ガ

ス
暖

房
(ガ

ス
ブ

ル
ー

ダ
ー

)は
、

分
娩

舎
と

子
豚

舎
で

使
用

し
て

お
り

、
8
月

下
旬

頃
か

ら
早

朝
と

夜
間

に
使

用
し

、
冬

季
は

一
日

中
使

用
し

て
い

た
。

子
豚

舎
3
棟

は
全

焼
し

、
L
P

ガ
ス

9
8
0
kg

バ
ル

ク
貯

槽
6
基

の
安

全
弁

が
作

動
し

た
(合

計
で

L
P

ガ
ス

9
8
0
kg

バ
ル

ク
容

器
1
3
基

、
う

ち
第

2
種

貯
蔵

所
該

当
は

9
8
0
kg

×
4
基

)。
な

お
、

L
P

ガ
ス

販
売

業
者

は
、

バ
ル

ク
貯

槽
、

供
給

配
管

や
豚

舎
内

配
管

の
漏

れ
試

験
を

年
1
回

実
施

し
て

い
た

。

5
2
0
1
0

-
1
1
3

消
費

不
活

性
ガ

ス
消

火
設

備
の

誤
操

作
に

よ
る

C
O

2
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
8

東
京

都
0

2
2

4
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
消

火
設

備

＜
定

修
中

＞
（
点

検
）

＜
誤

操
作

＞
無

機
械

式
駐

車
場

で
、

消
防

用
設

備
で

あ
る

｢不
活

性
ガ

ス
消

火
設

備
｣(

二
酸

化
炭

素
)の

点
検

中
に

､誤
っ

て
二

酸
化

炭
素

消
火

ガ
ス

を
機

械
式

駐
車

場
区

画
内

に
放

出
さ

せ
て

し
ま

い
､人

的
被

害
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
地

下
1
階

に
設

置
さ

れ
て

い
る

二
酸

化
炭

素
8
7
L
容

器
1
4
本

の
存

在
を

確
知

せ
ず

､安
全

措
置

を
と

ら
な

い
ま

ま
､点

検
作

業
を

行
っ

た
｡そ

の
際

に
､容

器
弁

が
連

動
解

放
し

機
械

式
駐

車
場

内
部

に
二

酸
化

炭
素

が
放

出
さ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
消

火
ガ

ス
系

統
図

､設
置

状
況

､作
業

手
順

書
､設

置
本

数
､注

意
事

項
を

容
器

室
1
階

､地
下

1
階

に
掲

示
す

る
こ

と
と

し
た

。

6
2
0
1
0

-
1
8
7

消
費

土
砂

崩
れ

に
よ

り
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

か
ら

漏
え

い
、

爆
発

2
0
1
0
/
7
/
9

福
島

県
0

2
0

2
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
自

然
災

害
）

不
明

大
雨

に
よ

り
、

L
P

ガ
ス

消
費

者
宅

の
裏

山
が

幅
約

1
5
m

高
さ

約
7
m

程
度

の
土

砂
崩

れ
を

起
こ

し
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
ホ

ー
ス

か
ら

外
れ

て
巻

き
込

ま
れ

た
。

2
本

の
容

器
の

う
ち

1
本

は
、

消
費

者
が

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

が
、

1
本

は
土

砂
に

埋
も

れ
た

た
め

、
ガ

ス
の

流
出

が
止

め
ら

れ
ず

漏
え

い
が

継
続

し
付

近
に

滞
留

、
何

ら
か

の
原

因
で

引
火

し
、

爆
発

、
火

災
に

至
っ

た
。

調
整

器
入

口
は

2
口

あ
り

、
一

方
が

ホ
ー

ス
に

よ
り

容
器

と
接

続
さ

れ
、

も
う

一
方

は
直

接
容

器
に

接
続

さ
れ

て
い

た
。

直
接

容
器

に
接

続
し

て
い

た
側

は
、

調
整

器
の

入
口

金
具

の
ね

じ
込

み
部

で
破

断
し

て
い

た
。

ま
た

、
ホ

ー
ス

に
よ

り
接

続
さ

れ
て

い
た

側
は

、
ホ

ー
ス

口
金

部
を

残
し

て
焼

損
し

て
い

た
。

(口
金

部
で

ゴ
ム

が
破

断
し

た
後

焼
け

た
の

か
、

接
続

さ
れ

た
ま

ま
ゴ

ム
部

が
焼

失
し

た
の

か
不

明
)容

器
2
本

の
出

口
部

分
の

状
態

は
、

一
方

が
前

記
の

通
り

調
整

器
入

口
金

具
の

ね
じ

込
み

部
が

破
断

し
て

残
存

し
て

い
た

。
も

う
一

方
は

、
ホ

ー
ス

口
金

部
を

残
し

て
焼

失
し

て
い

る
。

(口
金

部
で

ゴ
ム

が
破

断
し

た
後

焼
け

た
の

か
、

接
続

さ
れ

た
ま

ま
ゴ

ム
部

が
焼

失
し

た
の

か
不

明
)以

上
の

こ
と

か
ら

、
土

砂
崩

れ
に

よ
り

容
器

と
自

動
切

替
式

調
整

器
の

間
で

ホ
ー

ス
が

破
断

等
し

て
ガ

ス
が

漏
え

い
、

付
近

に
滞

留
し

何
ら

か
の

原
因

で
着

火
、

火
災

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

容
器

は
販

売
店

が
管

理
し

て
い

る
が

、
調

整
器

及
び

メ
ー

タ
ー

は
、

火
災

ガ
ラ

と
と

も
に

処
分

さ
れ

て
い

る
た

め
に

、
こ

れ
以

上
の

詳
細

は
不

明
で

あ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

7
2
0
1
0

-
3
2
6

消
費

加
工

工
場

の
コ

ン
ロ

を
使

用
中

の
Ｃ

Ｏ
中

毒
2
0
1
0
/
7
/
1
4

高
知

県
1

0
0

1
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

（
中

毒
）

食
品

コ
ン

ロ
＜

消
費

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

精
肉

加
工

工
場

で
、

肉
片

を
真

空
パ

ッ
ク

し
、

そ
れ

を
熱

湯
に

1
0
秒

程
度

浸
け

る
こ

と
で

、
肉

と
パ

ッ
ク

（
ビ

ニ
ー

ル
）
を

密
着

さ
せ

る
作

業
を

、
従

業
員

が
実

施
し

て
い

た
。

こ
の

作
業

手
順

は
、

湯
沸

器
の

熱
湯

を
鋳

物
コ

ン
ロ

に
か

け
た

寸
胴

鍋
（
6
0
c
m

程
度

）
に

補
充

し
な

が
ら

行
い

、
常

に
あ

る
一

定
の

熱
湯

を
維

持
す

る
。

作
業

中
は

、
牛

の
解

体
時

の
騒

音
（
電

動
ノ

コ
ギ

リ
で

切
断

）
や

異
物

（
虫

等
）
混

入
を

防
ぐ

た
め

、
密

閉
さ

れ
た

空
間

（
窓

及
び

シ
ャ

ッ
タ

ー
も

締
め

切
ら

れ
、

完
全

に
閉

め
切

っ
た

状
態

）
で

換
気

扇
も

使
用

せ
ず

、
エ

ア
コ

ン
の

み
を

使
用

し
て

い
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

密
閉

さ
れ

た
空

間
で

、
多

量
の

C
O

を
吸

引
し

た
こ

と
に

よ
る

C
O

中
毒

に
よ

り
死

亡
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

湯
沸

器
、

鋳
物

コ
ン

ロ
の

両
器

具
に

つ
い

て
、

C
O

発
生

濃
度

を
測

定
し

た
が

、
湯

沸
器

は
正

常
で

、
ほ

と
ん

ど
C

O
は

検
出

さ
れ

な
か

っ
た

。
鋳

物
コ

ン
ロ

に
つ

い
て

は
、

鍋
を

載
せ

な
い

状
態

で
は

正
常

に
燃

焼
し

て
お

り
、

極
微

量
の

C
O

は
検

出
さ

れ
た

が
、

人
体

へ
の

影
響

は
な

い
正

常
な

値
（
1
0
pp

m
）
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

鍋
を

載
せ

数
分

後
に

C
O

濃
度

を
測

定
す

る
と

、
C

O
検

知
器

の
検

知
範

囲
の

上
限

（
1
2
5
0
pp

m
）
の

C
O

を
確

認
し

た
。

8
2
0
1
0

-
0
1
2

消
費

漏
え

い
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

に
引

火
2
0
1
0
/
1
/
2
5

宮
崎

県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
爆

発
建

設
容

器
本

体
＜

消
費

中
＞

＜
作

業
環

境
の

不
適

＞
裸

火

販
売

店
が

工
業

用
と

し
て

販
売

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

に
、

消
費

者
が

、
調

整
器

、
ホ

ー
ス

及
び

コ
ン

ロ
に

接
続

し
て

、
作

業
小

屋
（
約

2
0
ｍ

2
）
で

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

た
。

1
月

2
5
日

朝
6
時

5
0
分

ご
ろ

、
石

油
ス

ト
ー

ブ
に

マ
ッ

チ
で

点
火

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
爆

発
し

た
。

原
因

は
、

警
察

署
、

消
防

署
、

販
売

店
立

会
い

の
も

と
、

現
場

検
証

し
た

と
こ

ろ
、

ゴ
ム

ホ
ー

ス
に

ね
ず

み
が

噛
ん

だ
よ

う
な

傷
跡

が
あ

り
、

そ
こ

か
ら

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
た

。

9
2
0
1
0

-
0
4
4

消
費

瓦
製

造
工

程
に

あ
る

炉
の

爆
発

2
0
1
0
/
2
/
2
8

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
爆

発
窯

業
炉

、
バ

ー
ナ

ー

＜
消

費
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

裸
火

（
バ

ー
ナ

ー
）

瓦
の

製
造

工
程

に
お

い
て

、
2
日

間
焼

成
炉

内
で

寝
か

せ
た

瓦
を

焼
成

す
る

た
め

、
ア

フ
タ

ー
バ

ー
ナ

ー
（
炉

内
に

空
気

の
流

れ
を

生
成

す
る

た
め

、
メ

イ
ン

バ
ー

ナ
ー

点
火

前
に

点
火

す
る

バ
ー

ナ
ー

）
に

点
火

後
、

し
ば

ら
く
し

て
炉

内
で

爆
発

が
起

き
、

瓦
投

入
口

の
扉

が
吹

き
飛

ん
だ

。
作

業
者

は
既

に
現

場
を

離
れ

て
い

た
た

め
、

怪
我

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

コ
ミ

ラ
イ

ン
（
焼

成
し

た
瓦

の
表

面
に

炭
素

の
膜

を
生

成
さ

せ
る

目
的

で
、

生
の

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

を
吹

き
付

け
る

工
程

に
使

用
す

る
ラ

イ
ン

）
の

元
バ

ル
ブ

の
閉

め
忘

れ
又

は
コ

ミ
ラ

イ
ン

か
ら

の
ガ

ス
の

漏
え

い
に

よ
り

、
炉

内
に

高
濃

度
の

L
P

ガ
ス

が
充

満
し

、
ア

フ
タ

ー
バ

ー
ナ

ー
の

点
火

に
伴

い
、

空
気

と
混

合
し

た
た

め
、

爆
発

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

1
0

2
0
1
0

-
0
6
4

消
費

歯
科

で
の

爆
発

事
故

2
0
1
0
/
3
/
2
9

大
阪

府
0

1
2

3
液

化
石

油
ガ

ス
爆

発
そ

の
他

（
病

院
）

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
原

因
不

明
）

不
明

歯
科

医
で

、
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

よ
り

エ
ア

ー
混

合
し

て
使

用
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
ホ

ー
ス

と
バ

ー
ナ

ー
の

つ
な

ぎ
目

か
ら

火
が

付
い

た
た

め
、

消
火

器
で

火
を

消
し

た
の

ち
掃

除
機

を
使

用
し

て
、

空
中

の
消

火
薬

剤
な

ど
の

浮
遊

物
を

吸
い

込
ま

せ
た

。
掃

除
機

の
ス

イ
ッ

チ
を

切
っ

て
か

ら
少

し
し

て
、

作
業

場
か

ら
ダ

ク
ト

途
中

に
て

爆
発

し
、

診
察

室
天

井
、

表
の

ガ
ラ

ス
を

吹
き

飛
ば

し
た

。
な

お
、

L
P

ガ
ス

容
器

の
バ

ル
ブ

は
閉

栓
さ

れ
､バ

ー
ナ

ー
の

コ
ッ

ク
も

閉
止

さ
れ

て
い

た
｡原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

1
1

2
0
1
0

-
1
3
8

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
を

油
圧

カ
ッ

タ
ー

で
は

さ
み

爆
発

2
0
1
0
/
6
/
1
7

栃
木

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

爆
発

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
誤

操
作

＞
不

明

A
社

が
住

宅
解

体
工

事
を

請
負

い
、

そ
の

下
請

け
で

あ
る

B
社

が
解

体
作

業
を

行
っ

て
い

た
。

溶
断

の
た

め
ア

セ
チ

レ
ン

5
0
kg

容
器

2
本

、
酸

素
5
0
kg

容
器

1
本

を
解

体
現

場
に

置
い

て
い

た
が

、
重

機
の

油
圧

カ
ッ

タ
ー

で
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

1
本

を
は

さ
も

う
と

し
た

際
に

、
容

器
を

破
損

し
た

。
容

器
の

縦
方

向
に

高
さ

3
～

4
m

の
火

柱
が

出
た

の
で

、
急

い
で

作
業

員
が

土
を

か
ぶ

せ
た

が
完

全
に

は
鎮

火
で

き
な

か
っ

た
。

最
終

的
に

は
、

消
防

が
完

全
に

鎮
火

さ
せ

た
。

原
因

は
、

B
社

作
業

員
、

元
請

の
A

社
と

も
に

高
圧

ガ
ス

容
器

の
取

扱
い

に
関

す
る

注
意

認
識

が
不

足
し

て
い

た
。

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
を

油
圧

カ
ッ

タ
ー

で
は

さ
ん

だ
経

緯
は

不
明

で
あ

る
が

、
わ

ず
か

な
残

ガ
ス

で
あ

っ
て

も
危

険
性

が
高

い
こ

と
を

理
解

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

1
2

2
0
1
0

-
2
0
6

消
費

排
ガ

ス
処

理
設

備
に

L
P

ガ
ス

が
充

満
し

爆
発

2
0
1
0
/
8
/
3

千
葉

県
0

0
0

0

液
化

石
油

ガ
ス

、
モ

ノ
シ

ラ
ン

爆
発

そ
の

他
（
ガ

ラ
ス

加
工

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞

高
温

ガ
ス

事
業

所
内

の
C

V
D

(化
学

蒸
着

:物
質

の
薄

膜
を

形
成

す
る

蒸
着

法
)装

置
の

排
ガ

ス
処

理
設

備
で

、
制

御
盤

の
温

度
コ

ン
ト

ー
ル

を
し

て
い

る
盤

内
に

あ
る

2
台

の
エ

ア
コ

ン
の

内
、

1
台

の
エ

ア
コ

ン
の

電
源

ケ
ー

ブ
ル

が
抜

か
れ

て
い

た
た

め
に

制
御

盤
内

の
温

度
が

上
昇

し
た

。
温

度
上

昇
に

よ
り

、
ア

ラ
ー

ム
が

鳴
動

し
た

た
め

、
排

ガ
ス

処
理

設
備

の
各

所
の

排
気

弁
を

閉
止

し
た

と
こ

ろ
、

排
ガ

ス
処

理
設

備
内

に
ブ

タ
ン

ガ
ス

が
充

満
し

た
た

め
、

爆
発

が
発

生
し

た
。

－100－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
3

2
0
1
0

-
2
1
8

消
費

陶
芸

窯
へ

の
点

火
作

業
中

の
爆

発
2
0
1
0
/
8
/
2
1

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
爆

発
窯

業
容

器
本

体
、

窯
＜

消
費

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

裸
火

陶
芸

工
房

内
で

、
陶

芸
窯

の
自

動
切

換
器

が
う

ま
く
作

動
せ

ず
ガ

ス
が

出
な

く
な

っ
た

た
め

、
販

売
店

従
業

員
が

平
成

2
2
年

8
月

2
1
日

2
1
時

1
5
分

頃
、

現
地

に
到

着
し

バ
イ

パ
ス

を
開

放
し

て
ガ

ス
を

流
し

た
が

、
点

火
す

る
際

に
窯

内
部

の
残

留
ガ

ス
を

空
気

で
の

置
換

を
十

分
に

行
わ

な
か

っ
た

た
め

、
爆

発
し

陶
芸

窯
を

破
損

し
た

。
原

因
は

、
販

売
店

従
業

員
が

屋
外

の
供

給
装

置
を

確
認

し
て

い
る

間
、

消
費

者
が

ガ
ス

が
流

れ
て

い
る

音
を

聞
い

て
種

火
を

付
け

た
た

め
で

あ
っ

た
。

1
4

2
0
1
0

-
3
5
1

消
費

漏
え

い
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

に
炊

飯
器

の
火

が
引

火
し

爆
発

2
0
1
0
/
1
1
/
2
1

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
爆

発
食

品
容

器
本

体
＜

消
費

中
＞

＜
誤

操
作

＞
裸

火

1
1
月

2
1
日

午
前

1
1
時

3
8
分

頃
、

農
産

物
加

工
セ

ン
タ

ー
の

惣
菜

製
造

室
で

、
漏

え
い

し
た

L
P

ガ
ス

に
炊

飯
器

の
火

が
引

火
し

、
爆

発
が

発
生

し
た

。
屋

根
、

天
井

、
壁

等
を

破
損

し
た

が
、

爆
発

当
時

、
従

業
員

は
製

造
室

内
に

お
ら

ず
、

人
的

被
害

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

農
産

加
工

品
を

製
造

中
に

、
所

用
に

よ
り

消
費

機
器

(フ
ラ

イ
ヤ

ー
)を

持
ち

出
す

た
め

、
接

続
配

管
を

取
り

外
し

て
い

た
が

、
そ

の
こ

と
に

気
づ

か
ず

、
配

管
元

栓
を

開
け

た
。

そ
の

後
、

ガ
ス

炊
飯

器
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
て

外
出

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
元

栓
を

開
け

た
直

後
、

マ
イ

コ
ン

メ
ー

タ
ー

の
安

全
装

置
が

作
動

し
、

漏
え

い
は

遮
断

さ
れ

た
。

爆
発

は
、

メ
ー

タ
か

ら
元

栓
の

間
の

ガ
ス

管
に

残
っ

て
い

た
ガ

ス
に

引
火

し
発

生
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

1
5

2
0
1
0

-
3
7
1

消
費

酸
素

容
器

の
元

弁
を

開
放

し
、

圧
力

調
整

器
が

破
裂

2
0
1
0
/
1
2
/
1
0

和
歌

山
県

0
1

0
1

酸
素

爆
発

鉄
工

所
容

器
本

体
＜

そ
の

他
＞

＜
点

検
不

良
＞

温
度

上
昇

（
断

熱
圧

縮
）

鉄
工

所
内

で
、

作
業

員
が

ガ
ス

溶
接

作
業

を
す

る
た

め
酸

素
7
m

3
容

器
の

容
器

弁
を

開
け

た
と

こ
ろ

、
圧

力
調

整
器

が
破

裂
し

た
。

原
因

は
、

容
器

弁
を

開
放

し
た

と
こ

ろ
、

圧
力

調
整

器
の

不
良

に
よ

り
、

断
熱

圧
縮

が
起

こ
り

圧
力

調
整

器
内

の
酸

素
が

高
温

と
な

り
、

取
り

付
け

ネ
ジ

に
巻

か
れ

て
い

た
シ

ー
ル

テ
ー

プ
に

着
火

し
､膨

張
し

た
酸

素
と

火
炎

が
一

気
に

噴
出

し
た

た
め

、
圧

力
調

整
器

が
破

裂
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
(古

い
調

整
器

を
使

用
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
つ

い
て

は
無

し
)。

1
6

2
0
1
0

-
0
3
8

消
費

溶
断

作
業

中
の

逆
火

に
よ

る
容

器
の

火
災

2
0
1
0
/
2
/
1
9

北
海

道
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

運
送

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞

裸
火

（
ラ

イ
タ

ー
）

事
業

所
構

内
で

、
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
に

よ
り

溶
断

を
行

う
た

め
ト

ー
チ

に
市

販
の

着
火

用
ラ

イ
タ

ー
で

着
火

を
試

み
る

が
着

火
せ

ず
、

同
様

の
着

火
動

作
を

数
回

繰
り

返
し

た
と

こ
ろ

、
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

の
安

全
弁

（
溶

栓
）
よ

り
炎

が
噴

出
し

た
。

作
業

者
が

粉
末

消
火

器
を

使
用

し
た

が
炎

が
お

さ
ま

ら
ず

、
1
1
9
番

通
報

に
よ

り
消

防
が

出
動

し
た

。
屋

外
に

容
器

を
移

動
さ

せ
、

水
を

張
っ

た
ド

ラ
ム

缶
に

火
炎

噴
出

中
の

容
器

を
収

め
、

周
囲

の
雪

等
に

よ
り

容
器

の
低

温
を

保
ち

な
が

ら
残

ガ
ス

の
消

耗
ま

で
待

機
し

た
。

事
故

発
生

か
ら

約
6
時

間
が

経
過

し
、

下
火

に
な

っ
た

と
こ

ろ
で

溶
栓

部
分

を
木

栓
で

塞
ぎ

鎮
火

さ
せ

た
。

原
因

は
、

逆
火

防
止

器
が

末
装

着
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

数
回

に
わ

た
る

着
火

動
作

に
よ

っ
て

、
容

器
に

逆
火

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

焼
損

し
た

ホ
ー

ス
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

非
焼

損
部

位
の

ゴ
ム

が
硬

化
し

て
い

る
と

感
じ

取
れ

た
た

め
、

バ
ー

ナ
ー

先
端

部
に

限
ら

ず
ホ

ー
ス

中
間

部
分

の
劣

化
（
微

少
漏

え
い

）
箇

所
か

ら
着

火
し

た
可

能
性

も
あ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

高
圧

ガ
ス

保
安

法
の

貯
蔵

・
消

費
等

技
術

基
準

に
つ

い
て

、
販

売
店

か
ら

配
布

さ
れ

た
周

知
文

書
を

参
考

に
、

社
内

Ｋ
Ｙ

教
育

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
7

2
0
1
0

-
0
3
9

消
費

酸
素

配
管

の
流

量
調

節
弁

付
近

か
ら

の
火

災

2
0
1
0
/
2
/
2
0

広
島

県
0

0
0

0
酸

素
火

災
製

鉄
所

配
管

、
ス

ト
レ

ー
ナ

ー

＜
消

費
中

＞
＜

点
検

不
良

＞
摩

擦
熱

製
鉄

所
で

製
造

す
る

ス
ラ

グ
（
縦

5
,0

0
0
×

横
7
0
0
×

厚
さ

3
0
0
m

m
の

鉄
の

）
の

表
面

を
、

酸
素

と
天

然
ガ

ス
を

燃
焼

さ
せ

て
吹

き
付

け
て

滑
ら

か
に

す
る

工
場

で
、

配
管

工
事

を
2
0
0
9
年

8
月

か
ら

2
0
1
0
年

1
月

に
か

け
て

実
施

し
て

い
た

。
事

故
当

時
、

流
量

調
整

弁
の

デ
ー

タ
取

り
の

た
め

酸
素

の
パ

ー
ジ

テ
ス

ト
を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
2
月

2
0
日

1
7
時

頃
、

ド
ー

ン
と

い
う

音
が

発
生

し
、

酸
素

配
管

の
流

量
調

整
弁

付
近

か
ら

火
柱

が
上

が
っ

て
い

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

高
熱

を
受

け
た

電
線

ケ
ー

ブ
ル

が
着

火
、

燃
焼

し
、

さ
ら

に
電

気
室

に
も

延
焼

し
た

。
こ

の
火

災
で

冷
却

ヤ
ー

ド
6
0
m

2
を

焼
損

し
た

。
原

因
は

、
Ｙ

型
ス

ト
レ

ー
ナ

ー
の

ス
ク

リ
ー

ン
に

工
事

等
で

発
生

し
た

鉄
粉

等
が

滞
留

し
て

い
た

と
こ

ろ
へ

、
圧

縮
酸

素
ガ

ス
を

流
し

た
こ

と
で

発
熱

し
、

ス
ト

レ
ー

ナ
ー

下
部

の
閉

止
フ

ラ
ン

ジ
が

焼
損

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
8

2
0
1
0

-
0
4
3

消
費

溶
射

作
業

中
の

高
圧

ホ
ー

ス
か

ら
の

火
災

2
0
1
0
/
2
/
2
8

北
海

道
0

0
1

1
酸

素
火

災
ご

み
処

理
施

設
弁

、
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

＞
（
バ

ル
ブ

操
作

）

温
度

上
昇

清
掃

工
場

の
焼

却
炉

の
修

理
を

委
託

さ
れ

た
事

業
者

の
作

業
員

4
名

が
、

同
工

場
の

1
階

（
1
名

）
、

3
階

（
1
名

）
、

4
階

（
2
名

）
に

そ
れ

ぞ
れ

分
か

れ
、

1
階

に
設

置
し

て
い

た
カ

ー
ド

ル
（
酸

素
7
m

3
容

器
×

2
0
本

）
×

2
基

に
接

続
さ

れ
て

い
る

高
圧

ホ
ー

ス
2
本

を
圧

力
調

整
器

と
一

体
型

の
二

又
状

接
続

器
具

（
バ

ル
ブ

２
箇

所
付

）
に

接
続

し
、

さ
ら

に
同

圧
力

調
整

器
か

ら
高

圧
ホ

ー
ス

に
よ

り
3
階

に
設

置
し

て
い

た
移

動
式

溶
射

設
備

へ
と

接
続

さ
れ

、
そ

の
溶

射
設

備
で

圧
縮

酸
素

と
灯

油
の

気
化

ガ
ス

を
混

合
さ

せ
て

溶
射

作
業

を
4
階

で
行

っ
て

い
た

。
最

初
は

カ
ー

ド
ル

1
基

の
出

口
バ

ル
ブ

と
二

又
状

接
続

器
具

の
バ

ル
ブ

を
1
方

向
の

み
開

放
し

て
（
1
ラ

イ
ン

）
使

用
し

て
い

た
。

と
こ

ろ
が

、
１

階
で

作
業

を
し

て
い

た
作

業
員

が
、

使
用

側
の

酸
素

の
残

量
が

微
量

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
切

換
え

の
た

め
も

う
一

方
の

カ
ー

ド
ル

の
出

口
バ

ル
ブ

と
接

続
器

具
の

バ
ル

ブ
を

新
た

に
開

放
し

た
と

こ
ろ

、
使

用
側

の
高

圧
ホ

ー
ス

か
ら

出
火

し
、

も
う

一
方

の
高

圧
ホ

ー
ス

も
燃

焼
し

た
。

な
お

、
そ

の
時

３
階

で
作

業
を

し
て

い
た

作
業

員
が

、
破

裂
音

と
炎

を
確

認
し

た
こ

と
か

ら
、

付
近

に
設

置
し

て
あ

っ
た

消
火

器
を

持
っ

て
１

階
に

至
り

、
１

階
に

い
た

作
業

員
と

と
も

に
消

火
器

と
水

バ
ケ

ツ
で

初
期

　
消

火
を

行
っ

て
い

る
。

本
事

故
に

よ
り

1
階

で
作

業
を

し
て

い
た

作
業

員
1
名

が
負

傷
（
軽

症
：
左

手
背

部
第

Ⅰ
度

及
び

第
Ⅱ

度
熱

傷
）
し

て
い

る
。

本
事

故
の

発
生

に
つ

い
て

、
3
月

2
日

に
当

該
事

業
者

か
ら

県
に

電
話

連
絡

が
あ

り
判

明
し

た
。

当
該

事
業

者
は

、
札

幌
市

内
に

限
ら

ず
修

理
作

業
を

受
託

し
た

場
合

、
全

国
各

地
に

使
用

機
材

を
持

込
み

同
様

の
作

業
を

行
っ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

な
お

、
圧

縮
酸

素
容

器
及

び
カ

ー
ド

ル
に

つ
い

て
は

、
現

地
の

ガ
ス

販
売

業
者

か
ら

購
入

及
び

借
用

し
て

い
た

。
原

因
は

、
作

業
員

が
酸

素
の

切
換

え
の

際
に

使
用

側
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
な

い
で

、
新

た
に

も
う

一
方

の
カ

ー
ド

ル
の

出
口

バ
ル

ブ
を

開
放

後
、

二
又

状
接

続
器

具
の

も
う

一
方

の
バ

ル
ブ

を
急

激
に

開
放

し
た

こ
と

で
、

カ
ー

ド
ル

に
接

続
さ

れ
て

い
た

両
方

の
高

圧
ホ

ー
ス

内
の

圧
力

が
急

激
に

上
昇

す
る

と
と

も
に

断
熱

圧
縮

熱
も

上
昇

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
さ

ら
に

使
用

し
て

い
た

高
圧

ホ
ー

ス
、

バ
ル

ブ
等

の
器

具
に

油
、

グ
リ

ー
ス

、
ご

み
等

の
何

ら
か

の
異

物
が

付
着

し
て

い
た

こ
と

も
考

え
ら

れ
、

発
火

、
燃

焼
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
同

作
業

員
は

二
又

状
接

続
器

具
の

バ
ル

ブ
を

開
放

す
る

際
に

、
十

分
な

抵
抗

が
あ

っ
た

た
め

、
そ

れ
相

当
の

力
を

入
れ

て
開

放
し

て
い

た
。

今
後

は
、

法
令

遵
守

及
び

保
安

対
策

に
つ

い
て

、
社

内
で

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
9

2
0
1
0

-
0
5
5

消
費

ト
ー

チ
バ

ー
ナ

ー
へ

の
点

火
時

に
漏

え
い

し
て

い
た

ガ
ス

に
引

火

2
0
1
0
/
3
/
2
0

新
潟

県
0

0
2

2
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
そ

の
他

（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

劣
化

＞
裸

火

自
宅

敷
地

内
の

枯
れ

草
等

を
焼

却
す

る
た

め
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

に
ト

ー
チ

バ
ー

ナ
ー

を
取

り
付

け
、

点
火

し
よ

う
と

火
の

付
い

た
新

聞
紙

を
近

づ
け

た
と

こ
ろ

、
ホ

ー
ス

か
ら

漏
れ

た
ガ

ス
に

引
火

し
た

｡そ
ば

に
い

た
使

用
者

の
妻

が
容

器
ご

と
、

そ
ば

の
川

に
投

げ
込

み
消

火
し

た
(バ

ル
ブ

は
閉

め
て

い
な

い
)。

こ
の

事
故

に
よ

り
使

用
者

と
そ

の
妻

が
軽

度
の

火
傷

を
負

っ
た

。
使

用
者

は
パ

ニ
ッ

ク
に

な
っ

て
い

た
た

め
か

､ど
こ

か
ら

火
が

出
た

の
か

分
か

ら
な

い
と

言
っ

て
い

る
。

接
続

ホ
ー

ス
の

バ
ー

ナ
ー

ヘ
の

接
続

金
具

付
け

根
付

近
の

ホ
ー

ス
の

焼
損

が
激

し
い

た
め

、
そ

の
部

分
か

ら
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ト

ー
チ

バ
ー

ナ
ー

は
､錆

び
て

お
り

、
メ

ー
カ

ー
名

、
型

式
、

製
造

年
月

の
特

定
は

難
し

く
、

使
用

者
も

何
年

前
に

購
入

し
た

の
か

覚
え

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
錆

の
状

況
か

ら
み

て
、

購
入

後
、

相
当

の
年

月
が

経
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
、

接
続

ホ
ー

ス
が

劣
化

し
た

こ
と

が
原

因
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
販

売
事

業
者

は
、

L
P

ガ
ス

を
納

入
し

た
際

に
、

ト
ー

チ
バ

ー
ナ

ー
を

見
て

お
り

、
古

い
物

だ
と

思
っ

た
が

、
昨

年
の

秋
も

使
用

し
て

い
る

と
の

消
費

者
の

説
明

も
あ

り
、

特
に

点
検

な
ど

は
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

2
0

2
0
1
0

-
0
8
0

消
費

溶
断

作
業

中
の

火
災

2
0
1
0
/
4
/
8

愛
知

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
火

災
建

設
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

火
花

（
溶

断
）

生
産

設
備

の
建

設
工

事
中

の
建

物
の

屋
根

部
か

ら
出

火
し

た
。

原
因

は
、

溶
断

に
伴

う
火

花
が

、
屋

根
の

隙
間

に
溜

ま
っ

た
ほ

こ
り

（
塩

化
ビ

ニ
ル

パ
ウ

ダ
ー

）
に

引
火

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
工

事
着

工
前

の
ほ

こ
り

等
の

確
認

を
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

切
断

に
は

、
引

火
性

の
な

い
セ

ー
バ

ー
ソ

ー
を

使
用

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
1

2
0
1
0

-
0
8
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

溶
栓

作
動

に
よ

る
火

災

2
0
1
0
/
4
/
1
9

滋
賀

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

そ
の

他
（
工

事
現

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
溶

接
）

＜
点

検
不

良
＞

、
＜

そ
の

他
＞

（
調

査
中

）

調
査

中

事
故

発
生

日
の

午
後

4
時

過
ぎ

に
、

建
築

工
事

現
場

で
鉄

筋
圧

着
用

に
使

用
さ

れ
て

い
た

ア
セ

チ
レ

ン
が

、
漏

え
い

し
着

火
し

た
｡火

災
は

、
足

場
、

養
生

シ
ー

ト
、

現
場

配
電

盤
等

を
焼

損
さ

せ
た

。
鎮

火
後

､ガ
ス

の
漏

え
い

は
停

止
し

た
。

な
お

､
救

急
搬

送
を

と
も

な
う

よ
う

な
人

的
被

害
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
調

整
器

締
め

付
け

不
良

に
よ

り
、

そ
の

部
分

か
ら

漏
え

い
し

、
静

電
気

等
に

よ
り

着
火

し
た

と
考

え
ら

れ
、

溶
栓

作
動

に
よ

り
ア

セ
チ

レ
ン

が
噴

出
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

使
用

前
の

点
検

実
施

、
及

び
配

電
盤

等
を

容
器

の
近

く
に

は
配

置
し

な
い

よ
う

に
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
2

2
0
1
0

-
0
9
1

消
費

溶
断

作
業

中
の

逆
火

に
よ

る
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

の
火

災

2
0
1
0
/
4
/
2
1

愛
媛

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
誤

判
断

＞

裸
火

（
逆

火
）

平
成

2
2
年

4
月

2
1
日

1
3
時

3
0
分

か
ら

、
3
名

で
ガ

ス
切

断
機

を
使

用
し

て
倉

庫
内

の
鉄

骨
の

撤
去

作
業

を
行

っ
た

。
（
作

業
内

容
は

倉
庫

内
に

、
新

た
に

ク
レ

ー
ン

設
置

し
た

こ
と

に
伴

う
既

存
鉄

骨
の

一
部

切
断

で
、

車
輌

荷
台

に
酸

素
7
m

3
容

器
2
本

（
1
本

は
予

備
）
と

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

を
積

載
し

、
ホ

ー
ス

を
伸

ば
し

て
、

高
所

で
切

断
し

て
い

た
。

な
お

、
逆

火
防

止
措

置
は

講
じ

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
、

荷
台

に
は

容
器

の
他

に
電

気
溶

接
機

を
積

載
し

て
い

た
｡）

切
断

作
業

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

し
ば

ら
く
し

て
火

力
が

下
が

っ
た

の
で

、
車

に
居

た
他

の
作

業
員

に
ア

セ
チ

レ
ン

の
ガ

ス
圧

を
上

げ
る

よ
う

指
示

し
、

調
整

器
の

圧
力

を
上

げ
た

瞬
間

に
逆

火
現

象
が

起
こ

っ
た

。
「
ボ

ン
」
と

い
う

音
と

と
も

に
調

整
器

に
接

続
し

て
い

た
ホ

ー
ス

が
、

調
整

器
根

元
で

切
れ

て
一

瞬
火

と
黒

い
煙

が
少

し
出

た
。

慌
て

て
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

の
元

弁
を

閉
め

、
調

整
器

を
外

す
と

容
器

元
弁

の
内

部
も

黒
く
煤

け
て

い
た

。
そ

の
後

、
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

元
弁

を
開

放
し

、
ガ

ス
を

放
出

し
て

み
た

と
こ

ろ
、

白
い

煙
状

で
出

た
た

め
、

放
出

し
た

ま
ま

、
1
5
m

程
離

れ
て

様
子

を
見

た
。

し
ば

ら
く
し

た
ら

白
い

煙
か

ら
黒

い
煙

に
変

わ
り

、
開

放
し

た
元

弁
側

で
は

な
く
安

全
弁

側
（
容

器
溶

栓
か

安
全

弁
か

は
不

明
）
か

ら
炎

を
上

げ
て

燃
え

出
し

た
た

め
、

消
火

器
4
本

で
消

火
を

試
み

た
が

消
火

で
き

な
か

っ
た

の
で

、
消

防
に

通
報

し
た

。
消

防
の

記
録

に
よ

る
と

1
4
時

1
8
分

消
防

に
入

電
、

1
4
時

3
0
分

現
地

到
着

、
1
4
時

3
9
分

鎮
圧

、
1
4
時

5
4
分

鎮
火

し
た

。
原

因
は

、
ア

セ
チ

レ
ン

を
使

用
す

る
際

の
そ

の
他

の
消

費
に

係
る

技
術

上
の

基
準

を
認

識
し

て
お

ら
ず

、
一

般
則

第
6
0
条

第
1
項

第
1
3
号

で
定

め
る

逆
火

防
止

措
置

を
講

じ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

逆
火

現
象

が
起

こ
り

、
事

故
に

繋
が

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
を

安
全

な
場

所
以

外
で

、
消

火
の

措
置

を
取

ら
ず

に
放

出
し

た
た

め
に

、
火

災
に

な
っ

た
。

2
3

2
0
1
0

-
1
0
4

消
費

亜
鉛

鋳
造

機
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
に

よ
る

火
災

2
0
1
0
/
5
/
7

長
野

県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
機

械
バ

ー
ナ

ー

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

裸
火

1
1
:5

0
頃

、
従

業
員

2
名

で
亜

鉛
鋳

造
機

の
金

型
交

換
作

業
を

行
っ

て
い

た
。

金
型

交
換

が
完

了
し

、
う

ち
１

名
が

「
亜

鉛
供

給
ノ

ズ
ル

保
温

用
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
」
に

点
火

す
る

為
に

、
ト

ー
チ

を
近

づ
け

た
と

こ
ろ

突
然

炎
が

上
が

り
、

近
く
に

い
た

も
う

１
名

の
従

業
員

が
顔

面
を

火
傷

し
た

。
被

災
し

た
従

業
員

は
当

初
、

患
部

を
水

で
冷

や
し

て
い

た
が

、
し

ば
ら

く
た

っ
て

も
痛

み
が

ひ
か

な
い

為
、

1
3
時

頃
、

消
防

に
通

報
し

病
院

に
搬

送
さ

れ
、

5
日

間
の

入
院

後
、

自
宅

に
て

療
養

し
た

。
原

因
は

、
「
亜

鉛
供

給
ノ

ズ
ル

保
温

用
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
」
の

ガ
ス

元
弁

、
及

び
空

気
元

弁
を

閉
め

て
か

ら
金

型
交

換
を

行
っ

た
が

､作
業

中
に

不
意

に
ガ

ス
元

弁
に

触
れ

、
少

量
の

ガ
ス

が
漏

え
い

、
ノ

ズ
ル

付
近

に
充

満
し

て
い

た
と

推
定

さ
れ

る
。

「
点

火
用

バ
ー

ナ
ー

」
に

着
火

し
、

「
亜

鉛
供

給
ノ

ズ
ル

保
温

用
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
」
へ

点
火

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
し

て
い

た
と

推
定

さ
れ

る
ガ

ス
に

引
火

し
、

瞬
間

的
に

大
き

な
炎

が
上

が
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

本
事

故
に

関
し

事
業

者
は

、
発

災
時

に
高

圧
事

故
と

の
認

識
が

な
く
、

5
月

2
5
日

に
消

防
署

か
ら

の
連

絡
に

よ
り

事
故

が
判

明
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
4

2
0
1
0

-
1
1
2

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

残
ガ

ス
処

理
中

の
火

災

2
0
1
0
/
5
/
3
1

愛
媛

県
0

0
1

1
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
く

ず
化

）

＜
誤

判
断

＞
、

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

火
花

平
成

2
2
年

5
月

3
1
日

1
4
時

頃
、

A
氏

か
ら

使
用

済
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

を
譲

り
受

け
た

B
氏

が
、

容
器

内
に

残
っ

て
い

る
ア

セ
チ

レ
ン

を
抜

こ
う

と
、

倉
庫

外
に

て
電

動
ド

リ
ル

を
使

用
し

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
側

面
に

穴
を

開
け

た
と

こ
ろ

、
容

器
内

に
残

っ
て

い
た

ガ
ス

に
引

火
し

た
。

A
氏

が
、

引
火

し
た

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
を

倉
庫

近
く
の

水
路

に
落

と
し

た
こ

と
に

よ
り

鎮
火

し
た

。
消

防
署

到
着

時
に

は
す

で
に

鎮
火

し
て

お
り

、
消

防
署

職
員

に
よ

り
鎮

火
状

況
の

確
認

が
な

さ
れ

、
二

次
出

火
の

危
険

性
は

な
し

と
判

断
さ

れ
た

。
そ

の
後

、
容

器
は

水
路

よ
り

引
き

上
げ

ら
れ

、
倉

庫
屋

外
に

置
か

れ
た

。
翌

日
、

警
察

か
ら

の
連

絡
が

あ
り

、
県

が
現

地
の

状
況

を
確

認
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
当

該
容

器
が

倉
庫

屋
外

に
そ

の
ま

ま
の

状
態

で
置

か
れ

て
い

た
た

め
、

保
安

の
確

保
上

､.
当

該
容

器
の

保
管

を
ア

セ
チ

レ
ン

取
扱

い
事

業
所

に
依

頼
し

、
同

日
、

同
事

業
所

に
保

管
し

た
。

原
因

は
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
が

残
っ

て
い

る
容

器
に

対
し

、
電

動
ド

リ
ル

で
穴

を
あ

け
た

た
め

、
火

花
が

残
ガ

ス
に

引
火

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

2
5

2
0
1
0

-
1
4
0

消
費

溶
断

作
業

中
の

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
圧

力
計

付
近

か
ら

の
出

火

2
0
1
0
/
6
/
1
9

岡
山

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

ご
み

処
理

施
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
劣

化
＞

調
査

中

事
業

所
内

で
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
溶

断
器

で
直

径
3
c
m

の
鉄

製
の

丸
棒

を
切

断
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
3
m

後
方

に
置

い
て

い
た

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
kg

容
器

の
圧

力
計

付
近

か
ら

炎
が

上
が

っ
て

い
た

。
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

上
部

の
バ

ル
ブ

、
及

び
そ

の
付

近
を

焼
損

し
、

近
く
に

あ
っ

た
酸

素
7
m

3
容

器
の

上
部

が
受

熱
変

形
し

た
が

、
そ

れ
以

外
へ

の
被

害
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

2
6

2
0
1
0

-
1
4
1

消
費

車
両

に
積

載
し

た
カ

ン
テ

キ
に

よ
り

L
P

ガ
ス

容
器

の
ホ

ー
ス

破
損

、
出

火

2
0
1
0
/
6
/
1
9

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
建

設
容

器
本

体
＜

消
費

中
＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

裸
火

道
路

補
修

作
業

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

車
両

に
積

載
し

て
い

た
バ

ー
ナ

ー
付

き
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

に
、

同
じ

く
車

両
に

積
載

し
て

い
た

カ
ン

テ
キ

の
炎

が
引

火
し

て
出

火
し

た
。

直
ち

に
消

防
署

へ
連

絡
し

、
消

火
器

に
よ

る
消

火
作

業
を

行
お

う
と

し
た

が
、

火
の

廻
り

が
早

く
消

火
作

業
は

で
き

ず
、

1
4
時

5
1
分

消
防

車
が

到
着

し
、

1
5
時

0
7
分

に
鎮

火
し

た
。

車
両

に
は

7
本

の
1
0
kg

容
器

が
積

載
し

て
あ

り
、

全
て

安
全

弁
が

開
放

さ
れ

た
状

態
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

車
両

に
積

載
し

て
い

た
バ

ー
ナ

ー
付

き
容

器
の

ホ
ー

ス
が

容
器

バ
ル

ブ
で

は
な

く
バ

ー
ナ

ー
側

で
閉

止
し

て
い

た
の

で
、

同
じ

く
車

両
に

積
載

さ
れ

て
い

た
カ

ン
テ

キ
の

炎
に

よ
り

暖
め

ら
れ

ホ
ー

ス
が

破
損

、
引

火
し

、
容

器
か

ら
の

炎
に

よ
り

車
両

に
炎

が
燃

え
移

り
、

次
々

と
積

載
し

て
い

た
容

器
の

安
全

弁
が

作
動

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

2
7

2
0
1
0

-
2
1
2

消
費

会
社

事
務

所
で

の
火

災
に

よ
り

高
圧

ガ
ス

容
器

の
損

傷

2
0
1
0
/
8
/
8

愛
媛

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
火

災
建

設
容

器
本

体

＜
そ

の
他

＞
（
保

管
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

調
査

中

平
成

2
2
年

8
月

8
日

3
時

頃
、

会
社

事
務

所
で

火
災

が
あ

り
、

プ
レ

ハ
ブ

2
階

建
て

事
務

所
約

1
8
0
平

方
メ

ー
ト

ル
と

、
東

隣
の

空
家

約
1
1
0
平

方
メ

ー
ト

ル
が

全
焼

し
、

同
日

6
時

頃
鎮

火
し

た
。

焼
け

跡
に

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
kg

容
器

6
本

、
酸

素
7
m

3
容

器
3
本

が
焼

け
残

っ
て

い
た

た
め

、
警

察
か

ら
高

圧
ガ

ス
販

売
業

者
に

回
収

の
指

示
が

あ
り

、
同

日
同

販
売

業
者

が
回

収
を

行
っ

た
。

火
災

の
原

因
は

、
高

圧
ガ

ス
が

原
因

か
を

含
め

て
警

察
が

検
証

中
で

あ
り

、
現

時
点

で
は

特
定

で
き

て
い

な
い

。
ま

た
、

会
社

事
務

所
に

よ
る

と
、

事
故

ま
で

の
1
ヶ

月
程

度
は

高
圧

ガ
ス

の
消

費
を

行
っ

て
お

ら
ず

､容
器

も
火

気
の

近
く
に

は
置

い
て

い
な

か
っ

た
、

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。

2
8

2
0
1
0

-
2
3
1

消
費

溶
断

作
業

中
の

火
花

に
よ

る
火

災
2
0
1
0
/
9
/
1

宮
城

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
作

業
環

境
の

不
適

＞

火
花

（
溶

断
）

8
月

1
0
日

2
2
時

0
0
分

、
建

設
工

事
現

場
で

、
工

事
事

業
者

が
酸

素
7
m

3
容

器
1

本
、

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

、
及

び
関

係
資

材
を

搬
入

し
た

。
9
月

1
日

3
時

5
0

分
に

、
工

事
元

請
事

業
者

の
作

業
員

が
2
階

で
ガ

ス
溶

断
作

業
を

実
施

し
て

い
た

際
、

1
階

で
作

業
し

て
い

た
工

事
事

業
者

が
、

容
器

に
火

が
つ

い
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
3
時

5
1
分

、
工

事
事

業
者

が
消

火
器

に
て

消
火

活
動

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
二

次
災

害
防

止
の

た
め

、
関

係
者

以
外

の
避

難
誘

導
を

行
っ

た
。

3
時

5
5

分
、

工
事

元
請

事
業

者
が

、
消

防
局

に
通

報
し

た
。

4
時

0
0
分

頃
、

消
防

に
て

消
火

活
動

を
実

施
し

た
。

9
時

0
0
分

、
工

事
事

業
者

へ
容

器
の

移
動

を
行

い
、

容
器

所
有

者
と

一
緒

に
被

害
状

況
の

確
認

を
行

っ
た

。
9
時

3
0
分

、
消

防
局

保
安

係
へ

高
圧

ガ
ス

事
故

報
告

を
実

施
し

た
。

原
因

は
、

2
階

部
分

で
実

施
し

て
い

た
ガ

ス
切

断
作

業
の

ド
ロ

ス
(鉄

が
溶

け
た

塊
)が

1
階

の
ホ

ー
ス

付
近

に
落

下
し

、
ホ

ー
ス

を
焼

き
引

火
し

た
。

ま
た

、
切

断
の

火
花

が
容

器
付

近
に

飛
び

散
り

、
調

整
器

付
近

か
ら

漏
れ

て
い

た
ガ

ス
に

引
火

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
9

2
0
1
0

-
3
1
2

消
費

溶
接

作
業

中
の

容
器

に
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

が
接

触
し

火
災

が
発

生

2
0
1
0
/
9
/
1
4

兵
庫

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
火

災
そ

の
他

（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
誤

操
作

＞
不

明

建
物

の
改

修
作

業
中

、
工

事
事

業
者

が
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

、
及

び
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

を
台

車
に

固
定

し
て

建
物

事
業

所
の

作
業

場
か

ら
約

2
0
m

離
れ

た
場

所
で

、
切

断
作

業
を

実
施

し
て

い
た

。
こ

の
際

、
建

物
事

業
所

の
社

員
が

操
作

す
る

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

容
器

台
車

に
接

触
し

、
台

車
ご

と
転

倒
、

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
か

ら
出

火
し

、
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

、
調

整
器

等
を

焼
損

さ
せ

た
。

3
0

2
0
1
0

-
2
5
1

消
費

L
P

ガ
ス

消
費

中
に

炊
飯

器
か

ら
火

災
2
0
1
0
/
9
/
2
4

香
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
そ

の
他

（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
裸

火

7
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
が

炊
飯

器
を

使
用

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

普
段

使
用

し
て

い
る

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

の
ガ

ス
が

な
く
な

っ
て

い
た

た
め

、
メ

ー
タ

に
接

続
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

を
炊

飯
器

に
接

続
し

て
炊

飯
を

行
っ

た
。

約
1
時

間
後

に
、

消
費

者
が

炊
飯

器
の

と
こ

ろ
へ

行
く
と

、
炊

飯
器

か
ら

炎
が

発
生

し
て

い
た

た
め

､慌
て

て
容

器
の

バ
ル

ブ
を

閉
め

よ
う

と
し

た
が

、
炎

が
燃

え
広

が
っ

た
た

め
、

消
防

へ
通

報
し

(8
時

4
4
分

消
防

覚
知

)、
9
時

0
5
分

に
消

防
に

よ
り

鎮
火

さ
れ

た
。

な
お

、
消

費
者

は
、

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

代
表

者
の

親
戚

で
あ

り
、

L
P

ガ
ス

は
無

償
譲

渡
さ

れ
て

い
た

。
原

因
は

、
漏

え
い

し
た

L
P

ガ
ス

に
、

炊
飯

器
の

炎
、

も
し

く
は

種
火

が
引

火
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
炊

飯
器

の
漏

え
い

試
験

を
実

施
し

た
が

、
漏

え
い

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

3
1

2
0
1
0

-
3
0
5

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
溶

断
中

の
逆

火
に

よ
る

爆
発

2
0
1
0
/
1
0
/
8

埼
玉

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
火

災
機

械

容
器

本
体

、
バ

ー
ナ

ー

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
点

検
不

良
＞

裸
火

（
逆

火
）

平
成

2
2
年

1
0
月

8
日

午
前

1
1
時

0
0
分

頃
、

消
費

者
が

溶
断

バ
ー

ナ
ー

に
点

火
し

た
と

こ
ろ

、
小

爆
発

が
発

生
し

た
。

事
故

発
生

直
後

、
消

費
者

よ
り

連
絡

を
受

け
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
へ

急
行

し
た

。
近

隣
か

ら
の

通
報

に
よ

り
、

消
防

、
警

察
も

出
動

し
た

が
、

消
防

の
到

着
時

に
は

、
消

費
者

自
身

が
消

火
を

ほ
ぼ

終
え

て
い

た
。

消
火

後
も

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

の
熔

栓
か

ら
ガ

ス
の

漏
出

が
続

き
、

駆
け

つ
け

た
販

売
店

従
業

員
が

消
防

と
と

も
に

漏
出

を
止

め
た

（
放

水
に

よ
る

容
器

冷
却

後
、

漏
え

い
部

に
木

栓
を

打
ち

込
ん

だ
)。

な
お

、
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

か
ら

の
ガ

ス
の

漏
え

い
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
漏

出
防

止
等

の
措

置
後

、
損

傷
し

た
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

、
酸

素
容

器
は

販
売

店
が

直
ち

に
回

収
、

工
場

へ
運

ん
だ

。
原

因
は

、
事

故
後

の
検

証
で

は
、

ア
セ

チ
レ

ン
逆

火
防

止
装

置
の

ホ
ー

ス
バ

ン
ド

締
め

付
け

部
に

ひ
び

割
れ

が
見

ら
れ

た
。

こ
こ

か
ら

エ
ア

ー
が

混
入

、
混

合
ガ

ス
が

生
成

さ
れ

、
点

火
時

に
ホ

ー
ス

内
で

逆
火

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

劣
化

し
た

ホ
ー

ス
が

逆
火

の
衝

撃
に

耐
え

ら
れ

ず
、

爆
発

に
至

っ
た

可
能

性
が

高
い

。
ア

セ
チ

レ
ン

の
逆

火
防

止
装

置
に

つ
い

て
は

、
温

度
感

知
式

遮
断

弁
(補

助
機

能
)が

作
動

し
た

形
跡

が
あ

り
、

同
防

止
装

置
か

ら
調

整
器

内
へ

の
火

炎
の

侵
入

は
、

く
い

止
め

ら
れ

て
い

た
。

バ
ー

ナ
ー

と
同

防
止

装
置

を
接

続
す

る
ホ

ー
ス

は
、

中
間

部
が

約
1
5
c
m

分
焼

失
し

て
い

た
。

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

熔
栓

が
溶

け
た

主
因

は
、

ホ
ー

ス
燃

焼
に

よ
る

火
炎

と
み

ら
れ

る
。

ホ
ー

ス
の

ひ
び

割
れ

の
原

因
は

不
明

で
あ

る
。

平
成

2
2
年

2
月

、
販

売
店

か
ら

消
費

者
に

対
し

、
機

器
の

整
備

不
良

を
指

摘
し

て
い

た
が

、
ホ

ー
ス

に
つ

い
て

の
劣

化
は

、
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

整
備

不
良

の
ま

ま
機

器
は

使
用

さ
れ

続
け

、
使

用
時

点
検

等
は

十
分

に
行

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

3
2

2
0
1
0

-
2
8
4

消
費

火
災

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

の
焼

失
2
0
1
0
/
1
0
/
1
7

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
そ

の
他

（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

火
災

平
成

2
2
年

1
0
月

1
7
日

午
後

1
時

頃
、

消
防

よ
り

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
に

連
絡

が
あ

っ
た

こ
と

に
よ

り
発

覚
し

た
。

消
費

者
宅

の
自

宅
兼

作
業

場
が

火
災

と
な

り
、

消
火

が
間

に
合

わ
ず

に
燃

え
広

が
り

建
物

が
全

焼
し

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

も
燃

焼
し

喪
失

し
た

｡出
火

し
た

原
因

に
つ

い
て

は
、

L
P

ガ
ス

に
よ

る
も

の
で

は
な

く
、

電
気

炉
を

使
用

中
に

電
気

配
線

が
シ

ョ
ー

ト
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

っ
た

。
販

売
事

業
所

は
消

防
署

の
指

導
に

よ
り

、
L
P

ガ
ス

容
器

を
回

収
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
3

2
0
1
0

-
2
8
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

安
全

弁
が

破
損

し
、

漏
え

い
火

災
が

発
生

2
0
1
0
/
1
0
/
2
2

北
海

道
0

0
1

1
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

建
設

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
消

費
中

＞
（
溶

接
）

＜
誤

操
作

＞
静

電
気

高
架

レ
ー

ル
溶

接
工

事
現

場
で

、
溶

接
作

業
に

使
用

し
て

い
る

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
kg

容
器

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

そ
の

ガ
ス

に
引

火
し

て
作

業
員

1
名

が
顔

面
に

軽
度

の
や

け
ど

(検
査

入
院

1
日

、
翌

日
よ

り
現

場
作

業
に

復
帰

)を
負

っ
た

。
な

お
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
kg

容
器

は
、

安
全

弁
が

破
損

(溶
解

)し
て

お
り

、
取

扱
事

業
者

が
残

ガ
ス

回
収

し
、

空
容

器
を

保
管

し
た

。
原

因
は

、
現

場
に

お
い

て
、

作
業

員
が

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
容

器
の

保
温

の
た

め
、

容
器

に
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

を
か

ぶ
せ

て
お

り
、

そ
の

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
上

に
は

投
光

器
が

3
台

置
か

れ
て

い
た

。
投

光
器

の
温

度
上

昇
に

よ
り

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

が
破

損
(溶

解
)

し
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
が

漏
れ

出
す

こ
と

と
な

り
、

作
業

員
が

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
を

め
く
っ

た
際

の
静

電
気

に
よ

り
引

火
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

3
4

2
0
1
0

-
3
2
1

消
費

溶
接

中
に

ベ
ニ

ア
板

に
引

火
し

火
災

2
0
1
0
/
1
0
/
2
2

福
井

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
火

災
そ

の
他

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
溶

接
）

＜
誤

操
作

＞

火
花

（
溶

接
）

平
成

2
2
年

1
0
月

2
2
日

1
3
時

3
0
分

頃
、

プ
レ

ハ
ブ

小
屋

の
解

体
作

業
に

お
い

て
、

C
型

鋼
を

溶
接

中
(酸

素
、

ア
セ

チ
レ

ン
使

用
)に

ト
タ

ン
の

中
の

ベ
ニ

ヤ
板

に
引

火
し

、
火

災
が

発
生

し
た

。
作

業
者

は
、

す
ぐ

に
作

業
を

中
止

し
、

酸
素

、
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

を
安

全
な

場
所

に
移

動
し

た
。

直
ち

に
消

防
署

に
通

報
し

、
1
4
時

8
分

に
鎮

火
し

た
。

3
5

2
0
1
0

-
3
6
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

を
加

温
し

、
安

全
弁

が
作

動
し

て
火

災
が

発
生

2
0
1
0
/
1
2
/
6

富
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
火

災
鉄

工
所

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞

静
電

気

平
成

2
2
年

1
2
月

6
日

3
時

2
5
分

頃
、

鉄
工

所
の

社
員

が
、

工
場

内
の

溶
射

装
置

で
使

用
し

て
い

る
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

の
安

全
弁

か
ら

火
が

出
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

、
消

防
に

通
報

、
到

着
し

た
消

防
が

約
1
5
分

後
に

消
火

し
た

。
こ

の
火

災
に

よ
り

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

、
容

器
の

加
温

設
備

(水
を

張
っ

た
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

コ
ン

テ
ナ

に
L
P

ガ
ス

容
器

を
入

れ
、

ヒ
ー

タ
ー

(サ
ー

モ
ス

タ
ッ

ト
付

き
)で

水
を

加
温

し
て

、
L
P

ガ
ス

容
器

を
温

め
る

も
の

)、
コ

ン
セ

ン
ト

ボ
ッ

ク
ス

等
電

気
設

備
、

L
P

ガ
ス

調
整

器
、

ホ
ー

ス
等

が
焼

損
し

た
。

な
お

、
L
P

ガ
ス

の
漏

え
い

量
は

不
明

で
あ

る
。

原
因

は
、

鉄
工

所
の

工
場

内
で

請
負

作
業

を
行

っ
て

い
る

事
業

者
が

、
溶

射
作

業
の

た
め

L
P

ガ
ス

を
消

費
し

て
い

た
。

冬
期

に
入

り
、

L
P

ガ
ス

の
気

化
量

を
確

保
す

る
た

め
、

L
P

ガ
ス

容
器

を
加

温
設

備
(サ

ー
モ

ス
タ

ッ
ト

は
4
0
℃

に
設

定
)に

入
れ

、
温

湯
(通

常
約

3
2
℃

)で
加

熱
し

て
い

た
。

事
故

当
日

は
、

夕
方

の
作

業
終

了
後

、
請

負
業

者
の

作
業

員
は

L
P

ガ
ス

容
器

の
バ

ル
ブ

は
閉

止
し

た
も

の
の

、
翌

朝
の

加
温

装
置

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

時
間

を
短

縮
す

る
た

め
、

加
温

設
備

の
ヒ

ー
タ

ー
を

切
ら

ず
、

L
P

ガ
ス

容
器

を
加

温
状

態
に

し
て

帰
宅

し
て

い
た

。
そ

の
後

、
何

ら
か

の
原

因
に

よ
り

サ
ー

モ
ス

タ
ッ

ト
が

作
動

せ
ず

、
L
P

ガ
ス

容
器

が
4
0
℃

以
上

の
温

湯
で

加
温

さ
れ

た
た

め
、

内
圧

の
上

昇
で

安
全

弁
が

作
動

し
て

L
P

ガ
ス

が
噴

き
出

し
、

加
温

装
置

近
傍

(5
0
c
m

程
度

)の
電

源
ボ

ッ
ク

ス
の

電
気

火
花

で
着

火
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

L
P

ガ
ス

気
化

装
置

の
設

置
を

検
討

す
る

。

3
6

2
0
1
0

-
3
7
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

調
整

器
と

ホ
ー

ス
接

続
部

か
ら

の
火

災

2
0
1
0
/
1
2
/
2
3

鳥
取

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

火
災

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

、
調

整
器

、
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
そ

の
他

＞
（
原

因
不

明
）

不
明

空
地

に
設

置
し

て
あ

っ
た

鉄
骨

製
看

板
支

柱
の

撤
去

の
た

め
に

、
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

及
び

酸
素

容
器

を
用

い
た

溶
断

作
業

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
(ガ

ス
溶

接
の

講
習

を
受

け
て

い
な

い
者

に
よ

る
取

扱
い

)、
何

ら
か

の
原

因
で

ガ
ス

の
漏

え
い

箇
所

か
ら

火
が

付
き

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

調
整

器
と

ホ
ー

ス
接

続
部

分
付

近
が

燃
え

て
い

る
の

を
発

見
し

、
消

防
へ

通
報

し
た

。

3
7

2
0
1
0

-
0
1
6

消
費

L
P

ガ
ス

供
給

設
備

の
バ

ル
ブ

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
/
2
7

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

食
品

継
手

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

＜
消

費
中

＞
＜

劣
化

＞
無

消
費

先
の

食
品

会
社

か
ら

、
給

湯
室

付
近

で
ガ

ス
臭

が
す

る
と

連
絡

が
入

り
、

販
売

店
社

員
が

消
費

設
備

の
漏

え
い

検
査

を
実

施
し

た
が

、
漏

え
い

を
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

そ
の

後
、

供
給

設
備

の
点

検
を

開
始

す
る

と
、

ベ
ー

パ
ラ

イ
ザ

ー
内

部
に

霜
状

の
も

の
を

発
見

し
た

。
メ

ー
カ

ー
に

連
絡

し
、

保
守

会
社

の
社

員
が

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ベ
ー

パ
ラ

イ
ザ

ー
の

サ
ー

モ
バ

ル
ブ

の
パ

ッ
キ

ン
が

老
朽

化
し

、
L
P

ガ
ス

(液
)が

漏
え

い
し

て
い

た
。

す
ぐ

に
パ

ッ
キ

ン
を

交
換

し
、

漏
え

い
試

験
の

結
果

も
異

常
が

無
か

っ
た

。
原

因
は

、
ベ

ー
パ

ラ
イ

ザ
ー

内
の

サ
ー

モ
バ

ル
ブ

の
パ

ッ
キ

ン
が

劣
化

し
て

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

3
8

2
0
1
0

-
0
4
5

消
費

高
圧

反
応

装
置

の
フ

ラ
ン

ジ
部

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
0
/
3
/
5

埼
玉

県
0

0
0

0
水

素
漏

洩
等

そ
の

他
（
研

究
所

）

継
手

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

＜
消

費
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

高
圧

水
素

ガ
ス

を
利

用
し

て
石

油
反

応
を

実
験

す
る

装
置

に
お

い
て

、
水

素
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

作
業

を
実

施
す

る
た

め
に

フ
ラ

ン
ジ

部
を

外
し

た
あ

と
、

再
組

み
立

て
す

る
際

に
、

交
換

し
た

新
品

の
フ

ラ
ン

ジ
パ

ッ
キ

ン
の

保
護

フ
ィ

ル
ム

を
剥

が
し

忘
れ

て
取

り
付

け
た

た
め

、
運

転
時

間
が

経
過

す
る

に
つ

れ
て

フ
ィ

ル
ム

の
軟

化
、

溶
融

が
進

行
し

隙
間

が
生

じ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
9

2
0
1
0

-
0
7
1

消
費

火
災

に
よ

る
ア

ル
ゴ

ン
ガ

ス
の

焼
失

2
0
1
0
/
3
/
1
4

宮
城

県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン
漏

洩
等

運
送

容
器

本
体

＜
停

止
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

裸
火

平
成

2
2
年

3
月

1
4
日

に
、

事
業

所
の

西
側

資
材

倉
庫

付
近

よ
り

出
火

し
、

倉
庫

建
屋

及
び

保
管

物
資

、
保

管
設

備
が

全
焼

し
、

本
社

西
側

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
室

内
に

保
管

し
て

あ
っ

た
金

型
修

理
の

溶
接

用
の

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

7
m

3
容

器
1
本

（
0
.5

m
3

程
度

の
残

量
）
が

焼
失

し
た

。
漏

え
い

の
有

無
に

つ
い

て
は

確
認

で
き

ず
、

容
器

は
原

形
を

保
っ

て
い

た
も

の
の

、
表

面
は

焼
け

た
だ

れ
、

製
造

番
号

、
刻

印
等

は
読

み
取

れ
な

い
状

態
で

あ
っ

た
。

資
材

倉
庫

で
の

火
災

の
原

因
は

、
警

察
が

現
場

検
証

を
行

っ
た

結
果

、
電

気
分

電
盤

の
損

傷
が

激
し

い
こ

と
か

ら
、

漏
電

に
よ

る
火

災
と

断
定

さ
れ

た
。

4
0

2
0
1
0

-
0
5
3

消
費

炭
酸

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
3
/
1
7

神
奈

川
県

0
0

1
1

炭
酸

ガ
ス

漏
洩

等
そ

の
他

（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
原

因
不

明
）

無

コ
ー

ラ
の

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
用

に
使

用
す

る
液

化
炭

酸
ガ

ス
5
kg

容
器

1
本

を
、

1
4

時
に

消
費

者
へ

納
品

し
た

。
1
7
時

半
、

容
器

か
ら

中
身

が
噴

出
し

て
い

る
と

の
連

絡
を

受
け

、
1
8
時

頃
、

発
生

場
所

に
到

着
し

た
。

当
該

容
器

を
回

収
し

、
製

造
元

に
点

検
調

査
の

依
頼

を
連

絡
し

た
。

翌
日

、
製

造
元

が
容

器
を

回
収

し
た

。
な

お
、

出
荷

時
の

点
検

と
し

て
、

外
面

支
障

が
無

い
事

、
ガ

ス
漏

れ
の

無
い

事
、

4
0
℃

以
下

で
あ

る
事

、
キ

ャ
ッ

プ
の

有
無

の
確

認
を

実
施

し
て

い
た

。
出

荷
か

ら
店

舗
へ

納
品

す
る

際
の

保
管

状
態

は
、

専
用

車
両

の
荷

室
に

手
積

み
に

て
横

積
み

し
、

横
転

防
止

措
置

を
講

じ
て

運
搬

し
て

い
た

。
店

舗
へ

の
納

品
は

、
火

気
が

な
く
、

保
管

場
所

が
4
0
℃

以
下

で
あ

る
事

を
確

認
し

、
転

倒
防

止
措

置
を

講
じ

て
納

品
完

了
し

て
い

た
。

原
因

は
、

製
造

元
が

外
部

検
査

機
関

に
検

査
を

依
頼

し
た

が
、

不
明

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
消

費
先

に
対

す
る

容
器

の
取

り
扱

い
の

再
指

導
、

及
び

充
て

ん
会

社
に

耐
圧

検
査

時
に

安
全

板
の

全
数

交
換

を
実

施
さ

せ
る

こ
と

と
し

た
。

4
1

2
0
1
0

-
2
9
1

消
費

資
格

を
持

た
な

い
人

が
L
P

ガ
ス

供
給

設
備

を
施

工
し

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
0
/
5
/
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

、
配

管

＜
消

費
中

＞
＜

製
作

不
良

＞
無

消
費

者
は

、
自

宅
で

使
用

す
る

ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

、
及

び
ガ

ス
テ

ー
ブ

ル
の

燃
料

と
し

て
、

自
動

車
用

の
L
P

ガ
ス

4
0
kg

容
器

(残
ガ

ス
容

器
)を

自
宅

の
別

棟
車

庫
内

に
設

置
し

、
自

ら
車

庫
と

自
宅

内
消

費
機

器
ま

で
の

配
管

、
及

び
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
調

整
器

等
を

施
工

し
、

平
成

2
1
年

1
2
月

か
ら

事
故

が
発

生
し

た
平

成
2
2
年

5
月

2
日

ま
で

使
用

し
て

い
た

。
自

動
車

用
の

残
ガ

ス
容

器
は

、
自

ら
経

営
す

る
自

動
車

解
体

業
で

回
収

し
た

も
の

を
使

用
し

て
い

た
。

漏
え

い
は

、
車

庫
内

に
設

置
さ

れ
た

調
整

器
切

替
レ

バ
ー

軸
と

本
体

接
合

部
、

及
び

ビ
ス

ネ
ジ

固
定

部
か

ら
の

も
の

で
、

臨
場

し
た

石
狩

地
区

L
P

ガ
ス

保
安

セ
ン

タ
ー

の
職

員
が

確
認

し
て

い
る

。
な

お
、

漏
え

い
量

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
原

因
は

、
販

売
事

業
者

に
よ

る
保

安
業

務
が

行
わ

れ
て

い
な

い
状

況
で

の
調

整
器

の
使

用
等

、
安

全
基

準
が

満
た

さ
れ

て
い

な
い

供
給

設
備

の
使

用
に

よ
り

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
消

費
者

が
販

売
事

業
者

か
ら

の
L
P

ガ
ス

の
供

給
を

受
け

ず
、

自
ら

経
営

す
る

事
業

所
(自

動
車

解
体

業
)か

ら
自

動
車

用
廃

ガ
ス

容
器

を
自

宅
車

庫
に

持
ち

込
み

、
液

化
石

油
ガ

ス
設

備
士

の
資

格
を

有
し

な
い

に
も

関
わ

ら
ず

配
管

の
施

工
を

行
っ

た
こ

と
な

ど
、

適
切

な
保

安
管

理
が

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

。

4
2

2
0
1
0

-
1
3
3

消
費

火
災

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

元
弁

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
1
0

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

無

平
成

2
2
年

6
月

1
0
日

午
前

1
0
時

2
0
分

頃
、

L
P

ガ
ス

消
費

者
宅

で
発

生
し

た
火

災
の

鎮
火

確
認

の
際

、
消

防
隊

員
が

供
給

設
備

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

の
元

弁
か

ら
L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

お
り

、
炎

に
さ

ら
さ

れ
た

影
響

で
容

器
元

弁
に

不
具

合
が

生
じ

、
閉

ま
ら

な
く
な

っ
て

い
た

。
こ

の
た

め
消

防
か

ら
、

火
災

元
隣

家
の

容
器

連
絡

先
で

あ
る

A
社

に
連

絡
し

た
。

A
社

か
ら

現
場

近
く
の

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
で

あ
る

B
社

へ
連

絡
し

、
現

場
に

駆
け

つ
け

た
B

社
社

員
が

元
弁

に
流

出
防

止
キ

ャ
ッ

プ
を

取
り

付
け

、
漏

え
い

を
止

め
た

。
同

日
午

前
1
0
時

4
5
分

頃
、

B
社

か
ら

当
該

消
費

者
へ

供
給

し
て

い
た

C
社

へ
連

絡
し

、
現

場
に

駆
け

つ
け

た
C

社
社

員
が

現
場

に
て

容
器

内
の

残
ガ

ス
を

廃
棄

し
た

。
原

因
は

、
容

器
元

弁
が

住
宅

火
災

に
よ

る
炎

に
さ

ら
さ

れ
、

不
具

合
が

生
じ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
3

2
0
1
0

-
1
3
7

消
費

保
管

中
の

容
器

の
安

全
弁

作
動

に
よ

り
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
1
7

埼
玉

県
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

建
設

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
情

報
提

供
の

不
備

＞
無

平
成

2
2
年

6
月

1
7
日

午
後

3
時

頃
、

A
社

駐
車

場
に

横
倒

し
て

置
い

て
い

た
酸

素
7
m

3
容

器
2
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

１
本

の
内

、
酸

素
容

器
１

本
の

安
全

弁
か

ら
酸

素
が

噴
出

・
漏

え
い

し
た

。
通

行
人

が
1
1
0
番

通
報

し
、

警
察

か
ら

連
絡

を
受

け
た

消
防

が
現

場
に

急
行

し
た

。
消

防
が

現
場

に
到

着
し

た
時

点
で

は
、

ガ
ス

の
噴

出
、

漏
え

い
は

止
ま

っ
て

い
た

。
噴

出
、

漏
え

い
時

間
は

5
分

程
度

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

原
因

は
、

直
射

日
光

に
よ

り
容

器
の

内
圧

が
上

昇
し

、
安

全
弁

が
作

動
し

た
た

め
で

あ
っ

た
。

4
4

2
0
1
0

-
1
4
4

消
費

土
砂

崩
れ

に
よ

る
L
P

ガ
ス

供
給

消
費

設
備

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
3
0

宮
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
畜

産
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
自

然
災

害
）

無

6
月

3
0
日

午
前

1
1
時

頃
、

大
雨

の
影

響
で

、
都

城
市

の
養

鶏
場

の
裏

山
が

高
さ

6
0
m

幅
3
0
m

に
わ

た
り

、
土

砂
崩

れ
を

起
こ

し
、

鶏
舎

2
棟

が
全

壊
、

1
棟

が
半

壊
し

た
。

消
費

中
の

L
P

ガ
ス

バ
ル

ク
5
0
0
kg

貯
槽

2
基

の
内

、
1
基

が
く
ず

れ
た

土
砂

で
基

礎
部

分
か

ら
倒

壊
す

る
な

ど
、

供
給

設
備

、
消

費
設

備
と

も
大

破
し

、
配

管
等

か
ら

一
部

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
直

ち
に

県
消

防
保

安
課

に
通

報
す

る
と

と
も

に
、

警
察

、
消

防
本

部
に

通
報

し
た

。
な

お
、

漏
え

い
量

は
少

量
で

あ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

方
で

、
土

砂
で

一
部

埋
も

れ
た

バ
ル

ク
貯

槽
を

安
全

な
場

所
に

移
設

し
、

翌
日

、
市

内
の

充
て

ん
所

ま
で

移
送

し
た

。

4
5

2
0
1
0

-
1
8
4

消
費

油
圧

シ
ャ

ベ
ル

が
バ

ル
ク

貯
槽

の
配

管
に

接
触

し
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
6

宮
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
畜

産
）

容
器

本
体

、
配

管

＜
消

費
中

＞
＜

誤
操

作
＞

無

養
鶏

場
の

従
業

員
が

、
鶏

糞
置

場
設

置
の

た
め

、
鶏

舎
横

の
畑

を
油

圧
シ

ョ
ベ

ル
に

て
造

成
中

に
、

鶏
舎

横
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

4
9
8
kg

貯
槽

1
基

の
配

管
に

誤
っ

て
接

触
し

た
。

油
圧

シ
ョ

ベ
ル

の
接

触
に

よ
り

、
ガ

ス
取

り
出

し
口

（
高

圧
）
と

プ
ロ

テ
ク

タ
ー

内
の

中
圧

配
管

を
折

損
し

、
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
た

。
ガ

ス
取

り
出

し
口

の
配

管
を

増
し

締
め

す
る

も
ガ

ス
漏

れ
は

止
ま

ら
ず

、
ま

た
過

流
防

止
弁

が
働

く
ほ

ど
の

ガ
ス

漏
れ

で
は

な
か

っ
た

。
ガ

ス
販

売
事

業
者

、
及

び
容

器
配

送
セ

ン
タ

ー
の

社
員

で
、

L
P

ガ
ス

容
器

に
よ

る
ガ

ス
の

抜
き

取
り

を
実

行
し

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

お
よ

そ
6
0
本

使
用

し
、

午
後

1
1
時

3
0
分

頃
、

回
収

を
完

了
し

た
。

ガ
ス

の
回

収
量

は
4
5
1
.9

kg
で

あ
り

、
漏

れ
た

ガ
ス

量
は

、
4
8
.1

kg
と

推
測

さ
れ

る
。

事
故

後
は

、
バ

ル
ク

貯
槽

を
交

換
し

た
。

ま
た

事
故

を
起

こ
し

た
L
P

ガ
ス

バ
ル

ク
貯

槽
を

安
全

な
場

所
に

移
設

し
た

。
翌

日
、

ガ
ス

販
売

事
業

者
は

、
県

及
び

宮
崎

県
エ

ル
ピ

ー
ガ

ス
協

会
に

通
報

し
た

。

4
6

2
0
1
0

-
1
6
5

消
費

空
家

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
1
9

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
停

止
中

＞
＜

誤
判

断
＞

無

平
成

2
2
年

7
月

1
9
日

午
後

3
時

5
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
及

び
消

防
に

、
空

家
の

隣
家

住
民

か
ら

ガ
ス

臭
が

す
る

と
連

絡
が

入
っ

た
。

同
日

午
後

4
時

頃
、

消
防

が
現

場
に

到
着

し
、

空
家

の
供

給
設

備
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
安

全
弁

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
た

。
消

防
は

漏
え

い
を

止
め

る
た

め
容

器
に

水
を

か
け

、
内

圧
を

下
げ

る
こ

と
で

漏
え

い
を

止
め

た
。

同
日

午
後

4
時

2
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
の

社
員

が
現

場
に

到
着

し
、

容
器

の
安

全
確

認
、

及
び

撤
去

作
業

を
行

っ
た

。
平

成
2
1
年

9
月

4
日

に
空

家
に

容
器

を
取

り
付

た
が

、
閉

栓
さ

れ
た

平
成

2
2
年

1
月

2
5
日

ま
で

の
間

に
L
P

ガ
ス

は
一

度
も

使
用

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
外

気
温

な
ど

の
影

響
で

L
P

ガ
ス

の
液

移
動

が
発

生
し

、
事

故
発

生
当

時
の

気
温

上
昇

に
伴

い
容

器
内

圧
力

が
上

昇
し

、
安

全
弁

が
作

動
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
空

家
に

取
り

付
け

た
容

器
を

計
量

し
た

と
こ

ろ
、

安
全

弁
が

作
動

し
た

容
器

が
4
5
kg

、
も

う
一

方
が

5
5
kg

で
あ

り
、

漏
え

い
し

た
L
P

ガ
ス

は
微

量
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

4
7

2
0
1
0

-
1
7
3

消
費

屋
外

に
設

置
さ

れ
た

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
0
/
7
/
2
5

広
島

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

事
業

所
の

休
日

に
、

工
場

屋
外

に
設

置
し

て
あ

る
、

溶
接

用
の

液
化

炭
酸

ガ
ス

3
0
kg

容
器

に
加

熱
防

止
の

日
よ

け
等

の
処

置
が

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

1
0
本

の
う

ち
1
本

の
容

器
の

安
全

弁
か

ら
、

炭
酸

ガ
ス

が
噴

出
し

た
。

原
因

は
、

使
用

時
に

は
、

液
化

炭
酸

ガ
ス

容
器

は
冷

た
く
な

り
容

器
内

の
圧

力
が

膨
張

す
る

こ
と

は
な

い
が

、
事

故
当

日
は

休
日

で
あ

っ
た

た
め

使
用

し
て

お
ら

ず
屋

外
気

温
も

3
1
℃

を
超

え
て

お
り

、
加

熱
防

止
の

日
よ

け
等

の
処

置
が

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

容
器

内
の

ガ
ス

が
膨

張
し

安
全

弁
か

ら
噴

出
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

4
8

2
0
1
0

-
1
7
5

消
費

保
管

し
て

い
た

酸
素

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
7
/
2
9

大
阪

府
0

0
0

0
酸

素
漏

洩
等

そ
の

他
（
消

防
署

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
原

因
不

明
）

無
消

費
事

業
所

で
、

貯
蔵

し
て

い
る

酸
素

ガ
ス

2
L
容

器
1
本

か
ら

、
何

ら
か

の
原

因
で

酸
素

が
噴

出
漏

え
い

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
9

2
0
1
0

-
2
0
8

消
費

屋
外

に
保

管
し

て
い

た
炭

酸
ガ

ス
容

器
の

安
全

装
置

作
動

2
0
1
0
/
8
/
5

千
葉

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
保

管
中

）

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

8
月

5
日

1
4
時

頃
、

飲
料

水
の

販
売

店
が

、
消

費
先

に
炭

酸
水

の
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

用
に

液
化

炭
酸

ガ
ス

5
kg

容
器

を
1
本

納
品

し
た

。
納

品
状

態
は

未
接

続
で

未
使

用
で

あ
っ

た
。

同
日

1
6
時

頃
に

、
販

売
店

が
、

消
費

先
か

ら
容

器
よ

り
炭

酸
ガ

ス
が

噴
出

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
た

。
直

ち
に

販
売

店
従

業
員

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
直

射
日

光
を

受
け

屋
外

駐
車

場
に

置
か

れ
て

い
た

状
態

の
容

器
か

ら
、

全
て

の
炭

酸
ガ

ス
が

噴
出

し
て

い
た

。
同

日
1
8
時

頃
、

販
売

店
が

容
器

の
製

造
元

に
故

障
有

無
等

の
調

査
を

依
頼

し
た

。
原

因
は

、
液

化
炭

酸
ガ

ス
容

器
を

屋
外

に
保

管
し

て
い

た
た

め
、

容
器

が
直

射
日

光
を

受
け

高
温

と
な

り
、

圧
力

が
上

昇
し

安
全

装
置

(破
裂

板
)が

作
動

し
、

ガ
ス

が
噴

き
出

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

5
0

2
0
1
0

-
2
0
9

消
費

溶
接

機
の

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
0
/
8
/
6

福
岡

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
漏

洩
等

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

事
業

者
は

、
炭

酸
ガ

ス
ア

ー
ク

溶
接

機
(シ

ー
ル

ド
ガ

ス
と

し
て

炭
酸

ガ
ス

3
0
kg

容
器

2
本

を
使

用
)を

、
屋

外
の

作
業

場
に

設
置

し
た

。
容

器
は

機
器

に
接

続
さ

れ
、

転
倒

防
止

措
置

を
施

さ
れ

て
い

た
が

、
屋

根
な

ど
は

設
け

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

。
作

業
後

、
収

納
す

る
の

を
忘

れ
、

炎
天

下
に

放
置

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

容
器

内
圧

力
が

上
昇

し
、

ー
つ

の
容

器
の

破
裂

板
式

安
全

装
置

が
作

動
、

約
1
0
分

に
渡

り
噴

出
し

た
。

長
時

間
に

渡
り

噴
出

す
る

ガ
ス

に
よ

る
音

と
白

煙
(空

気
中

の
水

分
が

結
露

し
た

も
の

)に
驚

い
た

周
辺

住
民

の
通

報
に

よ
り

、
出

動
し

た
警

察
、

消
防

立
ち

会
い

の
下

、
残

ガ
ス

全
て

が
放

出
さ

れ
た

。

5
1

2
0
1
0

-
1
9
3

消
費

空
家

に
設

置
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
8
/
1
1

秋
田

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
放

置
容

器
）

＜
劣

化
＞

無

平
成

2
2
年

8
月

1
1
日

4
時

1
0
分

頃
、

空
家

の
隣

家
よ

り
ガ

ス
臭

が
す

る
と

消
防

署
へ

通
報

が
あ

っ
た

。
消

防
車

2
台

、
7
名

で
出

動
し

、
放

水
に

よ
り

漏
え

い
ガ

ス
を

拡
散

し
た

。
5
時

1
0
分

頃
、

販
売

店
の

業
務

資
格

者
が

現
場

に
到

着
し

た
。

調
査

の
結

果
、

放
置

さ
れ

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
内

1
本

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

お
り

、
底

部
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
を

確
認

し
、

容
器

を
回

収
し

た
。

漏
え

い
し

て
い

た
容

器
の

残
ガ

ス
は

5
.5

kg
、

一
方

の
容

器
の

残
ガ

ス
は

0
kg

で
あ

っ
た

。
現

場
の

家
は

、
2
0
年

以
上

空
家

で
あ

り
、

販
売

店
の

顧
客

で
あ

っ
た

記
録

は
な

か
っ

た
。

容
器

に
つ

い
て

、
当

時
の

容
器

授
受

簿
が

現
存

せ
ず

、
容

器
管

理
台

帳
に

も
登

録
さ

れ
て

な
く
、

2
0
0
1
年

以
前

の
社

名
が

書
か

れ
て

い
た

。
容

器
販

売
か

、
貸

し
出

し
容

器
か

も
記

録
が

無
く
不

明
で

あ
る

。
容

器
は

長
期

間
放

置
に

よ
り

、
底

部
に

腐
食

に
よ

る
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
7
箇

所
確

認
さ

れ
た

。

5
2

2
0
1
0

-
2
1
5

消
費

バ
ル

ク
貯

槽
の

気
化

装
置

の
ド

レ
ン

バ
ル

ブ
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
0
/
8
/
1
7

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

食
品

バ
ル

ク
貯

槽

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
劣

化
＞

無

平
成

2
2
年

8
月

1
7
日

1
9
時

3
0
分

頃
､食

品
加

工
会

社
の

近
隣

か
ら

消
防

署
へ

、
ガ

ス
臭

が
す

る
と

連
絡

が
入

り
、

消
防

隊
員

が
現

地
へ

行
く
と

、
気

化
装

置
の

ド
レ

ン
抜

き
か

ら
ガ

ス
臭

が
し

た
の

で
、

ド
レ

ン
バ

ル
ブ

を
閉

め
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

臭
が

止
ま

っ
た

。
2
0
時

1
5
分

頃
、

消
防

隊
員

が
L
P

ガ
ス

の
販

売
店

ヘ
状

況
を

連
絡

し
、

2
1
時

2
0
分

頃
、

販
売

店
社

員
が

現
地

に
到

着
し

た
。

供
給

設
備

を
点

検
し

た
結

果
、

漏
え

い
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
事

故
当

時
、

食
品

加
工

会
社

の
社

員
は

不
在

で
、

翌
日

、
バ

ル
ブ

の
操

作
に

つ
い

て
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
操

作
し

た
者

は
分

か
ら

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
ベ

ー
パ

ラ
イ

ザ
ー

に
付

属
す

る
ド

レ
ン

抜
き

バ
ル

ブ
に

、
外

部
よ

り
何

ら
か

の
力

が
作

用
し

バ
ル

ブ
が

緩
ん

だ
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

ド
レ

ン
バ

ル
ブ

の
ハ

ン
ド

ル
を

外
し

、
容

易
に

操
作

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

ド
レ

ン
バ

ル
ブ

を
二

重
に

設
置

し
、

常
時

閉
の

札
を

設
置

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
。

5
3

2
0
1
0

-
2
2
2

消
費

ハ
ン

デ
ィ

ー
バ

ー
ナ

ー
使

用
中

に
漏

え
い

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

に
引

火

2
0
1
0
/
8
/
2
5

鹿
児

島
県

0
0

1
1

液
化

石
油

ガ
ス

漏
洩

等
食

品
容

器
本

体
＜

消
費

中
＞

＜
劣

化
＞

裸
火

（
バ

ー
ナ

ー
）

食
品

工
場

内
の

加
工

行
程

で
、

使
用

す
る

ハ
ン

デ
ィ

ー
バ

ー
ナ

ー
が

、
以

前
よ

り
バ

ー
ナ

ー
本

体
と

高
圧

ホ
ー

ス
と

の
接

合
ネ

ジ
部

が
、

老
朽

化
し

て
不

具
合

が
生

じ
て

い
た

た
め

、
ネ

ジ
部

を
締

め
直

し
使

用
を

続
け

て
い

た
。

発
災

当
日

、
ハ

ン
デ

ィ
ー

バ
ー

ナ
ー

を
使

用
し

た
と

こ
ろ

、
接

合
ネ

ジ
部

よ
り

ガ
ス

が
漏

え
い

引
火

し
、

従
業

員
が

1
名

火
傷

(唇
に

軽
い

火
傷

)を
負

っ
た

。
原

因
は

、
始

業
前

点
検

を
実

施
し

な
か

っ
た

こ
と

と
、

以
前

か
ら

不
具

合
が

生
じ

て
い

た
に

も
拘

ら
ず

、
そ

の
ま

ま
使

用
し

て
い

た
た

め
で

あ
っ

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

5
4

2
0
1
0

-
2
3
9

消
費

雨
に

よ
り

地
盤

が
く
ず

れ
L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
1
7

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
容

器
本

体
、

配
管

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
自

然
災

害
）

無

1
3
時

頃
、

消
費

者
が

自
宅

の
地

盤
状

況
を

不
審

に
思

い
、

大
工

に
修

繕
を

依
頼

し
た

。
1
7
時

頃
、

大
工

が
地

盤
が

崩
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
L
P

ガ
ス

容
器

が
外

れ
ガ

ス
が

漏
れ

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

、
販

売
店

に
ガ

ス
漏

れ
の

通
報

を
行

っ
た

。
家

屋
敷

地
の

基
礎

で
あ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

分
が

経
年

劣
化

で
も

ろ
く
な

っ
て

い
た

と
こ

ろ
に

、
大

雨
が

降
り

そ
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
分

が
崩

壊
し

、
チ

ェ
ー

ン
を

か
け

て
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

3
本

の
う

ち
2
本

が
倒

れ
、

高
圧

ホ
ー

ス
、

調
整

器
部

分
が

外
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
1
7
時

1
3

分
、

販
売

店
の

担
当

者
が

3
本

の
バ

ル
ブ

を
閉

め
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
回

収
、

残
り

の
容

器
も

、
後

日
回

収
し

た
。

な
お

、
容

器
本

体
に

異
常

は
な

か
っ

た
。

5
5

2
0
1
0

-
2
7
6

消
費

火
災

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

漏
え

い
2
0
1
0
/
9
/
2
5

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

火
災

平
成

2
2
年

9
月

2
5
日

午
前

5
時

1
0
分

頃
、

消
費

者
宅

か
ら

出
火

し
た

。
同

日
、

火
災

鎮
火

後
、

消
防

か
ら

管
理

事
業

者
へ

連
絡

が
あ

り
、

管
理

事
業

者
が

販
売

事
業

者
へ

連
絡

し
た

。
現

場
に

駆
け

つ
け

た
販

売
事

業
者

社
員

が
供

給
設

備
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

2
本

の
元

弁
が

焼
損

し
、

容
器

内
の

ガ
ス

が
全

量
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

5
6

2
0
1
0

-
3
3
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
調

整
器

が
破

損
し

、
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
1
6

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
原

因
不

明
）

無
平

成
2
2
年

1
0
月

1
6
日

、
ガ

ス
鉄

砲
(L

P
ガ

ス
5
kg

容
器

1
本

、
電

磁
弁

付
調

整
器

)
の

電
子

基
盤

と
電

磁
弁

が
破

壊
さ

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
翌

日
、

交
番

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

5
7

2
0
1
0

-
3
3
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
調

整
器

が
破

損
し

、
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
0
/
2
6

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
原

因
不

明
）

無
平

成
2
2
年

1
0
月

2
6
日

、
ガ

ス
鉄

砲
(L

P
ガ

ス
5
kg

容
器

1
本

、
電

磁
弁

付
調

整
器

)
の

調
整

器
が

破
壊

さ
れ

、
そ

れ
に

伴
い

L
P

ガ
ス

2
kg

が
漏

え
い

し
て

い
た

の
を

発
見

し
た

。
当

日
、

交
番

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

5
8

2
0
1
0

-
3
3
7

消
費

建
設

現
場

の
火

災
に

よ
り

、
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

か
ら

漏
え

い

2
0
1
0
/
1
1
/
8

東
京

都
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

漏
洩

等
建

設
容

器
本

体
＜

消
費

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

調
査

中

建
設

現
場

の
2
階

詰
め

所
か

ら
、

何
ら

か
の

理
由

で
火

災
が

発
生

し
火

が
燃

え
広

が
っ

た
。

1
階

に
あ

っ
た

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

の
熔

栓
が

溶
け

て
､ガ

ス
が

漏
れ

出
し

､火
災

の
火

が
燃

え
移

っ
た

。
火

災
の

原
因

は
、

7
階

と
8
階

の
間

の
階

段
部

分
で

の
切

断
工

事
中

に
、

2
階

壁
の

養
生

シ
ー

ト
に

火
花

が
着

火
し

、
火

が
1

階
天

井
の

防
護

ﾈ
ｯ
ﾄに

伝
わ

り
、

1
階

ま
で

燃
え

広
が

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

が
、

現
在

の
と

こ
ろ

、
断

定
は

で
き

な
い

。
容

器
に

は
直

接
火

種
が

落
ち

た
か

、
火

災
に

よ
る

温
度

上
昇

で
熔

栓
が

溶
け

た
か

は
、

不
明

で
あ

る
。

な
お

、
事

故
後

の
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

の
中

身
は

空
に

な
っ

て
い

た
。

5
9

2
0
1
0

-
3
6
3

消
費

酸
素

容
器

の
調

整
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
2
9

埼
玉

県
0

0
1

1
酸

素
漏

洩
等

そ
の

他
（
病

院
）

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
消

費
中

＞
＜

劣
化

＞
無

平
成

2
2
年

1
1
月

2
9
日

午
前

1
1
時

3
0
分

頃
、

病
院

に
お

い
て

、
介

護
福

祉
士

が
患

者
に

酸
素

投
与

を
行

う
た

め
、

酸
素

容
器

の
バ

ル
ブ

を
開

け
た

際
、

介
護

福
祉

士
が

調
整

器
付

近
か

ら
の

漏
え

い
音

を
確

認
し

た
た

め
、

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

調
整

器
に

指
が

接
触

し
た

。
調

整
器

は
過

熱
し

て
お

り
、

介
護

福
祉

士
は

右
手

人
差

し
指

に
軽

度
の

火
傷

を
負

っ
た

。
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
こ

と
に

よ
リ

ガ
ス

の
漏

え
い

は
止

ま
っ

た
が

、
病

院
側

は
酸

素
容

器
等

を
通

気
性

の
よ

い
場

所
に

移
動

し
た

。
併

せ
て

病
院

事
務

部
が

直
ち

に
納

入
業

者
に

連
絡

し
、

同
日

夕
刻

、
納

入
業

者
が

販
売

者
に

連
絡

を
行

っ
た

。
原

因
は

、
容

器
の

出
口

接
続

部
、

調
整

器
入

口
接

続
部

の
パ

ッ
キ

ン
が

焼
損

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
パ

ッ
キ

ン
に

付
着

し
て

い
た

ホ
コ

リ
、

油
等

が
ガ

ス
の

流
動

に
よ

る
摩

擦
で

発
熱

し
、

パ
ッ

キ
ン

の
焼

損
に

至
っ

た
可

能
性

が
高

く
、

調
整

器
過

熱
も

、
こ

れ
に

起
因

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。
事

故
後

に
行

っ
た

調
査

で
は

、
調

整
器

の
内

部
部

品
に

目
立

っ
た

異
常

は
な

か
っ

た
。

ま
た

、
調

整
器

入
口

接
続

部
の

焼
損

跡
の

ほ
か

、
圧

力
計

の
破

損
が

確
認

さ
れ

た
。

な
お

、
圧

力
計

の
破

損
に

つ
い

て
は

、
パ

ッ
キ

ン
焼

損
時

の
ガ

ス
の

突
出

に
よ

る
と

み
ら

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

6
0

2
0
1
0

-
1
8
3

消
費

ビ
ー

ル
サ

ー
バ

ー
用

炭
酸

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
2
/
1
1

神
奈

川
県

0
0

0
0

炭
酸

ガ
ス

漏
洩

等
そ

の
他

（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
情

報
提

供
の

不
備

＞
無

飲
食

店
で

、
開

店
後

、
店

長
が

ビ
ー

ル
サ

ー
バ

ー
に

炭
酸

ガ
ス

5
kg

容
器

を
取

り
付

け
、

容
器

弁
を

開
け

た
と

こ
ろ

流
量

が
多

か
っ

た
の

で
、

容
器

弁
を

閉
め

よ
う

と
し

た
ら

動
か

な
い

状
態

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
販

売
店

に
電

話
を

し
て

対
処

法
を

聞
い

た
と

こ
ろ

、
調

整
器

を
と

る
よ

う
指

示
さ

れ
た

た
め

、
調

整
器

を
外

し
た

と
こ

ろ
、

大
音

響
と

と
も

に
炭

酸
ガ

ス
が

噴
出

し
た

。
直

ち
に

、
店

の
裏

口
に

容
器

を
運

び
出

し
、

噴
出

が
終

わ
る

ま
で

放
置

し
た

。
原

因
は

、
バ

ル
ブ

メ
ー

カ
ー

の
H

2
2
年

7
月

の
資

料
に

よ
る

と
、

バ
ル

ブ
の

全
開

状
態

で
バ

ル
ブ

ハ
ン

ド
ル

の
か

み
こ

み
で

ロ
ッ

ク
し

て
、

し
ま

ら
な

く
な

る
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
い

た
た

め
、

同
じ

現
象

が
発

生
し

た
の

か
、

さ
ら

に
調

査
を

継
続

し
て

い
る

。

6
1

2
0
1
0

-
3
7
4

消
費

L
P

ガ
ス

容
器

の
調

整
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
2
/
1
8

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
消

費
中

＞

＜
設

計
・

構
造

上
の

不
良

＞

無

1
2
月

1
8
日

、
消

費
先

で
あ

る
集

合
住

宅
か

ら
、

ガ
ス

不
着

火
の

連
絡

が
供

給
会

社
に

入
っ

た
の

で
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
供

給
設

備
(L

P
ガ

ス
5
0
kg

4
本

設
置

)の
う

ち
、

調
整

器
本

体
か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

漏
え

い
箇

所
は

接
続

部
分

で
は

な
く
、

一
次

側
弁

体
の

弁
ゴ

ム
か

ら
で

あ
っ

た
。

な
お

、
群

馬
県

消
防

保
安

課
に

供
給

会
社

か
ら

連
絡

が
入

っ
た

の
は

、
1
2
月

2
0
日

1
6
時

3
0
分

頃
で

あ
っ

た
。

調
整

器
メ

ー
カ

ー
の

調
査

に
よ

る
と

、
容

器
交

換
時

に
ホ

ー
ス

か
ら

砂
粒

物
が

入
り

、
異

物
を

除
去

す
る

役
割

の
金

属
メ

ッ
シ

ュ
を

も
く
ぐ

り
抜

け
て

調
整

器
内

部
に

異
物

が
堆

積
し

た
こ

と
が

漏
え

い
の

原
因

で
あ

っ
た

。
な

お
、

金
属

メ
ッ

シ
ュ

よ
り

も
さ

ら
に

編
み

目
の

細
か

い
樹

脂
製

の
フ

ィ
ル

タ
ー

を
採

用
し

た
改

良
型

調
整

器
も

あ
る

が
、

改
良

型
調

整
器

に
モ

デ
ル

チ
ェ

ン
ジ

が
あ

っ
た

の
は

平
成

1
6

年
7
月

の
こ

と
で

あ
り

、
漏

え
い

の
あ

っ
た

調
整

器
は

平
成

1
4
年

5
月

の
製

造
で

あ
っ

た
。

6
2

2
0
1
0

-
0
1
1

消
費

気
密

試
験

中
の

熱
交

換
器

破
裂

2
0
1
0
/
1
/
2
0

埼
玉

県
0

1
0

1
酸

素
破

裂
等

そ
の

他
（
研

究
所

）

熱
交

換
器

＜
消

費
中

＞
＜

誤
操

作
＞

無

現
場

で
作

業
を

行
っ

て
い

た
作

業
員

が
水

槽
に

付
属

す
る

チ
タ

ン
製

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

熱
交

換
器

の
修

理
を

終
え

、
酸

素
を

使
用

し
て

機
器

の
気

密
試

験
を

行
っ

た
と

こ
ろ

､熱
交

換
器

が
破

裂
し

、
作

業
員

1
名

が
破

片
な

ど
を

受
け

て
重

傷
を

負
っ

た
。

原
因

は
、

普
段

は
窒

素
を

使
用

し
て

機
器

の
気

密
試

験
を

行
っ

て
い

た
が

、
当

日
は

窒
素

を
切

ら
し

て
お

り
、

代
わ

り
に

酸
素

を
使

用
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

保
安

教
育

を
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。

6
3

2
0
1
0

-
0
2
0

消
費

超
低

温
容

器
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

破
損

2
0
1
0
/
1
/
2
8

福
島

県
0

0
1

1
酸

素
破

裂
等

鉄
工

所
容

器
本

体
、

ホ
ー

ス

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
誤

操
作

＞
無

L
P

ガ
ス

と
酸

素
を

使
用

し
て

鉄
板

の
溶

断
加

工
等

を
行

っ
て

い
る

事
業

所
で

、
1

月
2
8
日

の
作

業
終

了
後

、
作

業
員

が
酸

素
が

超
低

温
容

器
付

近
か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
近

く
に

寄
っ

た
と

こ
ろ

、
超

低
温

容
器

に
接

続
さ

れ
て

い
る

金
属

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

管
の

根
本

が
破

損
し

て
暴

れ
、

管
が

作
業

員
の

胸
に

当
た

り
、

ま
た

、
破

裂
音

で
一

時
的

な
難

聴
に

な
り

病
院

に
救

急
搬

送
さ

れ
た

。
被

害
者

は
、

胸
の

打
撲

は
特

に
問

題
な

か
っ

た
が

、
耳

へ
の

ダ
メ

ー
ジ

に
よ

り
頭

痛
等

で
運

転
等

を
控

え
て

お
り

、
静

養
中

で
あ

る
。

原
因

は
、

作
業

終
了

時
に

作
業

員
が

バ
ル

ブ
操

作
の

手
順

を
間

違
え

た
も

の
と

み
ら

れ
る

。
金

属
フ

レ
キ

管
内

の
ガ

ス
を

パ
ー

ジ
せ

ず
に

両
端

の
バ

ル
ブ

を
作

業
員

が
閉

め
て

し
ま

っ
た

た
め

、
フ

レ
キ

の
内

部
に

液
体

酸
素

が
封

じ
込

め
ら

れ
た

状
態

に
な

り
液

封
が

発
生

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
通

常
は

作
業

責
任

者
が

最
終

確
認

を
行

い
バ

ル
ブ

を
閉

め
て

い
く
こ

と
に

な
っ

て
い

た
。

し
か

し
、

作
業

責
任

者
の

事
故

当
時

の
記

憶
が

曖
昧

な
状

態
の

た
め

、
通

常
閉

め
な

い
バ

ル
ブ

を
な

ぜ
閉

め
た

の
か

、
作

業
責

任
者

自
身

が
閉

め
た

の
か

に
つ

い
て

は
、

不
明

の
ま

ま
で

あ
る

。
今

後
は

、
気

化
器

側
の

バ
ル

ブ
を

閉
め

ら
れ

な
い

よ
う

固
定

し
た

。
ま

た
、

残
ガ

ス
を

必
ず

放
出

す
る

な
ど

、
操

作
手

順
書

の
作

成
を

実
施

し
た

。

－111－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

6
4

2
0
1
0

-
0
3
6

消
費

混
合

ガ
ス

消
費

設
備

の
流

量
計

が
破

裂
2
0
1
0
/
2
/
1
8

埼
玉

県
0

1
0

1
炭

酸
ガ

ス
、

ア
ル

ゴ
ン

破
裂

等
鉄

工
所

容
器

本
体

、
流

量
計

＜
消

費
中

＞
＜

誤
判

断
＞

無

溶
接

用
の

ア
ル

ゴ
ン

＋
炭

酸
ガ

ス
の

混
合

ガ
ス

消
費

設
備

で
、

集
合

装
置

バ
ル

ブ
部

分
か

ら
漏

え
い

が
あ

る
と

、
消

費
者

か
ら

高
圧

ガ
ス

販
売

事
業

者
に

連
絡

が
入

り
、

現
場

に
向

か
っ

た
。

販
売

事
業

所
社

員
が

消
費

設
備

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
漏

れ
を

確
認

し
た

の
で

集
合

装
置

か
ら

の
ガ

ス
の

供
給

を
中

止
し

た
。

消
費

者
並

び
に

販
売

事
業

所
社

員
は

、
漏

え
い

部
分

の
修

理
を

行
う

ま
で

の
間

、
消

費
設

備
を

使
用

で
き

る
よ

う
工

場
内

に
混

合
ガ

ス
容

器
を

運
び

、
直

接
消

費
設

備
に

容
器

を
取

付
け

る
作

業
を

行
い

容
器

バ
ル

ブ
を

開
い

た
と

こ
ろ

、
流

量
計

の
フ

ロ
ー

ト
管

が
破

裂
し

消
費

者
が

左
目

を
負

傷
し

た
。

原
因

は
、

容
器

に
付

属
機

器
の

取
り

付
け

作
業

を
行

っ
た

際
に

、
圧

力
調

整
器

を
付

け
忘

れ
、

容
器

バ
ル

ブ
を

開
い

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

販
売

事
業

者
従

業
員

に
対

し
て

、
保

安
教

育
を

実
施

し
た

。

6
5

2
0
1
0

-
0
4
7

消
費

圧
縮

空
気

に
よ

る
消

防
用

ホ
ー

ス
の

破
裂

2
0
1
0
/
3
/
5

埼
玉

県
0

0
3

3
空

気
破

裂
等

そ
の

他
（
消

防
署

）

容
器

本
体

、
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

消
防

署
2
階

の
廊

下
で

、
中

学
生

を
対

象
と

し
た

職
場

体
験

の
火

災
訓

練
体

験
を

実
施

す
る

た
め

、
水

の
代

替
と

し
て

空
気

を
消

防
用

ホ
ー

ス
か

ら
放

出
し

よ
う

と
、

呼
吸

器
用

空
気

容
器

と
職

員
が

自
作

し
た

空
気

充
て

ん
装

置
、

及
び

消
防

用
ホ

ー
ス

と
媒

介
金

具
（
二

又
分

岐
）
を

接
続

し
減

圧
装

置
を

用
い

な
い

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

、
消

防
ホ

ー
ス

が
破

裂
し

た
。

原
因

は
、

圧
力

調
整

器
や

安
全

弁
等

を
取

り
付

け
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

許
容

圧
力

以
上

の
高

圧
空

気
が

消
防

用
ホ

ー
ス

に
流

れ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

6
6

2
0
1
0

-
0
6
0

消
費

火
災

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

の
破

裂
2
0
1
0
/
3
/
2
5

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

破
裂

等
食

品
容

器
本

体
＜

消
費

中
＞

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

裸
火

和
菓

子
の

製
造

施
設

で
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

4
本

を
設

置
し

供
給

し
て

い
た

。
事

故
当

日
、

店
舗

厨
房

で
料

理
中

、
油

に
火

が
入

り
火

災
と

な
り

、
燃

焼
の

熱
に

よ
り

1
本

の
容

器
が

破
裂

、
3
本

の
容

器
の

安
全

弁
が

吹
き

、
そ

の
う

ち
1
本

の
容

器
が

吹
き

止
ま

ら
ず

、
鎮

火
後

に
防

災
キ

ャ
ッ

プ
を

施
し

た
。

原
因

は
、

破
裂

し
た

容
器

の
直

近
に

灯
油

タ
ン

ク
が

あ
り

、
灯

油
燃

焼
の

急
速

な
加

熱
に

よ
り

安
全

弁
の

吹
き

出
し

量
が

不
足

し
た

こ
と

と
、

加
熱

に
よ

る
容

器
鋼

材
の

劣
化

に
よ

り
破

裂
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

容
器

の
破

断
は

容
器

長
手

方
向

と
、

容
器

上
部

の
気

相
部

に
円

形
に

見
ら

れ
、

容
器

の
一

部
が

吹
き

飛
ん

で
な

く
な

っ
て

い
た

。
ま

た
、

容
器

バ
ル

ブ
と

容
器

上
部

と
見

ら
れ

る
破

片
が

、
容

器
内

に
落

下
し

て
い

た
。

6
7

2
0
1
0

-
0
7
7

消
費

冷
熱

衝
撃

装
置

の
リ

リ
ー

フ
タ

ン
ク

の
破

裂
事

故

2
0
1
0
/
4
/
7

徳
島

県
0

0
1

1
窒

素
破

裂
等

電
気

タ
ン

ク
＜

消
費

中
＞

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

工
場

内
で

、
製

品
の

耐
久

性
を

確
認

す
る

た
め

の
冷

熱
衝

撃
装

置
に

不
具

合
が

発
生

し
た

た
め

、
販

売
代

理
店

を
通

じ
て

製
造

メ
ー

カ
に

連
絡

を
と

っ
た

と
こ

ろ
、

製
造

メ
ー

カ
ー

か
ら

2
名

の
技

術
者

が
派

遣
さ

れ
た

。
技

術
者

2
名

は
、

午
前

1
0
時

頃
に

到
着

し
、

不
具

合
の

内
容

か
ら

冷
媒

ガ
ス

の
漏

え
い

の
可

能
性

が
あ

る
と

考
え

、
漏

れ
箇

所
調

査
の

た
め

、
装

置
内

の
冷

媒
ガ

ス
を

抜
き

取
り

、
窒

素
ガ

ス
を

送
り

込
ん

で
段

階
的

に
加

圧
し

て
い

た
。

加
圧

が
1
.5

M
P

aま
で

は
漏

れ
音

が
確

認
で

き
な

か
っ

た
が

、
1
.7

M
P

a時
に

漏
れ

音
が

し
た

た
め

、
そ

の
箇

所
を

確
認

す
る

た
め

に
検

査
機

器
で

あ
る

リ
リ

ー
ク

デ
ィ

テ
ク

タ
の

先
を

リ
リ

ー
フ

タ
ン

ク
付

近
に

近
づ

い
た

直
後

に
タ

ン
ク

が
破

裂
し

た
。

そ
の

際
、

リ
ー

ク
デ

ィ
テ

ク
タ

の
先

を
左

手
で

持
っ

て
い

た
た

め
、

手
の

ひ
ら

を
裂

傷
し

た
。

原
因

は
、

冷
凍

回
路

か
ら

の
冷

媒
ガ

ス
漏

れ
（
低

圧
側

）
に

よ
る

冷
凍

回
路

へ
の

水
分

（
大

気
中

）
の

吸
い

込
み

が
推

察
さ

れ
、

①
水

分
に

よ
る

冷
凍

機
オ

イ
ル

の
加

水
分

解
、

②
冷

凍
回

路
内

に
腐

食
物

（
ア

ン
モ

ニ
ア

）
発

生
、

③
リ

リ
ー

フ
タ

ン
ク

の
材

質
で

あ
る

銅
合

金
が

、
圧

力
に

よ
る

応
力

、
ア

ン
モ

ニ
ア

に
反

応
、

④
内

部
か

ら
応

力
腐

食
割

れ
発

生
、

⑤
リ

リ
ー

フ
タ

ン
ク

鏡
板

の
強

度
低

下
、

⑥
漏

え
い

調
査

の
た

め
の

窒
素

ガ
ス

（
1
.7

M
P

a）
加

圧
に

よ
る

鏡
板

へ
の

き
裂

発
生

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
高

圧
ガ

ス
の

安
全

な
消

費
に

つ
い

て
教

育
を

徹
底

す
る

こ
と

と
し

た
。

6
8

2
0
1
0

-
1
0
3

消
費

溶
断

作
業

中
に

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
か

ら
火

災
が

発
生

し
、

隣
接

の
酸

素
容

器
が

破
裂

2
0
1
0
/
5
/
6

宮
崎

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
破

裂
等

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
溶

断
）

＜
誤

操
作

＞
、

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

裸
火

5
月

6
日

に
、

A
社

の
従

業
員

が
B

社
加

工
場

で
ガ

ス
溶

断
作

業
を

実
施

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
か

ら
火

が
あ

が
っ

た
。

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
か

ら
あ

が
っ

た
火

が
酸

素
容

器
に

あ
た

り
、

そ
の

影
響

で
、

酸
素

容
器

が
破

裂
し

、
1
0
m

程
度

飛
翔

し
た

。
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

か
ら

あ
が

っ
た

火
を

消
火

し
よ

う
と

し
て

、
A

社
の

従
業

員
１

名
が

負
傷

(顔
の

右
半

分
と

右
手

を
火

傷
)し

、
病

院
に

搬
送

さ
れ

た
。

こ
の

火
災

に
よ

り
、

B
社

加
工

場
の

建
屋

の
一

部
が

わ
ず

か
に

燃
焼

し
た

。
原

因
は

、
警

察
及

び
消

防
で

調
査

中
で

あ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

6
9

2
0
1
0

-
1
7
9

消
費

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
車

両
が

衝
突

し
、

配
管

破
損

2
0
1
0
/
6
/
9

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
破

裂
等

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

、
配

管

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
交

通
事

故
）

無
事

業
所

所
有

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

に
、

乗
用

車
が

バ
ッ

ク
し

よ
う

と
し

て
ぶ

つ
か

り
、

同
時

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
引

き
ず

ら
れ

た
際

に
ガ

ス
配

管
が

破
損

し
た

。
原

因
は

、
運

転
手

の
後

方
不

注
意

で
あ

っ
た

。

7
0

2
0
1
0

-
1
7
2

消
費

長
年

放
置

さ
れ

て
い

た
酸

素
容

器
が

破
裂

2
0
1
0
/
7
/
2
4

長
崎

県
0

0
0

0
酸

素
破

裂
等

そ
の

他
（
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
放

置
容

器
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

A
社

が
過

去
に

販
売

し
た

可
能

性
の

あ
る

、
長

年
放

置
さ

れ
て

い
た

酸
素

ガ
ス

4
7
L
容

器
1
本

が
、

破
裂

し
た

。
容

器
番

号
が

、
不

明
の

た
め

詳
し

い
来

歴
が

わ
か

ら
な

い
。

容
器

は
縦

方
向

に
破

裂
し

て
お

り
、

腐
食

が
ひ

ど
く
容

器
番

号
は

判
別

不
能

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
腐

食
に

よ
り

減
肉

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

被
害

の
状

況
よ

り
、

か
な

り
の

圧
力

が
残

っ
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。

7
1

2
0
1
0

-
2
4
3

消
費

保
管

さ
れ

て
い

た
酸

素
容

器
の

破
裂

2
0
1
0
/
9
/
5

和
歌

山
県

0
0

0
0

酸
素

破
裂

等
漁

業
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

漁
業

協
同

組
合

で
、

荷
捌

場
南

側
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

柱
の

傍
に

置
か

れ
て

い
た

酸
素

7
kg

容
器

1
本

が
、

平
成

2
2
年

9
月

5
日

の
1
5
時

頃
、

破
裂

し
た

。
容

器
は

高
さ

9
m

の
天

井
に

当
た

り
、

置
か

れ
て

い
た

場
所

か
ら

1
9
m

程
離

れ
た

場
所

に
落

下
し

て
い

た
｡原

因
は

、
海

の
直

ぐ
傍

で
あ

っ
た

た
め

、
容

器
下

部
の

外
面

腐
食

(破
断

面
の

肉
厚

約
2
ミ

リ
)が

進
行

し
、

か
つ

午
後

か
ら

の
太

陽
熱

に
よ

り
、

容
器

内
圧

が
上

昇
し

た
た

め
破

裂
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
｡漁

業
関

係
者

は
、

放
置

さ
れ

た
酸

素
容

器
の

状
況

把
握

や
危

険
性

の
認

識
が

全
く
な

か
っ

た
た

め
、

酸
素

容
器

の
腐

食
等

に
つ

い
て

、
特

段
注

意
を

払
っ

て
い

な
か

っ
た

。

7
2

2
0
1
0

-
2
7
1

消
費

火
災

に
よ

る
医

療
用

酸
素

容
器

の
破

損
2
0
1
0
/
9
/
1
6

神
奈

川
県

0
0

0
0

酸
素

破
裂

等
そ

の
他

（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

不
明

在
宅

酸
素

療
法

を
適

用
し

て
い

る
患

者
宅

に
お

い
て

、
午

後
8
時

頃
火

災
が

発
生

し
、

設
置

さ
れ

て
い

た
酸

素
濃

縮
器

が
骨

組
み

を
残

し
焼

失
し

、
2
本

所
持

さ
れ

て
い

た
酸

素
0
.2

kg
容

器
の

う
ち

1
本

は
破

裂
し

跡
形

は
な

く
な

っ
て

い
た

。
も

う
1
本

は
ガ

ス
が

抜
け

、
酷

く
焦

げ
た

状
態

で
原

形
は

あ
っ

た
(消

防
署

で
回

収
し

た
)。

な
お

、
火

災
の

原
因

は
、

不
明

で
あ

る
。

7
3

2
0
1
0

-
2
7
4

消
費

保
管

さ
れ

て
い

た
窒

素
容

器
の

破
裂

2
0
1
0
/
9
/
1
7

栃
木

県
0

0
0

0
窒

素
破

裂
等

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
保

管
中

）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

学
校

内
の

研
究

室
内

の
流

し
台

の
下

に
、

窒
素

1
0
L
容

器
1
本

(ガ
ス

量
不

明
)を

床
に

直
置

き
し

て
い

た
。

9
月

1
7
日

1
1
時

頃
、

突
然

、
容

器
が

破
裂

し
、

容
器

が
縦

方
向

に
破

損
し

、
容

器
の

破
片

が
研

究
室

の
天

井
に

突
き

剌
さ

っ
た

。
こ

の
窒

素
1
0
L
容

器
1
本

は
、

販
売

事
業

者
か

ら
納

品
し

て
か

ら
、

既
に

1
7
年

を
経

過
し

た
も

の
で

あ
っ

た
。

研
究

室
の

教
授

以
下

、
教

官
や

学
生

も
こ

の
容

器
の

存
在

を
意

識
し

た
こ

と
は

な
か

っ
た

。
前

任
の

教
授

が
実

験
で

窒
素

を
使

用
し

て
い

た
が

、
後

任
の

教
授

は
炭

酸
ガ

ス
を

使
用

し
て

お
り

、
引

継
ぎ

等
も

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
長

年
の

間
、

放
置

さ
れ

て
い

た
状

態
で

あ
っ

た
。

流
し

の
下

で
横

倒
し

た
状

態
で

あ
っ

た
た

め
、

床
と

容
器

の
設

置
面

で
腐

食
(錆

び
)し

て
い

た
。

販
売

事
業

者
も

長
期

間
の

停
滞

容
器

に
つ

い
て

、
特

に
消

費
者

等
へ

の
連

絡
、

あ
る

い
は

状
況

等
の

現
場

確
認

は
実

施
し

て
い

な
か

っ
た

。

7
4

2
0
1
0

-
0
0
7

消
費

製
菓

店
に

お
け

る
一

酸
化

炭
素

中
毒

2
0
1
0
/
1
/
1
5

山
口

県
0

0
4

4
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

（
中

毒
）

食
品

バ
ー

ナ
ー

＜
消

費
中

＞

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

小
型

換
気

扇
2
台

を
運

転
し

な
が

ら
従

業
員

4
名

で
餅

米
を

蒸
す

作
業

を
し

て
い

た
が

、
給

気
も

な
く
長

時
間

蒸
し

器
バ

ー
ナ

ー
を

燃
焼

し
た

こ
と

に
よ

り
一

酸
化

炭
素

が
発

生
し

、
中

毒
を

起
こ

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
事

故
後

、
燃

焼
器

の
C

O
濃

度
測

定
を

行
っ

た
が

、
異

常
は

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
C

O
警

報
器

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。

7
5

2
0
1
0

-
0
5
6

消
費

焼
結

炉
へ

の
点

火
時

の
火

傷
2
0
1
0
/
3
/
2
1

愛
知

県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

自
動

車
バ

ー
ナ

ー

＜
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

中
＞

＜
誤

操
作

＞

裸
火

（
ラ

イ
タ

ー
）

作
業

者
が

焼
結

炉
に

点
火

す
る

際
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
バ

ー
ナ

ー
で

は
な

く
、

カ
ー

テ
ン

バ
ー

ナ
ー

の
元

バ
ル

ブ
を

開
け

着
火

し
た

と
こ

ろ
、

大
き

な
炎

と
な

り
火

傷
を

負
っ

た
。

今
後

は
、

着
火

及
び

送
気

の
自

動
化

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

7
6

2
0
1
0

-
1
8
8

消
費

食
品

会
社

で
の

調
味

料
加

熱
中

の
C

O
中

毒

2
0
1
0
/
7
/
1
3

山
形

県
0

0
3

3
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

（
中

毒
）

食
品

燃
焼

器
＜

消
費

中
＞

＜
誤

判
断

＞
無

食
品

工
場

で
、

玉
こ

ん
に

ゃ
く
の

た
れ

を
製

造
す

る
た

め
、

従
業

員
1
名

が
攪

拌
鍋

で
調

味
料

を
加

熱
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
急

に
気

分
が

悪
く
な

り
、

一
酸

化
炭

素
中

毒
状

態
と

な
っ

た
。

さ
ら

に
、

助
け

に
来

た
従

業
員

2
名

も
、

一
酸

化
炭

素
中

毒
状

態
と

な
っ

た
。

原
因

は
、

換
気

扇
を

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

室
内

の
酸

素
量

が
減

少
し

、
攪

拌
鍋

の
燃

焼
器

が
不

完
全

燃
焼

し
、

一
酸

化
炭

素
が

発
生

し
た

た
め

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
一

酸
化

炭
素

検
知

器
の

設
置

、
及

び
保

安
教

育
を

徹
底

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

7
7

2
0
1
0

-
2
3
5

消
費

L
P

ガ
ス

容
器

の
撤

去
2
0
1
0
/
9
/
1
3

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

そ
の

他
（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
無

消
費

先
で

あ
る

飲
食

店
は

、
倒

産
の

た
め

平
成

2
1
年

1
1
月

1
7
日

か
ら

ガ
ス

供
給

設
備

で
あ

る
L
P

ガ
ス

9
8
0
kg

容
器

1
基

を
閉

栓
し

て
い

た
が

、
土

地
所

有
者

が
別

店
舗

を
建

築
す

る
た

め
、

ガ
ス

供
給

事
業

者
に

無
断

で
店

舗
、

及
び

ガ
ス

供
給

設
備

を
撤

去
し

た
。

土
地

所
有

者
及

び
建

築
会

社
へ

問
い

合
わ

せ
た

が
返

答
が

得
ら

れ
ず

、
所

在
不

明
と

な
っ

た
。

そ
の

後
、

解
体

業
者

が
保

管
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

た
め

、
供

給
事

業
者

が
設

備
（
貯

槽
内

の
L
P

ガ
ス

含
む

）
を

回
収

す
る

予
定

で
あ

る
。

7
8

2
0
1
0

-
3
1
3

消
費

火
災

に
よ

る
酸

素
容

器
の

焼
損

2
0
1
0
/
9
/
2
8

大
阪

府
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

火
災

在
宅

酸
素

療
法

を
実

施
し

て
い

た
消

費
先

で
、

冷
蔵

庫
が

漏
電

し
た

こ
と

で
火

事
が

発
生

し
、

圧
縮

酸
素

2
.1

L
容

器
2
本

が
焼

失
し

た
。

7
9

2
0
1
0

-
3
5
2

消
費

食
品

加
工

工
場

で
の

一
酸

化
炭

素
中

毒
2
0
1
0
/
1
2
/
1

福
岡

県
0

0
4

4
液

化
石

油
ガ

ス
そ

の
他

（
中

毒
）

食
品

燃
焼

器
＜

通
常

運
転

中
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

平
成

2
2
年

1
2
月

1
日

1
6
時

0
0
分

頃
か

ら
、

食
品

工
場

内
で

シ
ュ

ー
マ

イ
を

蒸
す

た
め

に
、

蒸
し

器
を

使
用

し
て

い
た

。
1
6
時

3
0
分

頃
、

作
業

員
4
名

が
体

調
不

良
を

感
じ

、
内

1
名

が
蒸

し
器

を
停

止
し

、
従

業
員

全
員

が
屋

外
に

退
避

し
た

。
そ

の
後

、
工

場
関

係
者

が
消

防
に

通
報

し
、

体
調

不
良

を
訴

え
た

従
業

員
4
名

は
病

院
に

救
急

搬
送

さ
れ

、
一

酸
化

炭
素

中
毒

と
診

断
さ

れ
た

。
原

因
は

、
蒸

し
器

上
部

の
換

気
扇

の
故

障
に

よ
る

換
気

不
良

と
推

定
さ

れ
た

。

－114－



平
成

２
２

年
に

発
生

し
た

高
圧

ガ
ス

保
安

法
事

故
一

覧
表

(4
)災

害
事

故
：
そ

の
他

の
事

故
番 号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死

者
重

傷
軽

傷
計

物
質

名
現

象
業

種
設

備
区

分
取

扱
状

態
事

故
原

因
着

火
源

事
故

概
要

1
2
0
1
0

-
0
8
5

そ
の

他

自
動

車
用

L
P

ガ
ス

容
器

交
換

中
の

爆
発

2
0
1
0
/
4
/
1
6

新
潟

県
0

2
1

3
液

化
石

油
ガ

ス
爆

発
自

動
車

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
容

器
交

換
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

調
査

中

車
検

で
､貨

物
自

動
車

に
装

置
さ

れ
て

い
る

燃
料

用
L
P

ガ
ス

容
器

の
再

検
査

を
依

頼
す

る
た

め
、

自
動

車
か

ら
取

り
外

し
､検

査
済

み
の

容
器

に
交

換
す

る
作

業
を

し
て

い
た

。
容

器
を

、
車

か
ら

取
り

外
す

作
業

を
し

て
い

る
と

き
に

、
容

器
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

､爆
発

、
火

災
と

な
り

､作
業

を
し

て
い

た
本

人
と

､近
く
で

作
業

を
し

て
い

た
2
人

が
火

傷
を

負
っ

た
。

火
災

は
駆

け
つ

け
た

消
防

に
よ

り
鎮

火
さ

れ
た

が
､容

器
か

ら
ガ

ス
は

漏
え

い
を

続
け

た
。

ガ
ス

の
漏

え
い

を
止

め
る

こ
と

が
困

難
で

あ
っ

た
た

め
､警

戒
区

域
を

設
定

し
､す

べ
て

放
出

、
拡

散
さ

せ
た

。
原

因
は

、
漏

え
い

し
た

容
器

は
､液

面
計

本
体

を
取

り
付

け
る

ボ
ル

ト
が

外
れ

て
お

り
､そ

こ
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

た
。

容
器

の
交

換
作

業
で

､そ
の

ボ
ル

ト
を

外
す

こ
と

は
な

い
の

で
､液

面
計

の
指

示
器

(目
盛

り
計

)を
取

り
外

す
際

に
､そ

の
す

ぐ
そ

ば
に

あ
る

液
面

計
本

体
の

取
り

付
け

ボ
ル

ト
を

誤
っ

て
外

し
た

た
め

､漏
え

い
し

､何
ら

か
の

着
火

源
に

よ
り

、
引

火
、

爆
発

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

が
、

詳
細

は
調

査
中

で
あ

る
。

2
2
0
1
0

-
0
5
2

そ
の

他
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

く
ず

化
中

の
爆

発
2
0
1
0
/
3
/
1
2

北
海

道
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

爆
発

廃
品

回
収

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
く

ず
化

）

＜
認

知
確

認
ミ

ス
＞

無

受
け

入
れ

た
ス

ク
ラ

ッ
プ

(い
つ

、
ど

こ
か

ら
は

不
明

)に
混

入
し

て
い

た
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

に
気

付
か

ず
、

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

に
投

入
し

た
と

こ
ろ

、
9
時

に
爆

発
が

発
生

し
た

。
爆

発
後

の
9
時

1
分

、
従

業
員

4
名

で
消

火
器

に
よ

る
初

期
消

火
活

動
を

実
施

し
、

9
時

5
分

室
蘭

市
消

防
本

部
の

消
防

車
2
台

、
隊

員
6
名

に
よ

る
放

水
消

火
活

動
の

結
果

、
9
時

1
6
分

鎮
火

し
た

。
爆

発
し

た
容

器
は

腐
食

が
激

し
く
、

所
有

者
名

、
刻

印
番

号
等

の
判

読
は

不
能

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
ス

ク
ラ

ッ
プ

受
入

時
、

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

投
入

時
に

高
圧

ガ
ス

容
器

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
顧

客
に

対
し

高
圧

ガ
ス

容
器

受
入

不
可

の
旨

を
周

知
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
2
0
1
0

-
1
5
5

そ
の

他

建
設

工
事

中
の

土
中

に
あ

っ
た

塩
素

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
5
/
1
3

滋
賀

県
0

0
0

0
塩

素
漏

洩
等

電
気

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
放

置
容

器
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

平
成

2
2
年

5
月

1
3
日

、
A

社
の

工
場

建
設

工
事

の
整

地
作

業
中

に
、

土
中

よ
り

異
臭

の
す

る
ガ

ス
が

発
生

し
た

｡調
査

の
結

果
、

塩
素

系
ガ

ス
と

判
明

し
た

が
ガ

ス
発

生
の

原
因

は
不

明
で

あ
っ

た
。

原
因

を
究

明
す

る
た

め
､ガ

ス
拡

散
防

止
の

措
置

を
と

り
つ

つ
､鋤

取
､掘

削
作

業
を

行
っ

た
｡平

成
2
2
年

6
月

2
9
日

、
こ

の
作

業
中

に
､土

中
よ

り
塩

素
容

器
2
本

が
発

見
さ

れ
た

(発
見

時
残

ガ
ス

な
し

)。
容

器
の

状
態

､そ
の

他
ガ

ス
の

発
生

源
に

な
る

も
の

が
未

発
見

な
こ

と
か

ら
、

こ
の

容
器

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
考

え
ら

れ
た

。
な

お
、

人
的

被
害

は
な

か
っ

た
。

容
器

は
腐

食
に

よ
り

刻
印

が
不

鮮
明

で
あ

る
が

、
1
9
5
0
年

代
製

造
と

思
わ

れ
、

製
造

者
､所

有
者

は
不

明
で

あ
る

。
１

本
は

底
部

に
腐

食
に

よ
る

穴
、

も
う

1
本

は
元

弁
部

分
が

根
本

よ
り

折
れ

て
い

た
。

原
因

は
、

工
場

建
設

用
地

に
過

去
不

法
投

棄
さ

れ
て

い
た

当
該

容
器

が
腐

食
､

整
地

作
業

の
外

力
に

よ
り

元
弁

が
破

断
､漏

え
い

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
5
月

1
3

日
ガ

ス
発

生
時

､黄
色

の
ガ

ス
が

土
中

か
ら

噴
出

立
ち

上
る

目
撃

情
報

か
ら

も
､液

化
状

態
の

塩
素

ガ
ス

が
元

弁
破

断
に

よ
り

一
気

に
噴

出
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

4
2
0
1
0

-
1
6
1

そ
の

他

簡
易

水
道

施
設

に
放

置
さ

れ
た

塩
素

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
6
/
2
4

岐
阜

県
0

0
2

2
塩

素
漏

洩
等

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
放

置
容

器
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

住
民

よ
り

、
異

臭
が

し
て

農
作

物
が

枯
れ

て
い

る
旨

の
通

報
が

あ
り

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

小
屋

（
S
3
4
年

頃
廃

止
さ

れ
た

簡
易

水
道

施
設

）
に

放
置

さ
れ

た
、

塩
素

ガ
ス

容
器

か
ら

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

た
。

原
因

は
、

5
0
年

以
上

前
か

ら
廃

止
さ

れ
た

簡
易

水
道

施
設

（
小

屋
）
に

放
置

さ
れ

て
い

た
塩

素
ガ

ス
容

器
が

腐
食

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

5
2
0
1
0

-
3
5
0

そ
の

他

不
法

投
棄

さ
れ

た
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
0
/
1
1
/
1
9

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
等

電
気

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
放

置
容

器
）

＜
劣

化
＞

（
腐

食
）

無

事
業

所
で

は
、

夏
頃

の
大

雨
で

崩
壊

し
た

場
所

の
復

旧
工

事
を

行
っ

て
い

た
。

平
成

2
2
年

1
1
月

1
9
日

1
7
時

0
0
分

頃
、

土
中

か
ら

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
見

つ
か

り
、

引
き

上
げ

た
と

こ
ろ

、
噴

出
音

は
し

な
い

が
着

臭
剤

の
臭

気
が

周
辺

に
漂

っ
た

。
容

器
は

ほ
ぼ

空
の

状
態

で
あ

り
、

腐
食

が
進

み
バ

ル
ブ

ハ
ン

ド
ル

等
が

脱
落

し
て

い
た

。
水

に
入

れ
た

と
こ

ろ
漏

え
い

箇
所

が
判

明
し

、
ガ

ス
検

知
器

で
確

認
し

た
結

果
、

残
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
が

漏
え

い
量

は
微

量
で

あ
り

着
火

爆
発

等
の

危
険

性
は

な
い

と
判

断
さ

れ
た

た
め

､販
売

店
の

敷
地

内
で

安
全

を
確

保
し

大
気

放
出

さ
せ

る
こ

と
と

し
た

。
な

お
、

容
器

は
過

去
に

何
者

か
に

よ
っ

て
不

法
投

棄
さ

れ
た

も
の

と
み

ら
れ

る
が

、
番

号
等

の
確

認
は

で
き

な
か

っ
た

。
ま

た
、

こ
の

事
業

所
で

は
現

在
L
P

ガ
ス

は
使

用
し

て
お

ら
ず

、
以

前
に

取
引

の
あ

っ
た

販
売

店
に

連
絡

し
た

も
の

で
あ

る
。
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平
成

２
２

年
に

発
生

し
た

高
圧

ガ
ス

保
安

法
事

故
一

覧
表

(5
)盗

難
・
紛

失
事

故
：
製

造
事

業
所

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
0
-

7
3
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

亜
酸

化
窒

素
ガ

ス
容

器
の

盗
難

2
0
1
0
/
4
/
3
0

東
京

都
0

0
0

0
亜

酸
化

窒
素

そ
の

他
（
盗

難
）

ス
タ

ン
ド

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

貯
蔵

所
内

で
、

容
器

置
場

に
置

い
て

あ
っ

た
医

療
用

亜
酸

化
窒

素
ガ

ス
2
.5

kg
容

器
7
本

が
喪

失
し

た
。

月
に

1
回

、
月

末
に

棚
卸

し
を

し
て

お
り

､4
月

3
0
日

に
帳

簿
と

実
数

が
合

わ
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

｡そ
の

後
､伝

票
を

再
確

認
し

た
が

原
因

は
解

明
さ

れ
な

か
っ

た
｡よ

っ
て

、
盗

難
の

可
能

性
が

高
い

と
判

断
し

､5
月

1
8
日

に
､警

察
署

に
連

絡
し

､被
害

届
を

提
出

し
た

。
今

後
は

、
容

器
置

場
を

常
時

施
錠

し
、

監
視

カ
メ

ラ
を

設
置

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
2
0
1
0
-

5
5
1

製
造

事
業

所
（
コ

）

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
1
/
2
8

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

石
油

精
製

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

平
成

2
2
年

1
月

2
2
日

の
点

検
で

、
事

業
所

内
で

使
用

し
て

い
る

L
P

ガ
ス

組
成

分
析

用
の

サ
ン

プ
リ

ン
グ

用
1
.5

kg
容

器
が

見
当

た
ら

ず
、

2
7
日

ま
で

の
間

、
事

業
所

敷
地

内
を

一
斉

点
検

す
る

も
発

見
さ

れ
ず

、
2
8
日

に
事

業
所

は
容

器
の

喪
失

と
し

て
確

定
し

、
警

察
署

に
届

け
出

た
。

空
容

器
で

あ
っ

た
た

め
高

圧
ガ

ス
の

喪
失

は
な

い
。

3
2
0
1
0
-

6
5
8

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
0

新
潟

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

充
填

所
容

器
本

体

＜
そ

の
他

＞
（
保

管
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

3
月

1
0
日

に
､質

量
販

売
の

消
費

者
か

ら
預

か
っ

て
い

た
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

を
配

送
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

､容
器

が
な

か
っ

た
。

こ
の

容
器

は
2
月

9
日

に
回

収
し

､残
ガ

ス
計

測
、

充
て

ん
及

び
伝

票
処

理
を

し
て

お
り

､そ
の

後
､A

社
の

充
て

ん
所

内
容

器
置

場
に

保
管

し
て

い
た

。
容

器
の

誤
配

送
等

も
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

､調
査

を
し

た
が

見
つ

か
ら

な
か

っ
た

。
盗

難
の

可
能

性
が

大
き

い
た

め
警

察
に

届
出

を
し

た
が

､引
き

続
き

容
器

の
捜

索
も

行
っ

て
い

る
。

容
器

が
な

い
こ

と
に

長
期

間
気

づ
か

な
か

っ
た

の
は

、
日

常
点

検
で

容
器

置
場

の
容

器
の

確
認

ま
で

は
実

施
し

て
い

な
か

っ
た

な
ど

管
理

体
制

が
十

分
で

な
か

っ
た

。

4
2
0
1
0
-

7
8
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
7
/
8

愛
知

県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン

そ
の

他
（
盗

難
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
販

売
店

従
業

員
が

業
務

終
了

後
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

1
0
kg

容
器

7
本

を
車

両
に

積
載

し
た

ま
ま

、
月

極
駐

車
場

に
車

両
を

駐
車

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

車
両

ご
と

盗
難

に
あ

っ
た

。
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平
成

２
２

年
に

発
生

し
た

高
圧

ガ
ス

保
安

法
事

故
一

覧
表

(6
)盗

難
・
紛

失
事

故
：
移

動
中

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
0
-

9
8
1

移
動

酸
素

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
1
0
/
2
9

滋
賀

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
紛

失
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

在
宅

医
療

の
滋

賀
営

業
所

の
販

売
店

か
ら

運
送

依
頼

し
た

、
医

療
用

酸
素

容
器

(2
.3

L
:充

て
ん

容
器

等
で

は
な

い
)が

紛
失

し
た

。
荷

受
人

で
あ

る
同

社
金

沢
営

業
所

か
ら

容
器

が
到

着
し

て
い

な
い

と
の

連
絡

で
発

覚
し

た
。

運
送

事
業

者
で

の
容

器
荷

下
ろ

し
記

録
は

あ
る

が
、

そ
の

後
の

出
荷

記
録

は
な

か
っ

た
。
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平
成

２
２

年
に

発
生

し
た

高
圧

ガ
ス

保
安

法
事

故
一

覧
表

(7
)盗

難
・
紛

失
事

故
：
消

費
中

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
0
-

5
5
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3
0

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

3
0
日

8
時

半
頃

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

い
こ

と
に

消
費

者
が

気
づ

き
、

販
売

店
に

通
報

し
た

。
販

売
店

従
業

員
が

現
場

に
急

行
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
の

盗
難

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
警

察
署

に
通

報
し

、
現

場
立

ち
会

い
の

も
と

、
盗

難
届

け
を

提
出

し
た

。

2
2
0
1
0
-

8
8
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
7
月

1
日

、
検

針
員

が
、

消
費

先
に

検
針

に
行

っ
た

際
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
違

う
こ

と
を

確
認

し
た

。
6
月

1
日

の
検

針
時

に
は

異
変

が
な

く
、

6
月

1
日

の
検

針
後

か
ら

7
月

1
日

の
検

針
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

3
2
0
1
0
-

9
1
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
9

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

先
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
供

給
設

備
を

使
用

し
て

い
た

が
、

盗
難

防
止

用
チ

ェ
ー

ン
、

及
び

転
倒

防
止

用
チ

ェ
ー

ン
が

切
断

さ
れ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。
平

成
2
1
年

1
0
月

、
平

成
2
2
年

4
月

に
も

同
様

の
盗

難
に

遭
っ

て
お

り
、

管
理

を
強

化
し

、
盗

難
発

見
の

2
日

前
の

1
6
時

頃
に

も
近

隣
の

自
治

会
長

が
巡

回
し

、
容

器
の

所
在

を
確

認
し

て
い

た
。

な
お

、
今

回
の

盗
難

で
は

平
成

2
1
年

1
0
月

に
盗

難
さ

れ
た

容
器

が
、

ガ
ス

を
使

用
し

空
に

な
っ

た
状

態
で

現
場

に
放

置
さ

れ
て

い
た

。

4
2
0
1
0
-

9
4
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
5

和
歌

山
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
病

院
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

2
5
日

午
前

9
時

半
頃

に
、

販
売

店
の

検
針

員
が

消
費

先
を

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

の
バ

ル
ブ

が
閉

め
ら

れ
て

い
た

。
消

費
者

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
閉

め
た

覚
え

が
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
の

で
、

バ
ル

ブ
を

開
け

て
検

針
を

す
ま

せ
別

の
場

所
の

検
針

を
行

い
帰

社
し

た
。

検
針

員
か

ら
、

夕
方

に
な

り
容

器
の

こ
と

を
聞

い
た

の
で

、
今

月
初

め
に

同
じ

場
所

の
容

器
の

中
身

が
盗

難
さ

れ
た

こ
と

も
あ

り
、

気
に

な
っ

て
現

場
に

行
き

容
器

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
中

身
だ

け
が

抜
き

取
ら

れ
て

い
た

。
同

日
、

販
売

店
が

警
察

に
連

絡
し

た
。

5
2
0
1
0
-

5
0
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

3
日

、
販

売
店

の
従

業
員

が
検

針
の

た
め

訪
れ

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

設
置

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

（
平

成
2
1
年

1
2
月

1
日

の
検

針
時

に
は

異
常

が
無

い
こ

と
を

確
認

済
み

）
そ

の
後

、
1
月

7
日

に
販

売
店

が
、

喪
失

容
器

の
補

充
の

た
め

現
地

に
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

喪
失

し
た

容
器

と
同

一
の

容
器

が
設

置
（
高

圧
ホ

ー
ス

に
接

続
し

て
あ

り
、

漏
え

い
等

が
な

い
状

態
）
し

て
あ

る
の

を
発

見
し

た
。

（
推

測
で

約
9
kg

（
4
m

3
）
程

度
使

用
さ

れ
て

い
た

）

6
2
0
1
0
-

5
0
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。

7
2
0
1
0
-

5
0
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
4

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

4
日

、
販

売
店

社
員

が
現

場
前

を
通

り
か

か
っ

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
付

き
、

配
送

事
業

者
等

に
確

認
を

し
た

と
こ

ろ
、

盗
難

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

同
日

1
8
時

頃
に

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

平
成

2
1

年
1
2
月

5
日

に
販

売
店

社
員

が
現

場
前

を
通

り
か

か
っ

た
際

に
は

、
問

題
な

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

今
後

、
閉

栓
に

な
っ

た
容

器
を

設
置

し
て

い
る

箇
所

は
、

定
期

巡
回

の
巡

回
頻

度
を

ア
ッ

プ
す

る
こ

と
と

し
た

。

8
2
0
1
0
-

5
0
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
5

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

5
日

9
：
3
0
頃

、
事

業
所

(一
般

消
費

先
)に

設
置

さ
れ

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

い
こ

と
に

気
づ

い
た

従
業

員
が

、
販

売
店

に
通

報
し

た
。

正
月

前
に

は
通

常
通

り
使

用
し

て
い

た
た

め
、

容
器

は
正

月
休

み
中

に
盗

難
さ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

9
2
0
1
0
-

5
0
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
5

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

5
日

午
前

3
時

3
0
分

頃
、

配
送

担
当

者
よ

り
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

旨
連

絡
が

あ
り

、
現

地
に

赴
き

現
場

を
確

認
し

た
。

予
備

側
の

2
0
㎏

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
消

費
先

で
は

通
常

ど
お

り
ガ

ス
は

出
て

い
た

の
で

気
付

か
な

か
っ

た
と

の
こ

と
で

盗
難

と
判

断
、

1
月

6
日

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

今
後

は
、

駐
在

所
、

自
治

会
な

ど
で

の
防

犯
対

策
に

販
売

店
と

し
て

も
協

力
し

、
地

域
防

犯
の

推
進

に
努

め
る

こ
と

と
し

た
。

1
0

2
0
1
0
-

5
0
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
5

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
造

船
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
1
年

1
2
月

3
0
日

か
ら

平
成

2
2
年

1
月

5
日

ま
で

、
休

日
で

は
あ

っ
た

が
、

従
業

員
が

1
月

5
日

午
後

3
時

ご
ろ

所
用

が
あ

り
事

務
所

へ
出

か
け

た
と

こ
ろ

､L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
に

気
づ

き
､販

売
店

に
通

報
が

あ
っ

た
。

な
お

、
盗

難
さ

れ
た

の
は

工
場

と
は

別
棟

の
事

務
所

に
設

置
さ

れ
て

い
た

容
器

で
あ

り
、

1
2
月

2
9
日

午
後

5
時

ご
ろ

､給
湯

器
を

使
用

し
た

覚
え

が
あ

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

1
1

2
0
1
0
-

5
0
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
6

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

6
日

朝
8
時

3
0
分

ご
ろ

、
給

湯
器

の
点

火
が

行
え

な
い

た
め

容
器

置
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
内

、
予

備
用

の
１

本
が

な
い

の
に

気
づ

き
、

販
売

店
へ

通
報

し
た

。
同

日
1
1
時

ご
ろ

販
売

店
従

業
員

1
名

が
現

場
を

確
認

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

盗
難

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
警

察
に

は
、

消
費

者
よ

り
通

報
し

た
。

1
2

2
0
1
0
-

5
0
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
6

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

5
日

1
7
時

頃
、

消
費

者
か

ら
L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
へ

湯
沸

器
の

修
理

依
頼

が
あ

り
、

翌
日

の
1
0
時

2
0
分

頃
、

消
費

者
先

を
販

売
所

社
員

が
修

理
の

た
め

訪
問

し
た

。
湯

沸
器

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

ガ
ス

切
れ

の
様

な
の

で
、

供
給

設
備

を
確

認
す

る
と

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

（
予

備
側

）
が

盗
ま

れ
て

い
た

。

1
3

2
0
1
0
-

5
0
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
6

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

6
日

時
1
3
時

頃
、

配
送

委
託

会
社

の
社

員
が

容
器

交
換

の
た

め
、

L
P

ガ
ス

供
給

先
を

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

8
本

の
う

ち
１

本
が

高
圧

ホ
ー

ス
か

ら
取

り
外

さ
れ

紛
失

し
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
平

成
2
2
年

1
月

6
日

、
交

番
に

盗
難

届
、

同
年

1
月

7
日

、
消

防
局

に
事

故
届

を
提

出
し

た
。

今
後

は
、

喪
失

、
盗

難
防

止
対

策
に

つ
い

て
、

社
内

で
協

議
す

る
と

と
も

に
、

各
L
P

ガ
ス

供
給

先
の

巡
回

周
期

を
見

直
す

こ
と

と
し

た
。

1
4

2
0
1
0
-

5
1
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
6

福
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

6
日

1
5
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
ガ

ス
販

売
店

に
ガ

ス
が

点
火

し
な

い
と

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

ガ
ス

販
売

店
の

従
業

員
が

現
場

に
出

向
い

た
と

こ
ろ

、
2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
紛

失
を

確
認

し
た

。
同

日
1
6
時

頃
、

交
番

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
去

年
1
2
月

1
9
日

午
前

中
の

検
針

時
に

は
、

異
常

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

1
5

2
0
1
0
-

5
1
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
6

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

ホ
ー

ス
を

鋭
利

な
刃

物
で

切
断

さ
れ

、
盗

難
さ

れ
て

い
た

。

1
6

2
0
1
0
-

5
1
2

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
/
6

京
都

府
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

6
日

に
、

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

と
、

酸
素

7
m

3
容

器
1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

、
警

察
署

か
ら

の
連

絡
に

よ
り

判
明

し
た

。
(窃

盗
事

件
現

場
の

遺
留

品
と

し
て

放
置

さ
れ

て
い

た
と

の
こ

と
。

)。
平

成
2
1
年

1
2
月

2
8
日

に
は

異
常

が
な

く
、

平
成

2
1
年

1
2
月

2
8

日
～

2
2
年

1
月

6
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
7

2
0
1
0
-

5
1
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
7

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
神

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

7
日

2
0
：
0
0
頃

、
神

社
の

社
務

所
内

に
て

会
議

終
了

後
外

へ
出

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1

本
が

な
い

こ
と

を
発

見
し

た
。

（
1
月

2
日

の
1
0
：
0
0
頃

ま
で

は
2
本

あ
っ

た
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

模
様

）
翌

日
、

ガ
ス

を
供

給
し

て
い

る
販

売
店

へ
連

絡
し

、
担

当
者

が
周

辺
捜

索
を

す
る

も
見

あ
た

ら
ず

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
な

お
、

消
費

設
備

、
供

給
設

備
と

も
異

常
は

な
か

っ
た

。
ま

た
、

警
察

署
へ

被
害

届
を

提
出

し
、

現
場

検
証

を
行

っ
た

。

1
8

2
0
1
0
-

5
1
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
8

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

8
日

に
、

事
業

所
に

設
置

さ
れ

て
い

た
2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
配

送
業

者
が

発
見

し
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
1
2
月

3
0
日

は
ガ

ス
が

使
用

で
き

た
た

め
、

1
2
月

3
0
日

～
1
月

8
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
（
販

売
業

者
か

ら
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
済

み
。

）

1
9

2
0
1
0
-

5
1
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
8

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

5
日

、
公

民
館

の
利

用
者

が
、

L
P

ガ
ス

容
器

が
設

置
し

て
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。
平

成
2
2
年

1
月

8
日

午
前

9
時

、
公

民
館

の
利

用
者

か
ら

、
転

落
転

倒
防

止
チ

ェ
ー

ン
が

切
ら

れ
、

L
P

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
の

通
報

が
派

出
所

に
な

さ
れ

、
警

察
に

よ
り

現
場

検
証

が
行

わ
れ

て
い

た
と

こ
ろ

に
、

ち
ょ

う
ど

販
売

店
の

担
当

者
が

通
り

か
か

っ
た

。
警

察
と

の
現

場
検

証
の

結
果

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

（
消

費
先

は
こ

の
2
0
kg

容
器

１
本

立
て

）
の

盗
難

を
断

定
し

た
。

す
ぐ

に
、

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
公

民
館

は
平

成
2
1
年

4
月

5
日

に
も

容
器

盗
難

に
あ

っ
て

お
り

、
警

戒
を

し
て

い
る

最
中

で
あ

っ
た

。
な

お
、

前
回

平
成

2
1
年

1
2
月

1
9
日

の
メ

ー
タ

ー
検

針
時

指
針

は
1
0
.7

m
3
で

あ
り

、
残

ガ
ス

は
8
.6

m
3
（
約

1
7
.2

kg
）
で

あ
っ

た
。

2
0

2
0
1
0
-

5
1
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
9

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

9
日

1
0
時

0
5
分

頃
、

他
の

L
P

ガ
ス

配
送

会
社

よ
り

、
ひ

た
ち

な
か

市
に

容
器

が
放

置
さ

れ
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
、

現
場

へ
向

か
い

容
器

を
回

収
し

た
。

容
器

番
号

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
消

費
先

の
事

務
所

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

と
判

明
し

た
。

同
事

務
所

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
高

圧
ホ

ー
ス

の
ね

じ
が

取
り

外
さ

れ
、

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
た

。

2
1

2
0
1
0
-

5
1
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
9

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

9
日

午
後

3
時

3
0
分

に
、

消
費

先
か

ら
L
P

ガ
ス

容
器

が
な

い
と

の
連

絡
が

あ
り

、
直

ち
に

販
売

店
担

当
者

が
現

地
に

赴
い

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
ナ

ッ
ト

か
ら

外
さ

れ
盗

ま
れ

て
お

り
、

付
近

を
捜

索
し

た
が

発
見

で
き

な
か

っ
た

。
な

お
、

供
給

設
備

等
の

異
常

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
平

成
2
2
年

1
月

1
1
日

、
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
2

2
0
1
0
-

8
8
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
0

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
検

針
時

に
検

針
員

が
、

消
費

先
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

と
違

う
こ

と
が

判
明

し
た

。
盗

難
が

判
明

し
た

時
点

で
は

、
警

察
へ

の
被

害
届

は
出

し
て

い
な

か
っ

た
。

施
錠

等
の

対
応

は
考

え
た

が
、

火
災

等
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
、

い
ち

早
く
容

器
を

取
り

外
し

た
い

時
に

取
り

外
し

が
容

易
で

な
い

た
め

実
施

し
て

い
な

か
っ

た
。

盗
難

さ
れ

た
容

器
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

で
あ

っ
た

。

2
3

2
0
1
0
-

5
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
1

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
1
年

1
月

1
1
日

、
一

般
消

費
者

宅
で

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

ま
れ

た
の

を
発

見
し

た
。

容
器

が
あ

っ
た

場
所

に
は

、
刻

印
を

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

で
切

除
し

た
と

思
わ

れ
る

空
容

器
が

接
続

し
て

あ
っ

た
。

当
該

消
費

者
宅

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
自

動
切

替
器

に
接

続
し

て
い

た
。

発
見

後
、

す
ぐ

に
警

察
署

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

2
4

2
0
1
0
-

5
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
2

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
公

民
館

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

盗
難

に
あ

っ
た

。

2
5

2
0
1
0
-

5
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
2

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
事

業
所

に
設

置
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。

2
6

2
0
1
0
-

5
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
4

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
集

会
所

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

1
4
日

、
集

会
所

の
管

理
責

任
者

で
あ

る
区

長
か

ら
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
外

さ
れ

て
い

る
と

販
売

店
に

連
絡

が
あ

り
、

確
認

を
し

た
と

こ
ろ

、
盗

難
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
同

日
1
7
時

頃
に

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
平

成
2
1
年

1
2
月

2
2
日

に
、

販
売

店
社

員
が

検
針

を
し

た
際

に
は

、
問

題
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

容
器

を
目

立
つ

箇
所

へ
移

設
し

、
転

倒
防

止
チ

ェ
ー

ン
に

南
京

錠
を

付
け

る
こ

と
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
7

2
0
1
0
-

5
2
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
4

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

1
4
日

1
4
時

頃
、

配
送

員
が

供
給

設
備

点
検

の
た

め
に

空
き

施
設

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

3
本

の
う

ち
2
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

発
覚

し
た

。
同

施
設

は
平

成
2
1
年

1
2
月

1
8
日

に
転

居
し

た
た

め
閉

栓
し

て
い

た
が

、
容

器
は

設
置

さ
れ

て
お

り
月

1
回

の
供

給
設

備
点

検
を

実
施

し
て

い
た

。

2
8

2
0
1
0
-

5
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
5

徳
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

1
5
日

の
検

針
時

に
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
武

道
館

事
務

室
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

武
道

館
を

使
用

し
た

団
体

が
外

し
た

可
能

性
も

あ
る

の
で

確
認

す
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
同

月
2
6
日

、
再

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

武
道

館
を

使
用

し
た

団
体

で
容

器
を

外
し

た
団

体
は

な
い

と
の

こ
と

で
、

同
日

、
県

に
連

絡
し

、
2
7
日

に
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

、
現

場
検

証
に

立
会

っ
た

。

2
9

2
0
1
0
-

5
2
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
5

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

1
5
日

1
4
時

頃
、

販
売

店
社

員
が

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
空

家
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
、

調
整

器
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

所
員

、
配

送
員

な
ど

か
ら

聞
き

取
り

し
容

器
撤

去
を

し
て

い
な

い
の

を
確

認
し

た
。

翌
日

、
も

う
一

度
現

場
付

近
を

捜
索

し
た

と
こ

ろ
、

敷
地

内
の

物
置

よ
り

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

を
発

見
し

た
が

、
容

器
は

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

以
前

の
入

居
者

の
連

絡
先

は
不

明
で

あ
る

。
1
6
日

1
6
時

、
警

察
署

に
通

報
し

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

3
0

2
0
1
0
-

5
2
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
5

鳥
取

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
容

器
配

送
セ

ン
タ

ー
よ

り
、

会
社

事
務

所
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
内

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
現

地
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
平

成
2
1
年

1
2
月

1
4
日

に
配

送
し

た
予

備
側

の
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
た

。

3
1

2
0
1
0
-

5
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
6

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

1
6
日

の
早

朝
、

消
費

者
よ

り
ガ

ス
が

着
火

し
な

い
と

の
連

絡
を

受
け

現
地

確
認

を
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

高
圧

ホ
ー

ス
か

ら
外

さ
れ

盗
難

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

い
つ

無
く
な

っ
た

か
は

不
明

で
あ

る
。

な
お

、
事

故
発

生
場

所
は

車
の

通
行

量
の

多
い

幹
線

道
路

に
面

し
て

お
り

、
人

目
に

つ
く
場

所
で

あ
る

た
め

、
盗

難
防

止
措

置
は

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。

3
2

2
0
1
0
-

5
2
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
7

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

1
7
日

、
午

前
1
0
時

頃
、

地
域

の
住

民
が

清
掃

作
業

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
無

い
こ

と
に

気
付

き
警

察
に

通
報

し
た

。
翌

1
8
日

の
早

朝
に

住
民

が
販

売
事

業
者

に
連

絡
し

、
販

売
事

業
者

が
現

場
に

行
き

盗
難

を
確

認
し

、
警

察
署

に
被

害
屈

を
提

出
し

た
。

盗
難

の
あ

っ
た

施
設

は
、

地
域

住
民

の
集

会
所

で
あ

り
、

人
は

常
駐

し
て

い
な

か
っ

た
。

平
成

2
2
年

1
月

7
日

午
前

9
時

3
0
分

頃
に

行
な

っ
た

メ
ー

タ
ー

検
針

時
に

は
、

容
器

を
確

認
し

て
い

る
。

3
3

2
0
1
0
-

5
2
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
8

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
月

1
7
日

午
後

1
2
時

3
0
分

に
仕

事
を

終
え

、
鉄

工
所

の
従

業
員

が
容

器
置

き
場

の
全

面
に

シ
ー

ト
を

か
け

て
帰

宅
し

た
。

翌
朝

午
前

8
時

に
出

社
し

、
容

器
置

き
場

の
シ

ー
ト

を
外

し
た

と
こ

ろ
、

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

、
炭

酸
ガ

ス
3
0
kg

容
器

3
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
。

今
後

は
、

容
器

置
き

場
を

施
錠

で
き

る
構

造
に

改
造

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
4

2
0
1
0
-

5
2
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
8

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
個

人
住

宅
に

て
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

設
置

中
の

う
ち

予
備

用
の

容
器

1
本

が
、

盗
難

さ
れ

た
。

今
後

は
、

販
売

事
業

者
に

毎
月

の
検

針
時

だ
け

で
な

く
、

付
近

を
通

行
す

る
際

も
注

意
を

払
う

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
消

費
者

に
も

盗
難

に
対

す
る

注
意

喚
起

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
5

2
0
1
0
-

5
3
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
8

岐
阜

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
月

1
8
日

1
0
:3

0
頃

、
販

売
店

の
検

針
員

が
、

公
民

館
に

検
針

に
行

っ
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
１

本
が

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
容

器
所

有
者

に
連

絡
を

行
っ

た
。

1
月

1
7
日

に
自

治
会

の
掃

除
を

行
っ

た
際

も
、

容
器

が
な

い
こ

と
を

自
治

会
は

把
握

し
て

い
た

が
、

連
絡

を
す

る
の

を
忘

れ
て

い
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
1
月

1
0
日

に
公

民
館

を
使

用
し

た
際

は
、

容
器

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。

3
6

2
0
1
0
-

5
3
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
9

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

宅
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

盗
難

に
あ

っ
た

。

3
7

2
0
1
0
-

5
3
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
9

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

販
売

店
の

職
員

が
、

平
成

2
2
年

1
月

1
9
日

午
後

2
時

頃
、

保
安

点
検

の
た

め
消

費
先

を
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

低
圧

部
ホ

ー
ス

よ
り

切
断

さ
れ

、
無

く
な

っ
て

い
る

事
を

発
見

し
た

。
消

費
先

の
住

人
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
1
年

春
頃

よ
り

入
院

し
て

お
り

、
長

期
間

無
人

の
状

態
で

あ
っ

た
と

の
事

で
あ

る
。

最
後

に
容

器
を

確
認

し
た

の
は

容
器

配
送

を
行

っ
た

平
成

2
1
年

3
月

1
5
日

と
の

事
で

あ
り

、
同

日
か

ら
発

見
日

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
測

さ
れ

る
。

（
検

針
は

本
人

が
入

院
中

で
あ

っ
た

た
め

実
施

し
て

い
な

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
）
な

お
、

警
察

へ
通

報
及

び
被

害
届

の
提

出
に

つ
い

て
は

、
1
月

2
0
日

に
行

っ
た

と
の

事
で

あ
る

。

3
8

2
0
1
0
-

5
3
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
1
9

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

一
般

化
学

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

1
9
日

に
、

一
般

消
費

先
で

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

ま
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

容
器

が
あ

っ
た

場
所

に
は

、
名

前
を

灰
色

の
ペ

ン
キ

で
消

し
た

空
容

器
が

置
か

れ
て

い
た

。
発

見
後

盗
難

と
判

断
し

、
す

ぐ
に

警
察

署
へ

盗
難

届
出

を
提

出
し

た
。

3
9

2
0
1
0
-

5
3
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
0

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
一

般
消

費
者

で
あ

っ
た

事
業

所
が

、
平

成
2
2
年

1
0
月

頃
に

倒
産

し
た

た
め

、
販

売
店

が
容

器
の

回
収

に
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

１
本

が
調

整
器

か
ら

外
さ

れ
て

無
く
な

っ
て

い
た

。
ま

た
、

工
業

用
に

販
売

し
た

1
0
kg

容
器

1
本

も
無

く
な

っ
て

い
た

。
倒

産
の

際
に

持
ち

出
し

た
も

の
と

推
測

さ
れ

る
が

、
消

費
先

の
倒

産
が

分
か

っ
た

と
き

に
、

す
ぐ

に
容

器
を

回
収

に
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

4
0

2
0
1
0
-

5
3
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
0

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
漁

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

2
0
日

（
配

送
日

、
検

針
日

）
に

、
配

達
業

者
が

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

平
成

2
1
年

1
2
月

2
0
日

（
前

回
検

針
日

）
に

は
容

器
を

確
認

し
て

い
る

。
（
販

売
業

者
か

ら
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
済

み
。

）

4
1

2
0
1
0
-

5
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
0

富
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
は

消
費

者
へ

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

4
本

（
自

動
切

替
調

整
器

付
き

）
を

供
給

し
て

い
た

。
平

成
2
2
年

1
月

2
0
日

午
前

1
0
時

3
0
分

過
ぎ

に
、

容
器

交
換

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

の
紛

失
に

気
付

い
た

。
消

費
者

に
確

認
し

た
が

不
知

で
あ

っ
た

た
め

盗
難

と
判

断
し

、
警

察
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
な

お
､前

回
の

容
器

交
換

は
平

成
2
1
年

7
月

1
6
日

に
行

わ
れ

て
お

り
、

盗
難

に
あ

っ
た

の
は

、
当

日
か

ら
平

成
2
2
年

1
月

2
0
日

の
間

と
考

え
ら

れ
る

。

4
2

2
0
1
0
-

5
3
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
1

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

ガ
ス

販
売

店
の

従
業

員
が

、
1
ヶ

月
に

1
度

の
検

針
（
毎

月
2
0
日

前
後

に
検

針
を

実
施

し
て

い
る

。
）
の

た
め

、
平

成
2
2
年

１
月

2
1
日

午
前

9
時

1
5
分

頃
、

消
費

先
で

あ
る

別
荘

を
訪

問
し

た
と

こ
ろ

（
消

費
者

は
不

在
）
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

、
高

圧
ホ

ー
ス

1
本

、
低

圧
ホ

ー
ス

1
本

、
6
kg

型
自

動
切

換
装

置
1
組

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

従
業

員
が

盗
難

と
判

断
し

、
同

日
午

前
1
1
時

0
0
分

に
栃

木
県

に
事

故
の

第
1

報
を

入
れ

、
同

日
午

後
0
時

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

販
売

店
は

、
平

成
2
1
年

1
2
月

1
9
日

に
容

器
を

確
認

し
て

お
り

、
ま

た
、

別
荘

の
所

有
者

は
、

平
成

2
2
年

1
月

3
日

午
後

8
時

に
ガ

ス
を

消
費

し
て

い
る

。
従

っ
て

1
月

3
日

以
降

、
発

見
日

時
ま

で
の

間
に

盗
難

に
遭

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

4
3

2
0
1
0
-

5
3
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
1

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

2
1
日

1
0
時

、
一

般
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
に

気
が

つ
き

、
従

業
員

が
L
P

ガ
ス

販
売

店
に

通
報

し
た

。
前

日
の

平
成

2
2
年

1
月

2
0
日

(水
)1

5
時

3
0
分

に
は

確
認

し
て

い
る

の
で

、
そ

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
今

後
は

、
転

倒
防

止
用

チ
ェ

ー
ン

に
鍵

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

も
う

―
つ

盗
難

防
止

用
鍵

つ
き

チ
ェ

ー
ン

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。

4
4

2
0
1
0
-

5
3
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
1

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
月

2
1
日

1
6
時

頃
、

消
費

先
の

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。

4
5

2
0
1
0
-

5
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
3

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
事

業
所

に
設

置
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。

4
6

2
0
1
0
-

5
4
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
3

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

紙
・
パ

ル
プ

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
事

業
所

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。

4
7

2
0
1
0
-

5
4
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
3

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

で
、

1
月

2
3
日

に
交

換
予

定
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
て

、
代

わ
り

に
空

の
古

い
容

器
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

た
。

4
8

2
0
1
0
-

5
4
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
3

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

2
3
日

1
5
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
の

容
器

配
送

の
委

託
先

の
担

当
者

が
、

消
費

先
へ

容
器

交
換

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

（
消

費
先

は
こ

の
2
0
kg

容
器

2
本

立
て

）
が

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
端

末
で

の
確

認
を

行
い

、
盗

難
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

平
成

2
2
年

1
月

2
5
日

（
月

）
、

販
売

店
か

ら
地

元
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

メ
ー

タ
ー

指
針

か
ら

、
2
0
kg

満
タ

ン
が

入
っ

て
い

た
と

推
定

さ
れ

る
。

4
9

2
0
1
0
-

5
4
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
5

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

自
動

車
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

で
保

管
中

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

盗
難

に
あ

っ
た

。

5
0

2
0
1
0
-

5
4
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
5

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

宅
の

予
備

側
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

盗
難

さ
れ

た
。

－120－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

5
1

2
0
1
0
-

5
4
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
6

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
1
年

4
月

2
0
日

、
住

人
が

引
っ

越
し

し
た

た
め

空
き

家
と

な
っ

て
い

た
住

宅
で

、
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
内

、
未

使
用

状
態

だ
っ

た
容

器
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
、

平
成

2
2
年

1
月

2
6
日

に
判

っ
た

。
な

お
、

無
く
な

っ
て

い
た

容
器

の
代

わ
り

に
、

平
成

2
0
年

8
月

に
他

で
盗

ま
れ

た
容

器
が

、
空

の
状

態
で

置
い

て
あ

っ
た

。
販

売
所

で
は

近
く
を

通
る

た
び

に
（
月

に
1
～

2
回

）
周

囲
を

見
回

り
し

て
い

た
。

5
2

2
0
1
0
-

5
4
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
6

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

2
6
日

、
検

針
の

た
め

販
売

店
社

員
が

消
費

先
を

訪
問

し
た

際
に

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
１

月
は

客
先

で
ガ

ス
を

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
に

、
検

針
時

の
発

見
と

な
っ

た
。

被
害

届
は

提
出

済
み

。

5
3

2
0
1
0
-

5
5
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
6

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

L
P

ガ
ス

一
般

消
費

者
の

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

、
高

圧
ホ

ー
ス

一
体

型
の

圧
力

調
整

器
、

ガ
ス

メ
ー

タ
が

平
成

2
1
年

1
2
月

2
2
日

か
ら

平
成

2
2
年

1
月

2
6
日

の
間

に
喪

失
(盗

難
)し

た
。

1
月

2
8
日

に
販

売
店

の
社

員
が

喪
失

(盗
難

)を
確

認
し

た
。

建
物

内
部

を
解

体
中

の
業

者
に

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
設

備
に

つ
い

て
問

い
合

わ
せ

た
が

情
報

は
な

か
っ

た
。

容
器

番
号

(確
認

中
)、

容
器

等
の

所
在

に
関

し
て

知
っ

て
い

な
い

か
、

建
物

の
管

理
会

社
に

文
書

で
照

会
し

て
い

る
。

5
4

2
0
1
0
-

5
4
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
7

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
を

鋭
利

な
刃

物
で

切
断

さ
れ

、
盗

難
さ

れ
て

い
た

。

5
5

2
0
1
0
-

5
4
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
7

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
漁

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

2
7
日

に
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

3
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
、

消
費

者
が

気
づ

い
た

。
1
月

2
1
日

に
は

異
常

が
な

く
、

2
1
日

～
2
7
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
当

該
消

費
先

は
、

平
成

2
1
年

1
2
月

2
0
日

～
2
2
年

1
月

2
0
日

の
間

に
も

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
。

（
販

売
業

者
か

ら
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
済

み
。

）

5
6

2
0
1
0
-

5
5
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
8

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

2
8
日

午
前

7
時

4
5
分

頃
、

消
費

者
が

朝
食

の
た

め
ガ

ス
コ

ン
ロ

を
使

用
し

た
と

こ
ろ

、
火

が
付

か
な

か
っ

た
た

め
、

ガ
ス

切
れ

と
思

い
容

器
置

場
へ

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

る
L
P

ガ
ス

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

高
圧

部
ホ

ー
ス

よ
り

切
断

さ
れ

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

販
売

店
へ

連
絡

を
行

っ
た

。
消

費
者

の
話

で
は

、
前

日
ま

で
は

ガ
ス

コ
ン

ロ
は

使
用

で
き

て
い

た
と

の
こ

と
で

あ
る

た
め

、
前

日
の

夜
か

ら
当

日
の

朝
方

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
測

さ
れ

る
。

な
お

、
警

察
へ

通
報

、
及

び
被

害
届

の
提

出
に

つ
い

て
は

、
1
月

2
8
日

午
前

中
に

行
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

5
7

2
0
1
0
-

5
5
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
2
9

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
月

2
9
日

1
0
時

3
0
分

頃
に

、
消

費
者

か
ら

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
た

と
連

絡
が

あ
っ

た
。

1
1
時

0
0
分

頃
に

、
販

売
事

業
者

従
業

員
が

現
場

に
到

着
し

確
認

し
た

後
、

配
送

業
者

に
連

絡
し

、
警

察
署

へ
通

報
し

た
。

そ
の

後
、

警
察

の
現

場
検

証
、

被
害

届
提

出
等

の
事

故
処

理
を

実
施

し
た

。

5
8

2
0
1
0
-

5
5
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3
0

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

宅
に

設
置

し
て

あ
る

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

を
紛

失
し

た
。

周
辺

を
捜

し
た

が
、

見
当

た
ら

な
か

っ
た

の
で

、
警

察
署

へ
盗

難
届

け
を

提
出

し
た

。

5
9

2
0
1
0
-

5
5
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3
0

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

先
に

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
配

置
さ

れ
て

い
た

。
平

成
2
2
年

1
月

3
0
日

の
販

売
会

社
の

巡
回

時
に

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
前

回
検

針
日

は
、

平
成

2
1
年

1
2
月

2
4
日

で
あ

っ
た

。
な

お
、

現
場

に
は

、
盗

難
さ

れ
た

容
器

の
替

わ
り

に
、

他
社

か
ら

盗
難

さ
れ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
置

か
れ

て
い

た
。

今
後

は
、

再
発

防
止

措
置

と
し

て
、

容
器

に
鎖

を
か

け
施

錠
す

る
こ

と
と

し
た

。

6
0

2
0
1
0
-

5
5
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3
0

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
1
年

1
0
月

2
0
日

、
建

物
所

有
者

か
ら

依
頼

を
受

け
、

建
物

リ
フ

ォ
ー

ム
工

事
後

に
L
P

ガ
ス

供
給

設
備

を
設

置
し

た
｡容

器
は

調
整

器
に

接
続

し
、

バ
ル

ブ
は

確
実

に
閉

止
し

、
チ

ェ
ー

ン
に

よ
り

建
物

へ
固

定
し

、
転

落
転

倒
防

止
措

置
実

施
し

た
。

設
置

メ
ー

タ
ー

は
休

止
し

て
、

入
居

連
絡

を
待

っ
て

い
た

状
態

で
あ

っ
た

。
保

安
確

保
の

た
め

、
昨

年
数

回
確

認
し

た
際

に
は

、
異

常
は

な
か

っ
た

。
長

期
入

居
が

な
い

ま
ま

の
容

器
設

置
に

は
支

障
が

あ
る

と
判

断
し

、
平

成
2
2
年

1
月

3
0
日

地
区

担
当

者
員

が
容

器
の

一
時

回
収

に
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

容
器

の
盗

難
に

気
づ

い
た

。

6
1

2
0
1
0
-

5
6
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3
0

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

で
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
配

置
さ

れ
て

い
た

が
、

空
家

と
な

り
閉

栓
中

で
あ

っ
た

。
平

成
2
2
年

2
月

1
日

に
販

売
会

社
が

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
な

お
、

盗
難

さ
れ

た
容

器
の

う
ち

1
本

は
、

平
成

2
2
年

1
月

3
0
日

に
、

他
社

浜
松

支
店

の
配

置
先

（
顧

客
）
に

接
続

さ
れ

て
い

る
の

が
発

見
さ

れ
て

い
る

。

6
2

2
0
1
0
-

5
5
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3
1

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
公

民
館

の
関

係
者

が
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
に

気
づ

き
、

盗
難

さ
れ

た
こ

と
が

判
明

し
た

。

6
3

2
0
1
0
-

5
5
9

消
費

空
気

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
/
3
1

静
岡

県
0

0
0

0
空

気
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
レ

ジ
ャ

ー
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

3
1
日

、
リ

ゾ
ー

ト
施

設
の

容
器

置
場

に
保

管
中

の
圧

縮
空

気
1
0
L
容

器
3
本

が
、

盗
ま

れ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

容
器

の
在

庫
管

理
は

、
年

1
回

程
度

、
本

数
を

確
認

す
る

の
み

で
あ

る
た

め
、

実
際

に
盗

難
に

あ
っ

た
日

時
は

不
明

で
あ

る
。

6
4

2
0
1
0
-

5
6
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
宅

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

盗
難

に
あ

っ
た

。

6
5

2
0
1
0
-

5
6
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
月

3
0
日

、
一

般
消

費
者

か
ら

閉
栓

依
頼

が
あ

り
、

閉
栓

指
定

日
の

平
成

2
2
年

2
月

1
日

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
。

6
6

2
0
1
0
-

5
6
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
を

鋭
利

な
刃

物
で

切
断

さ
れ

、
盗

難
さ

れ
て

い
た

。

6
7

2
0
1
0
-

5
6
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

6
8

2
0
1
0
-

5
6
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

2
日

9
時

頃
、

ガ
ス

配
送

業
者

が
、

容
器

交
換

た
め

公
民

館
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
常

時
2
本

設
置

し
て

あ
る

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
う

ち
の

１
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

き
、

関
係

事
業

者
に

連
絡

し
た

。
容

器
は

、
屋

外
に

設
置

し
て

あ
り

、
転

倒
防

止
の

鎖
も

施
さ

れ
て

い
た

。
な

お
、

最
後

に
確

認
さ

れ
た

の
は

、
平

成
2
1
年

4
月

2
1
日

の
容

器
交

換
時

で
あ

っ
た

。

6
9

2
0
1
0
-

5
6
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
・
酸

素
・

ア
ル

ゴ
ン

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
2
/
3

埼
玉

県
0

0
0

0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

、
ア

ル
ゴ

ン

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

3
日

7
時

頃
、

消
費

者
が

車
両

の
あ

る
駐

車
場

兼
資

材
置

場
に

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

車
両

が
盗

ま
れ

て
い

た
。

車
両

に
は

、
当

日
使

用
す

る
た

め
の

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

、
圧

縮
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

、
圧

縮
ア

ル
ゴ

ン
7
m

3
容

器
1
本

及
び

溶
接

関
連

の
器

具
、

機
材

が
積

載
さ

れ
て

お
り

、
車

両
ご

と
盗

難
に

あ
っ

た
。

警
察

署
へ

の
盗

難
届

は
、

提
出

済
み

。

7
0

2
0
1
0
-

5
6
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
3

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

2
月

3
日

、
一

般
消

費
先

へ
検

針
へ

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

ま
れ

た
の

を
発

見
し

た
。

容
器

が
あ

っ
た

場
所

に
は

、
所

有
者

名
を

消
さ

れ
た

空
容

器
が

設
置

し
て

あ
っ

た
。

前
回

の
検

針
は

平
成

2
2
年

1
月

2
3
日

で
、

こ
の

時
点

で
盗

難
に

遭
っ

た
か

ど
う

か
は

確
認

し
て

い
な

か
っ

た
。

そ
の

前
の

検
針

は
平

成
2
1
年

1
1
月

2
8
日

で
、

こ
の

時
は

盗
難

に
遭

っ
て

い
な

い
こ

と
は

確
認

し
て

い
る

。
発

見
後

盗
難

と
判

断
し

、
す

ぐ
に

警
察

署
へ

盗
難

届
け

を
提

出
し

た
。

7
1

2
0
1
0
-

5
6
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
3

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

3
日

に
、

配
送

員
が

容
器

交
換

の
た

め
消

費
者

宅
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
他

社
の

容
器

と
入

れ
替

わ
っ

て
い

た
。

1
月

8
日

の
配

送
員

に
よ

る
検

針
時

に
は

、
異

常
は

な
か

っ
た

。
販

売
業

者
か

ら
、

警
察

署
に

盗
難

届
を

提
出

済
み

。

7
2

2
0
1
0
-

5
6
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
4

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

4
日

1
0
時

0
0
分

頃
、

公
民

館
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

と
調

整
器

1
つ

が
取

り
外

さ
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

低
圧

ホ
ー

ス
が

切
ら

れ
て

お
り

、
盗

難
さ

れ
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

7
3

2
0
1
0
-

5
7
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
4

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

4
日

午
前

1
1
時

0
0
分

頃
に

、
販

売
店

従
業

員
が

、
容

器
配

送
の

た
め

消
費

先
に

赴
い

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
同

日
、

同
社

に
お

い
て

、
交

番
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。
同

社
に

お
い

て
、

容
器

設
置

状
況

の
最

終
確

認
を

し
た

の
は

平
成

2
2
年

1
月

2
1
日

で
あ

っ
た

。

7
4

2
0
1
0
-

5
7
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
4

福
井

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

不
法

投
棄

さ
れ

て
い

た
と

の
連

絡
を

役
場

か
ら

受
け

、
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
鉄

工
所

の
も

の
と

判
明

し
た

。
な

お
容

器
の

配
送

は
平

成
2
1
年

5
月

2
9
日

以
来

さ
れ

て
お

ら
ず

、
状

況
（
盗

難
）
の

把
握

が
遅

れ
た

。

7
5

2
0
1
0
-

5
7
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
5

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

2
月

5
日

8
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
が

ひ
た

ち
な

か
市

役
所

よ
り

、
同

市
馬

渡
付

近
に

容
器

が
不

法
投

棄
さ

れ
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
、

現
場

へ
向

か
い

容
器

を
回

収
し

た
。

容
器

番
号

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

と
判

明
し

た
。

現
地

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

お
り

、
投

棄
さ

れ
て

い
た

1
本

を
含

め
、

2
本

が
盗

難
さ

れ
た

と
判

断
し

、
警

察
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

7
6

2
0
1
0
-

5
7
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
6

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。

7
7

2
0
1
0
-

5
7
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
6

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

6
日

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
て

容
器

の
連

結
管

が
外

さ
れ

盗
ま

れ
て

い
る

と
、

販
売

店
が

消
費

者
よ

り
連

絡
を

受
け

た
。

警
察

へ
、

盗
難

届
け

を
提

出
し

た
。

7
8

2
0
1
0
-

5
7
5

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
2
/
8

静
岡

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

工
事

業
者

が
、

平
成

2
2
年

2
月

2
日

か
ら

1
週

間
の

予
定

で
、

通
信

用
ア

ン
テ

ナ
敷

設
工

事
の

た
め

、
ア

セ
チ

レ
ン

及
び

酸
素

を
使

用
し

て
い

た
。

2
月

6
、

7
日

の
休

日
明

け
の

8
日

7
時

頃
、

出
勤

し
た

現
場

作
業

員
が

、
車

両
の

窓
を

割
ら

れ
、

車
中

の
器

具
等

と
と

も
に

、
ア

セ
チ

レ
ン

2
kg

容
器

1
本

、
及

び
酸

素
1
.5

m
3
容

器
1
本

が
盗

ま
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

車
両

は
バ

ン
で

、
休

日
、

夜
間

は
、

容
器

を
車

中
に

保
管

し
て

い
た

。

7
9

2
0
1
0
-

5
7
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
8

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

2
月

1
8
日

、
販

売
店

か
ら

容
器

配
送

の
委

託
さ

れ
た

担
当

者
が

、
消

費
先

A
に

容
器

交
換

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

バ
ー

コ
ー

ド
ラ

ベ
ル

が
剥

が
さ

れ
、

容
器

台
帳

番
号

と
異

な
っ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
た

。
そ

の
後

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

端
末

で
の

確
認

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

こ
の

容
器

は
他

の
消

費
先

B
に

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

も
の

で
あ

り
、

容
器

の
盗

難
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

さ
ら

に
、

追
加

確
認

の
結

果
、

消
費

先
B

に
は

消
費

先
C

に
設

置
さ

れ
て

い
る

は
ず

の
容

器
、

消
費

先
C

に
は

消
費

先
D

に
設

置
さ

れ
て

い
る

は
ず

の
容

器
が

設
置

さ
れ

て
い

た
。

ち
な

み
に

消
費

先
D

に
は

別
の

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
た

が
、

こ
の

容
器

も
本

来
別

の
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
る

は
ず

の
も

の
で

あ
っ

た
（
台

帳
上

判
明

せ
ず

）
。

同
日

、
販

売
店

か
ら

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

8
0

2
0
1
0
-

5
7
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
2
/
9

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
消

費
事

業
所

に
お

い
て

、
輸

送
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
喪

失
し

た
。

喪
失

し
た

容
器

は
、

道
路

上
で

警
察

が
発

見
し

た
。

原
因

は
、

車
両

へ
の

固
定

が
不

十
分

な
た

め
で

あ
っ

た
。

8
1

2
0
1
0
-

5
7
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
9

福
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

2
月

9
日

8
時

3
0
分

頃
、

既
設

L
P

ガ
ス

供
給

設
備

の
撤

去
を

行
う

に
あ

た
り

、
販

売
事

業
者

の
依

頼
を

受
け

た
配

送
事

業
者

職
員

が
、

現
場

に
容

器
回

収
に

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

消
費

先
に

つ
い

て
は

、
先

の
検

針
（
同

年
1
月

1
5
日

）
の

際
、

住
人

の
所

在
が

不
明

と
な

っ
て

い
る

と
の

情
報

を
掴

ん
で

い
た

も
の

の
、

消
費

者
か

ら
正

式
な

契
約

解
除

の
申

し
出

が
さ

れ
た

わ
け

で
は

な
か

っ
た

た
め

、
販

売
事

業
者

は
「
居

住
者

が
消

費
先

に
戻

り
、

再
び

L
P

ガ
ス

を
使

用
す

る
可

能
性

も
あ

る
」
と

判
断

し
、

容
器

他
を

存
置

す
る

こ
と

と
し

て
い

た
。

こ
の

度
、

消
費

先
の

施
設

管
理

者
か

ら
、

こ
の

住
居

の
電

化
工

事
を

含
む

リ
フ

ォ
ー

ム
を

行
う

に
あ

た
り

、
L
P

ガ
ス

供
給

設
備

の
撤

去
が

依
頼

さ
れ

た
た

め
、

容
器

の
回

収
を

配
送

事
業

者
に

指
示

、
そ

の
結

果
、

容
器

盗
難

が
発

覚
し

た
。

同
日

、
販

売
事

業
者

が
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

8
2

2
0
1
0
-

5
7
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
0

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

1
0
日

午
前

9
時

4
0
分

頃
、

販
売

店
の

担
当

者
が

、
公

民
館

に
2
月

分
の

メ
ー

タ
ー

検
針

に
出

向
い

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
ガ

ス
担

当
者

は
、

地
区

の
配

送
担

当
者

へ
配

送
時

に
お

け
る

容
器

設
置

本
数

の
確

認
と

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

端
末

で
の

容
器

設
置

状
況

を
確

認
し

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
同

日
中

に
派

出
所

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

8
3

2
0
1
0
-

5
8
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
0

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

2
月

1
0
日

1
3
時

5
0
分

頃
、

建
物

の
建

築
業

者
が

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
無

い
こ

と
に

気
づ

き
、

A
社

担
当

者
へ

電
話

で
連

絡
、

1
4
時

頃
担

当
者

が
現

場
へ

到
着

し
、

高
圧

ホ
ー

ス
が

切
断

さ
れ

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

１
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

A
社

担
当

者
は

、
供

給
先

で
あ

る
B

社
へ

連
絡

し
、

B
社

担
当

者
が

同
1
4
時

5
分

頃
警

察
署

へ
通

報
し

た
。

1
4
時

2
0
分

頃
、

現
場

に
到

着
し

警
察

の
現

場
検

証
後

、
1
5
時

3
0
分

に
復

旧
完

了
し

、
現

場
で

被
害

届
を

提
出

し
た

。

8
4

2
0
1
0
-

5
8
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
3

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

2
月

1
3
日

1
5
時

0
0
分

、
販

売
店

従
業

員
が

ガ
ス

配
送

の
際

に
､L

P
ガ

ス
2
0
kg

容
器

2
本

中
1
本

が
、

調
整

器
か

ら
取

り
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
家

主
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

1
月

1
5
日

頃
に

容
器

が
無

い
こ

と
に

気
付

い
た

が
、

販
売

店
が

回
収

し
た

と
思

っ
て

い
た

と
回

答
が

あ
り

､
販

売
店

へ
連

絡
し

た
。

1
6
時

0
0
分

に
、

販
売

店
従

業
員

が
､家

の
周

辺
な

ど
を

探
し

た
が

、
容

器
は

確
認

出
来

な
か

っ
た

。
1
6
時

3
0
分

に
配

送
履

歴
な

ど
か

ら
、

紛
失

し
た

容
器

を
特

定
し

た
。

2
月

1
5
日

1
3
時

0
0
分

に
、

担
当

者
が

駐
在

所
に

通
報

し
、

1
6
時

3
0
分

に
警

察
官

2
名

と
担

当
者

で
､現

場
を

確
認

後
に

容
器

を
設

置
し

た
。

8
5

2
0
1
0
-

5
8
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
4

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

2
月

1
2
日

の
検

針
時

は
異

常
が

無
か

っ
た

が
、

2
月

1
4
日

に
消

費
者

が
公

民
館

で
ガ

ス
を

使
お

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

が
出

な
か

っ
た

。
さ

ら
に

2
月

2
2
日

に
ガ

ス
を

使
お

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

が
出

な
か

っ
た

た
め

、
消

費
者

が
メ

ー
タ

ー
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

2
2
日

に
、

公
民

館
長

が
警

察
署

に
通

報
し

た
。

ま
た

、
2
3
日

8
時

3
0
分

頃
に

公
民

館
長

か
ら

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
へ

連
絡

が
あ

っ
た

。
販

売
事

業
者

が
現

地
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
み

無
く
な

っ
て

お
り

、
新

た
に

容
器

を
設

置
す

る
措

置
を

行
っ

た
。

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

は
、

1
月

2
7
日

に
充

て
ん

し
、

2
8
日

に
配

送
し

た
も

の
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

盗
難

防
止

対
策

と
し

て
チ

ェ
ー

ン
と

南
京

錠
を

取
り

付
け

る
こ

と
と

し
た

。

8
6

2
0
1
0
-

5
8
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
5

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

2
月

1
5
日

午
前

7
時

5
5
分

頃
、

消
費

者
が

出
勤

時
に

、
自

宅
玄

関
横

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

販
売

店
に

連
絡

し
、

担
当

者
が

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

高
圧

ホ
ー

ス
接

続
部

を
外

さ
れ

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
盗

難
と

判
断

し
交

番
へ

届
け

出
た

。
1
4
日

午
後

9
時

3
0
頃

、
帰

宅
し

た
際

に
は

異
常

な
か

っ
た

の
で

、
深

夜
か

ら
未

明
に

盗
ま

れ
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

8
7

2
0
1
0
-

5
8
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
6

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

2
月

1
6
日

1
6
時

3
0
分

頃
、

販
売

事
業

所
の

担
当

者
が

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
検

針
の

た
め

、
消

費
先

を
訪

問
し

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

設
置

容
器

の
予

備
側

容
器

は
、

高
圧

ホ
ー

ス
の

締
込

み
部

か
ら

専
用

工
具

を
使

用
し

取
外

さ
れ

て
い

た
。

盗
難

容
器

の
残

量
は

ほ
ぼ

満
タ

ン
で

あ
っ

た
。

消
費

者
は

、
冬

期
間

は
出

稼
ぎ

に
行

っ
て

お
り

不
在

に
し

て
い

た
。

1
月

1
4
日

の
検

針
で

は
、

容
器

2
本

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

盗
難

時
期

は
、

1
月

1
4
日

か
ら

2
月

1
6
日

1
6
時

3
0
分

頃
の

容
器

紛
失

発
見

時
の

間
と

推
測

さ
れ

る
。

8
8

2
0
1
0
-

5
8
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
7

徳
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

販
売

事
業

者
が

、
平

成
2
2
年

2
月

1
7
日

の
検

針
時

に
、

消
費

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
シ

ャ
ワ

ー
給

湯
用

の
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

立
の

容
器

が
盗

難
さ

れ
、

代
わ

り
に

1
月

1
5
日

に
盗

難
に

あ
っ

た
事

務
室

用
の

容
器

（
空

の
状

態
）
が

接
続

さ
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
（
容

器
の

整
理

番
号

に
よ

り
確

認
）
。

販
売

事
業

者
は

、
2
月

1
8
日

、
県

に
連

絡
し

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

2
月

2
2
日

、
現

場
検

証
に

立
会

し
、

2
月

2
6
日

、
県

に
事

故
届

を
提

出
し

た
。

8
9

2
0
1
0
-

5
8
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
7

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

1
7
日

1
4
時

0
0
分

頃
、

検
針

に
出

か
け

た
販

売
事

業
所

の
社

員
が

、
集

会
所

に
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

ま
れ

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
2
月

1
8
日

1
6
:0

0
か

ら
、

自
治

会
長

立
ち

会
い

の
も

と
現

場
付

近
、

建
物

内
を

確
認

し
た

が
、

発
見

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
販

売
事

業
者

は
、

1
8
日

の
内

に
警

察
及

び
県

へ
盗

難
の

報
告

を
行

っ
た

。

9
0

2
0
1
0
-

5
8
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
7

鹿
児

島
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

1
7
日

1
6
時

0
0
分

、
配

送
中

の
職

員
が

、
個

人
宅

に
設

置
し

て
あ

る
は

ず
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
付

い
た

。
付

近
の

捜
索

を
行

っ
た

が
容

器
は

発
見

さ
れ

ず
、

警
察

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

9
1

2
0
1
0
-

5
8
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
1
9

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
金

属
加

工
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
2
月

1
9
日

9
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
検

針
時

に
、

消
費

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

（
予

備
用

の
容

器
）

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
6
時

3
0
分

頃
に

、
消

費
者

と
連

絡
が

取
れ

、
盗

難
が

確
認

で
き

た
こ

と
か

ら
、

警
察

署
に

通
報

し
た

。
1
7
時

0
0
分

頃
に

、
警

察
署

に
よ

る
現

場
検

証
、

被
害

届
の

提
出

等
の

事
故

処
理

を
実

施
し

た
。

9
2

2
0
1
0
-

6
5
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
2
/
1
9

三
重

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

1
9
日

、
採

石
場

作
業

員
が

、
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

4
1
kg

容
器

2
本

が
盗

難
に

遭
っ

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
容

器
の

他
、

鉄
く
ず

入
り

ド
ラ

ム
缶

3
缶

も
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
。

9
3

2
0
1
0
-

5
8
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
0

青
森

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

1
6
日

、
販

売
店

従
業

員
が

メ
ー

タ
ー

検
針

を
行

っ
た

時
に

は
、

特
に

異
常

は
感

じ
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
同

年
2
月

2
0
日

1
0
時

3
5

分
頃

に
容

器
交

換
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
自

社
の

容
器

で
は

な
く
、

他
社

の
容

器
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

た
。

な
お

、
メ

ー
タ

ー
、

調
整

器
、

ホ
ー

ス
等

の
他

の
設

備
は

特
に

異
常

が
な

か
っ

た
。

同
日

、
警

察
署

に
容

器
の

盗
難

届
を

提
出

し
、

現
場

検
証

を
行

っ
た

。

9
4

2
0
1
0
-

5
9
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
0

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

販
売

店
は

、
集

会
所

へ
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

の
質

量
販

売
を

行
っ

て
い

た
。

平
成

2
2
年

2
月

2
0
日

に
、

自
治

委
員

が
2
月

2
2
日

に
設

備
を

使
用

す
る

た
め

、
集

会
所

に
設

備
等

の
確

認
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
集

会
所

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

が
所

在
不

明
と

、
販

売
事

業
者

へ
連

絡
が

あ
っ

た
。

現
場

に
出

動
し

、
地

区
の

人
が

使
用

し
て

い
る

可
能

性
も

あ
っ

た
の

で
、

所
在

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
全

員
心

当
た

り
が

無
く
盗

難
で

は
な

い
か

と
判

断
し

、
2
月

2
2
日

に
警

察
及

び
県

へ
盗

難
の

報
告

を
行

っ
た

。
な

お
、

2
月

2
2
日

に
は

新
し

い
容

器
を

設
置

し
た

が
、

ま
た

盗
難

に
あ

っ
て

は
い

け
な

い
の

で
、

使
用

後
は

容
器

を
外

し
て

い
る

。
今

後
、

使
用

す
る

際
に

は
再

度
改

め
て

設
置

す
る

こ
と

と
し

た
。

9
5

2
0
1
0
-

5
9
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
1

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

2
月

2
0
日

1
8
時

ご
ろ

に
、

自
治

会
館

を
使

用
し

た
近

隣
住

民
か

ら
、

テ
ー

ブ
ル

コ
ン

ロ
の

火
が

つ
か

な
か

っ
た

と
、

翌
2
1
日

自
治

会
長

へ
連

絡
が

入
り

、
自

治
会

長
が

現
場

に
て

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
販

売
事

業
者

に
容

器
を

預
か

っ
て

い
な

い
か

と
確

認
の

連
絡

が
入

っ
た

た
め

、
2
1
日

午
前

8
時

に
販

売
事

業
者

が
現

場
を

確
認

し
、

高
圧

ホ
ー

ス
が

外
さ

れ
容

器
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

、
盗

難
と

し
て

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
盗

難
の

あ
っ

た
自

治
会

館
は

地
域

住
民

の
集

会
所

で
あ

り
、

人
は

常
駐

し
て

い
な

か
っ

た
。

平
成

2
1
年

1
2
月

2
0
日

に
は

テ
ー

ブ
ル

コ
ン

ロ
を

使
用

で
き

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

9
6

2
0
1
0
-

5
9
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
2

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

食
品

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

2
2
日

1
3
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
容

器
交

換
の

た
め

消
費

先
を

訪
れ

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

設
置

の
う

ち
1
本

が
他

社
容

器
の

も
の

で
あ

る
の

を
確

認
し

た
。

第
三

者
に

よ
る

盗
難

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

9
7

2
0
1
0
-

5
9
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
3

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

2
3
日

1
1
時

頃
、

配
送

セ
ン

タ
ー

が
容

器
交

換
の

た
め

消
費

先
を

訪
れ

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

設
置

の
う

ち
1
本

が
他

社
容

器
の

も
の

で
あ

る
の

を
確

認
し

た
。

第
三

者
に

よ
る

盗
難

と
推

定
さ

れ
る

。

9
8

2
0
1
0
-

5
9
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
4

石
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

2
月

2
4
日

午
前

1
1
時

3
0
分

頃
､消

費
先

よ
り

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

い
と

の
電

話
連

絡
が

あ
り

、
1
1
時

5
0
分

に
販

売
店

担
当

者
が

現
地

に
到

着
し

た
。

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

設
置

の
う

ち
、

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
､配

送
担

当
者

に
確

認
を

行
っ

た
が

､
回

収
等

の
措

置
を

し
て

お
ら

ず
､盗

ま
れ

た
も

の
と

判
断

し
た

。
同

日
午

後
、

警
察

署
に

盗
難

届
け

を
提

出
す

る
と

共
に

､事
故

届
書

を
提

出
し

た
。

9
9

2
0
1
0
-

5
9
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
4

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

盗
難

に
あ

っ
た

。

1
0
0

2
0
1
0
-

5
9
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
4

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
2
4
日

に
消

費
者

が
退

去
し

た
旨

の
連

絡
を

受
け

、
1
7
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
を

確
認

す
る

と
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
ち

の
う

ち
、

予
備

側
の

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
現

場
の

建
物

は
解

体
の

準
備

が
す

す
め

ら
れ

て
お

り
、

解
体

業
者

に
確

認
し

た
が

、
分

か
ら

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
2
2
日

に
入

居
者

は
退

去
し

て
い

る
が

、
退

去
時

に
容

器
が

2
本

あ
る

の
を

確
認

し
て

い
た

。

1
0
1

2
0
1
0
-

5
9
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
5

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。

1
0
2

2
0
1
0
-

5
9
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
5

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

2
5
日

1
1
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
検

針
の

た
め

消
費

先
を

訪
れ

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

と
調

整
器

と
メ

ー
タ

ー
が

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

消
費

者
は

現
在

入
院

中
で

あ
り

、
社

内
で

確
認

し
た

と
こ

ろ
引

き
上

げ
を

行
っ

た
事

実
も

無
か

っ
た

。
(H

2
2
/
1
/
1
4
:容

器
設

置
　

H
2
2
/
2
/
9
:検

針
実

施
時

に
所

在
確

認
）

1
0
3

2
0
1
0
-

5
9
9

消
費

酸
素

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
2
/
2
5

岐
阜

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
紛

失
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
平

成
2
2
年

2
月

2
5
日

、
ト

ン
ネ

ル
工

事
に

お
け

る
橋

脚
工

事
現

場
に

お
い

て
、

大
雨

に
よ

り
飛

騨
川

が
急

激
に

増
水

し
避

難
す

る
の

に
手

一
杯

で
、

酸
素

ガ
ス

容
器

の
移

動
が

で
き

ず
、

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
1
0
本

の
う

ち
1
本

を
喪

失
し

た
。

1
0
4

2
0
1
0
-

6
0
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
6

石
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
月

1
3
日

、
消

費
先

よ
り

、
事

務
所

を
移

転
す

る
た

め
1
月

末
日

で
L
P

ガ
ス

の
供

給
設

備
を

撤
去

し
て

ほ
し

い
と

の
連

絡
が

あ
り

、
販

売
店

の
保

安
担

当
者

が
、

1
月

2
9
日

に
撤

去
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
も

う
暫

く
L
P

ガ
ス

容
器

の
撤

去
を

待
っ

て
欲

し
い

と
の

要
請

が
あ

り
、

ま
た

使
用

し
な

く
な

る
日

が
決

定
次

第
直

ぐ
連

絡
す

る
と

の
こ

と
で

、
先

方
か

ら
の

連
絡

待
ち

の
状

況
と

な
っ

て
い

た
。

平
成

2
2
年

2
月

1
0
日

の
検

針
で

も
異

常
は

な
か

っ
た

が
、

2
月

2
6
日

に
販

売
店

従
業

員
が

、
消

費
先

に
再

度
確

認
の

た
め

赴
い

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
客

先
に

容
器

の
確

認
を

し
た

と
こ

ろ
何

処
に

も
移

動
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
、

事
務

所
周

辺
を

探
索

し
た

が
発

見
で

き
な

か
っ

た
た

め
､盗

難
と

判
断

し
､警

察
署

に
盗

難
届

け
を

提
出

す
る

と
共

に
､事

故
届

書
を

提
出

し
た

。

1
0
5

2
0
1
0
-

6
5
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
紛

失

2
0
1
0
/
2
/
2
6

和
歌

山
県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

そ
の

他
（
紛

失
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
ガ

ス
消

費
先

で
あ

る
会

社
が

､田
辺

市
秋

津
町

の
現

場
に

酸
素

容
器

、
及

び
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

を
持

ち
出

し
て

い
た

と
こ

ろ
､平

成
2
2
年

2
月

2
6
日

の
夜

間
に

大
雨

が
降

り
、

河
川

が
増

水
し

､酸
素

7
m

3
容

器
2
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

が
流

さ
れ

た
。

1
0
6

2
0
1
0
-

6
0
1

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
紛

失

2
0
1
0
/
2
/
2
7

神
奈

川
県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

そ
の

他
（
紛

失
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
消

費
者

は
、

江
ノ

島
岩

場
の

遊
歩

道
の

手
す

り
の

工
事

を
請

け
負

っ
て

い
た

が
、

2
月

2
6
日

の
作

業
が

終
了

し
1
7
時

3
0
分

頃
、

ア
セ

チ
レ

ン
と

酸
素

の
容

器
を

H
鋼

に
ラ

ッ
シ

ン
グ

ベ
ル

ト
(プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

の
帯

)で
固

定
し

帰
っ

た
。

翌
2
7
日

朝
8
時

頃
作

業
員

が
来

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

2
本

と
も

な
く
な

っ
て

い
た

。
盗

難
、

又
は

波
に

さ
ら

わ
れ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

1
0
7

2
0
1
0
-

6
0
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

2
月

2
7
日

午
前

1
0
時

3
0
分

、
販

売
所

に
消

費
者

か
ら

L
P

ガ
ス

容
器

を
紛

失
し

た
と

の
通

報
が

あ
り

、
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
消

費
者

宅
で

は
2
月

2
6
日

午
後

8
時

頃
に

L
P

ガ
ス

を
使

用
し

、
翌

2
7
日

は
午

前
1
0
時

3
0
分

頃
に

ガ
ス

コ
ン

ロ
に

着
火

し
よ

う
と

し
て

紛
失

に
気

づ
い

た
と

の
こ

と
で

あ
り

、
そ

の
間

に
盗

難
が

あ
っ

た
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

警
察

へ
の

盗
難

届
は

、
2
月

2
6
日

に
消

費
者

が
提

出
し

た
。

1
0
8

2
0
1
0
-

6
0
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
7

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
別

荘
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
配

置
さ

れ
て

い
た

が
、

平
成

2
2
年

2
月

2
7
日

に
現

地
を

訪
れ

た
販

売
店

の
職

員
が

、
容

器
1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

別
荘

は
、

住
人

は
不

在
の

期
間

が
長

く
、

盗
難

に
あ

っ
た

時
期

は
不

明
で

あ
る

。

1
0
9

2
0
1
0
-

6
0
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
7

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
別

荘
に

は
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
配

置
さ

れ
て

い
た

が
、

平
成

2
2
年

2
月

2
7
日

に
現

地
を

訪
れ

た
販

売
店

の
職

員
が

、
容

器
1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

前
回

検
針

日
の

平
成

2
2
年

1
月

1
8
日

か
ら

2
月

2
7
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
こ

の
間

、
別

荘
の

住
人

は
不

在
で

あ
っ

た
。

1
1
0

2
0
1
0
-

6
0
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
2
/
2
7

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
別

荘
に

は
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
配

置
さ

れ
て

い
た

が
、

平
成

2
2
年

2
月

2
7
日

に
現

地
を

訪
れ

た
販

売
店

の
職

員
が

、
当

該
容

器
2
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

前
回

検
針

日
の

平
成

2
2
年

1
月

1
8
日

か
ら

平
成

2
2
年

2
月

2
7
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
こ

の
間

、
別

荘
の

住
人

は
不

在
で

あ
っ

た
。

1
1
1

2
0
1
0
-

6
0
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
3

青
森

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

3
日

午
後

1
時

頃
、

長
期

間
空

き
家

と
な

っ
て

い
た

貸
家

か
ら

、
L
P

ガ
ス

容
器

を
引

き
上

げ
る

た
め

に
販

売
店

従
業

員
が

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

た
。

同
日

、
警

察
に

盗
難

届
を

提
出

し
、

現
場

検
証

に
立

ち
会

っ
た

。

1
1
2

2
0
1
0
-

6
0
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
3

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

3
日

午
後

4
時

3
0
分

ご
ろ

、
消

費
先

に
隣

接
し

た
顧

客
宅

ヘ
L
P

ガ
ス

容
器

の
配

送
に

訪
れ

た
配

送
員

が
、

消
費

先
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
紛

失
を

確
認

し
た

。
2
月

2
4
日

検
針

時
に

は
、

紛
失

し
て

い
な

か
っ

た
。

1
1
3

2
0
1
0
-

6
0
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
4

鳥
取

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

2
月

1
2
日

の
メ

ー
タ

ー
検

針
時

に
お

い
て

、
容

器
の

所
在

を
確

認
し

て
い

る
。

同
3
月

4
日

1
4
時

4
6
分

ご
ろ

、
L
P

ガ
ス

検
針

明
細

書
を

届
け

に
行

っ
た

際
に

、
検

査
員

が
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

、
警

察
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
1
4

2
0
1
0
-

6
0
9

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
容

器
の

盗
難

2
0
1
0
/
3
/
5

千
葉

県
0

0
0

0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

A
社

の
協

力
会

社
で

あ
る

B
社

所
有

の
車

に
、

高
圧

ガ
ス

充
て

ん
容

器
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
 1

0
L
容

器
3
本

、
酸

素
3
.4

L
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

3
.6

L
容

器
1
本

、
予

備
酸

素
容

器
1
本

)を
積

ん
だ

ま
ま

駐
車

場
に

駐
車

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

車
両

ご
と

盗
難

に
遭

っ
た

。
3
月

8
日

、
警

察
が

他
の

盗
難

車
両

を
捜

索
中

に
酸

素
3
.4

L
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

3
.6

L
容

器
1
本

を
発

見
し

た
。

さ
ら

に
翌

日
、

発
見

さ
れ

た
場

所
周

辺
を

A
社

社
員

が
捜

索
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
 1

0
L
容

器
3
本

の
う

ち
1
本

、
及

び
酸

素
予

備
容

器
1
本

を
発

見
し

た
。

自
動

車
の

売
り

飛
ば

し
を

目
的

に
自

動
車

を
盗

み
、

自
動

車
内

の
積

載
物

を
放

置
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。

1
1
5

2
0
1
0
-

6
1
0

消
費

窒
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
5

千
葉

県
0

0
0

0
窒

素
そ

の
他

（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
社

員
が

、
3
月

5
日

の
0
時

頃
、

自
宅

駐
車

場
に

窒
素

容
器

を
積

載
し

た
車

両
を

駐
車

し
た

。
翌

朝
8
時

頃
、

車
両

ご
と

盗
ま

れ
て

い
る

の
に

気
付

き
、

警
察

に
盗

難
届

け
を

提
出

し
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
盗

難
に

遭
っ

た
容

器
の

種
類

は
、

窒
素

4
7
L
容

器
1
本

で
あ

っ
つ

た
。

1
1
6

2
0
1
0
-

6
1
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
5

青
森

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

5
日

午
前

9
時

頃
、

消
費

先
の

従
業

員
が

出
社

し
た

際
に

、
事

務
所

に
設

置
し

て
あ

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
付

き
、

同
日

午
前

9
時

5
分

頃
に

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

そ
の

後
、

9
時

1
5
分

に
は

消
費

先
か

ら
警

察
に

通
報

し
、

同
9
時

4
0
分

か
ら

1
1
時

2
0
分

ま
で

、
従

業
員

が
立

ち
会

い
の

下
で

現
場

検
証

が
行

わ
れ

、
同

時
に

盗
難

届
け

も
提

出
し

た
。

な
お

、
前

日
４

日
の

夕
方

ま
で

は
、

通
常

通
り

に
ガ

ス
は

使
用

で
き

て
い

た
。

1
1
7

2
0
1
0
-

6
1
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
6

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
個

人
宅

に
て

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

設
置

中
の

う
ち

予
備

用
の

容
器

1
本

が
、

取
り

外
さ

れ
て

盗
難

さ
れ

て
い

た
。

平
成

2
2
年

1
月

1
8
日

に
も

盗
難

に
遭

っ
て

お
り

、
今

回
が

2
度

目
で

あ
っ

た
。

1
1
8

2
0
1
0
-

6
1
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
6

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

6
日

午
前

1
0
時

3
0
分

頃
、

配
送

事
業

者
の

社
員

が
供

給
設

備
の

点
検

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
配

送
元

か
ら

販
売

店
へ

聞
き

取
り

を
行

っ
た

が
、

事
情

は
分

か
ら

な
い

と
の

こ
と

で
あ

り
、

同
日

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

1
1
9

2
0
1
0
-

6
1
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
6

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
配

送
事

業
者

か
ら

、
消

費
先

の
住

宅
の

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

が
1
本

無
く
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
の

連
絡

が
入

り
、

平
成

2
2
年

3
月

5
日

に
配

送
員

が
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

3
月

1
日

に
は

ガ
ス

を
使

用
で

き
た

。
販

売
業

者
か

ら
警

察
署

に
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

1
2
0

2
0
1
0
-

6
1
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
7

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

7
日

に
、

公
民

館
の

容
器

が
盗

難
に

あ
っ

た
と

、
3
月

8
日

に
区

長
か

ら
販

売
店

へ
連

絡
が

入
っ

た
。

す
ぐ

に
販

売
店

従
業

員
が

現
場

へ
向

か
っ

た
と

こ
ろ

、
容

器
チ

ェ
ー

ン
が

外
さ

れ
、

ホ
ー

ス
が

刃
物

で
切

断
さ

れ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
警

察
署

へ
の

被
害

届
は

、
区

長
が

提
出

し
た

。
盗

難
の

あ
っ

た
会

館
は

地
域

住
民

の
集

会
所

で
あ

り
、

人
は

常
駐

し
て

い
な

か
っ

た
。

平
成

2
2

年
3
月

5
日

の
検

針
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
今

後
は

、
容

器
の

チ
ェ

ー
ン

及
び

施
錠

を
2
箇

所
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
2
1

2
0
1
0
-

6
1
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
8

長
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

8
日

午
前

1
0
時

頃
、

L
P

ガ
ス

供
給

セ
ン

タ
ー

の
担

当
者

が
、

設
置

先
へ

検
針

の
た

め
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

平
成

2
2
年

3
月

9
日

現
場

確
認

後
、

警
察

署
へ

報
告

し
署

員
と

現
場

検
証

を
行

っ
た

。
3
月

1
0
日

、
L
P

ガ
ス

容
器

の
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

1
2
2

2
0
1
0
-

6
1
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
9

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

9
日

午
前

9
時

過
ぎ

に
、

消
費

者
よ

り
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
販

売
店

が
連

絡
を

受
け

、
現

場
へ

行
き

、
紛

失
を

確
認

し
た

。
消

費
者

の
話

に
よ

る
と

、
3
月

8
日

夕
方

に
は

使
用

で
き

た
が

、
3
月

9
日

午
前

2
時

頃
に

は
ガ

ス
が

使
用

で
き

ず
、

紛
失

を
確

認
し

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

警
察

に
は

、
連

絡
済

み
で

あ
る

。

1
2
3

2
0
1
0
-

6
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
9

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

園
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

盗
難

に
あ

っ
た

。

1
2
4

2
0
1
0
-

6
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
9

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
金

属
加

工
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
3
月

9
日

1
5
時

0
0
頃

に
、

販
売

店
に

消
費

先
か

ら
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
た

旨
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
1
5
時

1
5
分

頃
に

、
販

売
店

が
現

場
に

到
着

し
、

現
状

を
確

認
し

警
察

署
に

通
報

し
た

。
1
5
時

4
0
分

頃
に

、
警

察
署

に
よ

る
現

場
検

証
、

及
び

被
害

届
の

提
出

等
の

事
故

処
理

を
実

施
し

た
。

1
2
5

2
0
1
0
-

6
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
0

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
0
日

9
時

2
0
分

ご
ろ

、
寮

の
大

家
か

ら
販

売
事

業
者

に
ガ

ス
臭

い
と

の
連

絡
が

入
り

、
販

売
事

業
者

が
現

場
に

て
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

1
本

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

（
9
時

4
0
分

）
。

そ
の

後
、

警
察

署
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
寮

は
入

居
の

入
れ

替
え

が
頻

繁
で

あ
り

、
盗

難
時

に
は

入
居

者
が

居
な

か
っ

た
。

1
2
6

2
0
1
0
-

6
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
0

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
0
日

1
6
時

3
0
分

に
、

家
屋

解
体

の
た

め
販

売
店

従
業

員
が

現
地

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

か
ら

切
断

（
鋭

利
な

刃
物

と
思

わ
れ

る
。

）
さ

れ
、

盗
ま

れ
て

お
り

、
付

近
を

捜
索

し
た

が
発

見
で

き
な

か
っ

た
。

な
お

、
供

給
設

備
等

の
異

常
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

平
成

2
2
年

3
月

1
1
日

に
、

警
察

署
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

1
2
7

2
0
1
0
-

6
2
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
1

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
販

売
店

従
業

員
が

、
検

針
の

た
め

集
会

所
を

訪
問

し
た

際
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

ホ
ー

ス
と

ハ
ン

ド
ル

は
残

さ
れ

た
状

態
で

あ
っ

た
。

1
2
8

2
0
1
0
-

6
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

1
2
日

1
0
時

0
0
分

頃
、

消
費

者
が

区
会

館
の

コ
ン

ロ
に

火
を

付
け

よ
う

と
し

た
が

、
火

が
つ

か
な

い
こ

と
か

ら
L
P

ガ
ス

容
器

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

た
。

直
ち

に
、

行
政

区
代

表
者

に
連

絡
し

、
元

売
り

会
社

に
通

報
し

た
。

そ
の

後
、

元
売

り
会

社
か

ら
販

売
店

に
連

絡
し

、
現

地
確

認
を

要
請

し
た

。
販

売
店

従
業

員
が

L
P

ガ
ス

容
器

の
紛

失
を

確
認

後
、

警
察

、
支

庁
及

び
L
P

ガ
ス

協
会

に
電

話
連

絡
し

た
。

調
整

器
は

そ
の

ま
ま

で
容

器
接

続
金

具
か

ら
外

さ
れ

て
い

た
。

盗
難

容
器

の
残

量
は

、
8
kg

程
度

で
あ

っ
た

。
直

近
の

検
針

は
平

成
2
2
年

2
月

1
5
日

に
行

い
、

そ
の

後
の

確
認

は
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
容

器
盗

難
時

期
は

2
月

1
5
日

か
ら

3
月

1
2
日

ま
で

の
間

と
推

測
さ

れ
る

。

1
2
9

2
0
1
0
-

6
2
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
2

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
別

荘
に

設
置

し
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

1
3
0

2
0
1
0
-

6
2
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
2

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
3
1

2
0
1
0
-

6
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
3

福
井

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

1
3
2

2
0
1
0
-

6
2
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
4

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

1
3
3

2
0
1
0
-

6
2
8

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
3
/
1
4

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
ト

ン
ネ

ル
廷

伸
工

事
を

行
っ

て
い

た
消

費
者

が
、

平
成

2
2
年

3
月

1
5
日

の
朝

、
現

場
に

出
勤

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

運
搬

車
１

台
、

ガ
ス

切
断

機
１

本
、

ア
セ

チ
レ

ン
6
.7

kg
容

器
１

本
と

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
１

本
が

盗
難

さ
れ

て
い

た
。

今
後

は
、

容
器

置
き

場
を

、
施

錠
で

き
る

構
造

に
改

造
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
3
4

2
0
1
0
-

6
2
9

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
5

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
消

防
署

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
5
日

2
時

、
消

防
署

で
保

有
す

る
容

器
の

状
況

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
酸

素
0
.5

m
3
容

器
1
本

（
溶

断
等

の
救

助
作

業
用

）
が

紛
失

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

同
日

、
県

警
へ

喪
失

容
器

の
盗

難
届

け
を

行
っ

た
。

平
成

2
2
年

4
月

8
日

現
在

、
県

警
が

捜
査

し
て

い
る

。

1
3
5

2
0
1
0
-

6
3
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
5

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

1
5
日

8
時

3
0
分

頃
、

ガ
ス

が
出

な
い

と
消

費
者

か
ら

販
売

店
の

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

ヘ
連

絡
が

入
っ

た
。

担
当

者
が

訪
問

し
現

状
を

確
認

す
る

と
、

高
圧

ホ
ー

ス
が

切
ら

れ
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
警

察
署

に
盗

難
届

け
を

提
出

し
た

後
、

復
旧

し
た

。
前

日
の

夜
は

、
正

常
に

使
用

で
き

た
の

で
、

そ
の

後
、

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
容

器
の

チ
ェ

ー
ン

に
南

京
錠

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
3
6

2
0
1
0
-

6
3
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
5

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
金

属
加

工
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
5
日

1
5
時

頃
、

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
が

検
針

の
た

め
消

費
先

を
訪

問
し

た
際

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

予
備

側
の

1
本

が
取

り
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
消

費
者

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
盗

難
さ

れ
た

も
の

と
判

明
し

た
。

翌
日

、
警

察
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

1
3
7

2
0
1
0
-

6
3
2

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
6

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
消

防
署

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
5
日

1
7
時

頃
ま

で
使

用
し

て
い

た
、

救
急

隊
の

酸
素

0
.3

m
3
容

器
1
本

が
、

救
急

出
動

し
た

後
の

確
認

を
3
月

1
6
日

2
時

2
4
分

に
行

っ
た

際
、

救
急

車
内

に
無

い
こ

と
を

発
見

し
た

。
同

日
、

広
島

県
警

へ
喪

失
容

器
の

盗
難

届
け

を
行

っ
た

。
平

成
2
2
年

4
月

8
日

現
在

、
県

警
に

お
い

て
捜

査
中

で
あ

る
。

1
3
8

2
0
1
0
-

6
3
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
6

山
梨

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
6
日

8
時

3
0
頃

､検
針

員
か

ら
連

絡
が

あ
り

、
販

売
事

業
者

の
担

当
者

が
消

費
者

先
へ

行
っ

た
と

こ
ろ

､L
P

ガ
ス

2
5
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
、

残
っ

た
1
本

も
ホ

ー
ス

か
ら

外
さ

れ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
（
前

回
検

針
時

の
平

成
2
2
年

2
月

8
日

に
は

、
容

器
2
本

が
あ

る
こ

と
を

確
認

）
状

況
か

ら
考

え
て

､盗
難

に
あ

っ
た

と
判

断
し

て
､3

月
1
8
日

に
管

轄
す

る
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

1
3
9

2
0
1
0
-

6
3
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
6

和
歌

山
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
6
日

、
販

売
店

の
担

当
者

が
､消

費
先

(平
成

1
9
年

1
月

倒
産

)の
閉

栓
中

の
容

器
を

引
き

上
げ

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
今

後
は

、
閉

栓
容

器
は

、
早

急
に

撤
去

す
る

こ
と

と
す

る
。

1
4
0

2
0
1
0
-

6
3
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
3
/
1
6

新
潟

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

消
費

者
は

、
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

を
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
等

の
補

修
工

事
現

場
に

持
ち

込
み

使
用

し
て

い
た

が
､一

時
的

に
使

用
し

な
く
な

っ
た

容
器

を
河

川
敷

に
置

い
て

い
た

。
そ

の
日

の
作

業
を

終
え

容
器

を
片

づ
け

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

､無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

。
現

場
で

は
川

の
水

量
が

増
え

､容
器

を
置

い
て

あ
っ

た
と

こ
ろ

も
川

の
流

れ
に

な
っ

て
い

た
の

で
､流

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

川
の

下
流

を
捜

索
し

た
が

、
容

器
は

見
つ

か
っ

て
い

な
い

。

1
4
1

2
0
1
0
-

6
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
7

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
7
日

午
後

1
時

0
0
分

頃
に

、
販

売
店

に
お

い
て

、
容

器
配

送
の

た
め

現
場

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
同

日
、

交
番

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

同
社

に
お

い
て

、
容

器
設

置
状

況
の

最
終

確
認

を
し

た
の

は
平

成
2
2
年

3
月

1
0
日

で
あ

っ
た

。

1
4
2

2
0
1
0
-

6
3
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
8

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。

1
4
3

2
0
1
0
-

6
3
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
9

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

盗
難

さ
れ

た
。

1
4
4

2
0
1
0
-

6
5
9

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
1
9

茨
城

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
盗

難
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
9
日

7
時

1
0
分

頃
、

出
勤

し
た

職
員

が
酸

素
カ

ー
ド

ル
9
本

組
を

搭
載

し
た

車
両

が
、

盗
難

に
あ

っ
た

こ
と

を
発

見
し

た
。

前
日

、
出

荷
先

か
ら

回
収

し
た

ま
ま

車
両

に
搭

載
し

て
い

た
カ

ー
ド

ル
を

車
両

ご
と

盗
難

さ
れ

た
。

1
4
5

2
0
1
0
-

6
3
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
1

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
7
日

～
3
月

2
1
日

、
文

化
会

館
に

て
、

販
売

店
の

質
量

販
売

先
の

消
費

者
が

、
屋

根
の

防
水

工
事

の
た

め
、

バ
ー

ナ
ー

用
と

し
て

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

を
使

用
し

た
後

、
2
階

の
中

庭
に

道
具

と
一

緒
に

置
い

て
い

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

を
紛

失
（
盗

難
の

可
能

性
も

あ
り

）
し

た
。

平
成

2
2
年

3
月

2
6
日

、
消

費
者

か
ら

地
元

警
察

署
へ

紛
失

（
盗

難
）
届

を
提

出
し

た
。

1
4
6

2
0
1
0
-

6
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

2
2
日

1
0
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
｢ガ

ス
が

出
な

い
｣旨

の
緊

急
時

連
絡

が
委

託
先

保
安

機
関

に
入

り
、

そ
の

連
絡

を
受

け
た

同
保

安
機

関
の

社
員

が
消

費
者

に
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

確
認

を
お

願
い

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
１

本
が

高
圧

ホ
ー

ス
か

ら
取

り
外

さ
れ

紛
失

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
同

保
安

機
関

か
ら

連
絡

を
受

け
た

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

担
当

者
が

現
場

に
行

き
、

容
器

が
紛

失
し

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

平
成

2
2
年

3
月

2
3
日

交
番

に
盗

難
届

、
同

年
3
月

2
4
日

市
消

防
局

に
事

故
届

を
提

出
し

た
。

1
4
7

2
0
1
0
-

6
4
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
2

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
2
日

に
、

消
費

者
宅

か
ら

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
連

絡
が

あ
り

、
点

検
確

認
に

販
売

店
従

業
員

が
行

き
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
当

日
、

警
察

に
届

け
出

て
お

り
、

現
地

検
分

も
終

了
し

て
い

る
。

1
4
8

2
0
1
0
-

6
4
2

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
3
/
2
2

静
岡

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
2
日

、
出

社
し

た
従

業
員

が
、

所
定

の
ガ

ス
容

器
置

き
場

に
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

、
酸

素
容

器
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
盗

難
に

気
づ

い
た

。
原

因
は

、
他

の
者

が
容

易
に

容
器

置
き

場
内

に
立

ち
入

る
こ

と
が

で
き

る
状

況
に

あ
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

容
器

保
管

場
所

を
施

錠
で

き
る

工
場

内
へ

移
動

、
必

要
以

上
の

ガ
ス

容
器

を
保

管
し

な
い

よ
う

徹
底

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
4
9

2
0
1
0
-

6
4
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
3

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

3
月

2
3
日

1
1
時

3
0
分

ご
ろ

、
集

会
所

に
お

い
て

、
集

会
所

管
理

人
が

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
に

気
付

い
た

。
管

理
人

は
当

該
施

設
の

設
置

者
で

あ
る

町
に

連
絡

し
、

同
日

1
2
時

3
0
分

頃
、

町
か

ら
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

販
売

店
は

現
場

に
急

行
し

、
メ

ー
タ

ー
、

調
整

器
を

残
し

、
容

器
の

み
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
、

盗
難

と
判

断
し

た
た

め
警

察
に

連
絡

、
1
4
時

頃
警

察
の

調
査

が
行

わ
れ

、
町

が
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

集
会

所
の

前
回

の
検

針
は

2
月

2
8
日

に
行

っ
て

い
る

が
、

そ
の

後
、

集
会

所
で

L
P

ガ
ス

を
使

用
し

た
時

期
は

不
明

で
あ

る
。

L
P

ガ
ス

の
残

量
に

関
し

て
は

、
前

回
交

換
時

の
メ

ー
タ

ー
か

ら
約

7
.5

m
3
程

度
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

L
P

ガ
ス

容
器

が
道

路
近

く
に

設
置

さ
れ

て
い

た
こ

と
が

、
今

回
の

盗
難

の
要

因
の

一
つ

と
思

わ
れ

る
こ

と
か

ら
、

盗
難

防
止

の
対

策
と

し
て

容
器

ボ
ッ

ク
ス

の
設

置
、

施
錠

に
つ

い
て

、
施

設
の

管
理

者
で

あ
る

町
に

検
討

を
依

頼
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
5
0

2
0
1
0
-

6
4
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
5

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
5
日

に
、

消
費

先
に

容
器

の
配

送
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

供
給

側
の

容
器

1
本

が
無

い
こ

と
に

配
送

員
が

気
づ

い
た

。
現

地
の

状
況

か
ら

盗
難

と
判

断
し

た
。

な
お

、
当

日
、

警
察

に
届

け
出

て
お

り
、

現
地

検
分

も
終

了
し

て
い

る
。

1
5
1

2
0
1
0
-

6
4
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
5

福
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

2
5
日

1
1
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
の

従
業

員
が

需
要

先
で

あ
る

A
社

を
検

針
の

た
め

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
紛

失
を

確
認

し
た

。
同

日
、

警
察

署
に

現
場

検
証

を
依

頼
し

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
容

器
の

配
送

は
配

送
事

業
者

が
行

っ
て

お
り

、
前

回
容

器
交

換
年

月
日

は
昨

年
1
2
月

１
日

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
ガ

ス
使

用
量

が
少

な
い

た
め

、
容

器
を

2
本

設
置

か
ら

1
本

設
置

に
変

更
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
5
2

2
0
1
0
-

6
4
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
5

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

2
5
日

、
消

費
先

事
務

所
に

容
器

交
換

の
た

め
に

訪
れ

た
容

器
配

送
委

託
先

の
配

送
員

が
、

同
事

務
所

裏
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

配
送

員
か

ら
連

絡
を

受
け

、
販

売
店

従
業

員
が

現
場

に
出

動
し

消
費

者
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

消
費

者
自

身
で

容
器

を
取

外
し

た
事

実
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
容

器
が

盗
難

さ
れ

た
と

判
断

し
、

同
日

中
に

交
番

へ
盗

難
の

届
出

を
お

こ
な

っ
た

。

1
5
3

2
0
1
0
-

6
4
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

盗
難

2
0
1
0
/
3
/
2
6

兵
庫

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
5
日

夜
か

ら
翌

2
6
日

朝
に

か
け

て
、

消
費

先
で

、
容

器
置

き
場

に
置

い
て

い
た

ア
セ

チ
レ

ン
7
.3

kg
容

器
1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

1
5
4

2
0
1
0
-

6
6
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
7

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
7
日

に
、

ガ
ス

供
給

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
容

器
配

送
の

た
め

配
送

員
が

現
場

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
同

日
、

交
番

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

1
5
5

2
0
1
0
-

6
4
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
8

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

2
8
日

午
前

8
時

3
0
分

頃
、

公
民

館
を

利
用

中
の

付
近

住
民

よ
り

、
販

売
店

ヘ
ガ

ス
切

れ
と

の
電

話
連

絡
が

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

現
場

を
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

公
民

館
は

、
通

常
無

人
の

施
設

で
あ

り
、

最
後

に
容

器
が

確
認

さ
れ

た
の

は
3
月

1
7
日

の
販

売
店

の
検

針
作

業
時

と
の

こ
と

で
あ

り
、

検
針

作
業

後
か

ら
3
月

2
8
日

の
早

朝
ま

で
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

と
見

込
ま

れ
る

。
な

お
、

警
察

へ
の

被
害

届
の

提
出

は
3
月

2
8
午

前
中

に
行

っ
た

。

1
5
6

2
0
1
0
-

6
4
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
8

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
神

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
8
日

に
、

販
売

事
業

者
の

検
針

員
が

神
社

へ
検

針
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

圧
ホ

ー
ス

が
切

断
さ

れ
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

及
び

単
段

調
整

器
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
中

間
ガ

ス
栓

は
閉

め
ら

れ
て

お
り

、
ガ

ス
漏

れ
は

無
か

っ
た

。
翌

2
9
日

9
時

半
頃

、
駐

在
所

に
連

絡
し

た
。

盗
難

の
あ

っ
た

神
社

は
人

は
常

駐
し

て
お

ら
ず

、
人

の
出

入
り

も
少

な
か

っ
た

。

1
5
7

2
0
1
0
-

1
0
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
8

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
8
日

1
6
時

頃
、

消
費

先
の

施
設

で
利

用
者

が
L
P

ガ
ス

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
が

、
点

火
し

な
い

た
め

に
容

器
置

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

マ
イ

コ
ン

メ
ー

タ
ー

2
本

立
て

の
自

動
切

換
調

整
器

に
接

続
さ

れ
た

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
関

係
事

業
者

に
連

絡
し

た
。

な
お

、
容

器
が

最
後

に
確

認
さ

れ
た

の
は

、
平

成
2
2
年

3
月

2
3
日

1
1
時

頃
の

検
針

で
あ

っ
た

。

1
5
8

2
0
1
0
-

6
5
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
9

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
9
日

午
前

1
1
時

3
0
分

頃
、

消
費

先
よ

り
ガ

ス
が

出
な

い
と

、
販

売
事

業
者

あ
て

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

販
売

事
業

者
が

現
地

で
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

た
。

原
因

は
、

販
売

事
業

者
の

容
器

管
理

の
不

備
と

考
え

ら
れ

る
。

1
5
9

2
0
1
0
-

6
5
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
9

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

容
器

管
理

者
か

ら
、

販
売

店
に

貸
し

付
け

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

住
宅

（
現

在
は

空
家

）
に

設
置

し
て

い
た

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
平

成
2
2
年

3
月

2
9
日

、
販

売
店

か
ら

の
連

絡
を

受
け

て
容

器
管

理
者

が
現

場
を

検
証

し
た

結
果

、
盗

難
が

確
認

さ
れ

た
。

空
家

に
は

、
容

器
2
本

を
設

置
し

て
い

た
が

、
残

り
の

1
本

を
事

故
発

生
当

日
に

撤
去

す
る

こ
と

と
し

た
。

今
後

は
、

長
期

空
家

に
な

る
建

物
に

関
し

て
は

、
容

器
を

撤
去

し
て

お
く
よ

う
容

器
管

理
者

か
ら

販
売

店
へ

依
頼

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
6
0

2
0
1
0
-

6
5
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
9

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
1
年

1
0
月

1
6
日

の
ガ

ス
の

検
針

時
で

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

は
設

置
さ

れ
て

い
た

が
、

平
成

2
2
年

3
月

2
9
日

、
空

家
だ

っ
た

貸
家

に
新

し
い

人
が

入
居

す
る

こ
と

に
な

り
、

販
売

事
業

者
が

ガ
ス

開
栓

の
た

め
訪

問
し

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
、

配
送

事
業

者
が

容
器

を
撤

去
し

た
事

実
が

あ
る

か
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
確

認
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

盗
難

と
判

明
し

た
。

今
後

は
、

2
0
kg

容
器

2
本

か
ら

5
0
kg

容
器

1
本

へ
変

更
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
6
1

2
0
1
0
-

6
5
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
9

福
井

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
一

般
住

宅
に

設
置

さ
れ

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

1
6
2

2
0
1
0
-

6
6
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
9

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

2
9
日

1
7
時

頃
、

販
売

事
業

者
の

検
針

員
が

容
器

設
置

場
所

へ
行

っ
た

と
こ

ろ
、

敷
地

が
更

地
に

な
っ

て
い

る
と

の
報

告
が

あ
っ

た
。

翌
3
0
日

に
、

販
売

所
の

従
業

員
が

現
場

に
て

建
物

が
な

く
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

、
調

整
器

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
、

配
管

等
の

ガ
ス

設
備

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
警

察
署

へ
は

4
月

1
日

に
連

絡
し

、
4
月

7
日

に
盗

難
届

け
が

受
理

さ
れ

た
。

事
故

発
生

場
所

は
平

成
1
8
年

5
月

か
ら

空
き

家
と

な
っ

て
い

た
が

、
販

売
事

業
者

は
引

続
き

容
器

を
設

置
し

、
検

針
（
容

器
を

含
め

た
ガ

ス
設

備
の

確
認

）
に

訪
れ

て
い

た
が

、
平

成
1
9
年

1
0
月

以
降

は
確

認
を

と
っ

て
お

ら
ず

、
容

器
を

含
め

た
ガ

ス
設

備
が

放
置

さ
れ

た
状

態
で

あ
っ

た
。

警
察

署
の

話
で

は
、

平
成

1
9
年

1
1
月

に
事

故
発

生
場

所
に

て
解

体
作

業
が

行
わ

れ
た

際
、

容
器

は
そ

の
ま

ま
放

置
さ

れ
、

解
体

事
業

者
か

ら
販

売
事

業
者

へ
の

連
絡

は
な

か
っ

た
。

1
6
3

2
0
1
0
-

6
6
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
2
9

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
9
日

、
消

費
先

に
て

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
配

送
委

託
事

業
者

へ
連

絡
し

た
と

こ
ろ

、
配

送
委

託
事

業
者

で
は

容
器

は
撤

去
し

て
い

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

盗
難

と
判

断
し

、
交

番
に

届
け

出
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
6
4

2
0
1
0
-

6
5
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
3
0

山
梨

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

3
0
日

1
9
時

4
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
が

、
事

故
発

生
場

所
に

隣
接

す
る

顧
客

宅
へ

集
金

に
行

っ
た

際
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

高
圧

ホ
ー

ス
が

切
断

さ
れ

、
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

販
売

事
業

者
で

は
、

閉
栓

中
の

供
給

設
備

も
毎

月
確

認
に

行
っ

て
お

り
、

平
成

2
2
年

3
月

9
日

に
容

器
2
本

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
た

。
状

況
か

ら
考

え
て

、
盗

難
に

あ
っ

た
と

判
断

し
て

、
3
月

3
0
日

に
管

轄
す

る
警

察
署

と
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

1
6
5

2
0
1
0
-

7
2
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
3
0

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

3
0
日

1
5
時

頃
、

検
針

員
が

、
消

費
先

で
あ

る
会

社
事

務
所

の
検

針
を

行
お

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1

本
が

行
方

不
明

で
あ

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
固

定
チ

ェ
ー

ン
は

付
け

直
さ

れ
、

残
り

の
容

器
は

閉
じ

ら
れ

て
い

た
た

め
確

認
を

取
ろ

う
と

事
務

所
責

任
者

に
連

絡
し

た
。

4
月

8
日

1
3
時

3
0
分

頃
に

事
務

所
責

任
者

に
確

認
が

取
れ

、
盗

難
と

判
明

し
た

た
め

同
日

警
察

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

1
6
6

2
0
1
0
-

6
5
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
3
1

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

3
1
日

に
、

空
き

家
の

状
態

が
続

い
て

い
る

現
場

か
ら

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

を
引

き
上

げ
に

行
っ

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

平
成

2
1
年

9
月

8
日

に
一

度
、

現
場

を
訪

れ
た

際
に

、
容

器
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
た

め
、

こ
の

間
に

盗
ま

れ
た

も
の

と
み

ら
れ

る
。

盗
難

と
判

断
し

、
す

ぐ
に

警
察

署
へ

届
出

た
。

1
6
7

2
0
1
0
-

6
6
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
3
/
3
1

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
3
月

3
1
日

1
0
時

4
5
分

頃
に

、
販

売
店

の
従

業
員

が
、

集
会

所
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

、
警

察
署

に
通

報
し

た
。

1
1
時

0
5
分

頃
に

、
警

察
官

が
現

場
に

到
着

し
、

現
場

検
証

、
被

害
届

の
提

出
等

の
事

故
処

理
を

実
施

し
た

。

1
6
8

2
0
1
0
-

6
6
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

1
日

午
前

2
時

3
0
分

頃
に

、
消

費
先

で
あ

る
物

流
セ

ン
タ

ー
の

倉
庫

か
ら

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
販

売
店

が
連

絡
を

受
け

、
現

場
へ

行
き

、
紛

失
を

確
認

し
た

。
警

察
へ

、
盗

難
届

け
を

提
出

し
た

。
容

器
に

は
、

鉄
板

で
囲

い
を

し
て

、
正

面
は

南
京

錠
で

施
錠

を
し

て
い

た
が

、
南

京
錠

は
切

断
さ

れ
て

い
た

。

1
6
9

2
0
1
0
-

6
6
5

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
4
/
2

愛
知

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

1
日

1
9
時

0
0
分

に
、

消
費

者
が

現
場

作
業

を
完

了
し

て
ト

ラ
ッ

ク
で

工
場

に
戻

り
、

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

6
.7

kg
容

器
1
本

、
ガ

ス
ホ

ー
ス

等
を

車
に

積
載

し
、

倉
庫

兼
駐

車
場

に
止

め
た

ま
ま

帰
宅

し
た

。
翌

日
7
時

頃
、

工
場

へ
来

た
と

こ
ろ

、
ト

ラ
ッ

ク
が

な
く
な

っ
て

い
た

。
た

だ
ち

に
、

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
今

後
は

、
倉

庫
兼

駐
車

場
の

ド
ア

と
シ

ャ
ッ

タ
ー

に
鍵

を
つ

け
、

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
7
0

2
0
1
0
-

6
6
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
個

人
消

費
者

宅
で

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
予

備
用

の
容

器
1
本

が
、

バ
ル

ブ
の

接
続

を
外

さ
れ

て
盗

難
さ

れ
た

。
た

だ
ち

に
、

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
今

後
は

、
容

器
チ

ュ
ー

ブ
に

南
京

錠
を

付
け

て
、

容
易

に
外

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
7
1

2
0
1
0
-

6
6
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
4

香
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

集
会

所
に

、
販

売
事

業
者

が
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

ホ
ー

ス
コ

ッ
ク

か
ら

取
り

外
さ

れ
盗

ま
れ

て
い

た
。

4
月

4
日

、
集

会
所

を
使

お
う

と
し

て
い

た
人

が
、

ガ
ス

が
使

用
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

で
A

社
に

連
絡

を
入

れ
た

。
A

社
の

担
当

者
が

現
地

に
行

き
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

立
て

の
う

ち
1
本

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
4
月

5
日

、
A

社
か

ら
販

売
事

業
者

に
連

絡
が

入
り

、
現

地
に

行
っ

て
確

認
し

た
。

4
月

7
日

、
9
時

に
販

売
事

業
者

が
県

危
機

管
理

課
に

報
告

し
、

同
日

1
0
時

に
警

察
に

盗
難

届
け

を
提

出
し

た
。

3
月

1
6
日

の
検

針
時

に
、

販
売

事
業

者
が

2
本

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
最

後
の

日
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
盗

難
を

受
け

た
日

時
は

3
月

1
6
日

1
7
時

頃
か

ら
4
月

4
日

1
0
時

頃
ま

で
の

間
で

あ
る

と
推

定
さ

れ
た

。

1
7
2

2
0
1
0
-

6
6
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
4

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
盗

難
さ

れ
た

。

1
7
3

2
0
1
0
-

6
6
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
5

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

5
日

午
前

1
0
時

頃
、

公
民

館
に

設
置

さ
れ

て
い

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
、

残
り

1
本

は
ホ

ー
ス

が
外

れ
て

い
る

旨
の

連
絡

が
販

売
店

に
あ

っ
た

。
す

ぐ
に

販
売

店
担

当
者

が
現

場
に

到
着

し
、

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

端
末

で
の

確
認

を
行

い
、

盗
難

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
同

日
、

販
売

店
か

ら
地

元
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
こ

の
盗

難
容

器
の

内
容

量
は

満
タ

ン
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

1
7
4

2
0
1
0
-

6
7
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
5

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

4
月

5
日

1
0
時

3
0
分

頃
、

A
社

従
業

員
が

設
置

先
の

会
館

の
検

針
に

行
っ

た
際

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

と
調

整
器

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
検

針
し

た
社

員
か

ら
販

売
事

業
者

に
一

報
を

入
れ

、
そ

の
後

、
行

政
区

長
及

び
周

辺
の

関
係

者
に

状
況

を
確

認
し

た
が

、
容

器
の

持
ち

出
し

等
は

な
い

こ
と

か
ら

盗
難

と
判

断
し

、
警

察
及

び
振

興
局

に
報

告
し

た
。

当
該

会
館

の
直

近
の

検
針

は
、

平
成

2
2
年

3
月

6
日

に
実

施
し

て
お

り
、

そ
の

時
点

で
は

容
器

及
び

調
整

器
は

存
在

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
盗

難
時

期
は

3
月

6
日

か
ら

4
月

5
日

の
間

と
推

測
さ

れ
る

。
盗

難
容

器
の

残
量

は
、

2
～

3
kg

程
度

で
あ

る
。

当
該

会
館

は
、

国
道

に
隣

接
し

て
お

り
容

器
も

国
道

か
ら

確
認

で
き

る
場

所
に

設
置

さ
れ

て
い

た
。

日
中

は
交

通
量

が
多

く
人

目
に

付
き

や
す

い
状

況
で

あ
る

が
、

夜
間

に
な

る
と

交
通

量
は

急
激

に
減

少
し

、
人

通
り

も
ほ

と
ん

ど
な

い
状

況
で

周
辺

に
は

街
灯

も
設

置
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

以
上

の
内

容
か

ら
、

夜
間

は
人

目
に

付
く
こ

と
な

く
作

業
（
盗

難
）
で

き
る

状
況

で
あ

っ
た

と
推

測
さ

れ
る

｡

1
7
5

2
0
1
0
-

6
7
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
5

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
販

売
店

に
、

警
察

署
よ

り
拾

得
物

と
し

て
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
届

け
ら

れ
た

と
連

絡
が

あ
っ

た
。

回
収

容
器

を
調

査
し

た
結

果
、

一
時

閉
栓

顧
客

先
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

で
、

高
圧

ホ
ー

ス
部

で
切

断
さ

れ
盗

難
さ

れ
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

た
だ

ち
に

、
交

番
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

1
7
6

2
0
1
0
-

6
7
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
5

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

先
に

お
い

て
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

、
調

整
器

1
個

、
低

圧
ホ

ー
ス

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

4
月

1
日

1
8
時

3
0
分

頃
、

引
越

の
た

め
事

業
者

が
メ

ー
タ

ー
の

停
止

と
容

器
バ

ル
ブ

の
閉

鎖
、

使
用

料
金

の
精

算
に

行
っ

た
際

に
容

器
等

の
確

認
を

し
て

い
る

。
4
月

5
日

、
不

動
産

事
業

者
か

ら
別

の
ガ

ス
事

業
者

と
の

契
約

の
た

め
、

L
P

ガ
ス

容
器

撤
去

の
依

頼
を

受
け

、
1
5
時

頃
に

事
業

者
が

現
地

に
行

っ
た

際
、

容
器

等
が

紛
失

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

容
器

管
理

及
び

容
器

盗
難

防
止

措
置

の
不

備
が

原
因

と
推

定
さ

れ
る

。

1
7
7

2
0
1
0
-

6
7
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
6

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
4
月

6
日

1
2
時

3
0
分

頃
、

消
費

先
の

従
業

員
が

、
L
P

ガ
ス

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

点
火

し
な

か
っ

た
た

め
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

な
お

、
前

日
4
月

5
日

の
1
2
時

頃
に

は
L
P

ガ
ス

を
使

用
し

て
お

り
、

4
月

5
日

～
6

日
の

間
に

盗
ま

れ
た

と
推

測
さ

れ
る

。
今

後
は

、
チ

ェ
ー

ン
を

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
7
8

2
0
1
0
-

6
7
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
7

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
、

低
圧

ホ
ー

ス
か

ら
刃

物
(推

定
)で

切
断

さ
れ

、
盗

難
さ

れ
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
7
9

2
0
1
0
-

7
2
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
7

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

L
P

ガ
ス

配
送

受
託

事
業

者
が

、
消

費
先

事
業

所
の

L
P

ガ
ス

供
給

設
備

か
ら

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
取

り
は

ず
さ

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
、

ガ
ス

供
給

（
販

売
）
事

業
者

に
連

絡
し

、
容

器
が

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

ガ
ス

供
給

事
業

者
が

確
認

し
た

。
当

該
容

器
2
本

は
、

い
ず

れ
も

高
圧

ホ
ー

ス
が

容
器

近
く
で

切
断

さ
れ

て
い

た
。

同
日

、
容

器
所

有
者

で
あ

る
L
P

ガ
ス

配
送

受
託

事
業

者
が

、
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

ま
た

、
併

せ
て

同
社

か
ら

県
へ

、
容

器
盗

難
に

係
る

通
報

が
あ

っ
た

。
消

費
先

事
業

所
は

、
平

成
2
1
年

3
月

1
9
日

に
閉

栓
処

理
し

、
容

器
盗

難
が

発
見

さ
れ

る
ま

で
容

器
を

接
続

し
た

ま
ま

放
置

し
て

い
た

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

が
容

器
盗

難
へ

と
誘

引
さ

れ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

販
売

店
か

ら
、

配
送

委
託

事
業

者
へ

の
容

器
撤

去
の

要
請

は
し

て
い

な
か

っ
た

。

1
8
0

2
0
1
0
-

6
7
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
8

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

8
日

1
0
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
の

職
員

が
、

貸
し

出
し

コ
ン

ロ
配

達
の

た
め

集
会

所
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

。
近

所
の

人
の

話
に

よ
る

と
、

最
後

に
ガ

ス
を

使
っ

た
の

は
平

成
2
2
年

2
月

2
1
日

で
あ

っ
た

。
こ

の
容

器
は

平
成

2
1
年

1
0
月

6
日

に
取

り
付

け
た

も
の

で
、

容
器

に
は

転
倒

防
止

の
鎖

が
し

て
あ

っ
た

。

1
8
1

2
0
1
0
-

6
7
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
8

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

3
月

8
日

か
ら

同
年

4
月

8
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

、
消

費
先

で
あ

る
別

荘
の

建
物

西
側

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

高
圧

ホ
ー

ス
と

一
緒

に
盗

難
に

あ
っ

た
。

平
成

2
2
年

4
月

8
日

1
6
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
メ

ー
タ

ー
検

針
に

訪
れ

た
際

、
ガ

ス
容

器
が

無
い

こ
と

に
気

づ
き

、
消

費
者

に
連

絡
す

る
と

と
も

に
、

翌
9
日

に
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
消

費
者

に
よ

る
と

、
当

別
荘

に
は

平
成

2
2
年

3
月

に
は

一
度

も
来

て
い

な
か

っ
た

と
の

こ
と

で
、

3
月

8
日

検
針

後
か

ら
4
月

8
日

検
針

前
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

1
8
2

2
0
1
0
-

6
7
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
8

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

8
日

1
9
時

、
消

費
者

が
容

器
設

置
場

所
を

見
る

と
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

翌
日

9
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
へ

連
絡

し
た

。
今

後
は

、
施

設
敷

地
の

出
入

口
を

施
錠

、
及

び
容

器
に

チ
ェ

ー
ン

を
巻

き
施

錠
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
8
3

2
0
1
0
-

6
7
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
8

宮
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
4
月

8
日

に
、

販
売

店
が

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
検

針
の

た
め

に
、

消
費

者
先

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

家
屋

が
解

体
さ

れ
て

お
り

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
消

費
者

か
ら

ガ
ス

利
用

契
約

の
解

除
の

申
し

出
も

な
く
、

ガ
ス

料
金

も
未

納
と

な
っ

て
い

る
。

1
8
4

2
0
1
0
-

6
7
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
1

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

1
1
日

午
前

1
1
時

0
0
分

、
宮

城
県

総
務

部
消

防
課

よ
り

、
販

売
事

業
者

の
容

器
が

仙
台

市
若

林
区

に
あ

る
と

通
報

が
入

っ
た

旨
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
従

業
員

が
現

場
に

行
き

付
近

を
捜

索
し

た
結

果
、

1
1
時

5
7
分

に
販

売
事

業
者

の
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

を
確

認
し

回
収

し
、

同
時

に
消

防
課

へ
報

告
し

た
。

今
後

は
、

全
て

の
容

器
の

確
認

を
行

い
、

紛
失

届
の

未
提

出
の

も
の

は
速

や
か

に
提

出
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
容

器
の

管
理

方
法

も
専

用
の

持
出

簿
を

作
成

し
、

管
理

の
徹

底
に

努
め

る
こ

と
と

し
た

。

1
8
5

2
0
1
0
-

6
8
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
2

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

1
2
日

午
前

0
時

過
ぎ

、
消

費
先

で
あ

る
飲

食
店

の
店

員
が

、
閉

店
後

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

（
消

費
先

は
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
て

）
が

設
置

し
て

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

同
日

午
後

5
時

頃
、

開
店

準
備

の
た

め
同

店
に

来
た

店
員

が
、

向
か

っ
て

左
側

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
に

気
づ

き
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
す

ぐ
に

販
売

店
担

当
者

が
現

場
に

到
着

し
、

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

端
末

で
の

確
認

を
行

い
、

盗
難

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
翌

1
3
日

早
朝

、
販

売
店

か
ら

地
元

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

1
8
6

2
0
1
0
-

6
8
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
3

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
容

器
本

体
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

1
3
日

、
消

費
先

か
ら

ガ
ス

の
開

栓
の

要
請

を
受

け
販

売
事

業
者

が
現

地
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1

本
が

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

前
入

居
者

の
退

去
時

（
平

成
2
0
年

8
月

2
8
日

）
に

は
2
本

設
置

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
関

係
者

に
聞

き
取

り
し

た
が

、
引

き
取

っ
た

事
実

が
な

い
こ

と
か

ら
盗

難
と

推
測

さ
れ

る
た

め
、

盗
難

届
け

を
警

察
へ

提
出

し
、

現
場

確
認

を
要

請
し

た
。

な
お

、
盗

難
さ

れ
た

容
器

に
は

ガ
ス

が
充

て
ん

さ
れ

て
い

た
。

1
8
7

2
0
1
0
-

6
8
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
3

福
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

先
は

、
研

修
所

で
あ

る
た

め
常

時
は

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

な
い

。
販

売
店

が
月

に
1
回

メ
ー

タ
ー

検
針

を
お

こ
な

っ
て

お
り

、
4
月

6
日

に
検

針
し

た
と

き
は

異
常

は
な

か
っ

た
。

4
月

1
3
日

に
容

器
の

交
換

に
行

っ
た

際
に

、
供

給
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
紛

失
を

発
見

し
た

。
そ

の
後

、
1
2
時

3
0
分

頃
に

配
送

員
よ

り
販

売
店

へ
連

絡
が

あ
り

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

、
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

今
後

は
、

容
器

を
チ

ェ
ー

ン
で

固
定

し
、

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
8
8

2
0
1
0
-

6
8
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
4

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

2
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

1
8
9

2
0
1
0
-

6
8
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
4

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

1
4
日

1
6
時

5
分

に
、

定
期

の
供

給
設

備
点

検
等

の
実

施
者

か
ら

L
P

ガ
ス

容
器

が
な

い
と

の
連

絡
が

あ
り

、
直

ち
に

販
売

店
の

担
当

者
が

消
費

先
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
ネ

ジ
継

手
か

ら
外

さ
れ

盗
ま

れ
て

い
た

。
1
6
時

8
分

、
警

察
署

に
連

絡
し

、
現

場
検

証
を

実
施

し
た

。

1
9
0

2
0
1
0
-

6
8
5

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
4
/
1
5

兵
庫

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

者
は

、
事

務
所

敷
地

内
に

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
kg

容
器

を
保

管
し

て
い

る
。

従
業

員
が

、
平

成
2
2
年

4
月

1
5
日

の
朝

8
時

頃
に

出
社

し
た

と
こ

ろ
、

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
1
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

な
お

、
盗

難
さ

れ
た

容
器

は
同

日
午

後
に

付
近

の
竹

藪
で

発
見

さ
れ

、
4
月

1
6
日

午
前

9
時

頃
に

回
収

し
た

。
今

後
は

、
容

器
置

き
場

を
施

錠
で

き
る

構
造

に
改

造
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
9
1

2
0
1
0
-

6
8
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
5

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

自
動

車
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

1
5
日

午
前

9
時

0
0
分

頃
､消

費
先

よ
り

ガ
ス

が
出

な
い

と
連

絡
あ

っ
た

。
午

前
9
時

3
0
分

に
販

売
店

従
業

員
が

現
地

に
到

着
し

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

4
月

6
日

に
検

針
員

が
、

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

同
日

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

1
9
2

2
0
1
0
-

6
8
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
6

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

1
6
日

1
5
時

2
0
分

頃
、

消
費

先
の

飲
食

店
従

業
員

が
L
P

ガ
ス

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
点

火
し

な
か

っ
た

た
め

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
と

こ
ろ

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

な
お

、
平

成
2
2
年

2
月

1
1
日

に
は

、
販

売
店

担
当

者
が

メ
ー

タ
検

針
を

実
施

し
て

お
り

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

4
本

を
確

認
し

て
い

る
。

消
費

先
の

飲
食

店
は

、
冬

季
は

休
業

で
あ

り
従

業
員

は
常

駐
し

て
い

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
月

に
1
回

以
上

の
巡

回
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
チ

ェ
ー

ン
を

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
9
3

2
0
1
0
-

6
8
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
6

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

1
6
日

に
、

公
民

館
の

管
理

者
か

ら
ガ

ス
の

残
量

が
少

な
い

様
な

の
で

確
認

し
て

ほ
し

い
旨

の
連

絡
を

受
け

、
販

売
店

の
担

当
者

が
現

地
を

訪
問

し
た

。
訪

問
の

結
果

、
供

給
設

備
に

充
て

ん
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
、

こ
の

販
売

店
の

空
容

器
が

2
本

設
置

さ
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

て
、

盗
難

が
発

覚
し

た
。

今
後

は
、

高
圧

ホ
ー

ス
と

容
器

を
、

簡
単

に
取

り
外

せ
な

い
よ

う
な

措
置

を
講

じ
る

な
ど

し
て

防
止

策
を

図
る

こ
と

と
し

た
。

－129－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

1
9
4

2
0
1
0
-

6
8
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
6

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

1
6
日

、
消

費
先

で
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
紛

失
し

て
い

る
と

、
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
配

送
委

託
先

に
も

連
絡

し
、

容
器

の
引

き
取

り
が

行
わ

れ
た

訳
で

は
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
同

日
午

後
、

販
売

店
よ

り
警

察
署

へ
連

絡
し

、
現

場
検

証
は

消
費

者
の

立
会

の
も

と
に

行
わ

れ
、

消
費

者
か

ら
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
現

在
は

代
替

の
容

器
を

設
置

し
て

い
る

が
、

盗
難

防
止

措
置

と
し

て
施

錠
の

で
き

る
チ

ェ
ー

ン
で

固
定

し
て

い
る

。

1
9
5

2
0
1
0
-

6
9
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

3
月

1
2
日

の
近

隣
の

公
民

館
で

、
容

器
盗

難
事

故
が

発
生

し
た

こ
と

に
伴

い
、

行
政

区
会

館
の

管
理

者
が

月
1
回

程
度

、
会

館
の

点
検

確
認

を
実

施
す

る
よ

う
取

り
決

め
た

。
4
月

1
7
日

、
管

理
者

が
点

検
を

実
施

し
た

際
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

及
び

調
整

器
が

無
く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
(ホ

ー
ス

を
切

断
し

持
ち

去
ら

れ
て

い
た

。
)確

認
後

、
管

理
者

か
ら

警
察

へ
通

報
し

、
警

察
か

ら
販

売
店

へ
連

絡
が

入
り

現
地

確
認

を
実

施
し

た
。

盗
難

容
器

の
残

量
は

、
2
kg

程
度

で
あ

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
こ

の
行

政
区

会
館

は
、

国
道

に
隣

接
し

て
い

る
が

、
容

器
設

置
場

所
は

会
館

の
裏

で
あ

り
道

路
か

ら
は

確
認

で
き

な
い

。
周

辺
は

通
行

量
及

び
人

通
り

が
少

な
く
、

会
館

に
は

街
灯

も
設

置
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
な

ど
か

ら
、

現
地

に
お

い
て

容
易

に
持

ち
去

る
こ

と
が

出
来

た
と

推
測

さ
れ

る
。

1
9
6

2
0
1
0
-

6
9
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
7

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

1
7
日

に
、

販
売

店
従

業
員

が
消

費
者

宅
を

検
針

で
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
予

備
側

の
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

な
お

、
警

察
に

届
け

出
て

お
り

、
現

地
検

分
を

終
了

し
て

い
る

。

1
9
7

2
0
1
0
-

6
9
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
7

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

ホ
ー

ス
を

鋭
利

な
刃

物
で

切
断

さ
れ

盗
難

さ
れ

て
い

た
。

1
9
8

2
0
1
0
-

6
9
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
9

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
一

般
消

費
者

か
ら

、
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

調
査

し
た

結
果

、
転

倒
防

止
チ

ェ
ー

ン
が

切
断

さ
れ

容
器

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

た
だ

ち
に

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

今
後

は
、

盗
難

防
止

チ
ェ

ー
ン

を
2
本

切
断

さ
れ

盗
取

さ
れ

た
た

め
、

消
費

者
に

都
市

ガ
ス

に
供

給
先

を
変

更
す

る
よ

う
依

頼
す

る
こ

と
と

し
た

。

1
9
9

2
0
1
0
-

6
9
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
1
9

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

1
9
日

朝
、

消
費

者
か

ら
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
連

絡
が

あ
っ

た
。

な
お

、
1
7
日

夜
ま

で
は

、
ガ

ス
は

使
用

で
き

て
い

た
と

の
こ

と
。

2
0
0

2
0
1
0
-

6
9
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
0

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

2
0
日

1
1
時

頃
、

配
送

担
当

者
が

消
費

者
先

付
近

を
通

過
し

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

な
お

、
警

察
に

届
け

出
て

お
り

、
現

地
検

分
も

終
了

し
て

い
る

。

2
0
1

2
0
1
0
-

6
9
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
1

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
市

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

2
1
日

午
前

8
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
L
P

ガ
ス

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
販

売
店

に
連

絡
が

入
り

、
社

員
が

現
場

に
向

か
い

供
給

設
備

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
1
本

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
盗

ま
れ

て
い

た
。

警
察

署
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
0
2

2
0
1
0
-

7
3
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
1

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

2
1
日

1
7
時

、
販

売
店

社
員

が
、

消
費

先
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

盗
ま

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

容
器

は
平

成
2
1
年

7
月

に
一

度
供

給
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
後

1
1
月

か
ら

数
ヶ

月
使

用
し

な
い

た
め

閉
栓

状
態

と
な

っ
て

い
た

。
配

管
は

ス
パ

ナ
で

は
ず

さ
れ

て
お

り
、

容
器

と
中

身
の

L
P

ガ
ス

以
外

の
被

害
は

な
か

っ
た

。

2
0
3

2
0
1
0
-

6
9
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
2

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
閉

鎖
さ

れ
た

消
費

事
業

所
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
盗

ま
れ

て
い

た
。

2
0
4

2
0
1
0
-

6
9
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
2

鳥
取

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

2
3
日

の
消

費
者

先
の

メ
ー

タ
ー

検
針

時
に

お
い

て
、

容
器

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
同

4
月

2
2
日

1
1
時

0
0
分

ご
ろ

、
販

売
店

従
業

員
が

L
P

ガ
ス

検
針

に
訪

問
し

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

、
警

察
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

2
0
5

2
0
1
0
-

6
9
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
3

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
3
月

2
1
日

の
消

費
先

事
務

所
の

検
針

時
に

は
、

異
常

が
な

か
っ

た
。

4
月

2
3
日

の
午

前
中

、
販

売
店

従
業

員
が

町
内

の
検

針
を

行
っ

て
い

る
際

に
、

事
務

所
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
予

備
側

の
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

、
警

察
署

に
通

報
し

た
。

警
察

に
よ

る
現

場
検

証
、

被
害

届
の

提
出

等
の

事
故

処
理

を
実

施
し

た
。

2
0
6

2
0
1
0
-

7
0
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
3

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

2
3
日

1
1
時

頃
、

消
費

者
先

へ
、

販
売

店
の

配
送

員
が

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
容

器
置

き
場

は
台

所
直

近
の

屋
外

に
あ

り
、

最
後

に
確

認
さ

れ
た

の
は

平
成

2
2
年

3
月

2
5
日

の
検

針
時

で
あ

っ
た

。

2
0
7

2
0
1
0
-

7
0
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
3

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

4
月

2
3
日

1
6
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
先

か
ら

販
売

店
に

「
L
P

ガ
ス

容
器

が
な

い
が

、
長

い
間

使
用

し
て

い
な

い
か

ら
引

き
揚

げ
た

の
か

」
と

問
い

合
わ

せ
が

あ
り

、
現

場
に

行
く
と

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
消

費
者

が
気

づ
い

た
の

は
、

1
5
時

0
0
分

頃
で

あ
っ

た
。

4
月

7
日

に
ガ

ス
の

検
針

を
し

た
と

き
に

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

あ
っ

た
。

4
月

7
日

か
ら

2
3
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

見
ら

れ
る

。
5
月

2
3
日

に
警

察
署

へ
通

報
し

、
同

日
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

消
費

者
の

あ
る

場
所

は
、

主
要

道
路

の
そ

ば
で

あ
り

、
1
日

の
う

ち
1
時

間
ぐ

ら
い

し
か

人
が

お
ら

ず
、

道
路

か
ら

見
え

に
く
い

た
め

盗
ま

れ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

2
0
8

2
0
1
0
-

7
0
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
5

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
ホ

テ
ル

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

4
月

2
4
～

2
5
日

の
期

間
に

、
ホ

テ
ル

前
で

イ
ベ

ン
ト

が
あ

り
、

複
数

の
事

業
者

が
露

天
販

売
を

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
た

。
飲

食
店

が
、

屋
台

テ
ン

ト
で

焼
き

そ
ば

の
販

売
を

行
う

た
め

に
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

を
調

整
器

で
接

続
し

て
使

用
し

て
い

た
。

2
4
日

に
使

用
し

た
後

、
テ

ン
ト

を
下

げ
て

、
そ

の
中

に
容

器
も

収
納

し
て

い
た

が
、

2
5
日

の
朝

に
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
調

整
器

か
ら

外
さ

れ
て

持
ち

去
ら

れ
て

い
た

の
に

気
付

き
、

同
日

の
午

前
1
0
時

ご
ろ

に
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

L
P

ガ
ス

の
販

売
店

が
、

警
察

に
通

報
し

た
。

原
因

は
、

4
月

2
4
日

に
使

用
し

た
後

、
鍵

の
か

か
る

所
に

容
器

を
収

納
す

る
の

で
な

く
、

（
野

外
）
テ

ン
ト

の
足

を
下

げ
て

そ
の

中
に

収
納

し
て

い
た

た
め

で
あ

っ
た

。

2
0
9

2
0
1
0
-

7
0
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
7

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

先
に

設
置

し
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

2
1
0

2
0
1
0
-

7
0
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
7

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

2
7
日

1
3
時

頃
､閉

栓
中

の
供

給
先

か
ら

開
栓

依
頼

が
あ

り
、

販
売

店
従

業
員

が
開

栓
に

行
っ

た
と

こ
ろ

､L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
予

備
容

器
１

本
が

無
く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
な

お
､警

察
に

届
け

出
て

お
り

､現
地

検
分

も
終

了
し

て
い

る
。

－130－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
1
1

2
0
1
0
-

7
0
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
7

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

2
7
日

に
配

送
員

が
消

費
者

宅
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

消
費

者
宅

は
、

1
月

3
0
日

に
閉

栓
作

業
を

行
い

、
空

き
家

と
な

っ
て

い
た

。
販

売
業

者
か

ら
警

察
署

に
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

2
1
2

2
0
1
0
-

7
0
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
4
/
2
8

徳
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
畜

産
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
平

成
2
2
年

4
月

2
8
日

午
前

8
時

3
0
分

、
消

費
者

先
か

ら
電

話
連

絡
が

あ
り

、
前

日
の

大
雨

で
川

が
増

水
し

、
養

豚
場

の
暖

房
用

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

3
0
本

の
う

ち
6
本

が
流

出
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
旨

、
県

に
連

絡
し

、
所

轄
消

防
署

と
と

も
に

捜
索

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

付
近

で
3
本

を
回

収
し

た
。

残
り

3
本

に
つ

い
て

は
、

現
在

も
捜

索
中

で
あ

る
。

2
1
3

2
0
1
0
-

7
0
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
4
/
2
8

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

4
月

2
8
日

午
後

2
時

に
、

消
費

者
か

ら
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

が
紛

失
し

て
い

る
と

の
連

絡
が

あ
り

、
配

送
員

が
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
隣

近
所

を
自

社
社

員
6
名

で
捜

索
し

た
が

、
発

見
さ

れ
な

か
っ

た
た

め
､翌

日
2
9
日

に
交

番
に

被
害

届
を

出
し

た
。

2
1
4

2
0
1
0
-

8
8
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

集
会

所
の

検
針

時
に

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
番

号
が

違
う

こ
と

に
気

が
つ

き
検

針
、

配
置

容
器

帳
で

確
認

す
る

と
、

小
学

校
に

設
置

し
て

あ
っ

た
容

器
で

あ
る

こ
と

か
判

明
し

た
。

直
ち

に
、

小
学

校
へ

確
認

に
行

く
と

、
1
月

1
0
日

に
消

費
先

で
あ

る
会

社
事

務
所

か
ら

盗
ま

れ
て

い
た

容
器

が
、

空
の

状
態

で
設

置
し

て
あ

っ
た

。
小

学
校

は
、

2
4
時

間
監

視
シ

ス
テ

ム
が

設
置

し
て

あ
り

、
残

量
警

告
又

は
検

針
時

通
信

エ
ラ

ー
が

な
い

と
行

か
な

い
た

め
、

何
月

に
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
か

不
明

で
あ

る
。

今
後

は
、

容
器

を
施

錠
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
1
5

2
0
1
0
-

8
8
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

集
会

所
の

検
針

時
に

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
番

号
が

違
う

こ
と

に
気

が
つ

き
検

針
、

配
置

容
器

帳
に

て
確

認
す

る
と

、
小

学
校

に
設

置
し

て
あ

っ
た

容
器

で
あ

る
こ

と
か

判
明

し
た

。
直

ち
に

、
小

学
校

へ
確

認
に

行
く
と

、
1
月

1
0
日

に
消

費
先

で
あ

る
会

社
事

務
所

か
ら

盗
ま

れ
て

い
た

容
器

が
、

空
の

状
態

で
設

置
し

て
あ

っ
た

。
小

学
校

は
、

2
4
時

間
監

視
シ

ス
テ

ム
が

設
置

し
て

あ
り

、
残

量
警

告
又

は
検

針
時

通
信

エ
ラ

ー
が

な
い

と
行

か
な

い
た

め
、

何
月

に
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
か

不
明

で
あ

る
。

今
後

は
、

容
器

を
施

錠
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
1
6

2
0
1
0
-

7
0
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
5
月

1
日

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

を
消

費
者

先
へ

配
送

し
た

。
そ

の
日

は
午

後
8
時

3
0
分

頃
ま

で
、

L
P

ガ
ス

を
使

用
し

た
。

翌
2
日

午
前

1
0

時
3
0
頃

、
消

費
者

か
ら

ガ
ス

が
出

な
い

と
の

電
話

が
販

売
店

に
は

い
っ

た
。

販
売

店
が

確
認

す
る

と
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
取

り
外

さ
れ

て
な

く
な

っ
て

い
た

。

2
1
7

2
0
1
0
-

7
0
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
3

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

5
月

3
日

1
7
時

2
5
分

頃
、

L
P

ガ
ス

供
給

先
か

ら
、

販
売

店
の

緊
急

セ
ン

タ
ー

に
圧

力
セ

ン
サ

ー
遮

断
の

入
電

が
あ

り
、

同
緊

急
セ

ン
タ

ー
の

担
当

者
が

、
折

り
返

し
電

話
連

絡
し

た
が

連
絡

が
取

れ
な

か
っ

た
た

め
、

5
月

6
日

午
前

9
時

頃
、

販
売

店
の

社
員

が
現

地
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
取

り
外

さ
れ

て
い

た
の

を
確

認
し

た
。

平
成

2
2
年

5
月

1
3
日

に
交

番
に

盗
難

届
、

及
び

市
消

防
局

に
事

故
届

を
提

出
し

た
。

2
1
8

2
0
1
0
-

7
1
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
5

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

よ
り

、
ガ

ス
切

れ
と

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

調
べ

た
と

こ
ろ

ガ
ス

切
れ

で
は

な
く
盗

難
と

判
明

し
た

。
派

出
所

に
盗

難
届

を
提

出
し

、
現

在
捜

査
中

で
あ

る
。

2
1
9

2
0
1
0
-

8
4
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
5

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

5
日

、
ガ

ス
容

器
設

置
宅

の
消

費
者

が
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

盗
難

と
判

断
し

、
平

成
2
2
年

8
月

1
8
日

、
所

轄
の

警
察

署
へ

届
け

出
た

。
直

近
の

容
器

設
置

は
、

平
成

2
0
年

6
月

2
6
日

で
あ

っ
た

。

2
2
0

2
0
1
0
-

7
3
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
6

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

5
月

4
日

ま
で

、
消

費
先

で
は

ガ
ス

が
使

え
た

が
、

5
月

6
日

1
5
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
が

検
針

に
行

っ
た

際
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

い
こ

と
に

気
付

い
た

。
消

費
者

に
販

売
店

が
確

認
を

取
っ

た
と

こ
ろ

、
5
月

1
1
日

に
消

費
者

か
ら

容
器

を
動

か
し

た
こ

と
は

な
い

旨
の

回
答

が
あ

っ
た

た
め

、
容

器
の

盗
難

で
あ

り
高

圧
ガ

ス
事

故
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

、
県

消
防

保
安

課
に

5
月

1
1
日

1
5
時

頃
、

事
故

の
第

一
報

を
入

れ
た

。

2
2
1

2
0
1
0
-

7
4
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
5
/
6

山
口

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

漁
業

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
よ

り
、

漁
船

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
引

き
渡

さ
れ

て
い

た
が

、
そ

の
漁

船
が

5
月

6
日

に
船

同
士

の
衝

突
に

よ
り

沈
没

し
、

容
器

も
共

に
沈

ん
だ

。
海

中
に

沈
ん

だ
2
本

の
う

ち
1
本

が
6
月

9
日

に
福

井
県

小
浜

湾
の

海
上

を
漂

流
し

て
い

る
と

こ
ろ

を
小

浜
海

上
保

安
署

が
発

見
、

回
収

し
、

6
月

1
0
日

に
同

署
員

か
ら

容
器

所
有

者
に

連
絡

が
入

り
、

今
回

衝
突

事
故

が
発

生
し

た
漁

船
と

共
に

同
社

容
器

が
喪

失
し

て
い

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
発

見
さ

れ
て

い
な

い
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

は
漁

船
と

共
に

海
中

に
沈

ん
で

い
る

と
推

定
さ

れ
る

。

2
2
2

2
0
1
0
-

7
7
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
6

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
継

手
か

ら
取

り
外

さ
れ

て
い

た
。

2
2
3

2
0
1
0
-

7
7
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
6

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

6
日

、
配

送
員

が
消

費
者

宅
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

販
売

業
者

か
ら

警
察

署
に

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
2
4

2
0
1
0
-

7
7
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
6

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

6
日

、
配

送
員

が
消

費
者

宅
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

販
売

業
者

か
ら

警
察

署
に

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
2
5

2
0
1
0
-

7
1
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
7

鳥
取

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

よ
り

、
ガ

ス
が

出
な

い
と

の
連

絡
が

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

供
給

し
て

い
る

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
空

で
あ

っ
た

た
め

、
交

換
し

た
。

充
て

ん
所

ま
で

空
の

容
器

を
持

ち
帰

っ
て

、
再

度
充

て
ん

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

1
本

が
平

成
2
2
年

1
月

に
同

じ
消

費
先

で
盗

難
の

あ
っ

た
容

器
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

2
2
6

2
0
1
0
-

7
3
3

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
5
/
7

佐
賀

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

7
日

午
前

7
時

頃
、

消
費

先
事

業
所

か
ら

、
容

器
置

場
に

保
管

し
て

い
た

切
断

用
に

使
用

す
る

酸
素

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
.2

kg
容

器
1
本

が
盗

ま
れ

た
旨

の
連

絡
が

ガ
ス

納
入

会
社

に
あ

っ
た

。
消

費
者

に
よ

る
と

、
4
月

3
0
日

午
後

6
時

頃
に

は
異

常
は

な
か

っ
た

。
同

日
、

消
費

者
は

警
察

署
へ

盗
難

の
発

生
に

つ
い

て
連

絡
し

、
事

情
聴

取
を

受
け

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
2
7

2
0
1
0
-

7
1
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
8

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

5
月

8
日

午
前

1
1
時

3
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
の

担
当

者
が

消
費

先
の

前
を

通
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
喪

失
を

発
見

し
た

。
容

器
の

喪
失

を
発

見
後

、
現

場
付

近
を

探
し

た
が

容
器

の
発

見
は

で
き

ず
、

配
送

委
託

先
に

状
況

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
、

盗
難

と
判

断
し

関
係

官
庁

等
へ

連
絡

し
た

。
発

生
日

時
は

、
平

成
2
1
年

6
月

2
9
日

（
転

出
日

）
に

容
器

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

以
降

発
見

に
至

る
ま

で
の

間
で

盗
難

に
遭

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

2
2
8

2
0
1
0
-

7
3
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
9

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

9
日

8
時

0
0
分

、
藤

岡
市

内
の

お
菓

子
店

の
店

主
が

、
ガ

ス
を

使
用

し
よ

う
と

し
た

が
点

火
し

な
い

た
め

、
ガ

ス
置

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

今
後

は
、

L
P

ガ
ス

容
器

を
施

錠
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
2
9

2
0
1
0
-

7
3
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
1

長
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
5
月

1
1
日

午
前

1
0
時

4
5
分

頃
、

消
費

先
よ

り
容

器
を

撤
去

し
た

の
で

は
な

い
か

と
販

売
店

に
電

話
が

あ
っ

た
。

販
売

店
従

業
員

が
、

消
費

先
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
周

辺
を

確
認

し
た

が
見

あ
た

な
か

っ
た

の
で

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
同

日
1
4

時
に

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

容
器

の
最

終
設

置
は

、
平

成
2
2
年

4
月

1
日

で
あ

っ
た

。

2
3
0

2
0
1
0
-

7
1
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
2

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

5
月

1
2
日

1
0
時

頃
に

、
配

送
員

が
、

納
品

時
に

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

6
本

の
う

ち
1
本

が
な

い
こ

と
に

気
づ

き
、

消
費

者
に

相
談

し
た

。
確

認
作

業
を

し
て

も
ら

っ
た

結
果

、
社

内
及

び
営

業
所

で
は

、
発

見
で

き
な

い
と

、
5
月

2
5
日

に
当

社
に

連
絡

が
あ

っ
た

。
5
月

2
6
日

に
、

交
番

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

原
因

は
、

倉
庫

外
に

容
器

を
置

い
て

い
た

た
め

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
事

業
者

倉
庫

内
に

容
器

を
施

錠
し

て
保

管
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
3
1

2
0
1
0
-

7
1
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
5
月

1
2
日

午
前

1
0
時

頃
、

容
器

交
換

の
配

送
事

業
者

が
、

消
費

先
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

5
月

8
日

の
検

針
時

に
は

容
器

を
確

認
し

て
お

り
、

盗
難

と
判

断
し

警
察

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
3
2

2
0
1
0
-

7
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
2

長
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

1
2
日

午
前

9
時

頃
、

販
売

店
の

担
当

者
が

、
消

費
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
消

費
者

は
、

容
器

が
無

い
こ

と
に

気
づ

い
て

い
た

。
こ

の
た

め
、

盗
難

と
判

断
し

警
察

署
ヘ

L
P

ガ
ス

容
器

の
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
3
3

2
0
1
0
-

7
3
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
3

大
分

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
公

民
館

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
た

。
最

終
使

用
時

(平
成

2
2
年

4
月

1
7
日

)か
ら

定
期

検
針

時
(平

成
2
2
年

5
月

1
3
日

)ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
｡5

月
1
3
日

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
3
4

2
0
1
0
-

7
3
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
4

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
5
月

1
4
日

9
時

3
0
分

に
、

販
売

店
従

業
員

が
、

消
費

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

販
売

店
が

都
に

連
絡

し
た

。
な

お
、

警
察

に
被

害
届

を
提

出
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
届

け
出

る
よ

う
都

が
指

導
し

た
。

2
3
5

2
0
1
0
-

7
4
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
4

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

1
4
日

1
0
時

頃
、

消
費

先
に

隣
接

す
る

テ
ナ

ン
ト

の
従

業
員

か
ら

、
販

売
店

に
ガ

ス
臭

が
す

る
と

の
通

報
が

あ
っ

た
。

販
売

店
従

業
員

が
急

行
す

る
と

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

設
置

の
う

ち
の

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
た

め
、

同
日

警
察

へ
通

報
し

た
。

な
お

、
ガ

ス
の

に
お

い
の

原
因

は
、

盗
難

さ
れ

な
か

っ
た

容
器

の
バ

ル
ブ

が
緩

ん
で

い
た

た
め

で
あ

っ
た

。

2
3
6

2
0
1
0
-

7
1
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
5

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

5
月

1
5
日

午
前

1
1
時

3
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
の

担
当

者
が

消
費

先
の

前
を

通
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
喪

失
を

発
見

し
た

。
容

器
の

喪
失

を
発

見
後

、
現

場
付

近
を

探
し

た
が

容
器

の
発

見
は

で
き

ず
、

配
送

委
託

先
に

状
況

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
、

盗
難

と
判

断
し

関
係

官
庁

等
へ

連
絡

し
た

。
発

生
日

時
は

、
平

成
1
8
年

3
月

3
1
日

（
転

出
日

）
に

容
器

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

以
降

発
見

（
平

成
2
2
年

5
月

1
5
日

）
に

至
る

ま
で

の
間

で
盗

難
に

遭
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

2
3
7

2
0
1
0
-

7
3
9

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
5
/
1
5

静
岡

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

先
の

事
業

所
従

業
員

が
、

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

及
び

酸
素

容
器

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
所

定
の

容
器

置
き

場
に

容
器

が
な

い
こ

と
か

ら
盗

難
に

気
づ

い
た

。
原

因
は

、
容

器
置

場
は

引
き

戸
で

、
施

錠
さ

れ
て

い
た

が
、

戸
を

持
ち

上
げ

て
外

す
こ

と
が

で
き

、
防

犯
が

徹
底

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
容

易
に

持
ち

出
し

が
で

き
な

い
よ

う
に

容
器

を
鎖

で
繋

い
だ

上
で

施
錠

し
、

責
任

者
が

鍵
を

保
管

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
3
8

2
0
1
0
-

7
1
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
7

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

1
7
日

8
時

、
消

費
先

が
廃

業
の

た
め

、
販

売
店

従
業

員
が

容
器

の
回

収
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

容
器

所
有

者
に

連
絡

し
、

容
器

保
有

者
か

ら
県

に
連

絡
し

た
。

今
後

は
、

当
該

施
設

敷
地

の
出

入
口

を
施

錠
、

及
び

容
器

に
チ

ェ
ー

ン
を

巻
き

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
3
9

2
0
1
0
-

7
1
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
7

鳥
取

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
委

託
先

の
配

送
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

通
報

を
受

信
し

、
販

売
店

従
業

員
が

消
費

先
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

自
動

切
換

調
整

器
に

接
続

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

（
満

タ
ン

）
の

盗
難

を
確

認
し

た
。

2
4
0

2
0
1
0
-

7
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
7

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

5
月

1
7
日

に
、

消
費

先
よ

り
L
P

ガ
ス

容
器

が
無

い
と

の
苦

情
が

あ
り

、
L
P

ガ
ス

販
売

店
職

員
が

現
場

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

2
本

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

5
0
㎏

容
器

が
1
本

し
か

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
、

配
送

を
行

っ
た

販
売

店
に

容
器

に
つ

い
て

確
認

し
た

が
回

収
し

た
記

録
が

無
い

た
め

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
消

費
先

は
別

荘
で

あ
る

た
め

、
年

間
の

配
達

の
回

数
も

少
な

く
、

最
後

に
確

認
さ

れ
た

平
成

2
2
年

1
月

2
1
日

か
ら

平
成

2
2
年

5
月

1
7
日

ま
で

の
間

に
盗

ま
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

2
4
1

2
0
1
0
-

7
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
8

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

1
8
日

に
、

販
売

店
の

従
業

員
が

メ
ー

タ
検

針
の

た
め

現
場

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

販
売

店
が

消
費

者
に

聞
取

り
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
5
月

1
4
日

に
は

容
器

を
確

認
し

た
が

、
1
7
日

に
は

無
く
な

っ
て

い
た

と
の

こ
と

。
同

日
、

販
売

店
か

ら
警

察
署

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

2
4
2

2
0
1
0
-

7
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
9

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

5
月

1
9
日

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

利
用

者
よ

り
「
ガ

ス
が

つ
か

な
い

」
と

の
連

絡
が

あ
り

、
同

日
午

前
1
1
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
点

検
に

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
に

気
づ

い
た

。
容

器
は

、
ホ

ー
ス

接
続

ネ
ジ

を
外

さ
れ

て
い

た
。

5
月

1
0
日

の
検

針
の

際
に

は
、

容
器

は
確

認
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
後

に
盗

難
が

発
生

し
た

と
推

測
さ

れ
る

。
5
月

1
9
日

に
、

最
寄

の
駐

在
所

に
盗

難
の

被
害

届
け

を
提

出
し

た
。

2
4
3

2
0
1
0
-

7
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
1
9

富
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
は

、
消

費
者

に
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

を
供

給
し

て
い

た
。

平
成

2
2
年

5
月

1
9
日

8
時

4
0
分

頃
に

、
消

費
者

が
ガ

ス
コ

ン
ロ

を
使

用
し

た
と

こ
ろ

着
火

し
な

か
っ

た
た

め
、

販
売

事
業

者
に

連
絡

し
た

。
販

売
事

業
者

が
現

地
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
取

り
外

さ
れ

、
紛

失
し

て
い

る
こ

と
に

気
付

き
、

卸
事

業
者

の
従

業
員

と
と

も
に

周
囲

を
捜

索
し

た
が

発
見

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
盗

難
と

判
断

し
、

警
察

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
消

費
者

が
ガ

ス
コ

ン
ロ

を
最

後
に

使
用

し
た

の
が

1
8
日

の
1
6
時

頃
で

あ
る

た
め

、
盗

難
に

あ
っ

た
の

は
1
8
日

1
6
時

頃
か

ら
1
9
日

8
時

4
0
分

頃
の

間
と

考
え

ら
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
4
4

2
0
1
0
-

7
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
0

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

2
0
日

午
後

1
1
頃

、
自

治
会

か
ら

公
民

館
に

設
置

し
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
販

売
店

へ
連

絡
が

あ
っ

た
。

平
成

2
1
年

1
2
月

2
2
日

に
ガ

ス
の

詰
め

替
え

を
行

っ
て

お
り

、
そ

れ
以

降
、

盗
難

に
あ

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

2
4
5

2
0
1
0
-

7
4
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
0

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

一
般

化
学

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
5
月

2
0
日

9
時

頃
、

消
費

先
で

配
送

員
が

容
器

が
な

い
こ

と
に

気
付

い
た

。
販

売
店

担
当

者
が

現
地

を
訪

問
す

る
と

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
同

日
1
7
時

4
8
分

、
交

番
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
4
6

2
0
1
0
-

7
4
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
紛

失

2
0
1
0
/
5
/
2
0

静
岡

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
紛

失
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
販

売
店

担
当

者
が

､容
器

貸
出

先
で

あ
る

消
費

先
を

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

消
費

先
が

売
地

と
な

っ
て

お
り

、
敷

地
内

か
ら

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

、
及

び
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。

2
4
7

2
0
1
0
-

7
2
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
1

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

5
月

2
1
日

1
5
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
の

従
業

員
が

消
費

先
の

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
検

針
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
4
月

1
3
日

の
検

針
時

に
は

4
本

あ
っ

た
は

ず
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

3
本

し
か

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

消
費

先
は

、
昨

年
の

7
月

1
4
日

か
ら

ガ
ス

の
使

用
が

な
く
、

連
絡

も
つ

か
な

い
状

態
で

あ
っ

た
た

め
メ

ー
タ

ー
に

て
ガ

ス
止

め
を

し
て

お
り

、
容

器
引

き
上

げ
を

検
討

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
っ

た
。

5
月

2
1
日

に
警

察
へ

通
報

し
、

5
月

2
5
日

盗
難

届
提

出
、

同
日

警
察

に
よ

る
現

場
検

証
を

実
施

し
た

。

2
4
8

2
0
1
0
-

7
4
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
1

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
倉

庫
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
5
月

2
1
日

1
3
時

頃
、

販
売

事
業

者
が

検
針

の
た

め
供

給
先

を
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

2
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

か
ら

切
断

さ
れ

盗
ま

れ
て

い
た

。
警

察
署

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

2
4
9

2
0
1
0
-

7
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

5
月

2
2
日

8
時

3
0
分

頃
、

L
P

ガ
ス

消
費

先
の

職
員

が
出

勤
し

て
す

ぐ
に

、
5
号

湯
沸

器
を

点
火

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
点

火
し

な
か

っ
た

た
め

、
同

湯
沸

器
の

電
池

交
換

を
試

み
た

が
点

火
し

な
か

っ
た

。
午

後
に

な
っ

て
か

ら
、

不
審

に
思

い
屋

外
の

供
給

設
備

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

何
者

か
に

持
ち

去
ら

れ
て

い
た

の
を

発
見

し
た

。
同

日
1
5
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
が

交
番

に
盗

難
届

を
提

出
後

、
1
6
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
に

緊
急

時
連

絡
が

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

事
故

現
場

に
臨

場
し

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
高

圧
ガ

ス
ホ

ー
ス

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

の
を

確
認

し
た

。
平

成
2
2
年

5
月

2
4
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。

2
5
0

2
0
1
0
-

7
2
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
3

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

5
月

2
3
日

午
後

1
時

頃
、

地
区

住
民

が
公

民
館

を
利

用
の

際
に

、
ガ

ス
湯

沸
器

を
使

用
し

た
と

こ
ろ

点
火

し
な

か
っ

た
た

め
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
元

栓
を

確
認

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

容
器

置
き

場
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
に

気
づ

き
、

販
売

店
へ

連
絡

し
、

さ
ら

に
警

察
署

に
通

報
し

た
。

同
日

、
午

後
1
時

3
0
分

頃
、

警
察

署
と

現
場

検
証

を
行

っ
た

。
ガ

ス
の

検
針

委
託

先
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

検
針

員
が

平
成

2
2
年

5
月

1
2
日

午
前

9
時

4
0
分

頃
に

公
民

館
を

検
針

し
た

と
き

に
は

異
常

が
な

く
、

平
成

2
2
年

5
月

1
2

日
午

後
か

ら
平

成
2
2
年

5
月

2
3
日

未
明

の
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

2
5
1

2
0
1
0
-

7
4
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
4

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
5
月

2
4
日

8
時

5
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
「
点

火
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

火
が

着
か

な
い

」
と

販
売

店
に

連
絡

が
入

り
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
に

向
か

い
供

給
設

備
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
予

備
側

の
1
本

が
、

高
圧

ホ
ー

ス
か

ら
切

断
さ

れ
盗

ま
れ

て
い

た
。

警
察

署
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
5
2

2
0
1
0
-

7
2
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
5

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

5
月

2
5
日

1
3
時

3
0
分

頃
に

、
警

察
署

よ
り

、
販

売
店

の
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
投

棄
さ

れ
て

い
る

と
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

容
器

の
製

造
番

号
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

を
供

給
し

て
い

る
消

費
者

の
容

器
が

、
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
平

成
2
2
年

4
月

1
5
日

に
消

費
者

を
訪

問
し

、
L
P

ガ
ス

設
備

調
査

、
点

検
し

た
時

点
で

は
、

容
器

が
あ

る
こ

と
を

販
売

店
の

従
業

員
が

確
認

し
て

い
る

。
事

故
発

生
日

時
は

、
4
月

1
5
日

の
容

器
確

認
後

か
ら

連
絡

が
入

っ
た

5
月

2
5
日

の
期

間
に

あ
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
5
3

2
0
1
0
-

7
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
2
6

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

7
日

、
販

売
店

従
業

員
が

消
費

者
先

に
行

っ
た

際
は

、
所

定
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
そ

の
ま

ま
で

設
置

さ
れ

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

配
送

予
定

で
あ

っ
た

2
6
日

A
M

9
時

3
0
分

頃
、

現
場

に
交

換
に

行
っ

た
と

こ
ろ

､L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
設

置
し

て
あ

る
は

ず
が

、
1
本

し
か

な
い

こ
と

に
気

付
き

警
察

に
通

報
し

た
。

2
5
4

2
0
1
0
-

7
4
4

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
5
/
2
9

新
潟

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
従

業
員

が
､5

月
2
8
日

に
容

器
を

確
認

し
て

い
る

が
､翌

日
の

5
月

2
9
日

に
保

管
し

て
い

た
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

と
、

酸
素

7
m

3
容

器
1
本

が
な

い
こ

と
に

気
付

い
た

。

2
5
5

2
0
1
0
-

7
2
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
3
1

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

3
1
日

1
3
時

3
0
分

頃
、

空
き

家
の

新
居

者
よ

り
ガ

ス
管

工
事

依
頼

が
あ

り
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
ホ

ー
ス

接
続

部
分

か
ら

外
さ

れ
紛

失
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
平

成
2
2
年

6
月

2
日

、
交

番
に

盗
難

届
、

同
年

6
月

4
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。

2
5
6

2
0
1
0
-

7
7
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
5
/
3
1

鹿
児

島
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

5
月

3
1
日

午
前

1
0
時

頃
、

配
送

業
者

が
配

送
途

中
に

集
荷

セ
ン

タ
ー

前
を

通
り

か
か

っ
た

際
、

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
集

荷
セ

ン
タ

ー
関

係
者

、
販

売
店

に
問

い
合

わ
せ

し
た

が
、

行
方

が
分

か
ら

ず
、

し
ば

ら
く
捜

索
し

た
が

見
当

た
ら

な
か

っ
た

た
め

、
平

成
2
2
年

6
月

8
日

、
警

察
署

へ
被

害
届

を
提

出
し

、
同

日
、

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。

2
5
7

2
0
1
0
-

7
7
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
1

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

自
動

車
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

2
5
8

2
0
1
0
-

7
4
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

2
日

6
時

5
0
分

頃
、

地
区

自
治

会
長

よ
り

販
売

店
に

、
集

会
所

に
設

置
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

と
通

報
が

あ
っ

た
。

な
お

、
調

整
器

等
の

損
傷

は
無

か
っ

た
。

2
5
9

2
0
1
0
-

7
4
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

2
日

、
ア

パ
ー

ト
の

空
室

に
設

置
し

て
あ

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

及
び

調
整

器
が

長
期

間
閉

栓
中

で
あ

っ
た

た
め

、
販

売
店

が
取

り
外

し
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

1
本

と
調

整
器

が
紛

失
し

て
お

り
、

盗
難

に
あ

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
6
0

2
0
1
0
-

8
0
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

2
日

1
2
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
ガ

ス
が

出
な

い
と

販
売

店
に

連
絡

が
あ

り
、

販
売

店
で

容
器

2
本

を
交

換
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

昨
年

1
1
月

に
盗

ま
れ

た
容

器
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

、
何

者
か

が
再

度
、

空
容

器
と

充
て

ん
容

器
を

交
換

し
持

ち
去

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
直

ち
に

、
警

察
署

へ
通

報
し

た
。

以
前

盗
難

に
遭

っ
た

後
の

対
策

と
し

て
、

南
京

錠
を

つ
け

て
い

た
が

毎
月

一
回

の
検

針
時

は
確

認
し

て
い

な
か

っ
た

。

2
6
1

2
0
1
0
-

7
5
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
3

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

3
日

1
6
時

頃
、

消
費

先
の

職
員

が
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

3
本

の
盗

難
を

発
見

し
、

販
売

店
に

通
報

し
た

。

2
6
2

2
0
1
0
-

7
5
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
4

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

3
日

2
2
時

頃
、

ス
ー

パ
ー

の
店

頭
で

、
催

事
業

者
が

、
明

石
焼

、
た

こ
焼

き
、

ク
レ

ー
プ

の
実

演
販

売
の

閉
店

準
備

を
し

、
帰

宅
し

た
が

、
6
月

4
日

8
時

頃
開

店
準

備
の

為
に

現
場

到
着

し
た

と
こ

ろ
、

屋
台

の
外

側
に

置
い

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

。
ス

ー
パ

ー
に

は
、

出
入

り
口

が
3
箇

所
あ

る
が

、
閉

店
時

に
は

施
錠

し
て

い
る

が
、

西
側

の
出

入
り

口
に

つ
い

て
は

、
業

者
は

出
入

り
可

能
で

あ
っ

た
。

2
6
3

2
0
1
0
-

7
5
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
5

石
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

5
日

1
9
時

3
0
分

頃
、

集
会

場
近

所
の

住
民

が
、

物
音

で
集

会
場

の
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

の
盗

難
を

目
撃

し
、

区
長

が
警

察
署

へ
通

報
、

翌
日

区
長

か
ら

届
出

が
あ

り
、

販
売

店
の

職
員

が
、

警
察

署
に

容
器

番
号

、
被

害
金

額
を

届
け

出
た

。
今

後
は

、
容

器
を

チ
ェ

ー
ン

で
固

定
し

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
6
4

2
0
1
0
-

7
5
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
5

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
倉

庫
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

5
日

、
消

費
先

事
務

所
の

職
員

が
盗

難
を

発
見

し
、

警
察

に
通

報
し

た
。

6
月

1
1
日

に
、

警
察

か
ら

販
売

店
に

連
絡

が
あ

っ
た

。
販

売
店

は
、

消
費

先
事

務
所

の
以

前
の

使
用

者
と

ガ
ス

使
用

契
約

を
結

ん
で

い
た

が
、

以
前

の
使

用
者

の
閉

店
に

伴
う

契
約

解
除

後
も

、
容

器
を

回
収

し
て

い
な

か
っ

た
。

な
お

、
現

在
の

消
費

先
事

務
所

は
、

販
売

店
と

ガ
ス

使
用

の
契

約
を

結
ん

で
い

な
い

。

2
6
5

2
0
1
0
-

7
5
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
7

山
形

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
会

社
事

務
所

で
、

消
費

者
が

燃
焼

器
を

使
用

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

が
出

な
い

た
め

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

販
売

店
が

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
が

判
明

し
、

警
察

に
届

け
出

た
。

2
6
6

2
0
1
0
-

7
8
0

消
費

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
6
/
7

大
阪

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン

そ
の

他
（
盗

難
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
販

売
事

業
所

に
お

い
て

、
倉

庫
に

保
管

し
て

い
た

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
、

出
入

り
口

付
近

の
ガ

ラ
ス

が
破

ら
れ

、
盗

ま
れ

た
。

2
6
7

2
0
1
0
-

7
5
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
8

秋
田

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
6
月

8
日

1
4
時

3
0
分

頃
、

閉
栓

中
の

空
き

家
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

検
針

作
業

員
が

発
見

し
た

。
社

内
で

容
器

追
跡

調
査

を
実

施
し

て
、

6
月

9
日

1
0
時

に
容

器
の

盗
難

と
判

断
し

た
。

警
察

署
に

被
害

届
を

出
し

、
秋

田
県

庁
、

関
東

東
北

産
業

保
安

監
督

部
に

報
告

し
た

。

2
6
8

2
0
1
0
-

7
5
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
9

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

3
日

、
消

費
者

が
、

ガ
ス

料
金

を
滞

納
し

て
い

た
た

め
ガ

ス
を

止
め

た
。

平
成

2
2
年

6
月

9
日

午
後

2
時

頃
、

消
費

者
が

経
営

す
る

会
社

が
倒

産
し

た
と

の
情

報
を

入
手

し
た

た
め

、
販

売
事

業
者

社
員

が
消

費
先

を
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

中
2
本

と
も

無
く

な
っ

て
い

た
。

こ
の

と
き

、
販

売
事

業
者

社
員

は
、

他
の

社
員

が
す

で
に

容
器

を
回

収
し

た
と

思
い

こ
み

そ
の

ま
ま

帰
社

し
た

。
翌

日
、

容
器

を
回

収
し

た
事

実
が

な
い

こ
と

か
ら

、
盗

難
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

警
察

署
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
6
9

2
0
1
0
-

7
5
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
9

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

9
日

、
検

針
の

た
め

、
販

売
店

従
業

員
が

客
先

を
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

前
回

検
針

の
5
月

1
5
日

に
は

、
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

た
。

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

す
る

と
と

も
に

、
県

に
連

絡
を

入
れ

た
。

2
7
0

2
0
1
0
-

7
5
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
9

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

9
日

、
販

売
店

か
ら

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
担

当
者

が
出

動
し

、
現

場
周

辺
を

調
査

し
た

が
容

器
を

発
見

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
同

日
の

1
7
時

3
0
分

に
、

交
番

へ
被

害
届

を
提

出
し

現
場

検
証

を
行

っ
た

。
盗

難
が

あ
っ

た
場

所
は

、
現

在
空

き
店

舗
と

な
っ

て
お

り
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

設
置

さ
れ

て
い

た
。

平
成

2
2
年

5
月

に
担

当
者

は
、

容
器

が
あ

っ
た

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
の

で
、

盗
難

時
期

は
、

平
成

2
2
年

5
月

2
9
日

～
6
月

9
日

の
間

と
推

測
さ

れ
る

。

2
7
1

2
0
1
0
-

7
5
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
9

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

9
日

の
夜

、
消

費
先

の
従

業
員

が
帰

宅
す

る
際

に
、

L
P

ガ
ス

容
器

が
盗

ま
れ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
、

ガ
ス

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
1
0
日

の
9
時

に
確

認
の

た
め

、
販

売
店

が
消

費
先

を
訪

問
し

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
て

の
内

予
備

側
の

1
本

が
盗

ま
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
同

日
、

駐
在

所
へ

行
き

、
駐

在
の

警
察

官
に

よ
る

現
場

確
認

の
下

、
経

緯
を

報
告

し
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
盗

難
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

容
器

は
、

事
務

室
用

(非
工

業
用

)で
あ

っ
た

。
事

故
(盗

難
)発

生
場

所
は

、
夜

間
は

利
用

が
な

く
、

無
人

の
状

態
で

あ
っ

た
。

今
後

は
、

警
察

へ
の

パ
ト

ロ
ー

ル
強

化
依

頼
、

消
費

者
等

へ
の

周
知

、
及

び
見

回
り

の
強

化
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
7
2

2
0
1
0
-

7
6
0

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
6
/
1
0

栃
木

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

1
0
日

、
事

業
所

内
の

作
業

場
に

置
い

て
い

た
溶

断
機

一
式

と
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

と
、

ア
セ

チ
レ

ン
7
m

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
同

日
、

警
察

へ
盗

難
と

し
て

通
報

し
た

。
今

後
は

、
作

業
場

に
置

か
ず

に
自

宅
に

持
ち

帰
り

、
チ

ェ
ー

ン
掛

け
を

し
て

保
管

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
7
3

2
0
1
0
-

7
7
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
1
2

青
森

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

1
2
日

1
2
時

3
0
分

頃
、

交
番

か
ら

、
青

森
市

の
山

中
に

、
販

売
店

の
社

名
が

ペ
イ

ン
ト

さ
れ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

投
棄

さ
れ

て
い

る
と

販
売

店
に

連
絡

が
入

っ
た

。
こ

の
た

め
、

販
売

店
従

業
員

が
容

器
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

平
成

1
7
年

1
月

1
3
日

ま
で

L
P

ガ
ス

を
供

給
し

、
そ

れ
以

降
は

空
き

家
に

な
っ

て
い

た
一

般
住

宅
に

設
置

し
て

い
た

容
器

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
こ

の
容

器
は

警
察

の
調

査
が

終
了

し
た

後
、

7
月

2
7
日

に
販

売
店

が
回

収
し

た
。

な
お

、
容

器
は

空
に

な
っ

て
お

り
、

人
的

及
び

物
的

被
害

は
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

6
ヶ

月
以

上
の

空
き

家
に

つ
い

て
は

、
容

器
を

回
収

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
7
4

2
0
1
0
-

7
6
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
1
4

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

6
月

1
4
日

午
後

、
3
月

よ
り

空
家

と
な

っ
て

い
る

消
費

先
の

前
を

通
り

か
か

っ
た

販
売

店
職

員
が

、
建

物
が

解
体

さ
れ

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

空
屋

と
な

っ
た

3
月

末
時

点
で

は
、

容
器

が
あ

る
こ

と
は

確
認

し
て

い
る

。
解

体
業

者
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

解
体

を
始

め
た

6
月

4
日

時
点

で
容

器
は

な
か

っ
た

と
説

明
し

て
お

り
、

解
体

前
に

盗
ま

れ
た

も
の

と
判

断
し

、
警

察
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
今

後
は

、
空

屋
と

な
っ

た
建

物
に

お
け

る
、

充
て

ん
容

器
の

管
理

体
制

を
見

直
す

こ
と

と
し

た
。

2
7
5

2
0
1
0
-

7
6
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
1
5

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

1
4
日

、
終

業
時

の
1
8
時

に
L
P

ガ
ス

容
器

は
あ

っ
た

が
､翌

1
5
日

7
時

3
0
分

、
事

業
所

の
社

員
が

出
勤

し
た

際
に

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
の

1
本

の
盗

難
が

発
覚

し
た

。
今

後
は

､容
器

が
見

え
な

い
よ

う
に

フ
ォ

ロ
ー

シ
ー

ト
を

か
ぶ

せ
て

か
ら

帰
宅

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
7
6

2
0
1
0
-

7
6
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
1
5

石
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

1
5
日

午
前

1
0
時

頃
、

消
費

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

中
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
5
月

1
7
日

午
前

1
0
時

頃
、

2
本

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

設
置

し
て

あ
っ

た
販

売
店

所
有

の
容

器
の

所
在

が
判

明
し

な
い

た
め

、
警

察
署

刑
事

第
一

課
窃

盗
係

へ
盗

難
の

届
出

を
提

出
し

、
発

見
さ

れ
次

第
、

販
売

店
に

連
絡

す
る

こ
と

に
し

て
い

る
。

な
お

、
消

費
先

は
供

給
設

備
の

休
止

中
の

間
に

転
居

し
た

も
の

で
、

盗
難

が
あ

る
ま

で
空

き
家

と
の

認
識

は
な

か
っ

た
。

2
7
7

2
0
1
0
-

7
6
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
1
5

新
潟

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

L
P

ガ
ス

販
売

店
の

従
業

員
が

消
費

先
を

訪
問

し
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
内

、
片

側
の

1
本

(A
容

器
)が

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

ま
た

、
同

事
業

所
内

の
別

の
場

所
に

設
置

し
て

あ
る

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
内

の
片

側
1
本

(B
容

器
)も

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
｡L

P
ガ

ス
の

使
用

に
は

支
障

が
な

か
っ

た
た

め
、

消
費

先
は

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
は

気
づ

か
な

か
っ

た
。

容
器

の
直

近
の

配
送

日
は

、
A

容
器

は
平

成
2
2
年

4
月

9
日

、
及

び
B

容
器

は
4
月

2
7
日

で
あ

り
､そ

の
日

か
ら

6
月

1
5
日

の
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

2
7
8

2
0
1
0
-

7
6
5

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

盗
難

2
0
1
0
/
6
/
1
7

秋
田

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
6
月

1
6
日

1
3
時

頃
、

消
費

先
に

酸
素

7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

を
納

品
し

た
。

6
月

1
7
日

8
時

2
0
分

頃
、

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
と

、
消

費
先

か
ら

販
売

店
に

連
絡

が
あ

っ
た

。
土

崎
臨

港
署

、
交

番
、

各
巡

査
部

長
立

会
、

現
場

検
証

の
結

果
、

盗
難

と
判

断
さ

れ
た

。
な

お
、

6
月

1
6
日

終
業

時
に

は
、

容
器

の
存

在
を

確
認

し
て

い
た

。

2
7
9

2
0
1
0
-

7
8
1

消
費

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
6
/
1
7

大
阪

府
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン

そ
の

他
（
盗

難
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
販

売
事

業
所

に
お

い
て

、
空

調
機

の
補

修
の

た
め

駐
車

場
に

仮
置

き
し

て
い

た
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
盗

ま
れ

た
。

2
8
0

2
0
1
0
-

7
6
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
1
8

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

1
8
日

、
販

売
店

従
業

員
が

、
メ

ー
タ

検
針

の
た

め
現

場
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

同
日

、
交

番
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
8
1

2
0
1
0
-

7
6
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2
0

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

よ
り

、
ガ

ス
が

着
火

し
な

い
旨

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

調
べ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
盗

難
が

判
明

し
た

。
(残

っ
て

い
た

1
本

も
バ

ル
ブ

が
閉

め
ら

れ
て

お
り

、
ガ

ス
が

出
な

か
っ

た
。

)交
番

に
盗

難
届

を
提

出
し

、
現

在
捜

査
中

で
あ

る
。

今
後

は
、

容
器

を
チ

ェ
ー

ン
で

固
定

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
8
2

2
0
1
0
-

7
6
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2
0

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

よ
り

、
ガ

ス
が

出
な

い
と

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

調
べ

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
切

れ
で

は
な

く
盗

難
と

判
明

し
た

。
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
、

現
在

捜
査

中
で

あ
る

。

2
8
3

2
0
1
0
-

7
6
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2
1

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

よ
り

、
L
P

ガ
ス

容
器

が
紛

失
し

て
い

る
と

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

調
べ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
盗

難
が

判
明

し
た

。
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
、

現
在

捜
査

中
で

あ
る

。

2
8
4

2
0
1
0
-

7
7
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2
1

長
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

2
1
日

午
前

9
時

頃
、

配
送

事
業

者
が

、
設

置
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

配
送

事
業

者
は

、
容

器
引

き
上

げ
の

指
示

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
、

販
売

事
業

者
へ

連
絡

し
た

。
販

売
事

業
者

が
、

消
費

者
に

確
認

後
、

盗
難

と
判

断
し

警
察

署
ヘ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

2
8
5

2
0
1
0
-

7
7
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2
3

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

2
3
日

午
後

4
時

頃
、

消
費

先
で

あ
る

住
宅

を
管

理
し

て
い

る
不

動
産

事
業

者
か

ら
、

容
器

引
き

上
げ

依
頼

が
あ

り
、

販
売

店
社

員
が

容
器

回
収

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

住
宅

の
住

人
は

、
3
ヶ

月
前

か
ら

入
院

し
て

無
人

の
状

態
で

あ
り

、
最

後
に

容
器

が
確

認
さ

れ
た

の
は

、
6
月

1
5
日

の
定

期
検

針
が

最
後

で
あ

っ
た

。
そ

の
た

め
、

6
月

1
5
日

か
ら

6
月

2
3
日

の
午

後
4
時

以
前

ま
で

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

な
お

、
警

察
へ

の
被

害
届

に
つ

い
て

は
、

6
月

2
4
日

に
提

出
済

み
で

あ
る

。

2
8
6

2
0
1
0
-

7
7
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2
5

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

6
月

2
5
日

午
前

1
1
時

頃
、

交
番

よ
り

、
販

売
店

の
L
P

ガ
ス

容
器

が
放

置
し

て
あ

り
、

交
番

へ
持

っ
て

き
た

の
で

引
取

に
来

る
よ

う
電

話
が

入
り

、
販

売
店

従
業

員
が

直
ち

に
引

取
に

向
っ

た
。

容
器

を
確

認
し

、
詳

細
を

調
べ

た
と

こ
ろ

、
現

在
も

設
置

状
態

の
容

器
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
の

で
、

設
置

先
へ

向
い

容
器

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

判
っ

た
。

平
成

2
2
年

6
月

2
9
日

、
交

番
へ

連
絡

し
、

警
察

が
現

場
検

証
を

実
施

し
た

。
平

成
2
2
年

7
月

4
日

、
交

番
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

2
8
7

2
0
1
0
-

7
8
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2
5

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

2
5
日

午
前

1
0
時

1
0
分

頃
、

L
P

ガ
ス

容
器

設
置

宅
の

消
費

者
が

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

発
見

後
、

盗
難

と
判

断
し

、
す

ぐ
に

所
轄

の
警

察
署

へ
届

出
た

。
直

近
の

容
器

確
認

は
、

平
成

2
2
年

6
月

1
6
日

で
あ

っ
た

。

2
8
8

2
0
1
0
-

7
7
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
2
8

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

6
月

2
8
日

1
0
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
、

空
き

家
と

な
っ

て
い

る
消

費
先

の
閉

栓
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
、

警
察

に
通

報
し

た
。

平
成

1
9
年

8
月

3
1
日

に
契

約
を

解
除

し
た

後
、

発
見

当
日

ま
で

確
認

し
て

お
ら

ず
、

盗
難

発
生

日
時

は
不

明
で

あ
る

。

2
8
9

2
0
1
0
-

7
8
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
6
/
3
0

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
6
月

3
0
日

午
後

2
時

2
0
分

頃
、

配
送

事
業

者
か

ら
容

器
が

無
く
な

っ
て

い
る

と
連

絡
が

あ
り

、
確

認
に

向
か

う
と

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
日

付
は

特
定

で
き

な
い

が
、

6
月

6
日

か
ら

3
0
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

設
置

場
所

は
借

家
で

、
現

在
、

入
居

者
は

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

2
9
0

2
0
1
0
-

7
8
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

設
置

中
の

う
ち

予
備

用
の

容
器

1
本

が
、

バ
ル

ブ
を

外
さ

れ
て

盗
難

さ
れ

て
い

た
。

な
お

、
L
P

ガ
ス

は
給

湯
器

用
と

し
て

設
置

さ
れ

て
い

た
。

今
後

は
、

南
京

錠
を

つ
け

る
こ

と
と

し
た

。

2
9
1

2
0
1
0
-

7
8
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

7
月

2
日

1
7
時

3
0
分

頃
、

か
ね

て
よ

り
空

家
と

な
っ

て
い

る
建

物
を

、
販

売
店

従
業

員
が

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
内

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
現

地
の

状
況

か
ら

盗
難

と
判

断
し

て
残

り
の

1
本

を
回

収
し

、
7
月

6
日

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

こ
の

建
物

は
、

平
成

1
9
年

1
2
月

よ
り

空
家

と
な

っ
て

お
り

、
そ

の
後

、
容

器
の

確
認

は
行

っ
て

お
ら

ず
、

盗
難

時
期

は
不

明
で

あ
る

。
今

後
は

、
検

針
の

際
に

空
家

に
つ

い
て

も
確

認
を

行
う

こ
と

と
し

、
特

に
今

回
の

様
な

集
合

住
宅

に
つ

い
て

は
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

だ
け

で
は

な
く
、

容
器

収
納

庫
に

つ
い

て
も

確
認

す
る

よ
う

保
安

体
制

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

2
9
2

2
0
1
0
-

9
2
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
4

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

7
月

4
日

9
時

頃
、

月
極

駐
車

場
の

管
理

者
よ

り
、

駐
車

場
に

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
放

置
さ

れ
て

い
る

と
の

連
絡

が
販

売
店

に
あ

っ
た

。
翌

日
、

放
置

容
器

を
回

収
し

、
容

器
の

番
号

か
ら

本
来

の
設

置
先

が
判

明
し

た
た

め
現

場
に

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
両

方
と

も
な

く
な

っ
て

い
た

。
こ

の
現

場
で

は
、

平
成

1
8
年

8
月

か
ら

平
成

2
0
年

9
月

ま
で

他
の

消
費

者
が

こ
の

容
器

を
使

用
し

て
い

た
が

、
現

在
は

空
家

と
な

っ
て

い
た

。
7
月

8
日

、
警

察
へ

盗
難

届
け

が
出

さ
れ

た
。

2
9
3

2
0
1
0
-

7
8
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
7

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

7
日

1
4
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
、

検
針

へ
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

中
1
本

が
無

く
、

転
等

防
止

チ
ェ

ー
ン

も
外

れ
た

状
態

に
な

っ
て

い
た

。
周

辺
等

を
探

し
た

り
、

消
費

者
や

社
員

に
も

確
認

し
ま

し
た

が
、

分
か

ら
な

い
の

で
、

警
察

署
へ

被
害

届
を

提
出

し
、

県
の

消
防

防
災

課
へ

も
報

告
し

た
。

2
9
4

2
0
1
0
-

7
8
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
9

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

7
月

9
日

1
1
時

半
頃

、
販

売
店

従
業

員
が

空
家

で
あ

る
消

費
者

宅
へ

状
況

を
調

査
し

に
い

っ
た

と
こ

ろ
、

他
社

の
容

器
と

供
給

設
備

が
設

置
さ

れ
、

消
費

者
が

入
居

し
て

い
た

。
付

近
を

探
索

し
た

が
、

販
売

店
の

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

、
及

び
調

整
器

等
は

発
見

さ
れ

な
か

っ
た

。
現

供
給

事
業

者
が

、
平

成
1
9
年

1
月

に
現

消
費

者
に

供
給

開
始

を
し

た
際

に
は

、
販

売
店

の
供

給
設

備
は

無
か

っ
た

と
の

こ
と

。
な

お
販

売
店

は
、

平
成

1
7
年

7
月

1
9
日

に
不

動
産

か
ら

の
依

頼
に

よ
り

、
空

家
で

あ
る

消
費

者
宅

に
供

給
設

備
を

設
置

し
た

。
そ

れ
以

来
、

事
故

発
生

日
ま

で
現

地
に

向
か

う
こ

と
は

一
度

も
無

か
っ

た
。

盗
難

と
し

て
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

今
後

は
、

空
家

か
ら

は
容

器
を

引
き

あ
げ

る
こ

と
と

し
た

。

2
9
5

2
0
1
0
-

7
8
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
9

山
形

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
事

業
所

内
で

、
従

業
員

が
朝

に
確

認
し

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

1
1
時

3
0
分

頃
、

な
く
な

っ
た

こ
と

に
気

付
き

、
盗

難
と

し
て

警
察

に
通

報
し

た
。

今
後

は
、

鍵
を

設
置

し
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

に
変

更
す

る
こ

と
と

し
た

。

2
9
6

2
0
1
0
-

7
9
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
9

福
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
1
年

1
2
月

2
1
日

以
降

、
消

費
先

は
閉

栓
中

で
あ

り
、

現
在

は
空

家
で

あ
る

。
平

成
2
2
年

7
月

9
日

1
5
時

0
0
分

頃
、

容
器

配
送

事
業

者
の

配
送

員
が

、
容

器
を

引
き

取
り

に
行

っ
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
紛

失
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
販

売
店

に
連

絡
を

行
い

、
同

日
、

販
売

店
か

ら
交

番
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
9
7

2
0
1
0
-

9
5
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
0

大
分

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

協
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

7
月

1
2
日

、
販

売
店

か
ら

、
消

費
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
紛

失
し

た
と

連
絡

が
あ

っ
た

。
消

費
先

に
よ

る
と

7
月

8
日

の
日

中
は

火
が

つ
い

た
が

、
7
月

9
日

の
朝

に
は

火
が

つ
か

な
か

っ
た

の
で

電
気

ポ
ッ

ト
で

お
湯

を
沸

か
し

て
い

た
。

7
月

1
0
日

の
昼

、
火

が
つ

か
な

い
の

で
供

給
設

備
を

見
に

行
く
と

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
7
月

1
2
日

、
1
4
時

に
警

察
署

に
被

害
届

け
を

提
出

し
た

。

2
9
8

2
0
1
0
-

7
9
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
3

愛
媛

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

協
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

7
月

1
3
日

、
消

費
先

の
従

業
員

よ
り

、
ガ

ス
の

火
が

点
か

な
い

旨
の

連
絡

を
受

け
、

販
売

店
従

業
員

が
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

の
配

管
が

外
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

発
見

さ
れ

た
容

器
は

、
販

売
店

が
消

費
先

に
設

置
し

た
容

器
で

は
な

か
っ

た
た

め
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
販

売
店

が
設

置
し

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

、
盗

難
被

害
に

あ
っ

た
も

の
と

断
定

し
た

。
過

去
2
回

、
消

費
先

の
近

隣
に

あ
る

集
会

所
の

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

が
盗

難
に

あ
っ

て
お

り
、

各
集

会
所

で
は

盗
難

対
策

と
し

て
容

器
を

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

に
変

更
す

る
な

ど
の

対
策

を
と

っ
て

い
た

。
し

か
し

、
こ

の
消

費
先

に
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
ほ

か
に

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

も
1
本

設
置

さ
れ

て
い

た
た

め
、

夜
間

及
び

休
日

に
無

人
と

な
り

、
運

び
や

す
い

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

が
盗

難
の

対
象

と
な

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

2
9
9

2
0
1
0
-

7
9
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
3

愛
媛

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
7
月

1
3
日

、
販

売
店

が
集

会
所

へ
設

置
し

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
、

他
の

消
費

先
で

発
見

さ
れ

た
と

の
連

絡
が

、
容

器
所

有
者

か
ら

あ
り

、
容

器
が

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
こ

の
た

め
、

盗
難

被
害

に
あ

っ
た

も
の

と
断

定
し

、
事

実
を

確
認

し
た

販
売

店
従

業
員

よ
り

県
に

通
報

し
た

｡管
理

者
が

常
駐

し
て

い
な

い
施

設
で

あ
っ

た
た

め
、

被
害

に
遭

い
や

す
い

状
況

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

3
0
0

2
0
1
0
-

7
9
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
4

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

3
0
1

2
0
1
0
-

7
9
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
4

山
梨

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

7
月

1
4
日

1
2
時

3
0
頃

、
容

器
の

配
送

を
委

託
し

て
い

る
事

業
者

の
社

員
が

、
消

費
先

に
容

器
交

換
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

4
本

と
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
直

近
の

検
針

日
の

平
成

2
2
年

7
月

8
日

に
は

、
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

施
設

管
理

者
に

も
確

認
し

た
が

、
容

器
を

取
り

外
し

て
な

い
と

の
こ

と
で

あ
り

、
状

況
か

ら
考

え
て

、
盗

難
に

あ
っ

た
と

判
断

し
て

、
7
月

1
4
日

に
管

轄
す

る
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

3
0
2

2
0
1
0
-

7
9
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
4

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

7
月

1
4
日

午
後

1
時

頃
、

町
役

場
か

ら
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
道

路
脇

に
放

置
さ

れ
て

い
る

の
で

、
回

収
し

て
欲

し
い

と
容

器
配

送
委

託
事

業
者

に
連

絡
が

入
っ

た
。

配
送

事
業

者
か

ら
容

器
所

有
者

で
あ

る
販

売
事

業
者

に
連

絡
し

、
販

売
事

業
者

が
、

放
置

さ
れ

て
い

た
容

器
を

回
収

、
確

認
し

た
と

こ
ろ

空
家

に
設

置
し

て
い

る
容

器
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

直
ち

に
、

空
家

に
向

か
い

、
供

給
設

備
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

の
う

ち
残

り
の

3
本

も
盗

ま
れ

て
い

た
。

警
察

署
へ

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

3
0
3

2
0
1
0
-

7
9
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
7
/
1
4

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

7
月

1
4
日

1
7
時

5
0
分

頃
、

販
売

店
よ

り
県

消
防

保
安

課
へ

、
消

費
者

先
で

使
用

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
、

調
整

器
ご

と
川

の
増

水
に

よ
り

流
出

し
、

行
方

不
明

で
あ

る
と

の
電

話
連

絡
が

あ
っ

た
。

容
器

は
充

て
ん

状
態

に
あ

っ
た

が
、

閉
栓

状
態

に
あ

っ
た

た
め

漏
え

い
は

な
か

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

人
的

披
害

は
な

か
っ

た
。

8
月

6
日

1
2
時

現
在

、
L
P

ガ
ス

販
売

店
に

容
器

の
回

収
に

つ
い

て
電

話
照

会
し

た
が

、
依

然
発

見
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

3
0
4

2
0
1
0
-

7
9
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
5

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
1
年

7
月

1
5
日

、
販

売
店

従
業

員
が

検
針

の
た

め
消

費
先

を
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

既
に

建
物

が
解

体
さ

れ
て

お
り

、
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
解

体
業

者
を

調
べ

連
絡

を
と

っ
て

い
た

が
、

途
中

か
ら

連
絡

が
と

れ
な

く
な

り
、

容
器

の
所

在
が

不
明

と
の

こ
と

で
、

交
番

へ
紛

失
届

を
提

出
し

た
。

平
成

2
2
年

7
月

1
7
日

、
交

番
に

盗
難

届
、

同
年

7
月

2
0
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。

3
0
5

2
0
1
0
-

8
0
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
7
/
1
5

山
口

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

貯
蔵

基
地

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
保

管
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
豪

雨
に

よ
る

上
流

ダ
ム

の
放

流
と

、
上

流
に

あ
る

堤
の

決
壊

に
よ

り
、

貯
蔵

施
設

が
冠

水
し

、
貯

蔵
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

容
器

が
流

出
し

た
。

周
辺

に
散

乱
し

て
い

た
容

器
は

当
日

回
収

し
、

ま
た

、
河

川
か

ら
海

上
ま

で
流

出
し

た
容

器
の

一
部

は
翌

日
以

降
に

回
収

し
た

が
、

平
成

2
2

年
8
月

2
6
日

現
在

で
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

と
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

を
喪

失
し

た
。

3
0
6

2
0
1
0
-

7
9
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
6

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

1
6
日

7
時

頃
、

容
器

所
有

者
が

空
き

家
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
玄

関
引

き
戸

が
破

壊
さ

れ
空

き
巣

が
入

っ
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
盗

難
被

害
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

台
所

の
コ

ン
ロ

に
接

続
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
、

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
0
7

2
0
1
0
-

7
9
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
6

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
閉

鎖
さ

れ
た

消
費

事
業

所
に

設
置

さ
れ

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
継

手
か

ら
取

り
外

さ
れ

盗
ま

れ
て

い
た

。

3
0
8

2
0
1
0
-

8
0
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
7
/
1
6

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
平

成
2
2
年

7
月

1
6
日

、
夕

方
の

豪
雨

に
よ

る
川

の
増

水
、

土
石

流
等

に
よ

り
、

庄
原

市
内

の
民

家
4
軒

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
合

計
7
本

喪
失

し
た

。

3
0
9

2
0
1
0
-

8
0
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
7

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

1
7
日

午
前

7
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
宅

に
お

い
て

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
同

日
、

交
番

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

3
1
0

2
0
1
0
-

8
0
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
7

福
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

7
月

1
7
日

8
時

3
4
分

、
消

費
先

の
工

務
店

よ
り

、
ガ

ス
供

給
会

社
へ

ガ
ス

が
つ

か
な

い
旨

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

同
日

8
時

5
5
分

、
ガ

ス
供

給
会

社
が

現
地

で
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
盗

難
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
警

察
署

の
現

場
検

証
を

終
え

容
器

を
補

充
し

た
。

工
務

店
へ

は
、

供
給

を
開

始
し

て
1
年

3
ヶ

月
程

で
、

設
置

後
一

度
も

交
換

し
て

な
く
盗

難
に

あ
っ

た
容

器
は

、
ほ

と
ん

ど
使

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
容

器
を

チ
ェ

ー
ン

に
て

固
定

し
、

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
1
1

2
0
1
0
-

8
0
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
7

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

7
月

1
7
日

9
時

頃
、

町
内

会
長

よ
り

、
販

売
店

に
集

落
セ

ン
タ

ー
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
通

報
が

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

現
場

に
出

動
し

た
。

現
場

に
は

す
で

に
警

察
が

出
動

し
て

お
り

、
検

証
の

結
果

、
高

圧
ホ

ー
ス

1
本

が
切

断
さ

れ
て

お
り

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
消

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
今

後
は

、
平

成
1
9
年

に
も

盗
難

が
あ

り
今

回
再

び
盗

難
が

あ
っ

た
た

め
、

よ
り

小
型

の
容

器
に

切
り

替
え

て
室

内
に

設
置

す
る

等
、

容
器

の
設

置
位

置
を

消
費

者
と

相
談

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
1
2

2
0
1
0
-

8
0
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

7
月

1
7
日

1
3
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
の

検
針

員
が

、
L
P

ガ
ス

供
給

先
で

あ
る

空
家

(従
前

は
事

務
所

で
あ

っ
た

が
、

顧
客

か
ら

販
売

店
に

連
絡

が
な

い
ま

ま
引

越
さ

れ
、

空
家

と
な

っ
て

い
た

。
)に

7
月

検
針

の
た

め
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
供

給
設

備
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
㎏

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

紛
失

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

7
月

2
0
日

1
7
時

4
0
分

頃
、

以
前

事
務

所
と

し
て

使
用

し
て

い
た

顧
客

が
近

隣
に

移
転

し
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

た
た

め
、

顧
客

に
容

器
の

所
在

に
つ

い
て

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

紛
失

し
て

い
た

こ
と

は
知

ら
な

い
旨

の
回

答
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

容
器

盗
難

、
喪

失
と

確
定

し
、

同
日

1
7
時

5
0
分

に
、

交
番

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
同

年
6
月

1
6
日

の
検

針
時

に
は

、
容

器
を

確
認

し
て

お
り

異
状

は
な

か
っ

た
。

平
成

2
2
年

7
月

2
3
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。
今

後
は

、
ガ

ス
未

使
用

が
長

期
に

継
続

す
る

場
合

の
社

内
規

定
を

設
け

、
充

て
ん

容
器

の
撤

去
、

若
し

く
は

空
容

器
へ

の
交

換
等

に
つ

い
て

社
内

で
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
1
3

2
0
1
0
-

8
0
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
1
8

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

1
8
午

前
5
時

3
0
分

頃
、

周
辺

住
民

が
生

活
セ

ン
タ

ー
を

通
り

か
か

っ
た

際
に

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

原
因

は
、

容
器

管
理

の
不

備
と

推
定

さ
れ

る
。

3
1
4

2
0
1
0
-

8
0
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2
0

山
梨

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

7
月

2
0
日

8
時

0
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
ガ

ス
が

使
用

で
き

な
い

と
の

連
絡

が
あ

り
、

販
売

事
業

者
の

職
員

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
2
本

と
も

外
さ

れ
、

う
ち

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
前

日
の

使
用

時
に

は
、

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。
消

費
者

に
確

認
し

た
が

、
容

器
を

取
り

外
し

て
は

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
り

、
状

況
か

ら
考

え
て

、
平

成
2
2
年

7
月

1
9
日

夜
間

か
ら

翌
7
月

2
0
日

早
朝

に
か

け
て

盗
難

に
あ

っ
た

と
判

断
し

て
、

7
月

2
0
日

に
管

轄
す

る
警

察
署

へ
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

3
1
5

2
0
1
0
-

8
1
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2
0

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

2
0
日

9
時

頃
、

別
荘

の
所

有
者

が
、

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

中
1
本

が
無

い
こ

と
を

発
見

し
、

別
荘

管
理

事
務

所
に

連
絡

し
た

。
容

器
は

盗
難

さ
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

消
費

先
は

、
長

期
無

人
状

態
で

あ
る

が
、

4
月

1
3
日

の
時

点
で

、
販

売
店

職
員

が
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
存

在
を

確
認

し
て

い
る

。
販

売
店

は
、

警
察

及
び

県
地

方
事

務
所

へ
連

絡
し

た
。

3
1
6

2
0
1
0
-

8
1
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2
0

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

7
月

2
0
日

、
販

売
店

従
業

員
が

、
消

費
先

の
近

く
に

検
針

業
務

へ
来

て
い

た
た

め
寄

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

警
察

に
連

絡
し

、
警

察
の

調
査

終
了

後
､盗

難
届

を
提

出
し

た
。

道
路

側
か

ら
確

認
で

き
る

位
置

に
設

置
さ

れ
て

い
た

容
器

は
、

単
段

調
整

器
を

残
し

、
L
P

ガ
ス

容
器

の
み

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
L
P

ガ
ス

の
残

量
に

関
し

て
は

、
約

1
8
kg

程
度

と
推

定
さ

れ
る

。
現

在
、

消
費

者
は

施
設

に
入

っ
て

い
る

よ
う

で
自

宅
に

は
誰

も
い

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
長

期
間

留
守

に
す

る
際

に
は

、
容

器
を

撤
去

す
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
容

器
ボ

ッ
ク

ス
の

設
置

、
施

錠
又

は
容

器
固

定
用

の
鎖

に
鍵

を
取

り
付

け
る

こ
と

と
す

る
。

3
1
7

2
0
1
0
-

8
1
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2
0

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

7
月

2
0
日

、
販

売
店

従
業

員
が

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

警
察

に
連

絡
し

、
警

察
の

調
査

終
了

後
､盗

難
届

を
提

出
し

た
。

道
路

側
に

設
置

さ
れ

て
い

た
容

器
は

、
単

段
調

整
器

を
残

し
、

L
P

ガ
ス

容
器

の
み

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
L
P

ガ
ス

の
残

量
に

関
し

て
は

、
約

2
0
kg

(満
タ

ン
)と

推
定

さ
れ

る
。

現
在

消
費

者
は

施
設

に
入

っ
て

お
り

、
普

段
か

ら
自

宅
に

は
誰

も
い

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
長

期
間

留
守

に
す

る
際

に
は

、
容

器
を

撤
去

す
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
容

器
ボ

ッ
ク

ス
の

設
置

、
施

錠
又

は
容

器
固

定
用

の
鎖

に
鍵

を
取

り
付

け
る

こ
と

と
す

る
。

3
1
8

2
0
1
0
-

8
1
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2
0

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

7
月

2
0
日

午
後

4
時

頃
、

集
会

所
の

管
理

者
よ

り
、

L
P

ガ
ス

容
器

を
取

り
外

し
た

か
と

問
い

合
わ

せ
が

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

現
地

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
取

り
外

さ
れ

持
ち

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

販
売

店
で

取
り

外
し

て
い

な
い

た
め

、
盗

難
と

判
断

し
、

当
日

最
寄

り
の

交
番

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

集
会

所
の

容
器

に
つ

い
て

は
毎

月
検

針
し

て
お

り
、

6
月

の
検

針
で

は
容

器
を

確
認

し
て

い
る

が
、

7
月

1
日

に
行

っ
た

検
針

時
に

は
、

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
た

が
、

販
売

店
で

取
り

外
し

た
も

の
と

思
い

、
連

絡
し

て
い

な
か

っ
た

こ
と

が
後

日
判

明
し

た
。

3
1
9

2
0
1
0
-

8
1
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2
1

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
7
月

2
1
日

午
前

8
時

3
0
分

頃
、

消
費

先
か

ら
販

売
店

へ
、

給
湯

器
用

の
L
P

ガ
ス

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
同

日
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
へ

行
き

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

3
2
0

2
0
1
0
-

8
1
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2
3

青
森

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

ス
タ

ン
ド

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

2
3
日

午
前

1
0
時

頃
、

検
針

員
が

給
油

所
へ

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

い
こ

と
に

気
づ

い
た

が
、

販
売

店
に

連
絡

し
な

か
っ

た
。

そ
の

4
日

後
の

7
月

2
7
日

の
朝

、
給

油
所

職
員

が
出

勤
時

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
取

り
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
が

付
い

た
。

こ
の

た
め

盗
難

と
判

断
し

、
販

売
店

に
連

絡
し

、
販

売
店

担
当

者
が

警
察

に
通

報
し

た
。

3
2
1

2
0
1
0
-

8
1
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
7
/
2
3

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

平
成

2
2
年

7
月

2
3
日

1
1
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
消

費
先

(空
家

)へ
検

針
に

い
っ

た
と

こ
ろ

、
家

屋
等

は
何

も
無

く
更

地
に

な
っ

て
お

り
、

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

等
の

供
給

設
備

も
無

く
な

っ
て

い
た

。
消

費
者

宅
は

、
平

成
2
2
年

4
月

2
1
日

の
転

出
以

降
、

空
家

と
な

っ
て

い
た

が
、

販
売

事
業

者
は

毎
月

検
針

に
行

き
確

認
し

て
い

た
。

6
月

2
4
日

の
前

回
の

検
針

時
は

、
異

常
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
販

売
店

は
、

交
番

に
紛

失
届

を
提

出
し

た
(交

番
が

盗
難

と
し

て
扱

え
な

い
と

判
断

し
た

た
め

)。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
2
2

2
0
1
0
-

8
1
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
2
6

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
寺

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

2
6
日

午
前

9
時

3
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
が

、
神

社
で

行
わ

れ
た

祭
り

で
使

用
さ

れ
た

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

3
本

を
回

収
し

に
現

場
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
社

務
所

に
置

い
て

あ
る

は
ず

の
容

器
が

3
本

と
も

盗
ま

れ
て

い
た

。
警

察
署

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

3
2
3

2
0
1
0
-

8
4
7

消
費

ア
ル

ゴ
ン

、
ア

ル
ゴ

ン
混

合
ガ

ス
容

器
の

紛
失

2
0
1
0
/
7
/
2
7

宮
城

県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン
、

炭
酸

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

7
月

2
6
日

に
消

費
先

の
工

場
が

倒
産

し
た

た
め

、
7
月

2
7
日

に
容

器
の

引
き

上
げ

に
行

っ
た

が
、

ア
ル

ゴ
ン

7
m

3
容

器
1
本

と
ア

ル
ゴ

ン
混

合
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

の
容

器
が

無
か

っ
た

。
弁

護
士

を
通

し
て

、
消

費
者

立
合

い
に

て
工

場
内

を
捜

し
た

が
、

発
見

出
来

な
か

っ
た

の
で

再
度

容
器

の
行

方
を

捜
し

て
も

ら
う

こ
と

に
し

た
。

8
月

2
6
日

、
消

費
者

に
確

認
を

取
っ

た
と

こ
ろ

、
従

業
員

及
び

関
係

先
な

ど
に

確
認

し
た

が
容

器
の

所
在

は
分

か
ら

な
か

っ
た

。

3
2
4

2
0
1
0
-

8
8
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
7
/
2
9

神
奈

川
県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

そ
の

他
（
盗

難
）

自
動

車
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
工

場
内

に
高

圧
ガ

ス
容

器
、

バ
ー

ナ
ー

等
の

資
材

を
保

管
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
7
月

2
9
日

1
8
時

頃
に

事
業

者
が

ア
セ

チ
レ

ン
5
0
kg

容
器

1
本

と
、

酸
素

5
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
た

。

3
2
5

2
0
1
0
-

8
0
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
3
1

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
金

属
加

工
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

3
1
日

、
消

費
先

か
ら

湯
沸

器
が

燃
焼

し
な

い
旨

の
連

絡
が

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

現
地

を
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
残

っ
て

い
た

1
本

は
バ

ル
ブ

が
締

め
ら

れ
た

状
態

に
な

っ
て

い
た

。
平

成
2
2
年

7
月

3
1
日

、
交

番
に

盗
難

届
、

同
年

8
月

2
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。

3
2
6

2
0
1
0
-

8
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
7
/
3
1

沖
縄

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

2
4
日

、
消

費
者

に
対

し
販

売
店

の
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

を
貸

し
出

し
た

。
平

成
2
2
年

7
月

3
1
日

に
、

消
費

者
よ

り
盗

ま
れ

た
と

の
報

告
を

販
売

店
が

受
け

た
。

3
2
7

2
0
1
0
-

8
8
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
7
/
3
1

栃
木

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

先
の

倉
庫

か
ら

、
溶

断
用

の
装

置
、

酸
素

7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

、
そ

の
他

の
工

具
等

、
ユ

ニ
ッ

ク
付

き
車

輌
1
台

が
盗

難
さ

れ
た

。
平

成
2
2
年

7
月

3
0
日

の
業

務
終

了
時

に
、

倉
庫

を
施

錠
せ

ず
平

成
2
2
年

7
月

3
1
日

の
朝

、
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
ユ

ニ
ッ

ク
付

き
の

車
輌

の
隣

り
に

置
い

て
い

た
溶

断
用

の
装

置
、

容
器

、
工

具
等

と
車

輌
そ

の
も

の
が

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
平

成
2
2
年

7
月

3
0
日

業
務

終
了

時
に

は
、

翌
日

の
作

業
が

早
朝

の
予

定
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

倉
庫

を
施

錠
し

て
い

な
か

っ
た

。
直

ち
に

、
警

察
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

3
2
8

2
0
1
0
-

8
8
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
8
月

1
日

、
消

費
先

へ
検

針
に

行
っ

た
際

、
設

置
し

て
い

た
容

器
と

は
違

う
容

器
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

た
。

2
4
時

間
監

視
シ

ス
テ

ム
が

な
い

た
め

、
毎

月
月

初
め

に
検

針
に

行
っ

て
お

り
、

7
月

検
針

時
に

は
異

変
が

な
か

っ
た

た
め

、
7
月

検
針

後
か

ら
8
月

1
日

の
検

針
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
こ

の
時

点
で

警
察

へ
連

絡
し

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

盗
難

容
器

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

で
あ

っ
た

。

3
2
9

2
0
1
0
-

8
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
3

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

3
日

、
検

針
員

が
、

消
費

先
へ

検
針

に
行

っ
た

際
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

に
圧

力
遮

断
の

エ
ラ

ー
表

示
が

出
て

い
た

こ
と

を
担

当
者

が
発

見
し

た
。

圧
力

遮
断

の
原

因
は

、
ガ

ス
切

れ
に

よ
る

も
の

だ
っ

た
が

、
前

回
検

針
か

ら
メ

ー
タ

ー
が

回
っ

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
容

器
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

別
の

空
容

器
に

す
り

替
え

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
ま

た
、

平
成

2
2
年

2
月

2
日

の
検

針
時

に
も

、
同

様
の

事
例

が
あ

っ
た

。
な

お
、

警
察

署
へ

の
被

害
届

は
、

8
月

1
0
日

に
提

出
し

た
。

今
後

は
、

容
器

チ
ェ

ー
ン

に
鍵

を
取

り
付

け
る

こ
と

と
し

た
。

3
3
0

2
0
1
0
-

8
2
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
3

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
1
年

2
月

2
7
日

、
借

家
の

消
費

者
か

ら
、

転
居

す
る

の
で

ガ
ス

の
解

約
を

し
て

ほ
し

い
と

の
依

頼
が

あ
り

、
閉

栓
し

た
。

そ
の

際
に

、
借

家
の

オ
ー

ナ
ー

か
ら

、
平

成
2
1
年

3
月

以
降

に
解

体
予

定
と

聞
い

て
い

た
。

し
か

し
、

平
成

2
1
年

3
月

頃
、

販
売

店
の

担
当

者
が

変
更

と
な

り
、

後
任

者
へ

の
申

し
送

り
に

一
部

不
備

が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
平

成
2
2
年

7
月

下
旬

頃
ま

で
未

確
認

状
態

で
放

置
し

て
い

た
こ

と
が

発
覚

し
た

。
平

成
2
2
年

8
月

3
日

1
0
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
現

地
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

既
に

借
家

は
解

体
さ

れ
更

地
に

な
っ

て
お

り
、

借
家

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
は

じ
め

と
し

た
供

給
設

備
全

て
が

喪
失

し
て

い
た

。
元

消
費

者
及

び
借

家
の

オ
ー

ナ
ー

に
つ

い
て

は
、

現
在

は
所

在
が

不
明

な
た

め
連

絡
が

取
れ

な
い

状
況

で
あ

る
。

解
体

業
者

に
つ

い
て

も
不

明
で

あ
っ

た
。

平
成

2
2
年

8
月

1
2
日

1
4
時

頃
、

警
察

署
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
平

成
2
2
年

8
月

1
3
日

に
、

市
消

防
局

に
事

故
届

を
提

出
し

た
。

今
後

は
、

空
家

と
な

っ
た

場
合

の
建

物
に

つ
い

て
は

、
充

て
ん

容
器

を
撤

去
し

、
空

容
器

を
代

替
で

設
置

す
る

こ
と

検
討

す
る

。

3
3
1

2
0
1
0
-

8
2
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
3

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

3
日

1
1
時

0
0
分

、
配

送
担

当
者

が
消

費
先

を
通

り
か

か
っ

た
際

、
容

器
が

な
い

た
め

、
販

売
店

へ
連

絡
し

た
。

直
ち

に
担

当
者

が
現

地
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
ナ

ッ
ト

か
ら

外
さ

れ
盗

ま
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
な

お
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

、
調

整
器

等
供

給
設

備
等

は
、

異
常

が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
同

日
、

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

3
3
2

2
0
1
0
-

8
2
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
3

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
3
月

以
来

、
家

主
は

長
期

不
在

で
あ

る
が

、
家

主
の

要
望

で
L
P

ガ
ス

容
器

は
そ

の
ま

ま
設

置
し

て
い

た
。

8
月

3
日

、
設

備
確

認
で

販
売

従
業

員
が

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
紛

失
に

気
づ

い
た

。
8
月

6
日

、
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

3
3
3

2
0
1
0
-

8
4
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
3

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

3
日

午
後

1
時

頃
、

ガ
ス

容
器

設
置

宅
の

消
費

者
が

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

発
見

後
盗

難
と

判
断

し
、

す
ぐ

に
所

轄
の

警
察

署
へ

届
け

出
た

。
直

近
の

容
器

設
置

は
、

平
成

2
0
年

9
月

2
4
日

で
あ

っ
た

。

3
3
4

2
0
1
0
-

8
3
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
5

愛
媛

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

5
日

9
時

3
0
分

頃
、

ガ
ス

配
送

セ
ン

タ
ー

よ
り

、
松

山
市

東
方

の
空

き
地

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
捨

て
ら

れ
て

い
る

と
の

連
絡

が
、

販
売

店
に

あ
っ

た
た

め
、

容
器

照
会

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

捨
て

ら
れ

て
い

た
容

器
は

、
東

温
市

北
方

の
空

家
に

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

容
器

(現
在

は
使

用
し

て
い

な
い

)で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

販
売

店
従

業
員

が
現

地
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

紛
失

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
(紛

失
し

た
2
個

の
容

器
の

内
1
個

が
今

回
発

見
さ

れ
た

容
器

で
あ

る
｡)

。
ガ

ス
配

管
、

調
整

器
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

も
取

り
外

さ
れ

て
い

た
が

、
こ

れ
ら

は
現

場
に

放
置

さ
れ

て
い

た
。

こ
の

家
屋

は
、

平
成

1
9
年

1
0

月
1
9
日

か
ら

空
家

状
態

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
そ

の
頃

か
ら

平
成

2
2
年

8
月

5
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

8
月

6
日

、
警

察
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
3
5

2
0
1
0
-

8
3
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
6

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

6
日

1
5
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
の

検
針

員
が

、
L
P

ガ
ス

供
給

先
で

あ
る

事
務

所
に

検
針

の
た

め
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
供

給
設

備
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

紛
失

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

事
務

所
の

職
員

に
L
P

ガ
ス

容
器

の
所

在
に

つ
い

て
確

認
し

た
が

、
心

あ
た

り
が

な
い

と
い

う
回

答
で

あ
っ

た
。

さ
ら

に
付

近
を

捜
索

し
た

が
、

発
見

出
来

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
同

日
1
6

時
5
0
分

に
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
平

成
2
2
年

8
月

9
日

、
市

消
防

局
に

、
事

故
届

を
提

出
し

た
。

今
後

は
、

転
倒

防
止

用
チ

ェ
ー

ン
が

容
易

に
取

り
外

し
で

き
な

い
よ

う
に

、
消

費
者

の
了

解
の

も
と

施
錠

し
盗

難
防

止
対

策
を

早
急

に
行

う
と

と
も

に
、

消
費

者
に

対
し

て
も

注
意

喚
起

し
た

。

3
3
6

2
0
1
0
-

8
4
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
7

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

7
日

1
2
時

頃
、

町
営

の
屋

内
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

の
定

期
検

針
に

訪
れ

た
販

売
店

の
従

業
員

が
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
1
本

に
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

会
社

の
販

売
記

録
、

配
送

事
業

者
の

配
送

記
録

等
を

確
認

し
た

が
、

回
収

し
た

記
録

が
無

い
た

め
、

8
月

2
4
日

に
盗

難
と

判
断

し
た

。
最

後
に

容
器

が
確

認
さ

れ
た

の
は

、
前

回
の

定
期

検
針

日
7
月

8
日

な
の

で
、

7
月

8
日

～
8

月
7
日

の
間

に
盗

ま
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

3
3
7

2
0
1
0
-

8
4
9

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
7

兵
庫

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
盗

難
）

電
気

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

7
日

、
消

費
者

に
お

い
て

、
工

事
現

場
の

駐
車

場
内

に
、

酸
素

ガ
ス

0
.5

m
3
容

器
1
本

を
積

ん
だ

状
態

の
ト

ラ
ッ

ク
を

約
1
2
時

間
停

車
さ

せ
て

い
た

。
そ

の
後

、
酸

素
ガ

ス
0
.5

m
3
容

器
の

有
無

を
確

認
し

な
い

ま
ま

事
務

所
へ

戻
り

、
8
月

9
日

に
車

両
を

確
認

し
た

際
に

、
酸

素
ガ

ス
容

器
が

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
付

い
た

。

3
3
8

2
0
1
0
-

8
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
9

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
消

防
署

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

9
日

の
検

針
日

に
、

消
防

団
詰

所
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
発

覚
し

た
。

な
お

、
前

月
の

検
針

は
7

月
9
日

で
あ

っ
た

。

3
3
9

2
0
1
0
-

8
3
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
9

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

9
日

1
0
時

3
0
分

、
消

費
先

か
ら

ガ
ス

が
出

な
い

と
の

連
絡

が
あ

り
、

直
ち

に
販

売
店

従
業

員
が

現
地

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
ナ

ッ
ト

か
ら

外
さ

れ
盗

ま
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
な

お
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

、
調

整
器

等
供

給
設

備
等

に
は

、
異

常
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

同
日

1
2
時

0
0
分

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
す

る
と

と
も

に
、

翌
日

、
総

合
振

興
局

等
の

関
係

機
関

に
対

し
電

話
連

絡
し

た
。

今
後

は
、

盗
難

場
所

の
再

確
認

、
近

隣
の

捜
索

を
行

う
と

と
も

に
、

消
費

先
の

巡
回

強
化

、
及

び
容

器
を

チ
ェ

ー
ン

で
施

錠
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
4
0

2
0
1
0
-

8
3
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
9

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

9
日

、
販

売
店

従
業

員
が

消
費

先
に

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

。
消

費
先

が
、

8
月

7
日

か
ら

8
月

1
7
日

ま
で

夏
季

休
業

中
で

あ
っ

た
た

め
、

休
業

明
け

を
待

っ
て

確
認

を
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
盗

難
で

あ
る

こ
と

が
発

覚
し

た
。

そ
の

後
、

県
消

防
保

安
課

に
電

話
連

絡
し

た
。

今
後

は
、

容
器

チ
ェ

ー
ン

を
施

錠
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
4
1

2
0
1
0
-

8
3
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
9

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

9
日

、
消

費
先

の
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
検

針
担

当
者

か
ら

、
警

報
表

示
が

出
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

り
、

直
ち

に
販

売
店

従
業

員
が

現
地

に
赴

き
、

1
7
時

1
0
分

に
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
ナ

ッ
ト

か
ら

外
さ

れ
、

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
、

調
整

器
、

供
給

設
備

等
は

、
異

常
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

容
器

が
な

い
こ

と
に

つ
い

て
、

消
費

先
に

確
認

を
と

ろ
う

と
し

た
と

こ
ろ

不
在

の
た

め
、

翌
日

1
0
日

に
再

度
連

絡
を

と
り

、
盗

ま
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

後
、

交
番

へ
盗

難
届

を
提

出
す

る
と

と
も

に
、

翌
日

1
1
日

総
合

振
興

局
等

の
関

係
機

関
へ

電
話

連
絡

し
た

。
今

後
は

、
盗

難
場

所
の

再
確

認
、

近
隣

の
捜

索
を

行
う

と
と

も
に

、
消

費
先

の
巡

回
強

化
、

及
び

容
器

を
チ

ェ
ー

ン
で

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
4
2

2
0
1
0
-

8
3
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
0

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

1
0
日

1
7
時

3
0
分

頃
、

集
会

場
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
近

隣
の

住
民

が
発

見
し

た
。

翌
日

、
販

売
店

へ
連

絡
が

入
り

、
同

日
1
0
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
自

治
会

長
と

現
地

確
認

を
行

い
、

低
圧

ホ
ー

ス
が

切
断

さ
れ

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

平
成

2
2
年

7
月

2
5
日

の
公

会
堂

使
用

時
に

は
異

常
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

の
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
こ

の
集

会
場

は
、

平
成

2
1
年

1
2
月

に
も

容
器

盗
難

が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
メ

ー
タ

ー
は

そ
の

ま
ま

残
し

、
容

器
を

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

に
変

更
し

て
、

屋
内

へ
設

置
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。

3
4
3

2
0
1
0
-

8
5
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
0

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

先
に

設
置

し
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
継

手
か

ら
取

り
外

さ
れ

て
い

た
。

3
4
4

2
0
1
0
-

8
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
1

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

1
1
日

午
前

1
1
時

3
0
分

頃
、

検
針

員
が

消
費

先
へ

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
､建

物
北

側
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

を
外

さ
れ

、
な

く
な

っ
て

い
る

の
に

気
づ

き
､交

番
に

通
報

し
た

｡翌
日

、
警

察
官

と
現

場
検

証
を

行
な

い
、

被
害

届
を

提
出

し
た

。
7
月

1
2
日

午
前

1
2
時

頃
の

検
針

時
は

異
常

な
く
、

そ
の

後
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

3
4
5

2
0
1
0
-

8
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
1

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

1
1
日

、
L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

従
業

員
が

被
害

の
あ

っ
た

消
費

者
宅

(空
家

)近
隣

へ
配

送
の

た
め

、
こ

の
消

費
者

宅
の

前
を

通
り

か
っ

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

有
る

べ
き

と
こ

ろ
、

そ
の

内
1
本

が
無

い
こ

と
に

気
付

い
た

。
社

内
連

絡
を

受
け

、
営

業
担

当
者

が
現

地
に

赴
き

容
器

の
盗

難
を

確
認

し
た

。
こ

の
消

費
者

は
、

平
成

2
2
年

4
月

以
降

空
き

家
と

な
っ

て
い

た
。

最
終

の
配

送
が

2
0
1
0
年

4
月

2
日

で
あ

り
、

こ
れ

以
降

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
は

、
交

番
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

3
4
6

2
0
1
0
-

9
4
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
1

石
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

1
1
日

、
消

費
者

先
か

ら
販

売
店

へ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

い
と

連
絡

が
あ

っ
た

。
販

売
店

従
業

員
が

現
地

を
確

認
し

、
警

察
署

に
盗

難
さ

れ
た

こ
と

を
通

報
し

、
同

日
、

警
察

の
現

地
調

査
を

行
っ

た
。

3
4
7

2
0
1
0
-

8
5
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
2

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

9
日

午
後

、
消

費
先

の
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
を

撤
去

し
た

が
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
公

用
車

に
積

載
出

来
な

い
た

め
、

後
日

引
き

上
げ

に
訪

問
す

る
了

解
を

得
て

、
1
2
日

に
配

送
員

が
訪

問
す

る
と

2
本

と
も

無
く
な

っ
て

い
た

。
2
1
日

午
前

に
消

費
者

か
ら

事
実

確
認

が
で

き
た

た
め

、
警

察
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

3
4
8

2
0
1
0
-

8
3
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
8
/
1
4

千
葉

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
8
月

1
1
日

、
作

業
員

が
工

事
現

場
か

ら
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

2
本

を
工

場
敷

地
内

に
持

ち
帰

り
帰

宅
し

た
。

8
月

1
4
日

、
販

売
業

者
が

容
器

を
引

き
取

り
に

工
場

敷
地

内
に

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

紛
失

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

直
ち

に
、

警
察

署
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。
原

因
は

、
作

業
員

が
容

器
を

収
納

庫
へ

戻
さ

な
か

っ
た

こ
と

、
及

び
工

場
の

門
扉

を
施

錠
せ

ず
に

帰
宅

し
た

こ
と

で
あ

っ
た

。

3
4
9

2
0
1
0
-

8
8
9

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
8
/
1
5

神
奈

川
県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

1
4
～

1
5
日

、
解

体
現

場
で

、
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

に
ブ

ル
ー

シ
ー

ト
を

掛
け

て
台

車
に

乗
せ

て
い

た
が

、
台

車
ご

と
盗

難
さ

れ
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
5
0

2
0
1
0
-

8
3
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
6

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

者
先

で
あ

る
別

荘
に

設
置

さ
れ

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。
こ

の
別

荘
は

、
平

成
2
1
年

7
月

3
0
日

に
供

給
開

始
し

て
お

り
、

盗
難

を
知

覚
し

た
平

成
2
2
年

8
月

1
6
日

は
初

め
て

容
器

交
換

を
す

る
た

め
、

販
売

店
の

配
送

員
が

現
地

を
訪

れ
た

時
で

あ
っ

た
。

被
害

に
あ

っ
た

容
器

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
予

備
側

の
1
本

の
容

器
で

、
昨

年
、

那
須

町
内

で
別

荘
の

L
P

ガ
ス

容
器

盗
難

が
あ

り
、

そ
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

(空
の

容
器

)が
こ

の
別

荘
に

接
続

さ
れ

て
お

り
、

盗
難

の
発

見
を

遅
ら

せ
る

た
め

に
カ

モ
フ

ラ
ー

ジ
ュ

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

3
5
1

2
0
1
0
-

8
5
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
6

奈
良

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

1
6
日

、
ガ

ス
容

器
設

置
宅

の
消

費
者

が
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

盗
難

と
判

断
し

、
翌

日
、

所
轄

の
警

察
署

へ
届

け
出

た
。

直
近

の
容

器
設

置
は

、
平

成
2
2
年

8
月

1
0
日

で
あ

っ
た

。

3
5
2

2
0
1
0
-

8
2
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
7

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

1
7
日

1
3
時

頃
、

別
荘

の
所

有
者

が
ガ

ス
テ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
点

火
せ

ず
、

L
P

ガ
ス

容
器

を
確

認
す

る
と

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

し
か

な
か

っ
た

の
で

、
販

売
事

業
者

に
連

絡
を

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

容
器

の
盗

難
が

発
覚

し
た

。
も

う
1
本

(残
量

9
6
％

程
度

)も
高

圧
ホ

ー
ス

が
は

ず
さ

れ
て

い
た

が
、

ガ
ス

残
量

の
少

な
い

(残
量

3
6
％

)軽
い

容
器

の
方

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
前

回
の

検
針

時
(8

月
6
日

1
1
時

頃
)に

は
容

器
が

2
本

と
も

接
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
の

で
、

平
成

2
2
年

8
月

6
日

1
1
時

頃
か

ら
、

平
成

2
2
年

8
月

1
7
日

1
3
時

頃
の

間
に

盗
難

さ
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

3
5
3

2
0
1
0
-

8
3
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
7

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

1
7
日

午
前

8
時

4
5
分

頃
、

消
費

者
か

ら
、

L
P

ガ
ス

容
器

の
片

方
が

無
い

と
の

連
絡

が
販

売
事

業
者

に
入

っ
た

。
現

場
に

駆
け

つ
け

た
販

売
事

業
者

社
員

が
、

供
給

設
備

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

(予
備

側
)が

盗
ま

れ
て

い
た

。
直

ち
に

、
警

察
署

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

3
5
4

2
0
1
0
-

8
5
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
7

滋
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

1
7
日

9
時

半
頃

、
販

売
店

従
業

員
が

消
費

先
の

容
器

設
置

状
況

の
確

認
､メ

ー
タ

ー
検

針
等

の
た

め
訪

れ
た

と
こ

ろ
､L

P
ガ

ス
2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
｡な

お
、

1
6
日

ま
で

は
2
本

設
置

さ
れ

て
い

た
。

警
察

に
届

け
出

て
お

り
､現

地
検

分
も

終
了

し
て

い
る

。

3
5
5

2
0
1
0
-

8
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
9

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
塗

装
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

1
9
日

、
塗

装
工

場
は

午
後

か
ら

稼
動

す
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
1
4
時

頃
出

社
し

た
工

場
長

が
ガ

ス
を

使
う

た
め

、
元

栓
を

開
け

よ
う

と
容

器
置

場
へ

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
0
本

が
設

置
し

て
あ

る
は

ず
が

、
予

備
容

器
4
本

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
に

気
づ

き
、

1
5
時

1
0
分

頃
、

販
売

店
に

連
絡

を
し

た
。

3
5
6

2
0
1
0
-

8
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
1
9

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

1
9
日

1
4
時

3
0
分

頃
、

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

従
業

員
が

消
費

先
を

訪
問

し
た

際
に

、
設

置
さ

れ
て

い
る

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
内

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
至

急
警

察
に

連
絡

し
た

。
こ

の
消

費
先

は
、

建
物

の
裏

側
に

供
給

設
備

が
設

置
さ

れ
て

い
た

が
、

誰
で

も
建

物
の

裏
側

に
出

入
り

す
る

こ
と

が
で

き
、

車
両

を
供

給
設

備
に

停
車

で
き

る
状

態
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
平

成
2
0
年

2
月

1
7
日

に
初

回
の

容
器

設
置

を
行

っ
て

か
ら

、
一

度
も

容
器

交
換

作
業

を
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

平
成

2
2
年

8
月

8
日

、
料

金
滞

納
の

た
め

、
検

針
時

に
ガ

ス
を

閉
栓

し
て

い
た

が
、

そ
の

後
、

消
費

者
と

連
絡

が
取

れ
ず

、
確

認
の

た
め

に
8
月

1
9
日

に
消

費
先

を
訪

問
し

た
際

に
設

置
さ

れ
て

い
る

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
内

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
は

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

3
5
7

2
0
1
0
-

8
4
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
0

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

7
月

2
1
日

の
消

費
者

へ
の

検
針

時
は

、
供

給
設

備
に

異
常

が
な

か
っ

た
が

、
平

成
2
2
年

8
月

2
0
日

の
検

針
時

に
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

8
本

の
う

ち
4
本

の
盗

難
を

発
見

し
た

。
同

日
、

警
察

に
被

害
届

を
提

出
し

、
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

3
5
8

2
0
1
0
-

8
5
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
0

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

3
5
9

2
0
1
0
-

8
5
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
0

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

8
月

2
0
日

、
イ

ベ
ン

ト
で

使
用

す
る

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

2
本

を
貸

す
た

め
に

、
｢L

P
ガ

ス
ご

利
用

の
お

知
ら

せ
｣に

氏
名

、
住

所
電

話
番

号
を

記
入

し
て

、
8
月

2
2
日

の
午

前
中

ま
で

と
い

う
こ

と
で

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

2
本

を
貸

し
出

し
た

。
8
月

2
3
日

に
消

費
者

に
電

話
を

し
た

が
、

他
人

の
電

話
に

か
か

っ
た

こ
と

か
ら

盗
難

に
あ

っ
た

と
分

か
り

、
警

察
に

盗
難

届
を

掲
出

し
た

。
な

お
、

警
察

調
べ

た
と

こ
ろ

、
住

所
に

つ
い

て
も

該
当

す
る

所
在

地
は

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。

3
6
0

2
0
1
0
-

8
4
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
3

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

2
3
日

、
消

費
者

か
ら

L
P

ガ
ス

容
器

が
紛

失
し

て
い

る
と

の
連

絡
が

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

中
1
本

が
紛

失
し

て
い

た
。

平
成

2
2
年

8
月

2
3
日

に
、

交
番

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

平
成

2
2
年

8
月

2
4
日

に
、

市
消

防
局

に
事

故
届

を
提

出
し

た
。

3
6
1

2
0
1
0
-

8
4
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
3

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

2
3
日

1
3
時

5
5
分

頃
、

販
売

店
の

従
業

員
が

消
費

先
へ

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
内

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
盗

難
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
残

ガ
ス

は
約

7
kg

と
推

定
さ

れ
る

。
こ

の
消

費
者

は
、

平
成

2
2
年

7
月

2
3
日

の
検

針
時

に
は

、
供

給
設

備
に

異
常

は
確

認
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

容
器

の
プ

ロ
テ

ク
タ

ー
を

チ
ェ

ー
ン

で
つ

な
ぎ

、
南

京
錠

を
取

り
付

け
る

こ
と

と
し

た
。

3
6
2

2
0
1
0
-

8
2
4

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
4

宮
城

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

8
月

2
4
日

午
前

に
、

仙
台

市
太

白
区

で
、

釣
り

人
が

川
の

中
に

沈
ん

で
い

る
容

器
を

発
見

し
、

近
隣

の
交

番
に

通
報

し
た

。
そ

の
後

、
交

番
よ

り
国

土
交

通
省

名
取

川
出

張
所

へ
連

絡
が

あ
っ

た
。

1
5
時

頃
、

国
土

交
通

省
職

員
及

び
ガ

ス
会

社
に

て
容

器
の

確
認

を
行

い
、

1
7
時

頃
、

酸
素

7
m

3
容

器
1
本

を
引

き
上

げ
、

容
器

番
号

よ
り

所
有

者
(販

売
店

)ヘ
連

絡
を

行
っ

た
。

残
ガ

ス
が

約
5
0
％

あ
っ

た
が

、
現

場
に

て
放

散
し

処
理

を
行

っ
た

。
8
月

2
5
日

9
時

3
0
分

に
、

国
土

交
通

省
職

員
立

会
い

の
下

、
所

有
者

へ
容

器
の

回
収

作
業

(移
送

)を
行

っ
た

。
2
6
日

午
前

に
、

市
消

防
局

へ
事

故
発

生
の

概
要

を
説

明
し

た
。

3
6
3

2
0
1
0
-

8
9
0

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

、
窒

素
容

器
の

盗
難

2
0
1
0
/
8
/
2
4

神
奈

川
県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

、
窒

素

そ
の

他
（
盗

難
）

冷
蔵

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

8
月

2
4
日

7
時

頃
、

事
業

所
社

員
が

出
社

時
に

車
両

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
、

警
察

に
通

報
し

た
。

車
両

に
は

、
3
.6

L
及

び
4
1
L
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

、
3
.4

L
及

び
2
0
L
酸

素
容

器
、

4
7
L
窒

素
容

器
が

そ
れ

ぞ
れ

1
本

ず
つ

積
載

さ
れ

て
い

た
。

盗
難

と
み

ら
れ

る
。

車
両

に
は

鍵
が

か
か

っ
て

い
た

が
、

事
業

所
の

出
入

り
口

の
門

は
施

錠
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

車
両

に
容

器
の

積
み

置
き

を
禁

止
し

、
車

両
の

ハ
ン

ド
ル

の
ロ

ッ
ク

、
及

び
門

の
施

錠
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
6
4

2
0
1
0
-

8
4
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
7

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

2
7
日

午
後

4
時

頃
、

販
売

店
の

容
器

配
送

の
委

託
先

の
担

当
者

が
、

公
民

館
に

容
器

交
換

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

す
ぐ

に
販

売
店

担
当

者
が

現
場

に
到

着
し

、
確

認
し

た
。

そ
の

後
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
端

末
で

の
確

認
を

行
い

、
盗

難
で

あ
る

と
判

断
（
メ

ー
タ

ー
検

針
日

で
あ

る
8
/
1
7
～

の
間

）
し

た
。

翌
日

、
販

売
店

か
ら

地
元

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

内
容

量
は

満
タ

ン
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
6
5

2
0
1
0
-

8
2
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
8

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
8
月

2
8
日

、
消

費
先

の
会

社
事

務
所

で
、

コ
ン

ロ
に

火
を

着
け

よ
う

と
し

た
が

、
火

が
着

か
な

い
の

で
容

器
置

き
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
に

気
づ

い
た

。

3
6
6

2
0
1
0
-

8
7
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
8

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

3
6
7

2
0
1
0
-

8
9
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
2
9

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
の

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

が
、

設
置

場
所

の
住

人
か

ら
販

売
会

社
へ

あ
っ

た
。

販
売

会
社

社
員

が
確

認
し

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
当

日
に

盗
難

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

鍵
付

き
の

容
器

庫
に

設
置

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
。

3
6
8

2
0
1
0
-

8
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
3
0

山
形

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
寺

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

が
、

ガ
ス

コ
ン

ロ
を

点
火

し
た

と
こ

ろ
立

ち
消

え
し

た
た

め
、

メ
ー

タ
ー

、
容

器
周

囲
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

チ
ェ

ー
ン

が
外

さ
れ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
に

気
付

き
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
販

売
店

が
、

警
察

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

今
後

は
、

容
器

チ
ェ

ー
ン

に
南

京
錠

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
6
9

2
0
1
0
-

8
9
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
8
/
3
1

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
8
月

3
1
日

、
消

費
先

へ
検

針
に

行
っ

た
際

、
設

置
し

て
い

た
容

器
と

は
違

う
容

器
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

た
。

2
4
時

間
監

視
シ

ス
テ

ム
が

な
い

た
め

、
毎

月
月

初
め

に
検

針
に

行
っ

て
お

り
、

7
月

検
針

時
に

は
異

変
が

な
か

っ
た

た
め

、
7
月

検
針

後
か

ら
8
月

3
1
日

の
検

針
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
確

認
後

す
ぐ

に
警

察
へ

連
絡

し
、

被
害

届
を

提
出

し
た

。
盗

難
容

器
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

で
あ

っ
た

。

3
7
0

2
0
1
0
-

8
5
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
9
/
1

北
海

道
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

1
日

朝
方

、
警

察
署

か
ら

消
費

先
で

あ
る

運
輸

会
社

に
電

話
連

絡
が

有
り

、
町

内
に

お
い

て
金

庫
破

り
事

件
が

あ
り

、
そ

の
事

件
現

場
に

運
輸

会
社

名
が

記
載

さ
れ

た
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

が
放

置
さ

れ
て

い
た

と
の

こ
と

で
、

運
輸

会
社

の
事

業
所

の
容

器
等

(溶
接

機
一

式
)を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

紛
失

し
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

運
送

会
社

は
、

8
月

3
1
日

夕
方

に
容

器
等

(溶
接

機
一

式
)を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
日

の
夜

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
運

輸
会

社
の

事
業

所
に

お
い

て
、

酸
素

7
m

3
容

器
、

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

(調
整

器
含

む
)及

び
溶

接
機

一
式

は
接

続
し

た
ま

ま
の

状
態

で
カ

ー
ト

に
乗

せ
、

放
置

し
て

い
た

。
盗

難
容

器
の

残
量

は
不

明
で

あ
る

。
原

因
は

、
消

費
先

の
事

業
所

の
入

り
口

は
、

施
錠

等
は

さ
れ

て
お

ら
ず

、
他

者
が

自
由

に
進

入
で

き
る

状
態

で
あ

っ
た

。
酸

素
、

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
及

び
溶

接
機

器
一

式
に

は
、

容
易

に
持

ち
出

す
こ

と
の

で
き

な
い

措
置

は
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

ま
た

、
現

地
付

近
の

状
況

に
つ

い
て

、
夜

間
は

人
通

り
及

び
車

両
の

通
行

は
ほ

と
ん

ど
無

く
運

輸
会

社
の

構
内

で
あ

り
、

他
者

の
出

入
り

に
つ

い
て

も
不

審
に

感
じ

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
運

輸
会

社
の

入
り

口
を

施
錠

し
、

容
器

等
が

容
易

に
持

ち
出

す
こ

と
の

で
き

な
い

措
置

を
と

る
こ

と
と

し
た

。

3
7
1

2
0
1
0
-

8
5
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
9
/
1

福
島

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

8
月

3
1
日

、
い

わ
き

市
内

の
空

き
地

に
お

い
て

、
販

売
店

の
酸

素
7
m

3
容

器
(空

き
容

器
)が

発
見

さ
れ

た
。

販
売

店
が

販
売

記
録

を
確

認
す

る
と

、
製

作
所

に
販

売
し

た
容

器
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

9
月

1
日

、
製

作
所

で
、

販
売

店
と

製
作

所
の

社
員

が
共

同
で

、
貯

蔵
庫

内
の

容
器

の
数

量
と

販
売

記
録

(空
き

容
器

の
返

却
)を

照
合

し
た

と
こ

ろ
、

発
見

さ
れ

た
容

器
と

は
別

に
酸

素
7
m

3
容

器
4
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

7
本

の
所

在
が

不
明

で
あ

っ
た

。
盗

難
と

判
断

し
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

3
7
2

2
0
1
0
-

8
5
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2

青
森

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

8
月

3
日

午
前

1
1
時

頃
、

検
針

員
が

消
費

先
に

ガ
ス

の
検

針
に

行
っ

た
際

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

は
設

置
さ

れ
て

い
た

が
、

同
年

9
月

2
日

午
前

1
1
時

頃
、

次
回

の
検

針
に

行
っ

た
際

に
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

お
り

、
検

針
を

行
わ

な
か

っ
た

。
検

針
員

は
、

販
売

店
が

検
針

業
務

の
み

の
た

め
に

雇
用

し
て

い
る

パ
ー

ト
員

で
あ

り
、

事
故

現
場

で
あ

る
公

園
内

の
施

設
に

つ
い

て
は

、
昨

年
、

施
設

を
管

理
し

て
い

る
町

役
場

総
務

課
か

ら
、

｢冬
期

間
は

ガ
ス

を
使

用
し

な
い

の
で

L
P

ガ
ス

容
器

を
外

し
て

ほ
し

い
｣と

依
頼

を
受

け
た

こ
と

が
あ

る
た

め
、

今
回

も
同

様
に

ガ
ス

を
使

用
し

な
い

た
め

に
取

り
外

し
た

も
の

と
思

い
、

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
た

こ
と

を
販

売
事

業
所

に
報

告
し

な
か

っ
た

。
9
月

2
1
日

に
販

売
事

業
者

が
、

請
求

書
を

作
成

す
る

た
め

に
検

針
員

に
施

設
の

検
針

結
果

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

無
か

っ
た

こ
と

の
報

告
を

受
け

、
盗

難
で

あ
っ

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
な

お
、

9
月

2
9
日

に
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

、
現

場
検

証
も

終
了

し
て

い
る

。

3
7
3

2
0
1
0
-

8
9
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

2
日

9
時

頃
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
の

1
本

が
、

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
社

員
が

気
付

い
た

。
販

売
店

担
当

者
が

現
地

を
確

認
し

て
盗

難
と

判
断

し
、

警
察

署
に

被
害

届
け

を
提

出
し

た
。

3
7
4

2
0
1
0
-

9
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
9
/
2

宮
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
9
月

2
日

、
L
P

ガ
ス

8
㎏

容
器

2
本

を
積

載
し

た
焼

鳥
の

移
動

販
売

車
と

、
従

業
員

が
行

方
不

明
と

な
っ

た
。

捜
索

し
た

が
発

見
で

き
ず

、
1
0
月

6
日

に
事

故
届

け
を

提
出

し
た

。

3
7
5

2
0
1
0
-

8
5
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

7
日

1
6
時

頃
、

消
費

先
か

ら
、

ガ
ス

の
火

が
着

か
な

い
と

販
売

店
に

連
絡

が
あ

っ
た

。
販

売
店

従
業

員
が

、
現

地
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

が
ガ

ス
切

れ
の

状
態

に
な

っ
て

い
た

の
で

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

を
交

換
す

る
た

め
容

器
B

O
X
を

開
け

た
と

こ
ろ

、
販

売
店

所
有

の
容

器
が

持
ち

去
ら

れ
、

代
わ

り
に

他
社

の
空

容
器

が
調

整
器

に
接

続
さ

れ
た

状
態

で
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

盗
難

容
器

の
残

量
は

、
1
0
kg

程
度

と
推

定
さ

れ
る

。
9
月

1
7
日

に
事

故
届

を
提

出
し

た
。

こ
の

消
費

先
は

、
ほ

と
ん

ど
ガ

ス
は

使
用

し
て

い
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
容

器
設

置
場

所
は

人
目

に
付

き
に

く
い

場
所

で
、

車
両

や
人

が
頻

繁
に

通
行

す
る

と
こ

ろ
で

は
な

か
っ

た
。

3
7
6

2
0
1
0
-

8
6
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
7

鳥
取

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

2
3
日

、
消

費
先

へ
の

メ
ー

タ
ー

検
針

時
に

お
い

て
、

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

同
9
月

7
日

1
6
時

3
0
分

頃
、

盗
難

防
止

対
策

と
し

て
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
チ

ェ
ー

ン
で

結
束

し
、

南
京

錠
で

施
錠

す
る

た
め

に
訪

問
し

た
際

に
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

無
く
な

っ
て

い
た

。
同

9
月

8
日

警
察

に
連

絡
し

、
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

3
7
7

2
0
1
0
-

8
6
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

7
日

、
販

売
店

が
消

費
先

で
発

生
し

た
容

器
盗

難
(9

月
1
5
日

事
故

届
提

出
)に

係
る

連
絡

を
受

け
、

消
費

先
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

他
の

販
売

店
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
持

ち
去

ら
れ

代
わ

り
に

、
販

売
店

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
接

続
さ

れ
て

い
た

。
同

日
1
7
時

頃
、

販
売

店
か

ら
の

連
絡

を
受

け
配

送
セ

ン
タ

ー
に

て
容

器
番

号
を

検
索

し
た

と
こ

ろ
、

空
き

家
に

設
置

し
て

い
た

容
器

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
こ

の
空

き
家

は
、

平
成

1
9
年

5
月

1
4
日

か
ら

空
き

家
で

、
販

売
店

で
は

約
3
年

間
容

器
等

の
確

認
は

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。
盗

難
時

期
に

つ
い

て
は

不
明

で
あ

る
。

盗
難

容
器

の
残

量
は

、
1
2
kg

程
度

で
あ

っ
た

。
な

お
、

容
器

設
置

場
所

は
、

建
物

の
陰

に
な

り
道

路
か

ら
は

確
認

で
き

な
い

箇
所

で
あ

っ
た

。

－141－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
7
8

2
0
1
0
-

8
7
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
7

京
都

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

8
月

1
0
日

、
配

送
員

が
検

針
の

た
め

消
費

者
宅

を
訪

れ
た

時
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

が
、

次
の

検
針

日
で

あ
る

9
月

7
日

に
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
容

器
1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
販

売
業

者
か

ら
警

察
署

に
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

3
7
9

2
0
1
0
-

8
7
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
8

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

窯
業

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

8
日

1
5
時

3
0
分

、
消

費
先

で
あ

る
陶

芸
用

作
業

場
へ

販
売

店
従

業
員

が
検

針
へ

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

4
本

の
う

ち
1
本

が
喪

失
し

て
い

る
こ

と
が

発
覚

し
た

。
8
月

3
日

の
検

針
時

は
異

常
が

な
か

っ
た

。
な

お
、

8
月

1
6
日

に
陶

芸
用

の
機

器
が

盗
難

に
あ

う
被

害
が

あ
っ

た
。

そ
の

際
、

L
P

ガ
ス

容
器

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

か
は

不
明

で
あ

る
。

ま
た

、
こ

の
陶

芸
用

作
業

場
は

、
使

用
頻

度
が

少
な

く
、

人
の

出
入

り
も

少
な

か
っ

た
。

3
8
0

2
0
1
0
-

8
9
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
8

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

8
日

8
時

4
0
分

頃
、

集
会

所
を

通
り

か
か

っ
た

通
行

人
か

ら
、

「
L
P

ガ
ス

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

よ
う

だ
。

」
と

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
っ

た
。

販
売

店
職

員
が

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
高

圧
ホ

ー
ス

が
切

断
さ

れ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
直

ち
に

、
警

察
署

へ
被

害
届

け
を

提
出

し
た

。

3
8
1

2
0
1
0
-

8
9
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
8

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

8
日

1
5
時

5
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
、

「
L
P

ガ
ス

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

。
」
と

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
っ

た
。

販
売

店
職

員
が

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
直

ち
に

、
警

察
署

へ
被

害
届

け
を

提
出

し
た

。
今

後
は

、
容

器
を

チ
ェ

ー
ン

等
で

固
定

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
8
2

2
0
1
0
-

8
9
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
9
/
8

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
台

風
9
号

に
よ

る
河

川
の

氾
濫

で
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
流

さ
れ

た
。

8
月

9
日

に
流

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

3
8
3

2
0
1
0
-

9
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
8

宮
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

地
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

8
日

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

点
検

の
た

め
販

売
店

従
業

員
が

現
場

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

家
屋

が
解

体
さ

れ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
な

お
、

メ
ー

タ
ー

、
調

整
器

、
容

器
チ

ェ
ー

ン
等

は
そ

の
ま

ま
の

状
態

で
あ

っ
た

。
盗

難
と

判
断

し
、

直
ち

に
警

察
に

通
報

し
た

。
8
月

2
1
日

ま
で

は
、

盗
難

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

た
。

3
8
4

2
0
1
0
-

8
9
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
9
/
9

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
台

風
9
号

に
よ

る
河

川
の

氾
濫

で
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
流

さ
れ

た
。

9
月

8
日

～
9
日

の
間

に
流

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

う
ち

1
本

は
相

模
湾

で
発

見
さ

れ
た

が
、

残
り

1
本

は
所

在
不

明
で

あ
る

。

3
8
5

2
0
1
0
-

8
9
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
9
/
9

静
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
台

風
9
号

に
よ

る
河

川
の

氾
濫

で
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
流

さ
れ

た
。

9
月

8
日

～
9
日

の
間

に
流

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

3
8
6

2
0
1
0
-

9
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
0

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

1
0
日

1
3
時

頃
、

消
費

先
の

職
員

よ
り

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

が
販

売
店

に
あ

っ
た

。
販

売
店

担
当

者
が

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
ホ

ー
ス

等
の

器
具

は
損

傷
も

な
く
現

場
に

残
さ

れ
、

ガ
ス

漏
れ

も
な

か
っ

た
が

、
容

器
が

盗
難

さ
れ

て
い

た
。

販
売

店
に

お
い

て
最

後
に

容
器

を
確

認
し

た
の

は
、

5
月

8
日

の
容

器
交

換
時

で
あ

っ
た

。
職

員
の

話
で

は
、

夏
場

は
ほ

と
ん

ど
ガ

ス
を

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

盗
難

さ
れ

た
時

期
は

不
明

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
な

お
、

警
察

へ
の

被
害

届
に

つ
い

て
は

、
当

日
中

に
提

出
済

み
で

あ
る

。

3
8
7

2
0
1
0
-

9
2
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
2

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

1
2
日

8
時

3
0
分

頃
、

公
民

館
を

使
用

し
て

い
た

住
民

よ
り

、
ガ

ス
が

使
用

で
き

な
い

と
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

販
売

店
担

当
者

が
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
容

器
が

な
く
な

っ
て

お
り

、
代

わ
り

に
別

の
販

売
店

の
空

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
た

。
ホ

ー
ス

等
の

器
具

は
損

傷
も

な
く
現

場
に

残
さ

れ
、

ガ
ス

漏
れ

も
な

か
っ

た
。

販
売

店
が

最
後

に
容

器
を

確
認

し
た

の
は

、
3
月

2
9
日

の
容

器
交

換
時

で
あ

っ
た

。
地

元
関

係
者

の
話

で
は

、
こ

の
公

民
館

は
普

段
は

無
人

で
あ

り
、

ガ
ス

も
あ

ま
り

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

盗
難

さ
れ

た
時

期
は

不
明

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
な

お
、

警
察

へ
の

被
害

届
に

つ
い

て
は

、
当

日
中

に
提

出
済

み
で

あ
る

。

3
8
8

2
0
1
0
-

8
6
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
3

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

9
月

1
3
日

午
前

8
時

4
5
分

頃
、

消
費

先
か

ら
ガ

ス
が

出
な

い
と

連
絡

が
あ

り
、

午
前

9
時

0
5
分

に
販

売
店

従
業

員
が

現
地

に
到

着
し

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

同
日

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

3
8
9

2
0
1
0
-

8
6
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
3

秋
田

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

9
月

1
3
日

1
1
時

頃
、

借
家

に
て

家
主

が
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

い
こ

と
に

気
付

い
た

。
販

売
店

、
及

び
配

送
セ

ン
タ

ー
で

確
認

し
た

結
果

、
容

器
盗

難
と

判
断

し
、

警
察

署
に

被
害

届
を

出
し

た
。

こ
の

借
家

は
、

7
月

1
2
日

に
引

越
が

あ
り

、
新

た
な

借
家

人
が

入
居

予
定

だ
っ

た
た

め
容

器
を

そ
の

ま
ま

取
り

付
け

て
い

た
。

今
後

は
、

空
き

家
に

つ
い

て
は

、
容

器
を

撤
去

す
る

こ
と

と
す

る
。

3
9
0

2
0
1
0
-

8
6
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
3

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

9
月

2
1
日

、
販

売
店

の
担

当
者

が
、

消
費

先
へ

検
針

に
訪

れ
た

際
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
同

日
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
消

費
先

は
、

町
営

住
宅

で
あ

っ
た

た
め

、
役

場
に

確
認

を
と

っ
た

と
こ

ろ
、

役
場

に
お

い
て

は
平

成
2
2
年

9
月

1
3
日

に
容

器
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

た
が

、
同

住
宅

の
住

人
が

平
成

2
2
年

9
月

9
日

に
退

去
し

た
た

め
、

販
売

店
に

お
い

て
容

器
を

撤
去

し
た

と
思

い
、

連
絡

し
て

い
な

か
っ

た
。

3
9
1

2
0
1
0
-

9
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
3

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

1
3
日

1
0
時

頃
、

公
民

館
の

消
費

者
か

ら
、

ガ
ス

が
点

か
な

い
の

で
点

検
の

依
頼

が
あ

っ
た

た
め

、
販

売
店

担
当

者
が

現
地

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

及
び

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

の
う

ち
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
ま

た
、

な
く
な

っ
た

容
器

の
代

わ
り

に
、

他
の

販
売

店
の

8
㎏

容
器

が
設

置
さ

れ
、

高
圧

ホ
ー

ス
が

バ
ル

ブ
接

続
口

に
差

し
込

ん
で

あ
り

、
容

器
が

盗
難

さ
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
こ

の
公

民
館

で
は

8
月

2
7
日

、
設

置
容

器
の

変
更

に
伴

う
事

前
調

査
を

行
い

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

の
設

置
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
後

に
盗

難
さ

れ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
9
月

1
3
日

、
警

察
署

へ
盗

難
届

け
が

提
出

さ
れ

た
。

な
お

、
残

量
は

満
タ

ン
(1

0
kg

程
度

)と
推

定
さ

れ
る

。

3
9
2

2
0
1
0
-

8
6
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
4

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

1
4
日

9
時

頃
、

消
費

者
宅

よ
り

販
売

店
に

｢ガ
ス

が
出

な
い

｣と
の

連
絡

が
あ

り
、

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
持

ち
去

ら
れ

て
い

た
。

前
日

の
朝

に
は

容
器

の
存

在
を

確
認

し
て

お
り

、
1
4
日

の
朝

ま
で

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

同
日

、
交

番
に

連
絡

し
、

翌
1
5
日

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

3
9
3

2
0
1
0
-

8
7
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
4

愛
媛

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

1
4
日

、
販

売
店

の
担

当
者

が
定

期
検

針
に

消
費

先
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
内

、
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

同
日

、
警

察
へ

被
害

届
出

を
提

出
し

た
。

消
費

先
は

、
住

人
が

常
駐

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

被
害

に
遭

い
や

す
か

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

－142－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

3
9
4

2
0
1
0
-

9
2
4

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
9
/
1
5

宮
崎

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

事
現

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

1
5
日

、
酸

素
7
m

3
容

器
及

び
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

が
そ

れ
ぞ

れ
1
本

ず
つ

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
、

直
ち

に
警

察
へ

通
報

し
た

。
な

お
、

9
月

1
3
日

ま
で

は
、

盗
難

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
た

。

3
9
5

2
0
1
0
-

8
9
9

消
費

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
7

千
葉

県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン

そ
の

他
（
盗

難
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

1
7
日

9
時

頃
、

前
日

1
9
時

か
ら

駐
車

場
に

駐
車

し
て

お
い

た
営

業
車

両
が

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
、

警
察

に
通

報
し

た
。

車
両

に
は

、
ア

ル
ゴ

ン
4
7
L
容

器
が

1
本

積
載

さ
れ

て
い

た
。

今
後

、
高

圧
ガ

ス
を

車
両

上
に

積
載

し
て

貯
蔵

し
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
9
6

2
0
1
0
-

9
0
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
7

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

1
7
日

1
0
時

4
5
分

頃
、

配
送

員
が

配
送

中
に

消
費

先
を

通
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
の

1
本

が
、

高
圧

ホ
ー

ス
が

鋭
利

な
刃

物
に

て
切

断
さ

れ
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
付

い
た

。
消

費
先

は
、

数
ヶ

月
間

使
用

量
が

ゼ
ロ

で
あ

り
、

消
費

者
と

は
連

絡
が

つ
か

ず
、

8
月

3
日

に
閉

栓
さ

れ
た

が
、

容
器

は
そ

の
ま

ま
設

置
さ

れ
て

い
た

。
8
月

3
日

以
降

に
盗

難
さ

れ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

警
察

署
に

被
害

届
け

が
出

さ
れ

た
。

今
後

、
閉

栓
し

た
場

合
は

、
容

器
を

撤
去

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
9
7

2
0
1
0
-

9
0
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
7

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
空

家
を

解
体

す
る

こ
と

に
な

り
、

販
売

店
が

容
器

の
回

収
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
の

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
周

辺
を

捜
索

し
た

が
見

つ
か

ら
な

い
た

め
、

警
察

署
に

被
害

届
け

を
提

出
し

た
。

盗
難

と
み

ら
れ

る
。

今
後

、
空

家
の

容
器

は
、

な
る

べ
く
回

収
す

る
こ

と
と

し
た

。

3
9
8

2
0
1
0
-

9
4
1

消
費

福
井

県
越

前
市

岩
内

2
0
1
0
/
9
/
1
7

福
井

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
販

売
店

に
消

費
者

よ
り

、
消

費
者

宅
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

と
連

絡
が

あ
っ

た
。

3
9
9

2
0
1
0
-

8
6
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
8

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

9
月

1
8
日

1
4
時

頃
、

販
売

店
の

検
針

員
が

、
消

費
先

の
空

家
へ

検
針

の
た

め
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
供

給
設

備
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

紛
失

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

さ
ら

に
付

近
を

捜
索

し
た

が
、

発
見

出
来

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
同

年
9
月

2
1

日
、

交
番

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

平
成

2
2
年

9
月

2
4
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。

4
0
0

2
0
1
0
-

9
0
2

消
費

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
9
/
1
8

埼
玉

県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
４

０
７

A
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
A

、

そ
の

他
（
盗

難
）

電
気

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

1
8
日

1
時

頃
、

作
業

員
が

駐
車

場
に

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

車
両

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
車

両
に

は
、

前
日

に
業

務
で

使
用

し
た

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

1
0
kg

容
器

8
本

が
積

載
さ

れ
て

い
た

。
警

察
署

に
被

害
届

け
を

提
出

し
た

。
作

業
員

に
対

し
、

適
切

な
容

器
の

貯
蔵

方
法

の
周

知
が

な
さ

れ
た

。

4
0
1

2
0
1
0
-

9
2
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
8

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

1
8
日

8
時

頃
、

公
民

館
の

消
費

者
か

ら
、

容
器

が
な

い
と

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
り

、
担

当
者

が
消

費
先

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
な

お
、

こ
の

公
民

館
で

は
9
月

1
6
日

1
4
時

頃
に

検
針

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

後
に

盗
難

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

9
月

1
8
日

、
警

察
署

へ
盗

難
届

け
が

提
出

さ
れ

た
。

な
お

、
残

量
は

1
0
kg

程
度

と
推

定
さ

れ
る

。

4
0
2

2
0
1
0
-

8
6
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
9

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

9
月

1
9
日

午
前

1
0
時

頃
、

消
費

先
の

集
会

場
に

お
い

て
、

地
元

住
民

の
老

入
会

の
集

ま
り

が
あ

り
、

会
の

代
表

者
が

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
に

気
付

い
た

。
容

器
が

調
整

器
か

ら
外

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

、
他

の
供

給
設

備
は

異
常

が
な

か
っ

た
。

4
0
3

2
0
1
0
-

8
7
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
1
9

香
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
集

会
所

に
販

売
店

が
設

置
し

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
、

ホ
ー

ス
コ

ッ
ク

か
ら

取
り

外
さ

れ
、

盗
ま

れ
て

い
た

。
9
月

1
9
日

、
集

会
場

の
使

用
者

か
ら

、
警

察
へ

通
報

が
あ

っ
た

。

4
0
4

2
0
1
0
-

8
6
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
1

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
病

院
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

9
月

2
1
日

午
前

9
時

7
分

頃
、

消
費

先
か

ら
ガ

ス
が

出
な

い
と

販
売

店
に

連
絡

が
入

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

保
安

業
務

を
行

っ
て

い
る

事
業

者
が

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
交

換
し

、
引

き
取

っ
た

容
器

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
1
本

が
他

の
消

費
先

で
盗

難
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
前

回
の

容
器

交
換

日
で

あ
る

平
成

2
2
年

2
月

2
4
日

か
ら

平
成

2
2
年

9
月

2
1
日

の
間

の
定

休
日

、
夜

間
等

人
が

い
な

い
時

に
盗

難
さ

れ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

4
0
5

2
0
1
0
-

9
0
3

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

紛
失

2
0
1
0
/
9
/
2
1

宮
城

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

そ
の

他
（
紛

失
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

工
事

現
場

に
お

い
て

使
用

さ
れ

て
い

た
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

、
ア

セ
チ

レ
ン

を
使

用
し

て
い

た
建

設
事

業
者

が
資

材
、

機
材

の
返

却
整

理
と

合
わ

せ
て

捜
索

し
た

が
、

発
見

で
き

な
か

っ
た

。
な

お
、

納
入

さ
れ

た
の

は
平

成
2
1
年

1
月

2
9
日

で
あ

る
。

再
発

防
止

策
と

し
て

、
高

圧
ガ

ス
取

扱
者

名
簿

の
作

成
、

容
器

管
理

責
任

者
の

選
定

及
び

作
業

後
の

所
在

確
認

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

作
業

員
に

対
し

、
現

場
で

の
高

圧
ガ

ス
の

受
払

い
、

維
持

管
理

に
つ

い
て

の
教

育
が

な
さ

れ
た

。

4
0
6

2
0
1
0
-

8
6
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
2

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

9
月

2
2
日

、
配

送
委

託
先

の
担

当
者

が
、

盗
難

先
と

は
別

の
同

じ
敷

地
内

に
あ

る
消

費
先

に
容

器
交

換
に

訪
れ

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
同

日
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

4
0
7

2
0
1
0
-

8
7
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

9
月

2
2
日

、
販

売
元

の
農

業
協

同
組

合
員

が
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

を
設

置
し

て
い

る
は

ず
の

民
家

(空
き

家
)の

容
器

が
1
本

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

配
送

委
託

先
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

撤
去

し
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

同
日

、
交

番
に

盗
難

と
し

て
届

け
出

た
。

今
後

は
、

空
き

家
の

容
器

に
つ

い
て

、
状

況
を

把
握

し
、

撤
去

を
進

め
る

こ
と

と
し

た
。

4
0
8

2
0
1
0
-

8
7
9

消
費

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
4

愛
知

県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

者
は

、
平

成
2
2
年

2
月

か
ら

社
内

外
注

先
に

業
務

を
請

け
負

わ
せ

て
お

り
、

こ
の

事
業

者
が

炭
酸

ガ
ス

4
0
kg

容
器

1
本

を
自

社
内

、
及

び
請

負
先

の
工

場
で

使
用

し
て

い
た

。
そ

の
際

、
容

器
台

帳
に

よ
り

容
器

管
理

し
て

い
た

が
、

現
物

の
容

器
本

数
と

台
帳

上
の

容
器

本
数

が
合

わ
な

い
こ

と
を

担
当

者
の

思
い

込
み

に
よ

り
放

置
し

て
い

た
。

9
月

2
2
日

に
警

察
署

か
ら

消
費

者
に

連
絡

が
入

り
、

9
月

2
4
日

に
現

場
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
消

費
者

の
容

器
置

場
か

ら
炭

酸
ガ

ス
4
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
こ

と
が

発
覚

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
0
9

2
0
1
0
-

8
7
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
5

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

9
月

2
5
日

、
販

売
店

従
業

員
が

、
近

辺
を

通
過

中
に

消
費

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
同

日
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

4
1
0

2
0
1
0
-

8
8
0

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
9
/
2
5

滋
賀

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

9
月

2
5
日

午
前

1
0
時

頃
、

消
費

先
の

従
業

員
が

工
場

へ
行

っ
た

と
こ

ろ
、

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

1
本

お
よ

び
酸

素
7
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
｡前

日
の

午
後

1
時

頃
ま

で
は

、
容

器
が

あ
っ

た
こ

と
は

確
認

で
き

て
い

る
。

な
お

､警
察

に
届

け
出

て
お

り
、

現
場

検
証

も
終

了
し

て
い

る
。

4
1
1

2
0
1
0
-

8
7
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
7

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
寮

で
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

設
置

中
の

う
ち

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。
な

お
、

L
P

ガ
ス

は
炊

事
用

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
た

。

4
1
2

2
0
1
0
-

8
7
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

9
月

2
7
日

1
3
時

頃
、

屋
台

の
店

主
か

ら
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
旨

の
連

絡
が

、
販

売
店

に
入

っ
た

。
直

ち
に

、
販

売
店

従
業

員
が

現
場

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

予
備

の
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
周

辺
を

捜
索

し
た

が
、

発
見

で
き

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
9
月

3
0
日

1
0
時

頃
、

交
番

に
盗

難
届

け
を

提
出

し
た

。
な

お
、

通
常

は
店

舗
内

の
一

定
の

場
所

に
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

(予
備

)を
置

い
て

い
た

が
、

9
月

2
6
日

1
8
時

3
0
分

頃
、

食
材

搬
入

の
邪

魔
に

な
る

た
め

、
屋

外
に

移
動

、
そ

の
ま

ま
放

置
し

忘
れ

、
翌

日
、

容
器

の
紛

失
に

気
付

い
た

。

4
1
3

2
0
1
0
-

8
8
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
7

和
歌

山
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
L
P

ガ
ス

販
売

業
者

が
､月

末
の

ガ
ス

検
針

時
、

消
費

先
に

設
置

し
て

い
る

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
に

気
づ

き
、

家
主

に
聞

い
た

が
一

切
さ

わ
っ

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

た
め

､消
防

署
に

届
け

出
た

。

4
1
4

2
0
1
0
-

9
5
0

消
費

酸
素

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
9
/
2
8

沖
縄

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
紛

失
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
ク

レ
ー

ン
車

で
、

ク
レ

ー
ン

車
の

ウ
ェ

イ
ト

(お
も

り
)を

吊
り

上
げ

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
ク

レ
ー

ン
操

作
員

の
不

注
意

で
揺

れ
た

ウ
ェ

イ
ト

が
、

寝
か

せ
て

あ
っ

た
酸

素
7
m

3
容

器
に

接
触

し
、

そ
の

は
ず

み
で

酸
素

容
器

が
海

中
に

転
落

し
た

。
す

ぐ
に

、
確

認
し

た
が

、
酸

素
容

器
を

見
つ

け
る

こ
と

は
出

来
な

か
っ

た
。

1
1
月

8
日

に
、

ダ
イ

バ
ー

が
海

中
を

捜
索

し
た

が
発

見
出

来
な

か
っ

た
。

4
1
5

2
0
1
0
-

9
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
9
/
2
9

宮
崎

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

9
月

2
9
日

、
消

費
者

が
供

給
設

備
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

8
㎏

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

捜
索

し
た

が
見

つ
か

ら
な

い
た

め
販

売
店

に
連

絡
し

、
盗

難
と

判
断

さ
れ

た
。

1
0
月

1
日

に
警

察
署

へ
通

報
が

な
さ

れ
、

ま
た

1
0
月

2
5
日

に
県

へ
事

故
届

け
が

提
出

さ
れ

た
。

こ
の

容
器

は
9
月

1
4
日

、
鳥

威
嚇

用
の

爆
音

機
に

使
用

す
る

た
め

、
販

売
店

か
ら

貸
し

出
さ

れ
た

も
の

で
あ

っ
た

。
な

お
、

9
月

2
8
日

に
は

設
置

さ
れ

て
い

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

た
。

4
1
6

2
0
1
0
-

9
4
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2

和
歌

山
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
病

院
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

2
日

午
前

9
時

半
頃

に
、

消
費

先
か

ら
ガ

ス
臭

い
と

い
う

電
話

が
あ

り
、

1
0
時

頃
に

販
売

店
従

業
員

が
現

場
に

行
き

容
器

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
中

身
が

抜
き

取
ら

れ
た

こ
と

が
分

か
っ

た
。

前
日

ま
で

は
匂

い
も

な
く
、

普
通

に
使

え
て

い
た

と
の

こ
と

で
あ

り
、

消
費

先
で

は
ガ

ス
臭

に
気

が
つ

い
て

電
話

を
し

た
の

で
当

日
に

抜
き

取
ら

れ
た

可
能

性
が

高
い

。
ま

た
、

抜
き

取
り

に
は

音
と

ガ
ス

臭
が

伴
う

の
で

、
別

の
場

所
で

抜
き

取
ら

れ
た

可
能

性
が

高
い

。
同

日
、

販
売

店
が

警
察

に
連

絡
し

た
。

4
1
7

2
0
1
0
-

9
7
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

2
日

9
時

頃
、

消
費

者
(L

P
ガ

ス
供

給
先

)か
ら

、
設

置
し

て
い

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

旨
の

連
絡

が
販

売
店

に
あ

っ
た

。
直

ち
に

、
販

売
店

担
当

者
が

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

の
接

続
部

か
ら

外
さ

れ
紛

失
し

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

平
成

2
2
年

1
1
月

2
日

、
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
、

平
成

2
2
年

1
1
月

4
日

に
、

市
消

防
局

に
事

故
届

を
提

出
し

た
。

4
1
8

2
0
1
0
-

9
4
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
3

福
井

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
販

売
事

業
者

が
、

消
費

先
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
喪

失
に

気
付

き
、

盗
難

が
発

覚
し

た
。

4
1
9

2
0
1
0
-

9
3
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
4

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
0
月

4
日

8
時

5
0
分

頃
、

検
針

に
出

向
い

た
担

当
者

が
、

消
費

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

1
0
時

5
分

に
、

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

4
2
0

2
0
1
0
-

9
2
8

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
5

長
崎

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

が
バ

イ
ク

で
外

出
し

た
際

、
酸

素
1
.1

L
容

器
1
本

が
入

っ
た

リ
ュ

ッ
ク

を
バ

イ
ク

の
前

カ
ゴ

に
入

れ
た

状
態

で
、

パ
チ

ン
コ

屋
の

駐
車

場
に

止
め

て
い

た
。

戻
っ

て
み

た
ら

、
リ

ュ
ッ

ク
が

無
く
な

っ
て

い
た

。
1
0
月

6
日

に
、

派
出

所
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
1
0
月

1
2
日

に
交

番
よ

り
、

西
彼

杵
郡

で
発

見
さ

れ
た

旨
、

販
売

者
へ

連
絡

が
あ

っ
た

。
同

日
、

販
売

者
が

盗
難

容
器

受
取

り
、

目
立

っ
た

損
傷

等
は

な
か

っ
た

。

4
2
1

2
0
1
0
-

9
3
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
5

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

5
日

1
0
時

頃
に

、
ガ

ス
の

交
換

に
訪

れ
た

配
送

事
業

者
の

社
員

が
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
販

売
記

録
や

配
送

記
録

等
を

確
認

し
た

が
、

回
収

し
た

記
録

が
無

い
た

め
1
0
月

6
日

に
盗

難
と

判
断

し
、

容
器

所
有

者
が

盗
難

届
の

提
出

を
行

っ
た

。
最

後
に

容
器

が
確

認
さ

れ
た

の
は

前
回

の
定

期
検

針
日

の
9
月

8
日

な
の

で
、

9
月

8
日

～
1
0
月

5
日

の
問

に
盗

ま
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

4
2
2

2
0
1
0
-

9
4
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
6

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

ホ
ー

ス
継

手
か

ら
取

り
外

さ
れ

盗
難

さ
れ

た
。

4
2
3

2
0
1
0
-

9
4
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
6

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

ホ
ー

ス
継

手
か

ら
取

り
外

さ
れ

盗
難

さ
れ

た
。

4
2
4

2
0
1
0
-

1
0
0
9

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
0
/
6

静
岡

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
0
月

6
日

、
消

費
先

の
事

業
所

に
ガ

ス
を

供
給

し
て

い
る

ガ
ス

事
業

者
が

、
容

器
置

場
に

容
器

が
無

い
こ

と
に

気
づ

き
、

事
業

者
に

連
絡

し
た

と
こ

ろ
ア

セ
チ

レ
ン

2
kg

容
器

1
本

と
酸

素
3
m

3
容

器
1
本

の
盗

難
に

気
づ

い
た

。

4
2
5

2
0
1
0
-

9
0
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

園
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

7
日

午
前

1
1
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
消

費
先

で
あ

る
事

務
所

の
検

針
に

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
自

動
調

整
器

と
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

前
月

の
検

針
時

(9
月

9
日

)に
は

、
容

器
を

確
認

し
て

お
り

、
盗

難
と

判
断

し
、

当
日

警
察

署
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
事

務
所

で
は

、
1
0
月

4
日

に
ガ

ス
コ

ン
ロ

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
が

、
使

え
な

か
っ

た
と

説
明

し
て

お
り

、
そ

の
際

は
コ

ン
ロ

の
故

障
か

と
思

っ
た

が
、

そ
の

時
点

で
は

既
に

盗
ま

れ
て

い
た

可
能

性
が

あ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
2
6

2
0
1
0
-

9
0
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
8

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

8
日

、
消

費
先

で
あ

る
住

宅
へ

1
0
月

の
検

針
の

た
め

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
は

ず
さ

れ
て

い
た

。
9
月

の
検

針
時

は
転

居
予

定
の

連
絡

も
な

く
、

1
0
月

の
検

針
時

に
は

空
き

家
に

な
っ

て
い

た
(こ

の
時

ま
で

転
居

の
連

絡
は

ス
タ

ン
ド

に
も

入
っ

て
い

な
か

っ
た

。
)。

住
居

者
の

転
居

先
が

判
り

、
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
9
月

3
0
日

ま
で

に
引

越
を

終
了

し
、

そ
の

時
点

で
は

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

は
存

在
し

て
い

た
と

言
っ

て
お

り
、

建
物

周
辺

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
取

扱
所

な
ど

を
確

認
後

、
1
3
日

に
最

寄
り

の
駐

在
所

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

4
2
7

2
0
1
0
-

9
3
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
8

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
0
月

8
日

1
0
時

頃
、

契
約

者
が

死
亡

し
た

た
め

、
容

器
引

き
上

げ
に

出
向

い
た

担
当

者
が

、
調

整
器

、
高

圧
ホ

ー
ス

2
本

、
及

び
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

調
整

器
ま

で
は

ず
さ

れ
て

い
た

の
で

引
き

上
げ

履
歴

等
を

確
認

し
、

盗
難

と
判

明
し

た
た

め
、

1
0
月

1
2
日

1
0
時

に
警

察
署

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

4
2
8

2
0
1
0
-

9
5
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
1
0
/
1
2

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
紛

失
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

高
圧

ガ
ス

販
売

店
が

L
P

ガ
ス

容
器

の
所

在
確

認
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

平
成

1
8
年

7
月

7
日

に
建

設
会

社
に

販
売

し
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
返

却
さ

れ
て

い
な

い
の

に
気

づ
き

、
確

認
し

た
と

こ
ろ

不
明

と
な

っ
て

い
た

。
容

器
の

受
領

者
は

建
設

会
社

の
下

請
け

の
事

業
者

で
、

道
路

の
舗

装
、

補
修

用
に

ト
ー

チ
バ

ー
ナ

ー
を

使
用

す
る

た
め

貸
出

さ
れ

て
い

た
が

、
現

在
下

請
け

事
業

者
は

倒
産

し
て

お
り

、
連

絡
が

取
れ

な
い

状
況

と
な

っ
て

い
る

。

4
2
9

2
0
1
0
-

9
0
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
3

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
3
日

8
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
容

器
交

換
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
5

日
に

、
こ

の
集

会
所

近
く
の

工
事

を
行

っ
た

際
は

、
容

器
の

設
置

状
況

に
異

常
は

な
か

っ
た

。
こ

の
集

会
所

は
ガ

ス
の

使
用

頻
度

が
少

な
く
、

年
1
回

程
度

の
容

器
交

換
を

し
て

い
る

消
費

者
で

あ
っ

た
。

(検
針

は
2
ヶ

月
に

1
回

お
こ

な
っ

て
い

た
)こ

の
消

費
先

で
は

、
平

成
2
0
年

8
月

に
も

容
器

盗
難

が
発

生
し

て
い

る
た

め
、

容
器

を
窃

盗
し

易
い

状
況

に
な

っ
て

い
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
設

置
容

器
を

L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

1
本

に
変

更
す

る
。

ま
た

、
定

期
的

な
設

備
の

管
理

を
行

う
こ

と
と

し
た

。

4
3
0

2
0
1
0
-

9
3
3

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
0
/
1
3

神
奈

川
県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
事

業
所

の
従

業
員

が
1
0
月

1
3
日

1
8
時

3
0
分

頃
、

車
を

駐
車

場
に

止
め

そ
の

日
の

仕
事

を
終

了
し

て
帰

宅
し

た
。

翌
朝

1
0
月

1
4
日

7
時

5
0
分

頃
仕

事
に

向
か

う
た

め
、

従
業

員
が

駐
車

場
に

行
く
と

、
車

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
警

察
に

連
絡

し
、

車
の

盗
難

及
び

車
に

積
ん

で
い

た
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

1
本

の
盗

難
も

伝
え

た
。

4
3
1

2
0
1
0
-

9
0
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
5

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

1
5
日

9
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
公

営
住

宅
7
号

棟
へ

訪
問

し
た

際
、

7
号

棟
向

か
い

側
の

公
営

住
宅

8
号

棟
の

他
社

の
供

給
設

備
に

、
販

売
店

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
設

置
さ

れ
て

い
た

。
設

置
さ

れ
て

い
た

容
器

は
、

別
の

公
営

住
宅

に
設

置
さ

れ
て

い
た

容
器

で
、

平
成

2
1
年

1
0
月

1
3
日

か
ら

空
き

家
状

態
で

あ
っ

た
。

盗
難

時
期

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。
事

故
現

場
周

辺
は

、
公

営
住

宅
群

で
車

や
人

が
頻

繁
に

通
行

す
る

と
こ

ろ
で

は
な

い
た

め
、

不
審

者
等

に
は

気
づ

き
に

く
い

状
況

で
あ

っ
た

。

4
3
2

2
0
1
0
-

9
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
5

広
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
0
月

1
5
日

午
後

2
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

検
針

に
消

費
先

を
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

前
回

検
針

の
9
月

1
4
日

に
は

2
本

あ
っ

た
は

ず
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

消
費

先
の

建
物

は
、

現
在

出
張

診
療

所
と

し
て

使
用

さ
れ

て
い

る
が

、
昨

年
の

2
月

よ
り

使
用

実
績

は
無

く
、

ガ
ス

の
使

用
も

無
か

っ
た

。

4
3
3

2
0
1
0
-

9
0
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
6

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

1
6
日

1
1
時

頃
、

公
営

住
宅

の
空

き
家

で
、

容
器

の
撤

去
作

業
を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

取
り

壊
し

予
定

の
公

営
住

宅
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
周

辺
を

捜
索

し
た

が
容

器
を

発
見

出
来

な
か

っ
た

。
こ

の
消

費
先

は
、

平
成

2
1
年

3
月

3
1
日

か
ら

空
き

家
状

態
で

あ
っ

た
が

、
2
ヶ

月
に

1
度

程
度

は
、

販
売

店
が

容
器

等
の

確
認

を
実

施
し

て
い

た
。

こ
の

容
器

の
最

終
確

認
は

、
平

成
2
2
年

9
月

1
3
日

に
行

い
、

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

た
。

な
お

、
盗

難
容

器
の

残
量

は
1
3
kg

で
あ

っ
た

。
事

故
現

場
周

辺
は

、
公

営
住

宅
群

で
車

や
人

が
頻

繁
に

通
行

す
る

と
こ

ろ
で

は
な

か
っ

た
。

ま
た

、
事

故
現

場
周

辺
の

公
営

住
宅

は
取

り
壊

す
計

画
の

た
め

、
ほ

と
ん

ど
空

き
室

に
な

っ
て

い
る

状
態

で
、

不
審

者
に

気
づ

か
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

4
3
4

2
0
1
0
-

9
0
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
6

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

1
6
日

1
1
時

頃
、

以
前

か
ら

予
定

し
て

い
た

公
営

住
宅

の
空

き
家

に
つ

い
て

、
容

器
の

撤
去

作
業

を
実

施
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

取
り

壊
し

予
定

の
公

営
住

宅
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
周

辺
を

捜
索

し
た

が
容

器
を

発
見

出
来

な
か

っ
た

。
こ

の
消

費
先

は
、

平
成

2
1
年

7
月

2
1
日

か
ら

空
き

家
状

態
で

あ
っ

た
が

、
2
ヶ

月
に

1
度

程
度

は
、

販
売

店
が

容
器

等
の

確
認

を
実

施
し

て
い

た
。

こ
の

容
器

の
最

終
確

認
は

、
平

成
2
2
年

9
月

1
3
日

に
行

い
、

異
常

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

た
。

な
お

、
盗

難
容

器
の

残
量

は
1
8
kg

で
あ

っ
た

。
事

故
現

場
周

辺
は

、
公

営
住

宅
群

で
車

や
人

が
頻

繁
に

通
行

す
る

と
こ

ろ
で

は
な

か
っ

た
。

ま
た

、
事

故
現

場
周

辺
の

公
営

住
宅

は
取

り
壊

す
計

画
の

た
め

、
ほ

と
ん

ど
空

き
室

に
な

っ
て

い
る

状
態

で
、

不
審

者
に

気
づ

か
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

4
3
5

2
0
1
0
-

9
3
4

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

盗
難

2
0
1
0
/
1
0
/
1
6

千
葉

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
0
月

1
5
日

、
建

設
事

業
者

が
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
kg

容
器

1
本

を
引

き
取

り
持

ち
帰

っ
た

。
そ

の
後

、
他

の
機

材
と

共
に

4
tユ

ニ
ッ

ク
車

に
搭

載
し

、
作

業
員

宿
舎

の
駐

車
場

に
1
5
日

1
9
時

0
0
分

か
ら

翌
朝

5
時

0
0
分

ま
で

駐
車

し
た

。
1
6
日

5
時

0
0
分

に
現

場
へ

向
か

う
た

め
、

駐
車

場
に

向
か

っ
た

と
こ

ろ
容

器
を

搭
載

し
た

車
両

ご
と

盗
ま

れ
て

い
る

の
に

気
付

き
、

警
察

に
通

報
し

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

4
3
6

2
0
1
0
-

9
6
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
6

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

1
6
日

、
L
P

ガ
ス

販
売

店
が

検
針

の
た

め
消

費
先

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

建
物

が
解

体
さ

れ
て

い
た

。
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

4
本

と
そ

の
他

ガ
ス

設
備

も
紛

失
し

て
お

り
、

建
物

の
所

有
者

に
連

絡
し

た
と

こ
ろ

、
所

在
不

明
と

の
回

答
で

あ
っ

た
。

平
成

2
2
年

3
月

下
旬

、
建

物
の

解
体

工
事

が
行

わ
れ

た
が

、
建

物
所

有
者

及
び

解
体

業
者

か
ら

の
連

絡
は

な
く
、

解
体

現
場

に
そ

の
ま

ま
放

置
さ

れ
て

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

L
P

ガ
ス

の
使

用
実

績
の

な
い

顧
客

に
対

し
て

、
実

態
調

査
を

行
う

。
ま

た
、

集
合

住
宅

の
空

き
部

屋
に

つ
い

て
も

、
半

年
に

一
度

程
度

の
検

針
を

行
っ

て
現

況
を

確
認

す
る

こ
と

と
し

た
。

4
3
7

2
0
1
0
-

9
1
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

1
7
日

9
時

頃
、

消
費

者
先

か
ら

ガ
ス

が
出

な
い

と
の

連
絡

が
あ

り
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

同
現

場
か

ら
1
1
0
番

通
報

し
、

臨
場

し
た

警
察

官
と

と
も

に
現

場
検

証
を

行
っ

た
後

、
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
平

成
2
2
年

1
0
月

1
8
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。
今

後
は

、
盗

難
防

止
策

と
し

て
、

容
器

ボ
ッ

ク
ス

の
設

置
等

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。

4
3
8

2
0
1
0
-

9
1
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
8

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

1
8
日

6
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
が

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

難
さ

れ
た

こ
と

を
覚

知
し

、
警

察
署

に
連

絡
し

た
。

同
日

8
時

4
0
分

頃
、

販
売

店
に

連
絡

を
入

れ
、

販
売

店
の

担
当

者
が

9
時

2
0
分

頃
に

現
場

に
到

着
し

た
。

現
場

確
認

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
そ

の
後

、
周

辺
の

確
認

や
隣

人
へ

の
聞

込
み

を
行

っ
た

が
、

容
器

は
発

見
で

き
な

か
っ

た
。

同
日

1
6
時

頃
、

交
番

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

4
3
9

2
0
1
0
-

9
3
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
8

香
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

食
品

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

2
本

と
2
m

ゴ
ム

ホ
ー

ス
付

き
調

整
器

2
個

が
盗

ま
れ

た
。

1
0
月

1
8
日

、
消

費
先

の
従

業
員

か
ら

連
絡

を
受

け
た

販
売

店
従

業
員

が
盗

難
を

確
認

し
、

警
察

へ
通

報
し

た
。

－145－



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
4
0

2
0
1
0
-

9
4
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
1
9

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

盗
難

に
あ

っ
た

。

4
4
1

2
0
1
0
-

9
1
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
0

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

2
0
日

に
販

売
店

従
業

員
が

検
針

に
廻

っ
た

と
こ

ろ
、

集
会

場
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

同
月

4
日

に
容

器
が

2
本

設
置

さ
れ

て
る

こ
と

を
見

て
い

た
た

め
、

4
日

以
降

に
盗

ま
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

こ
の

集
会

所
は

ガ
ス

の
使

用
頻

度
が

少
な

く
、

年
1
回

程
度

の
容

器
交

換
を

し
て

い
る

消
費

者
で

あ
っ

た
。

(検
針

は
毎

月
お

こ
な

っ
て

い
る

)町
道

沿
い

で
は

あ
る

が
民

家
と

の
距

離
が

あ
る

た
め

、
容

器
を

窃
盗

し
易

い
状

況
に

な
っ

て
い

た
。

今
後

は
、

容
器

用
の

ボ
ッ

ク
ス

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。

4
4
2

2
0
1
0
-

9
1
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
0

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
印

刷
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
客

先
で

2
0
kg

容
器

2
本

の
供

給
設

備
を

使
用

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

1
0
月

2
0
日

1
6
時

4
5
分

頃
、

消
費

先
よ

り
販

売
店

に
通

報
が

あ
り

、
販

売
店

従
業

員
が

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
2
本

が
盗

難
さ

れ
て

お
り

、
直

ち
に

警
察

署
へ

通
報

し
、

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。

今
後

は
、

転
倒

防
止

用
チ

ェ
ー

ン
を

南
京

錠
で

施
錠

す
る

こ
と

と
し

た
。

4
4
3

2
0
1
0
-

9
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
0

香
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
盗

ま
れ

て
い

た
。

1
0
月

2
0
日

、
販

売
店

か
ら

警
察

へ
通

報
し

た
。

4
4
4

2
0
1
0
-

9
3
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
4

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
0
月

2
4
日

6
時

頃
、

畑
の

所
有

者
が

、
鳥

追
い

の
爆

音
機

用
で

畑
に

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

、
販

売
事

業
者

に
連

絡
し

た
。

前
日

の
2
3
日

に
は

、
所

有
者

が
容

器
の

存
在

を
確

認
し

て
い

た
。

販
売

事
業

者
は

、
県

地
方

事
務

所
へ

連
絡

を
行

っ
た

。
な

お
、

警
察

署
へ

所
有

者
よ

り
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

4
4
5

2
0
1
0
-

9
1
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
5

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
9
月

2
4
日

の
検

針
時

に
は

異
常

な
か

っ
た

が
、

1
0
月

2
5
日

の
検

針
時

に
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
2
本

と
も

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

発
覚

し
た

。

4
4
6

2
0
1
0
-

9
3
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
5

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
販

売
事

業
所

は
消

費
者

と
契

約
し

て
い

た
が

、
ガ

ス
料

金
を

滞
納

し
て

い
た

た
め

7
月

7
日

に
閉

止
し

た
。

1
0
月

1
3
日

、
販

売
事

業
所

の
従

業
員

が
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
確

認
し

て
い

る
が

、
1
0
月

2
5
日

に
は

既
に

無
く
な

っ
て

い
た

。

4
4
7

2
0
1
0
-

9
8
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
5

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

4
4
8

2
0
1
0
-

9
3
9

消
費

混
合

ガ
ス

容
器

の
盗

難
、

酸
素

ガ
ス

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
0
/
2
6

神
奈

川
県

0
0

0
0

酸
素

、
ア

ル
ゴ

ン
、

二
酸

化
炭

素

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

2
5
日

、
容

器
を

横
浜

市
鶴

見
区

所
在

の
事

業
所

で
車

(2
tト

ラ
ッ

ク
)に

積
み

込
み

、
内

2
本

を
配

送
し

、
残

り
は

翌
日

に
配

送
す

る
た

め
午

後
5
時

0
0
分

ご
ろ

自
宅

近
く
の

海
老

名
市

の
駐

車
場

に
停

め
て

い
た

｡翌
2
6
日

午
前

4
時

に
車

ご
と

7
m

3
容

器
4
本

(混
合

ガ
ス

A
r8

0
％

,C
O

2
2
0
％

2
本

充
瓶

、
混

合
ガ

ス
A

r8
0
％

,C
0
2
2
0
％

1
本

残
ガ

ス
容

器
、

及
び

酸
素

ガ
ス

1
本

残
ガ

ス
容

器
)が

盗
難

さ
れ

た
こ

と
に

気
が

付
き

、
2
6
日

4
時

3
0
分

に
警

察
署

に
通

報
し

た
。

な
お

、
車

に
鍵

は
付

け
て

い
な

か
っ

た
。

4
4
9

2
0
1
0
-

9
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
6

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

2
6
日

1
1
時

頃
、

販
売

事
業

者
の

職
員

が
消

費
先

へ
点

検
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
る

は
ず

の
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

消
費

先
は

パ
チ

ン
コ

店
で

あ
っ

た
が

、
既

に
営

業
を

停
止

し
長

期
間

無
人

と
な

っ
て

お
り

、
い

つ
頃

盗
難

に
あ

っ
た

か
は

不
明

で
あ

る
。

平
成

1
9
年

1
1
月

8
日

の
時

点
で

は
、

販
売

事
業

者
の

職
員

が
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
存

在
を

確
認

し
て

い
る

。
販

売
事

業
者

の
職

員
の

話
で

は
、

消
費

先
は

平
成

1
9
年

1
0
月

に
破

産
後

、
管

財
人

か
ら

現
場

の
保

全
指

示
が

あ
り

、
容

器
の

撤
去

が
で

き
な

か
っ

た
と

の
こ

と
。

販
売

事
業

者
は

、
警

察
署

へ
の

届
出

及
び

県
地

方
事

務
所

へ
連

絡
を

行
っ

た
。

4
5
0

2
0
1
0
-

9
2
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
7

大
分

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

4
5
1

2
0
1
0
-

9
4
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
7

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
継

手
か

ら
取

り
外

さ
れ

盗
難

さ
れ

て
い

た
。

4
5
2

2
0
1
0
-

9
1
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
8

秋
田

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

廃
品

回
収

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
0
月

2
8
日

7
時

3
0
分

頃
、

リ
サ

イ
ク

ル
施

設
の

社
員

が
出

勤
し

た
際

、
湯

沸
器

が
点

火
し

な
か

っ
た

。
供

給
設

備
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
2
本

と
も

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

販
売

店
へ

連
絡

し
、

警
察

が
立

ち
会

い
の

も
と

、
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

推
定

残
量

は
そ

れ
ぞ

れ
、

2
0
kg

と
1
8
kg

で
あ

っ
た

。
再

発
防

止
対

策
と

し
て

、
容

器
チ

ェ
ー

ン
の

両
端

の
金

具
を

壁
に

固
定

し
、

チ
ェ

ー
ン

を
プ

ロ
テ

ク
タ

ー
の

内
部

に
通

し
、

南
京

錠
を

取
り

付
け

た
。

4
5
3

2
0
1
0
-

9
1
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
8

秋
田

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

漁
業

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
0
月

2
7
日

1
7
時

0
0
分

に
、

消
費

先
の

従
業

員
が

容
器

を
確

認
し

て
帰

宅
し

た
が

、
1
0
月

2
8
日

1
0
時

0
0
分

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

2
8
日

に
従

業
員

が
警

察
署

に
連

絡
し

、
販

売
店

に
も

連
絡

し
た

。
な

お
、

推
定

残
ガ

ス
量

は
4
kg

で
あ

っ
た

。

4
5
4

2
0
1
0
-

1
0
1
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
0
/
2
9

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
0
月

2
9
日

1
1
時

頃
、

ガ
ス

配
送

時
に

、
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

ま
ず

、
消

費
者

に
連

絡
し

た
と

こ
ろ

な
か

な
か

連
絡

が
と

れ
ず

に
お

り
、

1
1
月

1
4
日

に
消

費
者

に
確

認
が

と
れ

、
盗

難
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

1
1
月

1
4
日

、
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

4
5
5

2
0
1
0
-

9
5
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

1
日

午
後

3
時

頃
、

消
費

先
職

員
よ

り
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

が
販

売
店

に
あ

っ
た

。
そ

の
後

、
販

売
店

職
員

が
現

地
に

向
か

い
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
調

整
器

の
盗

難
及

び
ホ

ー
ス

の
切

断
、

ガ
ス

漏
れ

の
被

害
は

無
か

っ
た

。
消

費
先

職
員

の
話

で
は

、
こ

の
事

務
所

に
は

ほ
ぼ

毎
日

職
員

が
勤

務
し

て
お

り
、

前
日

(1
0
月

3
1
日

)も
夕

方
ま

で
ガ

ス
器

具
を

使
用

し
て

い
た

と
の

こ
と

で
あ

り
、

盗
難

に
つ

い
て

は
1
0
月

3
1
日

の
夜

間
、

若
し

く
は

1
1
月

1
日

の
早

朝
で

あ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

警
察

へ
の

被
害

届
に

つ
い

て
は

、
翌

日
(1

1
月

2
日

)に
提

出
し

た
。

4
5
6

2
0
1
0
-

9
6
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

自
動

切
り

替
え

式
調

整
器

の
ネ

ジ
接

続
部

か
ら

高
圧

ホ
ー

ス
ご

と
外

さ
れ

持
ち

去
ら

れ
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
5
7

2
0
1
0
-

9
5
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
2

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
消

防
署

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

2
日

、
消

防
団

か
ら

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
無

い
と

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
っ

た
た

め
、

担
当

者
が

消
防

団
に

出
向

い
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
同

日
中

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

ち
な

み
に

、
前

回
の

使
用

日
は

、
平

成
2
2
年

1
0
月

1
3
日

で
あ

っ
た

。

4
5
8

2
0
1
0
-

9
6
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
2

福
島

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

2
日

の
検

針
時

に
容

器
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
内

の
1
本

が
空

容
器

で
あ

っ
た

た
め

顧
客

管
理

台
帳

を
確

認
し

た
結

果
､記

号
が

違
っ

て
お

り
、

満
タ

ン
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
空

容
器

に
置

き
換

え
ら

れ
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

、
県

及
び

警
察

署
に

通
報

し
た

。
こ

の
施

設
で

は
、

今
年

の
8
月

に
も

ガ
ス

容
器

の
盗

難
が

発
生

し
て

い
た

た
め

、
チ

ェ
ー

ン
施

錠
に

よ
る

防
止

対
策

を
講

じ
て

い
た

が
、

錠
を

壊
さ

れ
盗

難
さ

れ
た

。
ま

た
、

今
回

置
き

換
え

ら
れ

た
空

容
器

は
、

平
成

2
2
年

8
月

3
日

(盗
難

判
明

日
)

に
同

所
で

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
同

一
人

物
に

よ
る

行
為

で
あ

る
こ

と
が

推
定

さ
れ

る
。

盗
難

発
生

場
所

は
、

周
辺

に
住

宅
が

な
い

施
設

で
あ

り
、

夜
間

に
管

理
者

は
常

駐
し

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
季

節
的

に
使

用
す

る
施

設
で

あ
る

た
め

、
2
～

8
月

は
日

中
も

管
理

者
等

が
不

在
で

あ
る

こ
と

が
多

く
、

人
の

目
が

届
き

に
く
い

状
況

と
な

っ
て

い
た

。
今

後
は

、
防

犯
ラ

イ
ト

の
設

置
、

容
器

を
5
0
kg

に
変

更
す

る
こ

と
な

ど
対

策
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

4
5
9

2
0
1
0
-

9
6
7

消
費

酸
素

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
1
1
/
2

東
京

都
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
紛

失
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
1
1
月

1
日

、
病

院
か

ら
入

院
中

の
患

者
が

、
1
0
月

2
8
日

に
死

亡
し

た
と

連
絡

あ
っ

た
。

翌
日

に
、

患
者

の
自

宅
で

貸
与

し
て

い
た

医
療

用
機

器
を

回
収

し
た

際
、

酸
素

2
2
0
L
容

器
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
直

ち
に

、
警

察
署

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

4
6
0

2
0
1
0
-

9
6
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
2

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

2
日

1
4
時

1
5
分

ご
ろ

、
湯

沸
し

器
を

使
お

う
と

し
た

が
点

火
し

な
い

の
で

調
べ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

自
動

切
り

替
え

式
調

整
器

の
出

口
側

の
弁

が
閉

止
さ

れ
た

状
態

で
、

使
用

側
の

容
器

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
直

ち
に

、
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
盗

難
さ

れ
た

容
器

の
事

業
所

へ
の

配
送

年
月

日
は

、
平

成
2
1
年

4
月

1
5
日

で
あ

っ
た

。

4
6
1

2
0
1
0
-

9
6
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
4

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

4
日

(木
)1

6
時

ご
ろ

、
消

費
先

よ
り

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

直
ち

に
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
に

向
か

い
紛

失
事

実
を

確
認

し
、

翌
日

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
原

因
は

、
容

器
管

理
の

不
備

と
推

定
さ

れ
る

。

4
6
2

2
0
1
0
-

9
6
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
4

栃
木

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
0
月

1
1
日

、
L
P

ガ
ス

販
売

店
が

消
費

先
で

あ
る

別
荘

へ
、

月
に

一
度

の
検

針
を

実
施

し
た

が
異

常
は

な
か

っ
た

。
平

成
2
2
年

1
1

月
4
日

、
定

期
保

安
検

査
を

実
施

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

こ
の

別
荘

に
取

り
付

け
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

か
っ

た
。

ま
た

、
平

成
2
2
年

1
1

月
4
日

に
、

他
の

消
費

設
備

で
不

審
容

器
(販

売
店

等
の

ペ
イ

ン
ト

が
消

さ
れ

た
容

器
)が

接
続

さ
れ

て
い

る
と

の
匿

名
の

情
報

が
あ

り
、

平
成

2
2
年

1
1
月

5
日

に
現

地
で

容
器

番
号

等
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

別
荘

で
盗

難
さ

れ
た

容
器

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
警

察
署

に
連

絡
し

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

4
6
3

2
0
1
0
-

9
8
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
4

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

4
日

、
共

同
住

宅
に

配
送

委
託

業
者

が
容

器
交

換
の

た
め

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
0
本

中
1
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

が
外

さ
れ

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

同
日

、
交

番
に

届
出

た
。

4
6
4

2
0
1
0
-

9
5
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
5

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

5
日

、
消

費
先

へ
、

配
送

業
務

委
託

先
の

従
業

員
が

容
器

配
送

に
出

向
い

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
販

売
店

社
員

が
、

1
0
月

7
日

に
検

針
を

行
っ

た
際

は
、

こ
の

容
器

の
設

置
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
後

1
1
月

5
日

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

本
来

な
ら

ば
、

こ
の

盗
難

が
発

覚
し

た
1
1
月

5
日

中
に

盗
難

届
を

出
す

べ
き

で
あ

っ
た

が
、

事
務

連
絡

の
ミ

ス
に

よ
り

、
1
2
月

2
日

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

ち
な

み
に

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

端
末

で
容

器
設

置
状

況
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

の
内

容
量

は
、

配
送

伝
票

及
び

検
針

伝
票

か
ら

み
て

満
タ

ン
で

あ
っ

た
。

4
6
5

2
0
1
0
-

9
8
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
7

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

7
日

1
5
時

0
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
事

業
所

に
ガ

ス
が

使
用

で
き

な
く
、

L
P

ガ
ス

容
器

も
無

い
と

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

同
日

1
5
時

0
5
分

、
事

業
所

が
警

察
に

通
報

、
同

時
に

消
費

者
宅

に
出

動
し

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
盗

難
を

確
認

し
、

交
番

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

1
5
時

4
0
分

に
、

警
察

と
と

も
に

現
場

検
証

を
行

っ
た

。

4
6
6

2
0
1
0
-

9
9
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
7

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

7
日

の
夜

、
公

民
館

で
集

ま
り

が
あ

っ
た

際
、

1
ヶ

月
以

上
前

か
ら

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
い

う
話

が
出

た
た

め
確

認
す

る
と

、
ホ

ー
ス

を
切

断
さ

れ
て

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

お
り

、
盗

難
に

遭
っ

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
そ

の
時

ま
で

は
容

器
が

無
い

こ
と

に
は

気
付

い
て

い
た

が
、

ガ
ス

が
空

に
な

っ
て

一
時

的
に

取
り

外
さ

れ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
た

と
の

こ
と

。
盗

難
さ

れ
た

日
に

つ
い

て
特

定
は

で
き

な
い

が
、

7
月

4
日

に
使

用
し

た
際

に
は

、
ガ

ス
コ

ン
ロ

を
使

用
し

て
い

る
た

め
、

7
月

4
日

～
1
0
月

初
旬

の
時

期
に

盗
難

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

4
6
7

2
0
1
0
-

9
7
0

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
1
/
8

東
京

都
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

8
日

8
時

3
0
分

頃
、

従
業

員
が

鉄
工

所
内

に
置

い
て

あ
っ

た
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

と
、

酸
素

7
m

3
容

器
3
本

の
う

ち
1
本

、
及

び
溶

断
設

備
一

式
が

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

4
6
8

2
0
1
0
-

9
9
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
8

岐
阜

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
1
月

8
日

に
、

L
P

ガ
ス

消
費

者
か

ら
販

売
店

へ
ガ

ス
切

れ
の

連
絡

が
あ

り
、

交
換

の
た

め
現

地
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
内

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

4
6
9

2
0
1
0
-

9
5
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
1
/
9

福
岡

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
1
月

9
日

8
時

0
0
分

頃
、

ガ
ス

消
費

先
の

従
業

員
が

出
勤

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

置
場

に
置

い
て

い
た

容
器

1
0
本

中
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
kg

容
器

1
本

と
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

の
紛

失
に

気
付

い
た

。
そ

の
後

、
ガ

ス
販

売
業

者
と

警
察

署
に

連
絡

を
行

っ
た

。

4
7
0

2
0
1
0
-

9
9
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
9

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

で
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
供

給
設

備
を

使
用

し
て

お
り

、
当

日
、

販
売

店
従

業
員

が
点

検
の

た
め

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

難
さ

れ
て

お
り

、
直

ち
に

警
察

署
へ

通
報

し
、

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。

4
7
1

2
0
1
0
-

9
9
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
9

三
重

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

で
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
供

給
設

備
を

使
用

し
て

お
り

、
平

成
2
2
年

1
1
月

9
日

、
販

売
店

従
業

員
が

点
検

の
た

め
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

難
さ

れ
て

お
り

、
直

ち
に

警
察

署
へ

通
報

し
、

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
7
2

2
0
1
0
-

9
9
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
9

鳥
取

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
0
月

3
0
日

の
メ

ー
タ

ー
検

針
時

に
お

い
て

、
容

器
が

あ
る

こ
と

を
検

針
員

が
確

認
し

て
い

た
。

同
年

1
1
月

9
日

1
5
時

頃
、

冬
場

の
チ

ェ
ッ

ク
の

た
め

訪
問

し
た

際
に

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
同

日
、

警
察

に
盗

難
届

け
を

提
出

し
た

。

4
7
3

2
0
1
0
-

9
5
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
0

大
分

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
1
月

1
0
日

午
後

3
時

過
ぎ

、
小

学
校

よ
り

、
コ

ン
ロ

の
火

が
点

か
な

い
と

販
売

店
に

電
話

が
あ

っ
た

。
担

当
者

が
、

現
場

に
出

向
き

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

鉄
格

子
で

囲
い

南
京

錠
で

施
錠

し
て

い
た

ガ
ス

置
き

場
施

設
の

南
京

錠
が

壊
さ

れ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

｡同
月

1
2
日

、
駐

在
所

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

4
7
4

2
0
1
0
-

9
6
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
0

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

1
0
日

9
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
の

従
業

員
が

消
費

先
に

定
期

検
針

に
訪

れ
た

際
、

予
備

側
に

取
り

付
け

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

周
辺

を
探

索
し

た
が

見
つ

か
ら

ず
盗

難
と

判
断

し
、

会
社

へ
報

告
及

び
消

費
先

に
状

況
の

説
明

、
並

び
に

今
後

の
対

策
に

つ
い

て
話

し
を

し
た

。
平

成
2
2
年

1
0
月

8
日

の
定

期
検

針
時

に
は

異
常

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
盗

難
に

あ
っ

た
容

器
は

、
平

成
2
2
年

3
月

1
0
日

に
設

置
し

て
い

た
。

今
後

は
、

転
倒

防
止

チ
ェ

ー
ン

に
鍵

を
取

り
付

け
、

専
用

収
納

庫
を

設
け

施
錠

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

4
7
5

2
0
1
0
-

9
8
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
0

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

1
0
日

、
検

針
時

に
家

屋
が

解
体

さ
れ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

等
が

喪
失

し
て

い
る

の
を

検
診

担
当

者
が

発
見

し
た

。
翌

1
1

日
及

び
1
2
日

、
現

場
付

近
を

探
し

た
が

容
器

の
発

見
は

で
き

ず
、

解
体

業
者

に
容

器
の

存
在

に
つ

い
て

確
認

を
行

っ
た

が
不

明
な

た
め

、
1
1

月
2
4
日

に
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

発
生

日
時

は
、

平
成

2
2
年

5
月

7
日

(臨
検

)に
容

器
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
家

屋
解

体
(平

成
2
2
年

8
月

下
旬

)に
至

る
ま

で
の

間
に

盗
難

に
遭

っ
た

か
、

家
屋

解
体

時
に

喪
失

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

4
7
6

2
0
1
0
-

9
9
5

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
0

岡
山

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
加

工
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
容

器
の

所
有

者
が

、
平

成
2
2
年

1
月

5
日

に
消

費
先

に
納

入
し

た
酸

素
7
m

3
容

器
1
本

が
長

期
停

滞
し

て
い

た
た

め
、

代
表

者
へ

確
認

を
し

た
と

こ
ろ

、
見

当
た

ら
ず

不
明

と
な

り
、

警
察

と
消

防
へ

届
け

出
た

。

4
7
7

2
0
1
0
-

9
8
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
2

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

1
2
日

1
4
時

頃
、

消
費

先
で

あ
る

住
宅

に
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

検
針

の
た

め
担

当
者

が
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

中
1
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

の
接

続
部

か
ら

外
さ

れ
、

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

同
日

、
交

番
に

盗
難

届
け

を
提

出
し

た
。

4
7
8

2
0
1
0
-

9
7
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
3

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

1
3
日

1
4
時

3
0
分

頃
、

解
体

業
者

よ
り

建
物

を
取

り
壊

す
た

め
に

、
容

器
を

引
上

げ
て

欲
し

い
と

の
連

絡
が

販
売

店
に

あ
っ

た
。

同
日

1
6
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
現

地
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

平
成

2
2
年

1
1
月

9
日

の
検

針
時

に
は

、
容

器
は

2
本

設
置

さ
れ

て
い

た
。

4
7
9

2
0
1
0
-

9
7
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
4

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

1
4
日

9
時

3
0
分

頃
、

公
民

館
利

用
者

が
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
な

い
こ

と
に

気
付

い
た

。
販

売
店

従
業

員
が

現
地

を
訪

問
す

る
と

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
1
1
月

1
5
日

1
1
時

2
0
分

、
派

出
所

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

4
8
0

2
0
1
0
-

9
6
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
5

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

1
5
日

1
1
時

0
0
分

頃
、

配
送

事
業

者
よ

り
販

売
店

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
連

絡
が

あ
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
盗

難
が

判
明

し
た

。
容

器
設

置
先

は
、

平
成

2
0
年

7
月

2
8
日

よ
り

空
家

と
な

っ
て

い
た

。
配

送
事

業
者

が
、

容
器

盗
難

現
場

前
の

消
費

者
宅

に
前

回
検

針
及

び
配

送
を

行
っ

た
際

は
、

盗
難

現
場

に
は

容
器

が
2
本

設
置

さ
れ

て
い

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

実
際

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

期
間

は
、

平
成

2
2
年

1
0
月

中
旬

頃
か

ら
平

成
2
2
年

1
1
月

1
5
日

1
1
時

0
0
分

頃
ま

で
の

間
と

考
え

ら
れ

る
。

4
8
1

2
0
1
0
-

9
7
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
6

東
京

都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

1
6
日

、
幼

稚
園

か
ら

、
L
P

ガ
ス

の
容

器
が

な
い

と
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
た

め
、

現
場

に
急

行
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
盗

難
が

考
え

ら
れ

る
の

で
、

警
察

に
通

報
し

た
。

1
0
月

2
5
日

検
針

時
に

は
異

常
が

な
か

っ
た

た
め

、
そ

の
日

以
降

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

4
8
2

2
0
1
0
-

9
7
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
6

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

1
6
日

、
検

針
時

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
こ

と
に

気
づ

き
、

同
日

警
察

に
被

害
届

を
提

出
し

、
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

4
8
3

2
0
1
0
-

9
7
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
8

群
馬

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

1
8
日

、
販

売
店

か
ら

委
託

を
受

け
た

事
業

者
の

職
員

が
、

消
費

先
に

定
期

点
検

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

。
な

お
、

消
費

先
は

ほ
と

ん
ど

L
P

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

な
い

た
め

、
コ

ン
ロ

に
火

が
つ

か
な

い
等

の
連

絡
は

販
売

店
に

は
無

か
っ

た
。

ま
た

、
メ

ー
タ

ー
の

検
針

で
1
1
月

1
0
日

に
訪

問
し

た
時

に
は

、
容

器
は

存
在

し
て

い
た

。
以

上
の

こ
と

か
ら

、
1
1
月

1
0
日

か
ら

1
8
日

の
間

に
盗

ま
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

4
8
4

2
0
1
0
-

9
7
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
8

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
1
月

1
8
日

1
4
時

0
0
分

頃
、

藤
沢

市
内

の
事

業
者

か
ら

敷
地

内
に

、
販

売
店

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
放

置
さ

れ
て

い
る

と
の

通
報

が
あ

り
、

販
売

店
従

業
員

が
販

売
店

の
L
P

ガ
ス

容
器

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
回

収
し

た
。

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

販
売

店
の

小
田

原
充

て
ん

所
か

ら
消

費
先

に
配

送
さ

れ
た

容
器

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
同

充
て

ん
所

従
業

員
が

、
こ

の
配

送
先

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
て

の
う

ち
の

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。

4
8
5

2
0
1
0
-

9
8
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
8

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
1
月

1
8
日

9
時

頃
、

消
費

先
の

事
務

所
に

お
い

て
、

ガ
ス

コ
ン

ロ
に

火
を

付
け

よ
う

と
し

た
が

、
着

火
し

な
か

っ
た

た
め

、
屋

外
に

設
置

し
て

い
る

L
P

ガ
ス

容
器

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
そ

の
後

、
販

売
事

業
者

に
報

告
し

、
販

売
事

業
者

の
地

区
担

当
者

が
現

地
を

確
認

し
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

接
続

部
か

ら
外

さ
れ

持
ち

去
ら

れ
て

い
た

。
周

辺
の

捜
索

及
び

近
隣

へ
の

聞
き

込
み

、
配

送
事

業
者

へ
確

認
し

た
が

容
器

の
発

見
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

消
費

先
の

直
近

の
容

器
交

換
は

、
9
月

1
4
日

に
容

器
1
本

を
交

換
し

確
認

を
行

っ
て

い
た

。
容

器
の

残
量

は
そ

れ
ぞ

れ
、

満
タ

ン
と

半
分

程
度

だ
っ

た
。

1
1
月

1
7
日

1
8
時

頃
閉

店
し

た
こ

と
か

ら
、

事
故

発
生

時
間

は
、

1
1
月

1
7
日

1
8
時

頃
か

ら
1
1
月

1
8
日

9
時

ま
で

の
間

と
推

定
さ

れ
る

。
容

器
設

置
場

所
は

、
道

路
に

面
し

確
認

で
き

る
位

置
に

設
置

し
て

い
る

が
、

周
辺

に
街

灯
は

な
く
夜

間
は

薄
暗

い
状

況
で

あ
っ

た
。

事
故

現
場

周
辺

は
、

日
中

で
も

人
通

り
及

び
交

通
量

は
少

な
く
、

夜
間

に
な

る
と

ほ
と

ん
ど

交
通

量
は

な
い

た
め

、
不

審
者

に
気

付
き

に
く
い

状
況

で
あ

っ
た

。

4
8
6

2
0
1
0
-

9
7
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
紛

失
2
0
1
0
/
1
1
/
1
9

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
1
1
月

1
9
日

、
容

器
の

配
送

事
業

者
か

ら
、

空
き

店
舗

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
、

1
1

月
2
2
日

に
販

売
店

従
業

員
が

、
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
紛

失
し

て
い

た
。

直
ち

に
、

警
察

に
遺

失
物

届
を

提
出

し
た

。

4
8
7

2
0
1
0
-

9
8
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
1
9

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

1
9
日

、
配

送
業

者
職

員
が

、
消

費
者

宅
(平

成
2
1
年

8
月

よ
り

閉
止

し
て

お
り

、
容

器
が

放
置

さ
れ

て
い

た
。

)の
近

所
に

容
器

交
換

に
行

っ
た

際
、

消
費

者
宅

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
販

売
店

へ
報

告
し

た
。

1
1
月

1
9
日

1
6
時

に
、

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

4
8
8

2
0
1
0
-

9
8
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
2
0

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

4
8
9

2
0
1
0
-

9
8
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
2
0

大
阪

府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
、

ホ
ー

ス
の

継
手

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
た

。

4
9
0

2
0
1
0
-

9
9
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
2
3

石
川

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

2
3
日

9
時

3
8
分

に
、

消
費

者
か

ら
、

販
売

事
業

者
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
無

い
旨

の
電

話
連

絡
が

あ
っ

た
。

1
0
時

頃
、

販
売

事
業

者
が

現
地

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

、
調

整
器

、
及

び
メ

ー
タ

ー
か

ら
の

配
管

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
販

売
事

業
者

は
、

1
1
時

頃
、

警
察

署
に

盗
難

さ
れ

た
旨

の
通

報
を

行
っ

た
。

同
日

、
警

察
は

、
現

地
調

査
を

行
っ

た
。

2
4
日

に
販

売
事

業
者

は
、

県
に

盗
難

が
あ

っ
た

旨
の

電
話

報
告

を
行

っ
た

。
今

後
は

、
L
P

ガ
ス

容
器

を
2
0
kg

か
ら

5
0
kg

に
変

更
し

、
転

倒
防

止
チ

ェ
ー

ン
に

鍵
を

付
け

る
こ

と
と

し
た

。

4
9
1

2
0
1
0
-

9
5
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
2
5

福
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
他

の
販

売
店

か
ら

の
依

頼
に

よ
り

、
入

居
者

の
決

ま
っ

て
い

な
い

住
宅

へ
設

置
し

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
た

。
当

初
、

販
売

店
は

、
入

居
者

の
有

無
を

把
握

し
て

い
な

か
っ

た
。

4
9
2

2
0
1
0
-

9
6
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
2
5

山
形

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
利

用
者

か
ら

、
販

売
事

業
者

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

旨
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
販

売
事

業
者

で
の

内
部

調
査

及
び

配
送

事
業

者
へ

の
確

認
の

結
果

、
盗

難
に

遭
っ

た
も

の
と

判
断

し
、

警
察

署
に

届
け

出
た

。
セ

ン
タ

ー
の

前
回

利
用

日
が

1
1
月

6
日

の
た

め
、

こ
の

間
に

盗
難

に
遭

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

4
9
3

2
0
1
0
-

9
5
9

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
1
/
2
6

佐
賀

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
1
月

2
6
日

午
後

、
消

費
先

の
現

場
担

当
者

が
、

現
場

に
あ

る
容

器
の

本
数

(4
本

)が
納

入
さ

れ
た

本
数

(7
本

)よ
り

少
な

い
こ

と
に

気
づ

き
、

販
売

店
へ

連
絡

し
た

。
現

場
は

、
ダ

ム
建

設
工

事
の

現
場

で
あ

り
、

消
費

現
場

が
広

範
囲

で
あ

る
こ

と
、

協
力

業
者

が
持

っ
て

い
る

可
能

性
も

考
え

ら
れ

た
た

め
、

1
1
月

2
9
日

に
改

め
て

現
場

周
辺

の
捜

索
、

及
び

協
力

業
者

へ
の

容
器

番
号

照
会

を
行

っ
た

が
、

酸
素

ガ
ス

7
kg

容
器

2
本

及
び

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
.2

kg
容

器
1
本

が
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

現
場

担
当

者
に

よ
る

と
、

7
月

中
旬

の
大

雨
時

に
、

容
器

を
消

費
現

場
か

ら
退

避
(恐

ら
く
建

設
中

の
橋

の
上

に
)さ

せ
た

が
、

そ
の

後
使

用
し

て
い

な
か

っ
た

。

4
9
4

2
0
1
0
-

9
7
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
1
/
3
0

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

業
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
1
月

2
3
日

、
配

送
担

当
者

が
消

費
先

を
訪

問
し

た
際

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
営

業
担

当
に

連
絡

し
た

と
こ

ろ
、

盗
難

に
あ

っ
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

同
日

警
察

に
被

害
届

を
提

出
し

、
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

4
9
5

2
0
1
0
-

1
0
1
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
1

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
2
月

1
日

9
時

頃
、

配
送

員
が

配
送

中
に

近
所

の
人

よ
り

、
容

器
の

本
数

が
少

な
い

の
で

は
な

い
か

と
言

わ
れ

、
1
0
時

頃
担

当
者

が
消

費
先

の
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

か
ら

外
さ

れ
て

い
た

。
な

お
、

ガ
ス

の
漏

え
い

は
な

か
っ

た
。

同
日

、
1
1
時

頃
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

消
費

者
は

入
院

中
の

た
め

閉
栓

中
で

あ
り

、
こ

の
容

器
は

2
0
0
8
年

1
1
月

2
0
日

に
交

換
、

最
終

の
検

針
(容

器
交

換
時

等
供

給
設

備
点

検
を

兼
ね

る
)は

、
2
0
1
0
年

1
1
月

2
2
日

に
行

わ
れ

、
こ

の
時

容
器

は
2
本

と
も

設
置

さ
れ

て
い

た
。

4
9
6

2
0
1
0
-

1
0
1
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
2

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

運
送

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

販
売

店
か

ら
ブ

タ
ン

ガ
ス

容
器

等
の

配
送

を
委

託
し

て
い

る
事

業
者

の
ユ

ニ
ッ

ク
付

ト
ラ

ッ
ク

が
、

ブ
タ

ン
ガ

ス
5
0
0
kg

容
器

3
本

と
ブ

タ
ン

ガ
ス

4
5
0
kg

容
器

2
本

を
積

載
し

た
ま

ま
、

車
庫

に
駐

車
し

て
い

た
。

翌
朝

6
時

頃
、

駐
車

場
に

ト
ラ

ッ
ク

を
取

り
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
門

の
チ

ェ
ー

ン
が

壊
さ

れ
、

ト
ラ

ッ
ク

の
鍵

は
か

け
て

あ
っ

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
ト

ラ
ッ

ク
ご

と
何

者
か

に
盗

ま
れ

て
い

た
。

す
ぐ

に
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

そ
の

後
、

当
日

の
1
3
時

過
ぎ

に
、

春
日

井
市

内
の

コ
ン

ビ
ニ

か
ら

ト
ラ

ッ
ク

が
長

時
間

駐
車

場
に

あ
る

と
の

連
絡

が
あ

り
、

現
場

へ
急

行
し

確
認

後
、

警
察

署
へ

連
絡

し
、

警
察

の
現

場
検

証
終

了
後

、
盗

難
さ

れ
た

ト
ラ

ッ
ク

と
ガ

ス
容

器
が

無
事

に
戻

っ
て

き
た

。

4
9
7

2
0
1
0
-

1
0
1
3

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
2
/
3

栃
木

県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

の
工

場
敷

地
内

で
、

車
両

に
酸

素
0
.0

4
7
m

3
容

器
1
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

0
.0

4
1
m

3
容

器
1
本

と
そ

の
他

工
具

備
品

を
積

載
し

て
い

た
が

、
平

成
2
2
年

1
2
月

3
日

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
車

輌
ご

と
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
な

お
、

車
輌

に
は

施
錠

し
て

い
た

。

4
9
8

2
0
1
0
-

1
0
1
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
3

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

自
動

車
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
2
月

3
日

午
前

1
1
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
、

保
安

点
検

の
た

め
消

費
先

の
自

動
車

整
備

工
場

を
訪

問
し

た
際

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
地

区
担

当
者

へ
連

絡
、

消
費

者
へ

事
情

を
聞

き
、

午
前

1
1
時

1
0
分

頃
、

警
察

署
へ

連
絡

し
た

。
午

前
1
1
時

3
0
分

頃
、

警
察

に
よ

る
、

現
場

検
証

及
び

事
情

聴
取

を
行

い
、

警
察

へ
被

害
届

を
提

出
し

た
。

午
後

1
時

頃
、

消
防

署
へ

連
絡

し
、

そ
の

後
、

市
消

防
局

が
連

絡
を

う
け

た
。

な
お

、
前

回
保

安
点

検
時

の
同

年
1
1
月

8
日

に
は

、
容

器
は

確
認

し
て

い
た

。

4
9
9

2
0
1
0
-

1
0
1
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
3

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

5
0
0

2
0
1
0
-

1
0
1
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
3

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
1
2
月

3
日

8
時

半
に

、
消

費
者

よ
り

販
売

店
に

コ
ン

ロ
の

火
が

つ
か

な
い

と
の

連
絡

が
あ

り
、

メ
ー

タ
ー

遮
断

だ
と

思
い

復
帰

方
法

を
伝

え
た

。
そ

の
後

、
再

度
連

絡
が

あ
っ

た
た

め
現

場
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

で
供

給
し

て
い

る
と

こ
ろ

が
ガ

ス
が

充
て

ん
さ

れ
て

い
る

予
備

側
の

1
本

が
な

く
な

っ
て

お
り

､残
っ

て
い

た
1
本

も
ガ

ス
が

な
く
な

っ
て

い
た

。
そ

の
た

め
、

圧
力

低
下

で
メ

ー
タ

ー
遮

断
し

て
い

た
。

5
0
1

2
0
1
0
-

1
0
1
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
3

愛
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

3
月

1
8
日

、
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

1
本

を
公

民
館

に
質

量
販

売
し

設
置

し
た

。
1
2
月

3
日

、
公

民
館

長
が

見
回

り
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

1
本

、
調

整
器

、
低

圧
ホ

ー
ス

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。

5
0
2

2
0
1
0
-

9
9
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
4

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
2
月

4
日

1
4
時

頃
、

配
送

業
務

委
託

事
業

者
の

社
員

が
、

供
給

先
で

あ
る

共
同

住
宅

に
容

器
交

換
の

た
め

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

供
給

設
備

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

不
足

し
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
配

送
員

よ
り

連
絡

を
受

け
た

販
売

店
従

業
員

が
、

現
場

に
臨

場
し

て
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

8
本

の
う

ち
1
本

が
、

高
圧

ガ
ス

ホ
ー

ス
か

ら
取

り
外

さ
れ

紛
失

し
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
前

回
の

容
器

交
換

が
同

年
1
1
月

2
日

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

1
1
月

2
日

か
ら

1
2
月

4
日

ま
で

の
間

に
紛

失
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

た
。

同
日

1
5
時

4
0
分

頃
、

交
番

に
そ

の
旨

を
連

絡
し

、
警

察
署

員
と

と
も

に
現

場
検

証
を

行
っ

た
後

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

平
成

2
2
年

1
2
月

7
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

5
0
3

2
0
1
0
-

1
0
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
4

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
し

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。

5
0
4

2
0
1
0
-

1
0
0
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
5

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

園
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

先
に

お
い

て
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

と
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

1
本

、
3
巻

特
殊

コ
ン

ロ
が

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

。
1
2
月

5
日

午
前

中
、

地
区

イ
ベ

ン
ト

に
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

、
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

1
本

に
3
巻

特
殊

コ
ン

ロ
を

付
け

て
貸

出
し

た
。

同
日

1
5
時

頃
、

容
器

回
収

に
行

っ
た

際
、

容
器

等
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
が

、
消

費
者

が
片

付
け

て
保

管
し

た
も

の
と

思
い

、
そ

の
場

で
の

確
認

は
し

な
か

っ
た

。
翌

日
、

消
費

者
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
前

日
使

用
し

た
場

所
に

お
い

て
来

た
と

言
わ

れ
、

イ
ベ

ン
ト

関
係

者
に

も
確

認
し

た
が

所
在

が
分

か
ら

な
い

と
の

こ
と

で
、

盗
難

の
あ

っ
た

事
実

を
覚

知
し

た
。

消
費

者
へ

、
容

器
等

の
回

収
方

法
を

確
認

し
な

か
っ

た
の

が
原

因
と

推
定

さ
れ

る
。

5
0
5

2
0
1
0
-

1
0
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
5

岡
山

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
者

宅
に

設
置

さ
れ

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。
今

後
は

、
容

器
チ

ェ
ー

ン
を

二
重

巻
き

に
し

て
南

京
錠

を
取

り
付

け
る

こ
と

と
し

た
。

5
0
6

2
0
1
0
-

1
0
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
5

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
2
月

5
日

午
前

9
時

頃
、

事
務

所
の

掃
除

後
に

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

い
こ

と
に

気
付

い
た

。
1
2
月

6
日

午
前

1
0
時

半
頃

、
販

売
店

に
連

絡
し

、
配

送
状

況
等

の
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
容

器
の

盗
難

と
判

明
し

た
。

1
2
月

2
日

の
検

針
後

か
ら

5
日

の
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
1
2
月

7
日

午
前

中
に

販
売

店
か

ら
交

番
に

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

5
0
7

2
0
1
0
-

1
0
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
5

兵
庫

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

5
0
8

2
0
1
0
-

9
9
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
6

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
2
月

6
日

9
時

0
0
分

頃
、

消
費

先
の

事
務

所
内

で
、

ガ
ス

コ
ン

ロ
を

使
用

し
た

と
こ

ろ
着

火
し

な
い

た
め

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

販
売

店
従

業
員

が
現

地
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

、
及

び
調

整
器

が
外

さ
れ

持
ち

去
ら

れ
て

い
た

。
こ

の
容

器
は

、
平

成
2
2
年

7
月

1
0
日

に
設

置
し

、
直

近
の

検
針

は
1
1
月

1
6
日

に
実

施
し

容
器

等
を

確
認

し
て

い
た

。
消

費
先

の
事

務
所

で
最

後
に

ガ
ス

使
用

し
た

の
は

、
1
2
月

4
日

1
7
時

0
0
分

前
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
1
2
月

4
日

1
7
時

0
0
分

頃
か

ら
1
2
月

6
日

9
時

0
0
分

ま
で

の
間

に
盗

難
に

遭
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
盗

難
容

器
内

の
残

量
は

、
1
1
kg

程
度

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
容

器
設

置
場

所
に

容
器

倉
庫

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。

5
0
9

2
0
1
0
-

9
9
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
6

北
海

道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
2
月

6
日

1
5
時

頃
、

配
送

業
務

委
託

業
者

の
社

員
が

、
供

給
先

で
あ

る
事

務
所

に
容

器
交

換
の

た
め

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

供
給

設
備

の
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

こ
の

連
絡

を
受

け
た

販
売

店
従

業
員

が
、

現
場

に
臨

場
し

て
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
高

圧
ガ

ス
ホ

ー
ス

か
ら

取
り

外
さ

れ
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
さ

ら
に

周
辺

を
調

査
す

る
も

発
見

に
至

ら
な

か
っ

た
。

1
2
月

6
、

7
日

は
、

消
費

者
が

不
在

だ
っ

た
た

め
、

1
2
月

8
日

に
改

め
て

現
場

を
訪

問
し

消
費

者
と

と
も

に
調

査
し

た
が

、
発

見
で

き
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

同
日

、
交

番
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

同
年

1
1
月

1
7
日

に
当

社
の

検
針

員
が

メ
ー

タ
ー

検
針

の
た

め
訪

問
し

た
際

は
、

異
常

が
な

い
の

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

1
1
月

1
7
日

か
ら

1
2
月

6
日

1
5
時

頃
ま

で
の

間
に

盗
難

さ
れ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

平
成

2
2
年

1
2
月

1
3
日

、
市

消
防

局
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。

5
1
0

2
0
1
0
-

1
0
2
2

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
6

岐
阜

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
2
月

4
日

1
7
時

0
0
分

頃
、

消
費

者
が

現
場

作
業

を
終

了
し

、
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

1
本

を
支

柱
に

固
定

し
、

現
場

に
残

し
て

撤
収

し
た

。
1
2
月

6
日

に
消

費
者

が
現

場
に

到
着

し
た

と
こ

ろ
、

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
の

み
が

な
く
な

っ
て

い
た

。

5
1
1

2
0
1
0
-

1
0
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
6

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
2
月

6
日

1
1
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
消

費
先

へ
検

針
に

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
配

送
委

託
先

に
連

絡
し

た
。

直
ち

に
、

配
送

委
託

先
の

従
業

員
が

付
近

を
捜

索
し

た
が

容
器

を
発

見
で

き
ず

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
警

察
に

通
報

し
、

交
番

巡
査

立
会

い
の

も
と

被
害

届
を

提
出

し
た

。
平

成
2
2
年

1
1
月

8
日

の
検

針
時

に
は

、
容

器
は

2
本

設
置

さ
れ

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
て

い
た

。

5
1
2

2
0
1
0
-

1
0
0
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
7

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

平
成

2
2
年

1
2
月

7
日

午
後

2
時

頃
、

ガ
ス

販
売

店
社

員
が

メ
ー

タ
ー

交
換

の
た

め
消

費
先

を
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

お
り

、
替

わ
り

に
他

社
の

L
P

ガ
ス

容
器

2
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

こ
の

消
費

先
は

、
普

段
は

無
人

の
個

人
住

宅
で

あ
り

、
販

売
店

社
員

が
1
1
月

に
検

針
を

行
っ

た
際

に
は

容
器

を
確

認
し

て
お

り
、

盗
難

に
あ

っ
た

時
期

は
特

定
で

き
て

い
な

い
。

な
お

、
調

整
器

の
盗

難
及

び
ホ

ー
ス

の
切

断
、

ガ
ス

漏
れ

等
の

被
害

は
無

い
。

同
日

、
警

察
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

5
1
3

2
0
1
0
-

1
0
0
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
8

鹿
児

島
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
2
月

8
日

1
6
時

3
0
分

、
配

送
中

の
職

員
が

、
個

人
宅

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
付

い
た

。
付

近
の

捜
索

を
行

っ
た

が
、

容
器

は
発

見
さ

れ
な

か
っ

た
。

1
2
月

1
4
日

、
最

寄
り

の
警

察
へ

被
害

届
を

提
出

し
、

当
日

午
後

に
現

場
検

証
が

実
施

さ
れ

た
。

5
1
4

2
0
1
0
-

1
0
2
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
8

山
梨

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
2
月

8
日

7
時

0
0
分

頃
、

ガ
ス

が
着

火
し

な
い

た
め

(前
日

の
使

用
時

に
は

問
題

は
な

か
っ

た
)、

消
費

者
が

供
給

設
備

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

そ
の

後
、

状
況

か
ら

考
え

て
、

盗
難

に
あ

っ
た

と
判

断
し

て
、

容
器

所
有

者
及

び
販

売
事

業
者

立
ち

会
い

の
下

、
現

場
確

認
を

行
い

、
管

轄
す

る
警

察
署

へ
盗

難
届

を
同

日
提

出
し

た
。

5
1
5

2
0
1
0
-

1
0
2
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
1
0

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
2
月

1
0
日

1
0
時

頃
、

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

検
針

員
が

、
消

費
先

で
あ

る
集

会
所

で
、

高
圧

ガ
ス

ホ
ー

ス
が

切
断

さ
れ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
か

ら
容

器
の

所
有

者
で

あ
る

に
連

絡
が

入
り

、
容

器
所

有
者

の
社

員
が

現
場

を
確

認
し

、
容

器
の

盗
難

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
同

日
、

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

5
1
6

2
0
1
0
-

1
0
0
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
1
1

大
分

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
2
月

1
1
日

午
前

9
時

頃
に

、
公

民
館

の
使

用
者

か
ら

販
売

店
の

担
当

者
に

、
ガ

ス
が

つ
か

な
い

と
連

絡
が

入
っ

た
。

担
当

者
が

行
っ

て
み

る
と

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
前

回
検

針
は

、
1
1
月

1
5
日

で
こ

の
時

点
で

容
器

は
あ

っ
た

の
で

、
1
1
月

1
5
日

か
ら

1
2
月

1
1
日

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

5
1
7

2
0
1
0
-

1
0
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
1
5

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

消
費

者
が

ガ
ス

料
金

(5
、

7
、

8
月

分
)を

滞
納

し
て

い
た

た
め

、
販

売
店

は
8
月

1
4
日

の
検

針
の

際
に

マ
グ

ネ
ッ

ト
遮

断
に

よ
り

ガ
ス

を
止

め
た

が
、

同
月

2
4
日

に
無

断
使

用
を

確
認

し
た

た
め

、
再

度
遮

断
し

た
。

し
か

し
、

同
月

2
7
日

に
再

度
無

断
使

用
を

確
認

し
た

た
め

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
を

撤
去

し
た

。
1
2
月

1
5
日

に
販

売
店

の
配

送
員

が
こ

の
消

費
先

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
消

費
者

は
自

動
切

換
調

整
器

を
メ

ー
タ

ー
出

口
に

接
続

し
、

無
断

使
用

し
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

同
日

、
販

売
店

は
警

察
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

51
8

20
10

-
10

37
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
16

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無

平
成

2
2年

12
月

1
6日

午
前

10
時

3
0分

頃
、

L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

が
な

い
と

の
連

絡
が

消
費

者
か

ら
販

売
店

に
入

っ
た

。
高

圧
ホ

ー
ス

が
切

断
さ

れ
て

い
る

よ
う

で
あ

り
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
へ

直
行

し
た

。
同

日
午

前
11

時
頃

、
到

着
し

た
従

業
員

が
、

高
圧

ホ
ー

ス
切

断
の

う
え

、
L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

2本
が

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
調

整
器

、
配

管
等

は
残

さ
れ

て
い

た
。

同
年

12
月

1
4日

、
検

針
員

が
同

工
場

の
メ

ー
タ

ー
確

認
を

し
た

際
に

は
、

異
状

な
か

っ
た

。
工

場
に

お
い

て
は

以
前

よ
り

ガ
ス

が
使

用
さ

れ
て

お
ら

ず
、

こ
の

L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

2
本

の
中

身
は

、
満

タ
ン

で
あ

っ
た

。
被

害
に

つ
い

て
は

、
交

番
に

届
出

を
行

っ
た

。

51
9

20
10

-
10

04
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
17

佐
賀

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無

平
成

2
2年

12
月

1
7日

12
時

30
分

頃
、

消
費

先
に

配
送

業
務

委
託

先
の

社
員

が
容

器
配

送
に

出
向

い
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0k

g容
器

2
本

の
う

ち
1本

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
消

費
先

の
担

当
者

に
聞

い
た

と
こ

ろ
、

1
2月

4日
ま

で
は

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

た
と

の
こ

と
か

ら
、

そ
の

後
1
7日

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

1
7日

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

端
末

で
容

器
設

置
状

況
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

の
内

容
量

は
配

送
伝

票
、

及
び

検
針

伝
票

か
ら

み
て

満
タ

ン
で

あ
っ

た
。

52
0

20
10

-
10

27
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
18

鳥
取

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無
平

成
2
2年

12
月

1
8日

午
後

3時
頃

、
消

費
者

か
ら

、
L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

2本
の

う
ち

1本
が

無
く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
、

現
地

で
販

売
店

従
業

員
が

確
認

し
た

。
同

日
、

警
察

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

52
1

20
10

-
10

38
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
17

神
奈

川
県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（建

材
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無
平

成
2
2年

12
月

1
7日

15
時

頃
、

仕
事

を
終

了
し

資
材

セ
ン

タ
ー

に
、

L
P
ガ

ス
10

kg
容

器
1
本

を
置

き
帰

宅
し

た
。

翌
1
8日

9時
に

出
社

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

10
kg

容
器

1本
が

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
同

日
、

警
察

署
に

通
報

し
た

。

52
2

20
10

-
10

05
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
20

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無

平
成

2
2年

12
月

2
0日

午
前

8時
30

分
頃

、
公

民
館

を
利

用
し

て
い

た
住

民
よ

り
｢ガ

ス
が

点
か

な
い

｣と
の

連
絡

が
販

売
店

へ
あ

り
、

従
業

員
が

確
認

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

2本
と

連
結

用
高

圧
ホ

ー
ス

が
無

く
な

っ
て

お
り

、
替

わ
り

に
他

社
の

L
P

ガ
ス

2
0k

g容
器

1
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

こ
の

公
民

館
は

普
段

は
無

人
で

、
12

月
7
日

に
販

売
店

担
当

者
が

検
針

を
行

っ
た

際
に

は
容

器
は

あ
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
り

、
検

針
日

以
降

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
警

察
へ

の
被

害
届

に
つ

い
て

は
、

12
月

21
日

に
提

出
し

た
。
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20
10

-
10

06
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
20

宮
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（金

属
加

工
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無
平

成
2
2年

12
月

2
0日

10
時

ご
ろ

、
販

売
店

従
業

員
が

、
消

費
先

へ
L
P

ガ
ス

の
メ

ー
タ

ー
検

針
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

翌
日

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

52
4

20
10

-
10

28
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
20

島
根

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無

12
月

2
1日

午
前

9
時

1
0分

、
配

送
委

託
先

の
配

送
員

が
近

く
を

通
り

か
か

っ
た

際
、

集
会

所
の

体
積

販
売

の
L
P

ガ
ス

1
0k

g容
器

(予
備

側
充

瓶
)が

1
本

紛
失

し
て

い
る

の
を

目
撃

し
た

た
め

、
販

売
店

職
員

に
連

絡
を

と
っ

た
。

職
員

が
現

場
に

到
着

す
る

と
L
P

ガ
ス

1
0k

g容
器

(予
備

側
)が

確
か

に
無

く
な

っ
て

お
り

、
容

器
の

盗
難

に
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
た

た
め

、
警

察
署

へ
連

絡
し

て
現

場
検

証
を

実
施

し
た

。
検

証
内

容
は

、
検

針
員

が
12

月
2日

の
14

時
3
0分

か
ら

15
時

00
分

頃
の

検
針

時
に

は
容

器
の

存
在

を
確

認
し

て
い

る
た

め
、

こ
れ

以
降

か
ら

本
日

ま
で

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

た
だ

し
、

近
所

の
人

か
ら

｢1
2月

1
1日

に
当

集
会

所
を

利
用

し
た

と
き

に
は

異
常

が
無

か
っ

た
よ

う
に

思
わ

れ
る

｣と
説

明
を

受
け

た
。

盗
難

方
法

、
及

び
盗

難
後

の
使

用
方

法
を

説
明

し
た

。
な

お
、

盗
難

方
法

は
、

バ
ル

ブ
を

閉
止

後
、

高
圧

ホ
ー

ス
を

は
ず

し
、

容
器

チ
ェ

ー
ン

を
は

ず
し

て
盗

難
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

盗
難

防
止

チ
ェ

ー
ン

で
容

器
と

配
管

を
つ

な
い

で
施

錠
す

る
こ

と
と

し
た

。
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20
10

-
10

29
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
21

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無

平
成

2
2年

12
月

2
1日

、
農

協
職

員
が

、
ガ

ス
が

点
火

し
な

い
こ

と
を

不
審

に
思

い
容

器
置

場
に

出
向

い
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

の
盗

難
の

事
実

に
気

付
き

警
察

署
に

通
報

し
た

。
前

日
の

午
後

6時
10

分
頃

に
職

員
が

帰
宅

す
る

時
点

で
は

、
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

後
に

盗
難

さ
れ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
回

の
盗

難
に

つ
い

て
は

、
高

圧
ホ

ー
ス

2本
を

鋭
利

な
刃

物
等

で
切

ら
れ

、
そ

の
う

ち
残

ガ
ス

の
多

い
容

器
が

持
ち

出
さ

れ
た

。

52
6

20
10

-
10

07
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
22

熊
本

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無

平
成

2
2年

12
月

2
2日

夕
方

、
配

送
委

託
先

の
配

送
担

当
者

が
、

消
費

先
の

付
近

を
走

行
し

て
い

た
際

に
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0k

g容
器

1本
と

L
P

ガ
ス

50
kg

容
器

1本
に

異
変

を
感

じ
た

た
め

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0k

g容
器

1本
が

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

住
人

に
話

を
聞

い
た

と
こ

ろ
、

無
く
な

っ
て

い
た

こ
と

に
は

気
付

か
な

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

盗
難

さ
れ

た
容

器
に

つ
い

て
は

1
1月

末
に

設
置

さ
れ

、
12

月
1
0日

に
検

針
を

行
っ

て
い

る
が

、
検

針
時

に
容

器
が

あ
っ

た
か

分
か

ら
な

い
と

の
こ

と
で

あ
り

、
盗

難
に

あ
っ

た
時

期
は

特
定

で
き

て
い

な
い

。
な

お
、

調
整

器
の

盗
難

、
ホ

ー
ス

の
切

断
、

及
び

ガ
ス

漏
れ

の
被

害
は

な
か

っ
た

。
ま

た
、

1
2月

24
日

に
警

察
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。
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20
10

-
10

30
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
22

千
葉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無
平

成
2
2年

12
月

2
2日

、
賃

貸
住

宅
の

大
家

が
空

家
(戸

建
)5

戸
の

内
、

3
戸

分
の

L
P

ガ
ス

50
kg

容
器

6本
(2

本
×

3戸
)が

な
い

こ
と

に
気

付
き

、
派

出
所

へ
届

け
出

た
。

1
1月

10
日

に
は

異
常

が
な

か
っ

た
の

で
、

そ
の

後
に

盗
難

さ
れ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
回

の
盗

難
に

つ
い

て
は

、
高

圧
ホ

ー
ス

は
全

て
金

具
で

外
さ

れ
、

ホ
ー

ス
の

切
断

は
な

か
っ

た
。
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-
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08
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
24

福
岡

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無
平

成
2
2年

12
月

2
4日

午
前

10
時

頃
、

販
売

店
社

員
が

消
費

先
事

務
所

へ
検

針
に

立
ち

寄
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

1本
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

平
成

2
2年

11
月

24
日

の
検

針
時

に
は

、
容

器
の

存
在

を
確

認
し

て
お

り
、

そ
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
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31
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
24

高
知

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（役

所
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無
平

成
2
2年

12
月

2
4日

午
前

11
時

2
0分

頃
、

配
送

員
が

容
器

交
換

へ
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

10
kg

容
器

2本
の

う
ち

1
本

が
空

の
容

器
(昨

年
の

平
成

21
年

1
2月

13
日

に
盗

難
に

あ
っ

た
容

器
)と

交
換

さ
れ

て
い

た
。

53
0

20
10

-
10

32
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
25

長
野

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無

12
月

2
5日

午
前

1
1時

半
頃

に
、

消
費

者
は

L
P

ガ
ス

20
kg

容
器

2本
が

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
同

日
午

後
5
時

頃
に

販
売

店
へ

連
絡

し
た

(消
費

者
に

よ
れ

ば
、

10
月

中
旬

に
は

容
器

は
存

在
し

て
い

た
と

の
こ

と
)。

販
売

店
は

社
内

の
記

録
等

に
よ

り
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
撤

去
等

の
記

録
は

無
く
、

盗
難

に
遭

っ
た

と
判

断
し

た
。

2
6日

午
後

2
時

頃
に

販
売

店
従

業
員

が
現

場
を

確
認

し
、

27
日

午
前

中
に

警
察

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

地
方

事
務

所
に

は
、

2
5日

午
後

7時
頃

に
連

絡
し

た
。

53
1

20
10

-
10

35
消

費
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

20
10

/
12

/
26

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（盗 難

）

そ
の

他
（個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（盗

難
）

無

12
月

2
6日

、
消

費
先

を
容

器
交

換
及

び
メ

ー
タ

ー
確

認
の

た
め

配
送

員
が

訪
問

し
た

際
に

、
平

成
22

年
5月

25
日

に
配

送
し

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

5
0k

g容
器

2
本

の
う

ち
1本

が
他

社
容

器
に

入
れ

替
わ

っ
て

接
続

さ
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

販
売

店
は

、
入

れ
替

え
ら

れ
た

容
器

の
販

売
店

に
自

社
容

器
の

所
在

確
認

を
依

頼
し

た
。

調
査

の
結

果
、

入
れ

替
わ

っ
て

い
た

容
器

は
盗

難
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
、

販
売

店
の

容
器

は
所

在
不

明
で

あ
っ

た
た

め
、

盗
難

さ
れ

た
と

判
断

し
た

。



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県

名
死 者

重 傷
軽 傷

計
物

質
名

現
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

着
火

源
事

故
概

要

5
3
2

2
0
1
0
-

1
0
3
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
2
7

埼
玉

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
平

成
2
2
年

1
2
月

2
7
日

1
4
時

頃
、

消
費

先
で

あ
る

集
会

場
の

利
用

者
か

ら
販

売
事

業
者

に
、

L
P

ガ
ス

容
器

が
な

い
と

の
連

絡
が

入
っ

た
。

販
売

事
業

者
が

現
地

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
同

年
1
2
月

1
8
日

2
0
時

頃
、

集
会

所
が

利
用

さ
れ

た
際

に
は

、
異

状
な

か
っ

た
。

警
察

署
に

被
害

届
け

を
提

出
し

た
。

5
3
3

2
0
1
0
-

1
0
3
3

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
0
/
1
2
/
2
8

大
阪

府
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素

そ
の

他
（
盗

難
）

機
械

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
消

費
先

で
使

用
し

て
い

た
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
0
.0

4
2
m

3
容

器
1
本

と
酸

素
ガ

ス
0
.0

4
7
m

3
容

器
1
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

5
3
4

2
0
1
0
-

1
0
3
4

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
2
8

山
口

県
0

0
0

0
酸

素
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無
酸

素
療

法
の

た
め

、
医

療
機

関
か

ら
圧

縮
酸

素
ガ

ス
1
.1

L
容

器
を

借
り

受
け

、
車

内
(自

宅
駐

車
場

)に
置

い
て

い
た

と
こ

ろ
、

1
2
月

2
8
日

に
車

上
荒

ら
し

に
よ

り
盗

難
さ

れ
た

。
販

売
店

へ
は

、
1
2
月

2
8
日

1
4
時

1
1
分

頃
連

絡
し

、
2
8
日

1
4
時

3
0
頃

、
警

察
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

5
3
5

2
0
1
0
-

1
0
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
0
/
1
2
/
2
9

茨
城

県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
（
停

止
）

＜
そ

の
他

＞
（
盗

難
）

無

1
2
月

2
8
日

、
他

の
販

売
店

よ
り

、
消

費
先

に
販

売
店

の
容

器
が

設
置

し
て

あ
る

旨
の

連
絡

が
あ

り
、

2
9
日

、
容

器
を

回
収

し
た

。
容

器
番

号
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

こ
の

容
器

は
販

売
店

の
消

費
先

で
解

約
さ

れ
た

際
に

設
置

さ
れ

て
い

た
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
の

1
本

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
盗

難
場

所
で

は
、

2
0
0
9
年

8
月

に
販

売
店

と
A

氏
は

解
約

し
、

同
住

所
に

お
い

て
2
0
1
0
年

7
月

に
B

氏
と

販
売

店
は

契
約

を
結

ん
だ

。
そ

の
際

、
容

器
が

な
か

っ
た

た
め

販
売

店
で

は
A

氏
と

解
約

し
た

と
き

に
容

器
を

引
き

上
げ

た
も

の
と

判
断

し
て

い
た

が
、

今
回

の
他

の
販

売
店

か
ら

の
確

認
依

頼
で

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

な
お

、
2
0
0
9
年

8
月

時
点

で
両

容
器

は
ガ

ス
の

入
っ

た
状

態
で

あ
っ

た
が

、
今

回
発

見
さ

れ
た

容
器

は
空

容
器

で
あ

っ
た

。

－152－




